
第Ⅴ章　古代の遺構と遺物

１　概要

　古代の遺構では天仁元年（1108）の浅間山降下テフ

ラ（Ａｓ－Ｂ）以前の遺構を扱った。古墳時代４世紀初

頭とされる浅間山降下テフラ（Ａｓ－Ｃ）上に造られた

水田が最も古い遺構である。弥生時代後期の土器がごく

わずかに出土したが、縄文時代の遺物は確認できない。

調査範囲中央の３－２区以西では中世の遺構とともに平

安時代の遺構が確認される場合もあり、土坑やピットな

ど遺物出土のない遺構には厳密な分類ができなかった施

設も多い。氾濫の影響を頻繁に受けた本遺跡では多数の

調査面から遺構が確認されている。降下テフラ下や一部

の泥流面を除き、異なる調査区を繋ぐ面の照合が明瞭に

できない部分もあった。

　Ａｓ－Ｃ混じりの土を耕土とする小区画水田（本文

328頁）は古墳時代集落のない３区で最も明瞭に残存し、

４区で一部が確認できる。集落の密集した１・２区で住

居掘り方調査時に水田痕跡の可能性のある溝状の施設が

確認できた部分があり、古墳時代初頭は広範な水田地帯

であった可能性がある。

　古墳時代の集落（本文 147 頁）は４世紀代の古墳時

代前期から１区西隅から２区にかけて（東側集落）と、

３区西隅から４区にかけて（西側集落）に見られる。水

田と重複する部分が多く、比較的短期間に行われた土地

利用変化が確認できる。調査範囲では東側集落の規模が

大きく、著しい住居間重複が見られる。また東側集落に

隣接する河道脇には多量の土器が出土し（本文 358 頁）、

水辺の祭祀行為が推測される遺物が含まれる。装飾器台

など特殊な遺物を含め、古墳時代前期の良好な土器類が

集落や周辺から出土している。

　５世紀に至ると西側集落で規模が拡大し、出現期のカ

マドを備えた住居が４棟確認されている。

　本遺跡では須恵器を伴う住居が出現する以前に集落は

消失し、広範囲の畑（本文 299 頁）へと変わる。この

間に泥流を被覆し、確認された集落面と上面畑では２区

で40～50㎝、４区でも50㎝前後の比高差を生じている。

　この泥流を運んだ氾濫が一度のものか繰り返し起きた

のか不明だが、遺跡の様相を激変させるものであった。

氾濫による泥流層上では、５区の畑では５世紀末から６

世紀初頭とされる榛名山降下テフラ（Ｈｒ－ＦＡ）を直

接被覆する畑が、４区ではこのテフラを鋤き込んだ畑が

確認できる。これらの畑は再度大規模な泥流で埋没する。

この泥流の契機についてはテフラ分析（本文 369 頁）で

Ｈｒ－ＦＡの可能性が提起されているが、発掘調査では

降灰から洪水までの間に畑の復旧等の作業痕跡が観察さ

れている。

　畑を埋めた洪水後、遺構は長期間不明になる。荒廃地

であったか、安定した耕作地となり遺構として痕跡をと

どめなかったかを判断する資料に欠ける。

　再び集落が出現するのは平安時代９世紀以降で、３・

４区にかけて（本文 126 頁）見られ、古墳時代に密集

した集落のあった２区では確認されていない。竪穴住居

数は多くないが、区画を区切る溝（本文 271 頁）や掘

立柱建物（本文 278 頁）などが見られ、農耕村落と単

純に位置付けられない要素が看取でき、石製巡方など官

衙に繋がる遺物もわずかに見られる。集落は 10 世紀代

には消失するようで、羽釜を伴う住居は見られない。ま

た採取される遺物にも平安時代後期の土器は含まれな

い。

　Ａｓ－Ｂの一次堆積層は広く確認されるが、直下の遺

構は３－１区の畑のみである。畝・畝間は明瞭でなく、

耕作されていなかった畑の可能性がある。３－１区では

Ａｓ－Ｂを鋤き込んだ中世の畑（本文 93 頁）が調査さ

れているが、この間に畝間の方向が異なり、古代と中世

の間に継続性は確認できない。

　遺物が集中して出土したが遺構を確認できなかった地

点について本文 354 頁以降に記した。その他遺構に伴

わない遺物や他時期の遺構に混入した遺物は本文 364

頁以降に一括して扱った。

１　概要
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１号住居　
１　灰褐色土　掘り方埋戻し土と思われる。粘性・

しまりあり。径１～３㎜のFP粒を散見する。径
30㎜のFA泥流ブロックを多量に含む。
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第103図　３区１号住居および出土遺物　

２　竪穴住居

（１）平安時代の竪穴住居

　平安時代の竪穴住居は14棟確認できた。３区に２棟・

４区に12棟・５区に１棟見られる。古墳時代集落に比べ

ると密度が低く、散在している。３・４区は東西60ｍの

範囲にあり古墳時代集落とほぼ同じ微高地上に占地して

いる。５区は古墳時代にＦＡ下の畑のみ確認された一画

で平安時代になって初めて住居が確認された。古墳時代

にきわめて多数の住居があった１・２区では平安時代の

住居は確認されていない。

３区の堅穴住居

　３区西隅は４区から続く微高地の東隅で、古墳時代西

側集落と同様に集落範囲の東隅にあたっている。ここで

２棟の住居が確認できた。２棟とも典型的な住居ではな

く、１号住居は掘り方のみの確認で、２号住居はきわめ

て小型で竪穴住居的ではない。集落以外に井戸や区画溝

となる可能性のある施設が確認されている。

１号住居（第103図　PL.19-②、 65　遺物観察表411頁）

本遺跡平安時代の住居のうち、最も東側に位置してい

る。床面はなく掘り方部分のみの確認と思われる。北側

は調査区境に接し、排水溝を兼ねたサブトレンチにより

北壁直下を失っている。

位置　042 ～ 046－880 ～ 884グリッドにある。

規模形状　長軸長3.3ｍ以上、北側短軸長3.25ｍで南辺

が北辺より狭い逆台形状に歪んだ長方形を呈している。

方位　Ｎ－２°Ｗ。　面積　復元10.0㎡

床面　確認面に踏み固めや焼土等が見られない。調査で

きたのは10㎝の深度がある掘り方部分と思われる。掘り

方底面は比較的凹凸が少なく、全体では南側へ低くわず

かに傾斜し、北側と４㎝前後の比高差がある。

カマド　南壁中央に奥行68㎝の張出し部分があり、カマ

ドを想定して精査したが、被熱痕や焼土・粘土等の混入

がなく、カマドと確認できなかった。本遺跡に南カマド

を持つ住居は類例がない。

その他　壁溝・ピット等の施設は確認できない。

遺物　掘り方埋戻し土内であるが重量で0.5㎏の土師器・

須恵器片を出土し、須恵器杯１点を図示した。

所見　平安時代の区画溝と思われる１号溝東側（外側）

に軸方向をほぼ揃えて隣接している。平安時代の住居に

必須のカマドが確認できていない。東辺にカマドを設け

ることが一般的であり、本住居の床面は確認でき他面よ

りかなり上側にあり、カマド痕跡が消失したものと想定

する。時期決定を行う資料に欠くが、図示した土器は口

縁端部に反りのない９世紀中頃の遺物である。

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物
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２号住居　
１　褐灰色土　しまり、粘性あり。炭化物粒とFPを散見する。
２　にぶい黄褐色土　シルト質土。しまり弱い弱粘性土。
３　炭化物粒集中層。
４　暗褐色土　しまりある粘性土。
５　褐灰色土　掘り方埋戻し土層か。しまり、粘性あり。炭化物粒を散	

見し、黄灰色シルトブロックを多量に含む。
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第104図　３区２号住居および出土遺物　

２号住居（第104図　PL.19-③、65　遺物観察表411頁）

　調査範囲の西隅にあって、西側の大部分が調査区域外

となり、全容は把握できていない。調査範囲では全体が

古墳時代の３号住居内にある。

位置　027 ～ 029－886 ～ 887グリッドにある。

規模形状　南北軸長2.3ｍ、東西軸長0.65ｍ以上の規模

で、竪穴住居としてはきわめて小さい。

埋没土・壁　中央付近に粘性土や炭化物粒を積み上げた

ような層が見られるが、その後一気に埋没している。壁

高は最も深い東辺で12cmを測る。

方位　Ｎ－８°Ｗ。　面積　残存1.11㎡

床面　北側へ低くやや傾斜していて、南側と３㎝の比高

差がある。ほぼ全体に深さ10㎝前後の掘り方があり部分

的にピット状の細い窪みが見られる。

その他　３号住居に後出する。カマド・壁溝・ピット等

の施設は確認できない。

遺物　狭い調査範囲に比して出土遺物量は多く、埋没土

出土土器を中心に土師器・須恵器・灰釉陶器５点を図示

した。須恵器甕５は北東隅付近の床面から５㎝前後浮い

た状態であった。他の遺物はすべて埋没土内の出土であ

る。図示した以外に重量で約１㎏の土師器・須恵器を出

土しているが、杯類破片が主体で甕類破片はきわめて少

ない。

所見　平安時代の遺構であるが、東辺にカマドがなく、

出土遺物に甕類が少ないなど、該期の住居としては違和

感のある施設である。本住居に確実に伴う土器がなく時

期決定の資料に欠くが、灰釉陶器の存在など９世紀末以

降10世紀までの出土遺物である。

２　竪穴住居
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１号住居　
１　灰黄褐(10YR6/2)　やや粗粒の弱粘性土。斑鉄がや

や多く見られる。1′はやや黄色味強く、炭化物粒を
散見する。

２　褐灰(7.5YR6/1)　細粒の弱粘性土。黄褐色土粒を含
み斑鉄が見られる。2′には若干焼土粒が混じる。

３　灰褐(7.5YR6/2)　壁際の埋没土。細粒の弱粘性土。
黄褐色土小ブロックを不均等に含む。

４　明黄褐(10YR6/6)　カマド上面に見られる弱粘性土。
褐灰色土ブロックや焼土粒が若干混入する。カマド
崩落部分の窪み上にある埋没土のようだが、住居埋
没土に該当する土は見られない。

５　にぶい黄橙(10YR6/3)　崩落カマド天井や燃焼部の
埋没土。焼土粒の混入が多く、炭化物粒や灰を含む。
5′には焼土ブロックが混じり、緩んだ燃焼部壁部分
と思われる。

６　褐灰(7.5YR4/1)　焼土粒・炭化物粒を若干混入する。
上面は部分的に灰が多い。6′には踏み固められた部
分があり、二次的な床面部分もある。

７　灰褐(7.5YR6/2)　壁際の埋戻し土。やや粘性あり。
灰白色土粒が小ブロック状に混じる。

８　黒褐色土　ピット埋没土の粘性土。
９　にぶい黄橙(10YR7/3)　掘り方埋戻し土。粘性やや

強い。褐灰色土・灰白色土を小ブロック状に混入す
る。
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第106図　４区１号住居　

第105図　４区平安時代住居配置図　

４区の堅穴住居

　調査第１面で５号住居まで、調査第２面で６

号住居以降の住居を確認したが、同一時期の集

落である。調査区の東側で合計12棟の住居が確

認できた。ここは３区西隅から続く微高地上に

あたる。集落は４区東半のほぼ全域にひろがっ

ているが、集落範囲は古墳時代よりやや東側に

寄っている。３区同様区画溝と想定できる施設

や掘立柱建物などの同時代遺構がある。

１号住居（第106 ～ 108図　PL.19-⑦、 20-①～③、 65　

　　　　遺物観察表411頁）

　４区西側の平安時代住居群内にあり、最も南側で確認

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物
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１号住居ピット一覧 （単位：cm）

No 長径×短径×深さ 種類
１ 42×35×17 貯蔵穴か
２ 24×21×15
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第107図　４区１号住居掘り方およびカマド　

した住居である。

位置　032 ～ 036－930 ～ 933グリッドにある。

規模形状　長軸長3.5ｍ、短軸長3.2ｍの長方形を呈して

いる。北辺は直線的だが南辺は湾曲気味で均等でない。

隅の丸みの強いプランである。

埋没土・壁　レンズ状堆積を基本としており自然堆積と

思われる。壁高は25cm前後である。

方位　Ｎ－78°Ｅ。　面積　2.75㎡

床面　南東側へ低く傾斜し、北西隅と11㎝の比高差があ

る。掘り方はほぼ全体に見られるが深度５㎝前後で浅く、

壁際がやや深くなる傾向がある。

壁溝　掘り方調査時に壁際の窪みが部分的に確認されて

おり、南東隅・北西隅など部分的に小規模な壁溝があっ

た可能性がある。

ピット　床面で２基のピットを確認した。Ｐ１は貯蔵穴

の位置にあるが規模が小さい。Ｐ２は浅く柱穴とは考え

にくい。掘り方調査時にもピット状の窪みを確認してい

るが、主柱穴配置上になく深度10㎝未満でピットとして

扱わなかった。

カマド　東辺ほぼ中央にある。広い燃焼部が壁際を中心

とする位置にあり壁外から住居内へおよぶ。火床は住居

床面より７㎝低い。煙道の壁外への張り出しは95㎝を測

る。袖部は確認できないが、構造上住居内にも袖があっ

たはずである。

遺物　出土遺物は豊富でカマド周辺遺物を中心に土器13

点・石器１点・鉄器１点を図示した。カマド内から甕８・

９・12と椀７が、またカマド内とカマド前面の床直上に

かけて甕10・11・13が出土した。本住居に確実に伴う土

器である。杯類は４～６など東壁寄りの床面よりやや高

い位置から出土するものが多かった。鉄器15は紡軸のよ

うな完形の棒状製品でカマド前面の床直上で出土してい

る。図示した以外に重量で2.1㎏の土師器・須恵器を出

土している。

所見　炭化物粒や焼土が広範囲に見られるが、焼失住居

の痕跡はない。出土した甕類はコの字状口縁で椀は口縁

部がやや外反し、９世紀後半頃の住居と想定できる。

２　竪穴住居
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第108図　４区１号住居出土遺物　
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２号住居　
１　褐灰(10YR6/1)　多量の灰褐色細砂質土が混じる。FP散見。斑鉄あり。
２　灰黄褐(10YR6/2)　粘性土。褐灰色土がブロック状に混入。FP散見。斑鉄あり。

2′には焼土粒・炭化物粒が少量混じる。
３　褐灰(10YR6/1)　細粒で粘性にやや欠ける。明黄褐色土小ブロックが混じり、

炭化物粒やFPを散見する。
４　灰黄褐(10YR6/2)　粘性あり。黄灰色土がブロック状に少量混入している。灰、

炭化物粒、焼土粒を含む。斑鉄あり。4′には黄褐色土の混入多く、灰・焼土等
の混入物はやや少ない。

５	 褐灰(7.5YR6/1)　３層土と４層土の混土。焼土等の混入物は少ない。FP粒が若
干混入する。

６　灰褐(5YR5/2)　やや粘性あり。焼土粒の混入が多い。6′は４層土との混土。
７　褐灰(5YR5/1)　灰主体の層。炭化物粒や焼土等を含む。
８　暗灰(N3/0)　焼土や灰をブロック状にやや多く含み、黄褐色土粒が混入する。
９　褐灰(10YR6/1)　火床およびカマド掘り方。上面は橙色を呈す。中面以下には

焼土粒や灰が若干混入する。
10　ピット埋没土　10′に炭化物粒や灰を少量含む。
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第109図　４区２号住居　

２号住居（第109・110図　PL.20-④～⑦、65　

　　　　遺物観察表411・412頁）

　１号住居の北西側２ｍの位置に軸方向を揃えて並ぶよ

うにして確認された。

位置　036 ～ 039－933 ～ 937グリッドにある。

規模形状　長軸長2.85ｍ、短軸長2.4ｍの東西にやや長

い長方形を呈している。各辺は直線的だが北側両隅の丸

みが強い。カマド下の面では東壁がカマドを挟んでやや

食い違っていることが分かる。

埋没土・壁　壁高は10cm前後である。

方位　Ｎ－78°Ｅ。　面積　9.60㎡

床面　地山傾斜とは逆に北西側へ低く傾斜し、南東隅と

５㎝の比高差がある。掘り方は見られない。

カマド　東辺中央にある。燃焼部は壁際から壁外にあり、

火床は住居床面より４㎝低い。深さ10㎝ほどの掘り方が

あり、埋戻し土には焼土・灰等が混じる。焚口幅が60㎝

あり、小型住居としては大きなカマドである。

その他　５号住居に後出している。南東壁際の窪みＰ２

は床面調査時には確認できなかった施設で配置より貯蔵

穴と思われる。径48×40㎝、床面からの深さ20㎝で底面

は比較的平坦な施設である。住居廃絶時には埋められて

いたようだ。Ｐ１はＰ２に後出する施設で床面からの深

さ10㎝の不明瞭な施設である。壁溝・ピット等は確認で

きない。

遺物　住居全体に散乱するようにして遺物が出土してお

り、そのうち杯類５点を図示した。北壁直下で１は床直

上、３は床ほぼ直上から出土した。５も西壁寄りの床ほ

ぼ直上の出土で、これらは本住居に確実に伴う遺物であ

る。図示した以外に重量で0.5㎏の遺物が出土した。こ

の中には甕類が多く含まれている。

所見　出土須恵器は椀と皿へ分化し、口縁端部外反が見

られ、９世紀末から10世紀前半の遺物と考えられる。

２　竪穴住居
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第110図　４区２号住居出土遺物　

第111図　４区３号住居　

３号住居（第111・112図　PL.20-⑧、 21-①～③、65・66

　　　　　　　　遺物観察表412頁）

　北側が調査区域外で全容を把握できていない。

位置　052 ～ 056－926 ～ 929グリッドにある。

規模形状　長軸長3.4ｍ以上、短軸長3.15ｍの南北に長

い長方形を呈している。東辺はカマドを挟んで食い違っ

ており、長いと推定されるカマド北側が狭くなっている。

各辺は直線的で比較的整美な形状である。

埋没土・壁　壁高は10cm前後である。

方位　Ｎ－86°Ｅ。　面積　残存5.79㎡

床面　５㎝前後の凹凸のある不整な床面である。深さ10

㎝前後の掘り方があり、掘り方底面は東壁下を除いて比

較的平坦である。

カマド　東辺やや南寄りにある。燃焼部は壁際から壁外

にあり、火床は住居床面より９㎝低い。さらに火床下に

は深さ25㎝前後の掘り方があり、埋戻し土に焼土・灰が

混じる。壁際に川原石を使った袖石が据えられ、焚口間

口は60㎝となる。煙道の張り出しは確認できない。

その他　掘り方調査時にカマド南脇と住居中央北西寄り

で径17㎝、床面からの深さ33㎝のＰ１を確認した。配置・

規模から主柱穴となる施設ではない。壁溝は確認されて

いない。

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物
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３号住居　
１　褐灰(10YR5/1)　黄褐色土をブロック状に含むややしまり欠く層。炭

化物粒を含む。1′には暗褐色土ブロックも混じる。
２　褐灰(10YR5/1)　斑鉄の見られるややしまりある層。
３　灰黄褐(10YR5/2)　２層に近いが下層に向かって漸移的に炭化物粒や

焼土粒の混入増す。
４　にぶい黄褐(10YR5/4)　しまり弱く粘性強い。焼土ブロックを散見す

る。4′には不均等に多量の炭化物粒が混じる。
５　灰黄褐(10YR5/2)　しまりやや弱い粘性土。二次的な火床面と思われ

るが被熱痕は少ない。
６　黒褐(7.5YR3/1)　下側にある火床上の埋没土と思われる。炭化物粒

を多量に含むややしまり弱い層。
７　灰褐(7.5YR4/2)　カマド下掘り方埋戻し土。ローム状土ブロック・灰・

炭化物粒を多量に含む。
８　にぶい黄橙(10YR6/4)　カマド下掘り方埋戻し土下層。大粒の焼土ブ

ロック、暗褐色土ブロック・灰を含む。しまりあり。
９　黒(N2/0)　袖石裏込め。焼土小ブロックと多量の炭化物粒・灰白色

の灰を含む。しまり弱い。
10　灰黄褐(10YR5/2)　しまりのある貼床層か。暗褐色土の混じる弱粘性

土。斑鉄が多い。
11　褐灰(10YR5/1)　掘り方埋戻し土。黄褐色土小ブロックを含む。しま

り・粘性あり。11′はやや砂質。　
12　灰黄褐(10YR6/2)　ピット埋没土。砂質土で・炭化物小片を含む。下

層ほど黒色味をおびる。

第112図　４区３号住居断面および出土遺物　

付近の出土である。図示した以外に重量で1.6㎏の土師

器を主体とする遺物が出土した。

所見　確実な住居時期決定の遺物を欠くが、出土遺物は

コの字状口縁甕と底径の広い杯を伴う９世紀前半の土器

である。

遺物　２号住居同様住居内に散乱するように遺物が出土

し、そのうち９点を図示した。カマド内出土は杯４のみ

で、床面に散乱する破片のうち杯５、甕７・８が床直上

出土破片を含んでいる。椀６は床ほぼ直上だが住居中央

２　竪穴住居
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４号住居　
１　にぶい褐(7.5YR6/3)　粒子の細かな弱粘性土。弱い被熱痕あり。火床部分か。
２　暗灰（Ｎ3/0）灰と地山黄褐色土の混土。
３　黒褐(7.5YR3/1)　弱粘性土。焼土小ブロックが混入する。上面には褐色土小ブロッ

クの混入多い。
４　にぶい黄褐(10YR5/3)　ローム状土が混入する弱粘性土。掘り方埋戻し土か。
５　橙(5YR6/6)　被熱した硬化面。
６　褐灰(10YR6/1)　掘り方埋戻し土。粒子の細かな弱粘性土。斑鉄あり。
７　灰黄褐(10YR6/2)　ピット埋戻し土。焼土粒・炭化物粒を含む。
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第113図　４区４号住居および出土遺物　

４号住居（第113図　PL.21-④　遺物観察表412頁）

　床面直上付近および一部床を削り込んだ面で把握した

壁面のほとんど残存しない住居である。

位置　040 ～ 044－935 ～ 940グリッドにある。

規模形状　北側長軸長3.6ｍ、短軸長3.45ｍの方形で南・

北隅がやや鈍角に開き菱形状に歪んでいる。

埋没土・壁　埋没土は確認できず、壁は残存しない。

方位　Ｎ－60°Ｅ。　面積　8.35㎡

床面　調査できた範囲では地山傾斜とは逆に西側へ低く

傾斜し、東隅と５㎝前後の比高差がある。北西側は削ら

れた可能性がある。確実に残存する床面の範囲が不明瞭

だが、カマド前面に踏み固められた硬化面が見られる。

住居粗掘り時の窪みを埋め戻したようなわずかな掘り方

が見られる。一部ピット状の窪み部分があるが、Ｐ１と

した。最も深い部分でも床面からの深さ12㎝の不明瞭な

ものである。

カマド　北東辺やや北寄りにある。燃焼部は壁外にあり、

火床は床面より３㎝低い。燃焼部両脇に小ピットがある。

火床からの深さは北西側12㎝、南東側６㎝で礫を据えた

痕跡となる可能性がある。袖石や支脚の位置ではなく、

煙道入口部の施設になると想定する。

その他　壁溝・柱穴等の施設は確認できない。

遺物　カマド燃焼部脇の窪み内出土須恵器椀１を図示し

た。図示した以外に重量で0.5㎏の土器があるが須恵器

が３割を占めていた。

所見　唯一図示できた須恵器椀は口縁が開く９世紀後半

から10世紀前半頃の遺物と考えられる。

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物
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５号住居　
１　褐灰(7.5YR6/1)　粒子の細かな弱粘性土。1′に黄色土粒を多く含む。
２　褐灰(10YR6/1)　弱粘性土。黄色土や黒色土を不均等に小ブロック

状に含む。　
３　褐灰(7.5YR6/1)　黄色味を帯びた砂質土の混入多い。炭化物・焼土

粒を散見する。
４　褐灰(7.5YR6/1)　カマド天井部構築材か。褐灰色土をブロック状に

含み、焼土粒・炭化物粒を少量含む。
５　赤褐色土　多量の黄褐色土を含み、焼土小ブロック・炭化物粒を少

量含む。カマド燃焼部埋没土。
６　灰層　炭化物粒を多量に含み、焼土粒の混入もやや多い。
７　にぶい黄褐(10YR5/4)　袖構築材の可能性のある層。褐灰色土との

混土。焼土粒・炭化物粒を散見する。
８　にぶい黄橙(10YR6/3)　掘り方埋戻し土。黄色土をブロックに混入

する。8′はカマド掘り方で炭化物粒・焼土粒を少量含む。　
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第114図　４区５号住居　

５号住居（第114・115図　PL.20-④、21-⑤・⑥、66　

　　　　遺物観察表412頁）

　２号住居に北東隅付近を壊されているが、掘り方部分

から住居の全容が把握できる。

位置　035 ～ 038－934 ～ 938グリッドにある。

規模形状　北側長軸長2.9ｍ、東側短軸長2.25ｍで、南

辺は北辺より70㎝短く、東辺は西辺より30㎝短い台形状

を呈している。

埋没土・壁　埋没土は水平に近い堆積の部分が多い。壁

高は20cm前後で最も深い南壁で29㎝を測る。

方位　Ｎ－72°Ｅ。　面積　12.26㎡

床面　細かな凹凸があるがほぼ平坦な床面である。カマ

ド内から南東隅にかけて炭化物粒が散っている。住居掘

り下げ時の窪みを埋め戻す程度の浅い掘り方が広範囲に

見られる。

壁溝　南西隅周辺にのみ見られる。床面からの深さ５㎝

前後の比較的明瞭な掘り込みであった。

ピット　掘り方調査時に壁溝北隅に接して床面からの深

さ12㎝のピット状の窪みを確認した。埋没土上面からの

掘り込みとは別の窪みである。

カマド　東辺中央やや南寄りにあり、東隅を壊されてい

る。燃焼部は壁際から壁外にあり、火床は住居床面より

３㎝前後低くなっている。

その他　２号住居に前出している。

遺物　カマド火床下埋め戻し土内から出土した杯類３点

を図示した。図示した以外に重量で0.8㎏の土器が出土

したが、ほとんど土師器である。

所見　図示した遺物は口縁の反りのない９世紀後半頃の

土器で、カマド構築または改築時の遺物である。

２　竪穴住居
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６号住居　
１　耕作土およびAs-B混土。
２　一次堆積層に近いブロック状のAs-B。
３　灰褐色土　しまりある層。炭化物粒・焼土粒を散見する。

3′との間の薄線部分に炭化物層が見られる。
４　にぶい黄褐色土　炭化物粒・焼土粒を散見するしまりあ

る層。4′では混入物やや多い。
５　黒褐色土　炭化物の多い層。灰・焼土を散見する。
６　灰黄褐色土　しまりのある粘性土層。6′では炭化物粒を

やや多く含む。
７　灰褐色土　炭化物粒・焼土粒を散見するしまり強い層。

貼床と思われる。
８　炭化物粒を主体に互層状の砂質土が混じる層。
９　にぶい黄橙色土　地山に近い砂質土。炭化物粒を少量含

む掘り方下層埋戻し土。
10　褐灰色土　貯蔵穴およびピット埋没土。しまり、粘性と

もに強い。炭化物粒・焼土粒を散見する。10′では混入
物多い。

11　灰褐色土　しまり粘性ともにやや強い。焼土粒・炭化物
粒を含む。砂質土をブロック状に混入する。
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第116図　４区６号住居　

第115図　４区５号住居出土遺物　

６号住居（第116 ～ 118図　PL.21-⑦・⑧、22-①・②、　

　　　　66・67　遺物観察表412・413頁）

　４区北東隅にあって住居南側を確認し、東隅を調査範

囲いっぱいに広げて調査し、かろうじて南東隅まで把握

できた。このため土層断面図が変則的になっている。こ

の付近の上面部分は土器出土の多い地点で調査時には遺

物包含層として扱われた。

位置　049 ～ 051－900 ～ 906グリッドにある。

規模形状　東西軸長6.3ｍ、南北軸長2.3ｍ以上の規模の

大型住居である。残存する各辺は直線的で各隅も丸みが

少なく、整美な形状である。

埋没土・壁　壁側から埋もれており、自然堆積と思われ

る。壁高25 ～ 29cmでほぼ一様である。

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物

136

６号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 47×40×52 主柱穴
２ 53×－×90 主柱穴
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第117図　４区６号住居掘り方および出土遺物（１）　

方位　Ｎ－１°Ｗ。　面積　残存12.03㎡

床面　細かな凹凸があり、調査範囲では住居中央側が低

く、壁際と５㎝前後の比高差がある。ほぼ全体に深さ２

～ 13㎝の掘り方があり、上面に貼床と思われる層厚４

㎝前後の踏み固め層（７層）が見られる。

ピット　２本の柱穴を確認した。４主柱穴を構成すると

思われるが南壁からの距離はＰ１がＰ２より30㎝長く、

歪んだ配置となっている。

貯蔵穴　南東隅壁直下で確認したピット状の窪みは径60

×49㎝・深さ30㎝の小規模な施設だが、配置より貯蔵穴

と思われる。遺物の出土も多い。

その他　11号住居に後出している。カマド・壁溝は確認

できない。掘り方調査時に壁下に不規則に並べたような

小礫が確認されている。

遺物　住居内の一部のみの調査であったが出土遺物はき

わめて多く、杯類を中心に25点の土器と石製品１点を図

示した。貯蔵穴内で床下15㎝以下から土師器杯３～５、

須恵器皿15・16が、深度不明だが土師器杯８・９が出土

している。土師器杯２・須恵器椀20も床直上出土遺物で

これらが本住居に確実に伴う遺物である。台石26は南壁

中央直下の床直上に据えられていた。図示した以外にも

重量で約８㎏の土器があり、須恵器を1/4ほど含み灰釉

陶器も見られた。

所見　床直上には広範囲に炭化物粒や灰の散布が見られ

るが、柱穴はこの層下で確認した。住居廃絶直後に堆積

した炭化物粒・灰層と思われる。11号住居に後出する。

２　竪穴住居
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　第118図　４区６号住居出土遺物（２）　

７号住居（第119 ～ 121図　PL.22-③～⑥、67　

　　　　遺物観察表413・414頁）

　調査段階で２層土下に若干硬化した面と灰等の散布面

があり床面としたが、さらに10㎝ほど下により顕著な床

面が見られ、この下面を住居床面と訂正した。上面の硬

化面も比較的水平で、住居廃絶後の埋没過程で踏み固め

られた二次的な床面の可能性がある。

位置　037 ～ 042－903 ～ 907グリッドで、１号掘立柱建

物の北側に並ぶような配置にある。

規模形状　長軸長西側4.9ｍ、短軸長3.9ｍの南北に長い

長方形を呈し、東辺は西辺より50㎝短い台形状に歪んで

いる。東辺はカマドを挟んでわずかに食い違っている。

埋没土・壁　壁高は15 ～ 27cmを測る。

方位　Ｎ－89°Ｅ。　面積　16.41㎡

床面　凹凸の多い床面で地山傾斜に沿って南側が低く、

北壁直下と８㎝の比高差がある。東半に踏み固められた

硬化面が確認できる。掘り方は四隅周辺や中央付近で土

坑状の底面が平坦で広い窪みがあり、他にピット状の窪
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７号住居　
１　暗褐(10YR3/3)　As-Bが少量混じる。粒土粒・

炭化物粒を散見する。
２　にぶい黄褐(10YR4/3)　混入物の少ない弱粘

性土。2′にシルト質土が混じる。
３　褐灰(10YR4/1)　炭化物粒を多量に含む。
４　褐灰(10YR4/1)　上面硬化し、二次床面と思

われる。黄褐色土を不均等に混入し、炭化物
粒・焼土粒もやや多い。4′は炭化物粒・焼土
粒の混入少なく不均等で、ややしまり欠く。

５　褐灰色土　焼土粒やや多く、灰・炭化物粒等
を少量含む。煙道付近で焼土粒の混入多い。

６　にぶい黄褐色　５層土と黄色味を帯びた粘質
土との混土。焼土は小ブロック状の混入。

７　黒色土　灰と炭化物粒の混土層。焼土粒を少
量含む。

８　にぶい黄褐色土　灰白色土との混土。炭化物・
焼土粒を含む。しまり・粘性あり。

９　にぶい黄褐色土と灰白色土の混土。炭化物・
焼土粒中量含む。9′には炭化物粒を多量に含
む。

10　褐(10YR4/4)　灰色味を帯びた粘性土を含む。
上面に炭化物粒が広がり一次床面と思われる
が硬化はなく、不明瞭である。

11　褐灰(10YR4/1)　地山の砂質土を含む掘り方
および床下土坑の埋戻し土。炭化物粒・焼土
粒を散見する。

12　燃焼部壁補強材。にぶい黄褐色土・灰白色粘
土の混土。炭化物粒・焼土粒を少量含む。
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第119図　４区７号住居　　　

みもあった。これらのうち特に顕著な部分をピット２～

４および床下土坑１・２として計測値を記した。

ピット　住居中央北東寄りの窪みをＰ１とした。配置は

主柱穴的であるが対になるピットがなく、不明瞭である。

カマド　東辺南寄りにある。燃焼部は壁際で火床は住居

床縁より６㎝前後低い。煙道はわずかで、先端は住居壁

から65㎝の位置にある。袖は確認できなかった。

その他　壁溝は確認できない。

遺物　住居全域から多量の遺物を出土した。図示できた

遺物も灰釉陶器・緑釉陶器を含む土器12点の他、石製品

２点、鉄器３点があり多彩である。カマド内の遺物は少

なく甕12と、住居埋没土片とも接合した皿１のみである。

北西隅壁下床直上で３・５・10がまとまって出土してい

る。南壁下の４・９、東壁下の２も床直上の出土でこれ

らが本住居に確実に伴う土器である。図示した以外に重

量で13.4㎏の遺物が出土し過半が須恵器で、土師器片に

は甕類が多かった。

所見　須恵器椀類は深めで口縁が外反しており、本住居

は10世紀前半の時期が想定される。

２　竪穴住居
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７号住居ピット・床下土坑一覧　（単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 55×53×20 主柱穴か
２ 34×29×49
３ 27×25×64
４ 45×38×64

土坑１ 144×109×52
土坑２ 262×177×43
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８号住居　
１　にぶい黄褐色土　掘り方埋戻し土と思われる弱粘性土。炭

化物・焼土粒を散見する。
２　暗褐色土　ブロック状の焼土が混じるカマド火床の埋戻し

土と思われる。2′では砂質土の混入多い。
３　暗褐色土　炭化物粒・焼土粒混じりの弱粘性土。3′では灰

の混入きわめて多い。
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第121図　４区７号住居出土遺物（２）　

第122図　４区８号住居　

８号住居（第122図　PL.22-⑦・⑧）

　掘り方面で把握した壁・床面の残存しない住居である。

位置　035 ～ 041－913 ～ 919グリッドにある。

規模形状　掘り方部分で東西軸長4.4ｍ、南北軸長4.3ｍ

のほぼ正方形を呈している。東辺が外側に大きく湾曲し

整美さに欠ける。

壁・床面　壁・床面は残存しない。掘り方底面は比較的

平坦で、本遺跡の他の住居と照合すれば床下全体に浅い

掘り方があり、住居プランに等しいと思われる。

方位　Ｎ－68°Ｅ。　面積　18.47㎡（掘り方面）

ピット　２カ所のピット状窪みがあるが、住居床面に伴

うものか判断できない。配置から主柱穴になるとは考え

にくい。Ｐ１は埋没土に焼土等の混入が顕著である。

カマド　東辺中央にカマド掘り方と思われる窪みが南北

に２カ所並び、この部分の埋没土には焼土や灰の混入が

明瞭に見られる。

その他　壁溝・貯蔵穴の痕跡は確認できない。

遺物　土師器甕類等の破片を中心に重量で1.1㎏の土器

が出土しているが、図示できる遺物を得られなかった。

古墳時代の土器の混入も多い。

所見　遺構確認の層やカマドの痕跡から平安時代の住居

として問題ないと考えるが、時期決定の資料に欠く。

２　竪穴住居
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８号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 33×32×20
２ 53×36×12 壁柱穴か



９号住居　
１　にぶい黄褐色　灰・炭化物粒・焼土粒をやや多く含む住居埋没土。
２　にぶい黄褐色土　カマド構築材と思われるややしまり強い層。炭化

物等の混入は少ない。
３　褐灰色土　火床上の埋没土と思われる灰を多量に含む層。
４　にぶい黄褐色　住居掘り方埋戻し土。炭化物粒・焼土粒・灰を少量

含む。
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第123図　４区９号住居および出土遺物　

９号住居（第123図　PL.23-①、 67　遺物観察表414頁）

　南西隅付近を試掘調査坑で失っている。

位置　041 ～ 043－920 ～ 923グリッドにある。

規模形状　長軸長2.85ｍ、短軸長2.4ｍの南北に長い長

方形を呈している。各辺は直線的で整美な形状である。

埋没土・壁　埋没土は単層でほとんど残存せず、壁高も

２～５㎝の残存である。

方位　Ｎ－71°Ｅ。　面積　復元5.9㎡

床面　中央付近がやや低い床面で、壁際と４㎝前後の比

高差がある。北側に灰の散布が広く見られた。全体に深

さ10㎝前後の掘り方が見られる。北東隅壁直下に掘り方

底面より６㎝深い窪みがあり配置から貯蔵穴の可能性が

あるが、小規模で底面も狭い不明瞭な窪みである。

カマド　東辺南寄りにある。燃焼部は壁際から壁外にあ

り、火床は住居床面より10㎝深く上面に灰の堆積が見ら

れる。袖部分は確認できない。カマド先端は住居壁より

60㎝張出しているが、煙道部分は明瞭でない。

その他　壁溝・柱穴等は見られない。

遺物　出土遺物は少なく重量で0.2㎏で、図示できたの

は１点のみである。須恵器椀１は掘り方調査時の出土土

器で、床下７～９㎝の深さであった。

所見　掘り方底面は比較的平坦な部分があり、一次の床

面があった可能性がある。西壁掘り方部分の歪みは若干

拡張して二次床を築いた痕跡の可能性がある。図示した

椀は口縁端部が外反するが底径がやや広めで、９世紀後

半の遺物と考えられる。
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10号住居　
①	 As-Bの混入多い暗褐色土。
②	 FAを散見するにぶい黄褐色土。
１　にぶい黄褐色土　褐灰色土との混土。

焼土粒・炭化物粒を散見する。1′では
混入物少ない。

２　にぶい黄褐色土　カマド付近から流れ
込んだと思われる焼土ブロックを含む
層。

３　暗褐色土　掘り方埋戻し土。炭化物粒・
焼土等を不均等に含む。3′で焼土の混
入多くなる。

４　褐灰色土　しまりある掘り方埋戻し
土。焼土粒・炭化物を散見するが、4′
では混入物少なくやや砂質になる。
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第124図　４区10号住居および出土遺物　

10号住居（第124図　PL.23-②、 67　遺物観察表414頁）

　壁面に歪みがあり、床面にも段差があって２棟の重複

する住居となる可能性があるが、埋没土から切り合いを

明瞭にすることはできなかった。２棟の住居であれば東

側の住居が新しいと思われる。

位置　055 ～ 056－935 ～ 940グリッドにある。

規模形状　南辺4.3ｍ、西辺1.2ｍ以上の規模である。南

辺が内側に大きく屈曲し、歪んだ形状になっている。

埋没土・壁　壁高は最も深い南辺東側で10cmを測る。ほ

ぼ単層の埋没土であるが、西隅付近に若干の差があり、

これを住居重複の痕跡とすれば、図▼１部分が切り合い

の位置となる。

方位　南辺Ｎ－77°Ｅ。　面積　残存2.70㎡

床面　東半部分が西半より３㎝前後低くなっている。境

部分は明瞭ではないが、▼２部分に切り合いのある図中

破線のような重複住居の存在が想定されるが、やや東側

に掘り方のわずかな差異も見られる。

カマド　西隅付近の掘り方埋戻し土に焼土・炭化物粒が

含まれ、付近にカマドがあった可能性がある。

その他　壁溝・柱穴等の痕跡は確認できない。

遺物　出土土器は重量で0.3㎏と少なく、図示できたの

は土師器１点と鉄製品２点である。西隅付近の南壁直下

床ほぼ直上から杯１を出土している。鉄製品は２点でど

ちらも掘り方内の出土である。３は鉸具で大きさから馬

具と思われる。

所見　重複住居が▼１・▼２のどちらであっても図示し

た土器は前出住居の遺物となる。丸底が扁平に向かう６

世紀後半頃と思われる。出土破片類には２割を超える須

恵器があり、遺構確認の層からも後出住居は平安時代の

住居と想定している。

２　竪穴住居
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11号住居　
１　褐灰色土　しまり・粘性ともにある。炭化物粒を少量含む。
２　灰褐色土　しまり・粘性ともにある。混入物は少ないが 2′には炭化

物を散見する。
３　明褐色土　砂質土。掘り方埋戻し土だがしまりやや弱い。炭化物粒

を少量含む。
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第125図　４区11号住居および出土遺物（１）　

11号住居（第125・126図　PL.23-③～⑥、67　

　　　　遺物観察表414頁）

　６号住居掘り方調査時に確認した、調査範囲内では全

域が同住居下にある住居である。

位置　050 ～ 052－900 ～ 905グリッドにある。

規模形状　東西軸長4.9ｍ以上、南北軸長1.4ｍ以上の長

方形を呈している。

埋没土・壁　６号住居掘り方底面からの壁高は６～

12cmだが、６号住居確認面からの壁高は35㎝前後を測る。

方位　Ｎ－87°Ｗ。　面積　残存6.15㎡

床面　凹凸の多い床面で調査範囲でも５㎝の比高差があ

る。ほぼ全体に深さ７㎝前後の掘り方が見られる。

その他　カマドの痕跡や壁溝・ピット等は確認できない。

６号住居に前出している。

遺物　狭い調査範囲だが比較的多量の土器を出土し土師

器９点と須恵器２点を図示した。７・８は掘り方内の遺

物で他はすべて床直上の出土である。土師器には高杯６

など古墳時代の土器も多数混入していたが、床直上出土

なので遺構外遺物として扱わず、本住居出土遺物として

掲載した。図示した以外の土器は重量で0.8㎏あり須恵

器はわずかであった。

所見　甕類が少なく、完形の杯類が多量に出土しており、

カマドから離れた住居隅の状況と考える。祭祀等を想定

する他の遺物は出土していない。出土遺物は口縁部の外

反のない須恵器皿など特徴的であり、９世紀後半の住居

と想定できる。

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物
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17号住居　
１　灰褐色土　シルト質土。しまりあり、粘性やや強い。径５㎜大の炭化物粒

を散見する。1′ではやや黒色味が強く、焼土粒を少量含む。
２　にぶい黄橙色土　ややシルト質でしまり強い貼床。炭化物粒を散見する。
３　灰褐色土　シルト湿度の掘り方埋戻し土。粘性やや強い。炭化物・焼土粒

を散見する。
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第127図　４区17号住居および出土遺物　

第126図　４区11号住居出土遺物（２）　

17号住居（第127図　PL.40-⑦、 67　遺物観察表414頁）

　調査区北隅にあり、大半が調査区域外にあって全容は

把握できていない。古墳時代調査面で確認したが、出土

遺物より平安時代の泥流上面遺構掘り残しと判断でき

た。

位置　054 ～ 055－929 ～ 931グリッドにある。

規模形状　東西軸長2.5ｍ以上、南北軸長1.4ｍ以上の規

模である。南東隅付近まで確認できたようで、小型住居

が想定される。

埋没土・壁　壁側から自然堆積しているようだ。調査時

の遺構確認面からの壁高は15cm前後だが、断面から50㎝

の壁高があったことが分かる。

方位　Ｎ－77°Ｅ。　面積　残存1.73㎡

床面　調査範囲では住居中央へ向かって低く傾斜して、

壁際と４㎝の比高差がある。全体に７～ 15㎝の掘り方

があり、厚さ２㎝前後の貼床を設けている。

その他　カマド・柱穴・壁溝等の施設は観察できない。

遺物　出土土器はきわめて少なかったが、壁際から出土

した２点の杯類を図示した。１は床上５㎝の高さだが壁

に密着するような位置であり、２は床直上の出土で、破

片だがどちらも本住居に確実に伴う遺物と考えられる。

図示した以外の土器は重量で0.04㎏しかなく、須恵器・

土師器がほぼ等量であった。

所見　出土遺物は小破片で２点の時期は同一でないよう

だ。明確な時期決定は不安だが、新しい要素は平底土師

器杯にあり９世紀後半の住居と想定したい。

２　竪穴住居
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1号住居　
１　褐灰(7.5YR4/1)　カマド火床下の細礫混じり埋戻し土か。

斑鉄が顕著に見られる。1′では斑鉄さらに多く、1″には焼
土ブロックが混じる。

２　にぶい褐(7.5YR5/4)　黒褐色土中に焼土粒を多量に含む。
上面は被熱硬化面。

３　褐灰(7.5YR5/1)　ピット埋戻し土。斑鉄あり。下側はやや
しまり欠く。3′では小礫を散見する。

４　褐灰(7.5YR4/1)　掘り方埋戻し土。しまりある砂質土。細礫・
炭化物粒を含む。斑鉄が見られる。4′ではややシルト質で
しまりやや弱い。カマド脇では炭化物粒が混じる

５　灰褐(7.5YR4/2)　南側のしまりある土坑状掘り方埋戻し土。
６　灰褐(7.5YR6/2)　カマド袖基部の可能性のある締り強い砂

質土。斑鉄が顕著に見られる。
７　灰褐(7.5YR5/2)　カマド火床下の埋戻し土。炭化物粒を多

量に含む。焼土小ブロックを含み微細な遺物が混じる。
８　明褐灰(7.5YR7/2)　細粒砂を主体とするカマド下に見られ

る埋戻し土。　　　
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第128図　５区１号住居および出土遺物　

５区の竪穴住居

　１棟だけ離れた住居が確認されている。調査範囲内で

最も近い住居は110ｍ東側にある４区４号住居である。

１号住居（第128図　PL.23-⑦・⑧、 67　遺物観察表415頁）

床面は把握できず、掘り方底面部分の記録である。

位置　059 ～ 063－050 ～ 055グリッドにある。

規模形状　残存範囲で長軸長3.3ｍ以上、短軸長3.25ｍ

の正方形に近い形状が想定される。

方位　Ｎ－66°Ｅ。　面積　残存8.50㎡

床面　残存部分深さ７㎝前後の掘り方がほぼ全面で確認

できる。カマド前面に窪みがあるが上面から掘り込まれ

たもので、後世の窪みの可能性がある。

ピット　住居中央西寄りで円形のＰ１を調査している

が、床面のない住居であり、このピットが本住居に伴う

ものか確認できない。

カマド　東辺南隅にカマドの痕跡が確認できる。燃焼部

は壁際付近と思われ、壁外へも張出している。火床は床

面を掘り込んでおり、焼土層が観察できる。

その他　壁溝・貯蔵穴等の施設痕跡は観察できない。

遺物　カマド燃焼部から杯１が出土した。掘り方底面か

ら３～５㎝の高さである。２の軽石はカマド前の窪み内

の出土で、確実に本住居に伴う遺物とは断定できない。

所見　出土遺物に乏しいが、図示した１は平底の土師器

杯で８世紀後半から９世紀の時期が想定され、カマド配

置からみられる住居形状と矛盾しない。

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物
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（２）古墳時代の竪穴住居

　古墳時代の集落は１区・２区と３－２区・４－１区に

見られ、おおよそ東西２カ所に分けられる。

　東側集落は１区西隅から２区にかけて広がっている。

確認できる範囲では東西約80ｍ部分で住居密度がきわめ

て高く、住居間の重複が多い。２区では西側から南側に

かけて旧流路による削平があり、多数の住居を失ってい

る。１区で８棟、２区で56棟の住居を確認し本遺跡の古

墳時代住居の75％を超える住居がこの一画で確認された

が、さらに多くの住居が存在していたはずである。

　西側集落は３－２区西隅から４区中央にかけて見られ

る。東西約80ｍの微高地部分には、古墳時代初頭の水田

上に集落が築かれている。３－２区で４棟、４－１区で

19棟の住居を調査した。１・２区に比べ住居密度は低く、

特に微高地中央付近で住居が少ない。住居間の重複も少

ないが、１・２区の集落と同時期の住居が見られる。

１区の竪穴住居

　１区の集落は調査区西隅で確認したが、密集した状態

で全棟に住居間の重複が見られ集落縁辺の様相ではない。

７号溝が集落の南側を画すように開削されているが、住

居の軸方向とは合致していない。また、集落南側は流路

で削平されている。調査区中央以東では流路による強い

削平があり、確認できた範囲だけではなく、本来はさら

に東側・南側へ集落が広がっていたものと考えられる。

集落は６世紀前半の泥流によって埋没し、それ以降は畑

地となり住居は築かれない。

１号住居（第130・131図　PL.24-②～④、68　

　　　　遺物観察表415頁）

　１区北西隅にあり、住居の西側と北西隅部分が調査区

域外となって全容を把握できていない。

位置　023 ～ 031－673 ～ 679グリッドにある。

規模形状　南北方向の軸長7.95ｍで大型の正方形に近い

住居になると思われるが、南東隅が鈍角に開き台形状に

歪んでいる。東西方向には６ｍ以上の軸長がある。東辺

は細かな蛇行があり整美さに欠ける形状である。

埋没土・壁　単層の洪水堆積物土に炭化物粒や焼土粒が

混じる。南壁寄りには特に焼土の多い部分があった。壁

は全体に浅く、最も深い南辺で18cmを測る。

方位　Ｎ－12°Ｗ。　面積　残存31.46㎡

床面　緩やかな凹凸のある床面で、北西側へ低く傾斜し

南東隅付近と10㎝の比高差がある。深さ２～ 10㎝の掘

り方があり、東壁下南寄りで土坑状に深い部分があった。

ピット　深度に乏しい３本の柱穴状ピット（Ｐ１～３）を

確認したが、規則的な主柱穴配置にはない。

その他　２号住居と重複し、６号住居に後出している。

炉や壁溝は確認できない。東壁中央直下にある径124㎝、

床面からの深さ26㎝の窪みを土坑１とした。住居廃絶時

に開口していたと思われる施設である。壁中央下にあっ

て貯蔵穴としては不自然で、規模も大き過ぎる。土坑２

はＰ３南西側にある床面からの深さ11㎝の窪みで、上面

の規模は柱穴に近似している。上層に灰や炭化物粒の混

入が多かったが、配置・規模から炉とは考えにくい。

遺物　住居内中央から南側を中心に散在するように遺物

が出土し、そのうち土器８点・石製品１点を図示した。

壺６が南東隅付近に散っていたが、他はまとまって出土

した。器台４が南壁際の出土で本住居に伴う土器と考え

られる。他は床面より10㎝以上浮いた状態であった。他

に川原石状の礫の出土もやや多いが、菰編石状の大きさ

の近似した礫は少なかった。９は敲石の使用痕跡が認め

られた。図示した以外に重量で10㎏近い土器が出土して

いる。須恵器も１％を超える量が出土したが本住居に伴

う遺物ではなく、土師器にも混入品があると思われる。

所見　器台を確実に伴う４世紀代の住居である。

第129図　１区古墳時代住居配置図　

２　竪穴住居
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１号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
1 44×-×25
2 37×36×16
3 42×42×13

土坑１ 124×（86）×22

１号住居
１　褐灰色洪水堆積土　As-C、炭化物

粒、微量の焼土粒等雑多な混入物
あり。1′は柱穴埋没土で混入物や
や少ない。

２　黒褐色土　粘性土でAs-Cをわずか
に含む。

３　褐灰色土　洪水堆積砂質土でAs-C
を含み、3′には混入物少ない。

４　黒褐色土　黒色・白色の灰を含む。
4′には炭化物粒混じる。

５　黒褐色土　掘り方埋戻し土。粘性
土で２層に近い。5′は土坑１埋没
土でAs-Cの混入多い。
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２号住居（第132 ～ 134図　PL.24-⑤～⑦、 68・69　

　　　　遺物観察表415頁）

　１区西隅にあり、住居の大半が調査区域外で東壁下の

一部しか確認できていない。

位置　018 ～ 023－676 ～ 678グリッドにある。

規模形状　残存する南北軸長5.1ｍ、東西軸長1.2ｍで、

柱穴配置から長軸長5.5ｍ前後の南北方向にやや長い長

方形を呈すと思われる。南東隅は直角に近く丸みは少な

いが、南辺は歪みが大きい。

埋没土・壁　単層で洪水堆積物土を埋没土としている。

壁高は浅めで、最も深い東辺で19cmを測る。

方位　Ｎ－18°Ｗ（東壁）。　面積　残存7.49㎡

第132図　１区２号住居　

第131図　１区１号住居出土遺物（２）　

２　竪穴住居
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２号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
1 27.5×(30)×53 主柱穴
2 38×(24.5)×50 主柱穴
3 47×(38)×49 貯蔵穴か
4 32×(25)×36

２号住居　
１　褐灰色洪水堆積土　弱粘性土。As-C、炭  

化物粒を含む。
２　褐色土　As-Cを含む掘り方埋戻し土。
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床面　ほぼ水平な床だが、南壁下周辺のみ５㎝前後低く

なっている。掘り方が全体にあり、南側で深さ15㎝前後、

北側で深さ７㎝前後を測る。

ピット　掘り方調査時に４主柱穴を構成する２基の柱穴

を確認している。同様に南東隅付近でも重複する２基の

ピットを確認しているが、この内Ｐ３は配置や深度から

貯蔵穴の可能性もある。

その他　１号住居と重複している。炉・壁溝などの施設

は確認できない。

遺物　住居内中央から南側を中心に散在するように多量

の遺物が出土したが、床上５～ 10㎝の高い位置の遺物

が多く、住居廃絶時に投棄されたような状態であった。

そのうち土器８点・石製品１点を図示した。高杯１、台

付甕６・７が東壁際の床直上で出土し、壺２・３、台付

甕４も壁寄りの床直上出土でこれらが本住居に確実に伴

う遺物である。１号住居同様、他に川原石状の礫の出土

もやや多く、９は南寄り床上７㎝の出土で敲石の使用痕

跡が認められた。図示した以外には重量で約4.2㎏の土

師器を出土している。

所見　刷毛目のある甕類を主体とした４世紀代の住居で

ある。埋没土内の遺物も床直上出土遺物と時期的に差の

ないものであった。

第133図　１区２号住居出土遺物（１）　
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との乖離がやや目立つ。床下調査時に確認した窪みの内、

Ｐ５・７は配置から貯蔵穴となる可能性がある。

その他　南東辺が７号住居とわずかに重複している。炉・

壁溝は確認できない。掘り方調査時に確認したＰ５は配

置より貯蔵穴の可能性がある。

遺物　住居内のほぼ全域から散在するように遺物が多量

に出土したが、図示できたのは土師器５点であった。完

形近くまで復元できる遺物がない。台付甕３・甕４が壁

寄りの床直上で出土した。その他の破片にも床面直上か

ら出土するものは多かった。器台１・台付甕５は床面下

の掘り方埋戻し土内の出土である。床面直上に川原石の

出土がきわめて多かったが、菰編石のように大きさが一

定のものがまとまって出土したものではない。図示した

以外には重量で約２㎏の土師器があった。

所見　出土遺物は破片で本住居に確実に伴う遺物を抽出

できなかったが、刷毛目のある甕類を主体とした４世紀

代の遺物であった。

３号住居（第135図　PL.25-①～④、 69　

　　　　遺物観察表416頁）

　１区集落内では中央付近の重複の少ない一画にあり、

数少ない全容を把握できた住居の１棟である。また１区

で最も小型の住居である

位置　018 ～ 022－670 ～ 674グリッドにある。

規模形状　長軸長3.6ｍ、短軸長2.7ｍの長方形を呈して

いる。１区の住居中、最も小型の住居である。西隅が鈍

角に開き、やや歪んだ形状で南東辺は北西辺より40㎝長

い。

埋没土・壁　埋没土は単層で埋没過程は推測できない。

壁高は最も深い北・東辺で19cmを測る。

方位　Ｎ－37°Ｗ。　面積　9.66㎡

床面　緩やかな凹凸があるが、全体ではほぼ水平な床面

である。全体に深さ15㎝前後の掘り方があり、部分的に

ピット状の窪みが見られる。

ピット　深度の乏しい不明瞭な施設であったが、４主柱

穴が確認できる。配置は平行四辺形に歪み、住居南東壁

第134図　１区２号住居出土遺物（２）　

２　竪穴住居
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４号住居（第136 ～ 138図　PL.25-⑤・⑥、69・70　

　　　　遺物観察表416・417頁）

　１区西隅にあり、住居西隅部分が調査区域外で全容を

把握できていない。

位置　013 ～ 018－672 ～ 677グリッドにある。

規模形状　長軸長3.8ｍ、短軸長3.3ｍの長方形を呈して

いる。北辺は南辺より30㎝以上長くなると想定される。

埋没土・壁　埋没土は単層（２層）で、１層土は洪水堆積

土と思われる。壁高は最も深い北隅周辺で20cmを測る。

方位　Ｎ－29°Ｗ。　面積　復元12.8㎡

床面　ほぼ水平な床面だが南壁下のみやや高く、他の床

面と４㎝前後の比高差がある。全面に深さ20㎝前後の掘

第135図　１区３号住居および出土遺物　
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３号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 29×28×22 主柱穴
２ 32×30×14 主柱穴
３ 42×37×21 主柱穴
４ 38×35×18 主柱穴
５ 37×34.5×21 貯蔵穴か
６ 35×28×18
７ 35×28×27 貯蔵穴か

３号住居
１　褐灰色洪水堆積土　粘質土。炭化物粒、

白色軽石を含む。黄色洪水堆積土をブ
ロック状に混入する。1′は単層の柱穴
埋没土で混入物が少ない。

２　褐灰色洪水堆積土　しまりやや強い掘
り方埋戻し土。As-Cを少量含む。
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り方があり、南東隅付近と東辺中央付近壁直下で深くな

る部分がある。

ピット　４主柱穴が確認できる。配置が平行四辺形状に

やや歪み、住居北西辺・南東辺と平行でない。

その他　７・８号住居と重複している。炉・壁溝等の施

設は確認できない。

遺物　住居中央から北側にかけて多量の遺物を出土し、

甕類を中心に27点を図示した。台付甕など大型土器の出

土が目立ったが、それらに完形まで復元できる土器はな

かった。大型の壺９・台付甕17が中央東よりの床直上付

近でまとまって出土した破片から復元した。床直上出土

遺物には他に台付甕11・14・16・21、甕25があるが、広

い範囲に散っていて、床上10㎝以上の破片と接合するな

ど、本住居に確実に伴う遺物とは認定できない。器台の

出土が目立つがこれらにも床直上での出土はなかった。

装飾器台７は同巧の遺物が１区５号住居で出土してい

る。１号住居同様川原石の出土もやや多いが使用痕の認

められるものはなかった。図示した以外に重量で４区22

号住居に次ぐ本遺跡２番目、東側集落では最大量にあた

る14.4㎏の土師器片を出土しているが、須恵器片もわず

かに見られ、後世の混入品もあるようだ。

所見　刷毛目のある甕類を主体とした４世紀代の住居で

ある。

第136図　１区４号住居　

２　竪穴住居
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４号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 36×28×31 主柱穴
２ 34×31×37 主柱穴
３ 47×37×39 主柱穴
４ 38×37×35 主柱穴

４号住居　
１　黄褐色土　As-C軽石降下以降の洪水土層でFA降下以前と思われ 

る砂が混じる。
２　褐灰色土　As-C・炭化物粒・微量の焼土粒が混じる。
３　灰褐色土　柱穴埋没土。As-Cを含み、３’で黒色味が強くなる。
４　黒褐色土　掘り方埋戻し土。As-C、炭化物粒を含む。
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５号住居（第139 ～ 141図　PL.25-⑦・⑧、 26-①、 71・72

　　　　遺物観察表417・418頁）

　本遺跡で調査できた住居中、最も東側に位置している。

位置　011 ～ 020－663 ～ 671グリッドにある。

第139図　１区５号住居　
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５号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 47×45×40 主柱穴
２ 42×35×23 主柱穴
３ 48×43×25 主柱穴
４ 45×44×32 主柱穴
５ 60×35×18
６ 34×30×31
７ 28×26×19 入口か

５号住居　
１　褐灰色土　洪水堆積土　炭化物粒、As-Cを含み、焼土粒を散見する。

1′は柱穴上層埋没土で焼土粒は見られない。
２　黒褐色土　柱穴下層埋没土。As-Cを少量含む。
３　黒褐色土　しまりやや強い掘り方埋戻し土。As-Cを含み、3′ではご

く少ない。
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規模形状　長軸長7.2ｍ、短軸長6.4ｍの大型住居で、東

辺は西辺より1.5ｍ、北西辺は南東辺より0.6ｍ長い台形

状を呈している。また南隅の丸みが強く、東隅が小さく

突出するように歪んでいる。

埋没土・壁　埋没土は単層であった。大型だが浅い住居

で、壁高は最も深い南東辺でも11cmしか残存しない。

方位　Ｎ－26°Ｗ。　面積　46.47㎡

床面　床面からの深さ４～ 20㎝の凹凸の大きな掘り方

が全体にみられ、北側・西側で深い。なお、南東方向か

ら北西方向へ平行する溝状の窪みが見られるが、下面水

田の一部となる可能性がある（本文336頁参照）。

ピット　４主柱穴が確認できる。住居プランに比して深

度に乏しい柱穴で、住居の台形プランに沿わず、長方形

の配置である。上面には踏み固めはないが貼床状の層が

あり、柱痕が確認できない。掘り方調査時にピット状の

窪みを３基（Ｐ５～７）確認している。南東壁中央直下の

Ｐ７は配置より入口ピットの可能性がある。

その他　７・８号住居と重複している。炉・壁溝等は確

認できない。

遺物　住居内の東西両隅付近を除いたほぼ全域から遺物

が出土し、そのうち甕類を中心に11点を図示した。南東

壁直下の小型壺３と南隅壁直下の壺４および北隅壁直下

の台付甕８・鉢11が床直上の出土である。南隅付近の台

付甕６・９も床直上の出土でこれらは本住居に確実に伴

う遺物である。装飾器台５は８号住居出土破片と接合し

ている。図示した以外に甕類を中心に重量で4.9㎏の土

師器を出土している。

所見　刷毛目のある甕類を主体とした４世紀代の住居で

ある。椀や装飾器台など特殊遺物が４号住居出土遺物と

共通している。

第140図　１区５号住居掘り方　

２　竪穴住居
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６号住居（第142図　PL.26-②、 72　遺物観察表418頁）

　１号住居確認段階では明瞭ではなく、同住居調査終了

後、周辺を若干掘り下げてプランを確認した住居である。

位置　023 ～ 028－668 ～ 676グリッドにある。

規模形状　長軸長6.0ｍ、短軸長4.55ｍの隅丸長方形を

呈している。南西辺が北東辺より30㎝前後長くなりそう

である。

埋没土・壁　埋没土は単層で埋没過程は推測できない。

ごく浅い住居で壁高は最も深い北隅周辺でも４cmしか残

存しない。

方位　Ｎ－47°Ｗ。　面積　復元26.41㎡

床面　地山の傾斜に沿って東側へ低く傾斜し、東西両壁

下では10㎝前後の比高差がある。中央から北東寄りの床

直上に黒色灰・炭化物粒が散っている。掘り方は住居粗

掘り時の窪みを埋め戻したような小規模ものが部分的に

見られる。

その他　１号住居に前出している。炉・柱穴・壁溝等の

施設は観察できない。

遺物　ごく浅い住居で遺物も少なかったが接合率が良

く、４点の土器を図示できた。いずれも南側の床直上付

近の高さであるが、住居中央付近からの出土で、本住居

に確実に伴う遺物とは決定できない。図示した以外の遺

物は重量で0.2㎏に満たなかった。

所見　刷毛目のある甕類で４世紀代の住居である。

第142図　１区６号住居および出土遺物　

２　竪穴住居
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6号住居　
１　灰褐色土　As-C含む。下層では炭化物粒等

の混入が増える。
２　暗褐色土　掘り方埋戻し土。黄色砂質土を

含む。
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７号住居（第143図　PL.26③～⑥、72　遺物観察表418頁）

　１区で最も多い４棟の竪穴住居と重複しているが、ほ

ぼ全容が把握できている。

位置　015 ～ 019－669 ～ 673グリッドにある。

規模形状　長軸長3.7ｍ、短軸長3.35ｍの長方形を呈し

ている。南北両隅が鋭角でやや菱形状に歪んでいる。

埋没土・壁　壁高は最も深い北西辺で25cmを測る。

方位　Ｎ－48°Ｅ。　面積　復元12.07㎡

床面　傾斜はないが、住居中央付近がやや低く、壁際と

３㎝前後の比高差がある。住居中央南東寄り北西寄りの

床直上２カ所に広範囲に黒色灰・炭化物粒が散っている。

全域に平坦な掘り方が見られた。

その他　３～５・８号住居と重複している。炉・壁溝・

柱穴等の施設は確認できない。

遺物　住居中央付近を中心に出土遺物は少なくなかった

が、小破片が多く、図示できたのは土器３点と石器１点

であった。器台１は床上３㎝前後の高さからの出土であ

るが壁寄りの破片と接合し、本住居に伴う遺物と考えた

い。３は床から７㎝浮いた状態の出土である。図示した

以外には重量で1.1㎏の土師器片がある。

所見　器台１は４世紀代の遺物で共伴する甕も刷毛目が

あり問題がない。

第143図　１区７号住居および出土遺物　
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7号住居　
１　 暗 褐 色 土　As-C、 炭 化 物 粒 が 混 じ

る。1′ではAs-Cを散見し炭化物粒をブ
ロック状に含む。

２　灰褐色土　掘り方埋戻し土で黄色砂質
土をブロック状に含む。
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８号住居（第144図　PL.26-⑦・⑧、72　遺物観察表418頁）

　５号住居と並んで１区集落の南隅にある住居である。

位置　010 ～ 015－669 ～ 674グリッドにある。

規模形状　長軸長4.05ｍ、短軸長3.6ｍで、北辺が南辺

より50㎝長く、台形状に歪んだ形状を呈している。

埋没土・壁　壁高は最も深い南辺で21cmを測る。

方位　Ｎ－58°Ｅ。　面積　14.02㎡

床面　西隅方向へ低く傾斜していて、東隅付近と20㎝以

上の比高差がある。住居中央に広範囲に黒色灰・炭化物

粒が散っている。全体に深さ15㎝前後の掘り方が見られ、

一部でピット状・土坑状の浅い窪みになっている部分が

あり、最大規模のものをＰ１とした。径45×38㎝の規模

で、床面からの深さは18㎝になる。

その他　４・５・７号住居と重複している。炉・壁溝・

柱穴等の施設は確認できない。

遺物　住居中央付近出土の２点を図示した。高杯１・台

付甕２が床直上の出土である。床から19㎝浮いた状態の

須恵器があったが、遺構外の遺物（363図－１）として扱っ

た。図示した以外の遺物は重量で0.6㎏の土師器片で、

１区では６号住居に次いで少なかった。

所見　図示した２点の土師器はともに４世紀代のもの

で、遺構形状とも矛盾しない。

第144図　１区８号住居および出土遺物　
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8号住居　
１　暗褐色土　炭化物粒、As-C等を含む。1′ではAs-Cの混入少な

く、炭化物粒はブロック状の混入となる。
２　灰褐色土　掘り方埋戻し土。黄色砂質土を含む。



（３）古墳時代の竪穴住居

２区の竪穴住居

　２区は１区西端から続く微高地上にあたる。２区西隅

で北側から流れ込んだ流路が東側へ向きを変え、調査区

の西側・南側が大きく削られている。また、中世方形館

に伴う堀や井戸など深度に富む遺構による影響も受けて

いる。それでも本遺跡内で最も多くの竪穴住居が確認さ

れた。調査区西側は流路に削られた住居が確認でき、さ

らに多数の住居が存在していたと思われる。南側も流路

によって集落の立地した地山が残存していないが、この

一画は流路で削られた住居の痕跡は明瞭ではなく、集落

の南限を捉えられたか流路で削られているか判断できな

かった。調査区南隅にある28号溝は集落の南限を区切る

施設であった可能性がある（本文344頁）。

　確認できた範囲内でも１区西隅から繋がる東西100ｍ

近い規模を有す古墳時代拠点的集落であり、集落は確実

に北側に続いている。

　調査できた56棟の住居は複数住居の重複の可能性をも

つ住居が含まれ、さらに多数の住居があったと思われる。

最大４時期の重複が数カ所で確認できる。１～３号住居

の３棟は３面調査の直上で確認し、他は３面調査で確認

した。河川堆積物を地山とし、泥流堆積物を埋没土とし

ているため遺構確認のきわめて難しい遺跡であり、遺構

間の重複や炉・柱穴等を明瞭にすることができた住居は

ほとんどなかった。

　集落は４世紀の水田上に築かれたと思われる（本文328

頁）。１区同様に６世紀前半の泥流によって最終的に埋
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１号住居　
１　にぶい黄褐色土　掘り方埋戻し土。ブロック状の火山灰・シルト質土、

炭化物粒等、雑多な混入物を含む。

没し、それ以降は畑地となり４区で見られる平安時代の

集落は築かれなかった。

１号住居（第146図　PL.27-②）

　２区集落の南隅で確認した。床面を失っていて掘り方

のみの調査で、一部不明確な部分があった。

位置　007 ～ 012－713 ～ 720グリッドにある。

規模形状　一部で不明瞭な部分があるが、長軸長5.5ｍ、

短軸長3.5ｍの東西に長い長方形を呈している。

方位　Ｎ－66°Ｅ。　面積　19.54㎡（掘り方面）

床面　現状で深さ７㎝前後の凹凸の少ない掘り方が、ほ

ぼ全面で確認できる。埋戻し土は炭化物等の混入物の多

いシルト質土で、他の２区住居では床上の埋没土に近似

した土質である。

その他　20号住居に後出する。壁溝・柱穴等の施設は確

認できなかった。出土遺物はない。

所見　時期決定の資料となる遺物を持たない。遺構の規

模や方向では２区23号住居が類似している。また２区南

隅を画す施設の可能性のある28号溝の北西側約２ｍの位

置に軸方向を揃えるようにして並んでいる。

２号住居（第147図　PL.27-③）

　床面は失っていて掘り方のみの調査で確認できない部

分も多く、不明瞭な遺構である。

位置　014 ～ 018－709 ～ 713グリッドにある。

規模形状　西辺側の両隅が不明だが、長軸長4.1ｍ、短

軸長3.1ｍの東西に長い長方形が想定できる。

方位　Ｎ－74°Ｅ。　面積　12.67㎡（掘り方面）

床面　現状で深さ最大５㎝前後の凹凸の少ない掘り方が

確認できる。埋戻し土はシルト質土で床面粗掘り時の残

土をそのまま踏み固めたような土質である。

その他　３・30・42号住居等に後出している。壁溝・柱

穴等の施設は確認できなかった。出土遺物はない。

所見　時期決定の資料となる遺物を持たない。方位は１

～３号住居中、最も東側へ振れている。

３号住居（第147図　PL.27-③）

　住居床面は失っているようで掘り方のみの調査で、一

部不明確な部分もあった。

位置　009 ～ 016－707 ～ 714グリッドにある。

規模形状　西辺側の両隅が不明だが、長軸長6.2ｍ、短

軸長5.1ｍで東辺が西辺より20㎝前後長い台形状に歪む

長方形を呈すと思われる。

埋没土・壁　掘り方埋戻し土は炭化物粒の混じるシルト

質土で、全域で７㎝前後の深さがある。

方位　Ｎ－68°Ｅ。　面積　31.35㎡（掘り方面復元）

床面　床面らしい踏み固めはないが、表層に炭化物粒が

薄い層状に観察できる部分もあり、一部で床面が残存し

ている可能性がある。

ピット　住居北西隅寄りに長径78㎝、短径48㎝、掘り方

底面からの深さ16㎝の窪みがある。４主柱穴配置にあり

ピットとして扱ったが、明瞭な施設ではない。
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２・３号住居　
１　暗灰～灰色土　２号住居掘り方埋戻し土のシルト質土。表層に炭化物粒が薄層状に観察できる部分あり、

中層以下にも炭化物粒の混入はやや多い。
２　暗灰～灰黄色土　３号住居掘り方埋戻し土。やや粗粒のシルト質土や砂質土の混土。FAが混じると思わ

れる径10 ～ 20㎜のシルト質土ブロックを混入。

その他　２号住居に前出し、40 ～ 42号住居等に後出し

ている。壁溝・炉等の施設は確認できなかった。

遺物　土師器甕類片をわずかに出土したが、図示に耐え

る遺物はなかった。

所見　時期決定の資料となる遺物を持たない。１号住居

と近似した方位である。

４号住居（第148 ～ 150図　PL.27-④～⑦、72・73　

　　　　遺物観察表418・419頁）

　北辺に撹乱を受け、南側は中世館堀の１号溝に壊され

ているがほぼ全容は把握できた。東辺に沿って内側に掘

り方状の段差が見られ、東側へ拡張した住居の可能性が

ある。外側をＡ号住居・内側を掘り方ではなくＢ号住居

とした。

位置　018 ～ 025－739 ～ 745グリッドにある。

規模形状　Ａ号住居は長軸長南北方向で5.9ｍ、短軸長

東西方向で5.7ｍを測り正方形に近い。Ｂ号住居は東辺

と北辺東側以外をＡ号住居と共有し短軸東西方向長が

5.2ｍで長方形となる。

方位　Ｎ－21°Ｗ。

面積　Ａ号住居復元31.32㎡　Ｂ号住居復元28.68㎡

埋没土・壁　Ａ号住居・Ｂ号住居とも埋没土は単層であ

った。Ａ号住居の壁高は低く、最も深い東辺で８cmを測

る地点があるが、他の辺では２㎝前後の部分がほとんど

である。Ｂ号住居では12㎝前後の壁高がある。
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４号住居　
１　黒褐色土　しまりある粘

性土。径１～２mmの白色
軽石、炭化物粒、焼土粒、
ブロック状の地山土（黄
橙色砂）を少量含む。

２　褐灰色土　やや砂質土。
黄橙色砂質土ブロック、
炭化物粒、径１～２mmの
白色軽石を少量含む。

床面　Ａ号住居は細かな凹凸のある床面で南側へ低くや

や傾斜し、北壁直下と10㎝前後の比高差がある。明確な

踏み固めは確認できていない。Ｂ号住居床面は凹凸が少

なく、この点も掘り方的ではない。

その他　16・26号住居に後出している。Ａ・Ｂ両号住居

とも炉・壁溝・ピット等の施設は確認できない。掘り方

底面がＢ号住居床面であれば、Ｂ号住居は掘り方のない

住居となる。

遺物　浅い遺構だが多量の遺物を出土し土器15点と石製

品１点を図示した。また集落上面の畑調査時に出土した

土器と接合するものが多かった。Ａ号住居は高杯９が南

壁際床直上で出土している。住居中央付近からは杯１～

３、高杯10、壺13が川原石とともにまとまって出土した。

床から５㎝浮いた状態の杯２以外は床直上の遺物であ

る。また。中央の遺物北側を囲むようにして鉢６、高杯８、

甕14－２が床直上で出土している。なお、14－１は集落

上面の畑出土遺物で14－２と同一個体と思われ、接合で

きなかったが住居遺物と並べてここで扱った。Ｂ号住居

も掘り方とは考えにくい量の遺物があり、図示したもの

はすべて床直上の出土である。手捏ね15は南壁際、杯４・

５と坩11が北東寄り、坩12と甕14－２が中央付近に散乱

していた。剣型石製品16は北西寄り掘り方内で出土して

いる。本住居に重複する16号住居からも剣型石製品の出

土がある。図示した以外にＡ・Ｂ両住居併せて甕類を主

体とした土師器を重量で1.7㎏出土している。

所見　Ａ・Ｂ両住居は西・南の壁を共有しており住居拡

張の痕跡と考えたい。出土遺物は５世紀代である。Ａ号

住居は中央付近に川原石を集め、それとともに土器が出

土している。生活の様子を留めるようには見えないが、

出土遺物に祭祀的な特徴は指摘できない。
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５号住居　
１　灰褐色土　ブロック状の FP 泥流土、As-C を散見する。
２　黒褐色土　炭化物粒、焼土粒含む。2′は黄色の洪水堆積物を含む。
３　黒褐色土　壁際下層にのみ見られる。As-C を散見する。
４　掘り方埋戻し土。地山の黄色洪水砂質土と As-C 混じり黒色土	

ブロックの混土。

５号住居（第151図　PL.28-①～③）

　２区では最も南側に位置する住居の１棟である。２号

河道により大きく削られ、北東隅部分のみが調査できた

不明瞭な住居である。

位置　013 ～ 014－741 ～ 743グリッドにある。　

規模形状　残存の良い北辺でも長さ1.7ｍ部分のみの確

認である。北東隅は直角に近く、北・東辺も直線的で整

美な方形を呈すと思われる。

埋没土・壁　壁際の３層土は壁崩落土としては裾が広が

らずまとまって確認される。他は水平に近い洪水堆積物

を含む埋没土となる。人為的な埋戻しの後、下層に焼土

等の混入がやや多いが自然堆積したものだろうか。直線

的に立ち上がる比較的残存状態の良い壁で、壁高は28cm

前後を測る。

方位　Ｎ－８°Ｗ（南北軸）。　面積　残存0.91㎡

床面　調査できた範囲では凹凸の多い不整な床面であ

る。全体に深さ４～ 15㎝の掘り方がある。

その他　53号住居に後出している。炉・壁溝・柱穴等の

施設は確認できない。

所見　土師器甕類片を少量出土したが、図示できるもの・

時期決定の資料となる土器はない。
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６号住居　
１　黄褐色土　灰を含む。1′には洪水堆積土の砂質

土を含む。
２　灰褐色土　灰白色粘性土（洪水層）を少量含む。

径１～２mmの白色軽石を散見する。
３　褐灰色土　焼土ブロックを多量に、炭化物粒を

やや多く含む壁際埋没土。
４　褐灰色土　カマド天井部の埋没土。不揃いの焼

土ブロックを含む。4′には粘土粒の混入多い。
５　焼土層。
６　褐灰色土　焼土ブロックを多量に含む。崩落天

井部か。
７　暗灰色灰層　径５～ 10mmの焼土ブロックを多量

に含む。
８　にぶい黄褐色土　カマド袖構築材。焼土ブロッ

クをやや多く、炭化物粒を少量含む。しまり強い。
９　灰色土　掘り方埋戻し土。地山粘性土をブロッ

ク状に混入する。やや砂質でしまりあり。カマ
ド下には黄色味の強い部分が表層に見える。

６号住居（第152・153図　PL.28-④～⑥、73　

　　　　遺物観察表419頁）

　２号河道で住居西側半分を削られ全容を明らかにでき

ていない。２区で唯一カマドのある住居である。

位置　022 ～ 026－749 ～ 752グリッドにある。

規模形状　東西軸長4.25ｍ、南北軸長1.9ｍ以上の規模

である。直角に近い北東隅と比べ、カマドのある南東隅

が著しく丸みをおびている。

埋没土・壁　２層上面に平坦面がある。１層土は人為的

な埋め戻しのようだ。壁高は30㎝前後である。

方位　Ｎ－64°Ｅ。　面積　残存5.97㎡

床面　緩やかな凹凸の多い床面で、10㎝近い比高差があ

る。カマド北側に灰が散っていた。全体に深さ15㎝前後

の掘り方があり、壁際でやや深くなる。

カマド　東隅付近に築かれている。調査当初灰の多い部

分として把握し、削り始めた段階でカマドと確認された。

袖先端部分を一部失っている。燃焼部は住居内にあり壁

側へ向かって奥行があり、壁外へ20㎝張出している。火

床は住居床より８㎝前後深く、壁方向へ緩やかに高く

なっている。煙道は明確でない。

その他　炉・壁溝・柱穴等の施設は確認できない。

遺物　カマドを中心に出土遺物は多く、７点の土師器を

図示した。カマド支脚に転用した高杯４が据えられ、他

に杯１・３、高杯５、甕７がカマド内の出土である。坩

６はカマド西脇の北壁直下床直上遺物である。杯２は床

直上遺物だが床上８㎝の破片と接合している。図示した

以外に重量で0.7㎏の土師器を出土している。

所見　４区古墳時代の初現期カマドのある住居と同じ５

世紀代の住居で、火床に高杯転用支脚を据えるなど近似

した特徴をもつが、カマドの位置が異なり唯一のコー

ナーカマドである。
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７号住居　
１　褐色土　As-Cを散見する。1′は洪水堆積土の黄色土ブロッ

クを含む。
２　黒褐色土　黒色土をブロックに含む。
３　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂を主体とする層。
４　黄橙色土　掘り方埋戻し土。砂質土と褐灰色粘性土の混土。

７号住居（第154図　PL.28-⑦・⑧）

　２号河道西側の住居のきわめて少ない一画にある。同

河道に東側を大きく削られた住居である。

位置　022 ～ 026－759 ～ 762グリッドにある。

規模形状　西辺は3.4ｍで、この部分が長軸であれば小

型の住居である。東西軸長は1.7ｍ以上である。

埋没土・壁　最下層に水平に近い洪水砂層が堆積してお

り、洪水砂を直接被覆した可能性のある住居である。比

較的深い住居で、壁高は最も深い南辺で50cmを測る。

方位　東西軸Ｎ－27°Ｗ。　面積　残存4.55㎡

床面　南東へ低く緩やかに傾斜した床面で細かな凹凸が

ある。掘り方は方形の溝のような窪みが壁直下と中央を

除いて巡っている。明瞭な掘り方だが深さは10㎝以内で

浅い。

その他　炉・柱穴・壁溝等の施設は観察できない。

所見　甕類主体に重量で0.4㎏の土師器を出土している

が図示できるものはなかった。
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８号住居　
１　褐灰色土　洪水堆積土。炭化物・焼土粒を含む。
２　褐灰色土　掘り方埋戻しの粘質土。炭化物散見し、地山の灰白色砂

を少量含む。

３　褐灰色土　砂質土。ピット埋没土。
４　暗褐灰色土　白色軽石含む粘性土で、4′は軽石の混入多い。
５　暗灰色土　白色軽石を散見する粘性土。

８号住居（第155 ～ 158図　PL.29-①～④、73・74　

　　　　遺物観察表419・420頁）

　調査できた２区の住居中、最も西側にある。河道内で

確認された住居で南東隅は不明瞭である。また北側は調

査区域外で全容を把握できていない。

位置　030 ～ 035－768 ～ 777グリッドにある。

規模形状　長軸長6.4ｍ以上、短軸長5.9ｍの南北に長い

長方形を呈す大型住居である。

埋没土・壁　埋没土は単層であった。壁高は全体にごく

浅いが、東・西辺の一部で８cm前後を測る部分もある。

方位　Ｎ－27°Ｗ。　面積　残存32.96㎡

床面　南側へ低く傾斜していて、調査できた範囲でも北

側と最大15㎝の比高差がある。南側では床面を失ってい

る部分がある。掘り方は東西断面で見ると波打つような

形状で、最大20㎝の深さがある。

ピット　掘り方調査時に確認したＰ１は規模・配置とも

主柱穴的である。同じＰ２は床下土坑状の窪み（土坑１）

と重複し不明瞭で壁に近接しているが、Ｐ１に対応する

主柱穴と考えても齟齬はない。

その他　炉・壁溝等の施設は確認できない。掘り方調査
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時に南西隅付近壁際で確認した窪みを土坑１とした。径

104 × 47㎝で南北に細長く貯蔵穴的ではないが、床面か

らの深さ 70㎝の平坦な底面である。

遺物　浅い住居だが多量の遺物を出土し、22点の土師器

と石製品１点を図示した。住居全域に散在するように出

土し、離れた地点で接合するものが多かった。壁際の遺

物は西壁際の２点のみで杯１は床面より10㎝前後高い位

置、坩18は床上４㎝の比較的低い位置だが上面畑調査時

の破片が接合している。他は壁から離れた位置だが床直

上の高さで鉢４・壺19が出土している。鉢５、高杯11・

13、手捏ね22など床直上の破片が床上５㎝前後の高さの

破片と接合する例が多い。さらに杯２、鉢６、高杯９は

床上の破片が掘り方埋戻し土内の破片と接合し、床面が

不安定だったことが窺える。図示した以外に重量で2.9

㎏の土師器を出土している。

所見　遺物の出土状態が不安定で確実に本住居に伴う土

器を選定できないが、いずれも５世紀代の土師器である。

鉢や高杯など供膳具の出土が目立ち完形近くまで復元で

きるものが多かった。反面煮沸具で復元できるものが少

ない偏った遺物セットである。中央付近に多量の川原石

があるが、床面より10㎝前後高い位置にあるものが多い。
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８号住居ピット一覧　（単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 55.5×45×65 主柱穴か
２ 50×23×82 主柱穴か
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９号住居（第159図　PL.29-⑤）

　河道内で確認された遺構で北東隅付近を調査できただ

けで全容は不明である。確実に住居とする根拠を持たな

いが調査時の遺構名称に沿い住居として扱った。

位置　033 ～ 034－759 ～ 761	グリッドにある。

規模形状　残存する北辺・東辺とも確認できる壁の長さ

約１ｍで形状推定の資料に乏しい。残存範囲ではやや鋭

角気味の隅で両辺は直線的である。

埋没土・壁　埋没土の記録を欠く。比較的深い住居で、

壁高は30cm前後を測る。

方位　Ｎ－29°Ｗ（東辺）　面積　残存0.61㎡

床面　残存する範囲では平坦な床面で掘り方はない。踏

み固めや灰等の散布なども見られなかった。

その他　壁溝・柱穴等の施設は確認できない。

遺物　重量で0.3㎏の土師器片を出土しているが図示で

きる遺物はなかった。

所見　　壁の方向は２区住居に多数みられるもので、住

居と推定することに齟齬はない。
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10号住居　
１　灰褐色土　炭化物粒を含む。
２　褐灰色土　As-C・炭化物粒を含む。2′では炭化物粒をブロック状にやや多く含む。
３　暗褐色土　As-C・炭化物粒・黄褐色砂質土等を不均等に含む。しまりやや欠く柱痕部分。
４　暗褐色土　As-C・黄橙色粘性土を散見するややしまり強い層。柱穴脇埋戻し土。4′→ 4″

と黄色味を帯びた砂質土の混入多くなる。
５　暗褐色土　P3・P4 埋没土。黄橙色砂質土をブロック状に含み、5′→ 5″と混入量増える。
６　暗褐色土　掘り方埋戻し土。As-C・炭化物粒を散見する。
７　にぶい黄褐色土　掘り方埋戻し土下層。砂質土。暗褐灰色土を少量含む。
８　暗褐色土　土坑埋没土。As-C・炭化物粒を散見する。8′はにぶい黄褐色砂質土が混じる。

10号住居（第160図　PL.29-⑥～⑧、 74　遺物観察表420頁）

　南東側を撹乱（中世遺構）によって失っているが、ほ

ぼ全容を把握できた住居である。

位置　026 ～ 029－746 ～ 750グリッドにある。

規模形状　長軸長東西方向で2.9ｍ、短軸長南北方向で

2.8ｍのほぼ正方形を呈している。

埋没土・壁　壁際が一部埋もれたあと水平に近い堆積と

なり、５号住居等と近似している。壁は崩落の痕跡の少

ない良好な状態で、壁高は北・東辺で28cm前後を測る。

方位　Ｎ－28°Ｗ。　面積　復元8.18㎡

床面　細かな凹凸があるが、ほぼ水平な床である。深さ

15 ～ 20㎝の掘り方が全面に見られる。

ピット　掘り方調査時にピット状の窪み４基（Ｐ１～４）

を確認している。いずれも深度を伴いＰ２には柱痕も見

られるが主柱穴配置にはあたらない。

その他　52号住居に後出する。炉・壁溝は確認できない。

掘り方調査時に北壁下で長径67㎝、深さ26㎝の窪みを確

認し土坑１とした。炉の想定できる位置にあるが焼土・

炭化物粒等の検出はなかった。

遺物　図示した台付甕１は床面より12㎝高い位置だが完

形に近い状態で出土した。図示した以外に重量で0.6㎏

の土師器を出土している。

所見　出土土器は４世紀代の台付甕だが、本住居に確実

に伴う遺物とはできない。
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10号住居ピット一覧　（単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 37×32×23 壁柱穴か
２ （63）×35×35
３ （24）×（23）×29
４ （58）×53×21



11号住居　
１　暗褐灰色土　流路跡の砂質土。FA を散見する。炭化物粒・焼土小ブロックを少量含む。
２　暗褐色土　住居上層埋没土で径１～２㎜の白色軽石や黄橙色の粘土ブロックを含む。しま

りあり。
３　暗褐色土　住居壁際の埋没土。白色軽石や黄橙色砂質土ブロックを少量含む。
４　暗褐色土　As-C 散見の貯蔵穴埋没土。ややしまり欠く。
５　褐灰色土　地山シルト質土をブロック状に含む掘り方埋戻し土。
６　黄橙色土　多量の地山シルト質土を含む掘り方下層埋戻し土で、黄橙色軽石を散見する。

11号住居（第161・162図　PL.30-①・②、75　

　　　　遺物観察表421頁）

　11 ～ 13号住居は２区西側を北西方向から南東方向へ

横断する流路内で部分的に確認したきわめて不明瞭な住

居である。３棟の住居が重複して繋がると推定したが、

11号住居はこの中央に位置している。

位置　027 ～ 031－755 ～ 758グリッドにある。

規模形状　長軸長3.55ｍ、短軸長2.8ｍの長方形を呈し、

西辺の短い台形状に歪むと思われる。

埋没土・壁　炭化物粒等の混入のない埋没土であった。

壁高は最も深い南西隅付近で10cmを測る。

方位　Ｎ－26°Ｗ。　面積　復元9.62㎡

床面　明瞭な床ではない。全体に浅い掘り方があり、住

居北辺は掘り方の範囲から推定している。掘り方内に

ピット状のごく浅い窪みを確認している。

貯蔵穴　南東隅壁直下にある窪みは径64×48㎝の規模が

あり、配置より貯蔵穴と考えられるが床面からの深さ15

㎝の不明瞭な施設である。

その他　炉・壁溝等の施設は確認できない。

遺物　貯蔵穴周辺に遺物が多く、土師器５点を図示した。

器台１・２は南壁直下貯蔵穴脇の床直上で重なるように

して出土した。甕４・５は貯蔵穴内で住居床面より10㎝

前後低い下層の出土である。図示した以外に甕類を中心

に重量で0.7㎏の土師器を出土している。

所見　埋没土層より、12号住居に後出し、13号住居に前

出すると思われる。
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12号住居　
１　暗褐灰色土　住居埋没土か。白色軽石を少量含む。
２　褐灰色土　掘り方埋戻し土か。地山シルト質土をブロック状に多量

に含む。

12号住居（第163図　PL.30-③・④　遺物観察表421頁）

　11 ～ 13号住居のうち南隅に位置している。北側を11

号住居、他の辺を流路に壊されたようで、床面らしい硬

化面より住居を想定したが、壁部分は確認できない。

位置　024 ～ 027－754 ～ 756グリッドにある。

規模形状　床面は南北長3.2ｍ以上、東西長2.1ｍ以上の

範囲で確認できるが、各辺を想定する資料がない。

埋没土・壁　１層が埋没土であれば確認できるのは単層

である。壁は確認できない。

床面　細かな凹凸があるが、比較的平坦な床で硬化が見

られる。焼土・灰等の散布はない。住居粗掘り時の窪み

を埋め戻す程度の掘り方が不規則に見られる。

その他　11号住居に前出するようだ。ピット・壁溝等の

施設は全く確認できない。

遺物　出土遺物は少ないが土師器３点を図示できた。壺

１は流路にかかる部分の出土で本住居に伴うか判断でき

ない。他の土器は埋没土内の出土である。図示した以外

に重量で0.3㎏の土師器を出土している。

所見　出土遺物はいずれも埋没土内出土の小破片である

が、時期は同一で、本住居を４世紀代と推定できる。
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13号住居　
１　暗褐灰色土　流路跡の砂質土。FA を散見する。炭化物粒・焼土小ブ

ロックを少量含む。
２　暗褐色土　住居埋没土で粘性・しまりに富む。黄橙色のブロック状

砂質土や径１～２㎜の白色軽石をやや多く含む。
３　褐灰白色土　掘り方埋戻し土。白色軽石や黄橙色砂質土ブロックを

含み、炭化物粒を散見する。
４　黄橙色土　掘り方下層埋戻し土の砂質土。ブロック状の褐灰色土を

含むややしまり弱い層。

13号住居（第164図　PL.30-①　遺物観察表421頁）

　11 ～ 13号住居のうち北隅に位置している。南壁のみ

一部で確認でき、北辺は掘り方より想定した。

位置　028 ～ 031－756 ～ 759グリッドにある。

規模形状　長軸長3.7ｍ、短軸長2.8ｍほどの長方形を想

定した。

埋没土・壁　流路によって流され、埋没土はわずかしか

確認できない。壁高は南辺で６cmを測る。

方位　Ｎ－30°Ｗ。　面積　残存5.47㎡

床面　踏み固めは顕著ではないが、灰等の散布より比較

的分かりやすい床面だった。ほぼ全体に深さ12㎝前後の

掘り方があり、土坑状・ピット状に窪む部分があったが、

いずれも深度に乏しかった。

炉　住居中央から南東側にかけて灰の散布する部分があ

り、炉やカマドの存在した可能性がある。炉体状の窪み

や枕石が想定できる礫およびカマド火床状の窪み等は確

認できなかった。

その他　ピット・壁溝等は確認できない。

遺物　遺物はごく少なく図示できた土器は埋没土内の破

片から復元できた小型甕１のみである。他には甕類を中

心に重量で0.1㎏の土師器を出土した。

所見　11号住居に後出している。
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14号住居　
１　灰褐色土　As-C・炭化物粒を含む。
２　暗褐色土　As-C を少量含む。2′は地山の砂質土をブロック状に少量

含む。

14号住居（第165・166図　PL.30-⑤・⑥、75・76　

　　　　遺物観察表421頁）

　北隅は調査区域外で、南西側は河道に大きく壊されて

いるが、東辺の両隅付近が把握でき、住居の大よその規

模形状は復元できた。

位置　030 ～ 034－753 ～ 756グリッドにある。

規模形状　短軸長3.05ｍ、推定長軸長４ｍ前後の長方形

を呈している。小型の住居である。

埋没土・壁　埋没土は単層である。壁高は最も深い西辺

で39cmを測るが、他は20㎝未満である。

方位　Ｎ－４°Ｅ。　面積　残存6.75㎡

床面　ほぼ水平な床面である。全面に深さ20 ～ 25㎝の

掘り方がある。

ピット　掘り方調査時に東側でピット状の窪みを確認し

Ｐ１とした。掘り方底面からの深さ10㎝、床面からの深

さ25㎝を図る施設であるが、対になる施設がなく、配置

や埋没土の状況からも柱穴とは考えにくい。

その他　炉・壁溝等は確認できない。

遺物　北寄りから川原石と共に甕類がまとまって出土

し、この中にあった10点を図示した。床面直上の土器は

台付甕５のみで他は床面より10㎝以上高い位置の出土で

ある。図示した以外の遺物も甕類がほとんどで、重量で

0.7㎏の土師器を出土している。

所見　出土遺物が極端に甕類に偏り、完形近くまで復元

できた甕類が多かった。４世紀の土師器であるがＳ字状

口縁の甕類より単口縁の甕類のほうが多く、本遺跡内で

は特異な組成の遺物だった。住居の深さに比して遺物の

復元率が高く、完形に近い甕類を一括廃棄したような様

相である。
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15号住居　
１　褐灰色土　灰白色シルトの混土で径１

～２mmの白色軽石をやや多く含む。
２　暗褐色土　径１～２㎜の白色軽石を少

量含み、炭化物粒を散見する。
３　暗灰褐色土　地山ブロックを少量含む

掘り方埋戻し土。3′は床下土坑状の窪
み部分でやや黒色味をおびる。

15号住居（第167図　PL.50-⑦・⑧）

　西半を河道に削られ、東側のみの残存である。

位置　026 ～ 029－751 ～ 754グリッドにある。

規模形状　南北軸長3.15ｍ、東西軸長2.1ｍ以上の規模

である。掘り方の状況から西辺はかなり削られたようで、

正方形に近い住居となる可能性がある。

埋没土・壁　水平に近い堆積が見られるが、洪水砂を直

接被覆したものではないようだ。壁高は30㎝前後である。

方位　Ｎ－66°Ｅ。　面積　残存5.40㎡

床面　南側へ低く傾斜していて、北壁直下と７㎝の比高

差がある。掘り方がほぼ全体に見られ、壁際で深い部分

が多い。

その他　炉・ピット・壁溝等の施設は確認できない。

遺物　重量で0.6㎏の土師器を出土したが、図示できる

遺物はなかった。

所見　時期決定の根拠となる遺物を持たない。南側に隣

接する５世紀の６号住居とほぼ接するように並んでい

て、時期的にも近接する住居となる可能性がある。

16号住居�（第168 ～ 170図　PL.31-①・②、76　

　　　　遺物観察表421・422頁）

　中世館堀の１号溝などによる削平を広範囲に受けてい

るが、規模形状は把握できた。

位置　017 ～ 023－742 ～ 748グリッドにある。

規模形状　長軸長南北方向で5.4ｍ、短軸長東西方向で

5.1ｍの正方形に近い形状を呈している。

埋没土・壁　南壁下など一部の壁際で部分的な堆積後、

水平に近い堆積が見られる。壁高は東辺を除いて30㎝以

上あり、最も深い北辺で38cmを測る。

方位　Ｎ－21°Ｗ。　面積　復元27.30㎡

床面　凹凸の多い床面で部分的に灰等の散布がある。ほ

ぼ全域に掘り方が見られ、壁直下と住居中央付近を除い

て深い部分がある。

ピット　床面レベルでは不明瞭であったが、掘り方調査

時に４主柱穴（Ｐ１～４）と入口脇に相当する位置から貯

蔵穴と推定されるＰ５を確認した。主柱穴は住居軸より

やや西側へ傾いた配置にある。掘り方調査時にも５基の

ピット（Ｐ６～ 10）を確認しているが性格は不明である。

Ｐ８は北側主柱穴柱筋上の東壁際にある。Ｐ10は壁外に

あり、本住居に伴うか不明である。

炉　明確な炉の痕跡は確認できないが、Ｐ２の西側から

南側にかけて広がる灰・炭化物粒の分布範囲から炉が想

定できる。扁平な石が炉想定部分の南寄りにあり枕石の
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16号住居　
１　暗褐色土　As-C を含む。
２　暗褐色土　黄色洪水堆積土をブロックに含み、

As-C を少量含む。
３　灰褐色土　As-C・黄色砂等を不均等に含む。

可能性があるが、長径20㎝に満たない小さな礫である。

その他　４号住居に前出している。壁溝は確認できない。

遺物　広範囲に散乱するようにして多量の遺物が出土

し、土師器８点と石製品２点を図示した。高杯１は床上

８㎝の高さだが東壁際の出土である。炉が想定される灰

分布域の床直上から台付甕５・６が出土しているがどち

らも南壁際の破片と接合し、特に５は広範囲に散乱した

状態だった。石製品では剣型石製品９が北西隅付近の床

上８㎝、砥石10が中央床直上で出土した。図示した以外

に重量で2.8㎏の土師器を出土している。

所見　台付甕を伴う４世紀の住居である。剣型石製品は

４号住居掘り方内から出土例がある。出土位置は本住居

と重複する部分であり、本住居遺物が４号住居に混入し

た可能性がある。

1号溝

23
号
溝

Ｂ
Ｂ′

Ａ

Ａ
′

P1 P2

P3P4

P5

Ｃ
Ｃ′

Ｄ Ｄ′

9

1

3

2

5

6

7

10

020-742

020-749

L=
58
.0
0m

Ａ
Ａ
′

2
1

3
21

P

L=58.00mＢ Ｂ′

2
1

2
1P

Ｃ Ｃ′

P1
P7

P2 P8

L=58.00m

Ｄ Ｄ′L=58.00m

P3P4

０ ２ｍ１: 60

２　竪穴住居

第168図　２区16号住居

181

16号住居ピット一覧　（単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 53×45×23 主柱穴
２ 72.8×36×37 主柱穴
３ 67×55.5×45 主柱穴
４ 69×44.2×42 主柱穴
５ 49.5×39×33 貯蔵穴か
６ 68×64×26
７ 48.7×36.5×8
８ 38×36.5×40
９ 27×26.5×50
10 28×(19)×25
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17号住居　
１　暗褐色土　As-C・微量の炭化物粒が混じる。
２　暗褐色土　ややしまりのある 34 号住居掘り方
　　埋戻し土。炭化物粒・微量の As-C が混じる。

17号住居（第171図　PL.31-③・④　遺物観察表422頁）

　北東側を河道に大きく削られ全容は把握できない。炭

化物粒の散布や遺物の出土があり調査時の分類に沿って

住居としたが形状は土坑に近い。住居掘り方の一部の可

能性がある。

位置　018 ～ 020－754 ～ 759グリッドにある。

規模形状　長軸長4.5ｍ以上、短軸長1.6ｍの東西に長い

長方形を呈している。

埋没土・壁　埋没土は単層だが住居埋没土であるか掘り

方埋戻し土か判別できなかった。壁高は最も深い西辺で

26cmを測る。

方位　Ｎ－88°Ｗ。　面積　残存4.54㎡

床面　細かな凹凸があるが比較的平坦な床面である。

その他　34号住居に後出する。炉・壁溝・ピット等は確

認できない。

遺物　狭い範囲だが出土遺物は比較的多く、２点を図示

した。器台１は遺構中央床ほぼ直上の破片と西隅床上20

㎝の破片が接合した。２は埋没土内出土の破片である。

図示した以外に甕類を主体に重量で0.8㎏の土師器を出

土している。

所見　本住居に確実に伴う土器がないが、出土遺物は４

世紀代の土器である。前出する34号住居と軸方向が並び、

近接する時期の遺構と思われる。
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　18号住居　
１　黄褐色土　As-C を含む。1′には洪水堆

積物の砂を含む。
２　灰褐色土　洪水堆積物の砂、黄色粘質土

ブロックを含む。
３　黄色洪水堆積物の多い掘り方埋戻し土。

18号住居（第172・173図　PL.31-⑤・⑥、76　

　　　　遺物観察表422頁）

　24 号溝や中世井戸の撹乱を受けているが、全容は把

握できた。

位置　022 ～ 029－734 ～ 740グリッドにある。

規模形状　長軸長5.7ｍ、短軸長4.4ｍの南北に長い長方

形を呈している。北辺が南辺より30㎝前後長い逆台形状

に歪みそうである。北辺が大きく湾曲し、南西隅以外は

丸みが強く、整美さに欠ける。

埋没土・壁　一部壁際から埋没した後、水平に近い堆積

が見られる。本住居では類例の多い堆積状態である。壁

高は最も深い東・南辺で20cmを測る。

方位　Ｎ－33°Ｗ。　面積　復元24.52㎡

床面　西側がやや高いが、それ以外では３㎝前後の凹凸

のあるほぼ水平な床面である。全体に深さ10㎝前後の掘

り方があり、北側で30㎝近い部分がある。

壁溝　掘り方調査時に確認した南西壁直下の溝状の窪み

が壁溝の痕跡の可能性がある。ただしこの部分の埋没土

は掘り方埋戻し土と区別がつかず、幅も下端で20㎝前後

の部分がほとんどで、壁溝としては太すぎる。

ピット　床面上では確認できなかった。掘り方調査時に

ピット状の窪みが10基見つかっているが、主柱穴配置を

構成するような配置にはない。Ｐ１・Ｐ２が特に深く、

柱穴的である。

その他　43・55号住居と重複する。炉は確認できない。

遺物　住居全体に散在するようにしてやや多量の遺物が

出土し、土師器９点を図示した。高杯１と甕９が南西隅

壁直下で重なるようにして出土している。反対側にあた

る北東隅付近の坩２・台付甕６と東寄りの器台３は床直

上の出土である。炉が想定される住居中央付近の遺物は

なく、鉢４は掘り方調査時の出土で床下７㎝の深さで

あった。図示した以外に重量で2.3㎏の土師器を出土し

ている。

所見　台付甕を伴う４世紀の住居である。
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18号住居ピット一覧　（単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 63.5×46.5×70
２ 36×29.5×57 壁柱穴か
３ 31×30.5×42
４ 26×22×40
５ 30.5×30×40
６ 37.5×29.5×31
７ 27×26×48
８ 21.5×18×38
９ 36×27×45
10 44×36×44 壁柱穴か



19号住居
１　黄褐色土　洪水堆積物の砂を含む。
２　暗褐色土　As-C を多量に含む。
３　灰褐色土　洪水堆積物の粘質土を含

み、3′には As-C の混入やや多い。
４　暗灰褐色土　掘り方埋戻し土。洪水

堆積物の粘質土。

19号住居（第174 ～ 176図　PL.31-⑦・⑧、76・77　

　　　　遺物観察表422・423頁）

　噴砂の痕跡を明瞭に留める住居である。

位置　014 ～ 019－725 ～ 730グリッドにある。

規模形状　長軸長南北方向で5.5ｍ、短軸長東西方向で

5.3ｍの正方形に近い。各辺は直線的で比較的整美だが、

南辺東側が北側へ屈曲するように歪んでいる。

埋没土・壁　壁際からの埋没と全体的に水平に近い堆積

の重なる埋没状態が見られる。壁高は各辺とも25㎝以上

あり、最も深い西辺では36cmを測る。

方位　Ｎ－0°。　面積　27.22㎡

床面　緩やかな凹凸があり５㎝前後の比高差があるが、

全体では水平に近い床面である。深さ10㎝前後で比較的

平坦な掘り方が全体にある。

炉　床面で被熱痕を確認できないが、住居中央北寄りに

台付甕７・９が出土しており、付近に炉があったと想定

できる。北西側に隣接した床面には長さ20㎝未満の小型

だが、枕石に使用できそうな棒状の礫が２点見られる。

その他　37・45号住居に後出する。壁溝・ピット等は確

認できない。

遺物　住居ほぼ全域から遺物が出土し、土師器を９点図

示した。台付甕８は同一個体だが完形近くまで復元でき

なかった個体を枝番号付けて一括した。器台２が床面よ

り13㎝高い位置にあったが、他は床直上の出土である。

図示した以外に重量で3.5㎏の土師器を出土している。

所見　遺物は完形近くまで復元できるものが多かった。

また、床直上で潰れるようにして出土し、離れた位置の

破片が接合する例もほとんどなく、住居廃絶時の遺物の

様相を留めているようである。台付甕を伴う４世紀代の

住居である。
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20号住居　
１　暗褐色土　As-C を含む洪水堆積土の多い層で、1′では

As-C 少ない。
２　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂を含む。
３　灰褐色土　洪水堆積土主体の砂質土。
４　灰褐色土　掘り方埋戻し土。洪水堆積土で黄色土を含む。

20号住居（第177・178図　PL.32-①・②、77・78　

　　　　遺物観察表423頁）

　２区東寄りの住居密集地点にあり多数の住居と重複し

ているが、本住居南側では集落は途切れている。

位置　011 ～ 016－713 ～ 717グリッドにある。

規模形状　長軸長5.1ｍ、北側短軸長3.8ｍの長方形を呈

し、北辺が南辺より80㎝長い逆台形状に歪んでいる。

埋没土・壁　一部壁際から埋没した後、水平に近い堆積

をする本遺跡で類例の多い堆積状態である。壁高は各辺

30㎝前後で、最も深い西辺で36cmを測る部分がある。

方位　Ｎ－７°Ｗ。　面積　17.63㎡

床面　細かな凹凸の多い床面である。ほぼ全体に深さ12

㎝前後の掘り方がある。

その他　１・３号住居に前出し、30・42号住居等に後出

する。炉・ピット・壁溝等の施設は確認できない。

遺物　比較的多数の遺物を出土したが図示できたのは土

師器５点だった。床直上出土の遺物はなく、完形近くに

復元できた台付甕２～４は床面より20㎝前後高い位置の

遺物である。図示した以外に重量で3.5㎏の土師器を出

土している。

所見　確実に本住居に伴う遺物はないが、図示した土器

は４世紀代の土師器である。
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21号住居　
１　灰褐色土　As-C を含む。1′は洪水堆積土の混入多

く、砂質になる。
２　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂を含む。
３　黄褐色土　掘り方埋戻し土で洪水堆積土の黄色砂粒

を含む。

21号住居（第179・180図　PL.32-③・④、78　

　　　　遺物観察表423頁）

　２区東隅は住居が近接しながらほとんど重複なく並ぶ

一画であり、本住居はこの一画の南西隅にある。
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位置　010 ～ 015－700 ～ 705グリッドにある。

規模形状　東西長軸長4.0ｍ、南北短軸長3.8ｍの方形で、

東辺が西辺より40㎝長い台形状に歪んでいる。

埋没土・壁　壁際から埋没した後、水平に近い堆積を見

せる20号住居等と同じ２区に多数見られる堆積状態であ

る。壁高は20㎝前後で最も深い西辺で26cmを測る。

方位　Ｎ－68°Ｅ。　面積　13.15㎡

床面　凹凸のある床で南側へ低くやや傾斜し、北壁下と

５㎝前後の比高差がある。全体に深さ５～ 15㎝の掘り

方があり、壁際で深くなる傾向がある。

その他　炭化材は床面より８㎝前後高い位置にあった。

住居間の重複のない遺構である。炉・壁溝・ピット等の

施設は確認できない。

遺物　住居南寄りで出土する遺物が多く、土師器５点を

図示した。坩１と壺５が床直上の出土である。図示した

以外に壺甕等大型土器破片を中心に重量で1.6㎏の土師

器を出土している。

所見　図示できた遺物は壺類に偏ったが破片では甕類の

出土のある４世紀代の住居である。

22号住居（第181図　PL.32-⑤・⑥、78

　　　　遺物観察表423・424頁）

　２区東隅の集落南端にある。南側の集落は途切れるが

周辺は土器散布地で確認できなかった住居がまだ存在す

る可能性がある。

位置　009 ～ 015－694 ～ 699グリッドにある。

規模形状　長軸長5.2ｍ、短軸長3.8ｍの長方形を呈して

いる。西隅以外の各隅は丸みが強い。北東辺が南西辺よ

り50㎝短い台形状に歪んでいる。

埋没土・壁　壁際から埋没した後、水平に近い堆積を見

せる２区に多数見られる堆積状態である。壁高は18㎝前

後で最も深い南東辺で23cmを測る。
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22号住居　
１　黄褐色土　As-C、炭化物粒を含む洪水堆積土主体

の層。
２　灰褐色土　As-C を含む。2′は壁際に見られる黒

色味をおびた層。
３　灰褐色土　掘り方埋戻し土。

方位　Ｎ－37°Ｗ。　面積　17.68㎡

床面　凹凸があり地山傾斜とは逆に北側が高い床で南壁

際と８㎝の比高差がある。住居粗掘り時の窪みを埋め戻

す程度の小規模な掘り方が部分的に見られる。

その他　28号溝に前出する。炉・ピット・壁溝等の施設

は確認できない。

遺物　住居全体に散在するようにして遺物が出土し、土

師器６点を図示した。完形近くまで復元できたのは高杯

１のみで北寄り床直上の遺物である。台付甕５は北東壁

際の出土でこれらが本住居に確実に伴う遺物である。台

付甕４は中央付近の床直上遺物であるが西側に隣接する

21号住居出土破片と接合するなど広い地域に破片が散っ

た土器である。図示した以外に重量で1.3㎏の土師器を

出土している。

所見　台付甕を伴う４世紀の住居である。
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23号住居　
１　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土を含み、
	 As-C を少量含む。
２　灰褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土。
３　灰褐色土　洪水堆積土による掘り方埋戻し土。

23号住居（第182図　PL.32-⑦　遺物観察表424頁）

位置　015 ～ 021－694 ～ 701グリッドにある。

規模形状　長軸長5.5ｍ、短軸長4.2ｍの長方形で、南辺

が北辺より40㎝、東辺が西辺より20㎝長い台形状に歪ん

でいる。

埋没土・壁　部分的に壁際から埋没し、後は単層の堆積

である。各辺とも壁高は12cm前後を測る。

方位　Ｎ－62°Ｅ。　面積　22.68㎡

床面　凹凸の多い床面で南側へ低く緩やかに傾斜し、北

壁下と５㎝前後の比高差がある。北東隅付近に炭化物粒

等の散布が見られるが、炉とは異なるようだ。粗掘り時

の窪みを埋め戻す程度の掘り方が部分的に見られる。

その他　炉・壁溝・ピット等の施設は確認できない。

遺物　出土遺物は少なく復元できた土器も少なかった。

図示できたのは埋没土出土の２点で１は台付甕台部破

片、２は弥生土器胴部破片である。図示した以外に重量

で0.9㎏の土師器を出土している。

所見　確実に本住居に伴う遺物を持たないが出土土器は

４世紀代の土師器を中心としている。北側に隣接する

24・27号住居は同時存在が不可能な近接した位置にある。

1 2

Ｂ

Ｂ′

Ａ

Ａ
′

01
5

-7
00

02
0

-7
00

L=
57
.9
0m

Ａ
Ａ
′

1

3
3

2

L=57.90mＢ Ｂ′

21

3

０ 10㎝１: 3

０ ２ｍ１: 60

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物

第182図　２区23号住居および出土遺物　

192



24号住　
１　灰褐色土　As-C を含む。
２　黄褐色土　掘り方埋戻し土で洪水堆

積土の黄色土ブロックを含む。

24号住居（第183・184図　PL.32-⑧　遺物観察表424頁）

　４区東隅にあり住居東側は調査区域外となり全容を把

握できていない。２棟の住居となる可能性があり本文中

では前出住居が想定される東側部分をＢ号住居と呼称す

る。

位置　020 ～ 028－693 ～ 700グリッドにある。

規模形状　長軸長6.1ｍ以上、短軸長西側4.8ｍ・東側5.4

ｍの長方形を呈している。北辺が途中で段差を生じるよ

うに歪み、南辺は内湾気味に弱く屈曲している。そのた

め東側へ広がる台形状に歪む可能性がある。

埋没土・壁　埋没土は単層である。壁高は北辺や南辺で

10cm、西辺で８㎝を測り、Ｂ号住居では北壁15㎝、南壁

20㎝前後になる。

方位　Ｎ－60°Ｅ。　Ｂ号住居Ｎ－64°Ｅ。

面積　残存28.29㎡

床面　上面床は焼土の散布を基準とした凹凸のある不整

な床面で南側は中央付近よりわずかに高くなっている。

下面床は上面床より６㎝前後下位にある。全体に深い掘

り方があり、床面からの深さは東側で10㎝前後、床面の

高い西側で30㎝前後の深度がある。

ピット　Ｐ１・Ｐ２は掘り方調査時に確認したピットだ

がＢ号住居を想定すれば主柱穴配置上にあたる。住居床

面からの深さは30㎝前後となる。南壁際にあるＰ３・４

は径は小さいがＰ１・２以上の深度がある。

その他　住居中央北寄りに広範囲に焼土や炭化物粒の散

布が見られる。床面より若干盛り上がっていて配置から

も炉とは考えにくい。壁溝は確認できない。

遺物　出土遺物は少なく図示できたのは土師器２点であ

る。器台１は西側住居床上４㎝の高さの出土で、壺２は

掘り方内一括処理の遺物で出土地点不明である。図示し

た以外に重量で0.6㎏の土師器を出土している。

所見　埋没土からは確認できなかったが、床面の段差・

南北両辺の屈曲およびＰ１・２の配置から、もう１棟の

建物が存在する可能性があり、想定されるＢ号住居の輪

郭を掘り方図に破線で表示した。この場合、Ｐ１・２は

内側Ｂ号住居主柱穴となる可能性が強い。
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25号住居（第185図　PL.33-①、 78　遺物観察表424頁）

　２区中央で確認できた集落の最も南側に位置してい

る。南側を河道に削られ全容を把握できていない。

位置　009 ～ 014－731 ～ 737グリッドにある。

規模形状　長軸長5.1ｍ、短軸長3.1ｍ以上で残存する北

辺両隅は丸みが少なく、各辺も直線的で整美な長方形を

呈している。図示した河道の南側は本住居床面より高く、

住居は河道の南側まで達していない。短軸長は3.6ｍ以

内となる。

埋没土・壁　水平に近い堆積が見られ人為的な埋戻しの

痕跡はない。壁は垂直に近い立ち上がりの良好な壁で、

高さは全面30㎝以上あり、最も深い東辺で40cmを測る。

方位　Ｎ－63°Ｗ。　面積　残存15.02㎡

床面　緩やかな凹凸があり、住居中央が壁際より３～５

㎝窪んでいる。浅い掘り方がほぼ全体に見られ、中央付

近に溝状のやや深い部分がある。

ピット　掘り方調査時に住居床面からの深さ25㎝の窪み

を確認しているが、配置からは柱穴と考えにくい。

その他　炉・壁溝は確認できない。

遺物　出土遺物は比較的多かったが図示できた土器は５

点のみだった。壺４が住居内北寄りの出土だが床面より

30㎝前後浮いた状態で出土している。杯１と手捏ね５は

住居付近の流路内遺物だが完形に近い土器で本住居と共

に掲示した。図示した以外に重量で3.5㎏の土師器を出

土しているが流路内の土器も混在している。

所見　本住居に確実に伴う遺物がない。掘り方部分から

確認できた溝状の施設は30・33号住居などに類例があり、

それらは下面にある水田に関わるものと想定した（本文

345頁）。本住居の掘り方は、走行方向が北側に向いてい

て、水田と同時期の施設とは考えにくい。４世紀代の遺

物が多いようで古墳時代後期の杯１は混入品であろう。

Ｂ
Ｂ′

Ａ
Ａ
′

Ｃ

Ｃ′

P1

P2

P3

P4

調　査　区　域　外

Ｂ号住居

02
6

-6
94

02
6

-7
00

０ ２ｍ１: 60

L=58.00mＣ Ｃ′

P1P2

０ 10㎝１: 3

1

2

第184図　２区24号住居掘り方および出土遺物　

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物

194

24号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 42×36.7×33 主柱穴か
２ 40×37×31 主柱穴か
３ 23.5×21×34
４ 30.5×24×43



25号住居　
１　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土を

含む。
２　暗褐色土　As-C を含む。
３　灰褐色土　洪水堆積土の灰色粘質土を

含む。
４　暗褐色土　掘り方埋戻し土で洪水堆積

土の黄色砂をブロック状に含む。
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26号住居　
１　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂を含む。1′に

As-C を散見する。
２　暗褐色土　As-Cを含む。下半には洪水堆積土の黄

色粘性土を多量に含む。
３　焼土、炭化物、灰を主体とする踏み固められた層。

上面が住居廃絶時の床面、下面が住居構築時の床
直上埋没土に相当する。

４　黄褐色土　掘り方埋戻し土。洪水堆積土の黄色砂
質土を多量に含む。炭化物粒、灰を含むが 4′に
はほとんど見られない。

５　暗褐色土　焼土、炭化物粒を多量に含む。

26号住居（第186図　PL.33-②～④、 78　遺物観察表424頁）

　後出する遺構に壊された部分が多く、全容は明らかに

できていない。噴砂の痕跡が比較的良く見られる。

位置　018 ～ 023－738 ～ 743グリッドにある。

規模形状　長軸長4.4ｍ以上、短軸長3.7ｍの東西に長い

長方形を呈している。西辺の短い台形状に歪みそうだ。

埋没土・壁　一部壁際から埋没した後、水平に近い堆積

となる。壁高は18㎝前後で最も深い南辺で26cmを測る。
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26号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 48×47.5×46
２ 50×48×21



27号住居　
１　黄褐色土　As-C、洪水堆積土の黄色砂質土を含む。
２　灰褐色土　洪水堆積土による掘り方埋戻し土。

27号住居（第187図　PL.33-⑤　遺物観察表424頁）

　北側38号住居、東側24号住居、南側23住居とごく近接

しながら重複なく並び、この傾向が広く見られる２区東

隅の典型的な住居である。

位置　019 ～ 024－698 ～ 703グリッドにある。

規模形状　長軸長4.1ｍ、短軸長北寄りで3.7ｍの長方形

を呈している。南辺が北辺より50㎝短い逆台形状に歪ん

でいる。南北両辺が内湾気味に小さく屈曲している。

埋没土・壁　埋没土は単層であった。壁は全体に浅く、

壁厚は最も深い西辺でも７cm前後しかない。

方位　Ｎ－28°Ｗ。　面積　14.61㎡

床面　細かな凹凸の多い不整な床面である。全体では東

側へやや低く傾斜し、西壁下と５㎝前後の比高差がある。

粗掘り時の部分的な窪みを埋め戻すようなごく浅い掘り

方が広範囲に確認できる。

その他　炉・壁溝・ピット等の施設は確認できない。

遺物　出土遺物はきわめて少なく、図示できたのは土師

器１点で甕１は住居中央付近の床ほぼ直上の高さの出土

である。図示した以外の出土土器もごくわずかである。

所見　確実に本住居に伴う遺物がないが、図示した土器

は刷毛目が若干残る４世紀後半から５世紀にかけての土

師器である。

方位　Ｎ－70°Ｅ。　面積　残存16.82㎡

床面　凹凸の多い不整な床で高低差は最大８㎝におよ

び、全体では東側がやや高くなっている。広い範囲に深

さ５㎝前後の掘り方が見られ、一部土坑状に窪み、東側

では深さ20㎝以上となる部分が多い。掘り方下層埋戻し

土は他住居と異なり焼土・炭化物粒等の混入が多い。

炉　東壁下に遺物の出土が多く、掘り方調査時に中央東

寄りに窪み（Ｐ２）を確認した。炉が想定できる位置の

施設だが、被熱痕などの痕跡は確認できない。

ピット　掘り方調査時に南東隅付近のピット状の窪みを

確認しＰ１とした。中世の館堀である１号溝下にあたる

が、埋没土は住居掘り方と同質の土であり本住居に伴う

施設と判断できた。

その他　４・16号住居に前出している。壁溝は確認でき

ていない。

遺物　住居内の広い範囲から遺物を出土し土師器４点を

図示した。高杯２と甕４が東壁寄りの床直上出土である。

高杯１は掘り方調査時の出土土器が床直上の出土破片と

接合している。図示した以外に重量で2.0㎏の土師器を

出土している。

所見　主体的な煮沸具が台付甕でなくなり、高杯脚部が

長脚化した５世紀代の住居である。
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28号住居　
１　暗褐色土　洪水堆積砂質土、As-C、炭化物粒を含む。
２　灰褐色土　掘り方埋戻し土の洪水堆積砂質土。

28号住居（第188図　PL.33-⑥・⑦、 79　

　　　　遺物観察表424・425頁）

　北側は調査区境にかかり全容を把握できていない。

位置　026 ～ 029－719 ～ 723グリッドにある。

規模形状　東西軸長3.35ｍ、南北軸長2.5ｍ以上で、残

存部分から長軸方向を推測できないが、他住居との規模

を比較すると正方形もしくは南北方向に長い長方形にな

る場合が多い。各辺は直線的で比較的整った形状になり

そうである。

埋没土・壁　埋没土は単層であった。壁高は最も深い南

辺で17cmを測る。

方位　Ｎ－５°Ｅ。　面積　残存6.30㎡

床面　波打つような凹凸があり、全体では東側へ低く傾

斜していて西壁下と５㎝前後の比高差がある。全域に深

さ８㎝前後の平坦な掘り方がある。

その他　33・48号住居に後出する。炉・壁溝・ピット等

の施設は確認できない。

遺物　住居内の東側で出土遺物が多く、土師器６点を図

示した。坩２が東壁寄りの床直上出土で、他は床面から

７㎝以上高い位置の出土である。台付甕４は南東隅付近

でまとまって出土した同一個体だが接合せず、図上で復

元した。図示した以外に重量で0.7㎏の甕類を主体とす

る土師器を出土している。

所見　台付甕を伴う４世紀前半の住居である。
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29号住居　
１　暗褐色土　As-C、炭化物粒を含む。
２　暗褐色土　洪水堆積土の黄褐色土を

ブロック状に含む。2′には炭化物が
混じる。

29号住居（第189図　PL.33-⑧、79　遺物観察表425頁）

　北側の調査区境にかかり、全容は把握できていない。

位置　024 ～ 028－709 ～ 715グリッドにある。

規模形状　東西軸長4.95ｍ、南北軸長3.6ｍ以上で、残

存部分から長軸方向を測ることはできない。南東隅は鈍

角に開き、西辺は内側に折れるように屈曲しており、整

美さに欠ける。

埋没土・壁　壁際が一部埋没した後、水平堆積する２区

住居に多数見られる埋没状況である。壁高は最も深い南

辺で22cmを測る。

方位　Ｎ－21°Ｗ（西辺）　面積　残存11.83㎡

床面　細かな凹凸の多いやや不整な床面である。全体に

深さ18㎝前後の平坦な掘り方がある。

その他　48・51号住居に後出する。西側調査区境付近の

床面直上に性格不明の粘土がちっていた。炉・壁溝・

ピット等の施設は確認できない。

遺物　住居全体に散在するようにして遺物が出土し、こ

のうち土師器３点を図示した。台付甕になると思われる

甕２は南壁寄りの床直上出土土器で、他は20㎝以上床面

より高い位置の出土である。図示した以外に重量で1.4

㎏の土師器を出土している。

所見　出土遺物は４世紀代の土師器である。
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30号住居　
１　暗褐色土　As-C、炭化物粒を含む。
２　灰褐色土　As-Cを少量含む。
３　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土を含み、 

3′では砂粒を多量に含む。

30号住居（第190 ～ 192図　PL.34-①～④、79・80　

　　　　遺物観察表425・426頁）

　２区東側の住居密集地点にあり住居間の重複がきわめ

て多い。

位置　010 ～ 016－709 ～ 714グリッドにある。

規模形状　長軸長5.2ｍ、短軸長4.0ｍの長方形を呈して

いる。四隅の丸みが強く、両長辺は胴張り状に膨らみ整

美さに欠ける。

埋没土・壁　壁際で部分的に埋没した後、水平に近い堆

積となる２区に多い堆積状態である。壁高は30㎝前後で

最も深い南辺で41cmを測る。

方位　Ｎ－21°Ｗ。　面積　19.70㎡

床面　最大10㎝の高低差の緩やかに波打つような凹凸が

ある。全体に深さ11 ～ 15㎝の平坦な掘り方がある。

その他　２・20号住居、58号土坑等に前出し、41・42号

住居等に後出している。炉・壁溝・ピット等の施設は確

認できない。

遺物　住居東・南側の出土遺物が多く、土器18点と石製

品１点を図示した。床直上の遺物は東壁寄りの高杯３の

みであった。高杯２、器台５・８、壺10、台付甕13・17

が東壁際から出土している。床面から20㎝以上高い位置

の出土だが壁の密着するような状態で本住居に伴う遺物

と考えたい。ただし、器台８は37・41・47・50号住居の

出土破片と接合する特殊な状態だった。他に東壁寄りの

高杯１が19号住居、埋没土中の甕18が47号住居出土破片

と接合する例がある。器台６は掘り方埋戻し土内の出土

だった。図示した以外の遺物もきわめて多く、重量で7.8

㎏の土師器を出土している。

所見　台付甕を伴う４世紀代の住居である。掘り方内の

溝状の窪みは北側に隣接する42号住居を経てさらに北側

へ繋がっている。埋没土から区別はできなかったが水田

畦畔脇の窪みと考えた（本文345頁）。

58号土坑

Ａ

Ａ
′

Ｂ

Ｂ′

10

17

16

15
4

11

14

3
1

5
13 8

2

12

016-710

011-710 L=
58
.0
0m

Ａ
Ａ
′

58
号
土
坑

1 2
3

3 ′

P
P

L=58.00mＢ Ｂ′

1
23

3′

０ ２ｍ１: 60

第190図　２区30号住居　

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物

200



０ 10㎝１: 3

1

2

3

4 5

6 7

8

9

10

11

12

13 14

第191図　２区30号住居出土遺物（１）　

２　竪穴住居

201



31号住居（第193図　PL.34-⑤・⑥、80　

　　　　遺物観察表426頁）

　中世館堀である１号溝コーナー部分に住居中央を大き

く削られ不明瞭だが、規模の概要は推測できる。

位置　018 ～ 024－724 ～ 733グリッドにある。

規模形状　南東側長軸長7.05ｍ、短軸長3.3ｍの細長い

長方形を呈している。北西辺が短い台形状に歪むと思わ

れる。残存する範囲の各辺は直線的で整美である。

埋没土・壁　水平に近い堆積が見られる。壁高は最も深

い南西辺で21cmを測る。

方位　Ｎ－48°Ｅ。　面積　復元27.70㎡

床面　高さ３㎝前後の細かく波打つような凹凸がある。

深さ４～ 10㎝の掘り方があり、東隅付近のみ20㎝前後

深くなっていた。

ピット　北東壁下東寄りから小ピットを確認している。

径34㎝の歪んだ円形で床面から30㎝の深さがある。主柱

穴の配置になく、対になるピットも見られない。

その他　19号住居に前出し、46号住居に後出している。

炉・壁溝等の施設は確認できない。

遺物　北西辺寄り床直上に小破片が集中する地点があ

り、この中では上位にあたる床上８㎝のブロックから甕

１を復元した。図示した以外に重量で1.0㎏の土師器を

出土している。

所見　確実に本住居に伴う土器をもたないが、重複など

から４世紀の住居と想定される。

０ 10㎝１: 3
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31号住居　
１　暗褐色土　As-Cを含む。
２　褐色土　洪水堆積土の黄色土ブロックを含む。

32号住居（第194 ～ 196図　PL.34-⑦・⑧、80　

　　　　遺物観察表426・427頁）

　２区北寄りの住居が密集する一画の北東隅にある。南

壁際にある住居内土坑から多量の遺物を出土している。

位置　018 ～ 025－708 ～ 713グリッドにある。

規模形状　長軸長5.7ｍ、短軸長3.8ｍの長方形を呈して

いる。北東・南西の両隅が鈍角気味に開いていて平行四

辺形状に歪んでいる。

埋没土・壁　水平に近い堆積で、地山傾斜とは逆の東側

から埋没する傾向にある。壁高は20㎝前後で最も深い北
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32号住居　
１　灰褐色土　As-Cを含む。
２　褐灰色土　洪水堆積土を含む。
３　黄褐色土　土坑埋没土。黄色洪水堆積砂質土を多量に

含む。
４　灰褐色土　土坑埋没土。As-C、炭化物粒を含む。4′に

は洪水堆積土・As-Cを含む。
５　暗褐色土　掘り方埋戻し土か。As-Cを少量含む。

辺で25cmを測る。

方位　Ｎ－26°Ｗ。　面積　21.37㎡

床面　細かな凹凸のある床面で、全体では西側へ低く傾

斜していて、東壁下と６㎝前後の比高差がある。粗掘り

時の部分的な窪みを埋め戻すような浅い掘り方が部分的

に見られる。住居内土坑上の踏み固めは不明瞭である。

住居内土坑　南壁際に平面形状三角形の窪みがあり、住

居内土坑とした。床面からの深さ38㎝を測る明瞭な施設

である。南辺が住居南壁に沿って掘り込まれているが、

南壁外側まではみ出して掘り込まれている。また土層断

面観察から床面の踏み固めは確認できないが土坑上面埋

没土は住居下層埋没土と異なっている。土坑は住居廃絶

直後の掘り込みで、人為的に床面レベルまで埋め戻され

た可能性もある。

その他　50・51号住居に後出する。炉・壁溝・ピット等

の施設は確認できない。

遺物　住居内土坑を中心に多量の遺物を出土し、土師器

16点と石製品１点を図示した。住居床面レベルの遺物は

住居内土坑上の高杯５と北西隅の台付甕12である。他は

すべて住居内土坑内の遺物で高杯１と台付甕11が住居床

下10㎝未満のやや浅い位置で出土した以外は床下20㎝以

下から土坑底面直上の深い位置の出土である。住居内土

坑の遺物は他の住居と接合する例も目立ち、器台４が23

号住居、壺７が53号住居、台付甕10が59号住居、台付甕

12・14が35号住居の埋没土出土破片と接合している。ま

た51号住居７は図中※印で記した破片と接合している。

図示した以外の遺物も住居内土坑遺物を中心にきわめて

多く、重量で8.7㎏の土師器を出土している

所見　出土遺物は４世紀代で床面と住居内土坑の遺物間

に年代差はないようである。住居内土坑遺物は完形近く

まで復元できたものが少ないが、離れた位置での接合が

少なく、破片をバラバラに投げ込んだ様相ではない。反

面、他住居との接合が多い本床下土坑の特色と整合して

いない。
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33号住居　
１　暗褐色土　洪水堆積土を少量含む。As-C・炭

化物粒を散見する。1′にはAs-Cの混入少ない。
２　にぶい黄褐色土　洪水堆積土をやや多く含む。

As-Cを散見する。

33号住居（第197・198図　PL.35-①・②、80　

　　　　遺物観察表427頁）

　北西隅を28号住居に壊されているが、規模の概要は推

測できる。

位置　021 ～ 027－718 ～ 724グリッドにある。

規模形状　南北軸長5.2ｍ、東西軸長南側で5.25ｍの方

形を呈している。北辺が南辺よりやや短い台形状に歪む

と想定される。東西両辺が胴張り状に湾曲している。

埋没土・壁　壁際から埋没した後、水平に近い堆積とな

る２区に多い堆積状態である。北辺が壁高８㎝で浅いが、

他は20cm前後を測る。

方位　Ｎ－９°Ｅ。　面積　復元25.39㎡

床面　住居中央付近がやや窪む傾向があり、壁際と２～

５㎝の比高差がある。住居粗掘り時の部分的な窪みを埋

め戻すようなごく浅い掘り方が見られる。

ピット　掘り方調査時に東壁下で径 42 × 37㎝、床面か

らの深さ 28㎝の窪みを確認しＰ１とした。東壁中央付

近の配置から入口ピットとなる可能性があるが、本遺跡

では明瞭な類例がない。

その他　28号住居に前出し、46・51号住居に後出してい

る。炉・壁溝は確認できない。

遺物　北東隅付近を中心に遺物の出土があり土師器７点

を図示した。完形近く復元できた高杯１は床上12㎝の高

さの出土である。床直上の出土土器は中央付近の壺２と

北東隅の台付甕７である。他はいずれも床面より４㎝以

上高い位置での出土だが、壁際の遺物で本住居に確実に

伴うと考えられる。図示した以外に重量で1.8㎏の土師

器を出土している。

所見　台付甕を伴う４世紀代の住居である。掘り方調査

時に確認した溝状の窪みは水田に伴う施設として本文

345頁で扱った。
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34号住居　
１　暗褐色土　As-C・炭化物粒が混じる。
２　灰黄褐色土　洪水砂・炭化物粒が混じる。 
　　As-Cを散見する。
３　黄色洪水堆積物の多い掘り方埋戻し土。

34号住居（第199図　PL.31-③・④　遺物観察表427頁）

　２区集落の南西隅にある。住居北側を17号住居に壊さ

れていて全容を把握できていない。

位置　014 ～ 018－754 ～ 759グリッドにある。

規模形状　北辺が不明だが後出する17号住居床下に本住

居の掘り方が確認されず、北辺直前まで調査できたと考

えられる。東西軸長4.2ｍ、南北軸長4.0ｍ以上で方形か

南北にやや長い長方形を呈すと思われる。各辺は不規則

に屈曲し整美さに欠ける。

埋没土・壁　水平に近い堆積が見られる。壁高は10㎝前

後だが、西辺で20cmを超える部分がある。

方位　Ｎ－５°Ｅ。　面積　残存15.89㎡

床面　細かな凹凸のあるほぼ水平な床面で南壁直下のみ

３㎝前後窪む。浅い掘り方がほぼ全体に見られる。

壁溝　掘り方調査時に、南壁直下にのみ床面からの深さ

最大12㎝の溝状窪みを確認したが、部分的に不規則に見

られるもので壁溝として扱わなかった。

その他　17号住居に前出している。炉・ピット等の施設

は確認できない。

遺物　出土遺物は少なく図示できたのは南西隅付近出土

の台付甕片２点で、床面から４～７㎝高い位置の出土で

ある。これ以外の遺物は重量で0.2㎏の土師器である。

所見　図示できたのは４世紀代の土器である。

35号住居（第200図　PL.35-③　遺物観察表427頁）

　２区東側の住居が密集する一画の東隅にある。

位置　015 ～ 019－702 ～ 706グリッドにある。

規模形状　長軸長西側で3.4ｍ、短軸長北側で2.9ｍの長

方形を呈している。北東隅が鈍角に開き、対向する辺は

平行せずに長さも揃っていない。全体では北辺の長い逆

台形状に歪んでいる。

埋没土・壁　壁際の部分的な埋没後、水平に近い堆積が

見られる。壁高は22cm前後でほぼ一様である。

方位　Ｎ－24°Ｗ。　面積　8.84㎡

床面　凹凸のある床で東側へ低く傾斜し、西側と７㎝前

後の比高差がある。北西側に床面からの深度10㎝前後の

掘り方があり床面の凹凸は掘り方上で顕著となる。

その他　41号住居に後出する。炉・壁溝・ピット等の施

設は確認できない。

遺物　埋没内出土の甕１を図示した。他に重量で0.1㎏

の甕類主体の土師器を出土している。

所見　時期決定のための遺物を持たない。
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35号住居　
１　暗褐色土　洪水堆積土の砂質土が多量に混じる。As-C・炭化

物粒を散見する。1′は砂質土の混入が少ない。
２　黒褐色土　洪水堆積土の砂質土が少量混じる。
３　暗灰褐色土　掘り方埋戻し土。As-Cを散見する。

36号住居　
１　暗褐色土　洪水堆積土の砂質土を含む。1′は粘性がある。
２　暗褐色土　As-Cを含む。2′は炭化物粒が混じる。
３　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土を含む。

36号住居（第201・202図　PL.35-④・⑤、80　

　　　　遺物観察表427頁）

　２区集落の中央付近にある。流路に北東側を削られて

いるが床面まで達している部分はわずかで形状の把握に

は問題ない。

位置　016 ～ 019－731 ～ 735グリッドにある。

規模形状　長軸長3.65ｍ、東側短軸長2.5ｍの東西に長

い長方形を呈している。西辺が東辺より70㎝短く台形状

に大きく歪んでいる。

埋没土・壁　壁際の埋没と全体的な水平に近い堆積を不

規則に繰り返す変則的な埋没過程が見られる。壁高は

35cm前後でほぼ一様である。

方位　Ｎ－88°Ｗ。　面積　8.46㎡

床面　凹凸の多い不整な床面で10㎝前後の段差を生じて

いる。掘り方は見られない。

その他　炉・壁溝・ピット等の施設は確認できない。

遺物　住居西側を中心に遺物が出土し、土師器６点を図

示した。坩１、台付甕４が床直上の遺物である。器台２

は南壁際の出土だが床直上と床上18㎝の高さの破片との

接合で、同様に台付甕３・６も床直上の破片と床上10㎝

以上の高さ出土破片が接合している。また１は26号住居、

２は28・53号住居、４は53号住居埋没土出土破片と接合

している。図示した以外に重量で1.0㎏の土師器を出土

している。

所見　台付甕を伴う４世紀代の住居である。西辺の長さ

は1.8ｍで、住居として認定できるか疑問点のある17号

住居に次いで短い。
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37号住居　
１　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土を多量に含み、As-Cを含む。
２　褐色土　As-Cを少量含む。2′には洪水堆積土の黄色砂質土ブロック

を多量に含む。
３　上側：黄褐色砂質土。下側：灰褐色洪水粘質土。掘り方埋戻し土。
４　土坑埋没土。

37号住居（第203・ 204図　PL.35-⑥、81　

　　　　遺物観察表427・ 428 頁）

　19号住居に西隅を削られている。

位置　015 ～ 019－721 ～ 725グリッドにある。

規模形状　長軸長3.5ｍ、南東側短軸長2.9ｍの長方形を

呈している。北西辺が南東辺より80㎝近く短く、台形状

に歪んでいる。

埋没土・壁　部分的に壁際から埋没した後、水平に近い

堆積となる２区に多い埋没状況が見られる。壁高は30㎝

前後で最も深い南西辺で35cmを測る。

方位　Ｎ－47°Ｗ。　面積　復元9.08㎡

床面　東側へやや低く傾斜していて西側と５㎝の比高差

がある。全体に深さ８㎝前後の掘り方がある。

住居内土坑　床下調査時に、住居内南西寄りに長径116

㎝、短径97㎝、床面からの深さ25㎝の楕円形の窪みを確

認した。底面は凹凸が多く、壁際に川原石が見られた。
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38号住居　
１　暗褐色土　As-Cを含む。
２　灰褐色土　洪水堆積土の黄色土ブロックを含み、2′では多量に混入する。

掘り方にも前出する別遺構の可能性がある。

その他　19号住居に前出し、45・46号住居に後出してい

る。炉・壁溝・ピット等の施設は確認できない。

遺物　南東壁寄り出土の土師器台付甕３点を図示した。

いずれも床面より20㎝以上高い位置の出土である。図示

した以外に重量で0.8㎏の土師器を出土している。

所見　本住居に確実に伴う遺物を持たないが、出土土器

は最大径が胴上部にある４世紀後半の台付甕である。方

向が異なるが、西側６ｍの位置にある36号住居に規模・

形状が近似している。

38号住居（第205・206図　PL.35-⑦・⑧　

　　　　遺物観察表428頁）
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38号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 45×39×36 別遺構か
２ 45×38×30 別遺構
３ 24×21×20 別遺構か



　調査区北隅にあって全容を把握できていない。噴砂の

痕跡が比較的良く見られる。

位置　022 ～ 029－700 ～ 709グリッドにある。

規模形状　東西軸長7.3ｍ、南北軸長5.2ｍ以上の大型住

居である。北辺が南辺より長くなり、逆台形状に歪むと

想定できる。また２棟の住居の重複の可能性もある。

埋没土・壁　分的に壁際から埋没した後、水平に近い堆

積となる２区に多い埋没状況が見られる。壁高は15cm前

後でほぼ一様である。

方位　Ｎ－29°Ｗ（西辺）。　Ｎ－16°Ｗ（東辺）

面積　残存27.17㎡

床面　住居東側に小さな段差があり、２棟の住居の重複

部分となる可能性がある。掘り方は見られない。

ピット　３基のピットを住居中央東よりで確認した。こ

のうちＰ２は住居に後出する施設であることが断面から

確認できたが、他のピットは本住居に確実に伴う施設か

判断できなかった。埋没土はＰ２に近く、時期の異なる

遺構である可能性が高い。

その他　炉・壁溝等の施設は確認できない。

遺物　図示できたのは３点で器台１は床上20㎝前後、台

付甕２は床上９㎝の高さの出土である。台付甕３はＰ３

上にあたる位置で出土したが、他の埋没土内破片と接合

したものでＰ３の時期を推定する資料とはならない。図

示した以外に重量で1.6㎏の土師器を出土している。

所見　出土遺物は４世紀代の土師器である。Ｂ断面に表

れる床面の段差から重複する住居を想定し、平面図に破

線で示した。床段差はＡ断面北側にも見られ、明確な根

拠のあるものではない。

39号住居（第207図　PL.36-①・②　遺物観察表428頁）

　２区南東隅にある。東側の大半が調査区域外で住居の

一部しか調査できていない。変則的なプランや掘り方か

ら２棟の住居を想定し、南側を39Ａ号住居、北側を39Ｂ

号住居とし、本文ではＡ号住居・Ｂ号住居と呼称した。

位置　010 ～ 019－690 ～ 694グリッドにある。

規模形状　北西隅が極端に鈍角に開いており、床面や埋

没土からは区別できないが１棟の住居プランとしては不

自然で、複数遺構の重複を考えた。掘り方の窪みから南

辺の長さ3.8ｍほどのＡ号住居が全体の窪み内の南側に

想定できるようで、平面図に破線で図示した。北側には

軸方向がやや西側へ傾くＢ号住居を想定し、薄線で延長

部分を表したが不明瞭である。

埋没土・壁　単層で住居間の重複は確認できない。浅い

壁で、壁高は最も深い西辺でも８cmしかない。

方位　Ａ号住居Ｎ－65°Ｅ。　Ｂ号住居Ｎ－39°Ｅ。

面積　全体残存11.73㎡

床面　調査できた範囲では中央付近がやや高く、北隅が

３～５㎝、南隅は15㎝近く低くなっている。南隅には貯

蔵穴状の窪みか別遺構が存在した可能性もあろう。深さ

８㎝前後の掘り方がＡ号住居では全域に、Ｂ号住居では

不均等に見られる。

ピット　４基のピットを確認した。Ｐ１・２がＡ号住居，

Ｐ３・４がＢ号住居に伴うものと考えられ、配置からＰ

２・Ｐ３が主柱穴となる可能性がある。

その他　１・２区集落南側区画溝となる可能性のある28

号溝に前出している。炉・壁溝は確認できない。

遺物　広い遺構だが出土遺物は少なかった。甕２がＰ２

内から出土し、鉢１は埋没土内遺物である。図示した２

点以外に重量で0.4㎏の土師器を出土している。

所見　時期決定のための資料に欠くが、西側に隣接する

22号住居に近接する４世紀の住居と推測する。
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39号住　
１　洪水堆積土層。
２　灰褐色土　As-C・炭化物粒を含む。掘り方埋

め戻し土。

40号住居（第208図　PL.36-③・④、81　遺物観察表428頁）

　２区東側の住居が密集する一画にある。

位置　013 ～ 019－705 ～ 710グリッドにある。

規模形状　南北軸長4.45ｍ、東西軸長4.55ｍの方形を呈

している。北東隅は残存する整美な他の二隅に比べ著し

く歪んでおり、直角に近い隅が崩れた可能性がある。本

来は正方形の住居と想定される。

埋没土・壁　埋没土は単層であった。壁高は10cm前後で

ある。

方位　Ｎ－28°Ｗ。　面積　復元19.26㎡

床面　強い凹凸の多い床面で、全体では南西側へ低く傾

斜し北東側と５㎝前後の比高差がある。全体に深さ５～

17㎝の掘り方がある。

その他　３・35号住居に前出し、41・50号住居に後出し

ている。炉・壁溝・ピット等の施設は確認できない。

遺物　西壁際を中心に出土した甕類６点を図示した。西

壁に密着するようにして出土した４点の内、１は床直

上、３・６も床上10㎝未満の高さで本住居に確実に伴う

遺物である。４も同じく10㎝未満の高さの遺物であるが、

20・30号住居や65号土坑出土破片とも接合している。図

示した以外の破片にも供膳土器は少なく、甕類を中心に

重量で0.7㎏の土師器を出土している。

所見　台付甕を伴う４世紀代の住居である。
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39号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 62×46×14
２ 37×31×40 主柱穴か
３ 27×26×22 主柱穴か
４ 58×36×32



40号住居　
１　黄褐色土　焼土粒・炭化物粒を含む。
２　黄褐色土　洪水堆積土による掘り方埋

戻し土。
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41号住居　
１　暗褐色土　洪水堆積土の黄色土主体。
２　褐色土　As-Cを含む。2′には灰色味の強い洪水堆積土を含む。
３　灰褐色土　掘り方埋戻し土。炭化物粒を散見する。

41号住居（第209図　PL.36-⑤、 81　遺物観察表428頁）

　東・西の両隅を後出する30・40号住居に大きく壊され

ているが、規模形状の概略は把握できる。

位置　010 ～ 015－705 ～ 710グリッドにある。

規模形状　長軸長4.4ｍ、短軸長3.3ｍの長方形を呈して

いる。南西隅が鈍角に開き、西辺が東辺より50㎝前後短

い台形状に歪むと想定される。

埋没土・壁　水平に近い堆積で、人為的な埋戻しの痕跡

は確認できない。壁高は20㎝前後を測る。

方位　Ｎ－34°Ｗ。　面積　復元13.80㎡

床面　南隅周辺が５㎝前後窪んでいるが、他はほぼ水平

な床面である。全体に深さ２～８㎝の比較的平坦な掘り

方がある。

その他　30・40号住居に前出し57号住居に後出している。

炉・壁溝・ピット等の施設は確認できない。

遺物　住居内の全域から遺物が出土しているが、図示で

きたのは土師器２点である。坩１は北側床上４㎝の高さ

出土破片から復元し、甕２は中央付近に散乱する床直上

から床上５㎝の破片を接合し、さらに30号住居出土破片

とも接合している。図示した以外に重量で1.4㎏の土師

器を出土している。

所見　４世紀代の住居である。
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42号住居　
１　暗褐色土　As-Cを含む。
２　灰褐色土　As-C・炭化物粒を含む。
　　2′は洪水堆積土の黄色土が混じる。
３　黄褐色土　掘り方埋戻し土。洪水堆

積土の黄色土をブロック状に多量に
含む。

42号住居（第210図　PL.36-⑥、 81　遺物観察表428頁）

　２区東側の住居間重複が多い一画の南寄りにあり、南

側を大きく壊され全容を把握できていない。

位置　015 ～ 020－710 ～ 719グリッドにある。

規模形状　東西軸で6.3ｍ、南北軸3.8ｍ以上で２区の他

住居規模にあてはめると正方形に近いプランが想定され

る。北東隅が鈍角に開き台形状に歪みそうである。

埋没土・壁　水平に近い堆積で、人為的な埋戻しの痕跡

は確認できない。確認できる壁高は30㎝前後を測る。

方位　Ｎ－64°Ｅ。　面積　残存20.34㎡

床面　炭化物粒等の見られる凹凸の多い不整な床面だっ

た。住居東側周辺を除き深さ最大25㎝の掘り方があった。

東壁下に溝状の窪みがあるが、30号住居掘り方等で確認

された溝の続きで本住居の壁溝とはならない。

ピット　北西隅寄りに径37×29㎝の楕円形で床面からの

深さ19㎝のピットを確認している。配置や規模から柱穴

とは考えにくい。掘り方調査時にもピット状のわずかな

窪みを確認したが、明瞭なものではない。

炉　西壁寄りＰ１南脇の床直上に広範囲に炭化物粒が分

布していたが、炉と確認はできなかった。

その他　３・20・30号住居に前出し、49・50号住居に後

出している。壁溝は確認できない。

遺物　完形近くまで復元できた遺物がなかった。台付甕

を中心に土師器４点を図示した。高杯１と台付甕２が床

上５㎝前後の出土で、台付甕４は床上16㎝の破片が30号

住居出土破片と接合している。台付甕３は掘り方調査時

の出土である。図示した以外に重量で0.9㎏の土師器を

出土している。

所見　台付甕を伴う４世紀代の住居である。
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43号住居（第212・213図　PL.36-⑦・⑧、 81　

　　　　遺物観察表429頁）

　中世館堀の１号溝屈曲部分と重なり、18号住居にも大

きく壊され全容は把握できない。噴砂の痕跡が比較的良

く見られる。

位置　021 ～ 027－730 ～ 737グリッドにある。

規模形状　１棟の住居であれば東西軸長7.3ｍ以上、南

北軸長6.4ｍ以上の大型住居となる。北西隅部分は不明

瞭で規模の推定を困難にしている。

埋没土・壁　埋没土は単層であった。高さ６㎝前後の浅

い壁である。

方位　Ｎ－61°Ｗ。　面積　残存24.55㎡

床面　細かな凹凸があるが、全体ではほぼ水平な床面で

ある。深さ10㎝前後の掘り方が全面に確認できる。Ｐ１

上層には貼床状の埋戻し土が見られる。

ピット　３基のピットを確認している。Ｐ１・２は底面

の平坦な土坑状でＰ３は柱穴状であるが、配置や形状か

ら主柱穴と考えられるピットはない。

その他　18号住居・１号溝に前出している。炉・壁溝は

確認できない。

遺物　浅い遺構であるが遺物は比較的豊富で７点の土師

器を図示した。Ｐ２内に遺物が多く、台付甕３・甕５が

出土している。床直上の遺物はなく鉢２・甕４が床上３

㎝の高さの出土である。手捏ね土器７が掘り方調査時の

出土で、他は床面より10㎝以上高いか埋没土取り上げの

遺物である。図示した以外に重量で4.7㎏の土師器を出

土しているが、本住居北側の３号土器集中地点（本文357

頁)の土器も含まれている。

所見　不明瞭な部分が多く、１棟の住居である確証はな

いが、出土遺物は４世紀代である。
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43号住居　
１　灰褐色土　Ｃ軽石を含み、炭化物粒を散

見する。
２　暗褐色土　ピット埋没土。Ｃ軽石を多量

に含む。
３　灰褐色土　ピット下層埋没土。粘質土。
４　灰褐色土　洪水堆積土を主体とする掘り

方埋戻し土。Ｃ軽石を散見する。
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43号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 74×69×17
２ 65×61×19 土坑状
３ 44×37×27



45号住居　
１　黄褐色土　洪水堆積土の黄色土を含む。
２　灰褐色土　洪水堆積土の粘質土でAs-C・焼土粒・炭化物粒を含む。
３　黄褐色土　掘り方埋戻し土で洪水堆積土の砂粒を含む。

45号住居（第214図　PL.37-①　遺物観察表429頁）

　２区東側の住居間重複の多い一画の南東隅にあり、本

住居南側は集落が途切れている。北側を19・37号住居に

壊され、全容は把握できない。

位置　013 ～ 016－723 ～ 725グリッドにある。

規模形状　長軸長3.4ｍ以上、短軸長2.7ｍの長方形を呈

す小型住居である。

埋没土・壁　水平に近い堆積で、人為的な埋戻しの痕跡

は確認できない。壁高は20㎝前後である。

方位　Ｎ－５°Ｗ。　面積　残存5.30㎡

床面　細かな凹凸があるが、ほぼ水平な床面である。全

体に深さ５㎝前後の平坦な掘り方がある。

その他　19・37号住居に前出し、46号住居に後出してい

る。炉・壁溝・ピット等は確認できない。

遺物　出土遺物は少なく図示できたのは埋没土内出土の

甕１のみで、他に重量で0.4㎏の土師器が出土した。

所見　時期決定のための資料をもたないが、後出する住

居は４世紀代であり、２区の集落でも最も古い住居の中

の１棟と推定できる。

46号住居（第215図　PL.37-②　遺物観察表429頁）

　重複が多く不明瞭な部分があるが、全容は推測できる。

位置　015 ～ 024－719 ～ 726グリッドにある。

規模形状　長軸長7.5ｍ、短軸長5.4ｍの長方形を呈して

いる。西辺がやや短い台形状に歪むと思われる。各辺に

は屈曲があり、整美さに欠ける。

埋没土・壁　水平に近い堆積で人為的な埋戻しの痕跡は

確認できない。壁高は最も深い東辺・西辺で30cmを測る。
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46号住居　
１　黄褐色土　黄色洪水堆積土の混

入多い。
２　灰褐色土　As-Cを含む。
３　褐色土　黄色洪水堆積土・炭化

物粒を含む。
４　黄褐色土　掘り方埋戻し土で洪

水堆積土の砂質土。

方位　Ｎ－20°Ｗ。　面積　復元40.01㎡

床面　細かな凹凸が多く不整だが、全体では水平な床面

である。ほぼ全体に深さ５㎝前後の平坦な掘り方がある。

ピット　北東隅にＰ１を確認している。径53×37㎝、床

面からの深さ17㎝の不明瞭な施設で、配置から貯蔵穴の

可能性があるが柱穴とは考えにくい。

その他　31・33・37号住居等に前出し、49号住居に後出

している。炉・壁溝は確認できない。

遺物　埋没土内出土の坩１と台付甕２土師器２点および

弥生土器片３を図示した。これ以外に重量で0.7㎏の土

師器を出土している。

所見　土師器２点は埋没土内出土の小破片であるが、時

期は同一で、本住居を４世紀代と推定できる。
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47号住居　
１　褐灰色土　As-C・炭化物粒を含む。
２　灰褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土を含む。

47号住居（第216図　PL.37-③　遺物観察表429頁）

　２区北東隅で確認した住居で大半が調査区域外とな

り、住居南東側の一部しか調査できていない。試掘坑で

南壁の一部を失っている。

位置　029 ～ 032－696 ～ 700グリッドにある。

規模形状　東西軸長3.7ｍ以上、南北軸長1.7ｍ以上の規

模である。

埋没土・壁　埋没土は単層であった。壁高は10cm前後で

ある。

方位　Ｎ－57°Ｗ。　面積　残存5.84㎡

床面　調査範囲ではほぼ水平な床面であった。全体に深

さ10㎝前後の掘り方があり、深さ20㎝前後の土坑状に窪

む部分が２カ所あった。

ピット　掘り方調査時にピット状の窪みを多数確認して

いるが、いずれも深さ15㎝以下の不明瞭なものでピット

として扱わなかった。

その他　炉・壁溝等は確認できない。

遺物　土師器２点を図示した。高杯１は調査範囲北隅の

床直上出土、台付甕２は埋没土扱いの遺物である。図示

できた遺物量に対しそれ以外に遺物は比較的多く重量で

1.6㎏の土師器を出土している。

所見　台付甕を伴う４世紀代の住居である。

48号住居（第217図　PL.37-④・⑤、 81・82　

　　　　遺物観察表429頁）

　２区東寄りの北側調査区境付近で南隅付近のみ確認で

きた遺構で、きわめて不明瞭である。

位置　027 ～ 029－714 ～ 717グリッドにある。

規模形状　東西軸長2.2ｍ以上、南北軸長1.3ｍ以上の規

模である。

埋没土・壁　水平に近い堆積で人為的な埋戻しの痕跡は

確認できない。壁高は20㎝前後である。

方位　Ｎ－47°Ｗ（南西辺）。　面積　残存1.84㎡

床面　凹凸の多い床面で調査範囲内でも東側が10㎝前後

低くなっている。掘り方は全面に見られ、西側が13㎝前

後、東側が５㎝前後の深さである。

その他　29号住居に前出している。炉・壁溝・ピット等

の施設は確認できない。

遺物　狭い範囲の遺物だが完形近くまで復元できた比較
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48号住居　
１　灰褐色土　As-C・炭化物粒を含む。
２　黄褐色土　洪水堆積土の黄色土を含む。
３　灰褐色土　As-Cを散見する。

的大型の壺類を含め土師器５点を図示した。床直上で出

土した遺物はなく、床面より14 ～ 25㎝高い位置の遺物

である。図示した以外に重量で0.9㎏の土師器を出土し

ている。

所見　出土遺物は本住居に伴うか埋没途中に置かれたも

のか判断できなかったが、最大径が胴部下位にある壺３

を伴う４世紀代の土師器である。
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49号住居　
１　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土層。
２　暗褐色土　炭化物粒・灰・As-Cを含む。
３　灰褐色土　洪水堆積土の黄色粘質土ブロックを含む。
４　灰褐色土　掘り方埋戻し土。灰黄色洪水堆積土をブロック状に含む。

49号住居（第218図　PL.37-⑥　遺物観察表430頁）

　２区東側の住居間重複の多い一画にあり、20・42・46

号住居などに広く壊されている。

位置　013 ～ 021－713 ～ 720グリッドにある。

規模形状　南北軸長7.4ｍで東西軸長も同規模の正方形

に近い形状の大型住居が想定される。北東隅が鈍角に開

いており台形状に歪むと思われる。

埋没土・壁　水平に近い堆積で、人為的な埋戻しの痕跡

は確認できない。壁高は20㎝前後あり、最も深い東辺で

28cmを測る。

方位　Ｎ－８°Ｗ。　面積　残存21.77㎡

床面　比高差最大９㎝の波打つような凹凸がある。掘り

方は認められない。

ピット　北辺中央下から径80×57㎝のＰ１を確認してい

る。このピットは２段底状で、上面は住居床面からの深

さ10㎝前後の土坑状を呈し、南西隅付近に住居床面から

の深さ25㎝の柱穴状に窪んでいる。炉が想定される位置

にあるが、被熱痕や灰・炭化物粒の混入は見られない。

その他　20・42・46号住居に前出し、50号住居に後出し

ている。炉・壁溝は確認できない。

遺物　図示できた土師器は埋没土内出土の器台１のみ

で、埋没土内の弥生土器片も併せて示した。図示した以

外にも重量で0.6㎏の土師器を出土しており、接合率の

低い住居だった。

所見　確実に本住居に伴う遺物を持たないが、出土破片

や重複住居の時期から４世紀代の住居と推定できる。
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50号住居　
１　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土を含む。
２　灰褐色土　As-C・炭化物粒を含む。
３　暗褐色土　少量の軽石と、洪水堆積土の黄色砂

質土をブロック状に含む。
４　黒褐色土　洪水堆積土の黄色粘質土・灰褐色土

をブロック状に含む。

50号住居（第219図　PL.37-⑦　遺物観察表430頁）

　４区東側中央の住居間重複の激しい一画にあり後出住

居に囲まれているが、比較的深い遺構で住居規模形状の

概略は把握できた。

位置　016 ～ 023－709 ～ 715グリッドにある。

規模形状　長軸長6.2ｍ、短軸長4.5ｍで、各辺が直線的

な整美な長方形を呈している。南東辺がやや鈍角に開き

気味で台形状に歪むようだ。

埋没土・壁　壁際の一部が埋没した後、水平に堆積する

２区に多い堆積状態である。壁高は20㎝前後で、最も深

い東辺で28cmを測る。

方位　Ｎ－27°Ｗ。　面積　復元 27.26㎡

床面　北・東壁下でやや高いが、他はほぼ水平な床面で

ある。部分的に深さ５㎝前後の掘り方が見られる。

その他　32・42号住居に前出し、51号住居に後出してい

る。炉・壁溝・ピット等の施設は確認できない。

遺物　出土遺物量は多いが図示できた土器は３点のみ

だった。高杯１は南寄りの床上14㎝の破片が43号住居破

片と接合したもので、他は埋没土内扱いの破片だった。

これ以外に重量で0.5㎏の土師器を出土している。

所見　確実に本住居に伴う遺物をもたないが、４世紀代

の多数の住居が後出しており、４世紀前半の時期が推定

できる。

1

32号住居51号住居

42号住居

49号住居

Ａ

Ａ
′

020-710

020-716

L=
57
.9
0m

Ａ
Ａ
′

3
4

1
1

2

P

3

０ ２ｍ１: 60

０ 10㎝１: 3
1

2 3

第219図　２区50号住居および出土遺物　

２　竪穴住居

225



51号住居
１　黄褐色土、洪水黄色砂質土含む。
２　暗褐色土、As-C・炭化物粒を含む。
３　灰褐色土、炭化物粒を含む。

51号住居（第220・221図　PL.37-⑧、 82　

　　　　遺物観察表430頁）

　２区東側の住居間重複の激しい地点にあり、四隅を削

られている。

位置　021 ～ 027－712 ～ 719グリッドにある。

規模形状　東西軸長6.4ｍ、南北軸長5.8ｍ以上で、正方

形に近い形状の大型住居が想定される。

埋没土・壁　水平に近い堆積で、人為的な埋戻しの痕跡

は確認できない。壁高は25cm前後である。

方位　Ｎ－15°Ｗ。　面積　残存28.18㎡

床面　凹凸の多い床面で全体では中央付近が低い傾向が

あり、壁際と５㎝前後の比高差がある。掘り方は古墳時

代初頭の水田に伴う水路（本文345頁）と重なり不明瞭だ

が、深さ５㎝前後の掘り方が広く見られる。

その他　29・32・33・50号住居等に前出している。炉・

壁溝・ピット等の施設は確認できない。

遺物　多量の遺物が住居ほぼ全域から出土し、土師器14

点と石製品１点を図示した。特筆されるのが北陸地方の

影響を受けた器台（装飾器台）２・３が見られることだ。

２は住居北寄り、３は中央でどちらも床直上の出土であ

り、３は20・30・42号住居出土破片とも接合している。

他に高杯１、台付甕７・８・11、甕12、手捏ね14が床

直上出土もしくは床直上出土片を含む土器である。台付

甕６・10は掘り方調査時の出土である。図示した以外に

重量で5.0㎏の土師器を出土している。

所見　多数の４世紀代の住居が後出し、４世紀前半の時

期が相定される。
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52号住居（第222図　PL.38-①、82　遺物観察表430頁）

　調査区西側北隅にあり、住居北辺周辺は調査区域外と

なり全容を把握できていない。

位置　028 ～ 033－747 ～ 753グリッドにある。

規模形状　長軸長6.1ｍ以上、短軸長4.1ｍの南北に細長

い長方形を呈している。

埋没土・壁　水平に近い堆積で人為的な埋戻しの痕跡は

確認できない。壁高は20㎝前後である。

方位　Ｎ－24°Ｗ。　面積　残存18.78㎡

床面　南側へ低く傾斜していて、北側と８㎝前後の比高

差がある。

ピット　南東隅付近でＰ１を確認している。径71×64㎝

の楕円形で深さ33㎝を測る。壁から少し離れるが入口脇

の貯蔵穴状施設のようだ。
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52号住居　
１　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土を含む。
２　暗褐色土　As-C・炭化物粒を含む。
３　灰褐色土　掘り方埋戻し土。黄色洪水堆積土

をブロック状に含む。

炉　南壁寄りのＰ１西側に隣接した床面に灰がまとまっ

て見られた。炉が想定される状況だが、住居南隅という

配置から炉とは考えにくい。

その他　10号住居に前出している。壁溝は確認できない。

遺物　住居のほぼ全域に散るようにして出土した遺物か

ら土師器３点を図示した。完形近くまで復元できた土器

はなく、いずれも床面から17㎝以上高い位置での出土で

ある。図示した以外に重量で2.4㎏の土師器を出土して

いる。

所見　確実に本住居に伴う遺物を持たないが、図示した

土器は４世紀代の土師器である。
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53号住居　
１　灰褐色土　細粒～極細粒の洪

水堆積物主体とする。
２　 暗 灰 褐 色 土　 洪 水 堆 積 物 に

As-C・炭化物粒等を含む。
　

53号住居（第223・224図　PL.38-②、 82　

　　　　遺物観察表431頁）

　住居や溝との重複が多く、全容は不明瞭である。対向

する南東辺と北西辺が平行せず、複数の遺構重複の可能

性がある。第223図点線内は床面が周辺より３～５㎝低

い部分である。２層土がこの部分上面に見られ、前出す

る遺構存在の可能性を考えた。この内側の想定号住居を

53Ａ号住居、南西側外側の住居を53Ｂ号住居とし、本文

ではＡ号住居・Ｂ号住居と呼称した。

位置　011 ～ 017－733 ～ 743グリッドにある。

規模形状　１棟の住居であれば南東辺から北西辺まで

8.0ｍの距離がある。本遺跡最大級の規模である。重複

住居と考えた場合、Ａ号住居は一辺５ｍ前後の住居が想

定できる。Ｂ号住居は南側の境界が不明瞭だが、北西辺

から南東側へ６ｍ以上の大型住居が想定される。

埋没土・壁　ほぼ水平な堆積で人為的埋戻しの痕跡は確

認できない。壁高はＡ号住居南東辺で19cm、Ｂ号住居北

西辺で４㎝を測る。

方位　Ｎ－59°Ｗ（Ａ号住居北西辺）。

面積　全体残存34.40㎡　Ａ号住居残存15.47㎡

床面　Ａ号住居部分は比較的平坦である。Ｂ号住居が後

出するなら２層土上面が床面になるはずだが、踏み固め

や焼土・灰等の散布は見られない。Ａ号住居の北東寄り

とＢ号住居の北西寄りに深さ６㎝前後の掘り方がある。
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その他　５・25・36号住居に前出している。炉・壁溝・ピッ

ト等の施設は確認できない。

遺物　Ａ号住居を想定した部分を中心に多量の遺物を出

土した。土師器15点を図示したが、出土位置を示した土

器はすべてＡ号住居の範囲内で壁際から離れた位置の出

土である。床直上出土土器は高杯２があり、器台３や台

付鉢４など供膳土器は床上５㎝以内の高さの出土であ

る。甕類には完形近くまで復元できた土器はない。11・

13など床上６㎝の高さだが、床上９㎝の７・10はＢ号住

居床面に想定される高さに近い。図示した以外に重量で

5.8㎏の土師器を出土している。

所見　Ａ号住居内は土器だけでなく、礫の混入も多い。

出土遺物の時期は４世紀代である。
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54号住居（第225図　PL.38-③）

　流路や重複住居に壊され、南辺の一部を確認したのみ

のきわめて不明瞭な遺構である。直線的な長い壁があり、

住居として扱った。

位置　015 ～ 018－742 ～ 748グリッドにある。

規模形状　東西軸長4.5ｍ以上の規模が確認できる。

埋没土・壁　埋没土の記録を欠く。壁高は壁際で窪みが

あるため一部で深さ６㎝を測るが、住居床面は壁外地山

より３㎝前後の深さである。

方位　（南辺）Ｎ－59°Ｅ。　面積　残存6.21㎡

床面　緩やかな凹凸があり、全体では地山傾斜に沿って

東側へ低く傾斜し西隅と10㎝の比高差がある。掘り方は

見られない。

その他　16号住居に前出している。炉・壁溝・ピット等

の施設は確認できない。土師器甕類の破片を数片出土し

たが、図示できるものはなかった。

所見　時期決定を行う遺物を持たない。後出する16号住

居は４世紀の住居である。

55号住居（第226図　PL.38-④・⑤）

　調査区の北隅にあり住居北隅は調査区域外で、南隅は

18号住居、西隅は56号住居に大きく壊されている。

位置　027 ～ 032－733 ～ 741グリッドにある。

規模形状　東西軸長推定6.2ｍ、南北軸長5.2ｍ以上で北

側へ広がる台形状に歪むようだが、複数の遺構重複の可

能性もある。

埋没土・壁　埋没土は単層で重複の痕跡は見つからない。

壁高は最も深い西辺で35cmを測る。

方位　Ｎ－30°Ｗ（北東辺）。　面積　残存20.36㎡

床面　細かな凹凸のある床面で、北東辺下のみやや低く

なっている。住居粗掘り時の窪みのような深さ5㎝前後

の掘り方が部分的に見られ、床面が低くなっていた北東

辺下では10㎝前後深くなっている。

ピット　掘り方調査時に東隅寄りで径67×43㎝の楕円形

を呈した床面からの深さ31㎝のピットを確認している。

配置より主柱穴の内の１本となる可能性がある。

炉　西隅寄りに広い灰分布範囲があり、西側に焼土がま

とまって確認できる。焼土下には径53×42㎝、深さ３㎝

前後の不明瞭な窪みとなり炉の可能性がある。炉の位置

としては住居隅に寄り過ぎて違和感があるが、長さ40㎝

の枕石のような礫も焼土の東側に見られる。

その他　18・56号住居に前出している。壁溝は確認でき

ない。

遺物　本住居出土として整理した土師器は重量で1.5㎏

の量だが、後出する56号住居重複部分の遺物がかなり含

まれる可能性がある。確実に本住居内の出土遺物で図示

できるものはなかった。

所見　時期推定の資料となる遺物をもたない。
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55号住居　
１　黄褐色土　洪水堆積土の黄色砂質土を主体と

する。炭化物粒を含む。
２　炉想定部分埋没土の焼土層で 2′は灰が多い。
３　暗褐色土　掘り方埋戻し土。
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56号住居　
１　表土からＦＡ混土。
２　灰褐色土　洪水堆積土。
３　黄色土　洪水堆積土の砂質土。
４　灰褐色土　洪水堆積土。As-Cを

少量含む。
５　黄褐色土　掘り方埋戻し土。砂

質土を多量に含む。

56号住居（第227・228図　PL.38-⑥・⑦、 82・83　

　　　　遺物観察表431・432頁）

　調査区北隅にあり、住居の大半が調査区外で全容は把

握できていない。西側を流路で削られているが、比較的

深い住居で床面まで影響は至っていない

位置　030 ～ 033－738 ～ 746グリッドにある。

規模形状　東西軸長6.5ｍ、南北軸長2.5ｍ以上の規模で

ある。隅の丸みが少なく各辺も直線的で整美な形状だが、

台形状に歪む可能性がある。

埋没土・壁　埋没土は壁際から自然堆積したように見え

る。壁高は最も深い南辺で29cmを測る。

方位　Ｎ－85°Ｅ。　面積　残存11.30㎡

床面　灰・粘土等の散布が見られる本遺跡内では明瞭な

床面であった。ほぼ平坦で貯蔵穴周辺が３㎝ほど高くな

る傾向があった。床面からの深さ最大15㎝の掘り方が部

分的に見られる。

貯蔵穴　南東隅付近にある短軸80㎝で南北に長く、床面

からの深さ25㎝の土坑状施設は配置より貯蔵穴の可能性

がある。住居廃絶時に開口していた施設で周辺に粘土散

布が見られた。掘り方調査時に確認した床面からの深さ

49㎝のＰ３も南壁際東寄りにある貯蔵穴の可能性があ

る。Ｐ３は住居廃絶時には埋没していたようだ。

ピット　掘り方調査時に２基のピットを確認した。深度

に乏しい不明瞭な施設だが、Ｐ１は配置より主柱穴とな

る可能性がある。

その他　55号住居に後出している。炉・壁溝は確認でき

ない。

遺物　貯蔵穴とその周辺を中心に比較的多い遺物を出土

した。甕９は貯蔵穴内、鉢２、高杯６は貯蔵穴上とその

周辺の床面レベルで、杯１と坩７は床上８㎝前後の高い

位置での出土である。壺11はＰ３内、甕８は掘り方調査

時に出土した。羽口12は前記土器群と離れた床上19㎝の

出土で後出する流路の影響を考慮すべき遺物である。供

膳具３～５が南壁際の55号住居床面レベル付近でまと

まって出土しており、同住居からの混入も想定すべき遺

物である。南壁際には菰編石状の細長い礫がまとまって

出土しているが、床面より８㎝前後高い位置にあった。

図示した以外には重量で1.3㎏の土師器を出土している。

所見　高杯が長脚化する４世紀後半から５世紀初頭にか

けての住居と考えられる。
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56号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 48×45×23 主柱穴か
２ 27×24×22
３ 81×73×49 貯蔵穴か



57号住居（第229・230図　PL.38-⑧　

　　　　遺物観察表432頁）

　２区東側の住居群の中で、最も南側で確認した。住居

南側を28号溝に壊され全容を把握できていない。

位置　007 ～ 011－707 ～ 713グリッドにある。

規模形状　東西軸長5.1ｍ、南北軸長2.3ｍ以上の規模で

ある。本住居を削った最大幅1.8ｍの28号溝の規模から

本住居の南北軸は４ｍ未満であることが分かり、東西に

長い長方形住居となる。

埋没土・壁　埋没土の記録に欠く。壁高は30cm前後で一

様である。

方位　Ｎ－56°Ｅ。　面積　残存9.07㎡

床面　調査範囲では中央がやや高くなり、壁際と３㎝の

比高差がある。掘り方は認められない。

その他　28号溝に前出している。炉・壁溝・ピット等の

施設は確認できていない。

遺物　全体を調査できない住居としてはきわめて多量の

遺物を出土し、土師器16点を図示した。床直上の出土遺

物に器台１、鉢３、坩４、台付甕９があり、壺５も床面

近くの出土である。床面から10㎝前後からそれ以上高い

位置の出土土器は大半を占め、壺７、台付甕８・10・12

～ 14、甕11、手捏ね16があたる。壺15は床直上から床

上15㎝まで、さらに４・８号住居出土破片までが接合し

た。図示した以外に甕類を中心に重量で4.2㎏の土師器

を出土している。

所見　壁際の出土遺物が少なく、住居中央付近の上層・

中層から多量に遺物が出土していた。埋没過程で混入し

たような様相である。出土遺物は４世紀代で、中層遺物

には台付甕13のように最大径が胴部上半にある４世紀後

半の土器が見られる。
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３号住居　
１　にぶい黄褐色土　住居埋没土と思われるシルト質土。しまり弱い粘性土。

1′は灰・炭化物粒の混入が多い。
２　赤褐色土　炉下層土。被熱したシルト質土。焼土小ブロックが不均等に

混じる。2′は黄色味を帯びる。
３　褐灰色土　掘り方埋戻し土。シルト質土。しまり、粘性あり。黄灰色シ

ルトブロックを散見する。
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（４）古墳時代の堅穴住居

３区の竪穴住居

　３－２区西隅では泥流下に築かれた畑の上面から４棟

の竪穴住居を調査した。西側の４区へ続く集落の東隅部

分にあたる。２区に比べ50㎝前後標高の高い地点にある

が、住居は少なく住居間の重複はない。２区と異なり古

墳時代に途切れた集落が平安時代に再び築かれ１・２号

住居を調査した（本文128頁）。古墳時代集落と平安時代

集落の間には泥流層があるが、集落東限は両時代ともほ

ぼ同一の占地である。

３号住居（第232・233図　PL.19-④～⑥、84　

　　　　遺物観察表432頁）

　調査区の南西隅にあり、大半が調査区域外となって住

居北東隅周辺のみの確認である。

位置　026 ～ 031－884 ～ 887グリッドにある。泥流層を

挟んで上面には平安時代の２号住居がある。

第232図　３区３号住居　

第231図　３区古墳時代住居配置図　

０ １:500 20ｍ

２　竪穴住居
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０ 10㎝１: 3

1
2
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規模形状　南北軸長5.6ｍ以上、東西軸長3.2ｍ以上の規

模で想定される炉の位置より南北に長い長方形を呈す住

居と思われる。

埋没土・壁　不明瞭な埋没土で床面および地山との区別

は難しく、確実な壁の立ち上がりを確認できなかった。

方位　(東壁)Ｎ－９°Ｗ。　面積　残存16.80㎡

床面　東側へ低く傾斜していて、調査範囲西隅と７㎝前

後の比高差がある。ほぼ全体に深さ３～８㎝の不規則な

掘り方がある。ピット状のわずかな窪みがあるが、主柱

穴には不適当な配置である。

炉　調査範囲の西隅に焼土・灰が集中する部分があり、

炉が想定される。焼土範囲は60㎝×40㎝の南北に長い楕

円形で、下に深さ３㎝前後のわずかな窪みがあり、被熱

の痕跡も認められる。

その他　４～６号住居より高い位置で確認された住居で

床面もそれら住居より50㎝前後高いが、出土遺物から後

出住居ではないようだ。壁溝・ピットは確認できない。

遺物　出土遺物は少ないが、４点の土師器を図示できた。

１～３は炉周辺の床直上で出土した。４が周辺に散乱し

た破片から復元できた甕である。

所見　炉周辺の出土土器より５世紀代の住居と想定でき

る。

４号住居（第234・235図　PL.39①～③、84・85　

　　　　遺物観察表433頁）

位置　040 ～ 044－879 ～ 883グリッドにある。

規模形状　長軸長3.6ｍ、短軸長2.8ｍの小型住居で、各

辺が直線的な比較的整美な長方形を呈している。

埋没土・壁　壁際からの自然堆積状だが、比較的急激に

埋没している。壁高は25㎝前後でほぼ一定である。

方位　Ｎ－75°Ｅ。　面積　9.68㎡

床面　凹凸が多く、全体では北側へ低く傾斜し南隅と６

㎝の比高差がある。掘り方は見られない。床直上にしま

りの強い薄い層（４層）があるが、貼床ではなく、住居使

用の中で灰などが踏み固められた層と考えられる。

炉　住居中央西寄りの床直上は炭化物粒が多く、この分

布範囲西側に被熱した礫も見られ、ここに炉が想定され

る。平坦で掘り込みの痕跡や床面被熱の痕跡はない。

その他　壁溝・ピット等の施設は確認できない。

遺物　住居中央の炉想定部分周辺に出土遺物は多く、土

師器７点と石製品２点を図示した。甕５～７は炉周辺で

出土しているが、床直上資料は底部を欠く６で、７は床

から５㎝、５は床から12㎝浮いた状態だった。高杯１は

住居中央付近の床直上、他は床から12㎝以上浮いた状態

だった。石製品２点のうち８は住居中央付近、９は北壁

寄りの床ほぼ直上出土である。図示した以外に重量で2.5

㎏の土師器を出土しており遺物の少ない３区住居では５

号住居に次ぐ量である。

所見　甕類の形態から５世紀代の住居と想定される。

第233図　３区３号住居出土遺物　
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４号住居　
１　黄褐色土　洪水堆積土の砂質土。しまりやや弱い。
２　灰褐色土　炭化物粒の混入やや多くしまり弱い。2′では炭化物粒

少ない。
３　黄褐色土　しまり弱い砂質土。
４　褐灰色土　しまりある粘質土。炭化物粒等を少量含む。
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第234図　３区４号住居および出土遺物（１）　

２　竪穴住居
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０ 10㎝１: 3

9

５号住居　（第236 ～ 239図　PL.39-④～⑦、85・86　　

　　　　　　遺物観察表433・434頁）

　４区に見られる４棟の住居（19・20・24・25号住居）同様、

初現期のカマドを持つ住居である。カマドやピットを共

有しながら北辺・東辺側に拡張を行ったようで、最終段

階の外側住居を５Ａ号住居（本文中ではＡ号住居）、前出

する内側住居を５Ｂ号住居（同じくＢ号住居）とした。

５Ｂ号住居

位置　030 ～ 040－872 ～ 881グリッドにある。

規模形状　長軸長7.2ｍ、短軸長6.7ｍの南北にやや長い

方形を呈している。

埋没土・壁　Ａ号住居で記す。

方位　Ｎ－66°Ｅ。カマド方位　Ｎ－86°Ｅ。

面積　42.61㎡　

床面　凹凸の多い床面でカマド周辺が全体的に高く、周

辺と５㎝前後の比高差がある。深さ４～ 15㎝の掘り方

が全体にあり、床面の高いカマド周辺で掘り方がやや深

くなっている。

壁溝　Ｂ号住居では北壁下を除く一部で確認できる。幅

８～ 20㎝、深さ３～６㎝の規模である。

ピット　４主柱穴を確認した。住居規模に比して深度に

乏しい。上面に貼床面のような土層がある。柱穴はＢ号

住居の施設でＡ号住居は柱穴なしの住居となることも想

定されるが、踏み固めは顕著ではない。

貯蔵穴　住居南東隅にある。上面径104×95㎝、深さ35

㎝の規模で底面は平坦さに欠き、深度に乏しい典型的貯

蔵穴とは異なる施設だが、遺物の出土は多い。出土遺物

は底面に達していないものがあり、住居廃絶時には開口

していたが埋もれかけていたと推測できる。

カマド　東辺隅寄りにある。燃焼部は住居内にあり、火

床は住居床面と同レベルである。東西に長い縦長の燃焼

部である。煙道は壁外へ53㎝張出しているが、住居軸よ

り南側に傾いている。

その他　水田に後出し、３号畑に前出している。

５Ａ号住居

位置　Ｂ号住居に等しい。

規模形状　長軸長7.5ｍ、短軸長7.4ｍの東西にやや長い

方形を呈している。南辺は北辺より60㎝短く、台形状に

歪んでいる。

埋没土・壁　埋没土は住居中央付近に盛り上がる部分が

あるなど、自然堆積と若干異なる堆積が確認できる。壁

高は最も深い北辺で52cmを測る。

方位　Ｂ号住居に同じ。

面積　47.55㎡　Ｂ号住居より約５㎡広い。

床面　Ａ号住居床はＢ号住居床より最大で３㎝高い部分

があり、砂質土で埋めている。拡張した部分に掘り方は

見られない。

カマド・ピット・貯蔵穴　Ｂ号住居と共有している。

その他　壁溝は見られない。

遺物　多量の遺物を出土し、土器25点と石製品１点を図

示した。図示した以外の土器片は重量2.8㎏で接合率の

極めて良い住居であった。カマド内から高杯７・９が出

土しており、支脚に使用されたものと思われる。甕22・

25がカマド内から出土するが、甑21はカマド南の貯蔵穴

周辺に散った状態であった。高杯11・鉢14は貯蔵穴に流

れ込むようにして出土した。床面からの深さは５～８㎝

の位置である。カマド前から住居中央にかけて高杯や鉢

類が集中して出土したが、初現期のカマドを持つ住居出

土遺物で唯一図示に耐える須恵器19もこの中の床上３㎝

の出土である。住居中央付近の遺物だが鉢１・４や高杯

10と共にカマド前に散乱する本住居に伴う遺物と考えた

い。

所見　初現期のカマドと豊富な遺物のある本遺跡内でも

最も良好な資料を提供する住居である。５世紀代の特徴

を残す高杯に刷毛目の残る単口縁の甕、および須恵器な

どが共伴する５世紀末ころの住居である。

第235図　３区４号住居出土遺物（２）　
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5B号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 45×44×35 主柱穴
２ 45×43×32 主柱穴
３ 55×50×31 主柱穴
４ 55×52×26 主柱穴



５号住居　
１　灰褐色土　しまり弱い。
２　黄褐色土　洪水堆積土の砂質土。しまりなし。
３　灰褐色土　しまり強いやや粘質土。3′はしまり弱く、

3″は灰色味が強い。
４　暗褐色土　炭化物粒の混入多く、焼土もやや多い。
５　黄褐色土　しまりあり。下部が焼土化し、崩落したカ

マド天井部の可能性。5′は住居内へ崩れた構築材と思
われる灰色味の強い土。

６　褐色土　炭化物粒の混入多い層。カマド燃焼部内の埋
没土か。

７　灰褐色土　焼土粒の混入多い土。上位にブロック状の
灰層を含む。カマド燃焼部および掻き出した灰と思わ
れる。しまりあり。

８　灰褐色土層　しまりある粘性土。灰白色粘土を含む袖
構築材。8′は地山と似た土で燃焼部から煙道にかけて
の下面構築材。

９　褐色土　ピット上層埋没土。淡黄色土をブロックに含
む砂質土。

10　灰色土　ピット下層埋没土。しまりあり。斑鉄多い。
10′は貯蔵穴埋没土で斑鉄なく、しまり弱い。

11　灰色土　掘り方埋戻し土。ブロック状の灰白色砂質土
主体。11′はＢ号住居との段差を埋めるためのＡ号住
居構築時盛り土。やや黒色味をおびる。
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６号住居　
１　褐色土　住居上の堆積土。しまりあり、ブロック状の黄褐色土

を部分的に多量に含む。1′は砂質でやや明度高い。
２　暗灰色土　住居埋没土で砂質土。しまりあり。
３　灰色土　壁崩落土。砂質土でややしまり欠く。
４　灰色土　粘質土。床面直上のややしまり強い層で貼床の可能性

がある。
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６号住居（第240図　PL.39-⑧、87　遺物観察表434頁）

　３－２区北西隅にあり大半が調査区域外となって、南

東隅付近のみ確認できた住居である。

位置　046 ～ 048－887 ～ 890グリッドにある。

規模形状　東西軸長2.5ｍ以上、南北軸長1.7ｍ以上の規

模である。残存する両壁は湾曲気味である。

埋没土・壁　床直上を除き単層の埋没土である。壁高は

50cm前後を測り本遺跡住居の中ではきわめて深い。

方位　(西壁)Ｎ－41°Ｗ。　面積　残存2.71㎡

床面　凹凸の多い不整な床である。埋没土最下層（４層）

は層厚５㎝前後でややしまりあり、貼床の可能性がある。

この層下に住居粗掘り時の窪みを埋め戻す程度の不明瞭

な掘り方があるようだ。

壁溝　埋没土最下層が貼床であれば、西壁下に壁溝が

あった可能性があるが、明瞭にできなかった。

その他　炉・ピット等は確認できない。

遺物　出土遺物は少ないが、土師器３点と石製品２点を

図示した。土器および石製の有孔円盤４はいずれも床面

より12㎝以上、 敲石５は床面より20㎝高い位置での出土

ある。図示した以外に重量で0.7㎏の土師器が出土して

いる。

所見　本住居に確実に伴う資料を持たないが、出土土器

は４世紀後半頃の時期である。

第240図　３区６号住居および出土遺物　

２　竪穴住居
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12号住居　
１　褐灰色土　しまり・粘性ともにやや強

い。炭化物粒・焼土粒を散見する。
２　灰褐色土　しまり・粘性は１層に近い。

シルト質で混入物少ない。
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（５）古墳時代の堅穴住居

４区の竪穴住居

　３区の西側に続く集落で19棟

の住居を調査した。集落は２面

にわたって確認され、古い時期

の集落（22・23・27 ～ 31号住居）

は小区画水田の上面に築かれて

いる。この集落が一旦泥流に没

した後に新しい時期の集落（12

～ 21・24 ～ 26号住居）が築か

れる。この集落もさらに泥流で

埋没した後に畑となり、平安時

代に再度集落となる変遷の激し

い一画である。住居の分布を見ると、集落は４区西隅に

ある流路東側にあって、北西から南東方向へ向かって帯

状に多く見られる。自然堤防上の微高地が存在していた

もので、集落は北西側・南東側へ広がると思われる。

12号住居（第242・243図　PL.40-①、86・87　

　　　　遺物観察表434頁）

　４区南東隅にあり、南側は調査区域外で全容を把握で

きていない。ごく浅い住居だが壁の立ち上がりは把握で

きたようだ。

位置　027 ～ 031－907 ～ 912グリッドにある。

規模形状　東西軸長南側で5.2ｍ、南北軸長3.4ｍ以上の

規模である。北辺が4.2ｍで著しく短く、平面形状は台

形状に歪んでいる。

埋没土・壁　浅い住居で壁高は最も深い北辺の一部でも

７cmしかない。

方位　（西辺）Ｎ－６°Ｅ。　面積　残存16.82㎡

床面　調査範囲では住居中央付近が壁際より７㎝前後低

くなっている。壁直下を除いた広範囲の床直上に灰の散

第242図　４区12号住居　

第241図　４区古墳時代住居配置図　
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布が見られる。掘り方は認められない。

その他　13・22号住居に後出している。炉・柱穴・壁溝

等の施設は観察できない。

遺物　壁際の遺物が少なく、住居中央灰散布範囲の外側

を廻るように遺物の出土が多かった。高杯１～３および

坩５はいずれも床直上で出土している。ただし本住居床

面に近い遺物が22号住居と接合する例が多数あり、本住

居に伴う遺物と確定できるものがない。図示した以外に

重量で約７㎏の土器が出土し、内1.5％が須恵器である。

所見　本住居の時期を特定する資料に欠くが、出土遺物

は５世紀代の範囲にあるようだ。

13号住居（第244図　PL.40-②）

　４区南東隅にある、壁溝のみ確認の住居である。

位置　028 ～ 032－910 ～ 914グリッドにある。

規模形状　東西軸長4.2ｍ、南北軸長3.8ｍ以上の規模で

ある。残存する二隅は丸みが少なく、各辺は直線的で整

美な形状である。

埋没土・壁　壁は残存せず、埋没土の観察はない。

方位　Ｎ－65°Ｅ。　面積　残存5.72㎡

床面　ほぼ水平な底面であるが床面の根拠となる硬化や

散布物は見られない。掘り方はない。

壁溝　幅13 ～ 21㎝、深さ２～５㎝の歪みが少ない壁溝

が残存部分で全周している。

その他　12号住居に前出している。炉・柱穴等の施設は

観察できない。

遺物　小破片を含め本住居からの出土遺物はない。

所見　遺構形状から古墳時代前期の住居と推定できる。

第244図　４区13号住居　

第243図　４区12号住居出土遺物　

２　竪穴住居
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14号住居
１　褐灰(7.5YR5/1)　シルト質の洪水堆積土で砂粒を含む。

粘性ややあり。斑鉄あり。
２　灰黄褐(10YR5/1)　粘性土。不均等に斑鉄あり。
３　褐灰(7.5YR6/1)　シルト質で粘性あり。黄橙色土をブ

ロック状に混入する。
４　褐灰(5YR5/1)　掘り方埋戻し土。少量の炭化物粒と粗砂

を混入する。しまり・粘性あり。

15号住居　
１　明褐色土　ややシルト質土。しまり・粘性に富む。焼土粒を散見する。
２　黒褐色土　炭化物粒の多い層。径５～ 20㎜の炭化材が混じる。
３　灰黄褐色土　ややシルト質の掘り方埋戻し土。しまりあり。焼土粒・

炭化物粒を散見する。
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14号住居（第245図　PL.40-③）

　平安時代５号住居の床下にあたる４区南東隅にあり、

遺構西隅周辺を確認したのみである。底面が比較的平坦

で掘り方が見られることから住居として扱った。

位置　049 ～ 051－900 ～ 901グリッドにある。

規模形状　南西辺側軸長1.3ｍ以上、北西辺側軸長1.0ｍ

以上の規模である。各辺は直線的で残存する西隅は丸み

が少なく、比較的整美である。

埋没土・壁　南側から埋没しているようで人為的埋戻し

の可能性がある。壁高は最も深い南西辺で20cmを測る。

方位　（南西辺）Ｎ－43°Ｗ。　面積　残存0.55㎡

床面　残存部分では壁際がやや高くなっている。深さ15

㎝前後の掘り方が全体にある。掘り方埋戻し土は炭化物

粒の混入より地山と区別した。

その他　炉・柱穴・壁溝等の施設は観察できない。

遺物　小破片を含め本住居からの出土遺物はない。

所見　時期特定の遺物を欠くが、確認面より５世紀前後

の遺構である。

15号住居（第246・247図　PL.40-④・⑤　遺物観察表435頁）

　焼失住居と思われ、床直上に広く炭化材や灰が散って

いる。６号住居に北東隅付近を削られているが、掘り方

面で規模を明らかにできた。

位置　047 ～ 051－903 ～ 906グリッドにある。

規模形状　長軸長3.2ｍ、短軸長2.65ｍの長方形を呈し

ている。南辺が北辺より短い逆台形状に歪んでいる。

埋没土・壁　埋没土はほぼ単層である。壁高は10㎝前後

第245図　４区14号住居　

第246図　４区15号住居　

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物
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16号住居　
１　明褐色土　ややシルト質

土。しまりあるが粘性は弱
い。径５～ 15㎜の炭化材
を含む。
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で、最も深い南辺で18cmを測る。各辺は直線的で比較的

整美な形状である。

方位　Ｎ－13°Ｗ。　面積　掘り方6.56㎡

床面　細かな凹凸が多いが、ほぼ水平な床面である。全

体に深さ15㎝前後の掘り方があり、土坑状にやや深くな

る部分がある。

その他　６号住居・３号掘立柱建物に前出している。炉・

柱穴・壁溝等の施設は観察できない。南壁中央直下の扁

平川原石は長さ32㎝の台石状だが、床上８㎝の高さに浮

いた状態の出土で床面に敷かれたものではない。

炭化材　南東隅の材は長さ78㎝あり、両端とも床上８㎝

の高さの水平な状態で出土した。中央南東寄りの材は長

さ40㎝前後で、床上３㎝前後のやはり床に水平な状態で

の出土である。

遺物　住居北側を中心に出土した６点を図示した。いず

れも床直上から床上３㎝の高さでの遺物で、本住居に確

実に伴う遺物である。図示以外には甕類破片が少量出土

しただけで、復元率の高い住居であった。

所見　高杯は古墳時代中期の特徴を持ち、本住居は５世

紀代に位置づけられる。

16号住居（第248図　PL.40-⑥）

　北壁下に炭化材がまとまって出

土するほか、埋没土内に炭化物粒

の混入が多い。焼失住居の可能性

がある。

第247図　４区15号住居出土遺物　

第248図　４区16号住居　

２　竪穴住居
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18号住居　
１　灰褐色土　掘り方埋戻し土のシルト質土。
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位置　046 ～ 050－906 ～ 911グリッドにある。

規模形状　長軸長4.0ｍ、短軸長西側で3.7ｍの東西に長

い長方形を呈している。東辺が西辺より80㎝短い台形状

に歪んでいる。各辺は比較的直線的である。

埋没土・壁　埋没土は単層で埋没過程を想定できる資料

はない。壁高は７cm前後で一様である。

方位　Ｎ－79°Ｅ。　面積　13.68㎡

床面　細かな凹凸が多く、東側へ低くやや傾斜していて

西壁下と５㎝の比高差がある。掘り方は見られない。

その他　炉・柱穴・壁溝等の施設は観察できない。本住

居の上面畑耕土には焼土粒の混入が多く見られた。畑面

は住居床面より30㎝前後の高さがあるが、焼土は住居範

囲外にも広がっており、耕作により埋没土が拡散した可

能性がある。

炭化材　北壁下の炭化物は床面直上から床上４㎝の高さ

の出土で、最大で56㎝の長さが確認できる。細かな炭化

物は住居内のほぼ全体に見られる。

遺物　小破片を含め本住居からの出土遺物はない。上面

畑の耕作土内からやや多量の遺物が出土しており、本住

居の遺物が含まれるはずである。

所見　時期特定の遺物を欠くが、確認面より４～５世紀

前後の住居である。

18号住居（第249図　PL.40-⑧、 87　遺物観察表435頁）

　確認段階で床面に達していて、住居プランは掘り方の

形状に拠った。

位置　037 ～ 040－923 ～ 927グリッドにある。

規模形状　長軸長3.8ｍ、短軸長2.8ｍの東西に長い長方

形を呈している。各隅の丸みが強く、特に北西隅付近は

不整である。

埋没土・壁　壁はほとんど確認できていない。

方位　Ｎ－72°Ｅ。　面積　掘り方10.31㎡

床面　東辺付近は炭化物粒の散布があり、床面が一部で

残存していることを確認できるが、西側は不明瞭である。

浅い掘り方が見られ、東側では壁に沿って土坑状にやや

深くなっている。

炉　住居中央東寄りの炭化物粒等の散布地点より、この

位置に炉があったことが想定されるが、被熱面や掘り込

みの窪みは確認できなかった。

その他　柱穴・壁溝等の施設は観察できない。

遺物　炭化物粒集中出土地点付近出土の３点を図示し

た。いずれも床直上の出土である。図示した以外の破片

は重量0.5㎏以下で少ない。甕類主体である。

所見　北西隅の歪みは掘り方の形状によるもので、床面

レベルでは丸みの少ない隅と思われる。

第249図　４区18号住居　
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19号住居　
１　黄灰色土　シルト質土。しまりあ

る弱粘性土。炭化物粒を散見する。
1′はにぶい黄橙色シルト土が目立
ち、1″はAs-Cと思われる軽石を散
見する粘性土。

２　黄灰色土　しまり・粘性に富むシ
ルト質土。炭化物粒・焼土粒を多
量に含む。2′はやや砂質で粘性弱
く炭化物粒の混入少ない。2″は灰
色味を帯び、白色軽石粒・炭化物
粒を多く含む。

３　灰褐色砂層　しまりあり、 粘性な
し、 砂質。

10　灰褐色土　掘り方埋戻し土。しま
りある粘性土。炭化物粒の混入多
く、ブロック状のAs-Cを不均等に
含む。
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19号住居（第251 ～ 254図　PL.41-①～④、87 ～ 89　　

　　　　遺物観察表435・436頁）

第251図　４区19号住居　

第250図　４区18号住居出土遺物　

２　竪穴住居
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19号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 80×65×31 土坑か
２ 21×20×18 主柱穴
３ 15×15×20 主柱穴
４ 27×25×19 主柱穴
５ 29×27×15 主柱穴



19号住居カマド
４　褐灰色土　カマド煙道部分埋没土。しまりある粘

性土。径10㎜前後の灰のブロックを多く含む。
５　灰黄色土　しまりある粘性土。焼土粒・炭化物粒

を散見するカマド天井部構築材。5′は２層土の混
土でしまりやや弱くなる。シルト質で白色軽石粒・
炭化物粒を散見する。

６　焼土ブロック層　５層土と炭化物粒を多く含む。
カマド天井部崩落土。6′は炭化物粒が特に多く、
径５㎜前後の焼土粒の混入多い。

７　淡褐色土　しまりある粘性土。カマド構築材で焼
土粒と炭化物粒を散見する。

８　炭化物粒・焼土粒を主体とする層。
９　暗褐色土　ややシルト質でしまりある粘性土。
　　　　炭化物粒を多く含むカマド床面。
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　４区では４棟の初現期カマドを持つ住居が菱形の配置

を作るように集中して確認されたが、本住居はその中の

東側にある。

位置　041 ～ 046－926 ～ 932グリッドにある。

規模形状　東西軸長東側で4.65ｍ、南北軸長4.6ｍのほ

ぼ正方形だが、西辺が東辺より40㎝短い台形状に歪んで

いる。各辺は外側へ膨らむようにやや湾曲気味である。

埋没土・壁　壁側より自然堆積状の埋没過程が確認でき

る。比較的深い住居で壁高は50㎝前後あり、最も深い北

辺で71cmを測る。

方位　Ｎ－78°Ｅ。　面積　19.70㎡　

カマド方位　Ｎ－90°Ｅ。

床面　北側へ低く傾斜していて、南隅と７㎝前後の比高

差がある。深さ７～ 13㎝の掘り方が全体に見られる。

ピット　４主柱穴（Ｐ１～４）が見られるが、住居規模に

比べ貧弱な施設である。正方形を画すための配置はＰ１

よりＰ５が主柱穴に適しているようだが、Ｐ１は本住居

柱穴の中で最も深く、20・24号住居の主柱穴配置など、

本遺跡には類例がある。南東隅の貯蔵穴も規模は柱穴と

変わらず、底面も不整で不明瞭である。

カマド　東辺南寄りにある。住居の軸方向より南へ偏っ

た軸方向にあり、捻じれたように見える。燃焼部は住居

内にあり、袖先端は住居内120㎝の位置に達している。

火床は部分的に小さく窪むが、住居床面とほぼ同レベル

である。煙道の壁外への張出しは25㎝を測る。

その他　壁溝は確認できない。

遺物　出土遺物は多く、住居全体に散乱する土器20点と

石器１点を図示した。７・13の高杯２点がカマド内の出

土である。支脚の転用されたものであろう。14・16はカ

マド北脇に置かれるようにして出土した。甕20はカマド

南の南東隅付近床直上で有孔鉢15とともに出土した。甑

19はカマドから離れた南西隅寄りから出土である。図示

した以外にも甕類を中心に重量で6.8㎏の土器が出土し、

そのうち1.7％の須恵器が含まれている。

所見　土師器杯類に須恵器模倣杯がなく、高杯の形状な

どからも５世紀代の住居であろう。

第252図　４区19号住居カマド　

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物

252



1 2
3

4

5

6
7

8

9

10

11
12

13

14 15

16

17

18

０ 10㎝１: 3

第253図　４区19号住居出土遺物（１）　

２　竪穴住居
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20号住居（第255 ～ 257図　PL.41-⑤～⑧、89　

　　　　遺物観察表436頁）

　初現期カマドを持つ住居では北側にある。

第254図　４区19号住居出土遺物（２）　

第255図　４区20号住居　

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物
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20号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 21×19×19 主柱穴
２ 23×20×25 主柱穴
３ 30×27×12 主柱穴
４ 24×21×13 主柱穴



20号住居　
１　暗褐色土　しまり・粘性あり。径2 ～ 3㎜の炭

化物粒を散見する。
２　黄灰色シルト層（洪水層　しまりやや弱く粘性

はやや強い。壁際に炭化物粒が混じる。
３　灰白色シルト　しまり・粘性あり。炭化物粒を

散見する。
４　黄灰色土　砂質土。崩落したカマド構築材。し

まり弱く粘性は強い。炭化物粒を散見するカマ
ド基盤部分。上面に炭化物粒・焼土粒を多く含
む。4′は11層土の混土。

５　灰褐色土　弱粘性のシルト質土。しまりあり。
焼土粒・炭化物粒を不均等に少量含む。5′は焼
土の混入多い。

６　灰褐色土　シルト質土。しまりあり。焼土粒・
炭化物粒を散見する。6′ではやや大粒の焼土粒
を多く含む。6″では焼土の混入少なく、炭化物
粒の混入がやや多くなる。

７　にぶい黄橙色土　シルト質土。しまりやや弱く
粘性あり。焼土ブロックを不均等に含み、炭化
物粒を散見する。7′では部分的に被熱痕が確認
できる。

８　赤褐色土　カマド天井部および煙道部立ち上が
り部分で被熱したシルト質土。

９　黄褐色土　カマド基礎部の貼床状施設。
10　灰黄色土　シルト質土の掘り方埋戻し土。As-C

混りの暗褐色土をブロック状に含む。しまり・
粘性とも弱い。

11　　カマド袖基部の粘性土。
12　灰白色土　貯蔵穴埋没土。シルト土で住居埋没

土の３層に近い。12′はやや砂質。
13　褐灰色土　しまり強い粘性土。炭化物粒を散見

する。
14　にぶい黄橙色土　しまり強い粘性土でややシル

ト質土。焼土粒を含む袖構築材。
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位置　047 ～ 053－933 ～ 939グリッドにある。

規模形状　東西軸長北側で4.3ｍ、南側で4.9ｍ、南北軸

長西側で4.7ｍの規模で、各辺の長さが一様でない台形

状に歪んだ形状である。

埋没土・壁　水平に近い堆積の部分が多く、人為的な埋

戻しの痕跡は見られない。壁は上方で開き気味である。

深度に富む住居で壁高は75cm前後を測る。

方位　（西辺）Ｎ－62°Ｅ。　面積　20.60㎡

カマド方位　Ｎ－75°Ｅ。

床面　カマド周辺を除くと比較的平坦な床面で、深さ５

～ 15㎝の貼床が全面にある。

ピット　４主柱穴（Ｐ１～４）を確認した。カマド寄りの

Ｐ１が著しく西側へ逸れているが、この歪みは19号住居

にも見られる。

貯蔵穴　南東隅にある。小規模な施設だが柱穴より深い。

カマド　東辺南寄りにカマドが設けられ、カマドが住居

軸方向より南へ偏った軸方向にあるなど19・24号住居に

類似した施設である。燃焼部は住居内にあり、灰や炭化

物粒がカマド前やカマド北側に散っている。袖先端は住

居内130㎝の位置に達している。煙道の壁外張出しが120

㎝と長いことが19号住居と大きく異なっている。

その他　壁溝は見られない。

遺物　カマド周辺出土を中心に土器９点を図示した。カ

マド内から高杯１・２と甕７を出土している。高杯は19

号住居同様支脚に転用したものであろう。小型甕６は住

居中央の床上30㎝以上浮いた状態の出土である。４・５

の台付甕は埋没土内の遺物で混入品であろう。図示した

以外にも遺物の出土はやや多く、甕類を主体に重量で約

７㎏の土器があるが、初現期カマドを持つ住居中、唯一

須恵器片の出土が見られなかった。

所見　５世紀の住居であるが、４世紀代遺物の混入が目

立つ。

第256図　４区20号住居カマド　

２　竪穴住居
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21号住居　
１　暗灰褐色土　しまり・粘性のあるシルト質土。炭化

物粒を散見する。
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21号住居（第258図　PL.42-①）

　４区で確認した他の住居と比較すると、同様の住居と

するには躊躇を伴う細長い遺構である。

位置　031 ～ 035－919 ～ 923グリッドにある。

規模形状　長軸長3.8ｍ、短軸長2.4ｍの長方形で、南東

辺が北西辺より20㎝短い台形状に歪んでいる。南西辺が

湾曲し、全体をやや歪めている。

埋没土・壁　埋没土は単層であった。壁は浅く、壁高は

５cm前後である。

方位　Ｎ－41°Ｗ。　面積　8.81㎡

床面　細かな凹凸が多く中央付近がわずかに高いが、ほ

ぼ水平な床面である。掘り方は見られない。

その他　炉・柱穴・壁溝等の施設は観察できない。

遺物　小破片を含め本住居からの出土遺物はない。

所見　時期特定の遺物を欠くが、確認面より４世紀前後

の遺構である。

 

　第257図　４区20号住居出土遺物　

第258図　４区21号住居　
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22号住居　
１　現耕作土およびAs-B混じりの旧耕作土。
２　多量のAs-B混じりの暗褐色土。
３　下層に多量の炭化物粒を含む12号住居埋没土およ

びその上面土。
４　暗灰色土　炭化物粒を散見するシルト質土。
５　黄灰色土　炭化物粒を散見するしまりあるシルト

質土。FP粒を散見する。5′でFP粒やや増え、黒
色味やや強くなる。

６　暗灰褐色土　炭化物粒を多量に含むしまり強い
層。6′は炭化物粒の混入少なく黄色味を帯びる。

７　暗灰褐色土　P3埋没土。６層土に近く、柱穴とし
てはしまり強い。焼土の混入多い。

８　灰褐色土　しまり強い貯蔵穴埋没土。炭化物粒・
焼土粒の混入多い。8′は混入物少なく、しまり
やや弱くなる。

９　黄灰褐色土　掘り方埋戻し土のややシルト質土。
ブロック状のシルトやAs-Cを不均等に含む。
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22号住居（第259 ～ 262図　PL.42-②～④、89・90　

　　　　遺物観察表436・437頁）

　３面調査時に住居の存在を確認したが、想定した床面

より大幅に下がる床面があることを４面の調査で確認し

た住居である。

位置　027 ～ 030－907 ～ 913グリッドにある。

規模形状　東西軸長4.7ｍ、南北軸長3.6ｍ以上の規模が

ある。残存部分では各辺は直線的で、各隅の丸みも少な

く整美な形状である。

埋没土・壁　炭化物粒の混入の多い埋没土であった。特

に４層下面は遺物の混入も多く、当初この層下側で住居

床面を想定していた。断面から確認できる壁高は東辺で

55cmを測る。

方位　Ｎ－30°Ｗ。　面積　残存10.15㎡

床面　炭化物粒混入の多いしまり強い土（６層）上面を床

面と考えたが、凹凸が多くあまり明瞭な床面ではなかっ

た。東壁下など一部に踏み固められた灰が見られ、床面

らしい部分も残存している。６層下にも平坦な面があり、

６層を挟んだ２枚の床面の可能性がある。全面に深さ15

㎝前後の掘り方が見られた。

ピット　Ｐ２・３は４主柱穴の北側２本と思われる。東

壁直下のＰ１は主柱穴柱筋延長上の壁柱穴の位置にある

が、浅く不明瞭な施設である。

貯蔵穴　住居北西隅に貯蔵穴と思われる窪みを確認し

た。東西方向の径70㎝で上面は広いが、底面は狭い。床

面からの深さ54㎝を測る。

第259図　４区22号住居　

２　竪穴住居
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22号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類

１ 34×27×12
２ 23×22×44 主柱穴
３ 26×22×72 主柱穴
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その他　12号住居に前出している。炉の痕跡や壁溝は確

認できない。床面直上から若干高い位置にかけて細長い

川原石の出土が多かった。

遺物　住居内の全域から多量の遺物を出土し、土器24点

と石製品１点を図示した。広範囲に散乱した破片が接合

するものが多く、本住居使用の什器と確認できる遺物が

ない。また、他の住居と接合する土器もきわめて多かっ

た。１・20・21・23は12号住居と、10は３区６号住居出

土破片と接合している。図示した以外にも遺物の出土は

多く、重量で本遺跡住居では最多の約19㎏の土器があっ

た。須恵器片が含まれるが全体の0.6％である。

所見　出土土器は５世紀代が主体である。

第260図　４区22号住居遺物出土状態および出土遺物（１）　
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23号住居　
１　灰黄色土　しまり・粘性のあるシルト質土で掘り方埋戻し土。

ブロック状の泥流土を不均等に含む。
２ 暗灰黄色土　しまり・粘性のあるシルト質土で掘り方下層埋戻

し土。炭化物粒を散見する。
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23号住居（第262図　PL.42-⑤）

　床面が不明瞭で、掘り方のみ確認できた住居であ

る。南側は調査区域外で全容を明らかにできていな

い。

位置　030 ～ 033－928 ～ 932グリッドにある。

規模形状　東西軸長3.5ｍ、南北軸長2.3ｍ以上の規

模である。北西隅が鈍角に開き歪んだ方形である。

方位　Ｎ－４°Ｅ。　面積　残存7.18㎡

床面　全体に20㎝前後の厚さの掘り方埋戻し土があ

る。部分的にピット状の窪みがあるが掘り方底面か

らの深さ10㎝未満の不明瞭な窪みである。

貯蔵穴　北東隅に径50㎝の不整円形を呈した掘り方

底面からの深さ18㎝の窪みがある。底面は平坦では

ないが配置より貯蔵穴と思われる。

その他　炉・柱穴・壁溝等の施設は観察できない。

遺物　小破片を含め本住居からの出土遺物はない。

24号住居（第263 ～ 266図　PL.42-⑥～⑧、90・91　

　　　　遺物観察表437・438頁）

　南隅を流路に壊されているが、全容は推測できる。

位置　031 ～ 039－929 ～ 938グリッドにある。

規模形状　長軸長6.4ｍ、短軸長5.6ｍの長方形を呈して

いる。カマドのある古墳時代住居では最も大きい。各隅

は直角、各辺は直線的で比較的整美な形状である。

埋没土・壁　壁際から均等に埋もれていて、人為的な埋

戻しの痕跡は見られない。壁高はほぼ一様で40cm前後で

ある。

方位　Ｎ－50°Ｅ。　面積　復元33.74㎡

床面　北西側へやや低く傾斜し、南東側と５㎝前後の比

高差がある。全体に深さ20㎝前後の掘り方がある。

ピット　４主柱穴（Ｐ１～４）を確認した。住居規模に比

べ小さな柱穴である。Ｐ１が南東側へ大きく逸れるのは

本遺跡該期住居の特徴である。

貯蔵穴　東隅のカマド袖に隙間なく接する位置で確認し

た。径105×96㎝の楕円形で深さ56㎝を測る底面が平坦

な施設である。

カマド　東辺南寄りにカマドが設けられ、カマドが住居

軸方向より南へ偏った軸方向にある。燃焼部は住居内に

あり、袖先端は住居内140㎝の位置に達している。煙道

の壁外への張出しは40㎝を測る。カマド前面から北西袖

周辺に炭化物粒の散布がやや多かった。

その他　壁溝は観察できない。

遺物　カマド周辺を中心に多量の遺物が出土し、土器20

点と石製品１点を図示した。カマド内から高杯７が出土

しているが19・20号住居などと同様支脚に転用したもの

であろう。カマド内には鉢１・甕14、カマド前面から甕

13が出土している。カマド両袖脇の遺物が多く、北西袖

脇から８・16・20、南東袖脇から15・17が出土している。

南東壁直下では２・３・10の出土がある。図示した以外

にも出土遺物は多く、重量で７㎏を超える土器がある。

須恵器も微細片が１点見られる。

所見　出土遺物は須恵器や模倣杯出現前で、５世紀代後

半頃の住居と推定できる。

第262図　４区23号住居　

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物

260



2

21

11

12

19

18

10
3

貯蔵穴

Ａ
Ａ
′

Ｂ
Ｂ′

Ｃ

Ｃ′

Ｄ

Ｄ′

Ｆ

Ｆ′

Ｇ
Ｇ
′

Ｈ
Ｈ
′

Ｉ

Ｉ
′

Ｋ

Ｋ′       Ｋ′       

Ｊ
Ｊ
′

P1

P2

P3

P4
ＥＥ

Ｅ′

調査
区域
外

03
5

-9
29

03
5

-9
39

03
6.
5

-9
30

L=
58
.8
0m

Ａ
Ａ
′

1 2
3

4

9 ′

14

L=58.80mＢ Ｂ′

1

23
4

3′

14
4P

P1P4

L=58.80mＣ Ｃ′

P2P3

L=58.80mＤ Ｄ′

０ ２ｍ１: 60

第263図　４区24号住居　

２　竪穴住居

261

24号住居ピット一覧 （単位：cm）
No　 長径×短径×深さ 種類

１ 40×37×49 主柱穴
２ 48×43×42 主柱穴
３ 50×40×32 主柱穴
４ 44×36×31 主柱穴



24号住居　
１　黒褐色土　ややシルト質土でしまり・粘性あり。FA泥流と思われる

小ブロックを少量含む。炭化物粒と焼土粒を散見する。
２　にぶい黄橙色土　洪水堆積土のシルト質土。しまり・粘性あり。炭

化物粒を散見する。
３　灰褐色土　シルト。しまり・粘性あり。炭化物粒・焼土粒を多量に

含む。3′は焼土の混入少なく、やや粘性に欠ける。
４　黄灰色土　しまりのある砂層土で粘性は弱い。炭化物粒を散見する。
５　灰褐色土　カマド上面埋没土で３層に近い。炭化物粒・焼土粒の混

入はあまり多くない。
６　にぶい黄褐色土　カマド天上部構築材。しまりある粘性土。6′は被

熱硬化部分。
７　にぶい黄褐色土　しまり弱いカマド燃焼部・煙道部の埋没土。
８　火床および煙道部分下層埋没土。炭化物粒・灰・焼土主体で6′では

焼土多い。

９　シルト質土のカマド袖構築材で炭化物粒・灰・焼土等の混入多い。
9′は崩落土が互層状に堆積している。

10　褐灰色土　ピット柱痕部分埋没土。しまりある粘性土。炭化物粒の
混入多い。

11　黄灰色土　シルト質土。黄灰色土　ピット埋戻し土。しまり・粘性
あり。焼土粒と炭化物粒を散見する。

12　黄灰色土　貯蔵穴埋没土のシルト質土。12′には焼土・炭化物の混
入がやや多い。

13　灰褐色土　シルト質土。しまりある粘性土。焼土粒・炭化物粒を散
見する。13′は黒色味をおびる。

14　黄灰色土　シルト質土。掘り方埋戻し土でしまり強い。焼土粒・炭
化物粒を散見する。
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第264図　４区24号住居断面およびカマド　
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25号住居（第267 ～ 269図　PL.43-①・②、 92　

　　　　　　　　遺物観察表438頁)

　初現期カマドを持つ住居のうち最も西側にある。

第266図　４区24号住居出土遺物（２）　

第267図　４区25号住居　
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25号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 20×18×30 主柱穴
２ 25×24×33 主柱穴
３ 22×21×31 主柱穴
４ 21×17×31 主柱穴



25号住居　
１　黒褐色土　ややしまりあるシルト質粘性土。炭化物粒を散見する。
２　明黄褐色土　洪水堆積度のシルト質土。しまり・粘性あり、炭化

物粒を散見する。2′はやや砂質。
３　褐灰色土　しまりある砂質土。炭化物粒・焼土ブロックを含む。

3′では混入物少ない。
４　褐灰色土　ややシルト質土。最大で５㎝大の炭化物をやや多く含

む。4′では混入物小粒で少ない。
５　カマド燃焼部の炭化物集中層。焼土粒を多量に含む。5′は被熱に

よるる赤変硬化部分。
６　カマド袖構築材の灰色粘土。しまり強い。6′は焼土・炭化物粒が

混じり、しまりやや弱くなる。
７　灰褐色土　砂質土でしまりあり。カマド袖部下等の整地層と思わ

れるが部分的にしか見えない。炭化物粒を散見する。
８　カマド火床下の炭化物粒・灰を多く含む層。
９　褐灰色土　貯蔵穴下層埋没土。しまり・粘性あり。炭化物粒を散

見する。
10　明褐色土　シルト質の掘り方埋戻し土。地山砂質土をブロック状

に含む。しまり・粘性あり。炭化物粒を散見する。
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位置　038 ～ 045－941 ～ 948グリッドにある。

規模形状　軸長5.0ｍ前後で、各隅は直角に近く各辺は

直線的で、整美な正方形を呈している。

埋没土・壁　壁際から均等に埋もれていて、人為的な埋

戻しの痕跡は見られない。壁高は70㎝前後で最も深い北

東辺で80cmを測る。

方位　Ｎ－51°Ｅ。　面積　25.01㎡

カマド方位　Ｎ－64°Ｅ。

床面　細かな凹凸があって西側へ低く傾斜し、東隅と６

㎝の比高差がある。南隅周辺を除いて深さ最大14㎝の掘

り方がある。

ピット　規模が近似する４主柱穴（Ｐ１～４）を確認し

た。Ｐ１が南東側へ大きく逸れている。

貯蔵穴　東隅で確認した。径70㎝の円形で、床面からの

深さは49㎝を測る。底面は平坦さを欠いている。

カマド　東辺やや南寄りにカマドが設けられ、カマドが

住居軸方向よりやや南へ偏った軸方向にある。燃焼部は

住居内にあり、南袖は大半を失っているが袖先端は住居

内140㎝の位置に達している。煙道の壁外への張出しは

85㎝を測る。

その他　壁溝は観察できない。

遺物　南東壁下の遺物を中心に土器６点を図示した。本

遺跡初現期カマドの特徴として火床上から高杯を出土す

るが、本住居は高杯３がこれにあたる。南東壁下からは

１・２・５が出土した。杯類２点は床面から４～９㎝浮

いた状態だが、壁際遺物であり本住居に確実に伴う遺物

と考えたい。図示した以外に重量で約2.8㎏の遺物を出

土した。須恵器も少量見られる。

所見　出土土器には模倣杯の見られない、５世紀後半の

住居と想定される。

第268図　４区25号住居断面　

２　竪穴住居
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26号住居　
１　暗灰褐色土　シルト質土。しまりある弱

粘性土。
２　灰黄色土　シルト質土。しまりある非粘

性土。炭化物粒を散見する。下層ほどや
や砂質となる。

３　明褐色土　掘り方埋戻し土。砂質土でし
まりあり。層底部付近に炭化物粒が見ら
れる。
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26号住居（第270・271図　PL.43-③　遺物観察表438頁）

　南隅を流路に壊され、全容を把握できない。南東辺は

25号住居北西辺と平行で極めて近接した位置にあるが重

複はない。

位置　044 ～ 049－945 ～ 950グリッドにある。

規模形状　北東辺側軸長4.4ｍ、北西辺側軸長3.1ｍ以上

第269図　４区25号住居出土遺物　

第270図　４区26号住居　
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27号住居　
１　灰褐色土　しまり・粘性のある掘り方埋戻し土。As-Cを少量、不均

等に含む。炭化物粒を散見する。
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の規模である。残存する二隅は丸みが少なく、各辺は直

線的で整美なプランである。

埋没土・壁　壁高は20cm前後である。

方位　Ｎ－46°Ｅ。　面積　残存12.99㎡

床面　ごく細かな凹凸は多いが、全体では水平な床面で

ある。深さ15㎝前後の掘り方がほぼ全体で見られる。

その他　炉・柱穴・壁溝等の施設は観察できない。

遺物　埋没土内出土の土師器２点を図示した。いずれも

小破片からの復元で確実に本住居に伴う資料とは決定で

きない。図示した以外の土器も少なく、重量で0.9㎏に

満たなかった。須恵器は見られない。

所見　時期決定の資料に欠くが、出土遺物には６世紀代

の土器が見られる。

27号住居（第272図　PL.43-④）

　掘り方面の確認であったが、炉の痕跡らしいわずかな

被熱痕を確認している。

位置　040 ～ 044－915 ～ 920グリッドにある。

規模形状　長軸長3.6ｍ、短軸長2.95ｍの東西に長い長

方形を呈している。南辺に細かな屈曲があるが各隅の丸

みが少なく、比較的整美な形状である。

埋没土・壁　床上埋没土は残存しない。掘り方壁高は浅

く、５cm前後であるが住居壁のように垂直に近い立ち上

がりと思われる。

方位　Ｎ－70°Ｗ。　面積　12.64㎡

床面　掘り方のみの確認である。壁際で深くなる傾向が

あり、掘り方底面にあたる深さ10㎝ほどの土坑状の窪み

を確認した。

炉　住居中央西寄りの確認面（掘り方埋戻し土内）で径30

㎝ほどの被熱により赤変した部分が見られた。炉の痕跡

と思われる。

その他　柱穴・壁溝等の施設は観察できない。

遺物　図示できる遺物はなかった。土師器甕類小破片が

わずかに出土している。

所見　時期決定の資料を持たない。住居軸方向が周辺住

居と異なっており、類例のない時期の住居となる可能性

がある。　

第272図　４区27号住居　

第271図　４区26号住居出土遺物　

２　竪穴住居
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28号住居　
１　炉埋没土。炭化物粒・焼土粒を多く含む。1′は被熱による

赤変硬化面および焼土主体の層。
２　掘り方埋戻し土のシルト質土。2′は炉部分の掘り方のよう

で、炭化物粒を含む。
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28号住居（第273図　PL.43-⑤・⑥、92　遺物観察表438頁）

　明瞭な床面を把握できないまま炉と思われる複数の焼

土面を確認し、その面を床として図示した住居である。

４区古墳時代の住居では少ない例で長軸方向が北に寄っ

ている。

位置　042 ～ 047－928 ～ 933グリッドにある。

規模形状　長軸長東側で3.95ｍ、短軸長北側で3.7ｍの

長方形を呈し、北辺が南辺より長く逆台形状にやや歪ん

だ住居である。

方位　Ｎ－18°Ｅ。　面積　14.19㎡

床面　細かな凹凸があるがほぼ水平な床面で、深さ12㎝

前後の掘り方が全面にある。

炉　住居中央から南側へかけて、３カ所の焼土集中部分

を確認し、炉１～３とした。炭化物粒混じりの窪みの上

に焼土が乗るが床面が直接被熱する部分ではなく、炉と

してはやや不明瞭である。炉１が最も炉に適した位置に

ある。

その他　19号住居に前出している。柱穴・壁溝等の施設

は観察できない。

遺物　南壁直下出土の土師器高杯１を図示した。図示し

た以外の出土遺物はない。

所見　土師器１点からの時期推測だが、４世紀末から５

世紀前半にかけての住居と思われる。カマドを持つ住居

との重複例で本遺跡ではカマド出現直前の時期を推測す

る資料である。

第273図　４区28号住居および出土遺物　
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29号住居（第274図　PL.43-⑦）

　床面は把握できず、掘り方底面部分の記録である。

位置　034 ～ 039－931 ～ 936グリッドにある。

規模形状　長軸長4.3ｍ、短軸長3.3ｍの東西に長い長方

形を呈している。各辺は直線的で整美な形状である。

方位　Ｎ－67°Ｅ。　面積　13.96㎡

底面　細かな凹凸が多いが、掘り方底面としては平坦で

ある。炭化物粒を散見する灰褐色土で埋め戻していた。

床面からは７㎝以上の深さである。

炉　中央付近に径35×22㎝の被熱によると思われる赤変

部分がある。炉痕跡の可能性があるが、不明瞭である。

その他　柱穴・壁溝等の施設痕跡は観察できない。

遺物　小破片を含め本住居からの出土遺物はない。

所見　時期推定の資料をもたないが、住居規模は27号住

居に近似している。

30号住居（第275・276図　PL.43-⑧　遺物観察表439頁）

　南側は調査区境にかかり全容を把握できていない。

位置　033 ～ 036－940 ～ 946グリッドにある。

規模形状　東西軸長4.2ｍ以上、南北軸長3.5ｍ以上の規

模である。

埋没土・壁　壁際から均等に埋もれていて、人為的な埋

戻しの痕跡は見られない。壁高はほぼ一様で25cm前後で

ある。

方位　Ｎ－21°Ｗ。　面積　残存7.94㎡

床面　住居中央が窪み、壁際と５㎝前後の比高差がある。

凹凸もやや多い。深さ20㎝前後で一定した掘り方が全体

に見られる。

ピット　４基のピットを確認した。配置よりＰ２・４は

主柱穴と思われる。

その他　炉・壁溝等の施設痕跡は観察できない。

遺物　埋没土内出土の甕１を図示した。図示した以外で

は土師器甕類小破片がわずかに出土している。

所見　時期推定の資料をもたない。４区下面で確認した

本住居の他、22・29号住居は軸方向が近似していて、近

接した時期の住居と推測できる。

第274図　４区29号住居　

第275図　４区30号住居　

２　竪穴住居
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30号住居ピット一覧 （単位：cm）
No 長径×短径×深さ 種類
１ 67×(48)×22 主柱穴か
２ 52×(36)×30 主柱穴
３ 37×25×38 主柱穴か
４ 48×36×35 主柱穴



30号住居　
１　灰褐土　しまり・粘性のあるシルト質土。炭化物粒を散見する。

1′ではさらに粘性強い。
２　にぶい黄褐色土　壁際にのみ見られるやや砂質土。
３　褐灰色土　ピット埋没土。しまり・粘性あり。ブロック状のシル

ト質土を多く含む。床面レベルに薄い炭化物粒の層あり。
４　暗灰褐色土　しまり・粘性のある掘り方埋戻し土。炭化物粒や黄

色味の強いシルト質土小ブロックを散見する。4′は炭化物粒の混
入多い。

31号住居　
１　灰白色土　洪水堆積のシルト。しまりある

粘性土。1′は住居上層埋没土でやや黒色味
を帯び、As-Cを含む。

２　黄灰色土　砂質土。しまり強い。
３　暗灰褐色土　As-C混土。しまりある粘性土。
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31号住居（第277図　PL.43-⑧、 92　遺物観察表439頁）　

　調査区南隅にあり、北辺側一部のみの確認であった。

位置　029 ～ 030－916 ～ 920グリッドにある。

規模形状　北辺軸長2.7ｍ以上、東辺軸長1.2ｍ以上の規

模である。北東隅は鈍角に開き気味で不整な方形になり、

西側が隅に近いようで小型の住居と思われる。

埋没土・壁　水平に近い堆積で炭化物等住居埋没に多く

見られる混入物がない。壁高は15㎝前後である。

方位　（東辺）Ｎ－31°Ｗ。　面積　残存1.42㎡

床面　ほぼ水平な床面で、壁際がわずかに高くなってい

る。掘り方は見られない。

その他　残存範囲に炉・ピット・壁溝等の施設は確認で

きない。

遺物　上層付近より１点のみ鉢１を出土している。他の

破片の出土はない。

所見　時期推定の資料を持たないが、図示した遺物は５

世紀代の土器である。

第277図　４区31号住居および出土遺物　

第276図　４区30号住居断面および出土遺物　
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３　古代の区画と溝　

　３区西隅から４区にかけて、平安時代には溝で区切ら

れた複数の方形区画が存在する可能性があり、この項で

該当する溝を他の溝（本文337頁以降）と分けて一括して

扱った。区画の概要は以下で記し、次に個別の溝につい

て記した。

第１区画　３－２区には直線的な南北走向の１号溝とそ

れに直行する４号溝がある。４区には３－２区４号溝か

ら続くと思われる８号溝が北側へ直角に折れて11号溝直

前で止まる。これら溝で囲われた区画を第１区画とした。

16ｍ四方のほぼ正方形区画となる。

第２区画　第１区画西側には南を９号溝、北を11号溝で

区切られた区画が続くようで、西側の境界は把握できな

かったが南北幅は16ｍになる。ここを第２区画とした。

区画内には１号掘立柱建物や７号住居が区画溝に沿って

配置されている。

第３区画　11号溝北側は明確な区画溝が存在しないが、

６号住居のように11号溝に沿った配置の遺構があり、区

画が存在することを想定して第３区画を設けた。

第４区画　４区北隅の２号掘立柱建物の南側柱筋は、東

側にある10号溝の延長線上にある。第３区画までの地割

と合致していないが、それらに前出する区画があること

を想定して第４区画を設けた。南側にある８・９号住居

がこの区画に沿って配置された可能性もある。

第５区画　３－２区の１号溝と４号溝が交差する地点の

南側に３Ａ号溝・３Ｂ号溝とした不明遺構があり、杯類

を中心に多量の遺物を出土している。第１・第２区画の

南側にも区画があって、区画北西隅の祭祀痕跡がこれら

の遺物となる可能性を考え、この一画を第５区画とし、

３Ａ号溝・３Ｂ号溝をこの項で扱った。

第５区画の東西幅は現状で28ｍを測る。

３－２区１号溝（第279図）

　古代の区画を作ると想定される溝全体の東隅にある直

線的な溝であるが、時期想定に疑問を残している。南北

両側とも調査区域外となり全容を把握できていない。

位置　北側は047－884グリッド、南側は025－882グリッ

ドでともに調査区境となる。

形状規模　大半の部分でほぼ直線的だが、南側で緩やか

に東側へ傾いた後、調査範囲南隅で走向を戻している。

確認できた長さは21.8ｍ、幅26 ～ 55㎝、深さ８～ 12㎝

を測る。底面レベルは10㎝前後の比高差の波打つような

凹凸があり、水路的ではない。

第278図　古代の区画溝配置図　　

３　古代の区画と溝
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１号溝
１　暗褐(10YR3/3)　黄褐色土混じる。As－Bらしい軽石を少量含む。
２　にぶい黄橙(10YR6/4)　褐灰色の粗砂・細砂を含む。As－BやFAら

しい軽石を散見する。
３　褐灰(10YR4/1)　暗褐色土(10YR3/3)混じる。As－Bを含み南側でや

や多くなりしまり強くなる。
４　褐灰(10YR4/1)　黒褐色土との混土。As－Bらしい軽石を少量含む。
５　暗褐(10YR3/4)　砂質土。As－Bをやや多く含む。
６　黄褐(10YR5/6)　地山。褐灰色土とともにFAやAs－Bを少量含む。

４号溝
１　褐灰 (10YR4/1)　シルト質土。砂粒や不明軽石を少量含む。
２　褐灰(10YR4/1)　１層土に類似する。軽石の量がやや増し、斑鉄が多

く見られる。
３　灰黄褐(10YR4/2)　極細粒のシルト質土。斑鉄顕著。

Ａ
Ａ′

ＢＢ
Ｂ
′

１号溝

４号溝

調　査　区　域　外

調　

査　

区　

域　

外

　

３Ｂ号溝
３Ａ号溝 030

-883

040
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L=58.90m
Ａ Ａ′

１号溝
1

2

3

5 4 6

6

L=59.00m
Ｂ Ｂ′

４号溝

S S

12
3 3

０ ５ｍ１: 100

０ 10㎝１: 3

０ １:50 ２ｍ

1 2

3 4

第279図　３－２区１・４号溝および出土遺物　
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8号溝　
１　褐灰色土　しまりあり、粘性あり、炭化物をまばらに含む。

調　
　

査　
　

区　
　

域　
　

外

Ａ
Ａ′

030
-900

046
-900

Ａ Ａ′L=58.80m

1

０ １:50 ２ｍ

0 1:80 2m

方位　Ｎ－７°Ｅ（中央～北側）

埋没土　南隅ではＡｓ－Ｂ混土の地山を削り込んだＡｓ

－Ｂ混じりの埋没土を確認している。古代の溝とするに

は問題のある部分である。中央から北側にかけての直線

部分では観察を欠いている。

備考　第１区画、第５区画の東側を画している。さらに

古代の区画全体の東端となりそうな施設であるが幅・深

度とも乏しい。ただし南隅でＡｓ－Ｂに後出しており古

代の溝区画としては矛盾する。出土遺物はない。

３－２区４号溝と４区８号溝（第280図PL.44-③・④、　

　　　92　　遺物観察表439頁）

　区境の現道を隔てた連続する溝と思われ、一括して説

明を加える。本文では区名を省略し３－２区４号溝を４

号溝、４区８号溝を８号溝とした。

位置　４号溝は東隅が032－883グリッドで３区１号溝底

の下４㎝前後の高さから分岐し、032－888グリッドで調

査区境となる。８号溝は031－898グリッド調査区境で表

れ、北側へ屈曲して４区11号溝の南約１ｍの045－900グ

リッドを北隅としている。

形状規模　４号溝は小さく蛇行し、調査範囲で長さ4.3

ｍ、幅38 ～ 48㎝、深さ７～ 14㎝を測る。８号溝は南西

隅で丸みをもって屈曲し、直線的に北側へ延び、北隅で

は弱く東側へ屈曲している。調査できた範囲の長さ15.3

ｍ、幅30 ～ 57㎝、深さ６～ 11㎝を測る。底面レベルに

両溝を繋ぐ齟齬はない。

方位　４号溝Ｎ－83°Ｅ　

８号溝中央Ｎ－９°Ｗ、北側Ｎ－15°Ｅ

埋没土　両溝とも単層で水流や人為的埋戻しの痕跡は観

察できない。

出土遺物　４号溝埋没土内から出土した土師器杯２点と

須恵器杯２点を図示した。図示した以外に土師器と須恵

器が重量で４号溝から0.25㎏、８号溝から0.28㎏出土し

ている。

備考　３－２区１号溝と近似した規模である。４号溝の

遺物は南側にある３号溝周辺から混入したものと思われ

る９世紀の杯類である。

第280図　４区８号溝　
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０ 10㎝１: 3

1

４区９号溝（第281・82図　PL.44-⑤・⑥　遺物観察表439頁）

　４区南東隅付近で確認した。３－２区４号溝とともに

第５区画の北側を画すると思われる。

位置　南隅は028－911グリッドで調査区境に接してい

る。東端は030－901グリッドにあり、８号溝の南西隅か

ら約１ｍ離れている。

形状規模　調査範囲西隅で丸みをもちながら南側へ屈曲

している。確認できた長さは12.4ｍ、幅は狭い西側で78

㎝、広い中央部分で153㎝を測る。深さは９～ 17㎝で幅

狭な西側が浅い。

方位　Ｎ－81°Ｅ　南西隅Ｎ－33°Ｅ

埋没土　単層で水流や人為的埋戻しの痕跡は観察できな

い。

出土遺物　埋没土内の灰釉陶器椀１点を図示した。図示

した以外に重量で約１㎏の土器を出土したが灰釉陶器類

３％、須恵器20％で土師器の出土が多かった。

備考　１号掘立柱建物の南面を画すような配置にある。

また、８号溝南側から続く区画溝として走行からは違和

感はない。底面レベルは細かな凹凸があり一方へ向かう

傾斜は見られず、排水溝にはならないようだ。出土遺

物は９世紀末から10世紀にかけての年代が想定できる。

12・13号住居など５世紀代の住居に後出している。

４区11号溝（第282図　PL.44-⑧）

　調査区北東隅で確認した。

位置　西端は045－911グリッドにあり、東隅は046－900

グリッドで調査区境となる。９号溝北側15ｍ付近にあり、

走行がやや異なるが平行するような配置にある。

形状規模　直線的で西隅がやや南側へ傾斜している。調

査できた範囲で長さ11.05ｍ、幅中央付近で116㎝、西側

で73㎝、深さ６～ 13㎝を測る。幅狭な西側で深度を増

している。直線的に東側へ続けば確認されるはずの３－

２区北西隅付近に本溝延長部分は確認できない。

方位　Ｎ－85°Ｅ　西隅はやや南側へ傾く。

埋没土　単層で水流や人為的埋戻しの痕跡は観察できな

い。９号溝埋没土に類似している。

備考　３号掘立柱建物は本溝を跨ぐように作られてい

る。出土遺物はない。

４区10号溝（第282図　PL.44-⑦）

　調査区中央北隅で確認した溝で、調査用トレンチで中

央付近を失っている。

位置　西端は050－923グリッドにあり、北東隅は053－

915グリッドで調査区境に接し全容を把握できない。

形状規模　調査できた範囲では直線的な溝だが、全体的

に不整で、特に西隅は北側へ屈曲している。ピット状の

窪みと重複するような不自然な曲がり方である。東隅は

北側へ曲がる可能性がある。全体の長さ8.4ｍ、幅60㎝

前後で西隅付近のみ一部15㎝ほどに狭くなる部分があ

る。深さ４～７㎝で全体に浅い。

方位　Ｎ－74°Ｅ

埋没土　単層で水流や人為的埋戻しの痕跡は観察できな

い。

備考　本溝の走向に沿って西側に延長部分を想定すると

２号掘立柱建物南側柱筋と重なる。底面レベルは比高差

10㎝を超える凹凸があり水路的ではない。出土遺物はな

い。第281図　４区９号溝出土遺物　
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９号溝　
１　灰褐色土　しまり、強い粘性あり。炭化物粒をまばらに含む。

FPを散見する。

10号溝　
１　灰褐色土　しまりある粘性土。

11号溝　
１　にぶい褐色土　褐灰色土との混土。炭化物粒を散見する。
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第282図　４区9・11・10号溝　
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３号溝　
１　暗褐 (10YR3/3)　シルト質土中にFAと思われるパミスを散見する。
２　にぶい黄橙(10YR6/4)　褐灰色土を含み、FAを散見する。
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３－２区３号溝（第283・284図　PL.44-①・②、

　　　　　　　92・93　遺物観察表439頁）　

　３区と４区境の南側へ繋がる地点を第５区画とした

が、この北西隅付近にある。区画溝ではなく遺物を集中

出土した窪みにあたり、溝らしい施設ではない。東側の

窪みを３Ａ号、西側の屈曲する部分を３Ｂ号溝とし、本

文ではＡ号溝・Ｂ号溝とした。

位置　Ａ号溝は029 ～ 030－884 ～ 886グリッドの範囲に

あり東隅は１号溝と10㎝の間隔で接している。Ｂ号溝は

029 ～ 032－886 ～ 887グリッドの範囲にあり、北隅での

４号溝との間隔は５㎝しかない。

形状規模　Ａ号溝は長さ2.2ｍ、幅1.15ｍの東西に長い

長方形の土坑状の施設で西側はＢ号溝と重なる。深さ11

～ 21㎝で底面はほぼ平坦である。Ｂ号溝西側にも不明

瞭に窪んだ部分があるが、本溝と繋がるか明瞭にできな

かった。Ｂ号溝は南北走向部分で長さ2.8ｍ、幅0.9ｍの

規模で南端では西側へ屈曲している。Ａ号溝重複部分で

は同溝より10㎝前後深い。深さは南側で12㎝、北側で23

㎝を測る。底面は北側へ深く傾斜して南隅と11㎝の比高

差がある。

方位　Ａ号溝Ｎ－76°Ｗ　Ｂ号溝Ｎ－５°Ｅ

埋没土　Ｂ号溝は西側から堆積し、人為的な埋戻しの可

能性がある。Ａ号溝は埋没土の記録を欠くが１・４号溝

とは異なる。

出土遺物　Ｂ号溝北隅から多量の杯類を出土し12点を図

示した。杯２・３・５や須恵器椀12など完形に近い土器

が含まれている。杯３・５・６、須恵器椀12の中央寄り

の土器は底面から５㎝前後、杯１・２・４・７の壁際の

土器は底面から12㎝前後高い位置の出土である。溝に直

接伴う遺物ではなく、後から廃棄された遺物であろう。

Ａ号溝埋没土からはＢ号溝と同時期と思われる土師器杯

１ともに、須恵器 ２が混在していた。図示した以外に

Ｂ号溝では重量で1.1㎏の土器を出土している。ほとん

どが杯類で土師器は９割を占めていた。同様にＡ号溝の

土器は1.0㎏で土師器杯類主体という遺物の傾向はＢ号

溝と酷似していた。

第283図　３－２区３号溝　
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０ 10㎝１: 3

1

2

3 4

5 6 7

8

9

10

11

12

1

2

備考　Ｂ号溝は２号号住居に前出している。９世紀後半

から10世紀前半にかけての遺物が見られるが、この時期

の集落出土土器で杯類は須恵器が優勢であるが本遺構で

は破片類を含め土師器主体となっている。煮沸土器がほ

とんど見られず、竪穴住居の土器セットとは明らかに異

なる。墨書土器や土製品・石製品など特殊遺物をもたな

いが、祭祀的性格が想定される遺物群である。１・４号

溝および本溝に囲われた面積約3.5㎡の方形区画ができ

るが、この部分に特筆すべき痕跡は認められない。

第284図　３－２区３号溝出土遺物　
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４　掘立柱建物とピット列

　古代の掘立柱建物は４区で３棟、ピット列は４区で１

条確認している。ピットは第１面の調査より確認されて

いるが、遺構確認の難しい本遺跡にあってピットの掘り

込みを上面から把握できなかった部分も多く、１・２号

建物のように全容を明らかにするのに複数の調査面を経

たものもある。

　第285図に４区の掘立柱建物とピット列の配置図を近

接する他のピットと共に１～３面の調査面から合成して

示した。この区に見られる区画溝や主な竪穴住居等も各

調査面から合成し、併せて示した。

　本文中、掘立柱建物は建物と略した。各建物柱穴間計

測値は、心々距離を表している。歪んだ柱間の場合には

歪みを矯正せずに測定しており、柱間距離を足しあげた

ものと梁間・桁行の長さは一致しない場合がある。面積

計測にも距離測点を用いている。軸方向は梁方向もしく

は建物短軸方向の角度である。

１号掘立柱建物（第286・287図　PL.45、93　

　　　　　　　遺物観察表439・400頁）

概要　４区南東隅付近で確認した。各柱穴は深度に富ん

だ明瞭な建物である。南側柱列のＰ７～ 11および12・

16は第１面で確認されていたが、北側柱列Ｐ１～３・５

や６などはＨｒ－ＦＡに伴う泥流面まで見つからなかっ

た。建物の全容を把握するのが遅れたが、第１面にあた

る遺構と判断した。

位置　032 ～ 036－903 ～ 912グリッドにある。

重複　平安時代の面で重なる遺構はない。７号住居が北

側に隣接している。

規模形状　桁行8.7ｍ、梁間東側3.1ｍ・西側2.9ｍを測る。

桁行が梁間のほぼ３倍の細長い建物である。

軸方向　Ｎ－５°Ｗ。　面積　26.1㎡

柱穴　大きさは一定していない。Ｐ１・２の断面やＰ６・

７などの底面に柱痕が確認できる。深さは上面から一度

で完掘できなかったものや、下面で確認して30㎝前後し

か把握できないものがあり、計測値には第１面からの修

正深度を加えた。

遺物　Ｐ11の西側1.5ｍ付近に遺物の集中出土地点があ

る。第１面では本建物がこの遺物に最も近い遺構であり、

遺物出土状態を併せて掲載した。本遺構に確実に伴う遺

物とは言えないうえ時期差が大きいが、この遺物集中出

土地点出土の甕３とＰ11南側２ｍ付近出土の灰釉陶器皿

１・土師器杯２を第287図に示した。

所見　９号溝が本建物の南側にある。柱穴と溝上端との

間隔は約1.5ｍで、ほぼ平行している。本建物はこの溝

と係わりのある占地にあるようだ。また、９号溝に加え

て東側の８号溝と北側の11号溝で囲われた区画を第２区

画と呼んだが（271頁）、本建物はこの区画南側を占める

中心的な施設と推定できる。

第285図　４区掘立柱建物配置図　
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１号掘立柱建物
１　暗灰褐色土　柱痕部分と思われるしまりやや弱い部分。粘性あり。1′ではややしまりあり。
２　明灰褐色土　しまりある粘性土。FPを散見する。2′では炭化物粒が混じる。
３　灰褐色土　しまりある粘性土。炭化物・焼土粒を多く含む。FP軽石粒を散見する。3′では焼土少なく炭化物粒の混入多い。
４　褐灰色土　粘性土だが、黄色味の強い粗粒砂の混入が多い。4′には炭化物粒が混じる。
５　明黄褐色土　しまり強い粘性土で褐色土ブロックを含む。
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２号掘立柱建物（第288図　PL.46）　

概要　調査範囲の中央北隅にあって、北東隅の一部が調

査区域外となるが、おおよその形状を把握できた。３間

×３間の南北に長い総柱建物を想定したが、古代の総柱

建物としてはやや整美さに欠ける。Ｐ２・９・13 ～ 15

を第１面で確認しているが、他はＨｒ－ＦＡに伴う泥流

面での確認であった。側柱部分のほとんどが第１面で確

認できていないことになるが、１号建物同様に最初に確

第287図　４区１号掘立柱建物断面および出土遺物　
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１号掘立柱建物　柱間一覧
No－No 距離（m） 備考

１－２ 2.4 北側柱

２－３ 1.9 北側柱

３－４ 2.4 北側柱

４－５ 　1.95 北側柱

５－６ 1.3 東側柱

６－７ 1.5 東側柱

７－８ 2.1 南側柱

８－９ 2.1 南側柱

９－10 2.1 南側柱

10－11 2.1 南側柱

11－12 1.4 西側柱

　12－１　 1.5 西側柱

２－10 2.9

３－15 1.5

16－９ 1.5

４－８ 3.2

12－16 4.3

16－６ 4.4

１号掘立柱建物計測値

No. 位置
長軸×短軸

×深さ（㎝）

修正

深度
備　考

写真

PL.45

1 035－912 52×47×46 87 ２面で確認　断面に柱痕　 ②

2 035－909 52×48×62 75 ２面で確認　断面に柱痕 ③

3 035－908 40×37×59 71 ２面で確認　 ④

4 035－905 49×48×30 67 ３面で確認　底面に柱痕

5 035－903 65×40×70 88 ２面で確認　断面に柱痕 ⑤

6 034－903 38×36×71 85 ２面で確認　断面に柱痕 ⑥

7 032－903 71×52×55 92 ３面で確認　底面に柱痕

8 032－905 50×48×46 79 ３面で確認 ⑦

9 032－907 52×51×65 １面で確認

10 032－909 72×60×62 １面で確認　掘り直しか　底面に柱痕

11 032－912 67×59×22 117 １面で確認　13住に後出　28号ピットと重複 ⑧

12 033－912 43×32×30 133 １面で確認　20号ピットと重複　３面で修正

13 035－907 37×31×30 ３面で確認　本建物に含まれない可能性 ⑨

14 035－903 32×29×39 ３面で確認　本建物に含まれない可能性

15 034－908 33×29×23 ３面で確認　本建物に含まれない可能性

16 034－908 65×42×62 １面で確認 ⑩



２号掘立柱建物
１　暗灰褐色土　しまりある粘性土。炭化物・

FP・白色軽石粒を含む。1′には焼土の混
入やや多い。

２　灰褐色土　砂粒・粘性土など雑多な洪水
堆積物をやや多く含む。

３　灰褐色土　しまりある粘性土。焼土・炭
化物粒等の混入物を散見する。3′には暗
褐色粘性土の混入多い。

４　にぶい黄褐色土　しまりある弱粘性土。
炭化物粒を少量含み、4′で混入物増す。

５　暗褐色土　しまり弱い粘性土。
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認された第１面の遺構として扱う。

位置　048 ～ 055－929 ～ 935グリッドにある。

重複　20号住居・１号ピット列に後出している。また北

東側の３号住居と北西側の10号住居が近接した位置にあ

る。どちらの住居も本建物の柱筋と平行する位置に壁が

ある。竪穴住居上屋の広がりを考えると本建物と同時存

在は難しいが、近接した時期の遺構と考えられる。

規模形状　桁行7.6ｍ、南側梁間4.9ｍを測る。西辺を除

いて柱筋から逸れる柱穴が多く、特に北辺・南辺の齟齬

が大きい。

軸方向　Ｎ－72°Ｅ。　面積　推定37.2㎡

柱穴　大きさは一様ではない。特に深度に乏しいものが

多い。明確に柱痕の確認できるピットはなかった。

所見　南側の柱筋は10号溝を南西方向に延長した部分に

おおよそ合致している。同溝の北側を第４区画と呼んだ

が、本建物はこの区画内西側にある主要な施設と考えら

れる。隣接する10号住居は軸方向からは本建物と近接時

期の遺構となる可能性があり、同住居の時期から本建物

は９世紀前半を中心とする時期の遺構と想定したい。

３号掘立柱建物（第289図　PL.47）

概要　４区北東隅付近で確認した。１面調査時には全く

確認できなかった施設であり、１号・２号建物に前出す

ると思われる。３間×３間の東西方向にやや長い方形総

柱建物である。なお、本建物南側に焼土が堆積する部分

があった。本建物に伴う焼土であると確認はできないが、

本建物が最も近接した遺構で確認面が同一であり、焼土

範囲を併せて記した。

位置　045 ～ 051－901 ～ 908グリッドにある。

重複　６号住居・11号溝に前出し、15・16号住居に後出

している。

規模形状　桁行北側5.1ｍ・南側5.2ｍ、梁間東側4.4ｍ・

西側4.5ｍを測る。本遺跡の建物の中で、柱筋から逸れ

る柱穴が最も少ない遺構である。

軸方向　Ｎ－20°Ｗ。　面積　22.9㎡

柱穴　埋没土はややしまりある灰褐色粘性土で、炭化物

粒・ＦＰ粒を散見する。Ｐ11を除いて底面に柱痕が確認

できるものはなかった。Ｐ９以外は近似した規模の柱穴
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２号掘立柱建物　柱間一覧
No－No 距離（m） 備考

1－2 2.4 北側柱

2－3 2.4 北側柱

3－4 2.4 北側柱

4－5 1.7 東側柱

5－6 1.5

　6－14 2.6

14－ 7 1.6

　7－ 8 2.5 南側柱

　8－ 9 2.3 南側柱

　9－10 1.7 西側柱

10－11 　1.75 西側柱

11－ 1 1.5 西側柱

11－12 2.3

12－13 2.5

13－ 5 2.7

10－15 2.5

15－14 2.5

14－ 6 2.6

  2－12 　1.35

12－15 1.9

15－ 8 1.8

　3－13 　1.55

13－14 　1.65

14－ 7 1.6

２号掘立柱建物計測値

No. 位置
長軸×短軸 

×深さ（㎝）

修正 

深度
備　考

写真

PL.46

1 047－933 29×28×23 ２面で確認 ②

2 050－934 61×45×24 １面で確認　土坑状　20住に後出

3 052－935 38×22×8 ２面で確認　20住に後出

4 055－935 27×24×9 22 ２面で確認

5 055－934 50×43×34 45 ２面で確認 ③

6 055－932 [22]×36×14 24 ２面で確認　調査区境にあり未完掘 ④

7 053－930 30×29×18 24 ２面で確認 ⑤

8 051－929 37×32×28 １面で確認　　 ⑥

9 049－929 38×31×52 60 ３面で修正　平面66×40㎝　

10 048－930 54×40×24 32 ２面で確認　土坑状 ⑦

11 048－932 24×21×16 27 ２面で確認

12 050－932 33×30×34 41 ２面で確認 ⑧

13 052－933 35×31×14 １面で確認 ⑨

14 053－931 36×34×22 １面で確認　Ｐ14′と重複

15 050－931 43×37×30 １面で確認 ⑩

16 053－930 26×24×15 ２面で確認 ⑤

17 048－930 34×32×24 36 １面で確認　本建物に含まれない可能性 ⑦
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であるが、確認面からの深さは一様ではない。

遺物　柱穴内出土遺物はなかったが、本建物周辺からは

遺物の出土がきわめて多く、調査段階でも遺物包含層と

して扱った一画である。それらを第365図に示した。こ

の中の灰釉陶器６・７等が本建物に伴う遺物となる可能

性がある。

所見　古代の区画溝の可能性のある11号溝が本建物の上

を横切るように作られ、同区画以前の建物であることが

分かる。ただし２号建物の軸方向には沿っているようで、

同建物と近似した時期、10号溝を区画溝とする時期の建

物となる可能性がある。

１号ピット列（第290図　PL.48-①・②）

概要　４区中央北隅で確認した。規模の近似した５基の

ピットがほぼ１列に並び、ピット列として扱った。泥流

下面の調査に至るまで確認できなかった施設であり、１

～３号建物に前出する。

位置　050 ～ 055－925 ～ 936グリッドにある。

重複　２号建物・10号住居に前出している。

規模形状　Ｐ１－３間は4.85ｍを測り、この柱筋を東側

へ延長した位置にＰ４・Ｐ５がある。Ｐ３－４間は4.8ｍ、

Ｐ４－５間は2.3ｍでＰ３－４間にピットが１基存在し

ていた可能性もある。またＰ５に99 ～ 101号ピットを加

えた建物が存在する可能性もある。

軸方向　Ｎ－25°Ｗ。

柱穴　断面の観察を欠いている。Ｐ５以外は平面・深さ

とも近似した規模の柱穴である。Ｐ５は２基のピットの

重複の可能性があり、その場合深度に富む北側部分が別

ピットとなりそうだ。

所見　本ピット列の軸方向に近い遺構は27・28号住居な

ど古墳時代の遺構がある。また、本ピット列の柱筋を東

側へ延長するとＰ５から約10.5ｍの位置に90号ピットが

ある。さらに90号ピットから柱筋を北側へ直角に曲げる

と約６ｍの位置に104号ピットがある。柱で囲った大規

模な方形区画が存在した可能性もあろう。
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３号掘立柱建物計測値

No. 位置
長軸×短軸 
×深さ（㎝）

備　考
写真
PL.47

1 049－908 33×31×25 16住に後出 ②

2 050－906 39×34×29 ６住に前出

3 050－905 36×26×16 ６住に前出　15住に後出

4 051－903 36×32×21 ６住に前出 ③

5 049－902 33×32×10 83号ピットに近接

6 048－902 44×38×31 　 ④

7 047－902 45×38×56 11溝に前出

8 046－903 41×33×14 11溝に前出

9 045－905 73×43×46 南側に広い張り出し　別遺構の重複か ⑤

10 045－906 32×29×34 ⑥

11 046－907 43×38×40 西寄りに柱痕状の窪み ⑦

12 048－907 32×31×23 16住に後出 ⑧

13 048－906 38×35×26 15住に後出 ⑨

14 049－904 32×28×22

15 047－904 31×26×31

16 047－905 35×31×37 ⑩

３号掘立柱建物　柱間一覧
No－No 距離(ｍ) 備考
１－２ 1.6 北側柱

２－３ 1.6 北側柱

３－４ 1.8 北側柱

４－５ 　1.55 東側柱

５－６ 1.4 東側柱

６－７ 1.5 東側柱

７－８ 1.7 南側柱

８－９ 1.7 南側柱

９－10 1.6 南側柱

10－11 1.6 西側柱

11－12 1.4 西側柱

12－１ 1.6 西側柱

３－14 1.7

14－15 1.4

15－８ 1.4

２－13 1.7

13－16 1.3

16－９ 1.6

５－14 1.9

14－13 1.6

13－12 1.7

６－15 　　　1.85　

15－16 1.7

16－11 1.8
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０ ５ｍ１: 100

５　ピット　

　中世面では多数のピットを調査しているが、古代面の

施設として扱ったピットは少なく、２区４基、３区５

基、４区36基をここで一括して扱った。ピット番号は上

面からの通し番号としたため、古代のピットは１から始

まっていない。特に中世ピットの多かった２区は580号

ピットからの開始である。掘立柱建物やピット列として

扱った遺構を除外したため多数の欠番を生じている。個

別ピットの測量図は第292・293図に、計測値等のデータ

は第17表に一括して記した。

　不規則であるがピットが並ぶ２区を第291図に、掘立

柱建物周辺にピットが多数見られる４区を第294図にそ

れぞれ配置図で記した。図示できた出土遺物は２点だけ

であるが、第295図に記した。

　土層説明は以下の共通層名を用いた。算用数字は基本

的な土層の内容、アルファベット小文字は付帯する特徴

で組み合わせてピット共通土層として使用した。

　１　灰褐色土　細粒砂主体の洪水堆積物。

　２　黄褐色土　洪水堆積物の砂質土。

　３　褐灰色土　しまり強い砂質土。

　４　暗褐色土　粘質土。

（付帯項目）

　ａ　Ｈｒ－ＦＰ粒を含む。

　ｂ　浅間山給源と思われる不明軽石を含む。

　ｃ　黄褐色砂質土を含む。

２区のピット（第292図）

　中世方形館のある２区には500基を超えるピットがあ

るが、２面以降では極端に少なくなる。泥流上の畑が確

認できた２面調査時に１号畑の西側に10カ所の窪みがま

とまって確認できた地点がある。中世面ではほとんど遺

構を確認できなかった地点である。ここで確認した４基

を580　～ 583号ピットとした。１号畑（新畑）確認面で調

査した深さ20㎝以上の柱穴状施設である。他は１号畑

（旧畑）確認時に調査した深さ10㎝未満の不明瞭な窪みで

ピットとして扱わなかった。掘立柱建物を復元すること

はできなかったが、第291図のように580－581号ピット、

583－582号ピットの柱筋が１号畑の畝間方向とほぼ直交

しており、同畑脇に小規模な施設があった可能性がある。

３区のピット（第292図）

　３－２区は泥流下調査面で重複する31・35号ピットを

確認した。畝間状の痕跡上に古墳時代中期の住居が見ら

れる面であり、本ピットは４号住居北西側1.1ｍの位置

にある。同住居の四隅を結んだ対角線の北西側延長線上

にあり壁柱穴の可能性がある位置だが、住居規模に比し

て住居から離れすぎ、形状も柱穴的ではない。４区のピッ

ト群とは現道を挟んで12ｍ前後の距離にある。35号ピッ

トから出土した土師器鉢１を第295図に示した。

　３－１区では調査区の西隅で３基を調査した。３－２

区ピットと同一の調査面である。付近は３区の住居から

東側へ離れた位置にあり、２区からも離れた集落域外に

あたる。３基のピットは調査区北西隅にあたる８号畑の

西側にあり２区のピット群と似た状況だが、柱痕も確認

できず、調査できた範囲では建物を想定する配置にない。

010-776

019-776

P580

P581

P583

P582
調
　
査
　
区
　
域
　
外

第291図　２区ピット配置図　
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第292図　ピット（２～４区）　
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０ 10㎝１: 3

４区のピット（第292 ～ 295図　PL.48、93　

　　　　　　遺物観察表440）

　古代の掘立柱建物やピット列は４区に集中している

が、古代のピットも大半がこの区にあり36基を確認して

いる。４区は土地利用が最も頻繁に変化する地点である。

調査１面では中世と平安時代の遺構、２面では泥流上の

集落と畑、３面は泥流下の集落、４面はさらにその下の

古墳時代前期の水田と集落を確認している。４区の古代

のピットは２～４面で確認されているが、不明瞭な泥流

内にあって、下層に至らないと確認できないピットがあ

ることは掘立柱建物の調査時にも見られた。図示した

ピットが確実に調査面に伴う遺構であるか明確でない。

掘立柱建物やピット列周辺で確認される例が多いが、深

度に乏しく柱穴的ではないピットも多い。

　ピットが最も多く確認できた３号掘立柱建物周辺の配

置を第294図に示した。付近は遺物の出土が多く炭化物

粒や焼土が集中分布するなど、住居など確認できなかっ

た別の遺構の存在も想定される。竪穴住居柱穴や掘立

柱建物であったピットが混じる可能性がある。また56・

58・83号ピットのように３号掘立柱建物柱穴脇に沿うよ

うな配置にあるものや、同建物南側の49・48・91号ピッ

トのように３基が直角の配置に並ぶものがある。しかし

91号ピットは深度に乏しく、これらの配置だけで建物を

想定することはできなかった。

　調査区南東の１号掘立柱建物周辺では東側柱列を南北

に延長すると、70号ピットが北側の、73号ピットが南側

の延長線上に重なり、関連する施設となる可能性がある。

他にも建物等と関連する可能性のある遺構が多数存在す

るはずである。

　　62号ピットから出土した破片が完形近くまで接合復元

された台付甕２を295図に示した。口縁部が「コ」の字状

の９世紀前半の土器である。

第294図　４区ピット配置図　

第295図　ピット出土遺物　

５　ピット
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第17表　古代のピット一覧表
２区のピット　(cm)
No. 位置 形状 長軸×短軸×深さ 埋没土・柱痕・遺物 備　考 挿図 写真
580 014－777 円形 32×28×22 底面に柱痕の可能性 泥流上で確認　 第292図
581 013－776 円形 32×32×25 泥流上で確認　580号ピットの南東1.1ｍ 第292図
582 011－777 円形 37×35×31 泥流上で確認　 第292図

583 013－778 不整楕円形 51×43×34 泥流上で確認　580号ピットの南西1.9ｍ　583号ピットの南
東2.5ｍにあり建物柱穴の可能性 第292図

３区のピット　(cm)
No. 位置 形状 長軸×短軸×深さ 埋没土・柱痕・遺物 挿図 写真
31 043－884 不整楕円形 61×41×29 土師器片 泥流下で確認　35号ピットと重複　新旧不明 第292図
32 035－850 円形 38×35×30 泥流下で確認 第292図
33 038－852 円形か 30×[24]×30 泥流下で確認　西隅は調査区域境にかかり未完掘 第292図
34 039－851 円形 29×28×28 泥流下で確認 第292図
35 043－885 楕円形 45×36×12 下層から土師器鉢１ 泥流下で確認 第292図

４区のピット　(cm)
No. 位置 形状 長軸×短軸×深さ 埋没土・柱痕・遺物 備　考 挿図 写真
16b 031－903 円形 33×30×31 ２面で確認　９号溝北隅と重複 第292図
28 054－932 円形 31×28×9 ２面で確認　２号掘立区画内 第292図
41 031－908 円形 41×38×11 須恵器片１、土師器片１ ２面で確認　１号掘立南側に隣接 第292図
43 035－905 円形 57×52×31 土師器小片２ ２面で確認　２号掘立区画内 第292図
45 048－905 不整円形 36×34×19 ２面で確認 第292図 ③
46 035－906 円形 59×52×23 土師器小片１ ２面で確認　１号掘立区画内　２基のピットの可能性 第292図
48 043－900 楕円形 38×32×44 ②層　底面に柱痕 ３面で確認 第292図 ④
49 043－903 円形 23×21×34 ①層 ３面で確認　３号掘立南側に隣接 第292図 ⑤
53 047－902 円形 35×32×14 ①層 ３面で確認　３号掘立区画内 第292図
56 048－902 円形 29×25×20 ②層 ３面で確認　３号掘立区画内 第292図 ⑥
58 047－905 楕円形 27×22×20 ②層 ３面で確認　３号掘立区画内 第293図
61 051－901 楕円形 [25]×24×28 ①層 ３面で確認　３号掘立東側に隣接　63号ピットと重複 第293図

62 050－901 円形 29×25×24 ①層　底面に柱痕　
　土師台付甕２ ３面で確認　14住西隅に隣接　６住に前出 第293図

63 050－901 円形か 48×[35]×21 ３面で確認　３号掘立東側に隣接　６・11住に前出　61号
ピットと重複 第293図

64 051－902 楕円形 33×26×24 ①層 ３面で確認　３号掘立東側に隣接　６・11住に前出 第293図
65 050－903 楕円形 38×20×26 ①層 ３面で確認　３号掘立東柱筋上　６住に前出 第293図
67 050－903 隅丸方形 22×21×16 ①層 ３面で確認　３号掘立区画内 第293図
68 050－903 楕円形 40×20×31 ①層 ３面で確認　３号掘立区画内 第293図
70 037－904 円形 27×27×12 ②層 ３面で確認　１号掘立東柱筋の北側延長線上 第293図 ⑦
73 028－903 円形 20×17×11 ②層 ３面で確認　１号掘立東柱筋のほぼ南側延長線上 第293図
74 030－906 楕円形 28×24×8 ②層 ３面で確認　１号掘立南側に隣接 第293図
76 034－905 円形 31×30×14 ②層 ３面で確認　１号掘立区画内 第293図
78 037－906 円形 32×28×18 ②層 ３面で確認　１号掘立北側に隣接 第293図 ⑧
80 033－907 円形 38×37×30 ②層 ３面で確認　１号掘立区画内 第293図 ⑨
81 029－907 円形 39×37×7 ②層 ３面で確認　１号掘立南側に隣接 第293図
83 049－902 円形 21×22×6 ①層 ３面で確認　３号掘立Ｐ５東に接する 第293図
89 047－915 円形 33×30×17 ３面で確認 第293図 ⑩
90 046－915 円形 30×28×12 ３面で確認　１号柱列Ｐ５の東側約６ｍ 第293図 ⑪
91 045－900 楕円形か 21×[15]×8 ①層 ３面で確認　東側は調査区境にかかり未完掘 第293図
92 051－904 楕円形か [58]×42×32 ３面で確認　６住ピットに先出 第293図
96 052－931 円形 33×31×30 ４面で確認　１号ピット列南側に隣接 第293図
99 050－922 円形 32×30×47 ４面で確認　１号ピット列北側に隣接 第293図
100 052－921 円形 50×45×32 ４面で確認　１号ピット列北側に隣接 第293図
101 050－922 円形 32×30×47 ４面で確認　１号ピット列Ｐ５から北側直角に屈曲の位置 第293図
103 049－913 円形 22×19×22 ４面で確認 第293図
104 051－913 円形 37×35×23 ４面で確認　 第293図

・[　]は残存値。

・４区ピット埋没土のうち、図示していないが遺構掘り下げの際に観察のあるものを以下の番号で加えた。

　①層：灰褐色やや砂質土。②層：灰褐色やや粘性土。共通してしまりがあり、ＦＰや炭化物粒を散見する。

・　写真はすべてＰＬ.48。



６　土坑

　中世面で確認された以外の土坑数は少なく、２区で15

基、３－１区で９基、３－２区で３基、４－１区で３基

を調査した。集落に伴うものはほとんどなく、畑上や畑

周辺で確認されている。ピット同様区ごとに中世面から

通し番号を付しているため、各区とも途中から番号が始

まっている。各土坑の測量図は第297 ～ 299図に、計測

値等の内容は第18表に一括して記した。

　埋没土の記載については以下のような土坑共通の算用

数字の土層番号をつけ、付帯事項をアルファベットで追

記した。それ以外の土層について個別の土坑に記した。

　１：灰褐色土　しまりやや強い砂質土層

　２：灰褐色土　粘性土層

　３：黄褐色土　しまりやや弱い砂質土層

　４：暗褐色土　弱粘性土層

　５：灰白色土　泥流堆積土でＦＰらしい軽石を含む

（付帯事項）

　ａ：炭化物粒を含む　　　ｂ：ＦＰらしい軽石を含む

　ｃ：Ｃ軽石を含む　　　　ｄ：不明白色軽石を含む

　ｅ：Ｄ－４ブロックを含む　

　ｆ：暗灰色土ブロックを含む　

２区の土坑（第297・298図）

　ＦＡ泥流上の畑調査時に50 ～ 56号土坑を、古墳時代

集落を調査した第３面で57 ～ 65号土坑を確認した。

　50 ～ 52号土坑は１号新畑上にある近接した土坑で、

特に50・51号土坑の間隔は上端でも10㎝未満である。

53・54号土坑は１号新畑北東縁部の畝付近にある。特に

54号土坑は畝間と軸方向を並べていて畑と近接した時期

の遺構の可能性がある。

　　58号土坑は古墳時代前期の30号住居に後出している。

65号土坑も30号住居と重複しているが先後関係は確認で

きなかった。59 ～ 64号土坑は調査区北側の住居が途切

れる一画で集中して確認した。59・60号土坑は中世館堀

に大きく壊されている。このうち60号土坑は古代の土坑

では最大規模で、小型の竪穴住居に近い。底面は平坦で

上層からであるが遺物の出土もやや多く、柱穴等の施設

は一切確認されていないが住居に近い性格の遺構であっ

た可能性がある。61 ～ 64号土坑は近接して確認した小

型土坑で63・64号土坑は接するように並び、63号土坑は

61号土坑の南側15㎝に近接している。

３区の土坑（第298・299図）

　３－２区第３面は泥流上の畑面に後出する古墳時代の

集落を調査したが、この面で４～６号土坑を確認した。

５号土坑は５号住居と重複している。

　住居の見られない３－１区も３－２区と同じ面での確

認で分布は西側に偏っていて７～ 11・13・14号土坑を

確認した。調査区東側では12・15号土坑が離れた位置に

点在していた。円形・楕円形の土坑が主体であるが、軸

方向や分布に規則性はないようである。10・11・15号土

坑が畑区画内にあるが、他は畝間が確認できない地点に

分布していた。13・14号土坑が40㎝の近接した間隔にあっ

たが、他は隣接する土坑から１ｍ以上離れた位置にあっ

た。

　　12号土坑は遺構のない北寄りの一画にあり、ピットと

あまり差のない小規模な施設である。

４区の土坑（第299図）

　６～ 11号住居および畑確認面で調査した第２面・泥

流上面の土坑に12・13号土坑がある。どちらも小型で柱

穴を一回り大きくした規模で、特に12号土坑は柱穴と抜

柱痕のような形状である。

　古墳時代時代前期を主体とする集落を確認した泥流下

面では調査区東隅で14号土坑を調査した。隅丸長方形を

呈した施設である。ただし調査区境の土層から上面径2.5

ｍを超える大きな施設であった可能性がある。

第296図　土坑出土遺物　

６　土坑
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第297図　土坑（２区）　
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第298図　土坑（２・３区）　
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６　土坑

295

第18表　古代の土坑一覧表

２区

№
挿図 位置 長軸×短軸×深さ（cm）

遺物と埋没土 備考
写真 形状 軸方向

50 図297
PL-49①

013－763Ｇ
円形

119×113×16 ２面で確認　１号畑に後出

51 図297
PL-49②

012－763Ｇ
隅丸長方形

125×68×12
Ｎ－16°Ｅ ２面で確認　50号土坑の南東側に近接　１号畑に後出

52 図297 011－762Ｇ
不整楕円形

133×96×15
Ｎ－64°Ｗ

①灰色火山灰
ブロック（FA) ２面で確認　１号畑に後出

53 図297 
PL-49③④

026－765Ｇ
不整三角形

85×68×19 ２面で確認　１号畑縁部　１号畑縁部付近の畝先部分

54 図297 
PL-49⑤

028－766Ｇ
不整長方形

94×49×11
Ｎ－53°Ｅ ２面で確認　１号畑縁部の畝上付近　53号土坑の北西1.7ｍ

56 図297 013－757Ｇ
不整楕円形

140×117×25
Ｎ－60°Ｅ

①灰色火山灰細砂
②灰色火山灰（FA) ２面で確認

57 図297 
PL-49⑥

031－767Ｇ
隅丸菱形

117×103×22
Ｎ－68°Ｅ

土師器微細片 ３面で確認　26号溝の西側30㎝に隣接　

58 図297 010－711Ｇ
不整楕円形

134×102×32
Ｎ－13°Ｗ

土師器台付甕１
他にも土師器片 ３面で確認　30号住居に後出

59 図297 025－725Ｇ
長方形か

[127]×132×18
Ｎ－76°Ｗ ３面で確認　中世館堀に西半を壊される

60 図298
PL-49⑦

026 ～ 029－724 ～ 725Ｇ
不整円形

248×[187]×28
Ｎ－3°Ｅ

上層から土師器片 ３面で確認　中世館堀に西半を壊される　59号土坑の北側0.5ｍ

61 図298
PL-49⑧⑨

029－731Ｇ
不整楕円形

88×79×28
Ｎ－70°Ｗ ３面で確認

62 図298 
PL-49⑧

028－732Ｇ
不整楕円形

43×32×25
Ｎ－32°Ｗ ３面で確認

63 図298
PL-49⑧⑩

028－731Ｇ
不整楕円形

53×39×16
Ｎ－69°Ｅ ３面で確認

64 図298
PL-49⑪

028－731Ｇ
不整長方形

35×30×21
Ｎ－88°Ｅ ３面で確認

65 図298 
PL-49⑫

016－710Ｇ
不整楕円形

68×44×27
Ｎ－88°Ｅ

土師器片 ３面で確認　30号住居の東側に近接

３区

№
挿図 位置 長軸×短軸×深さ（cm）

遺物と埋没土 備考
写真 形状 軸方向

4 図298 038－864Ｇ
隅丸長方形

108×52×10
Ｎ－25°Ｗ

土師器微細片 ３面で確認　単独

5 図298 035－881Ｇ
隅丸長方形

234×100×15
Ｎ－3°Ｅ

土師器片 ３面で確認　５号住居の西隅と重複・後出か　重複部分の壁が崩
れる。

6 図298 033－882Ｇ
隅丸長方形か

[98]×76×11
Ｎ－0° ３面で確認　５号土坑の南1.2ｍ　南側を大きく壊される

7 図298 028－847Ｇ
不整円形

96×79×18
Ｎ－64°Ｅ

土師器片 ３面で確認

8 図298 030－849Ｇ
楕円形

133×82×21
Ｎ－30°Ｅ ３面で確認

9 図298 031－844Ｇ
不整円形

101×96×22
Ｎ－31°Ｗ ３面で確認

10 図299 035－846Ｇ
楕円形

71×63×10
Ｎ－20°Ｗ ３面で確認

11 図299 040－842Ｇ
楕円形

145×85×23
Ｎ－39°Ｅ ３面で確認

12 図299 037－827Ｇ
楕円形

54×36×9
Ｎ－61°Ｗ ３面で確認

13 図299 020－847Ｇ
隅丸方形か

149×[81]×14
Ｎ－90° ３面で確認　南側は調査区域外

14 図299 022－846Ｇ
不整楕円形

183×120×18
Ｎ－75°Ｗ ３面で確認

15 図299 026－825Ｇ
楕円形か

[75]×46×14
Ｎ－23°Ｗ

土師器片 ３面で確認　調査区内の残土搬出路境界にあり北西側を失う

４区

№
挿図 位置 長軸×短軸×深さ（cm）

遺物と埋没土 備考
写真 形状 軸方向

12 図299 
PL-49⑬⑭

045－904Ｇ
円形

71×67×50
Ｎ－6°Ｗ ２面で確認　２基の遺構または柱穴と抜柱痕の可能性

13 図299 038－922Ｇ
円形

68×67×19
Ｎ－60°Ｅ ２面で確認

14 図299 
PL-49⑮

032－898Ｇ
隅丸長方形か

[119]×81×14
Ｎ－85°Ｅ ３面で確認　東側は調査区域外



1号井戸　
１　埋没土の他に石垣および裏込め部分が

ある。埋没土は灰色土。耕土と火山灰
質砂が不規則な互層状に堆積。裏込め
部分には不揃いな礫の混入が多い。

２　黒色土　細粒火山灰とシルト質細粒砂。
B軽石下に見られる土である。

３　灰褐色土　火山灰質シルト細粒砂。径
１㎜のFPを含む。

４　灰色土　火山灰質中粒～細粒砂。炭化
物粒や径２㎜のFPを含む。

７　井戸

　井戸は２区で３基、３－２区で１基・５区で３基確認

しているが３－２区東隅で確認された１号井戸が出土遺

物から確実な古代の井戸で、他に古代の井戸となる可能

性ある２区４号井戸をこの項で扱った。

１号井戸（第300・301図　PL.50-①・②、93　

　　　　遺物観察表440頁）

　４区中央から３－２区東隅にかけては平安時代の集落

が広がっているが、本井戸はこの集落の東隅にある。ま

た、平安時代には溝で区切られた区画が存在していた可

能性があるが、本井戸は１号区画と名付けた区画の南東

隅にあたっている。最も近接した住居は南側３ｍに位置

する３区２号住居だが、この住居との間には区画溝であ

る４号溝があり同一区画にはならない。

　古代の井戸としては珍しい石組みの見られる井戸であ

る。埋没土や出土遺物から平安時代の施設と考えた。砂

質地山のため、井戸枠は必須であったと思われる。上層

に石組みが残り、一辺80㎝前後の方形開口部である。下

層では縦位の板状木枠の痕跡が見られ（Ａ断面参照：板

材部分は見通し図。北隅板材のみ断面）、方形の板枠が

第300図　３－２区１号井戸　
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あったものと思われる。中層付近にも石組みがあったよ

うだが壁面がタナ落ちし、木枠上側付近（４層上面付近）

に崩れていた。石組みには長さ25㎝前後の川原石を小口

積みしている。裏込めにも同規模の礫が多数みられ、数

度の積み直しがあったと思われる。

　確認面から約２ｍの深さで礫層にあたっているが、こ

の層を50㎝前後掘り込んで底面としている。

位置　034－888グリッドを中心とする位置にある。

規模形状　掘り方は長軸長1.88ｍ、短軸長1.67ｍの不整

円形を呈し、確認面からの深さ2.58ｍを測る

埋没土　Ａｓ－Ｂの混入は見られず、平安時代末までに

埋没した施設と考えられる。中層付近まで互層状の堆積

で、人為的な埋戻しの痕跡はみられない。

遺物　多量の土器が出土し杯類を中心に10点を図示し

た。１は上層から、他は中層付近の埋没土内から出土し

ている。７は体部外面に墨書がある。図示した以外に

3000ｇを超える土器類が出土し、須恵器はその内35％を

占める。土師器には刷毛目のある甕など古式土師器類の

混入も多い。破片を含め下層出土の遺物は少ない。図示

できた土師器は杯類に偏ったが破片類も甕類より杯類が

多く、住居内の出土土器傾向とは異なっている。

所見　調査時点では湧水量にやや乏しい井戸であった。

出土遺物は６・７のように器高があり粗雑な高台の10世

紀前半代の椀が見られる。本井戸の周辺には多量の杯類

を出土する３Ｂ号溝があり、杯類の出土が偏る一画と

なっている。

第301図　３－２区１号井戸出土遺物（１）　
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２区４号井戸（第302図　PL.50-③）

　古墳時代調査面で確認した遺構である。井戸と確定す

る要件を満たしていないが、調査時の名称に沿ってここ

で扱う。形状・規模など中世の井戸とあまり変わらず、

詳細な時期を決められない遺構である。

位置　027－723グリッド。２区中央北隅の、中世方形館

外側部分にある。

規模形状　径82×79㎝のほぼ円形を呈している。底面は

平坦で、底径は89×87㎝の円形となり開口部より広い。

確認面からの深さは94㎝を測る。フラスコ状土坑と呼ば

れる縄文時代の遺構に近いような形状である。

所見　壁面は直線的にオーバーハングし、タナ落ちの痕

跡もなく湧水点も不明瞭で、井戸と確定する根拠に欠く。

出土遺物に数片の土師器があるが、図示に耐える遺物は

なかった。埋没土の記録を欠くが、遺構確認時に28号住

居に後出するが把握できている。壁面の崩落がなく、井

戸であっても長期間の使用はなく、比較的短期に埋め戻

されたと思われる。

８　木製品（第303図　PL.64　遺物観察表446頁）　

　２区流路跡出土の木製品２点をここで扱う。２区１号

畑の西側にある流路の北隅で２点並ぶようにして出土し

た。樹種が同一だが別個体である。ＦＡ泥流の下を若干

掘り下げた高さでの出土で、５世紀代の土師器が出土す

る層位である。極端な磨滅はないので、上流から流され

漂着した遺物ではなく、近節する地点、おそらく本遺跡

内で廃棄された遺物と考えたい。

　１は両端を欠き加工痕も不明瞭で装着痕等は皆無だ

が、鉄斧等を装着した柄と思われる。

　２は縦杵の半欠品のような形状であり、１ｍ近い長さ

の製品だったと想定できる。柄の部分が細く、杵として

実用できたのか不明な製品である。端部に埋没以前にで

きたと思われる大きな亀裂があり、残存状態は良くない。

第303図　２区出土遺物（木器）　

第302図　２区４号井戸　
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９　畑　

　古代の畑は全ての調査区で確認できた本遺跡で最も広

範囲の遺構である。さらに調査面は４期以上あって、時

期ごとに確認できた調査区は異なる。３－１区でＡｓ－

Ｂ直下、１～４区では泥流上、３～５区では泥流下の畑

があり、特に５区では降下Ｈｒ－ＦＡ直下の明瞭な畑が

見つかっている。

　なお、遺構図の各畝間には丸数字を付して説明の助と

している。

（１）　Ａｓ－Ｂ直下の畑　

概要

　畑畝間内にＡｓ－Ｂの１次堆積層を含む畑をこの項で

扱った。畝に相当する平坦な位置にもＡｓ－Ｂの１次堆

積層が確認できる部分があり、畝の高まりがほとんど残

存しない畑だったことが分かる。この面の畑が確認でき

たのは３－１区のみである。畝間方向は２区や３－２区

および４区の泥流前後の畑とも近似し、さらに古墳時代

の水田畦畔にもつながるようで、この地点の伝統的な地

割に沿ったものと推測できる。

　畑は３－１区調査区中央から西側にかけて確認されて

いるが、調査工程の中で設定した調査区南側の排土搬出

第304図　３－１区５・６号畑　

９　畑

299



５号溝

040
-840

040
-825

調　査　区　域　外

2

1

3

4

5

6

7

8

9
０ ５ｍ１: 100

路下へも延びるため、車両通過の影響を受けて一部で不

明瞭になった部分がある。南隅に細い畑境の隙間があ

り、畑境北側の広い部分を５号畑、南側のごく狭い部分

を６号畑と呼称した。また調査区北側中央付近にある畝

間の痕跡か耕作痕か判断できない畑状の遺構を７号畑と

した。どの畑でも遺物は出土していない。

５号畑（第304図　PL.50-④）

　南側は６号畑と接し、一部で畑南限を確認できる。北

側・西側は調査区境まで畑が続いている。東側は徐々に

残存状態が悪くなり、境界は明確にできない。

位置　北隅044－845、南隅019－839、東隅027－830、西

隅039－852。

規模　残存部分で長さ27.3ｍ以上、幅19.2ｍ以上の規模

が確認できる。

確認面積　337.9㎡

畝間方向　Ｎ－17°Ｗ　南隅では若干西へ偏る。

畝・畝間　畝は確認できない。畝間⑤～⑦が23ｍ以上の

長さがあり、⑦は両隅が確認できないが残存25.2ｍを測

る。本遺跡内でも長さのある畑である。畝間は細かな蛇

行が多いが、幅は25 ～ 35㎝前後でほぼ一定である。畝

間の深さは２㎝前後の部分がほとんどで一部深くなる部

分でも６㎝以内である。畝幅は55 ～ 80㎝で、60 ～ 75㎝

がほとんどである。

地山傾斜　南東側へ低い４/1000

備考　畝間はＡｓ－Ｂを被覆しているが深度に乏しく、

畝も高まりを失っており、Ａｓ－Ｂ降下時には廃棄され

ていた埋没途中の畑と考えたい。

６号畑（第304図）

　５号畑の南側に、同畑とは20 ～ 50㎝ほどの狭い畑境

の隙間を隔てて作られた畑でＡｓ－Ｂを直接被覆してい

る。調査できた範囲はわずかで、確認できた畝間も８本

のみであった。北側の５号畑との境付近は明瞭だが、南

側は調査区境と接している。東側も残存状態が悪く、畝

間⑧が畑の東端にあたるか判断できなかった。

位置　北隅020－835、東隅018－832、西隅019－837。

規模　残存部分で推定できる規模は、長さ3.6ｍ以上、

幅4.6ｍ以上の範囲である。

確認面積　7.3㎡

畝間方向　Ｎ－25°Ｗ

畝・畝間　畝は確認できず、畝間に細かな蛇行があるの

は５号畑と同じである。畝間の長さは最も長く確認でき

たものでも⑥・⑦の2.7ｍである。畝間幅は30㎝前後だが、

畝幅60 ～ 65㎝で５号畑よりわずかに狭い。畝部分とし

て残存する範囲が特に狭くなっている。畝間の深さは２

㎝前後の浅い部分が多く、５号畑同様である。

備考　Ａｓ－Ｂの堆積状態も５号畑と同じである。

第305図　３－１区７号畑　
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７号畑（第305図）

　５号畑の東側で確認した畝間と思われる痕跡である。

地山との土色の違いから９本の畝間を確認した。５号畑

と重複がなく、これに後出する可能性がある。変色部分

はほとんど深さがなく、また埋没土であるか上面の影響

を受けた変色であるかの判断もできなかった。

位置　北隅042－836、東隅037－826、西隅038－839。

規模　残存部分で東西長13ｍ以上、南北幅6.3ｍ以上の

規模が確認できる。

確認面積　38.0㎡　　畝間方向　Ｎ－88°Ｅ

畝・畝間　畝間は途切れた部分が多いが同一の畑で、⑥

と①は繋がるものと思われる。確認できる長さは①の4.2

ｍが最も長く、⑦を併せると7.5ｍになる。畝間幅は30

㎝前後で痕跡部分としては広めである。畝幅は④・⑤間

のみ135㎝と広いが、他は65 ～ 90㎝で一様ではない。

備考　上面にＡｓ－Ｂが被覆しているか明瞭ではなく時

期推定の根拠を持たないが、座標北からは垂直方向に近

い走行であり、５・６号畑と同時存在していたとは考え

にくい。この方向で築かれた中世館に伴う区画に沿った

耕作痕跡の可能性もある。

（２）　泥流の前後で確認された畑　

概要

　Ｈｒ－ＦＡに伴うと思われる泥流層（以下ＦＡ泥流層

と略す）下からは全調査区から畑または畑に係わる耕作

痕が確認されている。土地利用の変遷を辿るためこれら

を１区より順に一括して扱った。畑は区ごとに上位調査

面から通し番号を付けたため、Ａｓ－Ｂ降下前後の畑が

確認された３－１区では８号畑から始まっている

　ＦＡ泥流層上は比較的長期間安定していた面のよう

で、平安時代集落の他、畑跡が確認されている。ＦＡ泥

流層下で確認された畝間もしくは耕作痕を扱うが、時期

は明瞭でない。１区～４区で確認されている本遺跡では

最も広範な範囲の畑面である。

　ＦＡ泥流以前の畝間が泥流等で埋もれている畑は３－

２区、４－１区、で確認され、特に５区では降下Ｈｒ－

ＦＡに被覆された畑面が確認されている。

１区の畑

　１区は中央から東側の大半を流路によって削平され、

遺構が残るのは西側の小範囲である。畑はこの面のみで、

３枚の畑を想定した。確認できたものは畝間もしくは耕

作痕のみで、畝は把握できていない。最も西側で確認し

た幅太の畝間状施設を１号畑とした。東隣では細長い畝

間状施設が直行して確認され、平面図上では小区画水田

のような形状に見える。畝間方向南北の畑を２号畑、畝

間方向東西の畑を３号畑と呼称した。両畑の先後関係は

確認できていない。

　この地点周辺の地形は南側へ低い緩やかな傾斜面であ

る。いずれの畑からも遺物の出土はない。また、泥流下

からは古墳時代の集落が確認されている。

１号畑（第306図　PL.54-①）

　南側・北西側を流路で削られ明瞭ではない。東側は徐々

に残存状態が悪くなり、畑隅は不明である。

位置　北隅017－671、南隅010－671、東隅014－667、西

隅011－675。

規模　８条の畝間を確認した。東西8.4ｍ、南北５ｍ前

後の範囲のみの確認である。

確認面積　33.6㎡

畝間方向　③Ｎ－25°Ｗ　④Ｎ－31°Ｗ

畝・畝間　35 ～ 75㎝の畝間幅があり、１区の畑では突

出して広い。畝間②は北側で形状が乱れ、他の畝間も方

向がやや不一致となっている。畝幅は畝間⑤を境に東西

で間隔が異なり、西側では90㎝前後、東側では110㎝以

上となる。畝間は全体に短く、③が長さ3.4ｍで最も長い。

深さは５～９㎝で６㎝前後の部分が多い。

備考　６・８号溝に後出している。２号畑と畝間方向が

比較的近似し、畝間⑦・⑧は２号畑西隅畝間とほぼ同じ

位置にある。両畑は近接した時期の遺構と思われる。

９　畑
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２号畑（第307図　PL.54-①）

　１号畑東に広がっている。直線的で連続する痕跡で畝

間として扱ったが、幅狭で溝状の耕作痕と区別できてい

ない。畝間⑨・⑩および⑫・⑬で間隔が極端に狭くなり、

２時期以上の畑となる可能性がある。

位置　北隅020－665、南隅012－666、東隅015－655、西

隅014－669。

規模　15条の畝間を確認した。南北長7.5ｍ、東西幅

13.7ｍの範囲があり１区で最も広い畑であるが、畑の輪

郭を想定できる部分はない。

確認面積　74.6㎡

畝間方向　③Ｎ－24°Ｗ　②′Ｎ－15°Ｗ

畝・畝間　畝間幅17 ～ 33㎝、平均25㎝未満で本遺跡内

でも細い畝間である。畝幅は80㎝前後がほとんどである

が、畝間⑨－⑩間や⑫－⑬間では40㎝前後、⑬－⑭間が

102㎝で一様ではない。畝間③が長さ7.1ｍで２号畑では

最も長い。深さは１～７㎝で３㎝前後の浅い部分が多い。

地山傾斜　南東側へ低い21 ／ 1000

備考　６・８号溝に前出している。畝間①・②は１号畑

の畝間と一部で重複している可能性がある。

３号畑（第307図　PL.54-①）

　２号畑とは87 ～ 94°の角度で交差しているが、新旧

関係は不明である。８号溝が本畑畝間とほぼ同じ走行で

畑区画内の南側を横切っている。２号畑に近似した幅狭

な痕跡で、同溝同様に耕作痕の可能性があって明確に畝

間とする根拠をもたない。

位置　北隅019－664、南隅012－666、東隅015－660、西

隅017－670。

規模　畝間10本が東西9.8ｍ、南北7.4ｍの範囲にある。

確認面積　62.8㎡

畝間方向　②Ｎ－70°Ｅ　全体が近似した方向にある。

畝・畝間　23 ～ 30㎝の畝間幅で２号畑に近い。畝幅は

８号溝を境に異なり、北側は50 ～ 90㎝、南側は110㎝前

後で広くなる。畝間②が長さ8.5ｍで最も長い。深さは

１～７㎝で３㎝前後の部分が多い。⑤・⑥間に斜行する

畝間が見えるなど不明瞭な部分もある。

地山傾斜　南東側へ低い16／1000

備考　２号畑とほぼ直角に交差しており、近接する時期

の遺構と思われる。８号溝は埋没土が若干異なるが、本

畑と同時存在の可能性もある。その場合８号溝の南北で

異なる畑になると思われる。

第306図　１区１号畑　
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２号畑　
１　暗褐色土　畑畝間内の埋没土。
２　黄褐色土　FA 泥流と思われるシルト質の洪水堆積土層。2′は泥流下

に見られる黒色味の強い部分。
３　灰褐色土　シルト質の洪水堆積土層。
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第307図　１区２・３号畑　
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２区の畑

　古墳時代前期から中期にかけての集落が泥流に埋没し

た後、２区は畑地となる。流路で削られた調査区西隅や

南東隅では遺構は確認できなかったが、南側中央など集

落より広範囲に畑が広がる部分もある。残存状態が良く、

天地返しのような作業痕跡が確認できる部分と痕跡をわ

ずかに残すのみの部分があり、１時期の畑ではない。畑

耕作土としては土師器片の出土がやや多いのは下面に密

集した集落が存在するためである。

１号畑（第308・309図　PL.53-②～④）

　２区中央西寄りにある、畝の高まりを確認できる明瞭

な畑である。中央付近を中世館堀の１号溝に、南側を蛇

行する21号溝に削られている。南側は調査区境にかかり

北隅は不明瞭だが、東西両側では畑輪郭がほぼ把握でき

る。Ｈｒ－ＦＡ層を挟んで比較的長い期間耕作が行われ

た一画のようで、新旧２面にわたる畝間が確認でき、そ

れぞれに分けて図示し説明を加えた。

（旧畑）　

　４層下の畑面である畝間②が新畑に削られるが、他は

新畑畝の位置に残存している。

位置　北隅031－731、南隅008－763、東隅013－758、西

隅023－776。

規模　23条の畝間が南北24.2ｍ、東西12.6ｍの範囲にあ

る。新畑より北側へ広く、畝間も２条多く確認できる。

確認面積　260.2㎡

畝間方向　⑰Ｎ－62°Ｅ　①Ｎ－65°Ｅ

畝・畝間　70㎝前後の畝間幅、110㎝前後の畝幅で比較

的均質である。直線的ではなく北側に膨らむように湾曲

気味となる。畝間は両端が確認できる部分が多く、⑳が

長さ12.6㎝で最も長い。畝の高さは５～ 16㎝で12㎝前

後の部分が多い。

（新畑）

　２層（Ｈｒ－ＦＡ混じり）上の畑面である。　

位置　北隅031－769、南隅008－764、東隅013-758、西

隅027－776。

規模　21条以上の畝間が南北23.1ｍ、東西15.0ｍの範囲

にあり、旧畑より西側に広いが東側にはやや狭い。

確認面積　254.2㎡

畝間方向　Ｎ－63°Ｅ（旧畑にほぼ同じ）

畝・畝間　70㎝の畝間幅、110前後の畝幅で旧畑に等しい。

畝間はやや長く、畝間⑯が長さ14.8ｍで最も長い。深さ

は５～ 21㎝で15㎝前後の部分が多い。

地山傾斜　西側へ低い17 ／ 1000

備考　旧畑畝部分に新畑畝間が築かれ、畝間②を除くと

旧畑畝間は削られずに残っている。新旧両畑は天地返し・

サクの切り替えと呼ばれる同一畑の作業痕跡である。１

号畑全体で重量で180ｇの土師器が出土している。

２号畑（第310図　PL.53-① ）

　１号畑と３号畑の間にある。ごく短い２～４条の溝状

の窪みが４カ所で確認できた畑畝間痕跡と思われる遺構

でブロック状のＨｒ－ＦＡを含んでいる。各畝間の方向

が北に近く、いずれの畝間も比較的近接した時期のもの

と考え、２ａ畑から２ｄ畑の名称を付けた。文中ではａ

～ｄ畑と呼称する。各畝間の掘り上がり形状は異なるが、

ｃ畑①－ａ畑③－ｂ畑④と繋げても齟齬がなく。同一の

畑となる可能性もある。

位置　北隅032－742、南隅018－742、東隅021－739、西

隅025－751。

規模　同一畑であれば全体の南北長13.8ｍ以上、東西幅

8.5ｍの規模である。個別畑ではａ畑長さ3.5ｍ・幅4.0ｍ、

ｂ畑長さ2.1ｍ以上・幅2.6ｍ、ｃ畑長さ1.6ｍ・幅3.8ｍ、

ｄ畑長さ1.4ｍ・幅4.0ｍのごく狭い範囲である。

畝間方向　ａ畑Ｎ－９°Ｗ　ｂ・ｃ畑Ｎ－12°Ｗ　ｄ畑

北側Ｎ－17°Ｗ　

畝・畝間　畝間の形状は一様ではない。畝間幅はａ畑②・

③が広く60㎝前後、ｄ畑が狭く18㎝前後である。畝幅は

110㎝前後で比較的近似している。畝間はａ畑③が長さ

3.4ｍで最も長い。深さは10㎝前後の部分が多い。

地山傾斜　南東へ低い8／1000　ｄ畑付近は傾斜が強い。

３号畑（第311図　PL.53-①・⑤）

　調査区東側で確認した広範な畑でブロック状のＨｒ－

ＦＡを鋤き込んでいる。一部畝の高まりが残っていた。

軸方向は３区の畑に近似している。北・東側は調査区境

にかかる。南側は流路埋没土にかかり明瞭ではない。①

～⑧は中世館堀の１号溝にかかり北側が途切れる。

位置　北 東 隅032－698、 南 隅007－719、 南 東 隅016－

691、西隅014－736。
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１号畑　
１　桃灰～灰～暗灰色　泥流層。火山灰シルト

～極細粒砂の互層。
２　暗灰色　シルト質極細粒～細粒砂。径２～

15㎜の粗粒火山灰ブロック（FA）含有。
３　黄灰色　粗粒火山灰～火山灰質シルトブ

ロック（細粒・粗粒サイズ）径20 ～ 40㎜の
ブロック状。砂状部分は粗粒火山灰オリジ
ナルか。

４　暗灰色　シルト質極細粒砂～細粒砂の塊状
無層理。下位では細粒砂が多い。

５　白～灰色の火山灰質細粒～粗粒砂で地山
か。
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2a畑　
１　灰褐色土　畑耕作土。粗粒火山灰ブロック、径10 ～ 50㎜のFAブロック混

じり灰色火山灰土。１層では層状にFAが重なるが、1′では明瞭でない。
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規模　32条以上の畝間が南北長25.1ｍ、東西幅37.1ｍの

範囲にある。

確認面積　680.9㎡

畝間方向　⑧Ｎ－22°Ｗ　24 Ｎ－31°Ｗ

畝・畝間　㉑・㉚のように途中で止まり、東隣の畝間が

隙間を避けるように蛇行しており、畝間の設定が西側か

ら行われたことが分かる。㉖・㉘は南側㉕・㉗へ続くのか、

掘り上がりどおり地山の高まり部分で途切れるか判断で

きなかった。畝間幅は70㎝前後、畝幅120㎝前後である。

畝間⑧が長さ22.9㎝で最も長い。⑮・⑰の東側など畝の

残存する部分では高さ30㎝前後あり、畝間のみの部分で

も15㎝前後の深さがある。

地山傾斜　波打つような凹凸があるが、全体では南側へ

低い3 ／ 1000前後の傾斜となり平坦面に近い。

備考　３・４号畑併せて重量で330ｇの土師器を出土し

ている。細かな屈曲や方向など畝間の形状は一致してい

ない部分があるが、全体での違和感はなく１時期の畑で

あろう。

４号畑（第312図　PL.53-⑤）

　３号畑に直行するような畝間方向の、同畑に後出する

と調査段階で確認した畑である。

位置　北隅027－703、南隅010－719、東隅017－691、西

隅010－719。

規模　13条以上の畝間が東西長25.1ｍ以上、南北幅9.5

ｍの範囲にある。北側の畝間は西隅が揃っており、畑西

隅が捉えられているようだ。鍵の手状に畑境が巡る変則

的な畑となる可能性がある。

確認面積　221.9㎡

畝間方向　⑥Ｎ－72°Ｅ　③Ｎ－65°Ｅ

畝・畝間　畝は確認できない。畝間はやや蛇行気味で、

幅は22 ～ 41㎝と耕作痕のように狭いが、畝幅は110㎝前

後ある。畝間⑩が長さ28ｍで最も長い。深さは２～ 26

㎝で８㎝前後の部分が多い。

備考　⑧・⑨間等の畝下に相当する位置に帯状の窪みが

わずかに確認できる部分があり、耕作痕と思われるが４

号畑に前出する畝間があったことも想定できる。

第312図　２区４号畑　

９　畑
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３－２区の畑

　調査区中央付近で確認し、１～４号畑とした重複する

畑である。明瞭な鍵層がなく切り合い前後関係把握の根

拠に欠く部分があるが、比較的短い時期に畝間の位置を

動かしながら畑耕作を続けた痕跡であろう。第315図の

土師器甕は１～３号畑調査時の出土遺物である。３区畑

は他に出土遺物がないが、唯一の土器が図示に耐える古

墳時代土師器甕であった。

　他に北西隅の５号畑と３面調査時に確認した６号畑が

ある。

１号畑（第313図　PL.54-②）

　集落の東側で確認した南北方向に畝間のある畑であ

る。南北両側は調査区境となり、東西両側は畝間外端ま

で確認できたようだ。重複の激しい中央付近では明瞭に

できなかったが、２面調査時に１面の畝間と連続する変

色部分を確認し、薄線で表現した。同一の畝間と考える

が、北側の畝間は蛇行が大きいなど疑問点も残る。また、

畝間⑭以西と⑥以東では規模形状が異なり別の畑となる

可能性があるので、以西のａ畑、以東のｂ畑に分けて説

明する部分がある。

位置　（ａ畑）北隅046－880、南隅024－870、東隅027－

866、西隅038－881。

規模　ａ畑は７条以上の畝間が南北長25.1ｍ、東西幅7.8

ｍの範囲にある。ｂ畑は４条以上の畝間が長さ21.3ｍ、

幅4.9ｍの範囲で確認できる。

確認面積　ａ畑193.4㎡

畝間方向　Ｎ－29°Ｗ

畝・畝間　ａ畑では畝間幅22 ～ 53㎝で30㎝前後の部分

が多いが、ｂ畑は畝間⑱の幅73㎝を最大に、幅太の部分

が多い。ａ畑畝幅は110㎝前後で、ｂ畑は後出する２号

溝に沿うように蛇行が大きく一様ではないが120 ～ 140

㎝の部分が多い。ａ畑は畝間⑤・⑬を繋いだ長さ25.4ｍ

以上を測る。深さは６㎝前後の部分が多い。

地山傾斜　捻じれるような歪みがあるが、全体ではおお

よそ南側へ低い４／ 1000

備考　ａ畑は平安時代の１号住居に、ｂ畑は２号溝に前

出している。⑭は北側へ分岐するような部分があり、他

の畑面が存在する可能性もある。

２号畑（第314図）

　１面調査時に確認した東西方向に畝間を築いた畑で１

号畑に後出する。１号畑同様中央付近で不明瞭になって

いる。東隅は確認できた範囲が直線的にならび、畑の隅

を把握できたようだ。１号畑の範囲内で確認されていて、

２区３・４号畑と同一の状況である。畝間⑳と㉑の間に

隙間があってここを境に畝幅が畑北側と南側で異なり、

さらに南隅付近では確認できた畝間が密集しており、２

時期以上の畑であることが想定できる。

位置　北隅042－877、南東隅026－868、西隅036－881。

規模　26条以上の畝間が東西長9.6ｍ、南北幅20.4ｍの

範囲にある。

確認面積　147.2㎡

畝間方向　⑱Ｎ－56°Ｅ　㉑Ｎ－52°Ｅ

畝・畝間　畝間幅は22 ～ 40㎝で狭いが、⑦・⑬・⑯の

ように南側にやや太い部分がある。畝幅は一様でなく南

側で70 ～ 90㎝、北側で110㎝前後の部分が多い。畝間⑫

が長さ9.4ｍで最も長い。深さは１～ 14㎝で５㎝前後の

部分が多い。畝間底面は１号畑畝間より５㎝前後高い位

置にある。

備考　畝間は幅に対して深度に富む部分があり、耕作痕

が含まれている可能性がある。

３号畑（第315図　PL.54-④）

　２面調査時に確認できた畑で、１号畑畝下から本畑の

畝間が確認されている。１号畑・２号畑で不明瞭だった

部分がこの畑にあたるようだ。比較的残存状態は良いの

だが、畝間各隅が確認できたは思えない。１号畑の畝間

窪み・変色部分として残る部分を薄線で示した。

位置　北隅041－878、南東隅030－868、西隅038－881。

規模　８本の畝間が、南北長14.9ｍ、東西幅9.0ｍの範

囲にある。１号畑の範囲内である。

確認面積　97.3㎡　　畝間方向　Ｎ－28°Ｗ

畝・畝間　比較的直線的な畝間だが⑥以東は東側に膨ら

むように湾曲している。30 ～ 49㎝の畝間幅で畝幅は110

㎝前後である。畝間⑦が長さ12.1ｍ以上で最も長い。深

さは２～ 25㎝で15㎝前後の部分が多い。

備考　１号畑畝間の間を充填するように掘られていて、

１号畑は本畑のサク替え・天地返しのような作業後の畑

面になると思われる。
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3号畑　
１　桃色火山灰質シルト（泥流）。
２　黄灰色　粗粒火山灰ブロック（径5 ～ 30㎜のFA）混じる

シルト質砂。
３　青灰～灰色　地山、シルト質砂。FA直下の畑耕作土。
４　青灰～灰色　地山。シルト質砂で塊状無層理を呈して

いる。
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４号畑（第316図　PL.54-⑤）

　１面２号畑に前出し畝間方向の近似した畑であるが、

３号畑が１号畑の畝相当部分に規則的に畝間が配置され

るのと異なり、２号畑畝間下で確認されるものがある。

畝間②⑦⑧は２号畑の畝間⑤⑪⑫にそれぞれ重複してい

る部分が広い。

位置　北隅033－869、南隅024－871、東隅030－866、西

隅030－874。

規模　10条の畝間が東西長7.8ｍ、南北幅7.3ｍの範囲に

ある。２号畑の範囲内である。

確認面積　42.4㎡　　畝間方向　Ｎ－59°Ｅ

畝・畝間　直線的な畝間で幅25 ～ 41㎝と細く、畝幅も

65 ～ 100㎝前後でやや狭い。２号畑に近似した規模であ

る。畝間の長さは近似しているが⑦が長さ7.4ｍ以上で

最も長い。深さは５㎝前後の部分が多い。

備考　畝間底面レベルは２号畑より10㎝前後あるが、２

号畑調査時の耕作痕部分が含まれる可能性がある。

５号畑（第316図　PL.54-⑥）

　調査区北西隅付近にある畑で、１面では土坑など中世

別遺構があった地点である。１号畑等が確認できた面よ

り斜面を隔てて30㎝前後高い位置にある。北・西側は調

査区境で東側は斜面に達し、南側は各畝間隅のようだが

明瞭ではない。１号・３号畑と畝間方向が近似し、同時

期の遺構と考えられる。

位置　北隅048－889、南隅033－886、東隅045－883、西

隅040－889。

規模　８条の畝間が南北長15.2ｍ、東西幅7.6ｍの範囲

にある。

確認面積　67.6㎡　　畝間方向　Ｎ－25°Ｗ

第316図　３－２区４・５号畑　
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畝・畝間　畝間幅は⑤のみ68㎝で広いが、他は45㎝前後

で一様である。畝幅も100㎝前後でほぼ一様になる。畝

間④が長さ12.3㎝で最も長い。深さは15㎝前後の部分が

多い。

地山傾斜　東側へ低い16 ／ 1000

備考　古墳時代の６号住居に後出している。

６号畑（第317図）

　１～５号畑に前出する集落（４～６号住居）と同じ３

面で確認した遺構で、これら住居に前出し、Ａｓ－Ｃの

混じる黒色土上の水田には後出する畑である。変色部分

として確認したもので、畝間の深さなどは分かっていな

い。畝間方向は比較的近似するが、畝幅・畝間幅など一

様でなく複数の畑と思われるが、後出する畑に６号畑と

近似した畝方向の畑は調査されていない。

　北隅にある①～③は畝間西隅が確認される畑でａ畑と

した。④は幅80㎝の畑境のような隙間を隔てて③の西側

へ続く隣接畑の一部と思われる。ａ畑の南にあり畝幅の

広い⑤～⑨をｂ畑、その南の⑩～⑮をｃ畑とした。東隅

にある⑯～⑱をｄ畑とした。

位置　全体では北隅047－884、南隅028－878、東隅034

－860、西隅841－889の範囲にある。

規模　ｂ畑は東西長18.6ｍ、南北幅7.4ｍで最も規模が

大きく、次いでｃ畑は東西長12.5ｍ以上の規模がある。

確認面積　ａ畑30.5㎡、ｂ畑127.5㎡、ｃ畑45.5㎡、ｄ

畑20.1㎡

畝間方向　ａ畑Ｎ－65°Ｅ　ｂ畑Ｎ－76°Ｅ　

　　　　　   ｃ畑Ｎ－76°Ｅ　ｄ畑Ｎ－85°Ｅ

畝・畝間　ａ畑は畝間幅52 ～ 73㎝、畝幅150㎝で広い。

ｂ畑も畝間幅59 ～ 82㎝、畝幅180㎝でａ畑以上に広い。

一部で蛇行している。③は長さ17.5ｍで６号畑中最も長

い。ｃ畑南側のみ畝幅70㎝前後で狭くなっている。ｄ畑

は畝間幅は６号畑中最も狭いがｂ畑と近似した畝幅170

㎝前後である。

地山傾斜　東側へ低い22 ／ 1000

備考　畝間方向からｂ・ｃ畑は同一の畑となる可能性が

ある。ｃ畑で畝幅が短いのは重複する畝間があるか耕作

痕が見えているものと思われる。

第317図　３－２区６号畑　
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８号畑
１　灰褐色砂質土中に黄褐色の砂質土ブロックが混じる。

11号土坑

７号溝
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1
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1

11

▼

３－１区の畑

　本遺跡で唯一Ａｓ－Ｂ下の畑が確認された３－１区で

あるが、泥流上の畑は確認できなかった。また、泥流下

の集落もなく、比較的遺構の少ない一画であるがＣ混土

上の明瞭な水田が確認されている。その水田上で確認さ

れた平行する溝状痕跡である。調査工程の中で設定した

調査区南側の搬出路境付近で齟齬が生じている。北西隅

を８号畑、中央を９号畑、東隅を10号畑とした。

８号畑（第318図）

　調査区北西隅付近で確認されたもので、畝間の痕跡か

耕作痕なのか明確に区別はできない。北側は調査区域外

となる。走行方向に差があり２枚の畑跡と思われ南西側

の①～⑦をａ畑、北東側の⑧～⑪をｂ畑とした。

位置　ａ畑は⑥・⑦が同一畝間の可能性があり、６条

以上の畝間が北隅041－847、南隅031－842、東隅039－

841、西隅038－849の範囲にある。ｂ畑は３条の畝間が

第318図　３－１区８号畑　
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地山傾斜　南側へ低い４／1000

備考　方向が北側から大きく振れない畑は中世を除くと

４－１区４号畑に類例があり、水田上の畝間や耕作痕の

特徴である。

10号畑（第320図　PL.54-⑧）

　調査区東側で確認した。調査工程上の調査区境を挟ん

で畝間の様相が異なり、不明瞭な畑である。畝間と耕作

痕が混在するか、２時期以上の畑面になると思われる。

走行方向は８号畑に近い。北側①～④の隅部分の各畝間

縁部が揃っていて北西隅を把握できａ畑とした８号畑と

同じ埋没土である。南側は細かな耕作痕のような窪みが

多数あって不明瞭で全体をｂ畑とした。

位置　20 条以上の畝間が北隅 038 － 820、南隅 020 －

824、東隅 023 － 816、西隅 024 － 828 の範囲にある。

規模　 21 が①から繋がる連続する畝間になりそうで、

ａ畑は長さ15.6ｍ、幅6.3ｍを測る。ｂ畑は幅10.6ｍで

北側は不明、南側は調査区境となる。

確認面積　ａ畑 68.9㎡、ｂ畑 64.2㎡

畝間方向　ａ畑③Ｎ－ 38°Ｗ、　ｂ畑Ｎ－ 36°Ｗ前後。

畝・畝間　畝間の長さは、①が9.7ｍで　へ繋がるなら

15.6ｍになる。ｂ畑では⑩が5.8ｍあり、北側の窪みを

加えると6.8ｍになる。畝幅はａ畑で150 ～ 205㎝と幅広

である。この間隔をｂ畑 21 以西にあてはめると⑩・⑱・

⑯が繋がるように見える。畝間の深さは１～８㎝で３㎝

前後の部分が多い。

地山傾斜　南東側へ低い18 ／ 1000

備考　⑬～⑮の耕作痕状の窪み、⑪・⑰の方向が西へ振

れる畝間が別にあり、３時期以上の畑が想定できる。

南東隅139－839、西隅042－844の範囲にある。

規模　ａ畑長さ10.5ｍ、幅7.9ｍ、ｂ畑長さ5.8ｍ、幅2.8

ｍを測る。

確認面積　ａ畑55.1㎡、ｂ畑16.6㎡

畝間方向　ａ畑Ｎ－41°Ｗ、ｂ畑Ｎ－56°Ｗ

畝・畝間　ａ畑は蛇行が多い。畝間の長さはａ畑では②・

③が10ｍを越え、他の５ｍ前後の畝より突出して長い。

ただし南東側はやや屈曲し、方向はｂ畑に近似している。

畝幅は①②間や④⑤間で160㎝前後と長くなるが、130㎝

前後の部分が多い。畝間幅①～③は45㎝前後だが、④以

東は30㎝前後で細くなっている。畝間の深さは４～６㎝

でほぼ一様である。

　ｂ畑は直線的で⑩が残存部分で5.8ｍを測る。畝幅は

130㎝前後でａ畑に近似する。

地山傾斜　北東側へ低い８／ 1000

備考　北西側畝端部は不揃いながら近似した位置にあり

畑輪郭を把握できたようだ。南東側隅も並んでいて畑輪

郭のように見えるが、②・③が突出し北西隅からの長さ

が５ｍあまりと短く、疑問点が多い。

　

９号畑（第319図）

　調査区中央南側で確認した。調査工程上の調査区境を

挟んで畝間がずれ、走行方向も一様でなく２時期以上の

畑となる可能性がある。畝③と⑩は直線的で、同一の畝

間と考え、①～③および⑩・⑪をａ畑とした。④～⑧を

ｂ畑としたが、⑨はどちらに入るか判断できなかった。

ｂ畑は８号畑と同じ埋没土である。

位置　ａ畑は③と⑩が同一で４条以上の畝間を確認し、

北隅が座標値036－936、南隅が019－931になる。ｂ畑は

６条以上の畝間を確認し、北東隅025－933、西隅025－

941になる。

規模　ａ畑は南北長17ｍ以上、東西幅約５ｍ分が確認で

きる。ｂ畑は南北長3.6ｍ、東西幅7.7ｍの範囲である。

確認面積　ａ畑53.3㎡、ｂ畑19.4㎡

畝間方向　ａ畑Ｎ－５°Ｗ、　ｂ畑Ｎ－９°Ｅ。

畝・畝間　畝幅はａ畑で160㎝前後、ｂ畑で140㎝前後と

なる。畝間幅は⑧～⑩で25㎝前後、他は30 ～ 36㎝を測る。

畝間の長さは、ａ畑で②が11.5ｍ、③と⑩を繋げた畝間

が15.6ｍを測る。ｂ畑は⑧が3.9ｍで最も長い。畝間の

深さは２～５㎝でａ畑のほうがやや深めである。

21

９　畑
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９ａ号畑
１　灰褐色砂質土中の黄褐色の砂質土ブロックが混じる。
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第319図　３－１区９号畑　

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物

318



10 号畑
１　灰褐色砂質土中の黄褐色の砂質土ブロックが混じる。
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１号畑　
１　灰褐(10YR6/2)斑鉄の多いしまり弱い粘性土。
２　にぶい黄褐(10YR5/3)　褐色土混じりのしまり弱

い粘性土。
３　灰黄褐(10YR5/2)しまり弱い粘性土。炭化物粒を

散見する。
４　にぶい黄褐(10YR5/4)しまりある弱粘性土。
５　にぶい黄褐(10YR5/3)　FA混じりと思われるルト

質土主体の層。
６　褐灰(10YR4/1)　黒褐色土小ブロックを含むしま

りある弱粘性土。
７　黄褐色砂層　FAを主体とする。白色軽石粒をまば

らに含む。４層に近似する。 調　査　区　域　外

流
　
路
                                     

調　査　区　
域　外

６号土坑
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０ 10ｍ１: 200

０ １:50 ２ｍ

４区の畑

　第２面（泥流上）とした調査面中央付近から、畝間埋没

土にＨｒ－ＦＡを不均等に含む広い畑があった。畝間埋

没土はＨｒ－ＦＡ降下後の耕作土で、畝もＨｒ－ＦＡ降

下後に作られたと判断できこの畑を１号畑とした。１号

畑の東西両隣に畝間方向を違える畑があり、東側を２号

畑・西側を３号畑とした。畑調査時に多量の遺物を出土

し図示した２点を第324図に示した。古墳時代の須恵器

杯蓋２は本遺跡では数少ない遺物で他にも須恵器の出土

が多かった。

　この他に水田上の残る畝間状の痕跡を４号畑とした。

１号畑（第321図　PL.52-②）

　南西側を流路で削られているが、北東側は畑端部を明

瞭に把握できる。北西側・南東側は徐々に残存状態が悪

くなり、畑の輪郭を明らかにできなかった。平安時代の

遺物を出土する12号溝が後出する。

位置　北隅052－910、南隅031－927、東隅035－921、西

隅048－949。

規模　25条の畝間を確認した。東西長は17ｍ以上、南北

幅は29ｍ以上を測る。

確認面積　380.7㎡

第321図　４区１号畑　
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２号畑　
１　黄褐色土　砂層土。FAらしいパミスを散見する。
２　黄灰白色土　シルト質の洪水堆積土層。FA以後の洪水層

堆積土に類似する。
・　地山はややシルト質の耕作土。

９号住居

６号住居

11号溝

８号溝
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０ １:50 ２ｍ

畝間方向　Ｎ－63°Ｅ　⑦西隅Ｎ－59°Ｅ

畝・畝間　畝は確認できない。畝間は直線的だが、南西

側では北側に膨らむように小さく湾曲する部分がある。

長さは⑦・⑭などが残存する部分で15ｍ前後ある。畝間

幅は38 ～ 85㎝で65㎝前後の部分が多い。畝幅は120㎝前

後で均一である。畝間の深さは２～ 22㎝で10㎝前後の

部分が多い。畝下部分には耕作痕らしい筋状の痕跡がわ

ずかに観察できる部分がある。

地山傾斜　中央付近が高く、北西・南東両方向へ低く緩

やかに傾斜している。

備考　畑内としては出土遺物がきわめて多く、重量で3.1

㎏の土師器と0.1㎏の須恵器がある。平安時代の遺物を

出土する12号溝が後出する。

２号畑（第322図　PL.52-③）

　１号畑の東側に広がる畑で、１号畑とは直角に近い畝

間方向であり、近接した時期に存在した可能性がある。

東側に隣接する３－２区の１・３・５号畑などの畝間方

向に近似した走行である。北側・東側は調査区境となり、

南側は不明瞭で畑輪郭を把握できていない。

位置　北隅052－910、南東隅036－899、西隅044－921。

規模　18条の畝間が南北長20.0ｍ以上、東西幅19.7ｍの

範囲にある。西側に畝間痕跡の可能性のある窪みが続く

が明瞭でない。

確認面積　160.1㎡

畝間方向　Ｎ－32°Ｗ　⑮南側Ｎ－24°Ｗ

畝・畝間　畝間幅20 ～ 39㎝、畝幅110㎝前後を測る。畝

間⑮が11.3ｍで最も長いが、⑭と⑱が繋がれば長さ18ｍ

となる。深さは４～ 11㎝で６㎝前後の部分が多い。

地山傾斜　凹凸があるが全体では東へ低い６／ 1000

備考　出土遺物が多く、重量で1.6㎏の土師器と0.5㎏の

須恵器がある。平安時代の遺物を出土する12号溝が後出

する。６号住居等の平安時代住居に前出し、古墳時代前

期の27号住居に後出している。⑩・⑪間が2.7ｍあり、

この中に未確認の畝間１条または２条が加わることを想

定した場合、どちらも他地点の畝幅と合致しない。⑩以

西と⑪以東が別の畑となる可能性がある。

第322図　４区２号畑　

９　畑
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３号畑（第322図　PL.52-④・⑤）

　１号畑より40㎝以上低い流路下で確認した畑である。

流路による削平の少なかった部分に残存したもので、畝

間の端が確認できたものではない。１号畑と畝間方向が

近似しているが、Ｈｒ－ＦＡの混入は確認できず同時期

の遺構か判断できない。

位置　北隅053－956、南隅039－953、東隅049－951、西

隅051－959。

規模　13条の畝間が長さ7.7ｍ、幅14.5ｍの範囲にある。

確認面積　60.8㎡

畝間方向　Ｎ－54°Ｅ。１号畑に比較的近い。

畝・畝間　畝は確認できない。畝間幅73 ～ 105㎝で、

120㎝前後の畝幅に比して広くなっている。畝間⑤が長

さ6.8ｍで最も長い。深さは３㎝前後の部分が多く、広

い幅に比べ深度に乏しい。

地山傾斜　凹凸が激しいが全体では南へ低い17 ／ 1000

備考　畑調査時に重量で0.4㎏の土器が出土し、須恵器

片もわずかに見られる。畝幅に対し畝間が著しく広いの

は、重複する数次の畝間が現れたものと推定できる。

第323図　４区３号畑　

３号畑　
１　灰白色土　洪水堆積のシルト質土層。ラミナ状に堆積する。
２　黒褐色土　炭化物粒主体の層。
３　黄褐色砂質土層。泥流土堆積層。
・　地山は灰褐色の耕作土でややシルト質。
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４号畑（第324図）

　Ａｓ－Ｃの混じる黒色土上に作られた小区画水田に後

出して確認された。畝間か耕作痕か区別のできなかった

南北方向に刻まれた細かな溝状の痕跡である。上面の畑

の畝方向とは異なり、北からの偏角の少ない痕跡で、近

似した方向の畑に２区２号畑や３－２区９号畑がある。

位置　北西隅053－925、南西隅045－926、東隅050－917

ですべて水田区画上。

規模　７条の畝間が南北長8.9ｍ、東西幅9.0ｍの範囲に

ある。西側へ広がる可能性がある。

確認面積　50.6㎡

畝間方向　③Ｎ－３°Ｅ　⑥Ｎ－16°Ｅ

畝・畝間　畝間⑥は方向が大きく異なり、この畑には伴

わないと思われる。⑤・⑦も①～④に比べわずかに傾い

ている。各畝間の規模は畝間幅30㎝前後の一定した規模

で、畝幅130 ～ 150㎝の幅広の畑となる。

地山傾斜　南西側へ低い９／1000

備考　水田の畦畔方向と泥流直下の畑は北西側へ傾いた

方向を基本としている。本畑や３－１区９号畑はこの間

にあるが北からの傾きの少ない方向を基本とし、発生原

因に不明な点が残る。古墳時代前期の住居に北側からの

傾きの少ないものが若干見られ、８～ 11号溝などが作

る古代の区画にも見られる。

第324図　４区４号畑と４区出土遺物　

９　畑
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１号畑　
１　基本土層のⅦ層に近い。褐灰色土と砂粒の混土層。

畝間表層に見られる。
２　褐灰(7.5YR4/1)　砂質土を含むシルト質土。
３　黒褐(7.5YR3/2)　細砂を含むしまりやや弱い層。
４　基本土層のⅧ層上層土。砂質土が多い。
５　基本土層のⅧ層下層土。シルト質土が多い。
６　黒褐(10YR3/2)　しまりやや弱い粘性土。４層土を

不均等に含む。
７　基本土層のⅨ層。FA １次堆積層と思われる。

１号畑畝
８　灰黄褐(10YR5/2)　ローム状土小ブロックや砂質土

を含む。斑鉄やや多い。しまりある畑耕作土。
９　灰黄褐(10YR5/2)　褐灰色土を含む下層耕作土。斑

鉄やや多い。
10　にぶい黄橙(10YR7/3)　地山砂質土。しまりややあ

り。
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５区の畑

　５区で畑を調査したのはこの面のみだが、Ｈｒ－ＦＡ

の一次堆積層を被覆した比較的残存状態の良い畑がほぼ

全面に広がり、現道を越えた５－２区へも続いている。

本遺跡で最も広範囲に広がる畑面となった。

　調査区西側の畑境には広い間隔があり作業道状のス

ペースが南北方向に繋がっている。この道を境として西

側にある畑のうち北側を１号畑、南側を２号畑とした。

道東側の畑は、北側を３号畑、南側を４号畑とした。現

道を挟んだ南側の畑も４号畑の続きと考えられる。

１号畑（第325図　PL.51-②）

　調査区北西隅で確認された。畝の高まりを明瞭に確認

できる本遺跡では数少ない例である。畑南東側輪郭を把

握できるが、直線的ではなく西側へ膨らむように弧状に

湾曲している。南西側輪郭も弱い弧状の湾曲が見られる。

畑東側に１条の畝間と直交する方向の小溝があるが、道

の側溝状の施設と思われる。畝間とこの溝には最大50㎝

の間隔がある。

位置　北西隅084－097、東隅081－081、南隅073－086。

規模　７条の畝間が南北長9.3ｍ、東西幅15.2ｍの範囲

にある。

確認面積　75.9㎡

畝方向　⑤Ｎ－51°Ｗ　①西側Ｎ－40°Ｗ

畝・畝間　畝間は一部で蛇行している。畝間幅45 ～ 97㎝、

畝幅130㎝前後でやや幅広の遺構である。畝間①が長さ

15.1ｍ以上で最も長い。畝の高さは５㎝前後で最大13㎝

を測る。

地山傾斜　北東側へ低い27 ／ 1000

備考　Ｈｒ－ＦＡの一次堆積層を畝・畝間ともに直上に

被覆している。

第325図　５区１号畑　
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２号畑
１　基本土層のⅧ層。
２　基本土層のⅨ層。FAの１次堆積層。1′は黒色味がやや強い。
３　基本土層のⅩ層。褐灰色土(7.5YR4/1)。FA直下の畑表土面。
 3′はローム状土がまじり黄色味がやや強い。
４　にぶい黄橙砂(10YR7/2)　噴砂(818年)痕。
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２号畑（第326図　PL.51-②）

　調査区南西隅で確認した畑である。畑北東側・南東側

の輪郭を把握できる。南西隅も畝間が一列に並んでおり、

隅まで把握できたと思われる。東隅の畝間㉘は、１号畑

同様の道側溝となる可能性があるが、他の畝間と相違な

い規模である。北東側は１号畑と接し、50㎝前後の間隔

があるが、畝間②・③は１号畑畝間①と接している。畝

間は部分的に２段に並ぶ変則的な畑である。

位置　北西隅084－099、東隅071－086、南隅063－089。

規模　28条の畝間が南北長11.5ｍ、東西幅22.5ｍの範囲

にある。

確認面積　156.5㎡

畝間方向　⑦Ｎ－48°Ｅ　⑬Ｎ－33°Ｅ

畝・畝間　③～⑥と⑰～⑳、⑪～⑭と㉑～㉕が対になる

ように２段に分かれている。また、南西側の畝間は北東

側畝位置に続くような配置になり、全体の畝間は互い違

いに配されている。⑮・㉖以東の畝間も不規則だが対に

なる可能性がある。畝間幅は60㎝前後の部分が多く、北

東側・南西側で差はない。畝間の長さは⑦以東で北東側

が広く、⑥以西で南西側が広い。畝幅は⑧を境に西側で

150㎝前後の広い部分が多く、東側では100㎝前後の部分

が多くなっている。

地山傾斜　細かな凹凸が多く、全体ではほぼ平坦である。

第326図　５区２号畑　

９　畑
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３号畑
１　FA 泥流基本土層のⅧ層。1′で粘性強く、黒色味を帯びる。
２　FAの１次堆積層。
３　褐灰色土(7.5YR4/1)。FA直下の畑表土面。
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（ａ畑）　

位置　北隅080－079、南隅059－043、東隅065－039、西

隅060－089。

規模　35条の畝間が南北長24.6ｍ、東西幅43.3ｍの範囲

にある。

確認面積　616.5㎡

畝間方向　Ｎ－25°Ｅ

畝・畝間　途中で途切れる畝間があるが、欠ける部分を

挟んだ形状や走行に齟齬はなく、同一の畝間と思われる。

西側では弱い蛇行があるが、中央から東側は直線的な畝

間である。畝間幅53 ～ 80㎝、畝幅125㎝前後の部分が大

半で、比較的一定した形状である。畝間①が全長22.1ｍ

で最も長い。畝の高まりが部分的に見られ、高さ９～

15㎝を測る。

地山傾斜　北側へ低い15 ／ 1000

（ｂ畑）　

備考　東隅042－026、西隅044－057。

規模　南北長は最大で2.3ｍしか確認できない。東西幅

30.6ｍを測る。ａ畑から続くなら長さ21ｍ以上の畝間と

なる。

確認面積　28.3㎡

畝方向　東隅Ｎ－21°Ｅ　中央Ｎ－５°Ｅ

畝・畝間　畝間幅80㎝を超えるものが多く、ａ畑より広

めだが、畝幅は同規模である。反面、畝間幅35㎝前後の

狭い部分もある。畝間方向がａ畑と異なり、同一畑であ

れば途中で大きく湾曲している。

３号畑（第327図）

　調査区北隅で長い畝間が３条だけ確認できた変則的な

畑である。北東側にこの畝間の続きと思われる４条の帯

状変色部分があり薄線で示した。畝間痕跡と思われる変

色部分を含めて３号畑とした。

位置　北 西 隅081－080、 北 東 隅074－049、 南 隅072－

056。

規模　３条の畝間と４条の畝間痕跡が東西長28.8ｍ、畝

間南北幅2.7ｍ、畝間痕跡南北幅3.6ｍの範囲にある。

確認面積　90.5㎡

畝間方向　東側Ｎ－56°Ｗ　西側Ｎ－78°Ｗ

畝・畝間　畝間は「く」の字状に屈曲するような蛇行が見

られるが、幅57 ～ 84㎝、深さ５㎝前後で形状に大きな

差はない。畝幅は110㎝前後でほぼ一定している。長さ

は畝間①が25.7ｍで最も長い。畝間痕跡は幅が一様でな

いが、畝幅は３号畑とほぼ同じである。４号畑北隅とは

70㎝前後の比較的広い間隔がある。

地山傾斜　凹凸が多いが全体では北側へ低い15 ／ 1000

４号畑（第328図）

　５－１区の過半を占め、５－２区へも続く可能性のあ

る広大な畑である。西側の１・２号畑の境には道がある。

道に接した畝間①は道側溝の可能性があるが、形状に他

の畝間と差異はない。以下の説明では５－１区部分をａ

畑、５－２区部分をｂ畑として分けた。

第327図　５区３号畑　
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（１）概要

　３区全域と４区東隅にかけて東西約110ｍの範囲に水

田畦畔が確認される。１枚の水田面積が10㎡前後のいわ

ゆる小区画水田である。Ａs－Ｃを鋤き込んだ土壌を耕

作土とし、この上を洪水土が覆っている。耕作土は遺跡

基本土層の第Ⅺ層土にあたり、以下、本文ではⅪ層土と

呼称する。Ⅺ層土が調査区内で確認できるのは３・４区

以外には、大規模な集落のある１区東隅から２区中央に

かけてである。ここは４世紀代の住居が多数あり、３・

４区より早く水田上に集落が築かれたため水田が不明瞭

になったと想定している。

　確認された３・４区水田は水路で区切り、３カ所の大

区画に分けられる。

Ａ区画　４区東隅にある12号溝は埋没土にⅪ層土が見ら

れ、水田の導水路・排水路として使用されたと推定され

る。この溝西側をＡ区画と呼称する。

Ｂ・Ｃ区画　３区にはほぼ全体に水田が広がっているが、

このうち３－２区北寄りの大畔北西側をＢ区画、南東側

をＣ区画と呼称する。Ｂ区画では残存状態が悪く、畦畔

が１条確認できただけで全容は不明である。Ｃ区画は３

－１区から３－２区に広がり、本遺跡で確認できた水田

の大半を占めている。周辺の地山は北西側が若干高く南

東側へ向かって少しずつ低くなる、ごく緩やかな傾斜が

ある。この傾斜に沿って南北方向の畦畔が築かれている。

　区画毎に確認した南北畦畔にアルファベット小文字

を、東西畦畔に算用数字を付して説明の補助とした。ま

た個別田面には田面南東側の畦畔交点による呼称を用い

た。例示すると南北畦畔ｂと東西畦畔３が交差した北西

側の田面はアルファベット大文字を使いＢ３と呼称し

た。

　なお、１・２区で集落下から部分的に確認した溝が水

田区画にかかわる溝や畦畔脇の窪みとなる可能性があ

り、１区から４区までの全容を第329図上に記した。水

田面上および耕作土内の出土遺物はなかった。

（２）Ａ区画の水田（第330図　PL.55-①）

　４区12号溝西側のＡ区画は、４区中央付近で畦畔痕跡

が部分的に確認された地点で、南北畦畔、東西畦畔とも

５条を確認した。北側は調査区境に達し、南側は途中で

不明になる。本遺跡内では比較的歪みの少ない直線的な

畦畔である。水口や畦畔脇の水流痕は確認できない。

畦畔　幅45 ～ 105㎝、田面からの高さは１～２㎝の部分

が多く、明瞭なものではなかった。畦畔１を挟んで畦畔

第329図　水田配置図　
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ｃに屈曲があり田面の規模が異なっている。Ａ区画を大

区画としてその中に中区画が存在するなら畦畔１がその

境界になると思われる。東西畦畔では畦畔２の屈曲が多

く、Ｂ２とＢ３が著しく規模の異なる田面となりそうで

ある。畦畔ｂ中央付近でＮ－39°Ｗ、畦畔ｅでＮ－27°

Ｗの走向である。

面積　田面の全体を把握できたのは５枚のみで、復元し

た２枚を足した面積の平均は11.60㎡であった。最も広

いＣ３田面が15.20㎡だが、Ｂ３・Ｃ１田面はさらに広く、

Ｃ区画水田よりやや広い傾向がある。

地山傾斜　南東側へ低い３／ 1000前後で平坦な地点で

ある。

（３）大畔（第331図　PL.56-③）

　３－２区北西隅にある大畔は2.2 ～ 2.7ｍの幅がある

が、中央に溝（９号溝）があるため、溝両側の南北両畦畔

は他の畦畔と幅はあまりかわらない。また北側畦畔は南

側畦畔より２～９㎝高い。溝は北東側へ低く傾斜してい

るが、北東隅では緩やかになる。全体で16㎝の比高差が

あり12 ／ 1000の傾斜となる。溝底と南側畦畔との比高

は10㎝前後で北東隅付近のみ２～４㎝と浅くなる。南側

畦畔がＣ区画水田ｄ畦畔と交差する付近で水口状の窪み

があるが、周辺は全体にやや盛り上がる地点で、不明確

な窪みである。走向Ｎ－58°Ｅで４区12号溝とほぼ垂直

である。

（４）Ｂ区画の水田（第331図）

　北側で確認した１条の直線的な南北畦畔のみであり、

全容は不明である。この畦畔南側延長部分をＣ区画内で

追っても連続する南北畦畔は見られず、この畦畔がＡ区

画水田で想定したような中区画を作る施設になるか判断

できなかった。

　畦畔は西側田面から３㎝前後、東側田面から５㎝前後

の比高差があるが、周辺は両側ともあまり平坦ではなく、

水田面らしくない。

畦畔　調査できた範囲の畦畔は長さ3.2ｍ、幅55㎝前後

で、田面からの高さは２～３㎝である。走行方向はＮ－30°

Ｗで、大畔にほぼ直交している。

地山傾斜　畦畔西側では北東側へ低い19 ／ 1000前後、

畦畔東側は調査範囲が狭いが北側へ低い37 ／ 1000前後

となり、周辺の傾斜と異なっている。

その他　大畔西隅付近が北側へ向かって膨らんでおり、

Ｂ区画内にもう１本の南北畦畔が存在する可能性がある

が、調査範囲内では明らかにできなかった。

（５）Ｃ区画の水田（第331 ～ 334図　PL.55-②・③、

　　　　　　　　　　　　　　　　　56-①～④）

　３－１区から３－２区へ繋がる広い範囲で確認できた

水田である。３－１区南東側に大畔を挟んで広がってい

る。大畔中央の９号溝はＣ区画水田の導水路であったと

思われる。

　３－１区は南北畦畔が西側にある畦畔ａを除いてやや

東側へ膨らむように湾曲している。規則的な配置が見ら

れるが、畦畔ｃ’は畦畔ｂとｃの間に割り込むような不

規則な配置になっている。上面にある10号溝の影響を受

けた硬化部分で畦畔ではない可能性もある。走向は畦畔

ａがＮ－43°Ｗ前後、畦畔ｆの北側でＮ－45°Ｗ、南側

でＮ－24°Ｗである。

　東西畦畔は西側に水口が多く見られることが特徴であ

る。田面のレベルから、水は北西側から南東方向へ流れ

ることが分かる。畦畔間は平行ではなく、畦畔２と３は

南西側に開き、畦畔５と６は北東側へ開くなど不規則に

なっている。

畦畔　幅は40 ～ 65㎝で、南西側ｂ３・ｂ５面の間にあ

る６畔では１ｍを超える部分もある。田面からの高さは

３～ 12㎝で本遺跡の中では最も良好である。南側に高

い地点が多い。

面積　田面の全体を把握できたのは復元した５枚を加え

て37枚で、面積は最大20.54㎡、最少1.58㎡と差が著し

く大きい。狭小田面は南側に多い。平均面積は9.13㎡で

ある。

地山傾斜　東側に低い19 ／ 1000前後。

　３－２区では南側に掘削土搬出用の作業道を設定した

ため、調査は２回に分けて行った。車両による土圧の影

響を受けたためか確認できた水田の形状に相違点が見ら

れるが、残存状態は南側のほうが良く、より旧状を留め

ていると思われる。北東側では畦畔の痕跡が捉えられた

のみで、畦畔の高さは確認できない部分が大半であった。

北側は畦畔が整って田面もやや広めだが、確認できな

かった細かな畦畔が存在していた可能性がある。水口は

となり、周辺の傾斜と異なっている。

その他　大畔西隅付近が北側へ向かって膨らんでおり、

Ｂ区画内にもう１本の南北畦畔が存在する可能性がある

が、調査範囲内では明らかにできなかった。

（５）Ｃ区画の水田（第331 ～ 334図　PL.55-②・③、

　　　　　　　　　　　　　　　　　56-①～④）

　３－１区から３－２区へ繋がる広い範囲で確認できた

水田である。３－１区南東側に大畔を挟んで広がってい

る。大畔中央の９号溝はＣ区画水田の導水路であったと

思われる。

　３－１区は南北畦畔が西側にある畦畔ａを除いてやや

東側へ膨らむように湾曲している。規則的な配置が見ら

れるが、畦畔ｃ’は畦畔ｂとｃの間に割り込むような不

規則な配置になっている。上面にある10号溝の影響を受

けた硬化部分で畦畔ではない可能性もある。走向は畦畔

ａがＮ－43°Ｗ前後、畦畔ｆの北側でＮ－45°Ｗ、南側

でＮ－24°Ｗである。

　東西畦畔は西側に水口が多く見られることが特徴であ

る。田面のレベルから、水は北西側から南東方向へ流れ

ることが分かる。畦畔間は平行ではなく、畦畔２と３は

南西側に開き、畦畔５と６は北東側へ開くなど不規則に

なっている。

畦畔　幅は40 ～ 65㎝で、南西側ｂ３・ｂ５面の間にあ

る６畔では１ｍを超える部分もある。田面からの高さは

３～ 12㎝で本遺跡の中では最も良好である。南側に高

い地点が多い。

面積　田面の全体を把握できたのは復元した５枚を加え

て37枚で、面積は最大20.54㎡、最少1.58㎡と差が著し

く大きい。狭小田面は南側に多い。平均面積は9.13㎡で

ある。

地山傾斜　東側に低い19 ／ 1000前後。

　３－２区では南側に掘削土搬出用の作業道を設定した

ため、調査は２回に分けて行った。車両による土圧の影

響を受けたためか確認できた水田の形状に相違点が見ら

れるが、残存状態は南側のほうが良く、より旧状を留め

ていると思われる。北東側では畦畔の痕跡が捉えられた

のみで、畦畔の高さは確認できない部分が大半であった。

北側は畦畔が整って田面もやや広めだが、確認できな

かった細かな畦畔が存在していた可能性がある。水口は
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10　水田
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第19表　３・４区水田計測値一覧表

４区

田面名称
南北軸長

(㎝ )
東西軸長

(㎝ )
中央付近
標高(ｍ)

面積 
（㎡）

備考

Ａ－５ 288 ― 58.00
Ａ－６ ― ― 58.00
Ｂ－１ ― ― 57.99
Ｂ－２ 160 ― 58.03
Ｂ－３ 480 ― 58.06
Ｂ－４ 355 393 58.03 13.87 面積復元
Ｂ－５ 337 ― 58.02
Ｂ－６ ― ― 57.98
Ｃ－１ ― 517 58.06
Ｃ－２ 277 450 58.05 13.05 
Ｃ－３ 395 394 58.04 15.20 
Ｃ－４ 317 390 58.04
Ｄ－２ 280 290 58.05 7.20 面積復元
Ｄ－３ 407 267 58.01 10.93 
Ｄ－４ ― 225 58.03
Ｅ－２ ― ― 58.01
Ｅ－３ 397 284 58.02 11.49 
Ｅ－４ 340 268 57.96 9.47 
Ｅ－５ ― 274 57.94

３区

田面名称
南北軸長

(㎝ )
東西軸長

(㎝ )
中央付近 
標高(ｍ)

面積 
（㎡）

備考

Ａ－３ ― ― 57.97 複数枚の水田
Ｂ－１ ― ― 57.96
Ｂ－２ ― 374 57.91
Ｂ－３ 290 390 57.86 10.93 面積復元
Ｂ－５ ― 360 57.82
Ｃ－１ 198 396 57.93 7.33 
Ｃ－２ ― 372 57.90
Ｃ－３ ― 294 57.83
Ｃ－５ ― 118(313) 57.74 ( )内はｂまで
Ｃ’－５ ― 135 57.90 Ｃ－５と同一か
Ｄ－１ 222 350 57.88 8.54 
Ｄ－２ ― 344 57.87
Ｄ－３ ― 314 57.75
Ｄ－５ ― 274 57.72
Ｅ－１ 212 286 57.80 6.07 
Ｅ－２ 263 277 57.74 7.30 面積復元
Ｅ－３ 447 282 57.72 12.90 面積復元
Ｅ－４ 271 352 57.68 9.79 
Ｅ－５ ― 309 57.63
Ｆ－１ 370 332 57.72
Ｆ－３ 583 309 57.70 18.32 
Ｆ－４ 310 242 57.63 7.41 
Ｆ－５ 287 232 57.62 6.85 
Ｆ－６ ― 244 57.63
Ｇ－２ 268 ― 57.65
Ｇ－３ 244 318 57.61 7.93 
Ｇ－４ 343 316 57.59 10.97 
Ｇ－５ 334 338 57.58 11.44 
Ｇ－６ 505 307 57.59
Ｈ－３ ― ― 57.61
Ｈ－４ 346 ― 57.53
Ｈ－５ ― ― 57.58
Ｉ－５ 414 ― 57.55
Ｉ－６ ― ― 57.46
Ｊ－２ ― ― 57.54
Ｊ－３ 423 ― 57.54
Ｊ－４ 393 320 57.53
Ｊ－５ 340 327 57.53 10.50 
Ｊ－６ 270 ― 57.46
Ｊ－７ ― ― 57.42
Ｋ－６ 88 245 57.50 2.28 
Ｋ－７ 332 194 57.46 6.28 
Ｌ－７ 125 120 57.43 1.58 
Ｌ－８ 380 255 57.44

３区

田面名称
南北軸長

(㎝ )
東西軸長

(㎝ )
中央付近
標高(ｍ)

面積
（㎡）

備考

Ｍ－１ ― ― 57.52
Ｍ－２ 364 199 57.51 7.13 面積復元
Ｍ－３ 342 260 57.48 8.87 
Ｍ－４ 355 388 57.51 13.39 
Ｍ－５ 401 510 57.52 20.54 
Ｍ－７ 430 266(197) 57.50 9.63 ( )内は南端
Ｍ－10 385 185 57.46 6.86 
Ｎ－１ ― 150 57.52
Ｎ－２ 382 193 57.49 7.19 
Ｏ－１ ― ― 57.50
Ｏ－２ 380 253 57.51 9.31 
Ｏ－３ 362 377 57.46 13.25 
Ｏ－４ 338 376 57.48 12.94 
Ｏ－５ 350 260 57.49 8.72 
Ｏ－７ 449 290 57.47 12.43 面積復元
Ｏ－８ 242 245 57.43 5.83 
Ｏ－10 226 188 57.39 3.79 
Ｏ－11 108 170 57.39 1.98 
Ｏ－12 ― ― 57.39
Ｐ－10 360 208 57.43 6.97 面積復元
Ｐ－12 333 240 57.30
Ｑ－８ ― 228 57.41
Ｑ－10 362 172 57.36
Ｑ－12 ― 220 57.29 6.78 
Ｒ－２ ― ― 57.50
Ｒ－３ 290 378 57.47 10.83 面積復元
Ｒ－４ 420 397 57.47 16.98 
Ｒ－５ 370 463 57.48 16.98 
Ｒ－７ ― 483 57.45 複数枚の水田
Ｒ－８ ― 194 57.44
Ｒ－10 260 235 57.37 6.14 
Ｒ－12 ― 220 57.32
Ｓ－３ ― 502 57.47
Ｓ－４ 340 400 57.47 13.20 
Ｓ－５ 280 439 57.48 12.05 
Ｓ－７ 336 419 57.46 14.06 
Ｓ－８ 443 406 57.47 17.50 
Ｓ－10 270 239 57.38 6.44 
Ｓ－12 250 249 57.34 6.00 
Ｓ－13 154 ― 57.30
Ｓ－14 ― ― 57.26
Ｔ－14 165 255 57.34
Ｔ－15 ― ― 57.25
Ｕ－３ ― ― 57.44
Ｕ－４ 197 285 57.45 5.47 面積復元
Ｕ－５ 185 299 57.45 5.66 
Ｕ－７ 315 313 57.47 9.29 
Ｕ－８ 423 255 57.37 10.87 
Ｕ－９ 223 320 57.37 7.07 
Ｕ－10 135 340 57.33 4.80 
Ｕ－12 160 296 57.31 4.57 
Ｕ－13 150 312 57.29 4.40 
Ｕ－14 136 ― 57.28
Ｖ－４ ― ― 57.45
Ｖ－５ 225 ― 57.44
Ｖ－７ 345 300 57.45 9.41 
Ｖ－８ 380 258 57.43 9.62 
Ｖ－10 350 270 57.35 9.07 
Ｖ－13 ― 190 57.35
Ｗ－７ ― 302 57.46
Ｗ－８ 515 265 57.44 13.10 
Ｗ－10 194 ― 57.36
Ｗ－13 ― ― 57.34
Ｘ－７ ― ― 57.40
Ｘ－８ 195 ― 57.36
Ｘ－10 ― ― 57.41
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５号住居

０ ５ｍ１: 100

畦畔３の東側や畦畔５の中央で見られる部分があるが、

規則的な配置は確認できなかった。

畦畔　幅は30 ～ 70㎝で南側に幅狭な部分が多い。高さ

は３～ 12㎝だが、畦畔脇には窪んだ部分が多く、水田

中央付近と畔の比高差は３㎝程度の地点がほとんどであ

る。

面積　田面の全体を把握できたのは46枚で、確認できた

範囲での面積は最大20.54㎡、最少1.58㎡、平均は9.20

㎡である。

地山傾斜　東側から南東側へ低い８／ 1000前後。

（６）２区住居下の溝

　２区東側で住居の掘り方調査時に確認された窪みを繋

げると、直交する３条の溝となった。これらの溝は３・

４区水田区画と同じ走向にあり、水田に係わる施設と考

えられる。溝の項の29号溝（345頁）に説明を記した。

（７）１区住居下の溝（第335図）

　８号住居の掘り方から３・４区の南北畦畔に近い走向

（Ｎ－47°Ｗ前後）の溝状の窪みが南側で３条、北側で２

条確認されている。これを第335図の濃いトーンで表し

た。溝の間隔は1.5ｍ前後で水田畦畔の間隔に近い。畦

畔上の高まりではなく溝状の窪みであり、３・４区では

畦畔脇の窪みは確認されていないので直接水田と結びつ

ける根拠とはならないが、畦畔に関わる施設となる可能

性があるので本項で扱った。また、５号住居の北西側に

ある３号住居掘り方調査でも北壁下から類似した窪みが

わずかにあり、８号住居から続く可能性があるので第

335図に合わせて掲載した。

　なお、８号住居には軸方向を変えた類似する溝状の窪

みがあり、これを薄いトーンで表した。軸方向はＮ－77°

Ｗで類似した水田畦畔はないが、溝の間隔は1.6ｍ前後

で近似している。新旧は不明だが、近似した時期に水田

が存在した可能性がある。

第335図　１区住居下の水田痕跡　
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11　溝　

　古代の溝は全調査区でみられる施設で形状や想定され

る機能・確認された面も一様ではない。時期はＡｓ－Ｂ

下および平安時代の集落に伴う溝が最も新しく、次いで

古墳時代の泥流上に築かれた溝、泥流下で確認できた溝、

最も古い泥流下集落の下や水田に伴う溝までの４時期が

考えられる。ただし、複数の時期にまたがるものや時期

を明瞭にできなかった溝も多く、この項で一括して扱っ

た。溝も他の遺構同様に区ごとに中世面から通し番号を

付しており、各区とも途中の番号から始まっている。

（１）１区の溝　

　泥流上で６～８号溝、泥流下で９号溝を調査した。６

～８号溝は１区西側にある泥流上２面畑に後出して開削

された施設である。同一面で確認されているが６号溝は

他の溝と方向が不一致で同時存在は考えにくい。９号溝

は古墳時代集落の南隅を画すような位置にある。

６号溝　（第336図　PL.57-①）

　西隅がやや不明瞭だが、全容が把握できたようだ。

位置　西端は011－674グリッドに、東端は011－660グ

リッドにある。

形状規模　ほぼ直線的な溝である。全長13.9ｍ、幅35

～ 60㎝、深さ12 ～ 21㎝を測る。幅は７・８号溝とほぼ

同一だが、深さがある。底面レベルは高低差13㎝の不規

則に波打つような凹凸がある。

方位　Ｎ－87°Ｅ

埋没土　単層で水流や人為的埋戻しの痕跡はない。７・

８号溝に近似している。

備考　座標北からほぼ直角の走向で、このような走向の

施設は本遺跡では中世に多く見られるが、埋没土は古代

の遺構と同じである。底面は凹凸があって水路的ではな

い。７号溝に後出すると思われるが断面の観察を欠く。

出土遺物はない。

７号溝　（第336図　PL.57-①）

位置　北東端は016－659グリッドで８号溝から分岐して

いる。調査段階で南西側は流路によって削平されて010

－666グリッド以南は不明になると想定したが、不明に

なる地点付近は25㎝低位での第３面調査で９号溝が確認

されている。この溝まで繋がっていた可能性がある。

形状規模　南東側に膨らむように弱く湾曲する溝で、確

認できた範囲で長さ8.5ｍ、幅38 ～ 60㎝、深さ２～９㎝

を測る。底面は比較的広い。

方位　Ｎ－39°Ｅ

埋没土　単層で水流や人為的埋戻しの痕跡はない。

備考　溝全体では地山の傾斜に沿って南側が低くなって

いるが、底面レベルは高低差16㎝の波打つような凹凸が

あり水路的ではない。出土遺物はない。

８号溝　（第336図　PL57-①）

　３号畑の畝間走向に平行した溝で畝間と重複する部分

はないが、同畑の地割に沿って開削されたと考えられる。

１・２号畑の畝間に後出する。

位置　西端は012－673グリッドにある。東端は017－653

グリッド付近で流路に接近し、分からなくなる。

形状規模　７号溝と重複する部分で若干屈曲するが、比

較的直線的な溝である。確認できた範囲で長さ18.0ｍ、

幅47 ～ 70㎝、深さ６～ 11㎝を測る。底面は比較的広い。

方位　Ｎ－72°Ｅ

埋没土　単層で水流や人為的埋戻しの痕跡はない。

備考　底面レベルの最も高い地点が中央付近にあり、水

路的ではない。礫類の出土がやや多い。

９号溝　（第336図）

　１区の東側の泥流下調査面（第３面）で古墳時代集落の

南隅で確認した。

位置　西端は008－674グリッドで調査区境となり、東側

は008－659グリッド以東で流路によって不明瞭になる。

２面の調査では流路を想定した地点である。

形状規模　南側に膨らむやや湾曲する溝で、確認できた

範囲で長さ15.8ｍ、幅103 ～ 192㎝を測る。中央付近に

長さ約３ｍの範囲で掘り残しのような高まりがあり、両

脇の溝底部より15㎝前後高くなっている。確認面からの

深さは掘り残し状の高まり部分で35㎝、他の部分で51

～ 55㎝を測り、１区の他の溝に比べ幅・深度に富むが

底面は比較的狭い。

方位　東側Ｎ－84°Ｅ、西側Ｎ－79°Ｗ

備考　上面は流路の影響を受けていて、当初はさらに幅

11　溝
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広の溝であった可能性がある。底面は平坦ではなく、水

路的ではない。集落の南隅にあり住居との重複がないの

で集落を画す溝となる可能性がある。本溝西側延長部分

は、走向がやや異なるが２区28号溝に繋がると思われる。

ここでは住居との重複が見られる。埋没土の記録を欠い

ている。出土遺物はなく、この点では集落と同時期の溝

らしくない。

（２）２区の溝　

　第１面には中世館があり多数の溝が調査されている

が、第２面以降でも確認された溝は多い。泥流上で21

～ 26号溝、泥流下の集落面で27・28号溝、集落下で29・

30号溝を調査した。26号溝は時期不明である。　

21号溝　（第337図　PL.57-②）

　２区西側の１号畑（泥流上の畑）に後出する溝である。

位置　西端は018－777グリッドにある。東隅は006－755

グリッドで止まるようだが、付近で調査区境となり南側

は不明瞭だ。

形状規模　ごく緩やかにＳ字状に屈曲する溝で全長26.2

ｍ、幅は西側で狭く55㎝前後、東側で広く80㎝前後で最

大107㎝、深さ15 ～ 26㎝を測る。底面は地山傾斜に沿っ

て東側へ低くごくわずかに傾斜する。

方位　西側でＮ－67°Ｅ、中央付近でＮ－43°Ｅ

埋没土　Ｈｒ－ＦＰの混入が観察できる。単層で水流や

人為的埋戻しの痕跡はない。

備考　１号畑と重複する部分では細かく波打つような凹

凸があり水路的ではないが、東隅流路付近では一気に40

㎝ほど降下している。区画溝と想定するが溝を挟んだ両

方向の様相にほとんど差異はない。調査面が異なるが泥

流下で確認できた集落範囲はおおよそ本溝の位置を南西

側限界としている。出土遺物はない。

22号溝　（第337図　PL.57-③）

　２区西側の１号畑（泥流上の畑）に後出する溝である。

位置　西端014－762グリッド、東隅014－757グリッドで

21号溝とは最短で3.5ｍの距離がある。

形状規模　東隅が南へ小さく屈曲する溝で、全長7.7ｍ、

幅74 ～ 115㎝、深さ17 ～ 21㎝を測る。

方位　Ｎ－85°Ｅ

埋没土　単層で21号溝に近似している。

備考　軸方向は中世館の南側堀に近い。平安時代末以前

の新しい時期の遺構となる可能性もあるが、埋没土から

は区別できなかった。土師器片をわずかに出土している

が図示できる遺物はなかった。

23号溝　（第338図　PL.57-④・⑤）

　２区中央付近の第２面調査時に確認した溝である。北

端は中世館堀の１号溝に壊されているが調査区内にある

ようで、全容を推測することができる。

位置　西北端は019－749グリッドで１号溝に重複し、南

東端は010－737グリッドにある。

形状規模　北東側に膨らむやや湾曲する溝で、残存長

14.3ｍ、幅95 ～ 140㎝、深さ50㎝前後を測る。

方位　全体ではＮ－52°Ｅ前後となっている。

埋没土　Ｈｒ－ＦＡ泥流土がラミナ状に堆積する部分が

あるが水流の痕跡は明確ではない。

備考　本溝は２号畑の南限を画す位置にあるが、走行か

らは同畑に関連する施設には見えない。底面レベルはほ

ぼ水平である。土師器片をわずかに出土しているが、図

示できる遺物はなかった。

24号溝　（第338図　PL.57-⑥　　遺物観察表440頁）

　走向は若干異なるが23号溝北東側約７ｍの位置に並ん

で確認された溝である。北西側は調査区境に達していて

全容は把握できない。中世館堀の１号溝に壊されている。

位置　北西端は030－745グリッド付近で調査区境とな

り、南東隅は流路上の008－725グリッドにある。

形状規模　確認できた範囲は長さ30.4ｍで１・２区では

最も長い。幅130 ～ 225㎝で中央付近が細く、深さ34 ～

75㎝で中央付近が浅い。全体では直線的だが、細かな凹

凸の多い不整な平面形状である。

方位　Ｎ－40°Ｗ

埋没土　Ｈｒ－ＦＰの混入が観察できる。単層で水流や

人為的埋戻しの痕跡はない。

出土遺物　埋没土出土の１を図示した。図示した以外に

も少量の土師器片の出土がある。

備考　２・３号畑に後出すると思われる。底面レベルは

地山の傾斜に沿って南東側へ低くなっているが一定では

ない。
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23号溝　
１　灰色土　火山灰土と中－細粒砂がラミナ状に堆積する。

FＡ泥流相当層。
２　灰褐色シルト－シルト質細粒砂ブロック。

24号溝　
１　灰褐色土　火山灰質中粒砂層。下底に黄灰色細粒砂ブロック含む。

FPを散見する。

016-745
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25号溝　（第339図　PL.57-⑦）

　３号畑に後出し、地山傾斜にはほぼ垂直方向に開削さ

れた溝である。

位置　北東端は018－715グリッドで中世の16号溝から分

岐するような位置で確認された。南西隅は流路上の011

－720グリッドにある。

形状規模　北半では屈曲の多い不整な溝である。全長9.7

ｍ、幅25 ～ 58㎝、深さ10 ～ 15前後を測る。

方位　北隅付近はＮ－38°Ｅ、南側はＮ－17°Ｅ。

埋没土　ブロック状の混入物を含み、人為的埋戻しの可

能性がある。水流の痕跡はない。

備考　平面の屈曲に加え、底面レベルにも緩やかに波打

つような凹凸があり水路的ではない。出土遺物はない。

26号溝　（第339図　PL.94　　遺物観察表440・441頁　）

　古墳時代の集落を調査した第３面で確認した遺構で、

２区中央西寄りの流路の間に見られる溝である。確認範

囲の中央付近を中世館堀の１号溝に壊されている。隣接

する流路と同じ走向にあり、自然の水路の可能性もある

が、断面形状がほぼ均等で人工の施設と考えた。

第338図　２区23・24号溝および出土遺物　
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25号溝　
１　暗灰色土　火山灰質シルト。径10 ～ 20㎜のFAブロックの混じ

る細粒砂との混土。
	
26号溝　
１　灰色土　パミス混じりの火山灰質シルト－砂。径10㎜前後のFP

混じる。
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位置　両側を流路に削られた平坦面にある。北西側は

035－768グリッドで調査区境に達し、南東隅は012－751

グリッドで流路と交わり分からなくなる。

形状規模　全体に緩やかな屈曲がある。確認できた長さ

は29.1ｍで24号溝に次ぎ、幅は33 ～ 83㎝、深さ８～ 15

㎝を測る。長さに比して深度に乏しい。

方位　Ｎ－37°Ｗ

埋没土　Ｈｒ－ＦＰの混入が観察できる。単層で水流や

人為的埋戻しの痕跡はない。

出土遺物　出土遺物は多く埋没土内の土師器６点を図示

した。高杯や甕など住居出土と差異のないセットである。

図示した以外にも重量で約2.5㎏の土師器があり、溝出

土遺物量としては際立って多い。

備考　底面レベルは、南半では南東側へ向かって下がっ

ているが、北半では中央付近が高く水路的ではない。本

溝下から８・34号住居などを確認している。出土遺物は

これら住居に伴っていた可能性がある。

第339図　２区25・26号溝および出土遺物　
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27号溝　（第340図　PL.57-⑧　　遺物観察表441頁　）

　26号溝の下から、同溝西壁をそのまま西壁にするよう

な位置で確認された。土坑状の遺構だが26号溝の配置を

決めた施設と思われ、調査時名称をそのまま使用し、溝

の項で扱った。

位置　北側は035－768グリッドで調査区境となり、南隅

は030－765グリッドにある。

形状規模　長辺が東側へ膨らむように小さく湾曲し整美

さに欠ける長方形を呈すと思われる。調査範囲では長さ

5.35ｍ以上、最大幅1.95ｍ、深さ20㎝前後の規模である。

底面はほぼ水平で中央部分がやや窪み、壁際と２㎝前後

の比高差がある。

長軸方位　Ｎ－34°Ｗ。 26号溝の重複部分とほぼ一致し

ている。西側80㎝前後の位置に隣接する８号住居東壁と

も平行に近い間隔で並んでいる。

出土遺物　多量の土師器を出土し３点を図示した。２は

中央付近床上８㎝の出土で、他は埋没土内の遺物である。

図示した以外に重量で2.5㎏の土師器を出土している。

甕類の破片が大半であった。

備考　26号溝に前出している。埋没土の記録を欠く。出

土遺物は底面より10㎝前後高い位置であり埋没過程で周

辺の住居遺物を投げ込んだような状態だった。遺構の時

期を確実にする遺物を伴わないが、４世紀代の土師器が

主体である。

第340図　２区27号溝および出土遺物　
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28号溝　（第341図　PL.58-①、 94　　遺物観察表441頁）

　２区東南隅の、集落と流路の境付近にある溝である。

位置　東側は011－690グリッドで調査区境となり、西隅

は004－716グリッドで流路部分に重なって分からなくな

る。

形状規模　ほぼ直線的な溝で、確認できた長さは26.9ｍ、

幅104 ～ 178㎝、深さ17 ～ 55㎝を測る。

方位　Ｎ－75°Ｅ

出土遺物　土師器１は西側の下層出土である。図示した

以外の遺物は出土していない。

備考　埋没土の記録を欠いている水田に伴うと思われる

29号溝および古墳時代前期の22・39・57号住居に後出し

ている。底面レベルは20㎝前後低くなっているが配置や

規模から１区９号溝に繋がると思われる。両者を繋いだ

場合、確認できた部分のみで40ｍを超える長さになる。

９号溝では集落の南隅にあって住居との重複はなかった

が、本溝は複数住居との重複があり、古墳時代前～中期

を通じて集落南側を区切る溝とはならない。底面のレベ

ルは10㎝前後の比高差で波打つような緩やかな凹凸があ

り水路的ではない。

30号溝　（第341図）

　49号住居の床下調査で確認した小規模の施設である。

住居壁溝としては配置から不自然で、29号溝同様に集落

に前出する溝として扱った。

位置　北端は020－719グリッド、南隅は018－719グリッ

ドにある。

形状規模　直線的な溝で全長2.6ｍ、幅は一定せず17 ～

36㎝、深さ５～８㎝を測る。

方位　Ｎ－12°Ｗ　

備考　底面は細かな凹凸があり、全体では南側へ低くわ

ずかに傾斜している。水田に伴う水路を想定した29号溝

に規模は類似するが、走向が異なり、同時存在の施設と

は考えにくい。埋没土の記録を欠いている。出土遺物は

ない。

第341図　２区28・30号溝および出土遺物　

第Ⅴ章　古代の遺構と遺物

344

1



020-712

010-712

020-718

028-718
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29Ｂ号溝

29Ａ号溝

29Ｃ号溝

28号溝

０ ５ｍ１: 100

29号溝　（第342図　PL.58-②）

　２区の集落掘り方調査時に見つかった窪みが溝状に繋

がり、Ｔ字状の配置が確認できた。層位および走向から

３・４区で調査した水田に関連した水路と想定した。南

北走向部分を29Ａ号溝、北側で確認した東西走向部分を

29Ｂ号溝、30号住居と重複する部分で29Ａ号溝から西側

へ分岐する部分を29Ｃ号溝とし、この項ではＡ溝・Ｂ溝・

Ｃ溝と呼称する。

位置　Ａ溝北端は027－716グリッド付近でＢ号溝から分

岐するようだ。南端は009－707グリッドで28号溝に切ら

れ、その先は確認できない。Ｂ溝は東側が028－715グリッ

ド付近で調査区境に接している。西隅は023－724グリッ

ド付近で分からなくなる。Ｃ溝はＢ溝の南東側約17ｍに

あり、012－709グリッドで29Ａ溝から西側へ分岐するが、

２ｍほどで分からなくなる。

形状規模　Ａ溝は途中で確認できない部分があるが、直

線的に繋がる溝と思われる。この部分を復元すると確認

できた範囲で長さは19.8ｍである。幅は18 ～ 48㎝で南

側に幅太部分がある。深さ９～ 12㎝を測る。Ｂ溝は確

認できた長さ10.4ｍ、幅23～52㎝、深さ９～14㎝を測る。

Ｃ溝は確認できた長さ2.2ｍ、幅50㎝前後、深さ10 ～ 12

㎝でＡ溝との近接部分と近似した規模である。Ａ溝南隅

は東側へ弱く曲がっている。Ｂ溝は東隅で北側へ屈曲し

ている可能性があるが明瞭にできなかった。

方位　Ａ溝Ｎ－27°Ｗで南隅はＮ－34°Ｗ

Ｂ溝Ｎ－61°Ｅ、　Ｃ溝Ｎ－65°Ｅ

備考　底面レベルは地山の把握が難しかったためか凹凸

が激しい。Ａ溝は南東側へ低い傾斜が想定できるがＢ溝

は不明である。出土遺物はない。埋没土の記録を欠くが、

住居掘り方埋め戻し土に近似した土である。

第342図　２区29号溝　
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５号溝　
１　灰色土　As-Aらしい軽石混じる現代耕作土。
２　灰褐色土　洪水層か。しまりのない砂質土。
３　灰褐色土　砂質土。灰色味の強いAs-B混土。3′は黒色味・しまりと

もに強い。
４　As-Bの一次堆積層。
５　暗褐色土　粘質土。　As-B直下の畑耕作土と同じ。
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０ １:50 ２ｍ

（３）３区の溝　

　３区では多岐にわたる時期の溝を調査したが溝の数は

少ない。３－１区は今回の調査で唯一Ａｓ－Ｂ下の畑が

確認できたが、これに近接した時期の５・６号溝を調査

した。他に泥流下の畑に伴う７号溝がある。

　３－１区では古代の区画溝と想定される１・３・４号

溝があるが、４区の溝同様古代の区画の項（271頁）で扱っ

た。２号溝は泥流上の畑に後出する。Ａｓ－Ｃ混土を耕

作土とした水田調査では、水田に後出する８・10号溝と

水田に伴う９号溝を確認した。

３－１区の溝　　

５号溝　（第343図）

　３－１区は調査工程の都合で北側と南側を分けて調査

した。この時に確認した２条の溝（調査時南側は14号溝

とした）は途中で不明瞭部分を挟むが、走向や底面レベ

ルから同一の溝と判断できる。この項では北側をＡ溝、

南側をＢ溝と呼称する。

位置　Ａ溝北側は832－038グリッドで調査区境となり、

南隅は043－834グリッドにありそれ以南で不明瞭にな

る。Ｂ溝南側は017－826グリッドで調査区境となり、北

隅は024－829グリッドにありそれ以北で不明瞭になる。

形状規模　残存部分では両溝とも直線的な溝である。長

さはＡ溝4.9ｍ、Ｂ溝部分で7.5ｍ、ＡＢ両溝併せた全体

では26.7ｍで途中約14ｍの不明部分を挟んでいる。幅は

27 ～ 70㎝でＢ溝部分に幅広部分が多い。深さは２～５

㎝で両溝とも浅い。

方位　Ａ溝Ｎ－15°Ｗ、Ｂ溝Ｎ－17°Ｗ

埋没土　Ａｓ－Ｂ下畑耕作土と同質の埋没土で水流の痕

跡はみられない。Ａｓ－Ｂ降下時には埋没していた。

備考　底面レベルは緩やかに波打つような凹凸がある

が、両溝併せた全体でも５㎝前後の比高差しかない。畝

間の痕跡を確認した７号畑を縦断し、同畑に後出すると

思われる。５・６号畑の畝間方向に近い走向で、畑境の

区画溝や道側溝の可能性がある。出土遺物はない。

第343図　３－１区５号溝　
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７号溝　
１　灰褐色土　砂質土。黄褐色砂質土ブロック混じる。
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６号溝　（第344図）

　Ａｓ－Ｂ下の調査面で確認した溝で、Ａｓ－Ｂ降下時

には埋没していた溝である。

位置　北西側は042－832グリッドで、南東側は029－819

グリッドで両側とも調査区境となり全容は把握できな

い。直線的に南東側へ延びれば２区へ続くはずだが、確

認されていない。

形状規模　ほぼ直線的な溝で、全長22.0ｍ、幅35 ～ 68㎝、

深さ２～６㎝を測る。

方位　Ｎ－53°Ｗ

備考　底面レベルはほぼ水平で比較的凹凸は少ない。規

模の大きな遺構だが周辺では類例のない走向の溝であ

る。７号畑の東縁部を画すような位置にあるが同畑畝間

方向とは大きく傾き、同時存在と断定はできない。埋没

土の記録を欠く。出土遺物はない。

７号溝　（第344図）

　調査時には第３面と名を付けた水田に後出する不明瞭

な畑畝間調査面で確認した溝である。

位置　北西端は043－849グリッド、南東端は037－846グ

リッドにある。

形状規模　屈曲部を通る実長8.1ｍ、幅38 ～ 57㎝、深さ

６～９㎝で幅・深さとも差が少ない。

方位　北側Ｎ－30°Ｗ、南側Ｎ－39°Ｗ　南側で小さく

屈曲し、７号畑と同じ走向となる。

埋没土　洪水堆積土を埋没土としている。ブロック状の

混入物があり、人為的な埋戻しの可能性がある。

備考　８号畑の畝部分にあり同畑に後出するようだが、

南側走向が畝間と同じで近似する時期の溝と考えられ

る。出土遺物はない。

第344図　３－１区６・７号溝　
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347



２号溝
１　灰褐色土　洪水堆積土のシルト質

土。斑鉄が見られる。FPと思われ
るパミスを散見する。

２　灰色土　混入物の少ない火山灰質
シルト。

Ａ

Ａ′
調査区域外

調
査
区
域
外

040-870

032-870

Ａ Ａ′L=58.60m

1

2

０ １:50 ２ｍ
平面

０ ５ｍ１: 100
断面

３－２区の溝　　

２号溝　（第345図　PL.58-③）

　泥流上で確認された１号畑に後出する溝であるが、同

畑の畝間と重なり合って不明瞭な部分がある。

位置　北西側は045－876グリッドで調査区境となる。南

東隅は031－866グリッド付近で分からなくなる。

形状規模　不規則で緩やかな屈曲のある不整な溝であ

る。確認できた長さは17.6ｍ、幅31 ～ 58㎝、深さ７～

12㎝を測る。屈曲のある溝としては規模は比較的一定で

ある。底面レベルは緩やかな凹凸があるが全体では地山

傾斜に沿って南東側へ低く傾斜し、北西側と10㎝の比高

差がある。

方位　両端を結んだ走向でＮ－35°Ｗ

埋没土　洪水堆積土で人為的埋戻しの痕跡はない。底面

付近に水成堆積痕のようなシルト質土が水平堆積する。

備考　１号畑の畝間に沿うような走向で、同畑の区画が

残っていた時期の遺構である。出土遺物はない。

８号溝　（第346図）

　Ａｓ－Ｃ混じりの耕土上で水田畦畔とともに確認した。

位置　北端は033－887グリッドで、南隅は026－884グ

リッド付近でそれぞれ調査区境にかかり、全容は把握で

きない。

形状規模　直線的な溝で、確認できた範囲で長さ7.5ｍ、

幅31 ～ 58㎝、深さ３～７㎝を測る。

方位　Ｎ－23°Ｗ

備考　水田に後出する溝で走向は上面で調査した畑（３・

５号畑）の畝間に近く、水田南北畦畔や４区12号溝など

水田に関わると想定される溝よりやや北側を向いてい

る。底面レベルは緩やかな凹凸があるが全体では地山傾

斜に沿って南側へ低く傾斜している。埋没土の記録を欠

く。出土遺物はない。

10号溝　（第346図）

位置　西側は036－888グリッドで調査区境になりその先

は不明となる。東隅は035－884グリッドで畦畔を壊した

地点で止まっている。

形状規模　調査範囲では直線的な溝で、長さ4.6ｍ、幅

32 ～ 45㎝を測る。深さは７㎝で東隅付近は浅くなる。

底面は細かな凹凸があるが全体ではほぼ水平である。 第345図　３－２区２号溝　
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10号溝

調査区域外
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外

Ａ
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Ａ Ａ′L=58.50m

９号溝 10号溝

０ ５ｍ１: 100

０ ５ｍ１: 100

０ １:50 ２ｍ

方位　Ｎ－78°Ｗ

備考　水田に後出する。水田畦畔や畑畝間に本溝と近似

する走行方向の施設は見られない。埋没土の記録を欠く。

出土遺物はない。

９号溝　（第346図　PL.56-③）

　Ｂ区画水田とＣ区画水田の境となる大畔（本文330頁）

中央付近に作られた水路である。西側の４区に繋がるは

ずだが確認できなかった。

位置　南西側は037－888グリッド、北東側は045－877グ

リッドでそれぞれ調査区境となり全容は把握できない。

形状規模　若干の屈曲が中央付近にあり、北東側には堰

状の施設が想定される幅狭部分がある。確認できた長さ

は13.5ｍ、幅は狭い中央付近で45㎝、最も広い西側で

168㎝を測る。畔上面からの深さは９～ 13㎝である。

方位　Ｎ－59°Ｅ

備考　底面レベルは地山傾斜に沿って均等に北東側へむ

かって低くなり、南東隅と14㎝の比高差がある。埋没土

の記録を欠く。出土遺物はない。

第346図　３－２区８～ 10号溝　
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12号溝　
１　にぶい黄褐(10YR4/3)　FAを少量、As-B混土をやや多く含む。上面は

黒色味やや強い。
２　にぶい黄褐(10YR4/3)・褐灰(10YR4/1)混土　FA混土を少量含む。炭化

物粒・焼土粒等を散見する。2′は混入物少ない。
３　にぶい黄褐(10YR4/3)　細砂。FAを少量含む。橙色味を帯びる土を含む。
４　暗褐(10YR3/4)　細砂の地山。にぶい黄橙色(10YR7/4)土を含む。炭化

物粒を散見する。4′は斑鉄多い。

Ａ

Ａ′
調査区域外

調査区域外

6

055-940

046-940

046-930

030-930

０ 10ｍ１: 200

Ａ Ａ′
L=58.90m

1

3 3

4

4′

42
2′

０ １:50 ２ｍ

（４）４区の溝　

　泥流上の溝には８～ 12号溝があるが、このうち８～

11号溝は古代の区画を形成し、３－２区の溝に繋がると

思われ271頁で扱った。13 ～ 15号溝は泥流下の水田とそ

れに後出する古墳時代前期の集落調査時に確認した溝で

ある。

12号溝（第347・348図　PL.58-④、 94　

　　　　　　遺物表観察441頁）

　１号畑に後出して地山の傾斜に沿って開削された溝で

ある。西側の流路と平行した走向である。南隅で小さく

屈曲するが、直線的に続く浅い溝がありこの部分を12Ｂ

号溝（本文ではＢ溝）として説明を加える。

位置　北西端は055－943グリッドで、南東隅は043－930

グリッドでそれぞれ調査区境に接しており、両端とも溝

の始点は捉えられていない。

形状規模　043－930グリッドで小さく屈曲し、全体では

逆「く」の字状を呈している。032－924グリッド付近で分

岐するが、直線的に南側へ続くＢ溝は底面が高く12 ～

15㎝の比高差がある。調査できた範囲で長さ34.1ｍ、幅

110～161cm、深さ32～52cmを測る。Ｂ溝は幅140㎝前後、

深さ32㎝である。

方位　北側Ｎ－49°Ｗ、南側Ｎ－31°Ｗ

埋没土　洪水堆積土のシルト質土でほぼ単層である。北

隅での観察では溝の掘り直し等の痕跡はなく、この地点

からの推測では浅い南隅Ｂ溝は前出すると思われる。

出土遺物　出土遺物は多く須恵器を中心に６点を図示し

た。須恵器甕６が南隅の底面ほぼ直上で出土し、他は埋

没土内の出土である。図示した以外にも出土遺物は多く

重量で約3.5㎏の土器を出土した。須恵器が最も多く、

灰釉陶器も1/7を占めていて、住居の割合と差異がある。

備考　底面レベルは地山の傾斜に沿って南側へ低くな

り、北側と15㎝の比高差を持つ水路的な施設である。平

安時代の集落はすべて本溝東側にあり、住居との重複が

ないのに集落と同じ９世紀を中心とする出土遺物もやや

多い。８～ 11号溝（本文271頁）より規模は大きいが区画

溝の一部となる可能性がある。

第347図　４区12号溝　
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０ 10㎝１: 3

13号溝（第349図　PL.56-⑦）

　水田の南北畦畔と同じ走向にあり水田ではこの溝を区

画境とした（本文228頁）。調査範囲の中ほどで13Ｂ号溝

が二股状に分岐している。

位置　北西端は052－909グリッド、南東側は037－899グ

リッドで調査区境となり全容は把握できない。

形状規模　直線的な溝で調査範囲では長さ18.9ｍ、幅49

～ 97㎝を測り、13Ｂ号溝分岐点以南で幅太になってい

る。深さは６～ 13㎝を測る。

方位　Ｎ－37°Ｗ

埋没土　分岐点付近の断面から上層は13Ｂ号溝に後出す

ることが分かるが、下層では区別できなかった。

備考　緩やかな凹凸があるが、北側では地山の傾斜に

沿って南東側へ低くなり、北西隅と10㎝の比高差がある。

水流は確認できないが水路的な溝である。南側では細か

な凹凸がありやや不整となる。出土遺物はない。

13Ｂ号溝（第349図）

位置　北西端は042－903グリッドで13号溝から分岐し、

033－898グリッドで調査区境となる。

形状規模　分岐後はほぼ直線的な溝で、南隅付近は西側

に向かってやや湾曲している。調査できた範囲で長さ

11.4ｍ、幅45 ～ 58㎝、深さ４～９㎝を測る。13号溝北

側と近似した規模である。

方位　Ｎ－32°Ｗ

埋没土　13号溝下層と同じである。

備考　底面レベルは比高差７㎝の凹凸があり、水路的で

はない。出土遺物はない。

14号溝　（第349図）

位置　南西端は047－902グリッドにあり、北東側は049

－900グリッドで調査区境となる。

形状規模　直線的な溝で、調査できた範囲では長さ2.2

ｍ、幅25 ～ 30㎝、深さ６～ 10㎝を測る。確認面では13

号溝より幅狭だが、壁際断面から13号溝と近似した上幅

であることが分かる。

方位　Ｎ－45°Ｅ

埋没土　洪水堆積土の単層で、水流や人為的埋戻しの痕

跡は確認できない。

備考　調査範囲では底面レベルはほぼ水平である。水田

東西畦畔にやや近い走向で水田に伴う施設と考えたい。

出土遺物はない。

第348図　４区12号溝出土遺物　
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13・13B号溝　
１　灰色土　火山灰と中－細粒砂の混土。
２　青灰色土　径１～２㎜のAs-C混じりの中粒砂（13B溝)。

14号溝　
１　暗灰褐色土　シルト質土　炭化物粒を多く含むしまりある粘性土。
　　1′では炭化物粒少なく、黄色味強い。
２　暗灰褐色土　しまりある粘性土。As-Cを散見する。

13号溝

13B号溝

14号溝

Ｂ
Ｂ
′

Ａ

Ａ′

調　査　区　域　外

050
-910

050
-900

033
-900

Ａ Ａ′L=58.10m

12 13・13B号溝

Ｂ Ｂ′L=58.50m

1
1′
2 14号溝

14号住居

０ ５ｍ１: 100

０ １:50 ２ｍ

第349図　４区13・14号溝　
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９号溝　
１　灰褐色～黒褐色の洪水堆積土層
２　にぶい褐（10	YR5/3）　黄褐色土小ブロックを含むしまりやや弱い層。

10号溝上層埋没土か。
３　褐灰（7.5	YR5/1）　斑鉄の見られる炭化物粒を少量含む層。10号溝埋

没土。
４　灰黄褐（10	YR6/2）　しまりある粘性土。斑鉄顕著。炭化物粒を少量含

む。4′はやや砂質。
５　褐灰（10	YR5/1）　ブロック状の黄褐色土や黒色土を含む。
６　黒褐（10	YR3/1）　しまりやや弱い粘性土。小ブロック状の暗褐色土や

黄褐色土および炭化物粒を含む。
７　にぶい黄橙（10	YR6/7）　しまりやや弱い砂質土。黒褐色土を少量含む。

調　

査　

区　

域　

外 9
号
溝

10
号
溝

ＡＡ
Ａ
′

Ｂ

Ｂ′

Ｃ Ｃ′

1

070
-094

065
-094

L=58.90mＡ Ａ′
９号溝

1

6

5 4′

L=58.80mＢ Ｂ′
4

7

5

９号溝

4′

L=59.30mＣ Ｃ′

1

９・10溝

4′
3 67

2

０ 10㎝１: 3

０ ５ｍ１: 100

０ １:50 ２ｍ

（５）　５区の溝　

　５区は１面調査で中世と古代の面が表れ、時期が明確

でない遺構が多い。出土遺物から南西隅にある９・10号

溝を古代の遺構と判断しこの項で扱った。

９号溝　（第350図　PL.94　　遺物観察表441頁）

位置　北側は070－098グリッドで、南側は060－092グ

リッドで調査区境となり全容は把握できない。現道を挟

んだ南側調査区でも本溝延長部分は確認できない。

形状規模　南寄りで小さく屈曲し「く」の字状になる。調

査できた範囲では長さ10.9ｍ、幅68 ～ 116㎝、深さ23

～ 27㎝を測る。底面は波打つよう比高差８㎝の凹凸が

あり水路的ではない。

方位　Ｎ－33°Ｗ　南隅Ｎ－16°Ｗ

埋没土　混入物からＡｓ－Ｂ以前と思われる。一部で水

平堆積の痕跡がある。

出土遺物　中央付近の底面直上出土の転用品１を図示し

た。図示した以外にも土師器を少量出土している。

備考　10号溝に前出する。

10号溝　（第350図）

位置　北端は064－095グリッドで９号溝から分岐し、南

側は060－093グリッドで調査区境となる。

形状規模　東側上面は９号溝と重複し幅は明確ではな

い。確認できた範囲で長さ3.8ｍ、幅107㎝、深さ13㎝前

後である。断面から幅150㎝前後となりそうである。９

号溝より９～ 20㎝浅い。

方位　Ｎ－15°Ｗ

埋没土　埋没土からＡｓ－Ｂ以前と思われる。

備考　９号溝に後出する。出土遺物はない。

第350図　５区９・10号溝および出土遺物　
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０ ２ｍ１: 60
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12　遺構外の遺物

　２区を中心に、４～５世紀代の遺物が広く散布し、遺

構として把握できなかったが特に集中して出土する地点

があった。ここでは３カ所の集中出土地点と流路脇の集

中地点についてそれぞれ概要を記した。

　次に４区北東側は平安時代の遺物が比較的多く散布し

ており、調査段階では包含層として扱った。特に遺物の

多い北東隅周辺の遺物出土状態と遺物を記した。

　最後に遺構や特定の地点出土として扱えなかった遺跡

内全地点の古代遺物を一括して１区より順に示した。

１号土器集中地点　（第351・352図　PL.58-⑤、 94　

　　　　　　　　　遺物観察表441・442頁）

　２区南東隅付近の、住居を想定したが遺構の把握がで

きなかった地点である。２区集落の南限にある22・ 39号

住居の間に位置し、北側に28号溝がある。調査段階での

住居想定範囲を参考に図示した。

位置　東隅010－690、西隅010－695。

概要　周辺に広く遺物が散在する一帯だが、東西５ｍ、

南北2.5ｍほどの範囲に見られる遺物集中地点である。

東側へ低く傾斜する斜度13 ／ 1000前後の緩斜面で、踏

み固めや焼土等の散布はないが凹凸は少なく住居床面の

可能性は残る。

遺物　14点の土師器を図示した。甕類の出土が多く、特

に７～ 10のような小型台付甕類に完形付近まで復元で

きた個体の多さが顕著だった。小型台付甕類は地点西側

からまとまって出土している。図示した遺物はいずれも

確認面直上での出土であった。図示した以外に重量で3.1

㎏の土師器を出土し、大型の川原石も見られた。

備考　遺物の時期は４世紀代で混入品がなく、離れた地

点から接合する遺物も少ない。遺物が流れ込んだ状況で

はなく、元位置に置かれた状態と想定できる。

第351図　２区１号土器集中地点および出土遺物（１）
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第352図　２区１号土器集中地点出土遺物（２）　
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０ ２ｍ１: 60
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２号土器集中地点　（第353図　PL.95　

　　　　　　　　　遺物観察表442頁）

　２区南西隅付近の、周辺に全く遺構が確認されていな

い一画にある。際立って遺物の多い地点ではないが、周

辺に遺物出土のない中でやや特異な状況にあり、２号土

器集中地点として図示した。南側・西側は調査区境に接

し、東側は流路に削られている。１号土器集中地点同様

に当初は住居確認を試みており、その際の想定範囲を参

考に図示した。

位置　東隅014－789、西隅017－796。

概要　流路の影響の強い一画にある。周辺には遺物の散

布がきわめて少ない。床面のような平坦面はなく、住居

の存在は想定できない。

遺物　完形に近い土師器３点を図示した。坩３は他の土

器群から８ｍ離れた３号流路際の出土で同一の遺物群と

しては扱えない。供膳土器に偏ったが図示した以外に出

土した重量で0.5㎏の土師器は甕類が主体である。

備考　遺物は流路付近の出土だが磨滅は少なく元位置の

まま出土したと推定できる。５世紀代の土師器である。

第353図　２区２号土器集中地点および出土遺物
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３号土器集中地点　（第354・355図　PL.58-⑥、 95　

　　　　　　　　　遺物観察表442頁）

　２区中央北隅にある。東側に中世館堀の１号溝があり、

西側に55号住居・南側に43号住居がある。住居の密集す

る中の空白のような一画であり、61 ～ 64号土坑が中央

付近にある。

位置　北 東 隅030－730、 北 西 隅030－733、 南 隅026－

730。

概要　１号溝西側の東西幅約３ｍ、南北幅約５ｍの住居

空白部分にあたる。平坦な確認面で住居が存在した可能

性があるが、踏み固めや焼土等散布の痕跡はない。

遺物　土師器５点を図示した。壺３・台付甕５は２個体

が並ぶようにして出土している。いずれの土器も確認面

直上の高さでまとまって出土している。

備考　図示したのは５世紀代の遺物で、隣接する43号住

居と同時期である。破片は離れた地点で接合するものが

なく、元位置のまま出土したと想定できる。

第354図　２区３号土器集中地点および出土遺物（１）

12　遺構外の遺物
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０ 10㎝１: 3
4

5

流路脇土器集中地点　（第356 ～ 360図　PL.58-⑦・⑧、　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95～97　遺物観察表442～444頁）

　２区集落の西限を区切るような流路跡があり、調査段

階で３号流路と呼称した。その東側緩斜面の広範囲から

多量の遺物が出土した。遺物は水流による磨滅が見られ

ず、完形近くまで復元できる土器も顕著だった。甕類も

豊富に見られ供膳土器に偏るような祭祀が想定できる

遺物の組み合わせではないが、集落では破片のみの出土

だった装飾器台の完形品が出土するなど特徴的な遺物が

見られる。特に遺物が集中していた２地点については地

点Ａ・Ｂとして部分図を別に示した。

位置　北隅033－768、南隅012－760。

概要　川原石が不均等に混じっていたが、集石状にまと

まって見られる部分もあった。特くに顕著なのは027－

766グリッド付近を中心とする径約1.5ｍの範囲は人為的

に礫が集められたようだ。

遺物　きわめて多量の遺物を出土し、土師器34点と石製

品１点を図示した。地点Ａは030－768グリッドを中心と

する調査範囲北側の集中地点である。礫集中地点の北西

２ｍの位置にある。個体数は最も多かった場所で高杯２、

壺19、台付甕21・24 ～ 28、甕33が図示できた。煮沸土

器が集中していた地点と言えよう。地点Ｂは016－764グ

リッドを中心とする調査範囲南側の集中地点である。坩

９と壺18が中央にあり南東側へ少し離れて壺20が出土し

た。本遺跡で唯一完形近くまで復元できた器台14がこの

中に散乱し、南東側へ５ｍ以上離れた位置の破片とも接

合している。供膳土器主体の集中地点である。その他の

土器は散在していて顕著な出土傾向は指摘できないが、

礫集中地点南側に高杯１・２・５、器台11・12など高杯・

器台が多いようだ。高杯１は南側へ12ｍ近く離れた地点

の破片とも接合している。図示した以外に重量で17.4㎏

の土師器を出土している。

備考　出土土器類は一部に離れて接合するものがあった

が大半はまとまった状態で出土し、水流に洗われた痕跡

もなく、流路脇に置かれた状態で出土したものである。

３号流路には幾条もの流路変更があるようで全体では幅

15ｍ近い規模があるようだが、常時水流があったのか不

明である。６世紀前半の泥流により埋没しており、水量

の豊富な水路であったとは考えにくい。それでも２区の

集落の西限を区切る規模があり、数条は貴重な水源であ

り氾濫は集落の驚異であったと思われる。水辺の祭祀行

為が行われた場所と想定することは矛盾がない。出土遺

物は供膳から煮沸まであって極端な偏りはないが、地点

Ａからまとまって出土した甕類を除外すれば全体では

杯・器台類・壺類が目立っている。時期は４世紀代を中

心とし、集落が続く５世紀代の遺物は少ない。

第355図　２区３号土器集中地点出土遺物（２）　
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４区包含層　（第361・362図　PL.97　遺物観察表444頁）

　４区東側は広範囲に遺物の散布が見られ、北東隅周辺

はトレンチ調査時に石帯の出土があり、包含層として詳

細に周辺の遺物出土状態を記録した。特に遺物出土量の

多かった部分をここで扱う。包含層下から確認した３号

掘立柱建物および古墳時代の15・16号住居の輪郭を併せ

て図示した。

位置　（図示範囲）東隅049－901、北東隅052－914、南西

隅045－910。

概要　３・４区には溝で区切られた区画があると想定し

たが（本文271頁）、この一画は第３区画に相当する。焼

土や炭化物粒の混じる、遺跡内ではやや特異な土質の一

画であった。遺物は特に集中地点を持たず広範囲に散乱

するような状態で出土している。

遺物　土器４点と石製品１点を図示した。４・５が16号

住居上面の出土だが、同住居に伴う遺物ではない。完形

の石製巡方５は潜り孔の穿孔状況を調べるためシリコン

材を注入して計測した断面拡大図（×２）を併せて示し

た。土器類は全体的に小破片での出土が多かった。図示

した以外に多量の遺物を出土しており、この地点出土遺

物のみではないが包含層として扱った遺物は重量で土師

器約20㎏、須恵器９㎏、灰釉陶器0.2㎏を測る。

備考　石製巡方は９世紀以降の律令官人に用いられたと

考えられる遺物である。本遺跡の性格を検討するうえで

重要な遺物なのだが遺構に伴っていない。至近の位置に

あるのは３号掘立柱建物である。

第360図　２区流路脇土器集中地点出土遺物（４）　

第361図　４区包含層
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その他の遺物　（第363 ～ 366図　PL.97・98　

　　　　　　　遺物観察表444 ～ 446頁）

　遺構に伴わない古代の遺物を一括して以下に記す。１

区は土器２点を図示したが、すり鉢１は遺構のない平安

時代の遺物である。２区は土器27点と石製品１点を図示

した。この区にも遺構のない平安時代遺物９～ 12が出

土しているが、主に中世遺構の混入品である。その他は

４世紀代の土師器が主体である。３区・４区は古墳時代

と平安時代の土器が混在している。３区は土器４点、４

区は土器・土製品16点と鉄器３点を図示した。５区は平

安時代の遺物で土器・土製品６点を図示した。

　全体の出土量や傾向を概観すると、重量で東側集落の

位置する１区3.2㎏、２区35.5㎏で住居軒数に比例する

ような出土量である。２区には流路内や土器集中地点と

して扱った土器が別に20㎏以上あり、どちらも須恵器は

ごく少ない。西側集落のある３区で土師器4.1㎏・須恵

器0.8㎏、４区土師器53.3㎏・須恵器20.1㎏（前述の包

含層遺物を含む）、５区8.3㎏・須恵器0.3㎏で東側集落

に比して遺物量が多い。４区の須恵器の多さは図示でき

なかった厚手の甕破片が多数含まれたことによる。

第362図　４区包含層出土遺物　

第363図　その他の遺物（１区・２区（１））　
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１　分析の目的

　阿弥大寺本郷遺跡の発掘調査および整理作業の過程の

中で、①テフラ分析、②植物遺体分析、③種子同定と珪

酸体分析、④木製品および種子同定の４種類の分析作業

を委託した。

　①のテフラ分析は発掘調査中の２区畑で見られた上下

２面の畑を被覆する火山灰や泥流の原因を探るため、地

質調査とテフラ分析を火山灰考古学研究所へ委託し、早

田勉氏より報告を得た。結果は下面の畑は５世紀初頭に

比定される榛名山二ツ岳の降下テフラ（Ｈｒ－ＦＡ）直下

に当たることが把握できた。上面畑を被覆する泥流につ

いては確定的な結論が導かれなかったが、Ｈｒ－ＦＡに

伴う泥流である可能性が高いという報告であった。

　５区の畑では火山灰を被覆した状態で泥流を迎え、２

区の畑は火山灰を鋤き込んだ作業後に泥流を受けてい

る。その時間差が降灰と泥流との間隔を示すものとして

興味深い資料となった。

　②の植物遺体分析では、２区の１号畠と１号河道から

植物遺体が出土しているが、両遺構共に古墳時代に属し、

畠の作物の特定、及び遺跡周辺の植生の復元に資するた

め、これらの同定、分析作業を行った。その結果、1号

畠からはヨシ属、ウシクサ族（ススキ族を含む）、イチゴ

ツナギ亜科（オオムギ族を含む）の順に含有量の多い植物

遺体の検出され、1号河道ではヨシ属の含有量が多く、

タケ亜科やウシクサ族もわずかに含まれるという同定結

果が得られた。また後者の微細物分析からは被子植物が

14分類群が検出された他、昆虫類等の出土も確認され

た。こうした同定、分析結果から２区１号畠跡ではコム

ギやオオムギが栽培された可能性はあるものの栽培植物

の特定には至らなかった。しかしながらこの同定結果に

基づく考察によって１号畠でイネを栽培していた可能性

は低く、麦類の栽培の可能性のあったことが指摘されて

おり、往時の畠作が陸稲以外にも主食作物の栽培をして

いたことが窺われる分析結果となった。また２区１号河

道跡からはヨシなどが繁茂していたことが窺われ、古墳

時代後期初頭の本遺跡付近はマツ属やコナラ亜属の林が

第Ⅵ章　自然科学分析

あり、所謂里山のような植生があったことが想定される

ものであった。

　③の種子同定と珪酸体分析では平安時代の３区５号住

居出土の種子の同定を行い、古墳時代中期の本遺跡の食

料の一端を探り、水田遺構の作物を探るため、種子と珪

酸体分析を行った。その同定の結果、５号住居の竈左側

よりイネが確認され、灰からはオオムギ族やキビ属が確

認された。これらは野生種との識別は難しいとされるが、

５号住居に於いては竈横にコメを貯蔵し、オオムギ族や

キビ属を調理していたこと窺われる同定結果であった。

また水田遺構での珪酸体分析では、イネやタケ亜科、ヨ

シ属等が確認されたが、イネは栽培が判断される基準を

大きく下回っていたため、明確に稲作が行われたと判断

するには至らない結果となった。しかし、一方で同定資

料の採取箇所の比較によって、洪水層下に於いて稲作が

行われた可能性も指摘されている。

　④木製品および種子同定では、中世の井戸である２区

１号井戸出土遺物である曲物底板２点、井戸枠と認識さ

れる木質、及び古墳時代の２区西側流路出土の横杵と柄

の材質を把握する目的で樹種同定を行い、平安時代の３

区１号井戸出土の種子について同定作業を実施した。そ

の結果、樹種同定のうち2区1号井戸の曲物底板はヒノ

キ科と同定され、一般的な中世の曲物底板と同様針葉樹

を用いていたことが確認された。また同井戸出土の井戸

枠と推定された木質はクリが用いられており、2区西側

河道出土の横杵と柄は共にクヌギ節と同定されたが、こ

れらは本県の多くの木製品や焼失家屋の炭化材と同様に

広葉樹を用いていることが確認されるものであった。

　種子同定では、クリ、スモモ、エゴマ等の種子が多く、

平安時代の本遺跡に於いてこれらが食用に供されていた

ことが示された。本県に於いては広葉樹が多く見られる

のであるが、モミ属の　総苞が確認されたことで針葉樹

が近隣にあったことが確認された。また2区1号井戸出

土の井戸枠材に伴って発見された1点の種子がヒョウタ

ン類と同定され、3区1号井戸でもヒョウタン類が出土

している。従ってふくべへの使用が窺われる。

　尚、②～④はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。
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２　テフラ分析

１．はじめに

　阿弥大寺本郷遺跡２区における発掘調査では、２層準

から畠遺構が検出されている。ここでは、その層位の解

明のために実施した地質調査およびテフラ分析の結果に

ついて報告を行う。調査分析の対象地点は、基本土層断

面南壁２、自然流路１谷底部、古墳時代畠①、そして自

然流路１谷斜面部の４地点である。各地点での土層の層

序と対応関係を第367図に示す。

２．土層の層序

（１）基本土層断面南壁２（第367図，Loc.1，写真１）

　基本土層断面南壁２では、下位より炭化物混じり暗灰

色砂質土（層厚５cm以上）、白色細粒軽石混じりでかすか

に成層した黄灰色砂質火山灰層（層厚４cm，軽石の最大

径２mm）、砂混じり暗灰色泥層（層厚0.2cm）、桃色シル

ト層（層厚７cm）、暗灰色泥層（層厚0.1cm）、若干黄色が

かった白色砂層（層厚0.2cm）、桃色シルト層（層厚２cm）、

桃灰色砂質シルト層（層厚３cm）、桃色シルト層（層厚３

cm）、淘汰の良い灰色砂質シルト層（層厚７cm）、桃色シ

ルト層（層厚５cm）、成層した桃灰色シルト層（層厚２

cm）、桃色シルト層（層厚３cm）、灰白色砂層（層厚0.2cm）、

桃灰色シルト層（層厚４cm）、若干黄色がかった白色砂層

（層厚0.3cm）、桃灰色シルト層（層厚４cm）、暗桃色シル

ト層（層厚７cm）、黄白色砂層（層厚0.1cm）、桃灰色シル

ト層（層厚９cm）が認められる。下位より４層目の桃色シ

ルト層以上の堆積物は側方への連続が良く、南壁におい

ては西半以上の範囲で追跡が可能である。

　本地点の西隣では、その上位に下位より黒灰色泥層

（層厚0.2cm）、砂まじり灰白色凝灰質シルト層（層厚

0.1cm）、暗灰色泥層（層厚0.1cm）、黄白色シルト層（層厚

0.2cm）、黄灰色シルト層（層厚0.6cm）、黄白色シルト層

（層厚0.3cm）、黄灰色シルト層（層厚６cm）、白色砂層（層

厚0.2cm）が認められる。

　基本土層南壁２では、その上位に、さらに下位より白

色粗粒火山灰混じり灰色シルト層（層厚11cm）、白色軽石

混じり黄灰色シルト層（層厚21cm，軽石の最大径４mm）、

白色軽石混じり灰色シルト層（層厚12cm，軽石の最大径

３mm）、暗灰色粘質土（層厚12cm）、黄灰色粗粒火山灰混

じり暗褐色土（層厚３cm）、黄色がかった灰色粗粒火山灰

層（層厚６cm）、暗灰色砂質土（層厚２cm）、砂混じり灰褐

色土（層厚８cm）、黄色がかった灰色土（層厚８cm）、黄

色土（層厚７cm）、白色粗粒火山灰混じり灰色土（層厚５

cm）、灰色作土（層厚５cm）が認められる。

（２）自然流路１谷底部（第367図，Loc.2）

  畠遺構の層位に関係する土層をよく観察できた自然流

路１谷底部では、下位より砂混じり黒灰色泥層（層厚５

cm以上）、白色軽石混じりでかすかに成層した青灰色砂

質火山灰層（層厚２cm，軽石の最大径８mm）、桃色シルト

層（層厚0.8cm）、層理が発達した青灰色シルト質砂層（層

厚６cm）、桃色シルト層（層厚３cm）、植物の葉からおも

に構成される黒泥層（層厚0.1cm）、桃色シルト層（層厚

３cm）、植物の葉からおもに構成される黒色泥層（層厚

0.1cm）、桃褐色シルト層（層厚４cm）、層理が発達した

桃灰色砂質シルト層（層厚３cm）、桃色シルト層（層厚２

cm）、層理が発達し黄色がかった灰白色砂層（層厚２cm）、

桃色シルト層（層厚16cm）、灰白色砂層（層厚0.3cm）、桃

色シルト層（層厚２cm）、灰白色砂層（層厚0.1cm）、桃色

シルト層（層厚12cm）、灰白色砂層（層厚２cm）、桃色がかっ

た灰色砂質シルト層（層厚10cm）、桃灰色シルト層（層厚

７cm）、灰白色砂層（層厚６cm）、桃色がかった灰色砂質

シルト層（層厚８cm）、桃灰色シルト層（層厚５cm以上）が

認められる。

（３）古墳時代畠①（第367図，Loc.3，PL.105③④）

　古墳時代畠①の土層断面では、下位と上位の畠遺構の

断面が認められる。ここでは、灰色土（層厚５cm以上）を

切って下位の畠が作られており、その上位に、下位より

成層したテフラ層（層厚4.5cm）が認められた。このテフ

ラ層は、下位より白色軽石を含みかすかに成層した灰色

砂質細粒火山灰層（層厚２cm，軽石の最大径６mm）、若干

黄色がかった淘汰の良い褐色粗粒火山灰層（層厚1.5cm）、

桃灰色砂質細粒火山灰層（層厚２cm）からなる。その上位

には、さらに桃灰色砂質シルトブロック層（層厚４cm）、

桃灰色砂質シルトブロックに富む灰色土（層厚４cm）、灰
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色土（層厚４cm）が認められ、灰色土の上面が上位の畠の

耕作面となっている。この上位の畠は、桃色シルト層（層

厚３cm以上）で覆われている。

　なお、古墳時代畠では、畠⑤のウネ部や畠④から畠⑤

にかけてのサク部（いずれも上位の畠）のように、上面に

炭化物を含む黒灰色の砂質土（層厚0.2mm）が認められる

ことがある。

（４）自然流路１谷斜面部（第367図，Loc.4）

   自然流路１谷斜面部では、断面が畠遺構に似た微高地

の断面を観察できた。ここでは、下位より灰色砂質土（層

厚３cm以上）、暗灰色砂質土（層厚0.3cm，上面が下位畠

の面に相当？）、かすかに成層した黄灰色砂質細粒火山

灰層（層厚４cm）、黒泥層（層厚0.2cm）、桃灰色シルト層

（層厚１cm）、黒泥層（層厚0.2cm）、灰色砂層（最大層厚４

cm）、黒灰色砂質土（層厚0.2cm，上面が上位畠面？）、桃

色シルト層（層厚８cm）、暗灰色泥層（層厚0.1cm）、白色

砂層（層厚0.1cm）が認められる。これらの堆積物のうち、

少なくとも最上位の白色砂層を除く堆積物は噴砂により

切られている。

３．テフラ検出分析

（１）分析試料と分析方法

  基本土層断面南壁２の土層のうち、テフラ層や特徴的

なテフラ粒子を含む可能性が考えられた試料14、試料８、

試料２、試料１の４試料について、含まれるテフラ粒子

の特徴を定性的に把握するテフラ検出分析を行った。分

析の手順は次のとおりである。

１）試料を適量（５～８g）秤量。

２）超音波洗浄装置により泥分を除去。

３）恒温乾燥器により80℃で恒温乾燥。

４）実体顕微鏡下でテフラ粒子の量や特徴を把握。

（２）分析結果

　テフラ検出分析の結果を第20表に示す。基本土層断面

南壁２で採取された試料のうち、試料14にはスポンジ状

に良く発泡した灰白色の軽石型ガラスが少量含まれてい

る。その斑晶には、斜方輝石や単斜輝石が認められる。

試料８には、白色の軽石型ガラスが少量含まれている。

鉱物としては、角閃石や斜方輝石が含まれている。

　試料２には、淡褐色の軽石（最大径3.1mm）や軽石型ガ

ラスが多く含まれている。軽石の斑晶には、斜方輝石や

単斜輝石が認められる。試料１にも、この淡褐色の軽石

（最大径4.8mm）や軽石型ガラスが比較的多く含まれてい

る。この試料には、ほかにごくわずかながら、光沢をも

ち灰色がかった白色の軽石（最大径2.0mm）や軽石型ガラ

スが少量含まれている。

４．テフラ組成分析

（１）分析試料と分析方法

　基本土層断面南壁２（試料13）や、古墳時代と推定され

ている畠遺構の層位に関係して検出されたテフラ層（古

墳時代畠①の試料４）、さらにそれらの上位の水成堆積

物（基本土層断面南壁２の試料11，試料５）を対象に、火

山ガラス比分析と重鉱物組成分析を合わせたテフラ組成

分析を実施して、テフラ粒子の特徴を定量的に把握した。

テフラ組成分析の方法は次のとおりである。

１）試料を８gを秤量。

２）超音波洗浄装置により泥分を除去。

３）恒温乾燥器により80℃で恒温乾燥。

４）実体顕微鏡下でテフラ粒子の量や特徴について概査。

５）分析篩を用いて1/4-1/8mmと1/8-1/16mmの粒子を篩

別。

６）偏光顕微鏡により1/4-1/8mmの250粒子を観察して、

火山ガラスの色調・形態別比率を求める（火山ガラ　　

ス比分析）。

７）偏光顕微鏡を用いて、1/4-1/8mmの重鉱物250粒子を

観察して、重鉱物組成を明らかにする（重鉱物組成　　

分析）。なお、基本土層断面南壁２の試料11に含まれる

粒子は非常に細粒で、しかも重鉱物が少ないことから、

1/8-1/16mmの重鉱物250粒子を検鏡の対象とした。

（２）分析結果

  テフラ組成分析の結果をダイヤグラムにして図２に、

火山ガラス比と重鉱物組成の内訳を表２と表３に示す。

分析対象試料のうち、基本土層断面南壁２の試料13に

は、スポンジ状に発泡した軽石型ガラスが少量含まれて

いる（1.6％）。重鉱物としては、比率が高い順に角閃石

（55.2％）、斜方輝石（20.0％）、不透明鉱物（おもに磁鉄鉱，

19.6％）、単斜輝石（3.6％）が含まれている。また、角閃
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石の中には、赤色の酸化角閃石も含まれている（2.4％）。

  基本土層断面南壁２の試料11には、スポンジ状や繊

維束状に発泡した軽石型ガラスが少量含まれている

（0.8％，0.4％）。重鉱物としては、比率が高い順に角閃

石（74.8％）、不透明鉱物（おもに磁鉄鉱，14.4％）、斜

方輝石（9.6％）、単斜輝石（0.8％）が含まれている。ま

た、角閃石の中には、赤色の酸化角閃石も含まれている

（2.4％）。

  基本土層断面南壁２の試料５には、分厚い中間型、ス

ポンジ状や繊維束状に発泡した軽石型ガラスが少量含ま

れている（各0.4％）。重鉱物としては、比率が高い順に

角閃石（40.0％）、斜方輝石（30.4％）、不透明鉱物（おも

に磁鉄鉱，16.4％）、単斜輝石（12.0％）が含まれている。

また、角閃石の中には、赤色の酸化角閃石もわずかに含

まれている（0.8％）。

　古墳時代畠①の試料４には、スポンジ状に発泡した軽

石型ガラスが少量含まれている（1.2％）。重鉱物として

は、比率が高い順に角閃石（48.4％）、不透明鉱物（おも

に磁鉄鉱，29.2％）、斜方輝石（18.0％）、単斜輝石（2.8％）

が含まれている。また、角閃石の中には、赤色の酸化角

閃石も含まれている（2.0％）。

 ５．火山ガラスおよび鉱物の屈折率測定

（１）測定試料と分析方法

　基本土層断面南壁２と、古墳時代畠①で認められた

テフラ層（基本土層断面南壁２の試料13および古墳時代

畠①の試料４）と、指標テフラ層との同定精度を向上さ

せるために、温度変化型屈折率測定装置（古澤地質社製

MAIOT）を利用して、火山ガラス、斜方輝石、単斜輝石の

屈折率を測定した。火山ガラスについては、1/8-1/16mm

粒径の火山ガラスの測定を実施した。一方、鉱物につい

ては、1/4mmより大きな粒子の中から実体顕微鏡下で斜

方輝石と普通角閃石をピッキングした後に、めのう乳鉢

を利用して軽く粉砕して測定を行った。

（２）測定結果

　屈折率測定の結果を、群馬県域に分布する古墳時代以

降の指標テフラの屈折率特性とともに、第23表に示す。

基本土層断面南壁２の試料13に含まれる火山ガラス（n）、

斜方輝石（γ）、普通角閃石（n2）の屈折率は、順に1.499-

1.502（30粒子）、1.707-1.712（30粒子）、1.671-1.688（32

粒子）である。

　また、古墳時代畠①の試料４に含まれる火山ガラス

（n）、斜方輝石（γ）、普通角閃石（n2）の屈折率は、順に

1.500-1.503（26粒子）、1.707-1.711（29粒子）、1.671-

1.688（33粒子）である。

 ６．考察

（１）おもな指標テフラと下位の古墳時代畠遺構の層位

  テフラ組成分析と屈折率測定の対象となった基本土層

断面南壁２の試料13と、古墳時代畠①の試料４が採取さ

れたテフラ層については、いずれもスポンジ状に発泡し

た白色の軽石や軽石型ガラスを含むこと、斑晶に角閃石

を特徴的に含むこと、さらに火山ガラスや鉱物の屈折率

特性などから、６世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名

二ツ岳渋川テフラ（Hr-FA，新井，1979，坂口，1986，早

田，1989，町田・新井，1992，2003）に同定される。ただ、

特徴的な成層構造が認められることから、より後者の残

存状況が良い。

　また、基本土層断面南壁２の試料14からテフラ検出分

析により検出されたスポンジ状に良く発泡した灰白色の

軽石型ガラスは、岩相から３世紀後半に浅間火山から噴

出した浅間Ｃ軽石（As-C，荒牧，1968，新井，1979，坂口，

2010）に由来すると考えられる。以上のことから、下位

の古墳時代畠遺構の層位は、As-Cより上位で、Hr-FA直

下にあると考えられる。

　さて、基本土層断面南壁２では、Hr-FAの上位に、非

常に薄い腐植質堆積物（層厚0.1mm）を挟んで、全体とし

て桃色がかった成層した氾濫堆積物が堆積している。こ

の堆積物を構成する個々の堆積物は少なくとも２区の西

半部で追跡が可能で、側方への連続が非常に良い。

　これらの個々の堆積物は、周囲より低い自然流路１の

谷底部においても、層厚は増すことはあるものの、とく

に顕著な粗粒化傾向は認められず、全体として非常に細

粒である。この堆積物の間には、２層準に腐植質堆積物

の薄層が認められる（層厚0.2mm以下）。この堆積物は、

おもにヨシと思われる草本の葉からなる。なお、自然流

路１内では、Hr-FAの直上でこの成層した氾濫堆積物の

下位に、さらにHr-FAの二次的な堆積物である水成堆積

物が認められる（層厚6.8cm）。
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　また、基本土層断面南壁２の西隣りでは、この成層し

た氾濫堆積物の上位に、砂まじり灰白色凝灰質シルト層

を挟在する腐植質堆積物の薄層（層厚0.3mm）がある。こ

の腐植質堆積物は、さらに下位の氾濫堆積物とは色調を

異にする全体として黄色で、成層した細粒の氾濫堆積物

により覆われている。また、この堆積物には、白色の軽

石や粗粒火山灰が目立つ。

　その上位には、テフラ検出分析の結果から、試料２付

近に高純度の浅間Ｂテフラ（As-B，噴火年代：1108年，

荒牧，1968，新井，1979）、また試料１付近に浅間Ａ軽

石（As-A，噴火年代：1783年，荒牧，1968，新井，1979）

の降灰層準がある。

（２）上位の古墳時代畠遺構の層位

　次に、上位の古墳時代畠遺構の層位について考えてみ

たい。畠遺構の部分だけをみると、下位にあるHr-FAと

上位の古墳時代畠遺構上面の間には、十分な厚さの耕作

土があって、比較的長期間の時間間隙が存在しているか

のように見える。しかしながら、耕作土に関しては人為

によるもので、その層厚は時間間隙の推定にはさほど有

効とはならない。

　前述のように、上位の古墳時代畠遺構を覆う比較的厚

い成層した氾濫堆積物を、堆積物の残存状態が非常に良

い自然流路１谷底部でみると、それはHr-FAの水成二次

堆積物を直接覆っており、それらの間には顕著な時間間

隙を示す堆積物や浸食の痕跡は認められない。氾濫堆積

物の間には２層準に腐植質堆積物が認められるが、それ

らの層厚は非常に薄い。しかも、それらを構成するのは

おもに草本類の葉で、間に浸食の痕跡などが認められ

ないことも合わせると、Hr-FA降灰から上位の古墳時代

畠遺構を覆う比較的厚い成層した氾濫堆積物の形成まで

は、比較的短時間のうちのできごとであったように思わ

れる。

  さて、発掘調査の際には遺構として認められていない

ようであるが、自然流路１の斜面部で畠の断面と似た微

高地の断面が認められた。ここでは、自然流路１の谷底

部と同じように、下位の比較的厚い成層した氾濫堆積物

に挟在される２層準の腐植質堆積物が認められ、そのう

ち上位の腐植質堆積物の直上に微高地を構成する砂質堆

積物（層厚４cm）が認められる。そして、その上面には古

墳時代の畠遺構の上面で認められるような黒灰色砂質土

の薄層がある。

　これらの砂質堆積物と黒灰色砂質土の組み合わせを、

上位の畠に関係したものとみると、その層位は下位の比

較的厚い成層した氾濫堆積物の中にあることになる。そ

して、この氾濫堆積物は、火山ガラスや鉱物など構成物

のHr-FAとの類似性も考慮すると、Hr-FAの噴火に関係し

た火山泥流堆積物（早田，1989など）の可能性がある。

　ここで問題となるのは、基本土層断面南壁２の西で認

められる上位の成層した氾濫堆積物である。この堆積物

と下位の氾濫堆積物には、含まれる白色の軽石や粗粒火

山灰の量が異なり、色調や重鉱物組成の傾向にも若干違

いが認められる。薄いながら間に腐植質堆積物があるこ

とも考慮すると、下位と上位の成層した氾濫堆積物につ

いては起源を異にする可能性がある。非常に薄いために

層相などでの確認が困難ではあるが、腐植質堆積物中に

挟在され、スポンジ状の軽石型ガラスや角閃石で特徴づ

けられる、砂まじり灰白色凝灰質シルト層（基本土層断

面南壁２の試料８）が、もし６世紀中葉に榛名火山から

噴出した榛名二ツ岳伊香保テフラ（Hr-FP，新井，1962，

坂口，1986，早田，1989，町田・新井，1992，2003）の

最上部（I19，Soda，1996，早田，2006）であれば、上位

の成層した氾濫堆積物はHr-FPの噴火に関係した火山泥

流（早田，1989，2006など）の可能性も考えられる。

  いずれにしても、今後も周辺遺跡などでの堆積物の層

序や層相の確認を行って、とくに古墳時代畠のうち上位

の畠の層位に関して調査を継続する必要がある。

７．まとめ

  阿弥大寺本郷遺跡２区において、地質調査、テフラ検

出分析、テフラ組成分析、火山ガラスや鉱物の屈折率測

定を実施した。その結果、下位より浅間Ｃ軽石（As-C，

３世紀後半）、榛名二ツ岳榛名テフラ（Hr-HA，６世紀初

頭）、浅間Ｂテフラ（As-B，1108年）、浅間Ａ軽石（As-A，

1783年）を検出することができた。発掘調査で検出され

た古墳時代の２層準の畠遺構のうち、下位の畠遺構の層

位はHr-FA直下と推定される。一方、上位の畠遺構に関

しては、今後の周辺での検討が必要ではあるが、現段階

においてはHr-FAの火山泥流堆積物の直下あるいはその

間に層位がある可能性も否定できない。
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第367図　阿弥大寺本郷遺跡２区南壁土層柱状図
　　　　　数字はテフラ分析の資料番号．

　　　　　Loc.1：基本土層断面， Loc.2：自然流路１谷底部，

　　　　　Loc.3：畠①， Loc4：自然流路１谷斜面部．
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第368図　テフラ組成ダイヤグラム

　　　　　資料11の重鉱物組成は1/8－1/16mm．ほかは1/4－1/8mm．
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第20表　テフラ検出分析結果
地　　点 試料 軽石・スコリア 火山ガラス

量 色調   最大径 量 形態 色調
基本土層断面南壁２ 1 ** 淡褐, 白 　4.8, 2.0 ** pm 淡褐, 白

2 ** 淡褐 　　　　　　3.1 *** pm 淡褐
8 * pm 白

14 * pm 灰白
****：とくに多い，***：多い，**：中程度，*：少ない．最大径の単位は，mm．
bw：バブル型, pm：軽石型, md：中間型．

第21表　火山ガラス比分析結果（1/4-1/8mm）
地　　点　　　　 試料 bw（cl） bw(pb) bw（br） md pm(sp) pm(fb)   その他 合　計
基本土層断面南壁２ 5 0 0 0 1 1 0 248 250

11 0 0 0 0 2 1 247 250
13 0 0 0 0 4 0 246 250

古墳時代畠① 4 0 0 0 0 3 0 247 250
bw：バブル型，pm：軽石型，md：中間型，pm：軽石型，cl：無色透明，pb：淡褐色，br：褐色，sp：スポンジ状，fb：繊維束状．
数字は粒子数．

第22表　重鉱物組成分析結果
地　　点　　　　 試料 ol opx cpx am（oxy.ho） bi opq その他 　　合　計
基本土層断面南壁２ 5 0 76 30      100 （2） 0 41 3 250

11* 0 24 2      187 (6) 0 36 1 250
13 0 50 9      138 (6) 0 49 4 250

古墳時代畠① 4 0 45 7      121 (5) 0 73 4 250
ol：カンラン石，opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，am：角閃石，oxy.ho：酸化角閃石，bi：黒雲母，opq：不透明鉱物（おもに磁鉄鉱）．
数字は粒子数．*：1/8-1/16mm．ほかは1/4-1/8mm．

第23表　屈折率測定結果
地点名 試料・テフラ 火山ガラス 斜方輝石 角閃石

屈折率（n） 測定点数 屈折率（γ） 測定点数 屈折率（n2） 測定点数
基本土層断面南壁２ 13 1.499-1.502 30 1.707-1.712 30 1.671-1.688 32
古墳時代畠① 4 1.500-1.503 26 1.707-1.711 29 1.671-1.688 33
指標テフラ 浅間Ａ（As-A） 1.507-1.512 1.707-1.712

浅間Ｂ（As-B） 1.524-1.532 1.708-1.710
榛名二ツ岳伊香保（Hr-FP) 1.501-1.504 1.707-1.711 1.672-1.677
榛名二ツ岳渋川（Hr-FA) 1.500-1.502 1.707-1.711 1.671-1.695
榛名有馬（Hr-AA） 1.500-1.502 1.709-1.712 1.671-1.677
浅間Ｃ（As-C） 1.514-1.520 1.706-1.711

　屈折率測定は，温度変化型屈折率測定装置（MAIOT）による．Hr-AAの屈折率特性は町田ほか（1984），ほかは町田・新井（2003）．



はじめに

　阿弥大寺本郷遺跡（伊勢崎市韮塚町地内）は、現在の利

根川と広瀬川低地帯に挟まれた完新世の段丘面上に立地

する。発掘調査の結果、本遺跡からは古墳時代前期の水

田跡や古墳時代中期の集落、古墳時代後期の畠跡、奈良

～平安時代の集落等が確認されている。今回の分析対象

とされた2区では、古墳時代の榛名山の噴火による榛名

二ツ岳渋川テフラ（Hr-FA:新井,1979;早田,1989）で埋没

した畝跡を復旧し、再び畠として利用したと考えられる

畝跡群が検出されている。さらに、この畠跡西側からは

河道跡が検出されており、河道内にはHr-FAおよび榛名

山の噴火に伴うラハール堆積物が埋積する。なお、矢口

（2011）によれば、Hr-FAの噴出年代については、これま

でに須恵器の年代観等から5世紀末～ 6世紀初頭、6世紀

第1四半期等の年代が提示されており、放射性炭素年代

測定からも5世紀末～ 6世紀初頭の年代が示されている。

　本報告では、2区より検出された畠跡の栽培植物およ

び当時の周辺の植生の検討を目的として、畝を構成する

堆積物、隣接する河道跡の埋積物、さらに、1号畠跡の

サク（畝間）から出土した炭化物や1号河道跡より出土し

た植物遺体を対象に自然科学分析調査を実施した。

Ⅰ.古植生および栽培植物

１.試料

（１）試料

　試料は、2区1号畠跡および1号河道跡より採取した土

壌である。以下に、各遺構より採取した試料の概要を記

す。

1）1号畠跡

　1号畠跡は、北東－南西方向を主軸とする畝跡群によっ

て構成される。当遺構の堆積物の観察は、畝跡群と直交

するように設定されたセクションベルトを対象とした。

本地点の堆積層は、下位より灰～暗灰色泥、部分的に（平

行）葉理が残る砂の偽礫および白色の軽石が混じる砂、

灰～暗灰色砂混じり泥、灰白～褐灰色泥からなる。これ

らの堆積物は、発掘調査所見から、それぞれHr-FA降灰

前の畝跡を構成する堆積物、Hr-FA、Hr-FA降灰後（復旧後）

の畝跡を構成する堆積物、榛名山の噴火に伴うラハール

堆積物に相当する。

　土壌試料の採取は、上述したセクションベルトの任意

の地点2箇所（1地点、2地点）を対象とし、それぞれ復旧

後の畝跡のウネ上部（試料番号1）とサク上部（試料番号

3）、さらにHr-FA下位の復旧前の畝跡を構成する堆積物

（試料番号2）を対象としている。

2）1号河道跡（採取地点162頁）

　1号河道跡は、南北に流路をもつ小規模な河川跡であ

る。本遺構の埋積物は、調査区北壁の観察では、下位よ

り比較的淘汰の良い砂や泥と、その互層からなる河川堆

積物、上述したHr-FAに対比される白色の軽石が混じる

比較的淘汰の良い砂、植物遺体層（厚さ最大1cm程度）が

挟在し、みかけ塊状を為す灰～褐灰色泥、さらに褐灰～

黄灰色泥に大きく区分される。

　土壌試料の採取は、上述した分析目的を踏まえ、白色

軽石が混じる砂層下位の河川堆積物（暗褐灰色泥～砂混

じり泥）と、同上位の植物遺体層が挟在する灰～褐灰色

泥を対象とし、層位サンプルあるいはブロックサンプル

として採取している。試料採取位置を示した各地点の模

３　２区古墳時代畠遺構の植物遺体分析

第369図　１号河道跡の主な試料採取地点の模式柱状図
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式柱状図を第369図に示す。

２．分析方法

（１）花粉分析

　試料約10gを秤り取り、水酸化カリウムによる泥化、

篩別、重液（臭化亜鉛，比重2.3）よる有機物の分離、フッ

化水素酸による鉱物粒の溶解、アセトリシス（無水酢酸9，

濃硫酸1の混合液）処理によるセルロースの分解、の順に

物理・化学的処理を施す。処理後の残渣から一部をとり、

グリセリンで封入してプレパラートを作成し、同定を行

う。結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉化石群

集の分布図として表示する。木本花粉は木本花粉総数、

草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数を

それぞれ基数として、百分率で出現率を算出し図示する。

（２）植物珪酸体分析

　各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重

液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.5）の

順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集す

る。これをカバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現す

るイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物

珪酸体（以下、短細胞珪酸体）および葉身機動細胞に由来

した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体）を、近藤（2010）

の分類を参考に同定し、計数する。分析の際には、分析

試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残渣量

を正確に計量し、堆積物1gあたりの植物珪酸体含量（同

定した数を堆積物1gあたりの個数に換算）を求める。

　結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。各分類群の

含量は、100単位として表示し、100個/g未満は「＜100」

と表示する。また、植物珪酸体含量の層位的変化を図示

する。

（３）微細物分析

　試料を水に浸し、粒径0.5mmの篩を通して水洗する。

篩内の試料を粒径別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡

下で観察し、ピンセットを用いて同定が可能な種実や木

材、炭化材などの植物遺体を抽出する。種実遺体の同定

は、現生標本および石川（1994）、中山ほか（2000）等との

対照から実施し、個数を数えて表示する。炭化材等は、

容量と70℃ 48時間乾燥後の重量、最大径を併記する。

分析後は、抽出物を分類群毎に容器に入れて保管し、種

実遺体は約70%のエタノール溶液で液浸保管する。

３．結果

（１）花粉分析

　結果を第23表、第370図に示す。産出した花粉化石の

保存状態は、いずれの試料も悪い。植物遺体層（1地点

1-2）を除く3試料では分析残渣に微粒炭や炭化していな

い植物片が多く含まれ、花粉化石が相対的に少ないこと

から、定法の3 ～ 4倍のプレパラートについて検鏡を行っ

た。一方の植物遺体層は、ほとんどが微粒炭からなり、

花粉化石は非常に少ない。

　花粉化石が検出された3試料（4地点;2、7地点;1,3）は、

いずれもシダ類胞子の割合が高い。木本花粉はモミ属、

ツガ属、マツ属、スギ属等の針葉樹花粉と、ブナ属、コ

ナラ亜属、アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ属等の広葉樹

花粉が検出される。これらの試料における針葉樹花粉と

広葉樹花粉の比率はほぼ同程度である。また、出現率の

高い分類群でも10%～ 20%であり、際立って多産する分

類群が少ない。

　草本花粉は、試料によって組成が異なり、4地点;2で

はイネ科とヨモギ属が多産する。また栽培種のイネ属も

検出されるが、僅かである。7地点;1･3は、イネ科、ヨ

モギ属、キク亜科が検出される。イネ科とヨモギ属は4

地点;2と比べ低率であり、イネ属も検出されるが微量で

ある。

（２）植物珪酸体分析

　結果を第24表、第371図に示す。各試料からは植物珪

酸体が検出されるが、保存状態が悪く、表面に多数の小

孔（溶食痕）が認められる。以下に、各地点の産状を記す。

1）1号畠跡

　植物珪酸体含量は、1地点が1.3万個/g、2地点が4,700

～ 1,3万個/gである。いずれもヨシ属の含量が高く、次

いでメダケ属（ネザサ節）を含むタケ亜科、ススキ属を含

むウシクサ族、オオムギ族を含むイチゴツナギ亜科等が

検出される。1地点;1ではオオムギ族の外穎殻（籾殻）に

形成される珪酸体（穎珪酸体）も認められる。なお、オオ

ムギ族には、栽培植物のコムギやオオムギ等が含まれる

が、現段階では形態による野生種との判別は困難である。
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第370図　花粉化石群集
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第24表. 花粉分析結果
1号河道跡

試料名 1地点 4地点 7地点 7地点
分類群 1-2 2 1 3
木本花粉

モミ属 - 11 4 26
ツガ属 - 10 13 12
トウヒ属 - 4 2 4
マツ属 4 17 33 13
スギ属 - 8 4 10
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 - 4 - -
ヤナギ属 - 1 - 1
サワグルミ属―クルミ属 1 2 7 1
クマシデ属－アサダ属 - - - 1
カバノキ属 - 2 4 6
ハンノキ属 - 1 6 1
ブナ属 - 6 11 11
コナラ属コナラ亜属 - 8 10 9
コナラ属アカガシ亜属 - 10 10 10
ニレ属－ケヤキ属 1 5 4 5
トチノキ属 - - - 1
ブドウ属 - 1 2 -
ノブドウ属 - 10 3 -
グミ属 - - - 1
ツツジ科 - 1 3 -
エゴノキ属 - - - 1
イボタノキ属 - 1 - -

草本花粉
ガマ属 - 1 1 -
イネ属 - 1 1 5
イネ科 - 72 11 30
カヤツリグサ科 - 1 3 4
クワ科 - 2 1 1
アカザ科 - 2 - -
ナデシコ科 - 1 - -
カラマツソウ属 - - - 1
アカバナ属―ミズユキノシタ属 - - - 1
オミナエシ属 - - 1 -
ヨモギ属 1 50 15 10
キク亜科 - 6 13 10
不明花粉 1 2 - 1

シダ類胞子
ヒカゲノカズラ属 - 1 - -
ゼンマイ属 - 2 2 -
他のシダ類胞子 5 67 113 94

合　計
木本花粉 6 102 116 113
草本花粉 1 136 46 62
不明花粉 1 2 0 1
シダ類胞子 5 70 115 94
総計（不明を除く） 12 308 277 269



第371図　植物珪酸体含量
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第25表. 植物珪酸体含量(個/g)
1号畠 1号河道跡

1地点 2地点 1地点 4地点 7地点
分類群 1 2 3 1 2 3 1-2 2 1 3 
イネ科葉部短細胞珪酸体

メダケ属ネザサ節 200 200 100 100 400 - 100 100 - - 
タケ亜科 800 800 500 400 500 200 200 400 200 100 
ヨシ属 2,300 3,200 3,000 1,900 3,100 1,000 8,200 1,400 100 <100 
ウシクサ族ススキ属 600 600 400 200 1,300 100 - - <100 - 
イチゴツナギ亜科オオムギ族 300 200 100 <100 300 <100 - - - - 
イチゴツナギ亜科 100 300 200 <100 100 - - <100 - - 
不明 1,800 2,000 600 700 2,100 1,000 500 1,300 200 <100 

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属 - - - - - - 100 - - - 
メダケ属ネザサ節 400 300 700 100 500 100 - 400 <100 - 
タケ亜科 1,200 400 1,000 500 200 400 - 600 100 <100 
ヨシ属 1,300 2,600 3,100 1,300 2,600 900 2,700 2,100 <100 <100 
ウシクサ族 300 500 400 - 400 100 100 - - - 
不明 3,100 1,200 2,600 1,000 800 700 700 1,100 400 100 

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 6,200 7,300 4,900 3,400 7,700 2,400 9,100 3,400 700 200 
イネ科葉身機動細胞珪酸体 6,400 5,100 7,800 2,900 4,500 2,300 3,600 4,300 700 200 
植物珪酸体含量 12,600 12,400 12,700 6,300 12,200 4,700 12,700 7,700 1,400 400 

珪化組織片
オオムギ族穎珪酸体 ＊ ＊ - - ＊ - - - - - 
ヨシ属短細胞列 - - - - - - ＊ - - - 

珪化組織片　－：未検出,＊：検出



2）1号河道跡

　植物珪酸体含量は、400 ～ 1.3万個/gであり、試料に

よって含量に多寡が認められる。最も含量が高い1地

点;1-2は、ヨシ属の含量が極めて高く、タケ亜科（メダ

ケ属を含む）やウシクサ族等も僅かに検出される。本試

料からは、栽培種のイネ属も僅かに検出される。次いで

含量が高い4地点;2も、検出される分類群は1地点;1-2と

同様であり、ヨシ属の産出が目立つ。7地点;1･3は、タ

ケ亜科やヨシ属等がわずかに産出するのみである。

（３）微細物分析

　結果を第26表に示す。1号河道跡の植物遺体層（1地

点;1-2）と4地点;3の2試料からは、被子植物14分類群（木

本のバラ属、草本のツユクサ、エノコログサ属、イネ科、

ミクリ属、カヤツリグサ科、カナムグラ、ミズ属、ミゾ

ソバ近似種、タデ属、ナデシコ科、スミレ属、ナス科、

キク科）の種実遺体59個が抽出･同定された。この他に、

イネ科の稈を含む多量の炭化物（約100cc）、不明炭化物、

木材、木の芽、双子葉類の葉片、植物のトゲ、昆虫類等

も確認された。

　種実遺体は、明るく開けた場所に生育する、いわゆる

人里植物に属する分類群が多く、炭化した6個（エノコロ

グサ属、イネ科）を除くと比較的良好な保存状態である。

以下に、試料別の検出状況を記す。

・1地点;1-2

　試料150cc（197.03g）より、常緑または落葉低木のバ

ラ属1個、草本のイネ科28個（うち3個炭化）、カナムグラ

1個、ミズ属4個、キク科1個、計35個の種実遺体と、イ

ネ科の稈42個を含む炭化材80cc（7.22g、最大径2.8cm）、

不明炭化物4個（0.01g）、木材2.5cc、双子葉類の葉片4個、

植物のトゲ1個、昆虫類26個が確認された。

・4地点;3

　試料200cc（300.07g）より、草本11分類群（ツユクサ、

エノコログサ属、イネ科、ミクリ属、カヤツリグサ科、

カナムグラ、ミゾソバ近似種、タデ属、ナデシコ科、ス

ミレ属、ナス科）24個（うち3個炭化）の種実遺体と、イ

ネ科の稈17個を含む炭化材21cc（1.95g、最大径3cm）、
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第26表. 微細物分析結果
1号河道跡

備考
1地点 4地点
1-2 3

数量 容量 重量 径 数量 容量 重量 径
種類 部位 状態 [個] [cc] [g] [cm] [個] [cc] [g] [cm]
種実遺体

木本
バラ属 果実 完形 1 - 

草本
ツユクサ 種子 完形 - 1 
エノコログサ属 果実 完形 炭化 - 1 
イネ科 果実 完形 25 5 

完形 炭化 3 2 
ミクリ属 果実 完形 - 1 
カヤツリグサ科 果実 完形 - 2 

破片 - 2 
カナムグラ 果実・核 完形 - 1 

核 破片 1 - 
ミズ属 果実 完形 3 - 

破片 1 - 
ミゾソバ近似種 果実 破片 - 3 
タデ属 果実 完形 - 2 2面,表面微細網目
ナデシコ科 種子 完形 - 1 
スミレ属 種子 完形 - 1 
ナス科 種子 完形 - 2 
キク科 果実 破片 1 - 冠毛

炭化材
イネ科 稈 破片 炭化 42 5 0.42 2.20 17 4 0.52 1.90 
4mm以上 炭化 - 30 3.03 2.80 - 3 0.15 3.00 
4-2mm 炭化 - 25 1.90 - - 5 0.26 - 
2-1mm 炭化 - 12 1.07 - - 5 0.37 - 

炭化植物主体(1mm以下) 炭化 - 8 0.80 - - 4 0.65 - 
その他

不明炭化物 炭化 4 - 0.01 - - 
木材 - 2.5 - 3.0 
木の芽 - 11 
双子葉類

葉

破片 4 - 

植物のトゲ 1 - 
昆虫類 26 69 

残渣 - 3 0.88 - - 7 2.04 - 植物片、砂礫
分析量 150 197.0 200 300.1 湿重



木材3cc、木の芽11個、昆虫類69個が確認された。種実

遺体のうち、エノコログサ属とイネ科2個には炭化が認

められる。また、多年生の抽水植物（根が水に固着し、

植物体の一部が水面を突き抜けて空気中に出る植物（角

野,1994））であるミクリ属が1個、湿生植物のミゾソバ（近

似種）が3個確認された。

1）種実遺体の記載

・バラ属（Rosa ）　バラ科

　果実は灰褐色、長さ4.2mm、幅2.8mm、厚さ2.2mm程度

の三稜状倒卵体。側面観は半広卵形。腹面は鈍稜があり、

稜上に浅い1個の縦溝がある。果皮表面は粗面。

・ツユクサ（Commelina communis  L.）　ツユクサ科ツユク

サ属

　種子は灰黒褐色、長さ3.0mm、幅3.8mm、厚さ1.9mm程

度の歪な半横長楕円体。背面は丸みがあり、腹面は平ら

である。臍は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面

の浅い円形の凹みに存在する。背面と側面の表面には、

大きなすり鉢状の孔が散在する。他の面には円形の小孔

が散在する。

・エノコログサ属（Setaria ）　イネ科

　果実は炭化しており黒色、長さ2.3mm、径1.3mm程度の

半楕円体。背面は丸みがあり腹面は偏平。果皮表面には

横方向に目立つ網目模様が配列する。

・イネ科（Gramineae）

　形態上差異のある複数種を一括している。果実は淡～

灰褐色、炭化個体は黒色。長さ1.7 ～ 3.0mm、径0.7 ～

1.2mm程度の半狭卵体。頂部に2花柱が残存する個体があ

る。背面は丸みがあり腹面は偏平。果皮表面は平滑で微

細な縦長の網目模様が縦列する。ヨシ属やススキ属など

の標本との比較を試みたが、種類の特定には至らなかっ

た。

・ミクリ属（Sparganium ）　ミクリ科

　果実は淡灰褐色、長さ3.9mm、径1.9mm程度の紡錘状楕

円体。頂部は伸び、基部は切形。果皮は海綿状で表面に

は数本の縦隆条が配列する。

・カヤツリグサ科（Cyperaceae）

　形態上差異のある複数種を一括している。果実は淡～

灰褐色、径1.5 ～ 1.8mm程度のレンズ状または三稜状倒

卵体。頂部の柱頭部分は切形またはやや伸びる。基部は

切形。果皮表面には微細な網目模様がある。

・カナムグラ（Humulus japonicus  Sieb. et Zucc.）　クワ

科カラハナソウ属

　核は暗褐色、径3.5 ～ 4.5mm、厚さ1.5mm程度の側面観

は円形、上面観は両凸レンズ形。基部はやや尖り、縦方

向に一周する稜に沿って半分以下に割れた個体がみられ

る。頂部に淡黄褐色、径1mm程度のハート形の臍点がある。

表面は粗面で断面は柵状。灰褐色で薄く粗面の果皮が付

着する個体がみられる。

・ミズ属（Pilea ）　イラクサ科

　果実は灰褐色、長さ1.3mm、幅0.7mm程度の偏平な非対

称倒卵体。頂部、基部はやや尖る。果皮表面は粗面で微

細な瘤状突起が散在する。

・ミゾソバ近似種（Polygonum cf. thunbergii  Sieb. et 

Zucc.）　タデ科タデ属

　果実は淡灰褐色、完形ならば長さ4.5 ～ 6mm、径3 ～

4mm程度の丸みのある三稜状卵体。頂部は尖り、基部は

切形で径0.8mm程度の萼がある。果皮は柔らかく、表面

には微細な網目模様がある。破片は稜に沿って割れた1

片で、大きさは4.2mm程度。

・タデ属（Polygonum ）　タデ科

　果実は黒褐色、長さ3.2mm、径1.7mm程度のレンズ状広

卵体。頂部は尖り、基部は切形で灰褐色の萼がある。果

皮表面には微細な網目模様がある。

・ナデシコ科（Caryophyllaceae）

　種子は灰褐色、径0.9mm程度のやや偏平な腎状円形。

基部は凹み、臍がある。種皮は薄く表面には瘤状突起が

臍から同心円状に配列する。

・スミレ属（Viola ）　スミレ科

　種子は淡灰褐色、長さ1.6mm、径1.3mm程度の広倒卵体。

基部は尖り湾曲する。頂部は円形の臍点がある。表面に

は縦方向に走る1本の縫合線がある。種皮は薄く、表面

には縦長の微細な網目模様が配列する。

・ナス科（Solanaceae）

　種子は淡灰褐色、長さ1.2mm、幅1.5mm程度の偏平で歪

な腎臓形。基部のくびれた部分に臍がある。種皮表面に

は微細な星型状網目模様が臍から同心円状に発達する。

・キク科（Compositae）

　果実の破片（冠毛部分）が検出される。冠毛は、径0.5mm

程度で果実頂部から多数伸びており、淡褐色で長さ2.5mm

程度の線状を示す。
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４.考察

（１）古植生

　1号河道跡埋積物の木本花粉の組成は、針葉樹花粉と

広葉樹花粉がほぼ同率であり、際立って多産する分類群

が認められない。古墳時代～古代頃の調査成果が得られ

ている館林市の池沼群（辻ほか,1983）や前橋市の二宮千

足遺跡（パリノ・サーヴェイ株式会社,1992）等をみると、

針葉樹が少なく、コナラ亜属を中心とする広葉樹の割合

が高い。今回の試料は、これらの事例と比べ針葉樹花粉

やシダ類の割合が高いが、これは針葉樹花粉やシダ類胞

子が広葉樹花粉に比べて風化に強い（中村,1967など）こ

とや、花粉化石の保存が悪いことが一因と考えられる。

　分析対象とした堆積物は、河道堆積物および榛名山の

噴火に伴うラハール堆積物と考えられることから、集水

域および榛名山麓を含む広範囲の植生を反映していると

推定される。また、調査地周辺は、発掘調査結果により

古墳時代前期より集落域、あるいは生産域としての土地

利用が明らかとされていることから、植生干渉が進んで

いたと考えられる。これらの点を考慮すると、花粉化石

で検出されたマツ属、クルミ属、カバノキ属、コナラ亜属、

アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ属等は、集水域の河川沿

いや斜面地等の開発が及びにくい場所に生育していたと

考えられる。マツ属やコナラ亜属等には二次林を構成す

る分類群も含まれることから、これらの分類群を含む林

分が周辺に分布した可能性もある。また、モミ属、ツガ

属、スギ属、ブナ属等は、周辺の山地や山麓等の植生に

由来すると考えられる。

　一方、草本花粉は、イネ科やヨモギ属、キク亜科等が

検出された。これらは、河道周辺や畠跡に草地を形成し

ていた分類群に由来するとみられる。特にキク科は虫媒

花で生産量、飛散量が小さいにもかかわらず産出したこ

とから、近傍に多く生育していたと考えられる。イネ科

は、植物珪酸体の産状から、水湿地性のヨシ属をはじめ

として、周辺に生育したタケ亜科やススキ属等に由来す

ると考えられる。さらに、河道埋積物（4地点;3）からは

抽水植物のミクリ属、湿生植物のミゾソバ（近似種）、湿

～中生植物のツユクサ、エノコログサ属、イネ科、カヤ

ツリグサ科、カナムグラ、タデ属、ナデシコ科、スミレ

属、ナス科等の種実遺体が確認された。これらの分類群

は、当時の河道周辺の水湿地を含む草地環境に由来する

と考えられる。

　なお、砂層上位の灰～褐灰色泥に挟在する植物遺体層

からは、花粉化石はほとんど検出されなかったが、イネ

科の果実やイネ科の稈を含む多量の炭化した植物遺体が

検出された。植物遺体層中の植物遺体については、後述

した分析調査によりヒゲシバ亜科やダンチク亜科に属す

るイネ科植物が含まれることが明らかとされている。植

物珪酸体分析結果や植物遺体の出土状況を考慮すると、

これらの植物遺体は、集水域を含む河道付近に生育した

ヨシ属等を含むイネ科植物に由来すると考えられる。

（２）栽培植物

　1号畠跡における栽培植物の検討を目的として実施し

た植物珪酸体分析では、栽培種に由来する分類群は検出

されなかった。また、畠跡耕作時の堆積物に対比される

と考えられる1号河道跡埋積物の調査では、大型植物遺

体中には栽培種に由来する分類群は確認できなかった。

花粉･植物珪酸体では栽培種のイネ（イネ属）が確認され

たものの、いずれも産出が僅かであったことから、1号

畠跡における稲作の可能性は低いと考えられる。

　なお、1号畠跡からはオオムギ族の葉部およびオオム

ギ族の穎珪酸体に類似する植物珪酸体が検出された。オ

オムギ族は、前述したように栽培種と近縁の野生種との

区別が困難であるため、栽培の有無を言及することは難

しい。群馬県内では、下芝天神遺跡や下芝上田屋遺跡

（高崎市）において本遺跡と同様の形態の畠跡が検出され

ており、この畠跡を対象とした分析調査ではイネととも

にムギやヒエが栽培されていた可能性が指摘されている

（株式会社古環境研究所,1998）。本遺跡では、オオムギ

族は畠跡のみから検出されるという傾向が窺えることか

ら、上記した調査事例と同様にムギ類の栽培や利用の可

能性を示す事例として注目される。

Ⅱ．植物遺体分析

１．試料

　試料は、1号畠跡の復旧後の畝跡のサク（畝間）および1

号畠跡周縁部より出土した炭化物と、1号河道跡の砂層

上位の灰～褐灰色泥に挟在する植物遺体層に確認された

植物遺体である。以下に、各地点の試料の概要を記す。
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（１）１号畠跡

　1号畠跡より出土した炭化物は、Hr-FA降灰後の畝跡の

サク（畝間）および、同じ検出面に相当すると考えられる

1号畠跡周縁部より確認されている。炭化物試料は、現

地において計18箇所から出土した炭化物について確認を

行い、形状が比較的明瞭な炭化物10点を分析試料として

採取している。

（２）１号河道跡

　試料は、1地点および５地点の砂層上位に確認された

植物遺体層を挟在する灰～褐灰色泥（第369図）である。

上記した2箇所では、発掘調査時に植物遺体層の面的な

広がりが確認されていたことから、形状が明瞭で保存状

態が良好と考えられる植物遺体が確認される箇所、ある

いは植物遺体が密集する箇所よりそれぞれ土壌ブロック

（1地点1-1,1-2、5地点1-1,1-2）として取上げている。

　なお、1号畠跡の炭化物および1号河道跡の植物遺体に

ついては、室内にて肉眼および実体顕微鏡等で観察を

行った結果、単子葉類（特にイネ科の稈（茎））の特徴が認

められた。したがって、本項目では、イネ科植物に由来

すると仮定して、外観や組織形態の観察等による種類の

検討を行った。さらに、1号畠跡の炭化物試料について

は、光合成の様式により異なる安定同位体比の検討によ

り、植物遺体の由来の検討を試みた。

　

２．分析方法

（１）外観・組織観察

　肉眼および実体顕微鏡を用いて、植物遺体の外部形態

および組織形態の観察を行う。さらに、特徴的な組織形

態を持つ植物遺体については、走査型電子顕微鏡により

観察を行う。

（２）灰像分析

　試料を過酸化水素水と塩酸で漂白し、この処理によっ

て得られる灰像（珪化組織片）を光学顕微鏡で観察する。

確認された灰像の同定については、Metcalfe（1960）や

近藤（2010）等を参考とする。

（３）安定同位対比分析

　全窒素・全炭素の分析には自動窒素/タンパク分析装

置　Flash EA1112（Themo Fisher Scientific社製）を用

いる。試料をスズコンテナに封入し、超高純度酸素と共

に分析装置の燃焼炉に落とし、スズの酸化熱を利用し

て試料を燃焼・ガス化させ、酸化触媒で完全酸化させ

る。このときの炉の燃焼温度は1,000℃、還元炉温度は

680℃、分離カラム温度は45℃である。次に、還元カラ

ムで窒素酸化物を還元し、水を過塩素酸マグネシウムで

取り除いた後、分離カラムでCO2とN2を分離し、熱伝導

性検出器でそれぞれ定量を行う。

　安定同位体比分析にはDELTA V（Themo Fisher Scientific社製）

を用いる。上記の処理過程において、分離したCO2とN2

をHeキャリアガスと共にインターフェイスを通して質量

分析計に導入し、安定同位体比を測定する。

３．結果

（１）１号畠跡

　1号畠跡の炭化物試料は、粉末あるいは膜状を呈する

状態が悪い試料を除くと、細長く、扁平を呈する炭化物

（幅1cm前後、長さ2 ～ 10cm程度）が多く認められた。こ

れらの炭化物の表面には、長軸方向に縦長の細胞が配列

し、繊維状に見える組織（幅10 ～数10μm程度）が観察さ

れた。また、木材組織に見られる軸方向に対して直行す

る組織（放射組織）は確認されないことから、木材由来の

炭化物ではないと判断される。分析は、炭化物の外観お

よび保存状態の観察結果から、全体の形状が明瞭な炭化

物（炭№1）と約1cm角程度の茎（稈）の表面と断面の観察が

可能な炭化物（炭№9）の2試料を対象とした。

・炭№1

　試料は、長さ約8cm、幅約1cmの茎の側面が観察される

炭化物である。マイクロスコープ観察では、茎の長軸方

向に繊維状の組織（PL.102-1）が確認された。断面の電子

顕微鏡観察では、円形の断面をもち、細胞壁が厚い細胞

と比較的細胞壁が薄く断面が大きい細胞が横に連なる組

織が観察された（PL.102-2）。これらは、植物の茎や葉等

の表皮下に形成される厚壁組織と皮層の一部と考えら

れ、皮層や維管束鞘に由来するものと推定される。

・炭№9

　試料は、長さ、幅ともに約1cmの繊維状の組織（PL.102-3）

が確認される炭化物である。断面は、厚さが最大約

2mmを 測 り、 中 空 で 押 し 潰 さ れ た レ ン ズ 状 を 呈 す る

（PL.102-4）。炭化物の断面の電子顕微鏡観察の結果、

多角形の断面をもつ、管状の細長い細胞が確認された

（PL.102-5,6）。なお、炭№1では細胞壁が厚い細胞と比
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較的細胞壁が薄く断面が大きい細胞が異なる組織の層と

して区別できたが、炭№9では不明瞭であった。断面の

形状から埋積過程で組織構造が圧縮･変形したことが推

定されるが、炭№1とは異なる植物の組織に由来する可

能性もある。

（２）1号河道跡

　1号河道跡埋積物の灰～褐灰色泥に挟在する植物遺体

層中の植物遺体は、扁平で細長く、全体的に黒～黒灰色

を呈する。これらの植物遺体は、若干光を透過すること

から畠跡試料に比べ炭化の度合いが低いと考えられる。

　各試料の植物遺体の外観観察の結果、長軸方向に対し

て垂直に線状の組織を有し、外形態上の特徴からイネ科

の稈（茎）の節と考えられる植物遺体（PL.103-1）、長方形

状の組織と長方形状の組織より幅が狭く細長い繊維状の

組織を有する植物遺体（PL.103-4など）、さらに、薄い板

状を呈し、表面に複数の溝（幅0.2mm前後）が並列する植

物遺体（PL.103-2,3）等が観察された。

　本分析では、上述した植物遺体のうち、長方形状の組

織を有する植物遺体と、薄い板状を呈し、複数の溝が並

列する植物遺体を対象とした。

・1号河道跡 1地点;1-1

　試料は、長さ約6cm、幅約1cmを測る植物遺体である。

マイクロスコープ観察では、植物遺体表面に長方形状

の組織（PL.103-5）と、それよりも幅が狭く（幅10μm程

度）細長い繊維状の組織（PL.103-6）が観察された。繊維

状の組織は、長方形状の組織を取り除くと確認できる

（PL.103-4）ことから、長方形状の組織が繊維状の組織を

覆っていることがわかる。長方形状の組織の灰像分析の

結果、長細胞とケイ酸細胞（短細胞）が配列する細胞列が

確認されたが、細胞帯の分化が認められず、機動細胞珪

酸体は観察されなかった（PL.105-1）。以上の特徴から、

本試料はイネ科の表皮組織に由来すると考えられる。

・1号河道跡 1地点;1-2

　試料は、薄い板状を呈し、複数の溝（幅0.2mm前後）が

並列する植物遺体3点（長さ4 ～ 6cm、幅約1cm）（PL.103-

2）である。マイクロスコープ観察では、長軸方向に配列

する細長い組織（幅10 ～ 20μm程度）が確認された。ま

た、木材組織に見られる軸方向に対して直行する組織

（放射組織）が認められなかったことから、草本植物の表

面に見られる表皮組織と考えられる。さらに、この組織

について電子顕微鏡観察を実施した結果、大小のケイ

酸細胞（短細胞）からなる細胞列や気孔列が確認された

（PL.104-3 ～ 5）。

　イネ科の葉部の表皮組織は、数列からなる気孔帯と長

細胞とケイ酸細胞（短細胞）等が交互する細胞帯からなる

組織を有し、葉脈状と葉脈間のケイ酸細胞（短細胞）の大

きさが異なるという特徴を示す（Metcalfe, 1960）。した

がって、観察対象とした試料はいずれもイネ科の葉部

に由来すると考えられる。イネ科の葉は葉身と葉鞘か

らなるが、灰像分析の結果、葉身に特徴的に形成される

第372図　安定同位体比分析結果
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機動細胞列あるいは機動細胞珪酸体が観察されなかった

（PL.105-2）ことから、分析に供した植物遺体はイネ科の

葉鞘に由来すると考えられる。また、前述した大きいケ

イ酸細胞（短細胞）は、短座鞍型（ヒゲシバ型）であること

から、ヒゲシバ亜科やダンチク亜科に属するイネ科植物

と推定される。

・1号河道跡 5地点;1-1

　試料は、長方形状の組織が配列する植物遺体2点と薄

い板状を呈し複数の溝が確認される植物遺体1点（長さ2

～ 5cm、幅約1cm）である。マイクロスコープ観察では、

長方形状の組織が配列する植物遺体表面には、表面に突

き出た粒状の組織（PL.104-33）や気孔（PL.104-34）が確

認された。また、複数の溝が確認される植物遺体には、

長軸方向に配列する細長い組織（PL.104-35）が確認され

た。さらに、後者の植物遺体の電子顕微鏡観察の結果、

1地点 1-2と同様に植物珪酸体列や気孔帯が確認された

（PL.104-6）。このような構造は、上記した1地点;1-2と

同様であることから、分析に供した植物遺体は、ヒゲシ

バ亜科やダンチク亜科に属するイネ科植物の葉鞘に由来

する可能性がある。

（３）安定同位体比分析

　1号畠跡より出土した炭化物2点の安定同位体比（δ

13C,δ15N）は、炭№1のδ13C-PDBが-26.2‰、δ15N-Air

が-3.74 ‰、 炭 化 物 №9の δ13C-PDBが-13.2 ‰、 δ

15N-Airが-0.4504‰であった。

　植物が二酸化炭素（CO2）として固定（光合成）する場合、

海洋生物は海水中に溶存したCO2を、陸上生物は大気中

のCO2を使う。海水中に存するCO2と大気中のCO2では、

その中に含まれる安定同位対比（δ13C）が異なることか

ら、これらを取り込む海洋起源植物と陸上起源植物がも

つδ13Cはそれぞれ異なる。今回は、陸上生物を対象と

した調査であることから、大気中のCO2を元にした物質

循環の中に含まれる。

　陸上植物には、光合成を行う様式が大きく３つ（C3植

物、C4植物、CAM植物）存在する。これらが光合成を行う

際の同位体分別がそれぞれ異なるため、陸上起源植物で

は、光合成の様式によってδ13Cの値は違ってくる。C3

植物は、陸上のほとんどの植物が含まれ、有用植物とし

ては堅果類や多くの果物をはじめ、ウリ等の野菜類、イ

ネ、ムギ等の穀類が含まれる。C4植物にはススキ、サト

ウキビ、トウモロコシ、カヤツリグサ等の単子葉植物、

アオビユ等の双子葉植物等の乾燥域や熱帯系の植物に多

い。CAM植物は、ベンケイソウやサボテン，パイナップ

ルなどの多肉植物に多い（Pearsall,2000など）。

　一方植物の窒素は、大気からの硝酸やアンモニアの降

下物、マメ科植物等の窒素固定生物による大気窒素ガス

である。土壌に付加された窒素が土壌中で代謝されて植

物に吸収されるが、土壌中の窒素代謝はアンモニアの揮

散や脱窒作用等により、自然界の窒素同位対比（δ15N）

と比べて高くなるのが普通である。

　なお、δ13Cは捕食者によって炭素が取り込まれるた

め、餌となる動植物に由来して変化する。また、δ15N

の値は、捕食者と食物の間で同位体分別が大きくなっ

ていくのが特徴である（Pearsall,2000など）。陸上生物

を、δ13Cとδ15NをＸＹ軸にとった表に落とすと第372

図のようになり、種類により異なっていることがわかる

（Pearsall,2000）。δ13Cは光合成の様式により大きく異

なり、δ15Nは植物、草食動物、肉食動物の順に値が高

くなり、捕食者と食物の間の同位体分別が大きい。

　今回の分析結果を第372図に当てはめると、δ13Cは2

試料で明らかに異なり、炭№1がC3植物、炭№9がC4植物

の範疇に入る。δ15Nの値は2試料ともに小さく、炭№9

は現在の動植物の領域から外れている。この要因として

は、分析対象とした部位が茎の細胞壁であることが挙げ

られる。茎の細胞壁は大部分がセルロースで窒素を含ま

ないため、窒素量が極端に少なくなっていると推定され

る。

４．考察

　1号河道跡の灰～褐灰色泥に挟在する植物遺体層より

抽出した植物遺体の組織学的観察の結果、イネ科の表皮

組織およびイネ科の葉部に由来する植物遺体が確認され

た。イネ科の葉部の形質を有する植物遺体は、灰像分析

の結果、ケイ酸細胞（短細胞）に短座鞍型（ヒゲシバ型）が

認められたことから、ヒゲシバ亜科やダンチク亜科に属

するイネ科植物に由来すると考えられる。さらに、他の

植物遺体の径や節の形状、保存状態等からイネ科の中で

も大型で強健な種類が想定され、前述した植物遺体層の

植物珪酸体（単体）分析結果等も考慮すると、上記した植

物遺体はヨシ属に由来する可能性がある。
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　一方、1号畠跡から出土した炭化物は、植物の種類を

特定できる組織学的特徴の確認には至らなかった。ただ

し、炭№1は、形状が1号河道跡で検出された植物遺体に

類似し、組織の特徴も1号河道跡内の試料で表皮を剥い

だ時にみられる繊維状の組織と類似する。これらの特徴

や安定同位体比を考慮すると、炭№1はC3植物に含まれ

るイネ科に由来する可能性がある。また、炭№9は、茎

の径や組織の特徴から中～大型の草本類であるとみら

れ、安定同位体比からC4植物の可能性が示唆される。な

お、燃え残りやすい点から、イネ科やカヤツリグサ科（こ

れらの植物珪酸体が形成される植物は、燃えても稈（茎）

の組織が残りやすい）等が挙げられるが、種類の特定に

は至らない。
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４　種子同定（１）と珪酸体分析

はじめに

　阿弥大寺本郷遺跡（伊勢崎市韮塚町地内）は、現在の利

根川と広瀬川低地帯に挟まれた完新世の段丘面上に立地

する。本遺跡の発掘調査の結果、古墳時代前期の水田跡

や古墳時代中期の集落、古墳時代後期の畠跡、奈良～平

安時代の集落等が確認されている。

　本報告では、3-2区より検出された5世紀中頃の竪穴住

居跡における植物質食糧、および前述した竪穴住居跡の

確認面より下位の確認面から検出された水田遺構（As-C

混土水田４、PL.105①②）における栽培植物の検討を目

的として、自然科学分析調査を実施した。

Ⅰ．種実遺体分析

１．試料

　試料は、3-2区 5号住居跡のカマド左脇より採取され

た土壌（3−2区5住 カマ左 灰）である。試料の肉眼観察の

結果、土壌中には炭化物とともに、白～灰色を呈する針

状および板状を呈する灰状物質が多く混じる状況が確認

された。また後述する炭化種実の検出状況や部位等の状

況から、上記した灰状物質中に植物質食糧に由来する組

織片の存在が想定されたことから、今回の調査では水洗

選別により回収された灰状物質の由来を明らかとするた

め、以下に示す方法で抽出･同定を試みた。

２．分析方法

（１）種実遺体分析

　土壌試料（1000.73g）を容器に広げて常温で数日乾燥さ

せた後、肉眼やルーペで観察し、目に付いた炭化物や土

器等の遺物を拾い出す。その後、水を満たした容器に試

料を投入し、容器を傾斜させて浮いた灰状物質と炭化物

を粒径63μmの篩に回収する。容器内の残土に水を入れ

て軽く攪拌した後、容器を傾斜させて灰状物質と炭化物

を回収する作業を、灰状物質と炭化物が浮かなくなるま

で繰り返す（30回程度）。さらに残土を粒径0.5mmの篩を

通して水洗する。

　篩内の試料を粒径別にシャーレに集めて双眼実体顕微

鏡下で観察し、ピンセットを用いて同定が可能な種実遺

体を拾い出す。種実遺体の同定は、双眼実体顕微鏡下で

観察し、現生標本および石川（1994）、中山ほか（2000）等

との対照から実施し、個数を数えて表示する。種実遺体

以外の抽出物と残渣は、40℃ 72時間乾燥後の重量を表

示する。炭化材と灰状物質は容量を、炭化材と土器片は

最大径を併記する。分析後は、抽出物を分類群毎に容器

に入れて保管する。種実遺体は約70%のエタノール溶液

で液浸保管する。

（２）灰像分析

　上述した方法により回収された灰状物質について、

光学顕微鏡下で観察し、珪化組織片の有無を確認す

る。前述した確認結果に基づき、灰状物質を双眼実体

顕微鏡下で観察し、植物遺体に由来すると思われる灰

状物質を面相筆を用いて抽出する。マイクロスコープ

（KEYENCE,VHX-1000）を用いて灰状物質の外観を記録した

後、灰状物質表面を光学顕微鏡下で観察し、確認された

珪酸組織を近藤（2010）の分類を参考に同定する。

３．結果

（１）種実遺体分析

　結果を第27表に示す。3-2区 5号住居跡のカマド脇よ

り採取された土壌の水洗選別の結果、栽培種のイネの穎

（果）の破片が10個（炭化8個、灰化2個）検出された。この

他に、炭化材が0.27g（1.5cc、最大径8.6mm）、不明炭化

物（木材組織が確認されない、部位、種類ともに不明の

炭化物）が0.01g未満、灰状物質が11.89g（50cc）、土器

片が1個（11.63g、径35.5mm）確認された。分析残渣は砂

礫主体で3.28gを量る。

・イネ属（Oryza sativa  L.）　イネ科

　穎（果）の破片が検出された。穎（果）は、炭化および灰

化した破片が認められ、炭化した個体は黒色、灰化した

個体は白～灰白色を呈する。破片の大きさは、最大1.8mm

程度。完形ならば、長さ6 ～ 7.5mm、幅3 ～ 4mm、厚さ1.5mm

程度のやや偏平な長楕円体で、基部に斜切状円柱形の果

実序柄（PL.106-2 ～ 4）と1対の護穎を有し、その上に外

穎（護穎と言う場合もある）と内穎がある。外穎は5脈、

内穎は3脈をもち、ともに舟形を呈し、縫合してやや偏

平な長楕円形の稲籾を構成する。穎は脆く柔らかく、表

面には顆粒状突起が縦列する（PL.106-1 ～ 4）。
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（２）灰像分析

　 水 洗（ 浮 遊 ）選 別 に よ っ て 回 収 さ れ た 灰 状 物 質

（PL.106-5 ～ 6）について、光学顕微鏡下で概査（珪化組

織の有無の確認）を行った結果、栽培種のキビ（Panicum 

miliaceum L.；イネ科キビ属）を含むキビ属の葉部に

形成される珪化組織（PL.106-7）と、コムギ（Triticum 

aestivum  L.； イ ネ 科 コ ム ギ 属 ）や オ オ ム ギ（Hordeum 

valgare  L.；イネ科オオムギ属）等を含むオオムギ族

（Tribus Hordeae）の穎珪酸体が確認された。

　この結果を踏まえ、改めて植物遺体に由来すると思わ

れる灰状物質を抽出し、灰像分析を実施した。分析対

象とした試料は、複数の繊維が絡み合う状況が観察さ

れた灰状物質（PL.106-8a）、表面に数多くの顆粒状の突

起と長軸方向に平行する細い筋が観察された灰状物質

（PL.107-9a,10a,11a,12a）、さらに上記に分類されない

ものの特徴的な形態を有する灰状物質（PL.108-13a,14a）

である。　

　複数の繊維が絡み合う状況が観察された灰状物質

（PL.106-8a）の一部からは、キビ属の葉部に形成される

短細胞珪酸体を含む珪化組織片（PL.106-8b）が確認され

た。また顆粒状の突起と長軸方向に平行する細い筋が観

察された灰状物質（PL.107-9a,10a,11a,12a）からは、オ

オムギ族の穎に形成される穎珪酸体が確認された。これ

は長細胞に由来する珪酸体で、直線および曲線的な棒状

を呈し、周辺が波状の輪郭か、棘状突起物を有する。ま

た、PL.107-12bの左側には、穎珪酸体に並行する気孔列

も確認された。特徴的な形態を有する灰状物質（PL.108-

13a,14a）は、それぞれ珪化組織（PL.108-13b,14b）が確認

されたが、分類群の特定可能な形態を有する植物珪酸体

は認められなかった。

４．考察

　5世紀中頃とされる3-2区 5号住居跡のカマド左脇より

採取された土壌試料からは、栽培種のイネの炭化した穎

の破片および灰化した穎の破片が検出された。また、灰

状物質からは、オオムギ族の穎珪酸体やキビ属の葉部に

形成される珪化組織、さらに分類群の特定に至らない珪

化組織が確認された。

　炉やカマドの埋積物等を対象とした分析には、植物質

食料や燃料材の直接的な手掛かりとなる炭化種実や炭化

材の抽出・同定が行われることが多い。また、燃料材の

検討については、珪化組織片の産状を検討するため灰像

分析等も併用する場合があり、周辺に分布した草地に由

来すると考えられるイネ科植物の珪化組織片とともに

栽培種の非可食部に相当する部位や珪化組織が検出さ

れる事例が確認されている（例えば、パリノ・サーヴェ

イ,2006･2010）。

　今回の灰状物質の調査は、全体の一部を対象としたの

みであるが、種実で確認されたイネの穎珪酸体が確認さ

れず、オオムギ族やキビ属が確認された点が特徴として

指摘される。また、本遺跡の畠跡や河道跡で検出された

タケ亜科やヨシ属、ススキ属等などの周辺の草地に由来

する分類群は確認されなかった。オオムギ族やキビ属は、

植物珪酸体の形態から野生種との区別は困難であるが、

試料の採取地点や観察所見からカマドより掻出された灰

等に由来すると推定されること、さらに灰状物質に確認

４　種子同定（１）と珪酸体分析

387

第27表.　種実遺体分析結果
3-2区 5住居
カマド付近

状態 炭化物 備考
種実

イネ 穎 破片 炭化 8 個 3個：基部
灰化 2 個

炭化材 炭化 0.27 g
1.5 cc
8.6 mm 最大径

不明炭化物 炭化 <0.01 g
灰状物質 灰化 11.89 g オオムギ族穎珪酸体、キビ属短細胞列・短細胞珪酸体、不

明珪化組織片検出50 cc

土器片 1 個
11.63 g
35.5 mm

分析残渣(砂礫) 3.28 g
分析量 1000.73 g



された植物遺体が栽培種および栽培種を含む分類群に限

定される状況等から、検出された珪化組織はムギ類の穎

やキビの植物体（葉部）に由来する可能性が高い。また、

灰状物質は、稲籾や麦籾等の種実やキビワラ等に由来す

ると考えられる植物体が、十分な酸素供給下で燃焼した

痕跡と推定される。

II．植物珪酸体分析

１．試料

　試料は、3-2区の北壁（C断面）および南壁（G断面）の堆

積層より採取された土壌6点である。これらの土壌試料

は、それぞれAs-C混土水田の耕作土あるいは水田底面に

相当する堆積物（3-2区北壁 試料番号PO-7a、3-2区南壁 

試料番号PO-8a）、水田を覆う堆積物あるいは水田耕作土

と想定される堆積物（3-2区北壁 試料番号PO-5a、3-2区

南壁 試料番号PO-1a）、さらに、水田上位の洪水層に相

当する堆積物（3-2区北壁 試料番号PO-6a、3-2区南壁 試

料番号PO-1a）からなる。

２．分析方法

　各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重

液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.5）の

順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集す

る。これをカバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現す

るイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物

珪酸体（以下、短細胞珪酸体）および葉身機動細胞に由来

した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体）を、近藤（2010）

の分類を参考に同定し、計数する。

　分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作

成に用いた分析残渣量を正確に計量し、堆積物1gあたり

の植物珪酸体含量（同定した数を堆積物1gあたりの個数

に換算：検出密度）を求める。

　結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、各

分類群の含量は100単位として表示し、100個/g未満は「＜

100」で表示する。また、各分類群の植物珪酸体含量とそ

の層位的変化について検討するために、植物珪酸体含量

の層位的変化を図示する。

　さらに、主な分類群については機動細胞珪酸体の含量

（個/g）に土壌の仮比重:（g/cm：今回は1.0と仮定）と各

植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個体当たりの植物体乾

重;単位:10-5g）をかけて、面積1m2で層厚1cm当たりの推

定生産量（kg/m2・cm）を推定した。この時、イネ（赤米）

の換算係数は2.94、クマザサ属は0.75、メダケ節は1.16、

ヨシ属は6.31である。なおウシクサ族については、ウシ

クサ族に属するススキ属の換算係数1.24を用いた。

３．結果(PL.109)

　各試料の植物珪酸体含量を表28、主な分類群の推定生

産量を表29に示す。また、植物珪酸体含量の層位的変化

を第373図に示す。各試料からは植物珪酸体が検出され

るが、保存状態が悪く、表面に多数の小孔（溶食痕）が認

められる。以下に、地点毎の産状を述べる。

（１）３－２区南壁（G断面）

　南壁から採取された3試料の植物珪酸体含量は5,000

～ 1.4万個/gであり、PO-1aで最も含量が高い。検出さ

れた分類群のうち栽培種についてみると、3試料よりイ

ネ属の葉部に形成される短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体

が検出される。その含量は、PO-01aが3試料中で最も含

量が高く、短細胞珪酸体が約600個/g、機動細胞珪酸体

が約2,200個/gである。PO-02aおよび08aは、短細胞珪酸

体が100個/g未満、機動細胞珪酸体が400 ～ 600個/g程度

である。栽培種を除く分類群は、メダケ属を含むタケ亜

科、ヨシ属、コブナグサ属やススキ属を含むウシクサ族、

イチゴツナギ亜科等が検出されるが、概して含量が低い。

（２）３－２区北壁（C断面）

　北壁から採取された3試料の植物珪酸体含量は1,000

～ 5,500個/gであり、南壁試料と比較して全体的に含量

が低い。栽培種では、PO-05aとPO-07aよりイネ属が検出

される。その含量は、PO-05aでは機動細胞珪酸体が300

個/g、PO-07aは短細胞珪酸体が300個/g、機動細胞珪酸

体が800個/gである。栽培種を除く分類群では、メダケ

属を含むタケ亜科、ヨシ属、コブナグサ属やススキ属を

含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科等が検出されるが、

概して含量が低い。

４．考察

　3-2区のAs-C混土水田とその上位に堆積する洪水層を

対象とした植物珪酸体分析の結果、北壁の洪水層（PO-
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第373図　植物珪酸体含量
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第28表　植物珪酸体含量 (個/g)

3-2区
南壁(G断面) 北壁(C断面)

分類群 PO-01a PO-02a PO-08a PO-05a PO-06a PO-07a
イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属 600 <100 <100 - - 300 
メダケ属メダケ節 100 <100 - <100 <100 100 
メダケ属ネザサ節 100 <100 - - - - 
タケ亜科 1,500 300 300 <100 200 300 
ヨシ属 400 - <100 300 - <100 
ウシクサ族コブナグサ属 100 - - <100 - - 
ウシクサ族ススキ属 400 500 400 600 <100 <100 
イチゴツナギ亜科 400 <100 400 300 - 300 
不明 3,900 1,300 1,100 1,400 400 900 

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属 2,200 400 600 300 - 800 
クマザサ属 - - - 100 - - 
メダケ属メダケ節 <100 100 100 100 - 200 
タケ亜科 500 300 300 200 - 200 
ヨシ属 100 <100 100 200 <100 200 
ウシクサ族 500 100 200 300 <100 <100 
不明 2,600 1,600 1,500 1,400 100 800 

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 7,600 2,400 2,200 2,800 800 2,000 
イネ科葉身機動細胞珪酸体 6,000 2,600 2,800 2,700 200 2,100 
総　計 13,600 5,000 5,000 5,500 1,000 4,100 

第29表. 主な分類群の推定生産量 (kg/m2・cm)

3-2区
南壁(G断面) 北壁(C断面)

分類群 PO-01a PO-02a PO-08a PO-05a PO-06a PO-07a
イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属 0.64 0.13 0.18 0.08 - 0.24 
メダケ属メダケ節 0.01 0.01 0.01 0.01 - 0.02 
ヨシ属 0.07 0.04 0.07 0.14 0.04 0.10 
ウシクサ族 0.06 0.02 0.03 0.04 0.01 0.01 



06a）を除く5試料より栽培種のイネ属が検出された。5試

料におけるイネ属の植物珪酸体含量は、短細胞珪酸体が

100個/g未満～ 600個/g、機動細胞珪酸体が300 ～ 2,200

個/gであった。

　稲作が行われた水田跡の土壌では、栽培されていたイ

ネ属の植物珪酸体が土壌中に蓄積され、植物珪酸体含量

（植物珪酸体密度）が高くなる。水田跡（稲作跡）の検証や

探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体（機動細胞由

来）が試料1g当り5,000個以上の密度で検出された場合

に、そこで稲作が行われた可能性が高いと判断されてい

る（杉山,2000）。また群馬県内では水田遺構での産状か

ら3,000個/gを基準として検討する場合もある（有限会社

古環境研究所,1993など）。

　今回の分析結果についてみると、南壁の水田埋没土ま

たは耕作土とされる試料（PO-01a）の機動細胞珪酸体含量

の2,200個/gが最も高い値であり、上記した判断基準と

比較すると概して含量が低い。なお、今回の分析に供さ

れた試料は、発掘調査所見に基いて、水田の耕作土また

は底面土、水田埋没土または耕作土、水田上位の洪水層

と層位的に採取されている。これらの所見に基づき、イ

ネ属の層位的変化（第373図）をみると、南壁では前述し

たように水田埋没土または耕作土（PO-01a）でイネ属の含

量が高い。一方、北壁では洪水層からはイネ属は検出さ

れなかったが、水田の耕作土または底面土、水田埋没土

または耕作土よりイネ属が検出され、水田の耕作土また

は底面土（PO-07a）においてわずかに含量が高い。このよ

うな含量の変化を考慮すると、洪水層より下位で稲作が

行われていた可能性がある。なお、イネ属の含量が概し

て低かった要因としては、生産性が低い、あるいは耕作

期間が短いといった背景等により土壌中にイネ属の植物

珪酸体が蓄積しにくい状態であったことが想定される。

　また、栽培種を除く分類群では、タケ亜科（メダケ属

やクマザサ属を含む）やヨシ属、ススキ属、イチゴツナ

ギ亜科等が検出された。本遺跡の発掘調査で明らかとさ

れている微地形等を考慮すると、今回の調査区は相対的

に低所にあたることから、付近には水湿地等を好むヨシ

属がみられ、比較的乾燥した場所にはタケ亜科やススキ

属が分布したと推定される。
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５　木製品及び種子同定（２）

はじめに

　阿弥大寺本郷遺跡（群馬県伊勢崎市韮塚町・田中町地

内）は、現在の利根川と広瀬川との間に広がる広瀬川低

地の微高地上に立地する。本遺跡の発掘調査では、古墳

時代前期・中期・後期、古代、中世の各時期の集落をは

じめとして水田や畠跡なども確認されている。また、河

川氾濫に伴う堆積物、榛名火山の噴火に伴う降下堆積物

やラハール堆積物、浅間火山の噴火に伴う降下堆積物等

も確認されており、これらの災害イベントと集落の変遷、

生産域の転換等の状況も明らかとされている。

　本報告では、阿弥大寺本郷遺跡における植物利用の検

討を目的して、河道や井戸跡から出土した種実や木製品

を対象に、種実同定および樹種同定を実施した。

Ⅰ．種実同定

１．試料

　試料は、平安時代の3区1号井戸から出土した種実遺体

5試料31個（管理番号3、7、10、12、18）と、中世の2区1

号井戸の枠材（管理番号6）に確認された植物遺体片8点で

ある。試料の詳細は結果とともに第30表に示す。

２．分析方法

　試料を双眼実体顕微鏡下で観察する。種実遺体の同定

は、現生標本および石川（1994）、中山ほか（2000）等を参

考に実施し、結果を一覧表で示す。分析後は、種実遺体

を分類群毎に容器に入れて保管する。水浸試料には、約

70%のエタノール溶液を入れて保存する。

３．結果(PL.110)

　同定結果を第30表に示す。全試料を通じて、木本4分

類群（広葉樹のクリ、スモモ、モモ、センダン）22個、

草本3分類群（ヒョウタン類、エゴマ、オナモミ属）13個、

計35個の種実遺体が同定された。種実遺体以外では、木

材が3個（管理番号10）、土粒が1個（管理番号18）確認され

た。

　種実遺体群のうち、栽培種は、3区1号井戸からスモモ

の核が13個（スモモ？を含む）、モモの核が6個、ヒョウ

タン類の果実が3個、エゴマの果実が1個と、枠材からヒョ

ウタン類の果実が8個の、計31個が確認された。栽培種

が種実遺体群の88.6%を占める。

　栽培種を除いた分類群は、3区1号井戸から、落葉高木

のクリの果実が2個、センダンの核が1個、草本のオナモ

ミ属の総苞が1個の、計4個が確認された。

　本分析で確認された種実遺体各分類群の形態的特徴等

を以下に記す。また、デジタルノギスを用いて計測した、

種実遺体の長さ、幅、厚さを表1に示す。

〈木本〉

・クリ（Castanea crenata  Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ

属

　果実は暗灰褐色、長さ26.9mm、幅27.1mm、厚さ13.3mm

の三角状広卵体。一側面は偏平で、反対面は丸みがある。

頂部は尖り、基部はやや切形。基部全面を占める着点（座）

は、果皮と別組織で灰褐色を呈し、粗く不規則な粒状紋

様がある。果皮との接線は波打つ。果皮表面はやや平滑

で、微細な浅い縦筋がある。果皮内面には灰黄褐色の種

皮があり、毛が残存する。

・スモモ（Prunus salicina  Lindley）　バラ科サクラ属

　核（内果皮）は灰褐色、長さ10.9 ～ 15.6mm、幅8.4 ～

13.5mm、厚さ5.8 ～ 8.7mmのレンズ状広楕円体。頂部は

やや尖り、基部は切形で丸い臍点がある。1本の明瞭な

縦の縫合線が発達し、背面正中線上に細い縦隆条が、腹

面正中線には浅い縦溝とその両側に幅の狭い帯状部があ

る。内果皮は厚く硬く、表面にはごく浅い凹みが不規則

にみられる。

　管理番号10から確認された完形個体1個には、背面正

中線上に円形の孔がみられ、ネズミ類による食痕と考え

られる。また、管理番号18から確認された完形個体1個

は、炭化した核と考えられるが、表面に泥が付着してお

り、状態不良であるため、スモモ？としている。

・モモ（Prunus persica  Batsch）　バラ科サクラ属

　核（内果皮）は灰褐色、長さ30.4 ～ 34.6mm、幅23.8 ～

24.9mm、厚さ15.7 ～ 16.0mmのやや偏平な広楕円体。頂

部は尖り、基部は切形で中央部に湾入した臍がある。背

面正中線上に細い縦隆条が、腹面正中線には浅い縦溝と

その両側に幅の狭い帯状部がある。内果皮は厚く硬く、

表面は縦に流れる不規則な線状の深い窪みがあり、全体

として粗いしわ状にみえる。
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　管理番号10から確認された完形個体1個には、背面正

中線上に円形の孔がみられ、ネズミ類による食痕と考

えられる。また、管理番号10から確認された1個と、管

理番号12から確認された2個は、縫合線に沿って割れた

半分個体である。半割面は平滑で、中央に長さ22.9 ～

23.5mm、幅11.7 ～ 13.3mm、厚さ2.4 ～ 4.0mmの半広卵体

の窪みがある。

・ セ ン ダ ン（Melia azedarach  L. var. subtripinnata  

Miquel）　センダン科センダン属

　核（内果皮）は灰褐色、長さ13.4mm、径9.3mmの楕円体。

基部には大きく深い孔がある。背面は浅く広い5 ～ 6個

の縦溝と縦隆条が交互に並び、上面観は星型。表面は粗

面。

〈草本〉

・ヒョウタン類（Lagenaria siceraria  Standl.）　ウリ科

ヒョウタン属

　果実は黄灰褐色、完形ならば球形やナス形、首の長い

フラスコ形や細長い形まで様々である。出土果皮片の最

大径は3.8×2.9cm、厚さは6.6 ～ 6.7mmであった。果皮

断面は柵状、表面は平滑で光沢がある。果皮内面は灰褐

色、海綿状で、頂部と基部を結ぶ維管束の筋が配列する。

いずれの果皮片もゆるやかな丸みを帯びることから、推

定される完形の果実は、首の長いフラスコ形や細長い形

とは区別される。

・エゴマ（Perilla frutescens (L.) Britt. var. japonica  

Hara）　シソ科シソ属

　果実は暗灰褐色、完形ならば長さ2.0 ～ 2.8mm、幅1.8

～ 2.5mm（笠原,1982）の倒広卵体で、基部には大きな着

点部があり、舌状に突出する。果皮は柔らかく、表面に

は浅く大きく不規則な網目模様がある。

出土果皮片は1/3片未満で、残存長2.5mm、残存幅2.2mm

であった。

　シソ属には、栽培種で軟実のエゴマと、硬実のシソ

のほかに、硬実の雑草型エゴマがあり、雑草型エゴマ

の果実の大きさは、エゴマとシソの中間型を示す（新

田,2001）。本分析では、笠原（1982）の基準（長さ1.4 ～

1.5mm、幅1.1 ～ 1.2mmをシソ）や、中山ほか（2000）の計

測値を参考に、エゴマとしている。

・オナモミ属（Xanthium ）　キク科

　総苞は灰褐色、残存長9.6mm、径6.0mmの楕円体。頂部

にある長さ0.5mm程度の太い嘴2個を欠損する。表面には

長さ0.5 ～ 1mm程度の刺が散在し、鉤状に曲がった刺先

端部を欠損する。

４．考察

　平安時代の3区1号井戸から出土した種実遺体には、栽

培種のスモモ、モモ、ヒョウタン類、エゴマが確認され

た。また、中世の2区1号井戸の枠材（管理番号6）試料中

に確認された植物遺体片はヒョウタン類であった。

　上述した栽培種のうち、スモモとモモは、観賞用の他、
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第30表. 種実同定結果

地区 遺構
管理 
番号

分類群 部位 状態 個数
計測値(mm)

備考
長さ 幅 厚さ

2区 1号井戸 6 ヒョウタン類 果実 破片 8 38.0 + 29.3 + 6.7 最大片,厚さ:果皮
3区

　1号井戸

3 スモモ 核
完形 1 11.5 9.0 5.8 
破片 4 11.7 6.3 + 3.8 + 最大片

7 クリ 果実 完形 1 26.9 27.1 13.3 

10

クリ 果実 破片 1 16.5 + 8.3 + - 平坦面

スモモ 核
完形

5 15.6 13.5 8.7 
- 13.9 10.1 7.1 
- 12.1 9.1 7.1 
- 10.9 8.4 5.8 
- 13.7 9.9 + 7.5 背面正中線上:ネズミ類食痕

破片 2 9.3 + - - 最大片

モモ 核
完形 1 30.4 22.3 + 15.7 背面正中線上:ネズミ類食痕
半分 1 31.2 23.8 8.0 + 半割面の種子の窪み:長さ23.5mm,幅11.7mm,厚さ2.4mm
破片 2 29.4 + - -

センダン 核 完形 1 13.4 9.3 -
ヒョウタン類 果実 破片 3 17.8 12.0 6.6 最大片,厚さ:果皮

エゴマ 果実 破片 1 2.5 2.2 -
オナモミ属 総苞 破片 1 9.6 + 6.0 3.1 +

木材 - 破片 3 - - -

12 モモ 核 半分
2 34.6 24.9 7.8 + 半割面の種子の窪み:長さ23.0mm,幅13.3mm,厚さ4.0mm
- 33.4 24.8 7.9 + 半割面の種子の窪み:長さ22.9mm,幅12.8mm,厚さ2.7mm

18
スモモ? 核? 完形 1 13.9 9.0 6.2 炭化?,表面に泥が付着し、状態不良

土粒 - - 1 - - -
(種実)合計　 35
＊計測はデジタルノギスを使用した.完全な計測値を得られない試料は、残存値にプラス(+)で表示し、大きく欠損する等で計測不可な試料はハイフォン(-)で表示した。



果実や種子が食用、薬用、祭祀等に利用される果樹であ

る。ヒョウタン類は果実が食用や容器に利用され、エゴ

マは果実が食用や油料に利用される。これらはいずれも

食用できる栽培種であることから、当時利用された植物

質食料と考えられる。2区1号井戸の枠材から出土した

ヒョウタン類は、破片であったことや加工痕等が確認で

きなかったため形状等から用途の推定は困難である。ま

た、スモモやモモには、ネズミ類によると考えられる食

痕も確認されたことから、遺跡近辺にはネズミ類が生息

していたと推定される。　

　一方栽培種を除いた分類群では、木本のクリやセンダ

ンと、草本のオナモミ属が確認された。クリは、山地や

丘陵などに生育する二次林要素の落葉高木であり、遺跡

周辺に生育していたと考えられる。クリは、果実内部の

子葉が生食可能な有用植物であるが、今回の出土果実

は完全な状態を保っており、人による直接の利用の痕跡

は認められなかった。センダンは、四国、九州、小笠原

および琉球の海近くの暖地の日当たりの良い場所に生育

し、本州ではよく植栽される落葉高木であることから、

出土核は植栽樹に由来する可能性もある。オナモミ属は、

明るく開けた場所に生育する、いわゆる人里植物である。

調査区周辺の草地に生育していたと考えられる。

Ⅱ.出土木製品等の樹種

１．試料

　試料は、6世紀以降とされる2区西側流路から出土した

杵と柄の2点と、中世の2区1号井戸から出土した木釘1点

（管理番号5）、枠材4点（管理番号6、14、15、17）および

曲物底板2点（管理番号1、2）の計9点である。なお、2区1

号井戸の枠材（管理番号6）中には、上述したヒョウタン

類とともに木片が認められたことから、木片の調査も合

わせて行った。試料の詳細は結果とともに第31表に示す。

２．分析方法

　試料の木取りを観察した上で、剃刀を用いて木口（横

断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の徒手

切片を直接採取する。切片をガム・クロラール（抱水ク

ロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混

合液）で封入し、プレパラートとする。プレパラートは、

生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察し、その特徴

を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産

木材識別データベースと比較して種類を同定する。

　なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東（1982）、

Wheeler他（1998）、Richter他（2006）を 参 考 に す る。

ま た、 日 本 産 木 材 の 組 織 配 列 は、 林（1991）や 伊 東

（1995,1996,1997,1998,1999）を参考にする。

３．結果(PL.111)

　同定結果を第31表に示す。木製品および管理番号6の

木片は、針葉樹1分類群（ヒノキ科）と広葉樹3分類群（ヤ

ナギ属、コナラ属コナラ亜属クヌギ節、クリ）、および

イネ科タケ亜科に同定された。以下に、各分類群の解剖

学的特徴等を記す。

・ヒノキ科（Cupressaceae）

　軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管

の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材

部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放

射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔は保存が悪

く観察できない。放射組織は単列、1-10細胞高。

・ヤナギ属（Salix）　ヤナギ科

　散孔材で、道管は単独または2-3個が複合して散在し、

年輪界付近で径を減少させる。道管は、単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、1-15

細胞高。

・ コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜 属 ク ヌ ギ 節（Quercus  subgen. 

Quercus  sect. Cerris ）　ブナ科

　環孔材で、孔圏部は1-2列、孔圏外で急激に管径を減

じたのち、単独で放射方向に配列し、年輪界に向かって

径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に

配列する。放射組織は同性、単列、1 ～ 20細胞高のもの

と複合放射組織とがある。

・クリ（Castanea crenata  Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ

属

　環孔材で、孔圏部は3-4列、孔圏外で急激に管径を減

じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

単列、1-15細胞高。

・イネ科タケ亜科（Gramineae subfam. Bambusoideae）

　原生木部の小径の道管の左右に1対の大型の道管があ

り、その外側に師部細胞がある。これらを厚壁の繊維細
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胞（維管束鞘）が囲んで維管束を形成するが、繊維細胞は

放射方向に広く、接線方向に狭いため、全体として放射

方向に長い菱形となる。維管束は柔組織中に散在し、不

斉中心柱をなす。

４．考察

　今回の分析に供された試料は、曲物底板、木釘、枠材、

杵、柄等の木製品と、枠材試料中に確認された木片とが

ある。これらの試料からは、計5分類群の樹種が確認さ

れた。各分類群の材質についてみると、針葉樹のヒノキ

科は、ヒノキ、サワラ、アスナロ等の有用材が含まれ、

いずれも木理が通直で割裂性や耐水性が比較的高く、加

工が容易である。広葉樹のクヌギ節とクリは、重硬で強

度が高く、クリは耐朽性も高い。ヤナギ属は、軽軟で強

度や保存性は低い。タケ亜科は、強度や靭性が高く、加

工はやや困難である。

　6世紀以降とされる2区西側流路から出土した杵は、ミ

カン割状の分割材を削出丸木状に加工した資料である。

柄は、樹木の枝分かれ部分を利用し、本体を分割材状

に加工して装着部とし、本体から出る小枝部分を柄（持

ち手）とするが、柄の大部分は欠損している。杵と柄は、

いずれもクヌギ節であり、強度の高い木材の利用が推定

される。クヌギ節は、関東地方の二次林や後背湿地など

に普通にみられるクヌギが含まれている。2区では、榛

名二ツ岳渋川テフラ（Hr-FA）の噴火に伴うラハール堆積

物で埋積した1号河道堆積物の花粉分析結果から、クヌ

ギ節を含むコナラ亜属が集水域の河川沿いや斜面地等に

生育していた可能性が指摘されている。この結果から、

クヌギ節は、6世紀以降も周囲に生育し、木材の入手は

比較的容易であったことが推定される。

　なお、群馬県内の木製品の調査事例（伊東・山田,2012）

をみると、古墳時代から古代頃の杵は、クヌギ節、コナ

ラ節、アカガシ亜属の利用が比較的多い。柄は、クリの

利用が多いが、このほかにもケヤキ、ケンポナシ属、サ

カキ、サクラ属、ムクロジ、ヤマグワ等の多くの種類が

確認されており、杵に比べて利用木材の選択幅が広い。

クヌギ節は、いずれの器種にも確認された事例があるこ

とから、既存の調査事例から推定される木材利用とも調

和的である。

　一方、中世の2区1号井戸から出土した曲物底板は、2

点ともに板目板であり、ヒノキ科に同定された。この結

果から、加工性や耐水性の高い木材の利用が推定され

る。ヒノキ科は、主に山地に生育する種類であり、遺跡

周辺には分布していないと想定される。そのため、木材

あるいは製品が搬入された可能性がある。木釘は、削出

丸木であり、クリであったことから強度の高い木材を利

用したことが推定される。枠材は、断面が六角形状（管

理番号14）、角材状（管理番号15）、（柾目）板状（管理番号

17）と形状の異なる分割材であったが、樹種は全てクリ

であった。このことから、強度や耐朽性の高い木材の利

用が推定される。木片は、観察した範囲では明瞭な加工

痕は確認できなかったため、本来の形状や用途の推定に

は至らない。木片に認められたヤナギ属は、河畔や低地

等、タケ亜科は明るい林床等に生育することから、本遺

跡周辺に生育した樹木等に由来する可能性がある。

　群馬県内のおける中世の木材利用をみると、曲物はヒ

ノキの利用例が多く、この他にスギ、アスナロ、モミ属

等も確認できる。また、井戸部材は、下村北・砂内遺跡

（高崎市）や村西・増殿遺跡（高崎市）でクリの利用が確認

でき、同様の木材利用が窺える。
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第31表. 樹種同定結果
地区 遺構 管理番号 器種 木取り 種類

2区 1号井戸

1 曲物底板 板目 ヒノキ科
2 曲物底板 板目 ヒノキ科

6
木片 ヤナギ属
木片 イネ科タケ亜科

14 枠材 分割材 クリ
15 枠材 分割材 クリ
17 枠材 分割材 クリ

2区 西側流路
－ 杵 削出丸木 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
－ 柄 分割材 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
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１　弘仁９年の地震の痕跡

①　噴砂痕

　本遺跡に於いては噴性確認されている。その分布は西

端部を除く４区以東にも見られたが、その分布が濃かっ

たのは西端の５－１区であった。

　さて本遺跡の発掘調査にあたっては、試掘調査成果に

基づいてＡｓ－Ｂ、Ｈｒ－ＦＡの両テフラ下、及び古墳

時代前期の遺構確認面が当初調査対象とされていた。こ

のうち前、後２者は部分的なものとして想定されていた

が、ＦＡの堆積は広範囲に及ぶと認識されていた。既に

述べたように、本遺跡で最初に発掘調査に着手したの

は西端の５区の中・北部に当たる５－１区であり、ここ

ではＦＡ面を確認面として発掘調査に着手した。部分的

に上位面を調査しつつ最終的にその最東部を除き予定通

りＦＡの上面まで土木機械による掘削を行ったのである

が、その確認途上で幅 20数cmを測る帯状のプランが確

認された。この検出されたプランについては当初溝遺構

の可能性を疑ったが、その後掘削等を行って噴砂痕を確

認した。

　噴砂痕は５－１区東部の１号谷に以西の広い範囲に分

布している。その分布状況は第374図に示したが、噴砂

痕は調査対象外であったため、この図は航空写真等から

起したものであり、従って狭い幅のものは含まれていな

い。しかしこの図で解るように噴砂痕の方向は５－１区

の北半部西部では南北、東部では北北東－南南西方向に、

南半部では東西を中心とした方向に走っている。

　噴砂痕の幅は１cm ～ 20cmを測った。噴砂痕はこれま

でも前橋市の小島田八日市遺跡、富田大泉房遺跡等多く

の遺跡で確認されているが、その幅は数cm ～ 10cm程で

あり、本遺跡の４区以東、或いは利根川の対岸（西側）に

位置する玉村町下之宮高侭遺跡で確認された噴砂痕の幅

も同様であり、本遺跡の５－１区で確認されたように

20cmもの幅を測るものは珍しい。これは下之宮高侭遺跡

が前橋台地上に立地し、西端部を除く４区以東が河成段

丘上の中洲に立地し、５区が河成段丘上の後背湿地にあ

ることと関連しているものと思慮される。

　噴砂痕の平面的概況は以上のようなものであったが、

立面的情況は第374図の土層断面図に示した。この土層

断面図は５－１区の調査区西壁のものであるが、当然の

ことながら一定ではなく、蛇行し、或いは斜め方向、或

いは枝分かれして噴出先を探っている。その幅は１～

15cmであり、また噴砂痕を境にしてＦＡ層面の片側が陥

没或いは隆起して５、６cmの段差が見られる箇所もあっ

た。

　噴砂はＦＡ層（Ⅹ層）下から噴出し、にぶい褐色シルト

質土と砂の互層（Ⅳ層）まで伸びており、Ａｓ－Ａを含む

褐灰色土層（Ⅲ）で断たれている。その上には近代や現代

の層が乗っている。従って噴砂痕は天明３年以前の所産

と判断することができる。

　本遺跡の噴砂群の時期は明確ではないが、本地域に於

ける大きな地震の記録としては弘仁９（818）年の地震が

あり、本遺跡の噴砂痕もそのときのものと解釈される。

②　側方流動

　上述のように５－１区では噴砂痕を境に両側のＦＡ面

に段差が発生した箇所が散見された。これは特に幅の広

い噴砂痕に見られたが、円墳状に隆起する箇所があった

ので以下に報告する。

　ＦＡ上面を表出中、第375図に示したように５－１区

中東部北寄りの071－047グリッド付近（第375図の上）と、

西南隅部に064－097グリッド付近（第375図の下）に円形

プランの盛り上がりが確認された（以下便宜的に前者を

「１号ドーム」、後者を「２号ドーム」と称する）。このう

ち２号ドームは過半が西側調査区外に伸びでいて全容は

把握できなかったが、何れも、ドーム形を呈するもので

あった。１号ドームはＮ-31°Ｅに軸方向を持ち、長軸

８m、短軸７m程を測り、高さ35cmを測る。一方２号ドー

ムはＮ-32°Ｅに軸方向を持ち、３m幅程を確認したに

過ぎないが、恐らく１号ドームと同様の経を持つものと

推定されるもので、高さは10cmを測る。また両者共に、

周囲は１号ドームで５、６cmを測るほどの僅かに周溝の

如き僅かな窪みが見られたが、２号ドームの東側は９・

10号溝との重複によって深くなっている。

第Ⅶ章　まとめ

第Ⅶ章　まとめ

396



Ａ

Ａ′

08
0

-0
30

06
0

-1
0009
0
10
0

０
ｍ

L=
60
.0
0m

Ａ

Ⅹ
Ⅸ

Ⅷ
Ⅶ

ⅥⅤ
Ⅳ
-1

Ⅲ
-2
Ⅲ
-1

Ⅱ
-1

Ⅰ
-2
Ⅰ
-1

10
10

1

1

2

Ⅸ
Ⅷ

Ⅵ
Ⅳ
-1

Ⅲ
-2

Ⅲ
-1

Ⅱ
-1

Ⅰ
-2
Ⅰ
-1

Ⅹ

2 3 1
Ⅸ

Ⅷ
Ⅵ

Ⅴ
Ⅳ
-1

Ⅲ
-2
Ⅲ
-1

Ⅱ
-2

Ⅰ
-2
Ⅰ
-1

142
4
75

6

1
Ⅹ

Ⅴ

Ａ
′

Ⅱ
-1

Ⅲ
-3

Ⅹ
Ⅸ

ⅧⅣ
-1

Ⅲ
-2

Ⅲ
-1Ⅰ
-2
Ⅰ
-1

8 9
Ⅲ
-1
Ⅲ
-4

Ⅳ
-2

Ⅹ

Ⅳ
-2

０
２
ｍ

１
:
60

Ⅰ
-1

　
黒

褐
色

土
(1

0Y
R3

/2
)、

現
耕

作
土

。
Ⅰ

-2
　

黒
褐

色
土

(1
0Y

R3
/2

)、
現

耕
作

土
。

Ⅱ
-1

　
黒

褐
色

土
(1

0Y
R3

/2
)、

締
ま

り
有

。
Ⅱ

-2
　

黒
褐

色
土

(1
0Y

R3
/2

)
Ⅲ

-1
　

灰
褐

色
土

(7
.5

YR
4/

2)
、

As
-A

少
。

Ⅲ
-2

　
灰

褐
色

土
(7

.5
YR

5/
2)

、
As

-A
少

量
。

Ⅲ
-3

　
褐

色
砂

礫
層

(7
.5

YR
4/

3)
Ⅲ

-4
　

褐
灰

色
砂

質
土

(7
.5

YR
5/

1)
、

硬
化

。

Ⅳ
-1

　
に

ぶ
い

褐
色

土
(7

.5
YR

5/
3)

、
シ

ル
ト

質
土

お
よ

び
細

粒
砂

互
層

に
含

む
。

Ⅳ
-2

　
に

ぶ
い

褐
色

土
(7

.5
YR

5/
3)

、
細

粒
砂

主
体

、
シ

ル
ト

質
土

少
量

。
Ⅴ

　
   

 灰
黄

褐
色

土
(1

0Y
R6

/2
)、

細
粒

砂
質

土
と

互
層

Ⅵ
　

　
灰

褐
色

土
(7

.5
YR

5/
2)

、
細

粒
砂

質
土

・
シ

ル
ト

質
土

を
含

む
、

洪
水

層
。

Ⅶ
　

　
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

(7
.5

YR
5/

3)
、

シ
ル

ト
質

土
、

や
や

締
ま

る
。

Ⅷ
　　

　
褐

灰
色

砂
礫

(7
.5

YR
4/

1)
、

Ⅵ
層

よ
り

も
大

き
い

粒
径

の
砂

を
多

く
含

む
。

Ⅸ
　　

　
灰

褐
色

シ
ル

ト
質

・
粘

質
土

(7
.5

YR
5/

2)
、

締
ま

り
や

や
あ

り
。

Ⅹ
　

　
FA

堆
積

層
。

　（
噴

砂
）

1　
　

褐
灰

色
砂

層
(1

0Y
R6

/1
)噴

砂
痕

。
　（

そ
の

他
遺

構
等

）
2　

　
灰

褐
色

土
(7

.5
YR

5/
2)

、
根

痕
か

。
3　

　　
褐

灰
色

土
(1

0Y
R6

/1
)、

に
ぶ

い
褐

色
　　

　　
砂

質
土

含
む

、
締

まり
有

り、
硬

化
。

4　
　　

灰
褐

色
砂

塊
　(

10
YR

6/
1)

、
硬

化
。

　　
　　

(近
世

以
降

の
溝

)

5　
　　

暗
褐

色
土

(7
.5

YR
3/

2)
、　

中
央

に褐
灰

色
砂

質
土

含
む

、
締

ま
　

　
り

あ
り

、
YP

混
入

。
6　

　　
暗

褐
色

土
(7

.5
YR

3/
4)

、
砂

質
土

少
量

含
む

。
7　

　　
褐

色
土

(7
.5

YR
4/

3)
、

砂
質

土
多

く含
む

,硬
化

。
8　

　　
褐

色
土

(7
.5

YR
4/

3)
、

や
や

締
ま

る
。

　　
(そ

の他
遺

構
等

)
9　

　　
灰

褐
色

土
(1

0Y
R6

/2
)、

径
や

や
大

き
い

YP
含

む
、

硬
化

。
10

　　
暗

褐
色

土
(7

.5
YR

3/
3)

、
根

の痕
跡

。

第374図　５－１区噴砂痕および西壁セクション
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①
1　灰黄褐色土(10YR5/2)、 明黄褐色土を

含む、 酸化鉄分多い。
2　灰黄褐色土(10YR5/3)、 褐灰色土を含

む、 酸化鉄分上層より多い。
3　にぶい黄橙砂質土(10YR7/3)、 締りあ

り、 酸化鉄分を含む。
4　噴砂。
5　黒褐色土(7.5YR3/1)、 にぶい褐色土

を少量含む、 締まりややあり、 酸化
鉄分見る。

6　褐灰色土(7.5YR4/1)、 締りややあり、
酸化鉄分著しい。

7　褐灰色土(10YR4/1)、 2層に比し色調
暗い、 5層の黒褐色土を含む。

8　褐灰色砂質土(7.5YR4/1)、 酸化鉄分6
層より少ない、 明褐色土塊少量含む。

②
1　灰黄褐色砂質土(10YR6/2)、 FAと黒褐

色小塊を含む、 締まりあり。
2　灰褐色土(10YR5/1)、 1層砂質土と酸

化鉄分塊・黒色土を含む。
3　にぶい黄橙色土(10YR6/3)、 砂質土主

体、 黒褐色土含む。
4　噴砂。
5　橙(Hue5YR6/8)、 粘質あり、 締まりや

やあり。第375図　５－１区の側方流動痕
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　１・２号ドームは当初その整った形状から古墳の存在

を疑ったが、トレンチを設定して掘削を行ったところ、

古墳の存在を示すような盛土は確認されず、寧ろプライ

マリーな土層の堆積が確認された。特に１号ドームで

は、土層堆積はその盛り上がりに沿った塑性変形のもの

として確認された。従ってこれらは遺構として確認でき

なかったため、その段階で調査を終了した。

　１・２号ドームは整ったドーム状を呈するものであっ

たが、同僚の指摘によりこれらは地震に伴う液状化に

よって発生する側方流動という現象によるものと判断さ

れるものであった。即ち想定したように弘仁９年の地震

に伴うものとするならば、噴砂痕の遺存状況と合わせて

考えるならば、河成段丘の後背湿地に当たる当該区域で

は、階層の流動化が著しく、地盤が水平方向に動き、特

に１号ドームでは東接する河道の存在により、整った

ドーム形に地盤が変形したものと解釈されるのである。

　尚、側方流動による地形変形としての可能性を持つも

のに、95頁「（1）ピット群」の報文中に記した東に突き出

す舌状の微高地を挙げておきたい。繰り返しになるが、

４－１区南東部には分布するＡｓ－Ｂの堆積域の中で半

島のように西側から突出する微高地部分があり、当初遺

構の存在を疑っていたものである。その規模は基底幅東

西10m、南北8.5m、上幅が東西８m、南北4.4m程を測り、

確認時の高さは15cm程を測るものであった。この微高地

の上にＡｓ－Ｂは確認されなかったが、既に述べたよう

にピットの分布がここを中心に認められることから、凡

そ中世を前後する時期にはその存在が認識されていたこ

とが思慮されるものであった。

　上述のように遺構の存在を疑ったため、この舌状の

微高地へは試掘トレンチを設定して土層の確認を行っ

た。その結果、遺構の存在は確認できなかったのである

が、深さ40cm程を掘削調査した南北トレンチでは、部分

によって異なるが押しなべて６層程になるシルト質土の

堆積を確認することができた。これらのシルト質土の層

は概ね平行な堆積を見せていたが、南北共に側寄りでは

25cm以下の高低差を以て落ち込むような堆積状態を見せ

ていた。これらの土層の堆積状況は５－２区東部で確認

された側方流動の堆積状況ほど明瞭なものではなく、試

掘調査も浅いところに留めたため確実なものとは言い難

いが、現時点では側方流動の結果現れた地形であった可

能性のあるものであったことを記しておくこととする。

２　阿弥大寺本郷遺跡出土の人骨及
び獣骨

　本遺跡に於いては２－１区１号溝、４－１区22・30号

住居及び１号谷から骨及び歯牙の出土があった。これら

は腐食、粗造化が進み、断片、或いはエナメルキャップ

のみの出土であり、得られるところは少なかったが、そ

の略報を以下に記す。

　２区１号溝からは焼骨１本と獣歯の出土があった。こ

のうち焼骨はヒトのものと判断され、左上腕骨の後面の

外側縁下位の可能性が考えられる。また３本以上の馬歯

が出土しているが、何れも臼歯ではあるものの粗造化が

進行していて歯種等は特定できなかった。

　４－１区22号住居からは獣歯１本が出土した。獣種は

不明だが猪の上顎左の後臼歯の可能性が考えられる。

　４－１区30号住居からは６片３本以上の獣歯の出土が

見られた。これらはエナメル質部分を中心としている。

獣種は不明だが、猪等の中型の獣のもので、臼歯と見ら

れる。

　４－１区１号谷からは５本以上の馬歯の出土が見られ

た。何れも臼歯であるが壊れており、粗造化が進んでい

るため歯種は特定できない。

〔参考文献〕

加藤嘉太郎（1979）「家畜比較解剖学図説」養賢堂

金子丑之助（1956）「日本人体解剖学　第一巻」南山堂

４－１区東南部の舌状微高地（西より）

２　阿弥大寺本郷遺跡出土の人骨及び獣骨
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３　装飾器台の出土状態

　本遺跡の特徴的な遺物として装飾器台がある。流路脇

出土の完形品１は、脚部上半が柱状の北陸地方の影響を

受けた在地土器である。もう１点、図上では完形近くま

で復元できた２区36号住居出土例４は脚部が上側から開

く南関東の影響を受けた土器である。本遺跡では２種類

の装飾器台が見られる。

　これらの土器は特徴的な器形から、特に受け部では破

片でも識別が可能で接合が容易だった。装飾器台は４世

紀の集落内に広く分布し、本書では２区36号住居例を含

め６棟の住居等から出土する８点を図示した。また第32

表に一覧を記した。

　本書で図示した土器は胎土が類似し、搬入品ではなく

在地産土器と思われる。反面、受け部透かしの形状が一

致せず、方形透かしがあるもの（１・４・６）と円形窓が

あるもの（２・５・７・８）および受け部に透かしの見ら

れないもの（３）とに分かれる。

　特筆すべき点として集落出土品には完形品がないが、

住居間接合されるものが多いことである。住居からの出

土７例の接合関係を375図に示した。

　特徴的な器形のため住居間接合が容易だった点もある

が、出土状態から破片の分配・共有のような行為があっ

た可能性が指摘できるかを検討するための接合概念図で

ある。出土住居は中央東寄りの重複が激しい一画に多く、

東西両隅付近でも見られた。結果は重複住居間での接合

が主体で、住居重複過程での混入の可能性が高いという

状況である。それでも１区例では隣接するが重複のない

住居間での接合である。２区では30・47号住居間の20ｍ

近い距離を隔てた接合例、および36・28号住居間の12ｍ

を超える距離を隔てた接合例もあり、土器自体の祭祀的・

威信材的性格に加え、破片についても特殊な扱いをされ

た可能性を完全に否定するものではないと考える。
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第 376 図　装飾器台出土位置
第32表　出土装飾器台一覧

遺構－番号 部位 受け部 脚部 接合住居 掲載頁
1 流路脇 完形 方透かし 円窓 360
2 １区４住－７ 受け部 円窓 １区２住 154
3 ２区30住－８ 受け部 窓なし 37・41・47・50住 201
4 ２区36住－２ ほぼ完形 方透かし 円窓 28・53住、24溝 211
5 ２区38住－１ 受け部 円窓 213
6 ２区51住－２ 受け部 方透かし 227
7 ２区51住－３ 受け部 円窓 20・30・42住 227
8 １区５住－５ 受け部 円窓 １区８住 158
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４　カマド出現期の竪穴住居

　５世紀代の集落の特徴に煙道を備えた明瞭なカマドが

確認できることがある。カマドのある住居は６棟で、４

区では４棟がまとまって確認され、２・３区では１棟ず

つ離れて確認されている。５世紀代の遺物を伴う出現期

のカマドである。

　６棟の住居およびカマドには共通点が多く、列記すれ

ば以下の通りである。

　①いずれもカマドは住居東辺南寄りにある。

　②住居軸方向よりカマド軸方向が南に振れる例が４棟

あり、それらはいずれも平面図上でも10度以上の明瞭な

傾きである。

　③柱穴配置は４区住居の全棟がカマド前（住居南東隅）

のピット（Ｐ１）がカマドから大きく離れて歪んでいる。

　④南東隅にカマドのある２区６号住居例以外はすべて

カマド南脇に貯蔵穴を備えている。

　⑤４区20号住居以外はカマド火床上に土師器高杯を転

用した支脚が残存している。４区20号住居もカマド内に

高杯破片は出土している。

　⑥拡張を行っている３区５号住居以外には模倣杯や須

恵器の出土がない。

　このうち①～③は連動する事項のように思われる。カ

マドを南壁側に寄せれば焚口前に南東隅の主柱穴（Ｐ１）

が近接する。そのためにＰ１は南西または西側へ偏らせ、

焚口が住居中央を向くようにカマドを傾けた可能性を指

摘したい。焚口前の柱はカマド正面で行う作業の障害で

あろうし、想像をたくましくすれば初めてカマドを据え

るに居住者は、カマド焚口と柱が近接することに過剰な

ほどに神経質であったように思われる。反面、それなら

なぜ当初からカマドを東辺中央に築かなかったか、等、

説明できない事項も多い。

　４区の住居（第241図）で見れば、４棟の住居は菱形の

配置を取るように並んでいる。住居間隔が最も狭いのは

19・24号住居間の約３ｍで、４棟は同時存在の可能な配

置にある。

　カマド出現直前の集落の様相は明瞭にできていない。

カマド出現直前に壁際へ炉が移動する例は調査例が増加

しているが、本遺跡にそのような住居はない。４区では

カマドのある住居に重複する住居や同時存在が不可能な

位置まで近接する住居があるが、いずれも出土遺物が少

なく、カマド出現前とそれ以降を時期的に対比するのに

十分な資料は得られなかった。

　路線幅内という限られた範囲であるが、カマド出現段

階の集落の様相が看取できた。カマドがすべて住居東辺

にあり、辺中央から逸れた配置に築かれるなど本遺跡の

特徴が共通して表れた。加えて４区の住居から既存の建

物にカマドを設置したのではなく、住居設計段階からカ

マドの位置を意識した柱穴配置を行っていることが分か

る。出現期カマドを持つ一典型として位置づけられる集

落である。

４　カマド出現期の竪穴住居
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第33表　カマドのある古墳時代住居一覧
住居 カマド位置

東辺長さ

住居軸方向

カマド軸方向

柱穴配置 備考　　　 掲載頁

PL.
２区６住 東辺南隅

4.1ｍ

Ｎ－64°Ｅ

　　－

未確認 住居東側半分の調査。 168

PL.28⑤⑥
３区５住 東辺南寄り

6.8ｍ

Ｎ－66°Ｅ

Ｎ－86°Ｅ

４主柱穴

西寄りほぼ均等

拡張住居で新旧両住居にカマドか。カマド南脇に貯蔵

穴。須恵器出土。

240

PL.39⑤
４区19住 東辺南寄り

4.9ｍ

Ｎ－78°Ｅ

Ｎ－90°Ｅ

４主柱穴

Ｐ１・２西へ寄る

カマド南脇に小貯蔵穴。28住に後出。 251

PL.41②③
４区20住 東辺南寄り

4.5ｍ

Ｎ－73°Ｅ

Ｎ－86°Ｅ

４主柱穴

Ｐ１西へ寄る

カマド南脇に貯蔵穴。 254

PL.41⑥⑦
４区24住 東辺南寄り

5.7ｍ

Ｎ－50°Ｅ

　　－

４主柱穴

Ｐ１南西へ寄る

カマド南脇に貯蔵穴。29住に後出、23住に隣接。 260

PL.42⑧
４区25住 東辺南寄り

4.5ｍ

Ｎ－51°Ｅ

Ｎ－64°Ｅ

４主柱穴

Ｐ１南西へ寄る

カマド南脇に貯蔵穴。26住に隣接。 264

PL.43②

　



No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1 第15図 
PL.59

在地系土器
皿

1/4 口
底

(11.2)
(7.3)

高 2.5 体部は外反し、口縁部はやや内湾。底部左回転糸切無調整。（橙） 15世紀末～
16世紀中頃。

2 第15図 製作地不詳陶器 
不詳

1/4 口
底

－ 
（5.0）

高 － 外面は回転篦削り。内面に鉄釉。残存部外面無釉。（灰白） 江 戸 時 代 以
降。

3 第15図 在地系土器
皿か

1/2 口
底

－
(8.8)

高 － 底部形状は大型の皿状。底部左回転糸切無調整。内面調整は丁寧で大型
の皿と考えられる。（Ｄ：橙）

中世。

１区遺構外

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1
第18図 
PL.59

同安窯系青磁
碗

口縁部片 口
底

－
－

高 － 体部は内湾し、内面口縁部下に片彫りによる圏線を廻らし、内側にゆる
く屈曲。内面に櫛刃状工具によるジグザグ状文。外面は斜位櫛描文。

Ⅰ-1c類。12
世紀中頃～後
半。

２区１号竪穴

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1 第22図 中国白磁
碗

体部片 口
底

－
－

高 － 体部下位内面に篦状工具による細い圏線１条。残存部外面下位は無釉。
貫入が入る。焼成不良。（灰白）

11世 紀 ～ 12
世紀か。

2
第22図 
PL.59

常滑陶器
甕

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面は灰白色、器表は褐灰色から灰褐色。口縁部は外反し、端部は平坦
で上下端部は明瞭な稜をなす。口縁部上面端部付近は横撫でにより凹線
状に窪む。（Ａ：褐灰～灰褐）

13世紀第１四
半期。

3 第22図 在地系土器
皿

底部 口
底

－ 
5.5

高 － 器表摩滅。底部内面強い撫でにより２条の窪み。底部回転糸切無調整で
筋状の圧痕多く残る。（橙）

中世。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

4 第22図 
PL.59

石製品 完形 長
厚

30.0
12.0

幅 18.0 背面側を皿状に窪めるほか、小口部を平坦に整形する。皿状凹部には幅
10mm前後のノミの斫り痕が残る。（角閃石安山岩）

重量5037.4ｇ

２区３号竪穴

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1
第23図 龍泉窯系青磁？ 

碗
体部片 口

底
－
－

高 － 焼成不良。かなり水摩を受けており、割れ口の角に細かい剥離が認めら
れる。釉も細かい傷により白濁したように見える。内外面無文であろう。

（灰白）

中世。

2
第23図 常滑陶器

甕か
1/8 口

底
－
－

高 － 断面は灰色、器表はにぶい橙色。内面薄く白濁した自然釉かかる。砂底。
体部は内湾気味に開く。体部外面は縦位撫で。内面の器表が摩滅するが、
推定径が23㎝と大きく甕と推定される。（にぶい橙）

中世。

3 第23図 常滑陶器
壺か

1/8 口
底

－
－

高 － 断面は灰白色、器表付近は灰色、器表は褐灰色。体部下位から底部内面
に白濁した自然釉が薄くかかる。（褐灰）

中世。

4 第23図 常滑陶器
壺か甕

肩部片 口
底

－
－

高 － 断面は灰白色、内面器表は橙色、外面器表は自然釉がきれいにかかる。
残存部下位に格子状叩き目。（橙）

中世。

5
第23図 
PL.59

在地系土器
皿

口縁一部欠 口
　

10.3 ～
11.3

高 2.4 ～
2.8

体部やや外反し、口縁部は直線的に開く。器形歪む。底部内面と体部境
は不明瞭。底部内面撫で。底部左回転糸切無調整で明瞭な圧痕。（Ｂ：橙）

15世紀中頃～
後半。底径6.2
～ 6.5

6

第23図 
PL.59

在地系土器
皿

口縁ほぼ欠 口
底

7.4
5.3

高 1.3 ～
1.8

内面はにぶい黄橙色、外面はにぶい黄橙色から褐灰色。体部から口縁部
は外反。口縁端部はほとんど欠損。底部左回転糸切無調整。底部と体部
境内面はドーナツ状に窪む。口縁端部欠損部は摩滅し、一部に油煙付着。

（Ａ：褐灰～にぶい黄橙）

口縁端部に油
煙付着。15世
紀 中 頃 ～ 後
半。

7
第23図 
PL.59

在地系土器
皿

1/4 口
底

(8.5)
(5.8)

高 1.9 内面はにぶい黄橙色、外面はにぶい黄橙色から褐灰色。体部から口縁部
は外反。底部回転糸切無調整か。器表の剥離と摩滅が著しい。（Ａ：褐灰
～にぶい黄橙）

15世紀中頃～
後半。

8
第24図 在地系土器

皿
口縁から体
部片

口
底

(9.0)
(6.1)

高 1.9 体部内湾。内面底部と体部境は凹線状に窪む。底部外面回転糸切無調整
後に圧痕。体部が外反したり直線的に開く皿に比して胎土に夾雑を含ま
ず、色調も異なる。（Ｃ：浅黄橙）

口縁端部に油
煙付着。中世
から17世紀。

9 第24図 在地系土器
皿

口縁から体
部片

口
底

(10.6)
(7.0)

高 2.3 体部中央付近で屈曲するように外反し、上半は直線的に開く。底部左回
転糸切無調整。（Ｂ：橙）

16世紀。

10 第24図 在地系土器
片口鉢

口縁部片 口
底

－
－

高 － 口縁端部内面は丸みを帯びて小さく突き出す。（Ｂ：橙） 15世紀か。

11

第24図 
PL.59

在地系土器
片口鉢

片口部片 口
底

－
－

高 － 還元炎で須恵質に焼き締まる。口縁部は横撫でで、外面口縁部下を窪ま
せる。口縁部は玉縁状をなし、端部は尖り気味。口縁部外面下位は細か
い轆轤目状の凹凸が廻る。残存部内面下部は使用により器表摩滅。（Ｂ：
灰）

14世 紀 前 半
頃。

12
第24図 在地系土器

片口鉢
体部片 口

底
－
－

高 － 断面は灰色、器表付近はにぶい黄褐色、外面器表は灰色で残存部内面下
半は灰色、上半はにぶい黄褐色。器壁は薄く、内面に幅広の４本＋αの
すり目。（Ｂ：灰～にぶい黄褐）

16世紀か。

遺物観察表
中世陶磁器等胎土説明　　A:黒色鉱物含む。透明鉱物多く含む。鉄分を多く含む粘土粒含む。 

　　　　　　　　　　　　B:黒色鉱物少量含む。透明鉱物の量は少ない。鉄分を多く含む粘土粒少量含む。 

　　　　　　　　　　　　C:夾雑物は少なく緻密。鉄分を多く含む粘土粒含む。 

　　　　　　　　　　　　D：片岩由来と考えられる微細な光る鉱物を多く含む。

１区１号溝

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

13

第24図 
PL.59

在地系土器
片口鉢

体部片 口
底

－
－

高 － 断面は黒色、器表付近から器表は灰白色。器壁は薄く、体部外面下端は
鋭く括れる。内面には４本一単位のすり目。すり目は大きくうねる温泉
マーク状を呈す。内面の使用痕は不明瞭。体部外面の一部と口縁部内外
面の器表は斑状の剥離痕多い。（Ｂ：灰白）

16世 紀 ～ 17
世紀か。

14
第24図 在地系土器

片口鉢
体部から底
部片

口
底

－
－

高 － 還元炎で焼き締まりの弱い須恵器に近い焼成。砂底。底部から体部下位
の器壁は厚い。内面に４本＋α一単位のすり目。内面は使用により器表
摩滅。（Ｂ：灰色）

15世紀か。

15

第24図 
PL.59

在地系土器
火鉢類

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表は黄灰色。口縁部は外反。口縁端部内面は丸み
を持って僅かに突き出る。口縁部に、内面側径7.2㎜、外面側径5.9㎜の
円孔を焼成前に内側からあける。内面に菱形枠内に花弁状文様を施した
押印一カ所残る。（Ｄ：黄灰）

中世。

16 第24図 在地系土器
火鉢類か

高台片 口
底

－
－

高 － 底部の断面は暗灰色、高台の断面は灰白色、器表はにぶい橙色。直径18
㎝前後の小型品の高台と考えられる。（Ｄ：にぶい橙）

中世。

17

第24図 
PL.59

在地系土器
内耳鍋

1/7 口
底

(30.4) 
(22.0)

高 － 断面は橙色、器表は灰色からにぶい橙色。口縁部下の屈曲は明瞭で口縁
部は直線的に開く。体部器壁はやや厚いが、口縁部器壁は薄い。口縁端
部上面は平坦で外面は外方に張り出す。屈曲部内面の段は低く明瞭。口
縁部は横撫で。内面体部以下と体部外面上半は撫で。体部外面下半は篦
削り。丸底。（Ａ：灰～にぶい橙）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

18

第25図 
PL.59

在地系土器
内耳鍋

1/8 口
底

(33.6) 
－

高 － 還元炎。断面はにぶい橙色、器表付近から器表は灰色。口縁部下で屈曲し、
口縁部は直線的に開く。屈曲部内面の段は小さく不明瞭。口縁端部上面
は平坦で、外面は突き出る。口縁部は横撫で。体部内面と体部外面上半
は撫で。体部外面下半は横位篦削り。（Ｄ：灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

19

第24図 
PL.59

在地系土器
内耳鍋

1/8 口
底

(33.2) 
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表は灰白色から灰色。口縁部下で屈曲し、口縁部
は直線的に開く。口縁端部上面は平坦で、外面は外方に張り出す。屈曲
部内面の段は低いが明瞭。体部内面の撫でと体部外面下半の横位篦削り
の後、内面屈曲部下から体部外面上半の横撫で。（Ｄ：灰白～灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

20

第24図 在地系土器
内耳鍋

1/4 口
底

(30.0) 
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表は黒色。口縁部下で屈曲し、口縁部は内湾気味
に開く。屈曲部内面の段は明瞭で、下部は稜をなす。器壁はやや厚く、
口縁端部上面は平坦。口縁端部外面直下は強い横撫でで窪み、端部が外
方に張り出すように見える。口縁端部内面の器表は使用痕と考えられる
摩滅。（Ａ：黒）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

21

第24図 在地系土器
内耳鍋

1/5 口
底

(32.0) 
－

高 － 断面中央は灰白色、器表付近は橙色、器表は灰黄色から灰色。口縁部下
で屈曲し、口縁部は直線的に開く。屈曲部内面の段は明瞭。口縁端部上
面は平坦でやや内傾。端部外面は強い横撫でにより窪ませることで外方
に張り出すように見える。口縁端部内面は明瞭な稜をなす。（Ａ：灰黄～
灰）

15世 紀 末 ～
16世 紀 中 頃。
体部下位以下
に砂の多い粘
土を使用。

22

第24図 
PL.60

在地系土器
内耳鍋

1/8 口
底

(32.4) 
－

高 － 断面は浅黄色、器表は灰色から暗灰色。器壁は薄い。口縁部下で屈曲し、
口縁部は直線的に開く。屈曲部内面は幅広で明瞭な段をなす。口縁端部
上面は平坦で、外面は外方に張り出す。内面の器表は摩滅。口縁部は横
撫で。体部外面上半はやや雑な撫でで、接合痕を挟んだ下半は細かい凹
凸面を残す。（Ｄ：灰～暗灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

23

第25図 在地系土器
内耳鍋

1/9 口
底

(36.0) 
－

高 － 断面はにぶい赤褐色、器表は黒色。口縁部下で屈曲し、口縁部は僅かに
内湾して開く。器壁はやや厚い。口縁部正面は平坦で、外面が外方に張
り出す。端部内面は小さく張り出す。屈曲部内面の段は低く明瞭。屈曲
部付近以上は横撫で。体部内外面は撫で。

16世紀後半～
17世 紀 初 頭
か。

24

第25図 
PL.60

在地系土器
内耳鍋

1/8 口
底

(31.0) 
－

高 － 断面はにぶい褐色、器表付近から器表は灰色。還元炎。口縁部下で屈曲し、
口縁部は僅かに内湾気味に開く。屈曲部内面の段は明瞭で、下部は稜を
なす。口縁端部上面は平坦で、外面は尖り気味に張り出す。屈曲部下位
以上は横撫で。体部外面上半はやや丁寧な撫で。体部外面下半は微細な
凹凸面を雑に篦撫で。体部内面は撫で。（Ｂ：灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

25
第25図 在地系土器

内耳鍋
1/5 口

底
(26.4) 
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表はにぶい橙色から暗灰色。口縁部下で緩く屈曲
し、口縁部は内湾気味に開く。口縁端部上面は僅かに窪み、内外端部は
稜をなす。屈曲部内面の稜は低く明瞭。（Ｄ：にぶい橙～暗灰）

15世紀後半～
16世紀中頃。

26

第25図 
PL.60

在地系土器
内耳鍋

1/8 口
底

－
－

高 － 断面から内面器表は橙色。外面器表はにぶい赤褐色から黒褐色。口縁部
下で屈曲し、口縁部は直線的に開く。口縁端部上面は平坦で、外面は外
方に張り出す。口縁端部内面は稜をなす。屈曲部内面の段は不明瞭であ
るが、下部は明瞭な稜をなす。屈曲部付近以上は横撫で。体部外面上半
は雑な撫でで凹凸が残る。体部外面下半は横位篦削り。（Ｄ：橙、赤褐～
黒褐）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

27

第25図 在地系土器
内耳鍋

口縁部から
体部片

口
底

－
－

高 － 還元炎。断面はにぶい赤褐色、器表付近から器表は灰色。口縁部下はゆ
るく屈曲し、口縁部は僅かに内湾して開く。口縁端部上面は平坦で、外
面は外方に張り出す。屈曲部内面の段差は低く明瞭で、下部は明瞭な稜
をなす。屈曲部以上は横撫で。体部内外面は撫で。体部外面下位は微細
な凹凸の一部を粗く篦撫で。（Ｂ：灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

28
第25図 在地系土器

内耳鍋
1/7 口

底
(35.0) 
－

高 － 還元炎。口縁部下で屈曲し、口縁部は内湾気味に開く。屈曲部内面の残
存が内耳付近のみのため段差は不明。口縁端部上面は平坦でやや内傾。

（Ｄ：灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

29
第25図 在地系土器

内耳鍋
1/7 口

底
(40.0) 
－

高 － 断面中央から外側は橙色、中央から内面側は黄灰色。口縁部下で屈曲し、
口縁部は直線的に開く。口縁端部上面は平坦で、外面は外方にゆるく張
り出す。（Ｄ：橙色、黄灰色）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

30

第25図 在地系土器
内耳鍋

1/5 口
底

(40.0) 
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表は黒色。口縁部下で屈曲して外反し、口縁部は
直線的に開く。器壁は厚く、口縁部はやや短い。屈曲部内面の段は不明
瞭だが、下部は稜をなす。内耳は太く短いが、口縁部器壁に貼り付け。
口縁端部上面は浅く窪む。盤状の内耳か。（Ａ：黒）

16世紀か。

31
第25図 在地系土器

内耳鍋
口縁部から
体部片

口
底

－
－

高 － 断面は黄灰色、器表は灰色。口縁部下で屈曲し、口縁部は直線的に開く。
屈曲部内面の段は低く不明瞭。口縁端部上面は幅狭く平坦。口縁端部内
面は内側に小さく張り出す。（Ｄ：灰）

15世紀後半～
16世紀中頃。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

32

第25図 在地系土器
内耳鍋

口縁部から
体部片

口
底

－
－

高 － 断面は灰白色、器表はにぶい橙色。口縁部下で外反し、口縁部は直線的
に開く。口縁端部上面は平坦でやや内傾。口縁端部外面は直下の強い横
撫でにより若干張り出すように見える。体部外面は撫でで成形時の凹凸
が残る。（Ａ：にぶい橙）

15世紀後半～
16世紀中頃。

33
第25図 在地系土器

内耳鍋
口縁部から
体部片

口
底

－
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表は灰オリーブから灰色。口縁部下で屈曲し、口
縁部は直線的に開く。口縁端部付近はやや肥圧し、端部内面は小さく張
り出す。屈曲部内面の段差は低く不明瞭。（Ａ：灰オリーブ～灰）

15世紀後半～
16世紀中頃。

34

第25図 在地系土器
内耳鍋

口縁部から
体部片

口
底

－
－

高 － 断面はにぶい赤褐色、内面器表はにぶい黄橙色、外面器表はにぶい黄橙
色から黒褐色。口縁部下で屈曲し、口縁部は直線的に開く。屈曲部内面
はゆるい段が僅かに認められる。口縁端部上面は小さく窪み、外面は外
方に張り出す。屈曲部以上は横撫で。体部内面と外面上半は撫で。体部
外面下半は微細な凹凸を部分的に篦撫で。（Ｂ：黄橙～黒褐）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

35

第25図 在地系土器
内耳鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面中央は灰色、断面中央付近は明赤褐色、器表付近から器表は黄灰色。
口縁部下で屈曲し、口縁部は内湾気味に開く。口縁端部上面は平坦で、
外面は外方に張り出す。屈曲部内面の段は明瞭で、下部は稜をなす。（Ｂ：
暗灰黄）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

36

第26図 在地系土器
内耳鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表はにぶい橙色から灰色。器壁はやや厚い。口縁
部下で屈曲し、口縁部は直線的に開く。口縁端部は幅広く平坦で、外面
は外方に張り出す。屈曲部内面の段はなだらかだが、下部は明瞭な稜を
なす。（Ｄ：にぶい橙～灰）

16世紀。

37
第26図 在地系土器

内耳鍋
口縁部片 口

底
－
－

高 － 断面は灰白色、器表は淡黄色。外面に煤付着。口縁部下で屈曲し、口縁
部は直線的に開く。口縁端部上面は平坦で、外面は外方に張り出す。張
り出し部は僅かに上方に向く。（Ｂ：淡黄）

16世紀。

38
第26図 在地系土器

内耳鍋
口縁部片 口

底
－
－

高 － 還元炎。口縁部下でややゆるく屈曲し、口縁部は直線的に開く。口縁端
部上面は狭く丸みを持つ。端部内面は微少な張り出し。内耳は細く小さ
い。（Ａ：灰）

15世紀後半～
16世紀中頃。

39 第26図 在地系土器
内耳鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 口縁部下で外反。口縁端部は幅広で平坦。口縁端部外面は外方に張り出
す。内面に細い粘土紐を貼り付け内耳とする。（Ｂ：浅黄）

16世紀。

40 第26図 在地系土器
内耳鍋

底部 口
底

－ 
(20.0)

高 － 断面から外面器表は橙色、内面器表は黄灰色。平底。底部外面は砂底状
の微細な凹凸がある。体部外面は下端を除き煤付着。（Ａか：橙、黄灰）

中世。

41
第26図 在地系土器

焙烙
1/6 口

底
(39.0) 
(35.2)

高 4.9
 

断面中央は黒色、器表付近は灰白色、器表は灰黄色。器高は低いが、内
面中央に段を持つ。口縁端部内面は内側に張り出す。外面下半に皺状亀
裂。（Ａ：灰黄）

16世 紀 ～ 17
世紀。42と同
一個体か。

42

第26図 
PL.60

在地系土器
焙烙

1/8 口
底

－
－

高 5.2 断面中央は黒色、器表付近は灰白色、器表は灰黄色。器高は低いが、内
面中央に段を持つ。口縁端部内面は内側に張り出す。内耳はやや幅広い
が、下部は体部内面に貼り付ける。外面下半から底部外面に皺状亀裂。

（Ａ：灰黄）

16世 紀 ～ 17
世紀。41と同
一個体か。

No. 挿図 
PL.No.

種　類
器　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

43 第26図 鉄製品
釘

頭部欠損 長
厚

4.2
0.4

幅 0.55 断面5㎜ほぼ正方形の角釘で先端5㎜ほどで急激にとがる頭部分は欠損。 重量4.32ｇ

44
第26図 
PL.60

砥石
（切り砥石？）

上・下部欠
損

長
厚

(11.0)
5.2

幅 6.0 両側面に幅広い刃ならし傷があり、表裏面が主たる使用面という構成だ
が、表裏面に面取り整形が残り、粗粒石材を用いた多面砥石とすべきか
もしれない。（粗粒輝石安山岩）

重量246.1ｇ

45
第26図 
PL.60

砥石 破片 長
厚

(10.8)
(2.5)

幅 (4.5) 背面側は良く使い込まれ、著しく研ぎ減る。裏面側は刀子状工具により
面整形、右辺側は粗い磨き整形。（粗粒輝石安山岩）

重 量122.9ｇ 
左辺側被熱破
損

46 第26図 
PL.60

板碑 頂部破片 長
厚

（9.6） 
2.7

幅（20.4） 推定全巾27㎝程。表裏面やや摩滅。破断面は直線的で平坦だが、転用研
磨の痕跡は認められない。（黒色片岩）

重量889.7ｇ

47 第26図 
PL.60

板碑 基部破片 長
厚

(19.5) 
3.3

幅（18.9) 裏面に横・斜方向の平ノミ状面成形工具痕(巾12㎜程)を残す。地中埋没
部のためか表裏面の摩滅少。（緑色片岩）

重量1969.4ｇ

48 第26図 
PL.60

板碑 蓮座部破片 長
厚

(16.2) 
3.4

幅（14.7）厚みから大型板碑と推察される。裏面に工具痕なし。断面の所々に転用
後の研磨の痕跡有り。（緑色片岩）

重量1123.3ｇ

49 第26図 
PL.60

板碑 基部破片 長
厚

(18.0) 
6.9

幅 (24.0) 表裏面共に文字・工具痕は認められない。（黒色片岩） 重量1143.3ｇ

50
第27図 
PL.60　

石臼
（茶臼上臼）

1/4弱
破片

径
　

20.0 高 12.5 側面は丁寧な面整形を施し、挽手孔の円形額の一部が残る。摺面は偏減
りは少なく均質に摩耗し、挽目はほとんど残らない。軸孔の一部が残る。

（粗粒輝石安山岩）

重量2328.1ｇ

51
第27図 
PL.60

石臼
（上臼）

1/2弱
破片

径
　

(26.6) 高 9.3 全体にやや摩滅し、縁の一部が剥落。上面・側面・摺面には物入れ・挽き手・
軸受けの孔が残る。摺面は均質に摩耗し、浅く目が残る。（粗粒輝石安山
岩）

重量4471.6ｇ

52 第27図 
PL.60

石臼
（下臼）

1/4
破片

径
　

（36.0）高 5.4 側面は全体に摩滅し、一部剥落。摺面は偏減りは少なく均質に摩耗し、
挽目はほとんど残らない。（粗粒輝石安山岩）

重量2139.7ｇ

53 第27図 
PL.60

石臼
（下臼）

1/4弱
破片

径
　

30.0 高 (10.5) 側面は全体に摩滅する。摺面は偏減りが少なく均質に摩耗し、目はほと
んど残らない。（粗粒輝石安山岩）

重量1808.3ｇ

54 第27図 
PL.60

石臼
（下臼）

破片 径
　

（16.5）高 (10.2) 側面の摩滅は少なく、製作時の工具痕を残す。摺面は偏減りが少なく均
質に摩耗し、目は浅く残る。（粗粒輝石安山岩）

重量1567.1ｇ

55
第27図 
PL.60

石製品 完形 長
厚

19.5
8.4

幅 19.7 上面に径93㎜ほどの擂り鉢状の孔が穿たれ、孔の内面は平滑。裏面は浅
く皿状に窪み、内面には丸タガネ状工具による刺突痕が残る。（角閃石安
山岩）

重量1787.0ｇ

56 第27図 
PL.60

石製品 破片 長
厚

(14.4) 
18.6

幅 (15.0) 上面を径５cm程の範囲を敲打して皿状に掘り窪める。このほか、右側面
に砥石様の平滑面がある。（角閃石安山岩）

重量2560.8ｇ

57 第27図 
PL.60

火打石
（剥片）

剝片 長
厚

3.2
0.8

幅 2.5 上端部エッジに使用に伴う敲打痕が集中する。（石英） 重量6.5ｇ

58 第27図 
PL.60

銅銭
皇宋通宝

破損 長
厚

2.47
0.12

幅 2.3 劣化後の破損により一部を欠く。表面の郭は細く、裏面の郭は不明瞭。 重量1.2ｇ

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1
第30図 
PL.60

龍泉窯系青磁
碗

口縁部から
体部片

口
底

－
－

高 － 外面に片彫りによる鎬蓮弁文。貫入は入らず、焼成はやや良好であるが、
釉の透明感は弱い。（灰白）

Ⅱb類。13世
紀 前 後 ～ 前
半。

2
第30図 尾張陶器

片口鉢
体部片 口

底
－
－

高 － 断面は灰白色、内面器表は褐色、外面器表はにぶい赤褐。内面は斑状に
薄い自然釉、外面の多くには厚く釉がかかり、ほとんどが剥がれる。（灰
白）

片 口 鉢 Ⅰ 類。
12世 紀 ～ 13
世紀。

3 第30図 渥美陶器
甕か

体部片 口
底

－
－

高 － 器壁は薄い。外面に叩き目。（灰） 12世 紀 ～ 13
世紀初頭。

4
第30図 常滑陶器

甕
体部片 口

底
－
－

高 － 断面は灰白色、内面器表は褐色、外面器表はにぶい赤褐。内面は斑状に
薄い自然釉、外面の多くには厚く釉がかかり、ほとんどが剥がれる。（褐、
にぶい赤褐）

中世。

5 第30図 在地系土器
片口鉢

1/8 口
底

－
－

高 － 還元炎。底部に比して体部下位の器壁が厚い。底部回転糸切無調整。使
用により体部内面下位から底部内面の器表やや摩滅。（Ａ：灰）

中世。

6
第30図 在地系土器

片口鉢
1/3 口

底
(10.4) 
－

高 － 還元炎。体部外面下端は篦撫で。底部は板作りで砂底。体部内面下位と
底部周縁は使用により摩滅。体部内面と底部境は摩滅せずドーナツ状に
器表が残る。（Ａ：灰）

中世。

7

第30図 在地系土器
内耳鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面中央から内面器表付近は灰白色、断面中央から外面器表付近は橙色、
内面器表は黄灰色、外面器表は黒褐色。口縁端部上面は平坦で、外面は
丸みを持って張り出す。端部内面は明瞭な稜をなす。口縁部下内面の段
は小さい。（Ｄ：黄灰、黒褐）

15世 紀 末 ～
16世 紀 中 頃。 
外 面 に 煤 付
着。

8
第30図 在地系土器

内耳鍋
口縁部片 口

底
－
－

高 － 外面器表付近から内面器表はにぶい褐色、外面器表は黒褐色。外面に煤
付着。口縁部は外反。口縁端部上面はやや幅広で中央が窪む。端部外面
はやや大きく張り出す。口縁部下内面の段は明瞭。（Ｄ：にぶい褐、黒褐）

16世紀後半～
17世 紀 初 頭
か。

9
第30図 在地系土器

内耳鍋
口縁部片 口

底
－
－

高 － 断面から器表付近は灰白色、器表は灰色。口縁部下で屈曲し口縁部は開
く。内耳部のためか口縁部は内湾。屈曲部内面に段ははく、明瞭な稜を
なす。（Ｄ：灰）

15世紀後半～
16世紀中頃。

10

第30図 在地系土器
内耳鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面から器表付近はにぶい橙色、器表は黒色。口縁部下で屈曲し、口縁
部は内湾気味に開く。口縁端部上面は僅かに窪み、外面は外方に張り出
す。端部内面は僅かに張り出し、端部は稜をなす。屈曲部内面の段はゆ
るいが、下部はゆるい稜をなす。（Ｂ：黒）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

11
第30図 在地系土器

内耳鍋
口縁部片 口

底
－
－

高 － 断面中央と器表は灰色、器表付近はにぶい橙色。口縁端部上面は平坦で、
端部内面は小さく張り出す。張り出し部上面の器表は摩滅。口縁部下内
面の段は上部のみ残存。（Ｄ：灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

12

第30図 在地系土器
鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面中央は黒色、器表付近は白味の強い灰白色、内面器表は黄灰気味の
灰白色。外面器表は煤付着し、黒色。口縁部下で外反し、口縁部は内湾
気味に開く。口縁端部上面は僅かに窪む。内面口縁部下の稜が消失して
おり、退化した内耳も消失した時期の鍋と考えられる。（Ｂか：灰白、黒）

江戸時代か。

13

第30図 在地系土器
不詳（焙烙か）

1/8 口
底

－ 
(28.0)

高 － 内面器表付近から外面器表は橙色、内面器表はにぶい黄橙色。体部外面
は凹凸が認められるが、丁寧な撫でで、皺状亀裂など残らない。残存部
内面上端が外反しており、段が存在するか外反すると考えられる。底部
外面は砂底状。（Ａ：橙、にぶい黄橙）

時期不詳。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

14 第30図 
PL.60

五輪塔
（空風輪）

完形 高
厚

27.0
13.2

幅 14.4 正面に比べ側面の身巾が細い。宝珠部および裏面中央部に巾広(30㎜程)
の平ノミ・丸ノミによる荒削り工具痕を残す。（角閃石安山岩）

重量3510.6ｇ

15
第30図 
PL.60

板碑 主尊部右
側破片

長
厚

(23.0) 
3.3

幅 (12.0) 深い薬研彫りの阿弥陀如来種子と蓮座の一部が残る。推定全巾40㎝程の
大型板碑。碑面と側部は丁寧な面成形。裏面は全面に横方向の平ノミ状
面成形工具痕(巾13㎜程)が残る。表裏面摩滅少。（緑色片岩）

重量1457.3ｇ

16 第30図 
PL.60

石臼
（上臼）

1/6 長
厚

（13.1）
7.3

高 (10.4) 側部1/5程。縁部は丁寧な面取りが施される。摺面は目が残り、大きく偏
減りする。（粗粒輝石安山岩）

重量842.4ｇ

17
第30図 
PL.60

宝篋印塔 笠部破片 高
厚

(14.8)
(11.8)

幅 (10.4) 下二段。隅飾は二弧輪郭付。丁寧な面整形。所々に細い丸タガネ状の面
成形工具条痕を残す。角の欠失はあるものの風化による摩滅は少ない。

（粗粒輝石安山岩）

重量936.0ｇ

２区16号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1
第31図 常滑陶器

甕か
肩部片 口

底
－
－

高 － 断面は灰色、内面器表はにぶい黄橙色、外面器表はにぶい赤褐色。上部
外面に薄い自然釉が斑状にかかる。湾曲部内面は強い横位撫で。（にぶい
黄橙、にぶい赤褐）

中世。

2 第31図 在地系土器
皿

1/4 口
底

－
(5.0)

高 － 体部は直線的に開く。底部左回転糸切無調整。（Ａ：橙） 江戸時代か。

3 第31図 在地系土器
皿

1/5 口
底

 
(7.3)

高 － 底部右回転糸切無調整。（Ａ：にぶい橙） 時期不詳。

4 第31図 在地系土器
片口鉢

口縁部片 口
底

－
－

高 － 還元炎で軟質。断面は灰白色、器表は灰色。口縁端部を上方につまみ上
げる。端部は丸みを持つ。（Ｂ：灰）

14世紀中頃。

２区土坑(陶磁器)

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

９坑
1

第38図 
PL.61

在地系土器
内耳鍋

1/8 口
底

(37.6)
－

高 － 断面はにぶい赤褐色、器表は黒褐色で外面に煤付着。口縁部下で屈曲し
て外反し、口縁部は内湾気味に開く。屈曲部内面の段は大きく明瞭。器
壁はやや厚い。口縁端部内外面は丸みを持ち、上面は平坦。屈曲部以上
は横撫で。体部内外面は撫で。（Ｄ：黒褐）

16世紀。

２区１号溝

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

25坑 
1

第39図 
PL.61

在地系土器
皿

1/3 口
底

(8.0)
(5.0)

高 2.0 体部から口縁部は開き、中位でやや外反。底部内面周縁と体部下端の境
は不明瞭。底部右回転糸切無調整。（Ｂ：橙色）

14世紀後半～
15世紀中頃。

25坑 
2

第39図 在地系土器
内耳鍋

1/8 口
底

－
－

高 － 口縁端部上面は僅かに窪み、外面は外方に張り出す。口縁端部内面は器
表摩滅（使用痕）。（Ｄ：灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

30坑 
1

第39図 
PL.61

在地系土器
内耳鍋

口縁部
1/8、体部
1/4

口
底

(29.0)
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表は黒褐から黒色。焼成最終段階で燻し焼成。口
縁部下でゆるく外反。内面は段がなくゆるく屈曲。口縁端部内面は丸み
を帯びて肥圧。（黒褐～黒）

15世紀後半。

32坑 
1

第40図 在地系土器
片口鉢

底部片 口
底

－
－

高 － 断面は浅黄橙色、器表付近から器表は灰色。底部回転糸切無調整。使用
により、底部内面周縁は浅黄橙色部分まで摩滅し、中央は器表が平滑と
なる。（Ｂ：灰）

中世。

33坑 
1

第41図 
PL.61

在地系土器
片口鉢

底部片 口
底

－
－

高 － 断面は黒色、器表付近から器表は灰白色。器壁は薄い。口縁部は直線的
に開き、口縁端部は内側に折り返すように張り出す。口縁部内面から外
面器表は斑状に器表が剥離する。体部内面に湾曲のきついすり目。残存
部に片口部の一部が残る。（Ｂ：灰白）

３竪穴13と同
一個体か。16
世 紀 ～ 17世
紀か。

47坑 
1

第41図 
PL.61

在地系土器
皿

1/2 口
底

(10.6)
6.3

高 2.5 外面中位で外反し、口縁部は僅かに内湾気味。底部左回転糸切無調整。
（Ａ：橙）

16世紀中頃。

47坑 
2

第41図 
PL.61

在地系土器
皿

口縁一部欠 口
底

10.8
6.5

高 2.5 外面中位で外反し、口縁部は僅かに内湾気味。底部左回転糸切無調整。
（Ａ：橙）

16世紀中頃。

47坑 
3

第41図 
PL.61

在地系土器
皿

体部一部欠 口 
底

10.9
～ 11.4
6.9

高 2.5
～ 2.8

外面中位で外反し、口縁部は僅かに内湾気味。底部左回転糸切無調整。
体部下位から底部欠損部の周囲は黒く変色しており、二次被熱と楕円形
欠損部との関連が考えられる。（Ａ：橙）

16世 紀 中 頃。
二次被熱によ
る破損か。

２区土坑（石製品）

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

12坑 
1

第38図 
PL.61

五輪塔
（水輪）

中層
+30

長
厚

(15.9)
12.9

幅 (14.7) 歪な球形を呈し、上下面には巾20㎜程の平ノミ状工具による面成形切削
痕が残る。側面の欠失・研磨は転用。（角閃石安山岩）

重量2154.6ｇ

32坑 
2

第40図 
PL.61

板碑 主尊左側
部破片+51

長
厚

(20.7)
2.7

幅 (18.6) 浅い彫りの阿弥陀如来種子と蓮座の一部が残る。裏面は横・斜方向の平
ノミ状面成形工具痕(巾15㎜程)を残す。表裏面共にやや摩滅。（緑色片岩）

重量1575.4ｇ

33坑 
2

第41図 
PL.61

敲石
棒状礫

一部欠損 長
厚

(17.9)
6.3

幅 7.0 小口部上端に著しく敲打され、これに伴う剥離痕がある。（粗粒輝石安山
岩）

重量937.6ｇ

２区１号井戸

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

1 第42図 
PL.61

敲石
棒状礫

完形 長
厚

12.8
3.5

幅 4.3 小口部両端・両側縁に敲打・摩耗痕。背面側を被熱破損。（変質安山岩） 重量284.2ｇ

2
第42図 
PL.61

板碑 主尊部左
側破片

長
厚

(34.1)
4.9

幅 (24.3) 主尊の浅い薬研彫り阿弥陀如来種子の一部が残る。碑の厚さと主尊の位
置から、巾50㎝程の大型板碑と推定される。表裏面共にやや摩滅。（緑色
片岩）

重量6550.0ｇ

3
第42図 
PL.61

五輪塔
（地輪）

破片 長
厚

(15.0)
11.8

幅 (21.0) 歪な方形状を呈する。上下面には巾５㎜程の丸ノミ状工具による面成形
痕が、側面には巾30㎜程の平ノミ状工具による面成形痕がそれぞれ残る。

（角閃石安山岩）

重量877.6ｇ

4 －
PL.64

木製品
曲物底板

－ 長
厚

(12.0)
0.6

幅 － 厚さ６㎜程のヒノキ科材の薄板で劣化が著しく本来の形状は不明。（樹種
ヒノキ科：板目材）

5 －
PL.64

木製品
曲物底板

－ 長
厚

(8.0)
(0.5)

幅 － 厚さ５㎜程のヒノキ科材の薄板で、現状では楕円形だが劣化が著しく本
来の形状は不明。（樹種ヒノキ科：板目材）

２区３号井戸

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1

第43図 在地系土器
片口鉢

体部下位
から底部
片

口
底

－
－

高 － 断面は黒色、器表付近から器表は灰白色。体部外面下端は直立気味。底
部は板作りで外面に板状圧痕。内面にうねりの大きい温泉マーク状のす
り目。（Ｂ：灰白）

１号竪穴14と
同 一 個 体 か。
16世 紀 ～ 17
世紀か。

2 第43図 在地系土器 
内耳鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 口縁上半は内湾気味。口縁端部上面はやや窪み、外面は外方に張り出す。
外面に煤付着。（Ａ：灰）

15世 紀 ～ 16
世紀。

3 第43図 在地系土器 
内耳鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面から内面器表は明褐灰色、外面器表は煤付着し黒褐色。内面にやや
太い粘土紐を貼り付け内耳とする。（Ｂ：明褐灰、黒褐）

中世。

4
第43図 在地系土器 

内耳鍋
体部片 口

底
－
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表は黒色。焼成最終段階で燻し焼成。口縁部下で
屈曲し、口縁部は開く。屈曲部内面の段は明瞭だが、下部は稜をなさない。

（Ａ：黒）

中世。体部下
半に砂の多い
粘土を使用。

No. 挿図 
PL.No.

　種　　類
　器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

5 － 
PL.61

礫
棒状礫

－ 長
厚

12.8
2.1

幅 3.6 先端側に弱い敲打痕があるものの、意図的なものか不明。（黒色片岩） 重量141.8ｇ

6
第43図 
PL.61

板碑 頂部～主尊
部破片
+96

長
厚

(22.5)
2.6

幅 (10.5) 二条線なし。主尊の薬研彫り阿弥陀如来種子の一部が残る。推定全巾は
30㎝前後。裏面に横方向の平ノミ状面成形工具痕(巾12㎜程)を数条残す。

（緑色片岩）

重量1251.5ｇ

7 第43図 
PL.61

石臼
上臼

下層
1/5+92

径
　

28.0 高 9.0 上臼1/5弱。上・側面はやや摩滅し、摺面は摩滅が著しく挽目も残らない。
（粗粒輝石安山岩）

重量1483.4ｇ

8 第43図 
PL.61

石製品
扁平礫

下層
完形+106

長
厚

14.6
3.5

幅 13.1 背面側中央が敲打され、浅く皿状に窪む。被熱して全面が煤ける。（粗粒
輝石安山岩）

重量731.6ｇ

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1 第51図 常滑陶器
甕か

55号ピット
体部下位片

口
底

－
－

高 － 内面に自然釉が斑状にかかる。外面は板状工具による縦位撫で。（にぶい
橙）

中世。

2 第56図 常滑陶器
不詳

153号 ピ ッ
ト体部片

口
底

－
－

高 － 断面は灰白色、内面器表はにぶい黄橙色、外面器表は暗オリーブ色の自
然釉かかる。外面に叩き目の一部が残る。（にぶい黄橙）

中世。

２区２号井戸

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率

計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1

第60図 
PL.62

尾張陶器
片口鉢

口縁部から
底部片

口
底

－
－

高 － 小型の片口鉢。口縁部はゆるく外反し、端部上面に平坦面。体部外面下
端は篦削り。貼付高台。使用により、内面体部下位から底部内面の器表
は摩滅。（灰）

片 口 鉢 Ⅰ 類。
13世紀第２四
半期～第３四
半期。

2 第60図 常滑陶器
甕

頸部片 口
底

－
－

高 － 断面から内面器表は灰色、外面器表は暗赤褐色。外面に白濁した自然釉
が斑状にかかる。（灰、暗赤褐）

中世。

3 第60図 常滑陶器
甕

肩部片 口
底

－
－

高 － 断面は灰白色、内面器表はにぶい橙色、外面器表は暗赤褐色。外面に自
然釉が流れる。（にぶい橙、暗赤褐）

中世。

4
第60図 常滑陶器

甕か
体部片 口

底
－
－

高 － 断面は灰色、内面器表は褐灰色、外面器表は黒色。内面は撫でで接合痕
残る。外面は板状工具による縦位撫で。内面に白濁した自然釉が斑状に
かかり、体部下位片と考えられる。（褐灰、黒）

中世。

5 第60図 
PL.62

在地系土器
皿

口縁一部欠 口
底

7.6
5.2

高 2.0 下半は外反し、上半は内湾気味。底部右回転糸切無調整。（Ａ：橙） 中世。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

6 第60図 
PL.62

台石
扁平礫

完形 長
厚

22.8
11.4

幅 15.8 背面側中央付近に弱い敲打痕が残る。（粗粒輝石安山岩） 重量3392.0ｇ

7

第60図 
PL.62

五輪塔
（水輪）

完形 長
厚

21.0
15.7

幅 25.5 上面は皿状に窪み巾5㎜程の丸タガネ状工具による条痕跡が残る。側面は
全体にやや摩滅し、巾50㎜程の幅広の平ノミによる切削痕が残る。（角閃
石安山岩）

１ 号 溝・1号
井戸出土五輪
塔と類似　重
量5955.4ｇ

8 第60図 
PL.62

石製品 一部欠損 長
厚

(25.8)
19.5

幅 18.9 背面側に３～５㎜の工具痕を残す。工具痕は浅く、Ｕ字状を呈す。軽石
質の軟質石材で、加工意図は不明。（粗粒輝石安山岩）

重量5340.4ｇ

２区２号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1
第61図 尾張陶器

片口鉢
体部から底
部片

口
底

－
－

高 － 高台内に凹凸目立つ。高台剥離部に篦削り痕。体部外面下位から底部外
面周縁は回転篦削り。貼り付け高台で高台剥がれる。底部内面の器表は
使用により摩滅。（灰白）

片口鉢Ⅰ類。
12世 紀 ～ 13
世紀。

2 第61図 在地系土器
皿

1/5 口
底

(12.0) 高 － 左回転轆轤調整。体部から口縁部は内湾。（Ａ：橙） 17世紀か。

3 第61図 在地系土器
皿

1/4 口
底

(12.0)
－

高 － 左回転轆轤調整。体部から口縁部は内湾。（Ａ：橙） 18世紀か。

4 第61図 
PL.62

在地系土器
皿

1/3 口
底

(9.0)
(5.6)

高 1.9 外面中位でやや外反。横撫でにより口縁端部外面を立ち上げ、端部を尖
らせる。底部左回転糸切無調整。（Ａ：浅黄橙）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

5 第61図 在地系土器
皿

1/7 口
底

(12.2)
(7.0)

高 2.7 体部は外反し、口縁部下で小さく内湾。底部左回転糸切無調整。（Ｂ：橙）16世紀中頃～
後半。

6 第61図 在地系土器
皿

1/5 口
底

－
(7.0)

高 － 底部左回転糸切無調整。（Ｂ：浅黄橙） 中世。

7 第61図 在地系土器
皿

1/5 口
底

－
(7.3)

高 － 体部内湾。底部左回転糸切無調整。（Ｄ：橙） 江戸時代か。

8 第61図 在地系土器
皿

1/4 口
底

－
(7.0)

高 － 体部は外反。底部左回転糸切無調整。（Ｄ：橙） 中世。

9

第61図 在地系土器
片口鉢

1/4 口
底

－
(12.0)

高 － 断面は橙色、器表は灰黄色。体部外面に撫でによる溝状の窪み残る。内
面の器表は使用により摩滅し、体部内面下位から底部内面周縁部の摩滅
が著しくやや窪む。残存部にすり目はない。底部外面周縁の器表摩滅。
糸切り痕が認められない。（Ｄ：灰黄）

中世。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

10 第61図 
PL.62

砥石 上端部
破片

長
厚

(4.3)
0.9

幅 3.2 表裏面ともよく使い込まれ、研ぎ減る。（砥沢石） 重量15.5ｇ

２区中世屋敷外ピット群

２区８号溝
No. 挿図 

PL.No.
種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1　
第63図 常滑陶器

甕か
体部下位
から底部
片

口
底

－
－

高 － 内面に自然釉薄くかかる。底部外面砂底。（灰白～黄灰） 中世。

2
第63図 常滑陶器

甕か
体部下位片 口

底
－
－

高 － 残存部中位以下の断面中央は灰色、中位以下の器表付近から上位の断面
は灰白色、器表はにぶい黄褐から灰白色。内面器表には薄い自然釉が斑
状にかかる。外面は板状工具による縦位撫で。（にぶい黄褐～灰白）

中世。

3
第63図 
PL.62

在地系土器
皿

口縁一部欠 口
底

8.3
4.8

高 1.9 体部から口縁部は直線的に開く。底部左回転糸切無調整。底部内面と体
部境は横撫でにより境が不明瞭。相対する口縁部に油煙付着。（Ａ：にぶ
い橙）

15世紀中頃。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

4 第63図 
PL.62

在地系土器
皿

口縁部一部
底部　完

口
底

(8.3)
5.0

高 2.2 体部から口縁部は直線的に開く。底部左回転糸切無調整。（Ａ：にぶい橙）15世紀前半。

5

第63図 在地系土器
内耳鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面は橙色、器表は黒から黒褐色。口縁部は内湾。口縁部上半は肥厚。
口縁端部上面は平坦でやや内傾。口縁端部外面は横撫でにより凹線状に
窪み、端部外面が外方に張り出すように見える。口縁部下内面の段差一
部残存。（Ａ：黒～黒褐）

中世。

6 第63図 在地系土器
内耳鍋

体部片 口
底

－
－

高 － 断面は黄灰色、器表は黒色。口縁部下で屈曲して外反。屈曲部内面の段
は明瞭。器壁は厚い。（Ｄ：黒）

中世。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質）

7 第63図 
PL.62

台石 埋没土 長
厚

24.6
8.1

幅 24.0 背面側中央付近にアバタ状の打痕が残る。背面側には光沢面があり、礫
砥石としての使用も否定できない。（流紋岩）

重量7200ｇ

8 第64図 
PL.62

板碑 左下半部
破片+21

長
厚

(25.6)
3.6

幅 (12.9) 浅い彫りの光明真言の一部が認められる。裏面は剥落し、一部に横方向
の平ノミ状面成形工具痕(巾12㎜程)が1条残る。（緑色片岩）

重量1006.6ｇ

9 第64図 
PL.62

石製品 破片 長
厚

(8.4)
(6.5)

幅 (3.2) 背面側礫面に顕著な研磨痕がある。（緑色片岩） 重量261.2g

10

第64図 
PL.62

石製品 完形 長
厚

13.2
10.2

幅 11.4 上面中央に径８㎜程、深さ６㎜程の孔を穿つ。孔内面は研磨が認められ、
その周囲と下面には円形(径４㎜程の)丸タガネ状工具による刺突が残る。
上・側面には巾４㎜程の鋭利な薬研彫り状の条痕が縦・斜方向に残る。（粗
粒輝石安山岩）

重量1034.9ｇ

２区14号溝（陶磁器）

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1 第67図 常滑陶器
甕か

体部片 口
底

－
－

高 － 断面は灰色、内面器表は灰褐色、外面器表はにぶい赤褐色。内面に指頭
圧痕残る。（灰褐、にぶい赤褐）

中世。

2 第67図 常滑陶器
甕か

体部片 口
底

－
－

高 － 断面は灰白色、器表は灰色。外面上部に薄い自然釉が斑状にかかる。（灰）中世。

3 第67図 在地系土器
皿

1/5 口
底

－
(6.0)

高 － 体部下位は内湾気味に開く。底部回転糸切無調整。（Ｂか：橙） 中世か。

4
第67図 在地系土器

片口鉢
体部片 口

底
－
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表は褐灰色。体部中位付近で外反。体部下位の器
壁は厚い。残存部にすり目はない。使用により体部内面下位の器表は摩
滅。（Ｄ：褐灰）

中世。

２区遺構外（陶磁器）

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

2 第69図 
PL.62

在地系土器
円盤状土製品(鍋)

1/2 口
底

－
－

高 0.6 断面中央は黒色、器表は灰白。鍋の底部片周囲を擦って円形に加工。（Ｃ
か：灰）

江戸時代か。

3 第69図 在地系土器
皿

1/5 口
底

(8.0)
(3.9)

高 2.3 体部は外反し、口縁部は内湾。口縁端部に油煙付着。油煙は口縁端部欠
損部にも付着。底部切り離しは不明。（Ｂ：明褐灰）

下野型14世紀
か。

4
第69図 在地系土器

内耳鍋
口縁部片 口

底
－
－

高 － 断面中央は明褐灰色、器表付近から器表は橙色。器壁は厚く、口縁部は
内湾気味。口縁端部上面は小さく窪み、端部外面は外方に張り出す。（Ｄ：
橙）

16世紀後半～
17世 紀 初 頭
か。

5 第69図 在地系土器
内耳鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 還元炎。口縁部中位はやや肥厚。口縁端部外面は斜め上方に張り出す。
（Ｂ：灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

7
第69図 
PL.62

尾張陶器
片口鉢

1/2 口
底

－
(13.9)

高 － 高台内は細かい凹凸がある。貼り付け高台。体部外面下位は回転篦削り。
使用により内面器表は平滑となる。底部周縁の摩滅は著しい。（灰白）

片 口 鉢 Ⅰ 類。
12世 紀 ～ 13
世紀。

8 第69図 常滑陶器
甕

体部下位か
ら底部片

口
底

－
－

高 － 内外面板状工具による撫で。内面に薄い自然釉が斑状にかかる。（黄灰、
暗灰）

中世。

9 第69図 
PL.62

在地系土器
皿

1/8 口
底

(10.2)
(5.4)

高 2.8 内面器表は灰黄褐色、外面中位はゆるく外反。底部回転糸切無調整。体
部内面下位以下に、表面に皺のある漆状黒色物付着。（Ａ：にぶい橙）

14世紀後半～
15世紀前半。

10

第69図 在地系土器
片口鉢

口縁部片 口
底

－
－

高 － 外面器表付近から内面器表は灰白色、外面器表は灰色。還元炎。外面は
口縁端部付近まで篦削りの後、口縁端部付近のみ横撫で。口縁端部内面
は内湾するように上方に丸く突き出る。口縁端部内面の器表は摩滅（使用
痕）。使用により体部内面の器表平滑。（灰白、灰）

14世紀前半～
中頃。

11

第69図 在地系土器
内耳鍋

口縁部片 口
底

－
－

高 － 還元炎。断面は灰色、器表付近は浅黄色、器表は黄灰色。口縁部下で屈
曲し口縁部は直線的に開く。口縁部は端部に向うに従い肥厚し、端部外
面は小さく斜め上方に引き上げる。端部内面は丸みを持つ。屈曲部内面
の段は稜をなさないが明瞭。（Ｄ：黄灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

12

第69図 在地系土器
内耳鍋

口縁部から
体部片

口
底

－
－

高 － 還元炎。断面中央はにぶい黄褐色、器表付近は灰白色、器表は灰色。器
壁は薄い。口縁部下で屈曲し、口縁部は直線的に開く。口縁端部内面は
小さく張り出し、明瞭な稜をなす。屈曲部内面の段は小さく不明瞭。（Ａ：
灰）

15世紀後半～
16世紀中頃。

13
第69図 在地系土器

内耳鍋
口縁部から
体部片

口
底

－
－

高 － 断面は灰白色、器表は黒色。口縁部下は緩く外反し、口縁部は内湾して
開く。口縁端部内面は内湾し、内側に肥厚。口縁部下内面は段ではなく
明瞭な凹線を廻らす。（Ａ：黒）

15世紀後半。

２区遺構外（石製品・鉄製品）

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

1 第69図 
PL.62

茶臼（上臼） 1/8 径
　

(17.6) 高 (14.4) 側面には方形の挽手孔と菱形の額の一部が残る。摺面は摩滅が著しく、
ほとんど目を残さない。(粗粒輝石安山岩)

重量877.6ｇ

6 第69図 
PL.62

板碑 中央部破
片

長
厚

(11.7) 
(1.4)

幅（6.7) 浅い薬研彫りの蓮座花弁の一部が認められる。碑面はやや摩滅、裏面は
全面剥落。（緑色片岩）

重量160.4ｇ

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

14 第69図 
PL.62

砥石 破片 長
厚

（4.6） 
（0.5）

幅 3.5 細粒石材を用いた仕上げ砥。背面側に線条痕が残り、弱く研ぎ減る。側
面に切断痕が残る。（硬質泥岩：切り砥石）

重量13.3ｇ
裏面側剥落。

15 第69図 
PL.62

敲石 完形 長
厚

17.6
3.2

幅 6.5 上端側両側縁が激しく敲打され、ダメージを受けている。（粗粒輝石安山
岩：棒状礫）

重量725.8ｇ

16
第70図 
PL.62

五輪塔
（空風輪）

完形 高
厚

29.4
15.3

幅 17.7 大型空風輪。均質で丁寧な成・整形を施す。全体に巾２㎜程の丸タガネ
状工具による刺突痕と同工具による斜・横方向の条痕を残す。（粗粒輝石
安山岩）

重量7350ｇ

17 第70図 
PL.62

五輪塔
（水輪）

完形 径
厚

7.6
6.4

高 10.3 丁寧な成・整形で均質な形状を造り出す。上下面は皿状に窪み、巾５㎜
程の丸タガネ状工具痕を僅かに残す。（角閃石安山岩）

重量3732.2ｇ

18 第70図 
PL.63

板碑 主尊部左
側破片

長
厚

(6.4)
(0.9)

幅 (6.8) 主尊の浅い薬研彫り阿弥陀如来種子の一部が残る。表裏面とも摩滅。（緑
色片岩）

重量58.1ｇ

19 第70図 
PL.63

石製品 北壁自然流
路+55

長
厚

17.8
7.1

幅 13.2 上面に径85㎜ほどの擂り鉢状の孔が穿たれ、孔の内面は平滑。外面の一
部に巾30㎜ほどの平ノミ状工具による切削痕が残る。（角閃石安山岩）

重量1085.4ｇ

20 第70図 
PL.63

石製品 1/2 径
厚

(10.8)
3.0

高 (10.8) 筒状を呈し、上下両方向から穿孔。孔内面には縦方向の丸タガネ状工具
痕(巾4㎜程)が残る。（粗粒輝石安山岩）

重量412.2ｇ

21 第70図 
PL.63

銅銭 
文久永宝

完形 長
厚

2.74
0.11

幅 2.6 郭の右上が破損し変形している。 重量2.1ｇ

４- １区１号谷（陶磁器）

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

7 第83図 肥前磁器
仏飯器

脚部 口
底

－
3.7

高 － 脚底部無釉。脚は短く、杯部境に１重圏線。（灰白） 江戸時代。

8
第83図 龍泉窯系青磁

碗
口縁部片 口

底
－
－

高 － 蓮弁文碗。残存部に鎬は認められない。釉表面の微細な傷により白濁し
たように見え、水摩を受けていると考えられる。（灰白）

Ⅱ-a類。13世
紀 前 後 ～ 前
半。

9 第83図 肥前磁器
碗

1/5 口
底

－
(3.2)

高 － 染付小丸碗。（白） 18世紀後半～
19世紀初頭。

10 第83図 
PL.63

肥前磁器か
皿

3/4 口
底

－
9.9

高 － 蛇ノ目凹型高台。銅板転写による染付。底部内面に鶴亀文。（白） 近現代。

11
第83図 
PL.63

在地系土器
片口鉢

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面は灰色、器表付近はにぶい橙色、器表は黒色。口縁部やや歪む。体
部中位で屈曲して外反。口縁部は屈曲気味に内湾し、玉縁状をなす。口
縁端部は尖り気味。（黒）

14世紀前半～
中頃。

12 第84図 
PL.63

在地系土器
片口鉢

1/5 口
底

－
－

高 － 胎土は緻密でやや焼き締まる。口縁は内湾気味で、端部内面は尖り気味
に張り出す。（Ｄ：灰）

14世 紀 後 半
頃。

13 第83図 在地系土器
壺か甕

肩部片 口
底

－
－

高 － 胎土と焼成は在地の片口鉢と同様。肩部外面上位は横撫で。肩部外面は
丁寧な撫で。頸部で欠損。（灰白）

中世。

14
第84図 在地系土器

内耳鍋か
口縁部片 口

底
－
－

高 － 断面は浅黄橙色、器表付近は灰白色、器表は暗灰色。口縁部は短く内湾。
端部付近は肥厚。（Ａ：暗灰）

14世紀後半～
15世 紀 中 頃
か。

15
第84図 在地系土器

内耳鍋
口縁部片 口

底
－
－

高 － 断面は灰褐色、器表付近から器表は灰黄褐色。口縁端部が外方に張り出
す。口縁端部上面は平坦。（Ｄ：黄灰）

15世 紀 末 ～
16世紀中頃。

４- １区１号谷（石製品・鉄製品）

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

1 第83図 
PL.63

板碑 中央蓮座
部破片

長
厚

(8.3)
2.0

幅 (14.2) 深い薬研彫りの花弁と蓮実の一部が残る。大型板碑。碑面の摩滅は少な
く、裏面は全面剥落。（緑色片岩）

重量196.3g

2 第83図 
PL.63

板碑 頂部右端
破片

長
厚

(9.9)
(1.2)

幅 (6.0) 二条線と枠線の一部が認められる。碑面やや摩滅、裏面は剥落する。（緑
色片岩）

重量108.3g

3

第83図 
PL.63

板碑 中央右半
部破片

長
厚

(33.0)
3.0

幅 (23.4) 主尊阿弥陀三尊の内、薬研彫りの脇侍の「サ(観音菩薩)」・「サク(勢至菩薩)」
種子と蓮座が、中央には紀年銘「延文二(1357)年」と干支の「丁」、その両
脇には光明真言の一部が認められる。碑面は丁寧な面成形が施され、表
裏面の摩滅は少ない。（緑色片岩）

重量4860.2ｇ

4
第83図 
PL.63

板碑 主尊部破
片

長
厚

（16.2)
3.6

幅 (17.1) 大型の薬研彫り阿弥陀如来種子と蓮座の一部が残る。推定全巾30 ～ 40㎝。
裏面に巾13mm程の横方向の平ノミ状面成形痕を残す。表裏面共にやや摩
滅。（緑色片岩）

重量1106.0g

5
第83図 
PL.63

板碑 頂部破片 長
厚

（13.6）
3.0

幅 (12.8) 二条線の一部が残る。推定全巾30 ～ 40㎝程。裏面の一部に横方向の平ノ
ミ状の面成形工具痕(巾12㎜程)を数条残す。表裏面共にやや摩滅。（緑色
片岩）

重量815.0g

6 第83図 
PL.63

砥石
（切り砥石）

破片 長
厚

(4.8)
(0.5)

幅 (0.6) 支流石材を用いた仕上げ砥。(珪質頁岩：切り砥石) 重量4.7ｇ

16 第84図 
PL.63

砥石
（切り砥石）

破片 長
厚

（4.1)
（2.3）

幅（2.4） 背面側のみ使用、刃ならし傷が斜位に残る。左側面は磨き整形、右側面・
裏面は刀子状工具で面取り整形。(砥沢石：切り砥石)

重量27.7g

17 第84図 
PL.63

板碑 中央部右側
端部破片

長
厚

(12.7)
2.1

幅 (5.8) 小さな文字の一部が残るが判読不可、偈文の一部か。碑面はやや摩滅、
裏面は一部を残して剥落する。（緑色片岩）

重量187.8ｇ

18
第84図 
PL.63

板碑 中央側部破
片

長
厚

（15.3）
2.6

幅 (9.8) 小さな薬研彫り文字が認められ、光明真言の一部と思われる。裏面は横
方向に巾12㎜程の平ノミ状の面成形工具痕が残る。表裏面共にやや摩滅
する。（緑色片岩）

重量549.6g

19 第84図 
PL.63

板碑 中央部破片 長
厚

(6.9)
(1.0)

幅 (5.7) 蓮座花弁の一部が認められる。碑面はやや摩滅、裏面は剥落する。（緑色
片岩）

重量63.0ｇ

20
第84図 
PL.63

板碑 中央部破片 長
厚

（5.9）
2.2

幅（10.4）阿弥陀三尊の脇侍「サ(観音菩薩)」種子の一部が認められる。碑面はやや
摩滅、裏面には横方向の平ノミ状面成形工具痕(巾19㎜程)が残る。（緑色
片岩）

重量277.0g

21 第84図 
PL.63

板碑 中央右側部
破片

長
厚

(9.3)
(2.1)

幅 (9.4) 光明真言の一部(ベイ・ロ)二文字が認められる。碑面はやや摩滅、裏面
は剥落する。板碑推定巾は30㎝程と推定される。（緑色片岩）

重量242.5ｇ

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

22 第84図 
PL.63

銅銭
不詳

完形 長
厚

2.45
0.15

幅 2.5 聖宋元宝か。 重量2.4ｇ

４- １区遺構外

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1
第86図 尾張陶器

片口鉢
体部から
底部片

口
底

－
－

高 － 内面器表は使用により摩減。外面は轆轤目顕著。 片 口 鉢 Ⅰ 類。
12世 紀 ～ 13
世紀。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

2 第86図 
PL.63

銅銭
皇宋通宝

完形 長
厚

2.38
0.12

幅 2.5 裏面の郭は不明瞭、外圧による変形か銭が波打っている。 重量2.7ｇ

５- ２区２号井戸

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1
第92図 
PL.64

在地系土器
皿

口縁部
1/8、底部
3/4

口
底

(7.4)
4.1

高 2 外面口縁部下の轆轤目顕著。底部左回転糸切無調整。口縁端部に油煙付
着。（にぶい黄橙）

15世紀前半～
中頃。

2 第92図 
PL.64

在地系土器
火鉢

口縁部片 口
底

－
－

高 － 断面はにぶい橙色、器表はにぶい黄橙色。口縁部は外反。口縁端部下位
に焼成前に内側からの穿孔一カ所残る。（Ａ：にぶい黄橙）

中世。

3
第92図 
PL.64

在地系土器
片口鉢

体部から底
部片

口
底

－
－

高 － 胎土はやや緻密、還元炎で軟質な焼き上がり。体部は外反。体部内面下
端と底部内面は境を除き使用により器表摩滅。体部内面下位と底部との
境は平滑となる。（Ａ：灰白～灰）

中世。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

4 第92図 
PL.64

敲石 完形 長
厚

12.5
3.1

幅 3.8 小口部両端に敲打痕がある。（粗粒輝石安山岩：棒状礫） 重量200.9ｇ

5 PL.64 石製品 完形 長
厚

32.0
20.5

幅 32.0 上面・下面・右側面にノミ状工具による整形面。上面のみ整形されてい
る平坦面が摩耗している。

重量16350g

6 PL.64 石製品 完形 長
厚

38.0
24.5

幅 28.0 下面・左右の側面はノミ状工具により平坦に、上面は山形に整形されて
いる。整形痕は新鮮である。

重量21100g

５区３号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 製作状況・使用状況（材質） 摘　　要

1 第97図 
PL.64

銅銭 
至和通宝

完形 長
厚

2.470
0.124

幅 2.411 欠損は調査時のもの。 重量1.3ｇ

５- １区２号河道

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1 第99図 常滑陶器 
甕か

体部片 口
底

－
－

高 － 断面は灰色、器表はにぶい赤褐色。内面は横位撫で。外面は板状工具に
よる縦位撫で。（にぶい赤褐）

中世。

2 第99図 在地系土器 
片口鉢

口縁部片 口
底

－
－

高 － 口縁部は内湾して立ち上がり、端部は尖り気味。口縁端部付近のみ横撫
で。（灰）

14世紀中頃。

５- ２区1号河道

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

3 第101図 常滑陶器
甕か

体部片 口
底

－
－

高 － 内面は横位撫で。外面は板状工具による縦位撫で。（にぶい赤褐） 中世。

4 第101図 常滑陶器 
甕か

体部片 口
底

－
－

高 － 内面は横位撫で。外面は板状工具による縦位撫で。（にぶい赤褐） 中世。

５- １区遺構外

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 成形・整形の特徴（胎土：色調） 摘　　要

1
第102図 在地系土器 

内耳鍋
体部から底
部片

口
底

－
－

高 － 断面は灰白色、内面器表は黒色、体部外面器表は煤付着し、黒褐色。体
部外面下位から底部外面には煤付着せず、にぶい黄橙色。体部外面下位
は篦削り。丸底。（黒、にぶい黄橙）

中世。

内耳鍋の年代は、秋本太郎「上野と周辺地域との関係 ‐ 在地土器の分布論を中心に ‐ 」 『海なき国々のモノとヒトの動き-16 ～ 17世紀における内陸
部の流通-』内陸遺跡研究会　2005 において設定された画期による。
在地系土器皿の年代は木津博明 「上野国に於ける在地生産土器について」 『中近世土器の基礎研究』V　中世土器研究会　1989による。
常滑は中野晴久「常滑窯」、「編年表」『愛知県史 別編　窯業3　中世・近世・常滑系』 愛知県　2012 による。
渥美は 安井俊則「渥美窯」、及び「編年表」『愛知県史 別編　窯業3　中世・近世・常滑系』 愛知県　2012 による。
14世紀以降の中国産白磁は 森田勉「14 ～ 16世紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁研究 №２』貿易陶磁研究会　1982 による。
肥前陶磁は『九州陶磁の編年 -九州近世陶磁学会10周年記念-』九州近世陶磁学会　2000 による。
瀬戸窯は藤澤良祐 「編年表」『愛知県史 別編 窯業２ 中世・近世・瀬戸系』　2007　による。
美濃窯は楢崎彰一 「編年表」『尾呂 愛知県瀬戸市定光寺カントリークラブ増設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』　瀬戸市教育委員会　1990 に
よる。
13世紀以前の中国産白磁と青磁は山本信夫 『太宰府条坊跡ⅩⅤ-陶磁器分類編-』 太宰府市教育委員会 2000　による。
丹波すり鉢は長谷川 眞「近世丹波系擂鉢の変遷とその系譜」『関西近世考古学研究Ⅷ』 関西近世考古学研究会　2000による。
在地片口鉢の年代は、星野守弘「軟質陶器」『新編高崎市史 資料編３ 中世Ⅰ』 高崎市　1996 による。
※　常滑窯でいう「片口鉢Ⅰ類」は、筆者には瀬戸窯製品との弁別が困難なため、製作地は「尾張陶器」とし、備考に「片口鉢Ⅰ類」と記した。
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２　竪穴住居（平安時代）

３区１号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第103図 
PL.65

須恵器 
杯

埋没土 
口縁片

口 
底

13.6 
-

高 （4.0） 細砂粒・片岩/還元/灰
5Y6/1

ロクロ整形(回転方向不明）。 器面摩滅。

３区２号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 　胎　土　/焼　成　/　色調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第104図 
PL.65

土師器 
杯

埋没土 
口縁～底部片

口 
底

11.8 
7.2

高 2.9 細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で、底
部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

2
第104図 
PL.65

土師器 
杯

埋没土 
口縁片

口 
底

- 
-

高 - 細砂粒/良好/にぶい橙
5YR6/4

口縁部横撫で。 口縁部~体部外面
に破損後の付着
物。

3 第104図 
PL.65

須恵器 
椀

埋没土 
底部片

口 
底

- 
6.0

高 
台

（2.2） 
5.4

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰N6/0

ロクロ整形(右回転か）。高台は底部回転糸切
り後の付高台で、接地部に凹線が巡る。

4
第104図 灰釉陶器 

椀
埋没土 
底部片

口 
底

- 
-

高 - 細砂粒/還元/灰白
10YR7/1

ロクロ整形（回転方向不明）。高台は底部回転
ヘラ削り後の付高台で欠損。施釉は刷毛掛け
と考えられ、見込み部にも施釉。

光ケ丘1号窯式
か。

5 第104図 
PL.65

須恵器 
甕

埋没土 
口縁～胴部

口 
底

15.9 
-

高 
胴

（8.2） 
17.1

細砂粒/還元/灰N4/0 ロクロ整形(回転方向不明）。 器胎セピア色。

４区１号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第108図 
PL.65

土師器 
杯

埋没土 
口縁～底部片

口 
底

13.0 
9.0

高 （3.3） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で。底
部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

2
第108図 
PL.65

土師器 
杯

カマド前床上17
㎝ 
底部1/2

口 
底

- 
7.1

高 - 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄褐10YR7/2

体部外面撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫
で。

3
第108図 須恵器 

杯
カマド内 
口縁～底部片

口 
底

12.7 
7.0

高 3.5 細砂粒・粗砂粒/還元/
にぶい黄橙10YR6/3

ロクロ整形(右回転）、底部回転糸切り無調整。口縁部内外面を
除き吸炭。器面
摩滅。

4
第108図 
PL.65

須恵器 
椀

カマド周辺床直
上～床上4㎝ 
1/4

口 
底

14.4 
7.0

高 
台

5.1 
7.0

細砂粒・粗砂粒/酸化/
にぶい黄褐10YR7/4

ロクロ整形(右回転）。高台は付高台。 器面摩滅。

5
第108図 
PL.65

須恵器 
椀

カマド内⇔南東
隅 
1/2

口 
底

14.6 
8.2

高 
台

5.2 
7.6

細砂粒・粗砂粒・片岩
/還元/にぶい黄褐
10YR6/4

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

器面摩滅。 
藤岡か。

6 第108図 
PL.65

須恵器 
椀

東壁下南寄り 
3/4

口 
底

15.0 
7.6

高 
台

5.4 
7.2

細砂粒・粗砂粒/還元/
にぶい黄橙10YR7/3

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

見込み部に重ね
焼き痕。

7
第108図 
PL.65

須恵器 
椀

カマド火床上10
㎝ 
3/4

口 
底

14.5 
6.6

高 
台

5.1 
5.8

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/還元/にぶい黄橙
10YR7/2

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の雑な付高台。

器面の摩滅顕著。

8
第108図 
PL.65

土師器 
台付甕か

カマド火床上3
～ 6㎝ 
口縁～胴部片

口 
底

12.8 
-

高 
胴

(10.3) 
15.0

細砂粒/良好/にぶい赤
褐5YR5/4

口縁部横撫で、胴部外面横~縦のヘラ削り。
内面横の撫で。頸部外面に輪積み痕。

9
第108図 土師器 

甕
カマド火床上6
～ 13㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

20.8 
-

高 
胴

(12.7) 
24.0

細砂粒・粗砂粒・軽石
/良好/にぶい黄褐
10YR7/3

口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ削り、内面
斜のヘラ撫で。口縁内外面に輪積み痕。

粉っぽい素地。

10 第108図 
PL.65

土師器 
甕

カマド内 
口縁～胴部片

口 
底

19.5 
-

高 
胴

（15.0） 
22.1

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、胴部外面横~縦のヘラ削り。
内面横の木口状工具による撫で。

頸部外面に輪積
み痕。

11

第108図 土師器 
甕

カマド前面床直
上⇔カマド火床
上12㎝ 
口縁～胴部

口 
底

19.5 
-

高 
頸

（5.9） 
17.7

細砂粒/良好/にぶい橙
5YR6/4

口縁部雑な横撫で、胴部外面横のヘラ削り、
内面斜のヘラ撫で。

器面摩滅。

12
第108図 土師器 

甕
カマド火床上25
㎝ 
口縁～胴部

口 
底

20.8 
-

高 
頸

（5.3） 
18.9

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、胴部外面横のヘラ削り。内面
横のヘラ撫で。

頸部外面に輪積
み痕。

13 第108図 
PL.65

土師器 
甕

カマド火床上3㎝ 
口縁～胴部片

口 
底

19.8 
-

高 
胴

（15.8） 
21.2

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面横~縦のヘラ削り。
内面撫で。

胴部内面下位に
接合痕。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

14
第108図 
PL.65

石製品 
敲石

東壁直下床直上 
完形

長 
厚

11.9 
4.8

幅 9.3 黒色頁岩・楕円礫 小口部に敲打痕がある。表裏面とも礫面に線
条痕を観察することができるが、使用痕とす
べきものか判断に迷う。

786.4g

15
第108図 
PL.65

紡錘車の
軸か

南東隅付近床上5
㎝ 
完形か

長 
厚

23.6 
0.5

幅 0.5 鉄製品 断面ほぼ円形の棒状で端にむかい細くなるが
両端とも尖らずやや丸みを持って終わる。

21.8g

４区２号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第110図 
PL.65

土師器 
杯

北壁際床直上 
口縁一部欠くほ
ぼ完形

口 
底

11.8 
8.0

高 3.3 細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄橙10YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で、底部手持ちヘラ削り。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

2 第110図 
PL.65

須恵器 
皿

南壁際10㎝ 
1/2

口 
底

13.4 
6.4

高 
台

3.3 
6.2

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰白5Y7/1

ロクロ整形(回転方向不明）。高台は付高台。 器面摩滅。

3 第110図 
PL.65

須恵器 
皿

北寄り床上3㎝ 
口縁1/3欠

口 
底

13.1 
5.7

高 
台

3.3 
5.3

細砂粒・粗砂粒・片岩/
還元/褐灰10YR4/1

ロクロ整形(右回転か）。高台は底部回転糸切
り後のやや雑な付高台。

器面の摩滅顕著。 
藤岡か。

4 第110図 須恵器 
椀

中央床上6㎝ 
底部・1/2

口 
底

- 
7.0

高 
台

（2.3） 
6.5

細砂粒/還元/灰白
5Y7/1

ロクロ整形(回転方向不明）。高台は付高台。 内外面のハゼ顕
著。

5
第110図 
PL.65

須恵器 
椀

西寄り床上2 ～ 4
㎝ 
3/5

口 
底

13.4 
6.6

高 
台

4.9 
5.9

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰白5Y7/1

ロクロ整形(右回転か）。高台は底部回転糸切
り後の付高台。

器面摩滅。見込
み部に重ね焼き
痕。

４区３号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第112図 
PL.65

土師器 
杯

土坑1内床下19㎝⇔
カマド南脇床下7㎝ 
3/4

口 
底

11.6 
7.7

高 3.3 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、底部手持ちヘ
ラ削り、内面撫で。

口縁部内外面の
一部吸炭。

2 第112図 
PL.65

土師器 
杯

南壁寄り床上5㎝ 
1/2

口 
底

11.5 
7.6

高 3.5 細砂粒・粗砂粒・角閃石/
良好/にぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で、底
部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

3 第112図 
PL.65

土師器 
杯

カマド南脇床上3㎝ 
1/2

口 
底

12.0 
8.4

高 3.2 細砂粒・角閃石・軽石/良
好/にぶい赤褐5YR5/3

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で。底部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

4 第112図 土師器 
杯

カマド内火床上6㎝ 
口縁～底部1/3

口 
底

11.9 
7.8

高 (3.2) 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/にぶい橙5YR5/4

口縁部横撫で、体部外面粗い撫で、内面撫で。
底部手持ちヘラ削り。

内面摩滅。

5
第112図 
PL.65

土師器 
杯

中央床上5㎝⇔掘
り方内床下5㎝ 
1/4

口 
底

12.7 
8.0

高 3.0 細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面雑な撫で、内面撫で、
底部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

6 第112図 
PL.66

須恵器 
椀

中央床上4㎝ 
2/3

口 
底

15.6 
8.6

高 
台

6.9 
8.8

細砂粒・粗砂粒・片岩/
還元/灰5Y6/1

ロクロ整形(右回転）。高台は、底部回転糸切
り後の付高台で、接地部は平坦。

見込み部に使用に伴う
と思われる摩滅。藤岡か。

7
第112図 
PL.66

土師器 
甕

全体に広がる床
直上～床上8㎝ 
口縁～胴部

口 19.7 高 
頸

(8.3) 
16.9

細砂粒/良好/にぶい赤
褐5YR5/4

口縁部横撫で、胴部外面横のヘラ削り、内面
撫で。

8
第112図 
PL.66

土師器 
甕

南壁際から中央にか
けて床上2 ～ 11㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

19.6 
-

高 
胴

(7.1) 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、胴部外面横のヘラ削り、内面
横のヘラ撫で。頸部背面に輪積み痕。

器面摩滅。

9 第112図 土師器 
甕

掘り方内床下10㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

22.6 
-

高 
頸

(7.6) 
19.8

細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ削り、内面
撫で。口縁部外面に輪積み痕。

４区４号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第113図 須恵器 

椀
カマド燃焼部北
側窪み内 
底部・1/2

口 
底

- 
6.2

高 
台

（2.4） 
5.6

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/還元/灰5Y5/1

ロクロ整形(回転方向不明）。高台は付高台。 器面の摩滅顕著。

４区５号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝）  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第115図 
PL.66

土師器 
杯

カマド内火床上2㎝ 
1/4

口 
底

11.8 
7.9

高 (3.2) 細砂粒/良好/にぶい橙
5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で、底
部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

2 第115図 
PL.66

須恵器 
皿か

カマド内火床上5㎝ 
底部片

口 
底

- 
6.5

高 - 細砂粒・粗砂粒/還元/
にぶい黄橙10YR7/2

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

底部に墨書か。
器面摩滅。

3 第115図 
PL.66

須恵器 
杯

カマド内火床上6㎝ 
2/3

口 
底

12.6 
6.0

高 3.9 細砂粒・粗砂粒/還元/
にぶい黄橙10YR7/3

ロクロ整形(右回転）。底部回転糸切り無調整。内面の一部吸炭。 
器面摩滅。

４区６号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第117図 
PL.66

土師器 
杯

南壁際床上6㎝ 
完形

口 
底

12.0 
8.0

高 3.3 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/8

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で、底
部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

2 第117図 
PL.66

土師器 
杯

南壁際西側床下2㎝ 
3/4

口 
底

12.3 
7.7

高 3.3 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で、底部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

3
第117図 
PL.66

土師器 
杯

貯蔵穴内床下31㎝ 
口縁・底部一部
欠損

口 
底

11.8 
8.0

高 3.6 細砂粒・雲母/良好/に
ぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面雑な撫で、内面撫で。
底部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。口縁
部外面の一部吸
炭。

4 第117図 
PL.66

土師器 
杯

貯蔵穴内床下30㎝ 
口縁部一部欠損

口 
底

11.7 
8.1

高 3.4 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で、底部手持ちヘラ削り。

5 第117図 
PL.66

土師器 
杯

貯蔵穴内床下31㎝ 
完形

口 
底

11.3 
8.0

高 3.3 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面雑な撫でで、部分的
に型肌を残す。内面撫で、底部手持ちヘラ削り。

6 第117図 土師器 
杯

南壁際東側床下6㎝ 
1/2

口 
底

11.8 
-

高 4.0 細砂粒・輝石・軽石/良
好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、底部粗い手持
ちヘラ削り。内面撫で。

器面摩滅。底部の
一部に型肌を残す。

7 第117図 土師器 
杯

西壁寄り床上20㎝ 
口縁～底部1/2

口 
底

11.4 
-

高 （3.2） 細砂粒・角閃石・軽石/良
好/にぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で。底
部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

8 第117図 
PL.66

土師器 
杯

埋没土 
2/3

口 
底

13.0 
8.1

高 4.1 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り、内面
撫で後放射状暗文施文。底部手持ちヘラ削り。

9 第117図 
PL.66

土師器 
杯

埋没土 
完形

口 
底

12.0 
8.2

高 3.2 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で、底
部手持ちヘラ削り。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

10 第117図 
PL.66

土師器 
杯

埋没土 
3/4

口 
底

12.4 
8.1

高 3.4 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り、内面
撫で。

器面摩滅。

11
第117図 
PL.66

土師器 
杯

埋没土 
口縁～底部・一
部欠損

口 
底

11.8 
8.7

高 3.1 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で、底部手持ちヘラ削り。

底部~体部外面の
一部吸炭。

12 第117図 土師器 
杯

埋没土 
1/3

口 
底

11.7 
7.4

高 3.4 細砂粒・角閃石・軽石/良
好/にぶい黄橙10YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で。底部手持ちヘラ削
り。内面撫で後体部に細目の斜め放射状暗文施文。

見込み部に「×」
の焼成後刻書。

13
第117図 
PL.66

土師器 
杯

掘り方内南壁寄
り床下10㎝ 
2/3

口 
底

11.7 
8.2

高 3.4 細砂粒・軽石/良好/に
ぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で。底部手持ちヘラ削り。

外面に付着物。

14
第117図 
PL.66

土師器 
鉢

埋没土 
1/4

口 
底

21.6 
13.1

高 (9.1) 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR6/4

口縁部横撫で、体部外面ヘラ削りか。内面撫
で、底部ヘラ削り。

器面摩滅。

15
第118図 
PL.66

須恵器 
皿

貯蔵穴内床下15
㎝ 
口縁一部欠

口 
底

13.4 
6.8

高 3.1 細砂粒/還元/灰5Y5/1 ロクロ整形（右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

外底に墨書「十」
か。器面摩滅。
いぶし焼成。

16 第118図 
PL.66

須恵器 
皿

貯蔵穴内床下18㎝ 
3/4

口 
底

13.5 
5.8

高 
台

3.4 
5.9

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰白5Y7/2

ロクロ整形(右回転か）。高台は底部回転糸切
り後の雑な付高台。

器面の摩滅顕著。

17 第118図 
PL.66

須恵器 
杯

中央床上20㎝ 
4/5

口 
底

13.2 
6.3

高 4.1 細砂粒・粗砂粒・片岩/
還元/灰5Y1/6

ロクロ整形(右回転）。底部回転糸切り無調整。器面摩滅。 
藤岡か。

18
第118図 
PL.66

須恵器 
椀

掘り方内南西隅
床下13㎝ 
1/2

口 
底

14.2 
7.4

高 
台

6.1 
7.0

細砂粒・粗砂粒・雲母/
酸化/明赤褐5YR5/6

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

口縁部外面狭く
還元。

19 第118図 
PL.66

須恵器 
椀

中央床上20㎝ 
3/4

口 
底

14.1 
6.8

高 
台

5.1 
6.6

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰白5Y7/1

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

器面の摩滅顕著。

20 第118図 
PL.66

須恵器 
椀

貯蔵穴北脇床直上 
3/4

口 
底

14.4 
7.8

高 
台

5.1 
7.8

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰5Y6/1

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

器面摩滅。

21 第118図 
PL.66

須恵器 
椀

埋没土 
4/5

口 
底

14.1 
7.0

高 
台

5.3 
6.4

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰白5Y7/1

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

器面摩滅。

22
第118図 須恵器 

椀
南壁寄り中央床
上12㎝ 
口縁～体部片

口 
底

13.8 
-

高 （4.7） 細砂粒/還元/灰白
10YR7/1

ロクロ整形(回転方向不明）。 器胎内吸炭。器
面摩滅。

23 第118図 須恵器 
椀

埋没土 
底部

口 
底

- 
6.4

高 
台

（2.4） 
6.0

細砂粒・雲母/還元/に
ぶい黄橙10YR7/2

ロクロ整形(右回転か）、高台は付高台。 器面の摩滅顕著。

24
第118図 
PL.66

土師器 
台付甕

南壁際床上14㎝ 
高台～体部片

口 
台

- 
8.2

高 
胴

(8.8) 
-

細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

胴部外面縦のヘラ削り、内面撫で、脚部撫で。脚部端部内外面
吸炭。胴部外面下
半に炭化物付着。

25 第118図 
PL.67

土師器 
甕

埋没土 
口縁～胴部上半

口 
底

19.5 
-

高 
頸

(8.5) 
17.4

細砂粒・粗砂粒・角閃石/
良好/にぶい赤褐5YR5/3

口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ削り、内面
撫で。

器面摩滅。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

26 第118図 
PL.67

石製品 
台石

南壁中央直下床直上 
完形

長 
厚

33.5 
10.4

幅 24.6 砂岩・盤状礫 背面側中央付近、及び、端部に敲打痕が残る。
裏面側は被熱してアバタ状の剥落が著しい。

14650.0g

４区７号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第120図 
PL.67

須恵器 
皿

埋没土 
1/2

口 
台

13.4 
7.7

高 2.3 細砂粒・粗砂粒/還元/
灰白5Y7/1

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

器面摩滅。

2 第120図 須恵器 
杯

東壁寄り床上4㎝ 
1/4

口 
底

13.0 
5.6

高 3.6 細砂粒・粗砂粒・片岩/
還元/灰5Y6/1

ロクロ整形(回転方向不明）、底部切り離し不
明。

底部に圧痕。器面
の摩滅顕著。藤岡か。

3
第120図 
PL.67

須恵器 
杯

北西隅寄り床直
上～ 5㎝ 
2/3

口 
底

13.3 
5.8

高 3.7 細砂粒・粗砂粒・軽石/
還元/灰白5Y7/1

ロクロ整形(右回転）。底部回転手切り無調整。器面摩滅。 
底部内外面酸化。

4 第120図 須恵器 
杯

南東隅寄り床上3㎝ 
1/3

口 
底

12.4 
5.2

高 3.5 細砂粒・粗砂粒/還元/
灰白10YR8/1

ロクロ整形(右回転）。底部回転糸切無調整。 器面摩滅。

5 第120図 須恵器 
椀

北西隅寄り床上7㎝ 
1/4

口 
底

13.2 
6.6

高 4.9 細砂粒・粗砂粒・軽石/
還元/白灰5Y6/1

ロクロ整形（回転方向不明）。高台は付高台。 器面摩滅。

6 第120図 須恵器 
椀

埋没土 
1/4

口 
底

14.4 
6.8

高 
台

5.2 
6.0

細砂粒・雲母/還元/灰
白5Y7/1

ロクロ整形(右回転か）。高台は底部回転糸切
り後の付高台。

器面摩滅。

7
第120図 
PL.67

緑釉陶器 
皿

中央床下7㎝ 
底部片

口 
底

- 
9.2

高 
台

- 
8.6

細砂粒/還元/灰白
10YR8/1

ロクロ整形（回転方向不明）。高台は角高台状
で、底部回転ヘラ削り後の付高台。施釉は淡
い発色で、高台接地部を含めて全面。

京都産か。器面
摩滅。

8

第120図 灰釉陶器 
椀(円盤状
土製品か）

埋没土 
体部～底部

口 
底

- 
8.6

高 
台

（2.1） 
8.0

細砂粒/還元/灰白
5Y8/1

ロクロ整形(右回転か）、高台は三日月高台で、
底部回転ヘラ削り後の付高台。施釉技法は不
明。体部の立ち上がり部で、打ち欠いた痕跡
がある。円盤状土製品に加工か。

見込み部に重ね
焼き痕。

9
第120図 
PL.67

灰釉陶器 
瓶

南壁際周辺床上8
～ 20㎝ 
1/4

口 
底

- 
9.0

高 
胴
台

(15.9) 
15.7 
8.6

細砂粒/還元/灰白
5Y8/1

ロクロ整形（回転方向は不明）。高台は底部回
転ヘラ削り後の付高台。施釉は厚く垂れて高
台にまで及ぶ。

東濃か。

10 第120図 土師器 
台付甕

北西隅寄り床直上 
台部

口 
底

- 
-

高 
台

（2.4） 
8.6

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/赤褐5YR4/6

脚部横撫で。

11
第121図 土師器 

甕
東壁寄り床上10
㎝ 
口縁～胴部片

口 
底

20.8 
-

高 
頸

（5.5） 
19.5

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、胴部外面横のヘラ削り、内面
撫で。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

12 第121図 土師器 
甕

火床上6㎝ 
底部～胴下位片

口 
底

- 
4.0

高 
胴

（7.1） 
-

細砂粒/良好/灰褐
5YR4/2

胴部外面縦のヘラ削り、内面ヘラ撫で。 底部砂底。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

13 第120図 
PL.67

敲石 住居中央床ほぼ直上
完形

長 
厚

20.5 
6.6

幅 5.8 粗粒輝石安山岩・棒状
礫

小口部上端に敲打痕を有し、被熱して煤ける。
礫は断面三角形状を呈す。

882.9g

14 第120図 
PL.67

台石 東壁下北側床上3㎝ 
完形

長 
厚

（24.1） 
6.7

幅 18.6 粗粒輝石安山岩・扁平
楕円礫

表裏面とも中央付近に敲打痕がある。小口部
を意図的に打ち欠いている。被熱して煤ける。

4491.4g

15
第121図 
PL.67

鉄鏃 北西寄り床上12
㎝ 
茎端部欠く

長 
厚

11.3 
0.25

幅 1.7 鉄製品 錆化すすみ内部空洞化し形状不明瞭、柳葉型
でかつぎと茎間に段差を持つ、茎は大きく弧
を描き曲がり破損する。

7.5g

16
第121図 
PL.67

刀子 北西寄り床上14
㎝ 
切先部片

長 
厚

2.9 
0.2

幅 1.0 鉄製品 錆化すすみ内部空洞化し形状不明瞭であるが
断面三角形の刀子の先端。

2.16g

17

第121図 
PL.67

鉄釘か カマド前床直上 
中央欠く

長 
厚

5.6+6.4 

0.4
幅 0.7~1.0 鉄製品 直接接合しない二破片あり、1片は断面やや

丸みのある四角形で端部はややとがりながら
曲がる反対側は破損、もう1片は端部で二股
に分かれ細くなり輪状に丸くなる。

11.7g

４区９号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第123図 
PL.67

須恵器 
椀

掘り方内床下3
～ 6㎝ 
3/4

口 
底

11.7 
6.6

高 
台

4.0 
6.0

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰黄褐10YR6/2

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台で、貼り付け部から剥落。

口縁部内外面の
一部吸炭。

４区10号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第124図 
PL.67

土師器 
杯

南壁下床直上 
口縁片

口 
底

13.9 
-

高 （3.5） 細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削りで、間に
撫での部分を残す。内面撫で。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

2 第124図 
PL.67

不詳 南壁際掘り方内 
破片

長 
厚

6.0 
0.5

幅 1.0 鉄製品 しずく型で断面平行四辺形の鉄製品で一端は
細く端で欠損する。

8.13g

3

第124図 
PL.67

鉸具 南壁際掘り方内 
1/2破片か

長 
厚

5.9 
0.8

幅 3.9 鉄製品 泥・砂を巻き込み錆化が進む。外周の半分と舌
部分は残っていない。右側は劣化後の破損であ
るが、左側破損部は破断面が錆に覆われていお
り使用中または埋蔵中に破損したとみられる。

22.08g

４区11号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第125図 
PL.67

土師器 
杯

西壁寄り床上4㎝ 
口縁一部欠

口 
底

12.2 
9.6

高 3.3 細砂粒・軽石・角閃石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で後押圧、内面撫
で。底部手持ちヘラ削り。

2
第125図 
PL.67

土師器 
杯

南壁寄り西側床
直上 
完形

口 
底

11.9 
-

高 3.3 細砂粒・粗砂粒・軽石・
角閃石/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で、底部手持ちヘラ削り。

3
第125図 
PL.67

土師器 
杯

南壁寄り東側床
下2㎝ 
口縁一部欠

口 
底

11.9 
8.0

高 3.6 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で。底部手持ちヘラ削り。

底部の一部吸炭。

4 第125図 
PL.67

土師器 
杯

南西隅床直上 
完形

口 
底

11.3 
7.9

高 3.7 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で。底部手持ちヘラ削り。

外面に付着物。

5 第125図 
PL.67

土師器 
杯

南西隅床直上 
完形

口 
底

11.8 
8.2

高 3.5 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で。底部手持ちヘラ削り。

外面に付着物。

6 第126図 
PL.67

土師器 
高杯

埋没土 
杯部1/2

口 
台

17.7 
-

高 （5.8） 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

杯体部外面斜の撫で、脚接合部外面撫で。杯
部内面丁寧な撫で。

内面摩滅。

7 第126図 
PL.67

土師器 
鉢

埋没土 
口縁～体部片

口 
底

15.5 高 （7.1） 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り、内面
撫で。

8 第125図 
PL.67

須恵器 
皿

南西隅床直上 
完形

口 
台

12.7 
6.6

高 2.9 細砂粒・粗砂粒/酸化/
褐灰10YR4/1

ロクロ整形(右回転か）。高台は底部回転糸切
り後の付高台で、接地部に凹線で巡る。

体部外面吸炭。 
器面摩滅。

9 第126図 
PL.67

須恵器 
皿

南壁寄り床直上 
完形

口 
台

12.9 
6.6

高 3.0 細砂粒・粗砂粒・片岩/酸
化/にぶい黄褐10YR5/3

ロクロ整形(右回転か）。高台は底部回転糸切
り後の付高台。

器面摩滅。 
藤岡か。

10
第125図 
PL.67

土師器 
甕

西壁際南寄り床
下6㎝ 
口縁～胴下位1/4

口 
底

15.0 
-

高 
胴

（20.5） 
19.8

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫でか。胴部外面下半撫で。 器面摩滅。胴部
内面上半に輪積
み痕。

11
第126図 
PL.67

土師器 
甕

西壁際南寄り床
下6㎝ 
底部～胴部

口 
底

- 
4.8

高 
胴

(10.7) 
14.9

細砂粒・粗砂粒・角
閃石・軽石/良好/橙
5YR6/6

胴部外面斜めのヘラ削りか、内面撫で、底部
ヘラ削り。

器面摩滅。

４区17号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第127図 
PL.67

土師器 
杯

南壁際床上5㎝ 
1/4

口 
底

13.4 
8.2

高 (3.9) 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り。内面
撫で。

2 第127図 
PL.67

須恵器 
椀

南壁下床直上 
口縁～体部片

口 
底

17.8 
-

高 (6.1) 細砂粒・白色針状物質/
還元/灰白5Y7/1

ロクロ整形（右回転か）。 南比企産か。
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

５区１号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第128図 
PL.67

土師器 
杯

カマド内 
1/4

口 
底

13.2 
-

高 3.2 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削りで、間に
撫での部分を残す。内面撫で。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

2 第128図 
PL.67

不明石製
品

カマド前窪み内 
完形か

長 
厚

5.9 
4.4

幅 4.5 二ツ岳軽石か 
楕円礫

小形礫を横位に鋭く切り取る。切取り面はフ
ラットで、整形面は確認できない。

41.4g

２　竪穴住居(古墳時代)
１区１号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第130図 
PL.68

土師器 
鉢

南壁下床上10㎝ 
口縁～底部1/2

口 
底

17.4 
6.3

高 6.8 細砂粒/良好/橙5YR6/6 体部外面斜めのヘラ磨き、内面斜めのヘラ磨
き。

器面摩滅。体部
外面に吸炭部分。

2
第130図 
PL.68

土師器 
鉢

東寄り床上13 ～
19㎝に散乱 
口縁～底部片

口 
底

22.4 
6.3

高 10.9 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

体部内外面ヘラ撫でか。 器面摩滅。

3 第130図 
PL.68

土師器 
甕か

東壁下床上16 ～ 18㎝ 
体部～底部2/3

口 
底

- 
6.6

高 
胴

（6.6） 
11.2

細砂粒/良好/橙5YR6/6 胴部外面横のハケ目（1㎝あたり8本）、内面横
の粗いハケ目後撫で。

胴部外面下端剥
離。

4 第130図 
PL.68

土師器 
器台

南壁際床上9㎝ 
口縁～底部3/4

口 
台

7.4 
8.9

高 6.9 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

脚部外面ハケ目後撫でか。穿孔は3孔。 器面の摩滅顕著。

5 第131図 土師器 
壷

埋没土 
口縁

口 
底

15.6 
-

高 
胴

（2.3） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/8

器面整形は不明。 器面摩滅。

6 第131図 
PL.68

土師器 
壷

南東床上10～19㎝ 
頸部～底部3/4

口 
底

- 
5.2

高 
胴

（19.7） 
21.8

細砂粒/良好/灰5Y6/1 内外面撫でか。 器面摩滅。

7
第130図 土師器 

鉢
東寄り床上10 ～
23㎝に散乱 
1/4

口 
底

- 
7.2

高 
胴

（9.5） 
-

細砂粒・粗砂粒・軽石
/良好/にぶい赤褐
5YR5/4

胴部外面ハケ目後縦のヘラ撫で、内面横の撫
で後下端のみ斜めのハケ目（1㎝あたり6本）。
胴部内面に輪積み痕。

8 第131図 
PL.68

土師器 
甕

中央床上13～17㎝ 
口縁～底部1/2

口 
底

13.0 
4.5

高 
胴

13.0 
14.7

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部横撫で、胴部外面斜めのヘラ削り、内
面撫で。

口縁部外面及び胴
部内面下半剥離。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

9 第131図 
PL.68

敲石 埋没土 
完形

長 
厚

14.0 
5.3

幅 7.4 溶結凝灰岩・棒状礫 小口部両端に敲打痕が残る。被熱して煤ける
ほか、ひび割れる。

751.2g

１区２号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第133図 
PL.68

土師器 
高杯

東寄り床直上～
床上5㎝⇔掘り方
埋戻し土 
杯部～底部3/4

口 
台

17.8 
12.8

高 14.6 細砂粒・軽石/良好/明
赤褐5YR5/8

杯部外面斜めの撫で、脚部外面縦の撫で、脚
部の穿孔は3孔。

器面摩滅。杯部
内面にハゼ。

2

第133図 土師器 
壺

中央床下3㎝～床
上3㎝⇔掘り方埋
戻し土 
頸部～胴部片

口 
底

- 
-

高 
頸

(10.8) 
11.2

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

胴部外面ハケ目後撫で、胴部内面撫で。頸部
は貼り付け部剥落、胴部内面に輪積み痕。

器面摩滅。

3
第133図 
PL.68

土師器 
壺

中央に散乱床直
上～床上7㎝ 
口縁～底部2/3

口 
底

12.1 
7.0

高 
胴

22.1 
22.6

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部外面斜め、内面横のハケ目後撫で、胴
部外面斜めから横のハケ目後粗い撫でか。内
面ハケ目後撫で。

胴部外面下半の
粗れ目立つ。胴
部外面下半吸炭。

4

第133図 
PL.68

土師器 
台付甕

東寄り床上3 ～
14㎝ 
口縁～台上部1/2

口 
底

16.6 
-

高 
胴 
台

(28.0) 
26.8 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり7本）後2段の横のハケ目、肩
部~胴部下端左上方向3段のハケ目を重ねる。
脚部右下方向のハケ目。胴部内面下位に接合
痕、脚部天井及び底部内面に砂目粘土補填。

胴部下半被熱に
よる赤変か。

5

第134図 
PL.69

土師器 
台付甕

中央床直上～床
上8㎝ 
口縁～底部

口 
底

13.7 
-

高 
頸 
胴

(21.5) 
11.8 
20.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄褐10YR5/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面は左下方向の
ハケ目（1㎝あたり7本）、胴部外面は左上方向
へ3段ほどのハケ目、脚部外面右下方向のハ
ケ目、胴部内面撫で、脚部天井部及び底部内
面砂目粘土で補填。

器面摩滅。胴部
内面下位帯状に
変色。

6
第134図 土師器 

台付甕
東壁下床直上～
床上3 ～ 7㎝ 
口縁～胴部1/2

口 
底

14.4 
-

高 
頸

（8.5） 
12.8

細砂粒・角閃石/良好/
灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハケ
目（1㎝あたり9本）、肩部から下位左上方向ハケ
目（1㎝あたり7本）。肩部内面に縦の強い撫で。

7
第134図 
PL.69

土師器 
台付甕

東壁下床上3 ～
10㎝ 
台部～胴下半部

口 
台

- 
9.2

高 
胴

（11.8） 
-

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR6/3

胴部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり6本）、脚
部外面右下方向のハケ目、脚部天井及び底部内
面砂目粘土で補填。胴部内面下位に接合痕。

8

第134図 
PL.69

土師器 
台付甕

南東寄り床上4
～ 5㎝⇔掘り方
埋戻し土 
口縁～胴部1/2

口 
底

13.6 
-

高 
胴

（11.8） 
20.0

細砂粒・角閃石/良好/
灰黄褐10YR4/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5本）、肩部から下は左上方向
のハケ目。肩部内面縦の撫で。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

9 第134図 
PL.69

敲石 南寄り床上7㎝ 
2/3

長 
厚

（13.1） 
4.6

幅 6.6 粗粒輝石安山岩・棒状
礫

小口部上端に敲打痕。礫面が煤ける。被熱破
損。

617.2g

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

１区３号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第135図 
PL.69

土師器 
器台

中央西寄り床下6
㎝ 
台部片

口 
台

- 
-

高 （4.2） 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR7/4

受け部外面撫で、脚部外面縦の撫で、内面斜
めの撫で。脚部の穿孔は3孔。受け部内面剥
離。脚部上端に受け部接合のためソケットの
痕跡。

器面摩滅。

2
第135図 
PL.69

土師器 
甕か

東寄り～北東壁
際床上6㎝ 
底部片

口 
底

- 
5.4

高 
胴

（4.1） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR6/4

胴部外面縦のハケ目、内面粗いハケ目。 底部の粗れ顕著。

3

第135図 
PL.69

土師器 
台付甕

東寄り～北東壁
際床上6㎝ 
口縁～肩部片

口 
底

15.4 
-

高 
頸

（4.3） 
13.4

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部横のハケ目、口縁部内面
の屈曲はシャープ、頸部~肩部外面左下方向
のハケ目（1㎝あたり7本）、内面は縦の強い撫
で。

4 第135図 土師器 
甕

北東壁下床直上 
口縁～胴部片

口 
底

16.7 
-

高 
頸

（4.6） 
13.8

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

口縁部外面左上方向のハケ目後撫で。内面横
のハケ目。胴部外面ハケ目後撫で、内面撫で。

胴部内面上位に
輪積み痕。

5
第135図 
PL.69

土師器 
台付甕

北西壁下床下5㎝ 
台部

口 
台

- 
7.9

高 （5.7） 細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR5/2

脚部外面右下方向のハケ目、内面撫で、脚端
部の折り返しは雑、脚部天井及び脚部内面は
砂目粘土で補填。

脚部内面と端部
外面吸炭。

１区４号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第137図 
PL.69

土師器 
蓋か

北寄り床上14 ～
20㎝ 
1/2

摘 
口

4.0 
10.5

高 5.5 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

器面撫でか。摘部は高台状を呈し、やや雑な
貼り付け。

器面摩滅。

2 第137図 土師器 
高杯

北寄り床上9㎝ 
杯部片

口 
台

21.8 
-

高 （5.6） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR6/4

口縁部内外面横のヘラ磨き、体部外面縦、内
面斜のヘラ磨き。

3
第137図 
PL.69

土師器 
器台

北寄り床上14㎝ 
⇔埋没土 
口縁～脚部2/3

口 
台

9.3 
8.8

高 8.7 細砂粒/良好/明赤褐
5YR6/5

受け部外面撫で、内面は横~斜めのハケ目（1
㎝あたり7本）、脚部外面は縦、内面は横のハ
ケ目。

4
第137図 
PL.69

土師器 
器台

南寄り床上6 ～
11㎝ ⇔埋没土 
口縁～脚部3/4

口 
台

7.8 
10.5

高 8.1 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/灰黄褐10YR6/2

受け部外面横のヘラ磨き、内面ヘラ撫で、脚
部外面細かなハケ目後縦のヘラ磨き、内面斜
めのハケ目後撫で。穿孔は3孔。

器面やや摩滅。

5
第137図 
PL.69

土師器 
器台

北寄り床上13㎝ 
完形（両端部一部
欠）

口 
台

7.1 
9.0

高 5.8 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

器面撫でか。脚部の穿孔は3孔。 脚部歪む。器面
摩滅。

6
第137図 
PL.69

土師器 
器台

中央東寄り床上4
㎝ 
脚部

口 
台

- 
10.0

高 （5.2） 細砂粒・角閃石/良好/オ
リーブ黒5Y3/1

脚部内外面撫で。脚部の穿孔は3孔。 器面摩滅。内外
面器胎吸炭。

7
第137図 
PL.69

土師器 
器台

西寄り床上12㎝
⇔2住埋没土 
小破片

口 
台

18.9 
-

高 (3.5) 細砂粒/良好/橙5YR6/6 内外面ヘラ磨き、受け部の穿孔は8孔か。

8

第137図 
PL.69

土師器 
鉢

中央～北に散乱
の床上3 ～ 18㎝
⇔埋土 
2/3

口 
底

20.6 
5.4

高 
胴

14.4 
20.3

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい橙5YR6/4

口縁部外面横のハケ目後撫でか。内面横のヘ
ラ削り、体部外面斜めのハケ目後斜めの粗い
撫で、内面撫で。

器面摩滅。

9

第137図 
PL.69

土師器 
壺

東寄り床直上～
床下8㎝⇔掘り方
埋戻し土 
胴部～底部

口 
底

- 
8.0

高 
胴

（23.5） 
32.9

細砂粒・粗粒砂・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR7/4

胴外面上半縦のハケ目（1㎝あたり6本）後撫
で、下半斜の撫で、内面横の撫で。

底部~胴部下半に
黒斑。

10
第137図 
PL.69

土師器 
台付甕

北壁際床上10㎝
⇔埋没土 
口縁～肩部3/4

口 
底

13.6 
-

高 
頸

（7.7） 
11.7

細砂粒/良好/灰黄褐
10YR5/2

口縁部横撫で、屈曲部ヘラ撫で、頸部~肩部
外面左下方向のハケ目（1㎝あたり6本）、胴部
外面左上方向のハケ目、内面撫で。

胴部内面摩滅。

11

第137図 
PL.70

土師器 
台付甕

北寄り床直上～
床上16㎝ ⇔埋没
土 
口縁～胴部2/3

口 
底

17.0 
-

高 
胴

（13.0） 
26.4

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6本）、胴部外面左上方向のハ
ケ目、肩部内面斜めの撫で。

器面摩滅。

12
第137図 土師器 

台付甕
中央西寄り床上
17 ～ 18㎝ 
口縁～胴部1/3

口 
底

12.9 
-

高 
頸

（5.1） 
11.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5本）。内面撫で。

器面摩滅。

13

第137図 
PL.70

土師器 
台付甕

中央～西寄り床
上9 ～ 15㎝⇔埋
没土 
口縁～肩部2/3

口 
底

14.4 
-

高 
頸

（4.4） 
13.0

細砂粒・粗砂粒・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面右下方向のハ
ケ目（1㎝あたり7本）、内面縦の強い撫で。肩
部内面に輪積み痕。

14

第137図 
PL.70

土師器 
台付甕

中央～西寄り床
上9 ～ 15㎝⇔埋
没土 
口縁～胴上部2/3

口 
底

16.0 
-

高 
頸

（5.8） 
14.0

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり8本）、内面撫でか。

器面摩滅顕著。

15
第137図 
PL.70

土師器 
台付甕

北寄り床上9 ～
17㎝⇔埋没土 
口縁～肩部1/4

口 
底

15.4 
-

高 
頸

（5.7） 
14.0

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部は左下方向のハケ
目（1㎝あたり5本）、内面は縦の強い撫で。

器面摩滅。

16
第138図 
PL.70

土師器 
台付甕

北寄り床上9 ～
17㎝⇔埋没土 
口縁～胴部1/4

口 
底

21.6 
-

高 
胴

（18.6） 
-

細砂粒・軽石/良好/褐
灰5YR4/1

口縁部横撫で、頸部~肩部左下方向のハケ目（1
㎝あたり6本）、肩部~胴部左上方向のハケ目。
肩部内面に斜~縦の強い撫で。

内面吸炭。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

17

第138図 
PL.70

土師器 
台付甕

中央床直上～床
上3㎝⇔ 埋没土 
3/4

口 
底

12.6 
-

高 
頸 
胴

（19.2） 
11.6 
18.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR3/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6本）、胴部外面左上方向の2
段ほどのハケ目。脚部外面右下方向のハケ目。
脚部天井部及び底部内面に砂目粘土補填。内
面撫で。胴部内面に接合痕。

胴部下半被熱に
よるものか粗れ
が目立つ。

18

第138図 
PL.70

土師器 
台付甕

中央北寄り床上8
～ 15㎝ ⇔埋没土 
口縁～胴部1/2

口 
底

17.6 
-

高 
胴

（20.5） 
24.9

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、頸部~肩部左下方向のハケ目（1
㎝あたり7本）、肩部~胴部左上方向のハケ目、
頸部内面にハケ目わずかに残す。肩部内面は
縦の撫で。

器面摩滅。

19

第137図 
PL.70

土師器 
台付甕

中央東西の床下8
㎝～床上19㎝ 
脚部片

口 
台

- 
8.7

高 （5.7） 細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR6/4

脚部外面右下方向のハケ目（1㎝あたり10本）、
内面斜めの撫で、端部折り返し、脚部天井及
び底部内面砂粒のやや少ない砂目粘土で補
填。

脚部外面に吸炭
部分。

20 第137図 
PL.70

土師器 
器台

西寄り床上6㎝ 
脚部片

口 
台

- 
8.6

高 (5.0) 細砂粒・角閃石/良好/
灰黄褐10YR5/2

外面撫で後斜のハケ目、内面撫で。

21

第137図 
PL.70

土師器 
台付甕

南西寄り床直上
～床上12㎝⇔掘
り方埋戻し土 
脚部片

口 
底

- 
9.5

高 
胴

(6.0) 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

脚部外面縦のハケ目後撫で、内面撫で。 器面摩滅。

22
第138図 
PL.71

土師器 
甕

中央～北西の床
上13 ～ 17㎝ 
口縁～胴上部2/3

口 
底

13.1 
-

高 
胴

(5.6) 
-

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部外面斜め、内面横のハケ目後横撫で。
胴部外面斜めの撫で、内面撫で。

器面摩滅。

23
第138図 
PL.70

土師器 
甕

北西床上14 ～ 20
㎝⇔埋没土 
1/2

口 
底

15.0 
-

高 
胴

（20.1） 
22.4

細砂粒・粗砂粒・輝石/
良好/褐10YR4/6

口縁部横撫で、胴部外面ハケ目（1㎝あたり6
本）、下半斜めのヘラ撫で、内面撫で。

器面摩滅。

24

第138図 
PL.71

土師器 
甕

中央～北西床上
11 ～ 17㎝⇔埋没
土 
口縁～胴部1/3

口 
底

17.6 
-

高 
頸

（11.3） 
15.7

細砂粒/良好/橙5YR6/6 口縁部外面縦のハケ目、内面横のハケ目後撫
で、胴部外面斜め~縦の撫で、内面斜めの撫で。

器面摩滅。

25

第138図 
PL.71

土師器 
甕

中央～北西床直
上～床上18㎝⇔
埋土 
口縁～胴部

口 
底

13.2 
-

高 
胴

（15.8） 
19.3

細砂粒/良好/にぶい赤
褐5YR4/4

口縁部ハケ目後撫で、胴部外面斜めのヘラ削
り、内面横~斜めの撫で。口縁外面に輪積み痕。

器面摩滅。

26
第138図 
PL.71

土師器 
甕

中央～北に散乱
の床上4 ～ 19㎝ 
口縁～胴部1/2

口 
底

14.6 
-

高 
胴

(22.9) 
21.4

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、胴部外面縦~斜めのハケ目、
内面撫でか。

器面摩滅。

27
第138図 
PL.71

土師器 
把手か

西寄り床上13㎝ 
小片

長 
幅

7.2 
5.2

高 4.9 細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
赤褐5YR5/3

粗く面取りした後全面撫で。

１区５号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第141図 
PL.71

土師器 
蓋か

南寄り床下5㎝ 
3/4

摘 
口

3.7 
11.5

高 5.1 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

内外面撫でか。摘は高台状に貼り付け。 内面の摩滅顕著。

2
第141図 土師器 

高杯
北寄り床上4㎝ 
杯部片

口 
台

19.6 
-

高 (4.0) 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

外面斜のヘラ磨き、内面放射状のヘラ磨き。 器面摩滅し、内
面中央のハゼ顕
著。

3

第141図 
PL.71

土師器 
壷

南東壁際床直上
～床下4㎝ 
完形 

（口縁～体部一部
欠）

口 
底

9.1 
4.8

高 
胴

12.0 
11.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫でか。胴部外面撫で。 器形に歪み。器
面摩滅。

4
第141図 
PL.71

土師器 
広口壷

南西壁際南隅床
直上 
1/2

口 
底

15.6 
-

高 
胴

（12.5） 
18.7

細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR3/2

口縁部横撫で、頸部~胴部外面ハケ目（1㎝あ
たり8本）、内面撫で。頸部内面に輪積み痕。

胴部外面下半被
熱により剥離か。

5

第141図 
PL.71

土師器 
器台

南隅壁下床下6㎝
⇔8住北寄り床上
4㎝ 
杯部（杯部一部
欠）

口 
台

17.0 
-

高 （6.0） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR7/4

受け部内面縦~斜めのヘラ磨き、外面縦のヘ
ラ磨き。受け部の穿孔は5孔。

端部に吸炭部分
3 ヵ所。

6

第141図 
PL.72

土師器 
台付甕

住居南寄り床直
上～床上4㎝ 
口縁～台上部1/3

口 
底

16.8 
-

高 
胴 
台

(23.7) 
22.6 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり4本）、肩部~胴部外面左上方
向のハケ目。胴部内面下位に接合痕、脚部天
井及び底部内面に砂目粘土で補填。

器面摩滅。

7

第141図 
PL.71

土師器 
台付甕

中央～南壁下に
散乱の床下6㎝～
床上7㎝ 
口縁～台上部1/3

口 
底

22.7 
5.4

高 
頸 
胴

（35.5） 
17.8 
28.1

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/8

口縁部ハケ目後横撫で、頸部外面左上方向の
細かなハケ目。頸部~肩部縦のハケ目、肩部~
胴部左上方向のハケ目（1㎝あたり6本）。口縁
部内面横のハケ目、胴部内面横のハケ目、下
端縦のハケ目。脚部外面左下方向のハケ目。

8

第141図 
PL.72

土師器 
台付甕

北東壁下床上6
～ 7㎝⇔掘り方
埋戻し土 
口縁～肩部1/2

口 
底

15.8 
-

高 
頸

(5.1) 
13.4

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6本）、肩部内面押圧。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

9

第141図 
PL.72

土師器 
台付甕

南西壁下床直上
～床上5㎝ 
口縁～胴上部1/3

口 
底

13.9 
-

高 
胴

(7.3) 
19.1

細砂粒・軽石/良好/灰
黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり4本）、胴部外面左上方向のハ
ケ目、肩部内面縦の撫で。肩部内面に輪積み
痕。

10
第141図 
PL.72

土師器 
台付甕

住居中央床下14
㎝ 
脚部

口 
台

- 
7.8

高 
胴

（6.0） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

脚部外面右下方向のハケ目（1㎝あたり8本）、
内面粗い撫で、端部折り返し。脚部天井及び
底部内面砂目粘土で補填。

11
第141図 
PL.72

土師器 
鉢

北東壁下床下4
～ 7㎝ 
口縁～体部片

口 
底

17.2 
-

高 
胴

（4.8） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR11/3

口縁部~体部外面斜~縦のハケ目後縦のヘラ削
り、内面横のハケ目、体部内面斜めのヘラ削
り。口縁部外面に輪積み痕。

１区６号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第142図 
PL.72

土師器 
器台

南西寄り床下3㎝
～床上4㎝⇔掘り
方埋戻し土 
口縁～脚部1/2

口 
台

10.0 
11.0

高 10.7 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/8

器面撫でか。穿孔は4孔。 器面の摩滅顕著。
被熱による脚部
外面変色か。

2

第142図 
PL.72

土師器 
鉢

東隅壁下床上3
～ 6㎝⇔掘り方
埋戻し土 
2/3

口 
底

9.3 
3.5

高 
胴

7.5 
9.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/4

口縁部横撫で、体部外面斜めの撫で、内面撫
で。

器面摩滅。胴部
外面下半被熱の
ため変色。

3

第142図 
PL.72

土師器 
台付甕

東寄り床下3㎝～
床上4㎝⇔掘り方
埋戻し土 
2/3

口 
台

11.0 
6.2

高 
胴

16.6 
14.9

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/4

口縁部横撫で、頸部~肩部外面右下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5本）、胴部外面左上方向のハ
ケ目後肩部外面に横のハケ目。脚部外面右下
方向のハケ目、脚部天井及び底部内面に砂目
粘土で補填。

4

第142図 
PL.72

土師器 
台付甕

中央床直上～床
上3㎝⇔掘り方埋
戻し土 
口縁～台上部1/4

口 
底

11.6 
3.7

高 
胴

(10.5) 
13.8

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5本）後横方向のハケ目、胴部
中位~下位は左上方向のハケ目、脚部は右下
方向のハケ目。

胴部外面被熱に
よる変色か。

１区７号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第143図 
PL.72

土師器 
器台

南寄り床下3㎝～
床上10㎝⇔埋没
土 
完形（裾部一部欠
損）

口 
台

8.7 
13.0

高 9.3 細砂粒/良好/橙5YR6/6 受け部外面縦のヘラ磨きか。内面不明、脚部
外面縦のヘラ磨きか。穿孔は上下に並ぶ2孔
が3組。

器面の摩滅顕著。
粉っぽい素地。

2
第143図 土師器 

器台
埋没土 
脚部片

口 
台

- 
11.6

高 (4.0) 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR6/3

脚部外面斜めのヘラ磨き。内面斜めハケ目。
円孔の数は不明。

器面摩滅。

3
第143図 
PL.72

土師器 
台付甕

中央床上7㎝ 
口縁～胴上半部

口 
底

20.9 
-

高 
胴

（10.2） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/4

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6本）、胴部外面左上方向のハ
ケ目。

胴部内面摩滅。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

4
第143図 
PL.72

敲石 南東壁直下床直
上 
完形

長 
厚

28.0 
7.4

幅 10.6 粗粒輝石安山岩・棒状
礫

小口部両端に敲打痕がある。全面が被熱して
煤ける。

3842.4g

１区８号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第144図 
PL.72

土師器 
高杯

中央東寄り床直
上 
脚部（裾部欠損）

口 
台

- 
-

高 (8.8) 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

脚部外面撫でか。内面はハケ目後撫で。穿孔
は上下に並ぶ2孔が3組。

器面摩滅。

2
第144図 土師器 

台付甕
中央東寄り床直
上⇔埋没土 
口縁片

口 
底

14.1 
-

高 
胴

（5.3） 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり7本）。内面撫で。

器面摩滅。

２区４号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第149図 
PL.72

土師器 
杯

中央床上8㎝ 
完形

口 
底

12.1 
-

高 6.0 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面上半撫で、下半ヘラ
削り、内面ヘラ撫で。

口縁部内面~体部
外面の一部吸炭。

2
第149図 
PL.72

土師器 
杯

中央床上5㎝ ⇔2
号畑 
2/3

口 
底

12.9 
-

高 （6.5） 細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面上半撫で、下半手持
ちヘラ削り、内面斜めのヘラ磨きか。

器面摩滅。底部
に黒斑。

3 第149図 
PL.72

土師器 
杯

住居中央床上2㎝ 
2/3

口 
底

12.8 
-

高 5.7 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/にぶい橙5YR6/3

口縁部横撫で、体部外面上半撫で、下半斜め
のヘラ削り、内面ヘラ撫で。

4
第149図 
PL.72

土師器 
杯

B住居東寄り床下
10㎝ 
口縁一部欠損

口 
底

13.5 
-

高 6.0 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り、内面撫
で。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

5
第149図 
PL.73

土師器 
鉢

B住居東寄り床上
5㎝ 
2/3

口 
底

12.3 
5.4

高 6.3 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で後放
射状の粗いヘラ磨き。底部ヘラ削り。

6
第149図 土師器 

鉢
住居東寄り床直
上 
1/3

口 
底

12.6 
3.2

高 5.8 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR6/4

体部外面上半撫でか。下半斜めのヘラ削り。
内面斜めのヘラ撫で。底部ヘラ削り。

7 第149図 土師器 
杯

埋没土 
口縁～体部片

口 
底

12.0 
-

高 （5.2） 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/赤10R4/6

口縁部横撫で、体部外面横の撫で、内面撫で
後放射状の粗いヘラ磨き。

8
第149図 土師器 

高杯
中央西寄り床直
上⇔2号畑 
杯部片

口 
台

9.0 
-

高 (5.5) 細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい赤褐
5YR5/4

内外面撫で。

9
第149図 
PL.73

土師器 
高杯

南壁際床直上 
底部～脚部

口 
台

- 
11.2

高 （8.4） 細砂粒・粗砂粒・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR6/3

裾部まで厚手の作り。脚柱部外面縦のヘラ撫
で、内面横のヘラ削り。裾部撫で。

杯部内面にハゼ。

10
第149図 
PL.73

土師器 
高杯

B住居中央床直上 
1/3

口 
台

17.2 
12.6

高 13.6 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

杯部外面上半撫でか。下半ヘラ削り、内面撫
で後粗い放射状のヘラ磨き。脚柱部外面縦の
ヘラ磨き。裾部撫で、内面撫で。

器面摩滅。

11
第149図 
PL.73

土師器 
坩

B住居東寄り床直
上 
3/4

口 
底

12.6 
3.3

高 
胴

14.4 
13.2

細砂粒・雲母/良好/橙
5YR6/8

口縁部外面横撫でか。内面縦のヘラ磨き。胴
部外面ハケ目後横のヘラ撫で、内面撫でか。

器面摩滅。

12
第149図 土師器 

坩
B住居中央床直上 
1/4

口 
底

- 
5.0

高 
胴

（12.3） 
14.5

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/赤褐5YR4/6

肩部外面斜めのヘラ磨き、胴部中位外面横の
ヘラ撫で、下端横のヘラ削り、肩部内面押圧、
胴部内面横のヘラ撫で。胴部内面に輪積み痕。

13

第150図 
PL.73

土師器 
壷

中央床直上～床
上7㎝ 
1/2

口 
底

12.6 
7.0

高 
胴

26.2 
23.0

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部~頸部外面撫で、胴部外面縦のヘラ撫
で、内面撫で。肩部内面に輪積み痕。胴部内
面下位に接合痕。胴部上位に外側からの焼成
後穿孔。

器面摩滅。

14- 
1

第150図 土師器 
甕

2号畑 
口縁～胴上半部
片

口 
底

23.6 
-

高 
頸

（19.6） 
17.9

細砂粒/良好/橙5YR6/8 口縁部下位に段を有し、横撫で、肩部~胴部
外面右下方向のハケ目（1㎝あたり4本）、内面
撫で。

器面摩滅。胴部
上位外面に吸炭
部分。14-2と同
一個体。

14- 
2

第150図 土師器 
甕

住居北寄り床直
上 
胴下半部～底部
片

口 
底

- 
8.4

高 
胴

（24.3） 
34.2

細砂粒/良好/橙5YR6/8 外底部中央やや凹み。胴部外面下半左上方向
のハケ目（1㎝あたり4本）、内面撫で。

器面摩滅。胴部
外面下半の一部
剥離。中位に黒
斑。周辺摩滅。
14-1と同一個体。

15
第150図 土師器 

手捏ね
B住居南壁下床直
上 
脚部～底部

口 
台

- 
3.2

高 (2.6) 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

脚部外面縦の撫で、内面撫で。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

16
第150図 
PL.73

石製模造
品

掘り方内床下17
㎝ 
完形

長 
厚

2.5 
0.3

幅 1.1 滑石・剣形石製品 背面側中央に鎬があり、比較的丁寧に造作。
上端側に2㎜の孔を片側穿孔する。

1.0g

２区６号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第153図 
PL.73

土師器 
杯

カマド火床直上 
3/4

口 
底

14.8 
-

高 5.0 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部整形不明。 器面の摩滅顕著。

2
第153図 土師器 

杯
北寄り床直上～
床上5㎝ 
1/3

口 
底

14.8 
-

高 (4.8) 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい赤褐
5YR4/4

口縁部横撫で、体部内外面撫でか。 器面摩滅。

3
第153図 
PL.73

土師器 
鉢

カマド火床ほぼ
直上 
3/4

口 
底

13.6 
4.8

高 4.4 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部上半撫で、下半斜めのヘ
ラ撫で、内面撫で。

内外面摩滅。

4 第153図 
PL.73

土師器 
高杯

カマド火床直上 
脚部1/3欠損

口 
台

17.7 
14.0

高 14.0 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

杯部外面縦の粗いヘラ磨き、内面斜め放射状
の粗いヘラ磨きか。脚部内外面撫でか。

杯部内面摩滅。

5
第153図 土師器 

高杯
カマド火床直上 
杯部片

口 
台

18.7 
-

高 （6.1） 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/赤褐5YR4/6

杯部外面撫で後斜めの粗いヘラ磨き、内面横
の撫で後放射状のヘラ磨き。杯部下端ヘラ削
り。

6
第153図 土師器 

坩
北東壁下床直上 
口縁片

口 
底

13.0 
-

高 
胴

（6.6） 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい赤褐
5YR4/4

口縁部上端横撫で、内面下半ヘラ撫で。

7
第153図 
PL.73

土師器 
甕

カマド火床直上
～ 8㎝ 
4/5

口 
底

17.2 
7.5

高 
胴

24.6 
24.6

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、胴部外面上半撫でか。下半斜
めのヘラ削り。頸部内面縦の撫で。

器面摩滅。

２区８号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第157図 土師器 

杯
南西壁際床上9
～ 11㎝ 
3/4

口 
底

- 
-

高 (4.6) 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部内外面撫でか。 器面の摩滅顕著。

2 第157図 
PL.73

土師器 
杯

住居南隅床直上 
2/3

口 
底

14.3 
4.9

高 6.0 細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で後粗
いヘラ磨きか。

体部外面に黒斑。

遺物観察表

419



No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

3
第157図 土師器 

鉢
住居南東寄り床
上5㎝ 
口縁～底部1/4

口 
底

13.8 
-

高 （3.6） 細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR6/2

口縁部内外面横、体部外面斜め、内面放射状
の丁寧なヘラ磨き。

4
第157図 
PL.73

土師器 
鉢

住居中央床下3㎝ 
完形〔口縁一部
欠）

口 
底

14.4 
4.0

高 4.7 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

内外面撫で、底部ヘラ削り。 器面摩滅。

5
第157図 
PL.73

土師器 
鉢

住居南東寄り床
直上～床上5㎝ 
1/2

口 
底

13.6 
-

高 6.0 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄褐10YR7/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、下端は斜のヘ
ラ削りか。内面撫で。

器面摩滅。

6
第157図 土師器 

鉢
南東壁下床下6
～床上7㎝ 
口縁～体部1/4

口 
底

15.0 
-

高 
胴

（7.0） 
15.8

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR6/3

口縁部横撫で、体部外面横の細かいヘラ磨き、
内面撫で。

器面摩滅。

7
第157図 
PL.73

土師器 
鉢

南西床上に散乱
の3 ～ 11㎝ 
1/3

口 
底

11.4 
4.2

高 
胴

6.0 
10.5

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面上半撫で、下半斜め
のヘラ削り、内面撫で後粗いヘラ磨き。

8

第157図 
PL.74

土師器 
高杯

杯部3/4・脚部一
部欠損

口 
台

18.0 
15.8

高 16.3 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

杯部外面撫で後縦の粗いヘラ磨き、内面撫で
後粗い放射状ヘラ磨き。脚部外面撫で後粗い
縦のヘラ磨き、内面撫で。脚柱部内面に指の
押さえ痕。

外面摩滅。

9

第157図 土師器 
高杯

住居南寄り床下6
㎝～床上5㎝ 
杯部1/2・端部欠
損

口 
台

19.8 
-

高 （15.6） 細砂粒/良好/にぶい橙
5YR6/4

杯部内外面縦のヘラ磨き、脚部外面縦のヘラ
磨き、柱状部内面横のヘラ削り。

10
第157図 
PL.74

土師器 
高杯

住居中央床上8㎝ 
3/4

口 
台

17.0 
13.4

高 14.2 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

杯部外面上半撫で、下半ヘラ削り、内面ハケ
目後粗い撫で。脚柱部外面縦の幅太ヘラ磨き、
内面絞り目残る。裾部撫で、内面撫で。

11
第157図 
PL.74

土師器 
高杯

北調査区壁下床
直上～床上6㎝ 
2/3

口 
台

17.6 
12.0

高 14.2 細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/明赤褐
5YR5/6

杯部外面上半撫で、下半撫で、内面横のヘラ
撫で。脚柱部内外面縦のヘラ磨き。裾部撫で
で端部は上方へ弱く反る。

器面摩滅。

12
第157図 
PL.74

土師器 
高杯

南東壁下床上4㎝ 
杯部3/4、脚裾部
欠損

口 
台

15.9 
-

高 （12.3） 細砂粒・雲母/良好/橙
5YR6/6　脚柱部内面黒
色

杯部外面撫で、下端横のヘラ撫で、内面撫で
で黒色処理。脚部外面撫で後縦の粗いヘラ磨
き、内面に接合痕。

器面摩滅。

13
第157図 土師器 

高杯
住居北西寄り床
直上～床上5㎝ 
杯部のみ

口 
台

16.9 
-

高 (6.0) 細砂粒・軽石/良好/橙
5YR6/6

内外面撫でか。 器面摩滅。

14
第157図 土師器 

高杯
住居北西寄り床
上4 ～ 8㎝ 
杯部1/3

口 
台

17.8 
-

高 （6.7） 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

杯部外面縦の粗いハケ目後横撫で、内面撫で。
脚との接合部で剥離しソケット状の突起残
る。

15 第157図 
PL.74

土師器 
高杯

南東壁下床上4㎝ 
底部～脚部

口 
台

- 
14.3

高 （12.3） 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

杯部内外面、脚部外面撫でか。ヘラ磨きの痕
跡は認められない。脚部内面撫で。

器面摩滅。

16
第157図 
PL.74

土師器 
高杯

住居北西寄り床
上3㎝ 
脚部

口 
台

- 
13.1

高 （9.6） 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

脚部外面縦のヘラ磨き、脚部内面横のハケ目
後撫で、脚柱部内面粗い撫で。脚柱部内面に
輪積み痕。

17
第158図 土師器 

坩
住居西寄り床直
上 
口縁～頸部1/2

口 
底

12.0 
-

高 
頸

（6.0） 
7.5

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部~頸部内外面撫で後縦のヘラ磨き。

18

第158図 
PL.74

土師器 
坩

南西壁際床上4㎝ 
3/4

口 
底

12.5 
3.1

高 
胴

15.7 
14.4

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR7/6

口縁部外面縦の細かなハケ目後撫でか。内面
縦のヘラ磨き。体部外面上半縦のヘラ磨き、
下半横のヘラ撫で、内面撫でか。頸部内面に
接合痕。

19
第158図 土師器 

壷
住居北西寄り床
直上 
口縁片

口 
底

19.9 
-

高 
頸

(7.4) 
14.4

細砂粒・粗砂粒・軽石
/良好/にぶい赤褐
5YR5/3

内外面撫で。 内面剥離。 
器面摩滅。

20

第158図 
PL.74

土師器 
壷

北西に散乱床下3
㎝～床上9㎝　埋
土 
1/3

口 
底

20.6 
7.4

高 
胴

25.9 
23.6

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
黄橙10YR6/4

口縁部中位に段を有し、横撫で。胴部外面撫
でで、下端は斜めのヘラ削り、内面撫で。

器面摩滅。胴部
外面に黒斑。

21
第158図 
PL.74

土師器 
小型甕

住居東寄り 
2/3

口 
底

11.4 
5.9

高 
胴

10.9 
13.2

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR7/6

口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ撫で、下端
横のヘラ削り、内面撫で。底部厚手で丸底気
味。

胴部外面下位に
黒斑。器面摩滅。

22 第158図 
PL.74

土師器 
手捏ね

住居中央床上3㎝ 
口縁一部欠損

口 
底

6.1 
4.3

高 4.4 細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄橙10YR7/3

外面撫で、内面押圧に近い斜めの強い指先の
撫で。

底部に黒斑。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

23
第158図 
PL.74

石製模造
品

東側埋没土 
完形

長 
厚

2.7 
0.2

幅 （2.7） 滑石・有孔円盤 表裏面とも粗い線条痕が残る。側縁は粗い線
条痕を伴う面取り整形。径1.5mmの孔を片側
穿孔する。

3.4g

２区10号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第160図 
PL.74

土師器 
台付甕

住居南東寄り床
上12㎝ 
口縁一部欠損

口 
底

12.8 
7.1

高 
頸 
胴

22.3 
11.7 
19.6

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向の3段ほどのハケ目（1㎝あた
り5本）後肩部外面に粗く横のハケ目、内面撫
で。脚部外面は右下方向のハケ目、内面撫で
で、端部折り返し。脚部天井及び底部内面砂
目粘土で充填。

器面摩滅。胴部
内面下位に接合
痕。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

２区11号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第162図 
PL.75

土師器 
器台

貯蔵穴南東脇床
下7㎝ 
完形

口 
台

9.3 
11.2

高 8.7 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR7/6

受け部外面斜めのハケ目、内面撫でか。脚部
外面縦のヘラ磨き、内面撫で。

器面摩滅。

2
第162図 
PL.75

土師器 
器台

南東隅壁際床下8
㎝ 
完形

口 
台

8.6 
11.6

高 10.1 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

受け部外面斜めのハケ目後撫で、内面横の撫
で。脚部外面縦のヘラ磨き、内面横の粗いハ
ケ目後撫で。

受け部内面にハ
ゼ。

3 第162図 土師器 
壷

埋没土 
口縁～頸部片

口 
底

14.6 
-

高 
頸

（4.3） 
9.0

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

口縁部有段で、2本単位の棒状の貼付文を3 ヵ
所貼付か。

内外面摩滅。

4

第162図 土師器 
甕

貯蔵穴内床下6
～ 11㎝南東壁際
床下3㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

12.1 
-

高 
頸

（7.4） 
11.2

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、頸部~胴部外面斜めのハケ目（1
㎝あたり6本）、内面撫で。

胴部外面被熱に
よるものか摩滅
し赤変。

5
第162図 土師器 

甕
貯蔵穴内床下6
～ 11㎝ 
口縁～肩部片

口 
底

16.7 
-

高 
頸

（6.5） 
13.8

細砂粒・角閃石/良好/
暗赤灰10R3/1

口縁部外面ハケ目後横撫で、胴部外面斜め、
内面横のハケ目（1㎝あたり5本）。

胴部外面に剥離。

２区12号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第163図 土師器 
壷

西寄り床下8㎝ 
口縁～頸部片

口 
底

15.4 
-

高 
胴

(4.2) 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
赤10R5/6

内外面撫でか。 内外面のハゼ顕
著。

2 第163図 土師器 
台付甕

埋没土 
口縁～肩部片

口 
底

11.6 
-

高 
頸

（3.5） 
11.2

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/2

口縁部横撫で、胴部外面上位縦のハケ目（1㎝
あたり7本）、内面撫で。口縁部直立気味。

器面摩滅。

3 第163図 土師器 
手捏ね

埋没土 
1/3

口 
底

3.0 
-

高 3.5 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/3

器厚薄めでほぼ一様。内外面細かいハケ目後
撫で。

底部に黒斑。

２区13号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第164図 土師器 

小型甕
埋没土 
1/2

口 
底

- 
5.4

高 
胴

（8.6） 
8.4

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

胴部外面上半右下方向、下半左上方向のハケ
目（1㎝あたり6本）、内面撫で。

底部中央わずか
に凹む。器面摩
滅。

２区14号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第165図 
PL.75

土師器 
有孔鉢

中央北寄り床上
11㎝ 
3/5

口 
底

16.6 
5.4

高 
孔

9.5 
1.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

体部外面斜めのハケ目後撫でか。内面横のハ
ケ目後斜めのヘラ撫で。

体部外面下端に
黒斑。体部外面~
底部摩滅顕著。

2

第165図 
PL.75

土師器 
台付甕

中央西寄り床上
13 ～ 18㎝ 
3/4

口 
台

15.1 
8.0

高 
頸 
胴

27.0 
13.4 
22.4

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR3/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下、胴部外
面左上方向の3~4段のハケ目（1㎝あたり5本）
後肩部外面に横のハケ目。肩部内面縦の押圧。
脚部外面右下方向のハケ目。端部折り返し。
脚部天井及び底部内面砂目粘土で補填。

胴部外面下半被
熱のため赤変し、
一部剥離。

3

第165図 
PL.75

土師器 
台付甕

中央西寄り床上
13 ～ 19㎝ 
4/5

口 
台

10.7 
7.4

高 
胴

15.6 
12.7

細砂粒/良好/灰黄褐
10YR6/2

口縁部横撫で、内面にハケ目の痕跡を残す。
胴部外面上半斜めのハケ目（1㎝あたり5本）、
下半撫でか。脚部外面下半斜めのハケ目。

胴部外面下半~脚
部被熱による粗
れ。胴部外面剥
離。

4

第166図 
PL.75

土師器 
台付甕

中央東寄り床上
17㎝⇔床下6㎝ 
完形

口 
台

19.2 
9.9

高 
胴

32.4 
27.4

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、内面は横のハケ目後横撫で。
胴部外面右下方向のハケ目（1㎝あたり5本）、
胴部内面上半撫で、下半斜めのハケ目。脚部
外面斜め、内面横のハケ目。

胴部下半~脚部外
面被熱。

5
第166図 
PL.75

土師器 
甕

中央東寄り床直
上～床上14㎝ 
3/4

口 
底

15.6 
-

高 
胴

（23.4） 
21.7

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部外面斜めのハケ目後粗い撫で、内面撫
でか。頸部~胴部外面斜めのハケ目（1㎝あた
り6本）、内面撫で。胴部内面下位に接合痕。

胴部外面下半被
熱により赤変。

6
第166図 
PL.75

土師器 
小型甕

中央北寄り床上
12 ～ 17㎝ 
口縁部一部欠損

口 
底

11.2 
4.9

高 
胴

12.1 
11.8

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部外面斜めのハケ目後粗い撫で、内面整
形不明。胴部外面縦~斜めの細かなハケ目、
内面ハケ目後撫で。

器面の摩滅顕著。

7

第166図 
PL.75

土師器 
甕

中央西寄り・床
上12 ～ 23㎝ 
4/5

口 
底

18.0 
5.0

高 
胴

20.7 
23.1

細砂粒/良好/橙5YR6/6 口縁部撫で、頸部斜めのハケ目、胴部上半斜
めのヘラ撫で、下半ハケ目後横~斜めの粗い
ヘラ磨き、内面上半斜め、下半横のハケ目（1
㎝あたり6本）。

口縁部内面の摩
滅顕著。胴部外
面中位に黒斑。

8

第166図 
PL.76

土師器 
甕

中央西寄り床上
13 ～ 20㎝ 
4/5

口 
底

14.8 
4.7

高 
胴

17.6 
18.7

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部外面~胴部上半斜めのハケ目（1㎝あた
り4本）、下半横の粗いハケ目。口縁部内面~
胴部内面上半斜めのハケ目。胴部内面下位に
接合痕。

器面摩滅顕著。

9 第166図 土師器 
甕

中央北寄り床上7～12㎝ 

口縁～胴部1/3
口 
底

16.0 
-

高 
胴

（17.5） 
24.3

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄橙10YR7/4

口縁部外面撫で、内面横のハケ目、胴部外面
斜めのハケ目、内面横のハケ目後斜めの撫で。

胴部外面下半被
熱により摩滅か。

10 第166図 土師器 
甕

中央寄り床上15㎝ 
口縁～胴部片

口 
底

22.8 
-

高 
胴

（13.1） 
26.3

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄橙10YR6/3

口縁部横撫で、頸部~胴部外面斜めのハケ目
後撫で、内面撫で。胴部内面に輪積み痕。

２区16号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第169図 
PL.76

土師器 
高杯

東壁際床上8㎝ 
4/5

口 
台

22.7 
11.1

高 14.0 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

杯部内外面撫で後縦のヘラ磨き。脚部外面縦
のヘラ磨きで、中位に横のハケ目。脚部の穿
孔は上位1孔1対と下2孔1対の6孔。

杯部内面のハゼ
顕著。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

2
第169図 土師器 

高杯
住居南寄り床直
上 
脚部

口 
台

- 
11.5

高 （6.7） 細砂粒・軽石/良好/明
赤褐5YR5/6

脚部外面縦のヘラ磨き、内面撫で。脚部の穿
孔は外側からで3孔。

3
第169図 土師器 

鉢
住居東寄り～東
壁際床上5 ～ 19㎝ 
1/4

口 
底

13.8 
4.3

高 5.75 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR6/4

体部外面横のヘラ磨き、内面撫で後粗い放射
状ヘラ磨き。

4 第169図 土師器 
有孔鉢

埋没土 
底部片

口 
底

- 
4.0

高 
胴

（2.5） 
-

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/4

体部外面縦の粗いハケ目。 器面摩滅。

5

第169図 
PL.76

土師器 
台付甕

東に散乱床直上
～床上8㎝ 
口縁～胴下部

口 
底

16.6 
-

高 
頸 
胴

（21.9） 
14.9 
22.8

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/赤褐5YR4/6

口縁部内外面横のハケ目後撫で。口唇部に刻
み。胴部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり6
本）。頸部内面横のハケ目。胴部内面強いヘ
ラ撫で。脚部欠損。胴部内面下位に接合痕。

6
第169図 土師器 

台付甕
住居北寄り～南
壁際床直上 
胴部下半～脚部

口 
台

- 
8.0

高 
胴

（7.3） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

胴部~脚部外面縦のハケ目（1㎝あたり7本）、
脚部内面細かな横のハケ目。

7 第169図 土師器 
台付甕

東壁下床上3㎝ 
脚部2/3

口 
台

- 
8.6

高 
胴

（4.1） 
-

細砂粒/良好/にぶい黄
褐10YR5/3

脚部外面斜めのハケ目（1㎝あたり4本）、内面
撫で。

8 第169図 土師器 
甕

埋没土 
口縁～頸部1/2

口 
底

14.9 
-

高 
頸

（5.1） 
9.5

細砂粒・粗砂粒・輝石/
良好/橙5YR7/6

口縁部外面横、頸部外面斜めの細かなハケ目。
内面撫で。

器面摩滅。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

9
第170図 
PL.76

石製模造
品

北東隅床上8㎝ 
完形

長 
厚

3.9 
0.4

幅 1.5 滑石・剣形石製品 全面に粗い線条痕が残る。剣先は側縁を面取
り整形して作出。上端側に径2㎜の孔を両側
穿孔する。

4.7g

10
第170図 
PL.76

砥石 中央東寄り床直
上 
ほぼ完形

長 
厚

8.2 
1.5

幅 2.7 頁岩・切り砥石 四面使用。背面側上端の孔が破損したのち、
側縁から孔（径4㎜）を両側穿孔し、下げ砥石
として使用。

47.8g

２区17号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第171図 土師器 
器台

中央～西に散乱
の床上3 ～ 20㎝
⇔河道 
脚部2/3

口 
台

- 
10.1

高 （7.6） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

脚部外面縦のヘラ磨きか。内面撫で。脚部の
穿孔は3孔。

器面摩滅。

2 第171図 土師器 
甕

埋没土 
口縁片

口 
底

- 
-

高 - 細砂粒・軽石/良好/黒
褐10YR3/2

口縁部外面横~縦のハケ目、内面横のハケ目。
口唇部圧痕。

２区18号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第173図 
PL.76

土師器 
高杯

住居南隅壁際床
上9㎝ 
2/3

口 
台

17.0 
13.1

高 15.3 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

杯部外面ハケ目後撫でか。内面撫で。脚部外
面縦のヘラ磨き、脚柱部内面横の撫で。

2 第173図 土師器 
坩

北西壁下床直上 
口縁片

口 
底

10.8 
-

高 （5.1） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/3

口縁部は縦のハケ目後撫でか。内面撫で、頸
部内面狭くヘラ削り。

器面摩滅。

3 第173図 土師器 
器台

北東壁下床下3㎝ 
脚部片

口 
台

- 
6.9

高 （5.7） 細砂粒/良好/赤褐
5YR4/6

脚部外面縦のヘラ磨き、内面撫で。 受け部は接合部
から剥離か。

4
第173図 
PL.76

土師器 
台付鉢か

住居中央床下10
㎝ 
口縁～底部3/4

口 
底

9.2 
-

高 
胴

（8.5） 
10.6

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

体部外面撫で後縦の粗いヘラ磨き、内面ヘラ
撫で。脚部欠損。

体部外面に黒斑。

5
第173図 土師器 

台付甕
住居南東寄り床
上17㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

17.8 
-

高 
頸

（6.6） 
16.2

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/黒褐10YR3/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6本）、内面縦の撫で。

6 第173図 土師器 
台付甕

北西壁下床直上 
台部片

口 
台

- 
9.2

高 
胴

（6.0） 
-

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

脚部外面斜めのハケ目（1㎝あたり6本）、内面
撫で。

器面摩滅。

7
第173図 土師器 

台付甕
北東に散乱床上6
～ 10㎝ 
台部片

口 
台

- 
9.8

高 
胴

（6.0） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

脚部外面縦のハケ目（1㎝あたり5本）ハケ目（1
㎝あたり5本）、内面横~斜めのハケ目（1㎝あ
たり7本）。

8
第173図 
PL.76

土師器 
甕

住居南東寄り床
上4 ～ 11㎝ 
4/5

口 
底

15.3 
5.3

高 
胴

14.3 
17.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部折り返し。肩部外面にRL横施文。胴部
中位横、下位斜めのヘラ磨き、内面撫で。

器面摩滅。

9
第173図 
PL.76

土師器 
甕

住居南隅壁際床
上8㎝ 
底部

口 
底

- 
11.2

高 
胴

（4.1） 
-

細砂粒・粗砂粒・片岩/
良好/橙5YR6/6

胴部外面斜めのハケ目、内面撫でか。胴部内
面に輪積み痕。

器面摩滅。

２区19号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第175図 
PL.76

土師器 
坩

西壁下床直上～
床上6㎝ 
完形

口 
底

11.4 
3.9

高 
胴

13.4 
10.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

口縁部~頸部外面縦のヘラ磨き、内面撫でか。
肩部外面縦、胴部中位横、下半縦のヘラ磨き。
内面撫でで、下端細かなハケ目。

2
第175図 
PL.76

土師器 
器台

西壁下床上13㎝ 
完形

口 
台

7.0 
9.1

高 8.7 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

受け部上端横、下半外面縦、内面斜め放射状
のヘラ磨き。脚部外面縦、内面横のヘラ磨き。
脚部の穿孔は3孔。

脚端部の摩滅顕
著。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

3
第175図 
PL.76

土師器 
有孔鉢

北壁下床下10㎝ 
3/4

口 
底

17.6 
4.5

高 
孔

10.1 
1.7

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部折り返しで、縦のハケ目後上半横撫で。
体部外面縦~斜めのハケ目後粗い撫で、内面
斜めのハケ目か。

内面に灰白色の
付着物。

4

第175図 
PL.77

土師器 
台付甕

住居南寄り床直
上 
完形

口 
底

15.3 
9.6

高 
頸 
胴

25.8 
12.9 
21.1

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR6/4

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向の2~3段のハケ目（1㎝あたり7
本）、内面撫で。脚部外面右下方向のハケ目。
端部折り返し。脚部天井及び底部内面砂目粘
土補填。

脚部外面下半帯
状に変色。

5

第175図 
PL.77

土師器 
台付甕

西壁下床直上 
完形

口 
底

14.6 
9.7

高 
頸 
胴

28.5 
12.8 
22.5

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向の2段のハケ目（1㎝あたり6
本）、内面撫で。脚部外面右下方向のハケ目。
端部折り返しで、脚部天井及び底部内面砂目
粘土補填。

肩部外面帯状に
剥離。脚部外面
下端帯状に変色。

6
第175図 
PL.77

土師器 
台付甕

西壁下床直上 
脚部欠損

口 
底

14.8 
-

高 
胴

（21.3） 
21.9

細砂粒・粗砂粒・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR6/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向の1~2段のハケ目、内面撫で。
脚部天井及び底部内面砂目粘土補填。

脚部外面下半被
熱により変色。

7
第176図 
PL.77

土師器 
台付甕

住居中央床下4㎝ 
口縁～胴下部

口 
底

14.1 
-

高 
胴

（14.3） 
20.3

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、肩部外面左下方向、胴部外面
左上方向のハケ目（1㎝あたり6本）、内面撫で。

器面摩滅。胴部外
面中位の剥離顕
著。9と同一個体か。

8- 
1

第175図 土師器 
台付甕

西壁下床直上 
口縁～胴上部片

口 
底

15.8 
-

高 
胴

（10.8） 
23.9

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり5~6本）、
胴部内面縦の強い撫で。

器面摩滅。8-2と
同一個体か。

8- 
2

第175図 土師器 
台付甕

西壁下床直上 
胴部～台部片

口 
底

- 
-

高 
胴

（16.8） 
-

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/橙5YR6/6

胴部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり5本）、
内面撫で。脚部外面右下方向のハケ目。脚部
天井及び底部内面は砂目粘土で補填。胴部内
面下位に接合痕。

器面摩滅。8-1と
同一個体か。

9

第176図 
PL.77

土師器 
台付甕

住居中央床下4㎝ 
胴部～台部

口 
底

- 
8.5

高 
胴

（16.2） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR5/2

胴部外面斜め、脚部外面右下方向のハケ目（1
㎝あたり6本）。脚端部折り返し。天井部及び
底部内面砂目粘土補填。

脚部外面被熱に
よる剥離。胴部
内面下半変色。7
と同一個体か。

２区20号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第178図 土師器 
器台

埋没土 
脚部1/2

口 
台

- 
12.6

高 （5.6） 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

脚部外面縦のヘラ磨き、内面斜めのヘラ削り。
穿孔は上下2段の3孔。

2
第178図 
PL.77

土師器 
台付鉢か

住居中央床上21
㎝ 
4/5

口 
底

11.2 
6.6

高 
胴

12.9 
10.8

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/8

口縁部~体部外面ヘラ磨きか。内面整形不明。
脚部の穿孔は3孔。

器面摩滅。

3

第178図 
PL.78

土師器 
台付甕

南壁下床上17㎝ 
1/2

口 
台

14.3 
10.1

高 
頸 
胴

28.4 
12.4 
22.6

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR7/6

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり5本）。胴
部内面撫で。脚部外面左下方向のハケ目。端
部折り返し。脚部天井及び胴部内面砂目粘土
補填。胴部内面下位に接合痕。

器面摩滅。

4

第178図 
PL.78

土師器 
台付甕

南壁際床上17 ～
21㎝ 
1/2 

口 
台

18.6 
10.0

高 
頸 
胴

29.7 
16.5 
13.2

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/4

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴部外
面左上方向、脚部外面右下方向のハケ目（1㎝あた
り7本）、胴部内面撫で。脚端部折り返しで、天
井部に砂目粘土補填、底部内面の補填は不明瞭。

脚部外面下端の
一部吸炭。

5 第178図 土師器 
甕

東壁下床上14㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

15.8 
-

高 
頸

（3.9） 
14.7

細砂粒・角閃石/良好/
灰黄褐10YR4/2

口縁部外面斜め、内面横のハケ目（1㎝あたり
5本）、胴部内面上位斜めのハケ目。

２区21号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第180図 
PL.78

土師器 
坩

住居東寄り床直
上 
4/5

口 
底

6.8 
3.0

高 
胴

16.9 
14.4

細砂粒・軽石/良好/橙
5YR6/6

口縁部~胴部外面上半縦のヘラ磨き。胴部外
面下半横のヘラ削り、内面撫で。胴部内面に
輪積み痕。

2
第180図 土師器 

壺
埋没土 
口縁～頸部

口 
底

- 
-

高 
頸

（6.0） 
9.2

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

頸部に突帯を巡らし、上下にハケ目、肩部外
面は撫でか。内面粗い撫で。頸部内面に輪積
み痕。

器面摩滅。

3 第180図 土師器 
壺

東隅壁下床上10
㎝口縁～胴上部

口 
底

11.4 
-

高 
頸

（13.5） 
10.2

細砂粒・粗砂粒/良好/
浅黄橙10YR8/3

口縁部~胴部外面縦~斜めの細かいヘラ撫で、
内面撫で。頸部~胴部内面に輪積み痕顕著。

4
第180図 土師器 

壺
埋没土
底部～胴下半部

口 
底

- 
7.6

高 
胴

（9.6） 
20.8

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

胴部外面縦~斜めのヘラ撫で、内面斜めのハ
ケ目（1㎝あたり3~4本）。内面に接合痕。

底部中央凹み、
周辺摩滅。胴部
内面摩滅。

5

第180図 
PL.78

土師器 
壺

南西壁際床直上 
2/3

口 
底

16.4 
6.0

高 
胴

21.4 
20.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

口縁部~頸部内外面斜めのハケ目後撫で。胴
部外面斜めのハケ目後粗い撫でで、中位は横
のヘラ削り。頸部内面指の押圧。頸部内面に
接合痕。肩部内面に輪積み痕。

器面摩滅。

２区22号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第181図 
PL.78

土師器 
高杯

住居北西寄り床
上10㎝ 
1/4

口 
台

15.0 
10.4

高 10.4 細砂粒/良好/橙5YR6/6 杯部外面縦、内面横のヘラ磨き。脚部外面縦
のヘラ磨き、内面横のハケ目後粗い撫で。

器面摩滅。

2
第181図 土師器 

鉢か
住居南西寄り床
直上 
口縁～体部片

口 
底

12.9 
-

高 
胴

（7.4） 
13.1

細砂粒/良好/にぶい橙
5YR6/4

外面縦のヘラ磨きか。口縁部~体部内面横の
ヘラ磨き。

外面摩滅。

遺物観察表

423



No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

3
第181図 土師器 

台付甕
住居南西寄り床
上6㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

12.5 
-

高 
頸

（5.1） 
11.0

細砂粒・角閃石/良好/
灰黄褐10YR6/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6本）、内面縦の撫で。

4 第181図 土師器 
台付甕

住居中央床直上 
口縁～肩部片

口 
底

15.8 
-

高 
頸

（5.0） 
13.6

細砂粒/良好/灰黄褐
10YR5/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり4本）、内面撫で。

5

第181図 土師器 
台付甕

北東壁際床上5㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

13.8 
-

高 
胴

（7.8） 
18.1

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/黒褐10YR3/1

口縁部横撫で、頸部~肩部まで左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6本）後横ハケ目。肩部~胴部
左上方向のハケ目、頸部内面に横のハケ目、
胴部内面撫で。

6
第181図 土師器 

壺
住居北寄り床上8
㎝ 
口縁～頸部片

口 
底

14.7 
-

高 
胴

（5.6） 
-

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄褐10YR5/3

口縁部横撫で、頸部突帯を境に上位は右下方
向、下位は左上方向の細かなハケ目（1㎝あた
り8本）、内面撫で。

２区23号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第182図 土師器 
台付甕

埋没土 
台部片

口 
台

- 
9.6

高 (4.3) 細砂粒・軽石/良好/に
ぶい赤褐5YR5/4

内外面撫で､ 脚端部平坦。

2 第182図 弥生土器 
甕

掘り方 
胴部片

口 
底

- 
-

高 - 細砂粒・粗砂粒/良好/
灰5Y6/1

胴部に櫛描き羽状文。内面横の粗い撫で。

２区24号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第184図 土師器 
器台

南西壁下床上4㎝ 
脚部片

口 
台

- 
-

高 （3.6） 細砂粒/良好/にぶい橙
5YR6/4

受け部内面撫で、脚部外面撫で、内面斜めの
ハケ目。脚部の穿孔は3孔。

2 第184図 土師器 
壷

掘り方 
底部片

口 
底

- 
7.0

高 - 細砂粒・角閃石/良好/
黒褐5YR3/1

外面ヘラ磨きか。 内外面赤彩。

２区25号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第185図 
PL.78

土師器 
杯

住居外 
完形

口 
底

10.1 
-

高 3.9 細砂粒/良好/橙5YR7/6 口縁部横撫で、底部手持ちヘラ削り。内面撫
で。

器面摩滅。粉っ
ぽい素地。体部
の歪み顕著。

2 第185図 土師器 
高杯

埋没土 
脚部

口 
台

- 
8.8

高 (4.4) 細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR6/3

脚部外面縦のヘラ磨き。内面横のハケ目後撫
で。

3 第185図 土師器 
台付甕

埋没土 
口縁～胴上部片

口 
底

13.0 
-

高 (3.3) 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5本）、肩部内面縦の撫で。

4
第185図 土師器 

壺
住居北西寄り床
上27 ～ 37㎝ 
頸部～体部

口 
底

- 
-

高 
胴

(27.3) 
30.6

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR6/3

胴部外面斜めのヘラ磨き、内面撫で。胴部内
面に輪積み痕、胴部外面中位に黒斑。

5 第185図
PL.78

土師器 
手捏ね

隣接河道内 
2/3

口 
底

6.1 
3.4

高 5.1 細砂粒・角閃石/良好/
褐灰10YR4/1

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面横のハケ
目。

体部外面~底部に
黒斑。

２区26号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第186図 
PL.78

土師器 
高杯

北東壁下床直上
⇔掘方床下26㎝ 
底部～脚部片

口 
台

- 
12.2

高 （10.2） 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

底部にソケット状接合痕。脚柱部外面縦のヘ
ラ磨き、脚部内外面撫で。脚柱部内面に輪積
み痕。

器面摩滅。

2
第186図 
PL.78

土師器 
高杯

北東に散乱床下3
㎝～床直上 
4/5

口 
台

17.5 
13.7

高 15.4 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/赤褐5YR4/6

杯部外面縦の幅広のヘラ磨き、内面撫で後粗
い放射状ヘラ磨き。脚部外面縦のヘラ磨き、
内面撫で。

脚端部外面の一
部吸炭。

3 第186図 土師器 
甕

掘り方 
口縁～胴上部片

口 
底

11.8 
-

高 
頸

（5.0） 
10.8

細砂粒・角閃石/良好/
暗褐10YR3/3

口縁部横撫で、胴部外面撫で、内面斜めの強
い撫で。

4
第186図 
PL.78

土師器 
甕

北東壁下床直上 
口縁～胴上部片

口 
底

16.2 
-

高 
頸

（9.7） 
13.7

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面右下方向のハケ目（1
㎝あたり7本）、内面指先の押圧。胴部外面輪
積み痕顕著。

２区27号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第187図 土師器 
甕

住居中央床上3㎝ 
口縁～頸部片

口 
底

14.8 
-

高 
頸

(3.6) 
13.4

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/黒褐5YR3/1

口縁部横撫で、胴部外面斜のハケ目。

２区28号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第188図 
PL.79

土師器 
高杯

南東隅壁下床上8
㎝ 
口縁一部欠損

口 
台

19.4 
14.4

高 14.1 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

器面の摩滅が顕著のため整形不明。脚部の穿
孔は上下2段に3組。

粉っぽい素地。

2 第188図 
PL.79

土師器 
坩

東壁下床下13㎝ 
口縁1/2欠損

口 
底

12.0 
5.2

高 
胴

19.7 
15.9

細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部外面縦のヘラ撫でか。体部外面撫で。
胴部内面中位に輪積み痕。

器面摩滅。

3
第188図 
PL.79

土師器 
坩

南東隅壁下床上7
㎝ 
2/3

口 
底

9.7 
3.3

高 
頸

7.5 
7.3

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

口縁部~体部内外面ヘラ磨きか。 器面摩滅。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

4

第188図 
PL.79

土師器 
台付甕

南東隅壁下床上7
～ 11㎝ 
口縁・台部一部
欠損

口 
台

14.2 
8.6

高 
胴

23.8 
17.6

細砂粒・粗砂粒・石英/
良好/暗褐10YR3/3

口縁部内外面雑な撫で。胴部外面斜めのヘラ
削り、内面斜めの撫で。脚部内外面撫で。歪
みが大きい。

胴部外面下端~脚
部被熱。脚部外
面剥離。

5
第188図 
PL.79

土師器 
台付甕

口縁～胴上部 
住居東寄り床上9
㎝

口 
底

15.8 
-

高 
胴

（12.4） 
26.4

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR5/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり6本）。肩
部内面縦の強い撫で。

6
第188図 土師器 

台付甕
東壁下床上7㎝ 
台部片

口 
台

- 
8.8

高 
胴

（6.7） 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR7/2

脚端部内面に折り返し。胴部外面~脚部外面
ハケ目。脚部天井及び胴部内面中央に砂目粘
土を補填。底部厚手。

２区29号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第189図 土師器 

鉢
住居中央?床上22
～ 25㎝ 
口縁～底部片

口 
底

27.8 
-

高 （9.8） 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/8

外面縦のハケ目後撫で、内面撫で。 器面摩滅。 
粉っぽい素地。

2
第189図 土師器 

甕
南東壁下床直上 
口縁～胴上部片

口 
底

16.4 
-

高 
頸

(5.9) 
13.6

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/灰黄褐10YR4/2

口縁部左上方向のハケ目後粗い横撫で、頸部
外面撫で、肩部外面左上方向のハケ目（1㎝あ
たり7本）。内面斜めの撫で。

3

第189図 
PL.79

土師器 
壷

住居中央床上17
㎝ 
3/5

口 
底

14.6 
5.9

高 
胴

20.9 
19.4

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい橙5YR6/4

口縁部~頸部内外面撫でか。底部外面に細か
なハケ目で一条の鋸歯状施文。胴部外面斜め
のヘラ磨き、内面撫で。胴部内面下位に接合
痕。

器面摩滅。

２区30号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第191図 
PL.79

土師器 
高杯

東壁際床上24㎝ 
口縁・脚部一部
欠損

口 
台

19.6 
13.0

高 14.6 細砂粒・粗砂粒・石英/
良好/橙5YR6/6

杯部内外綿斜めのヘラ磨き。脚部外面縦のヘ
ラ磨き、内面横の撫で。脚部穿孔は上下2段
に3組。

杯部内外綿と脚
部外面の一部吸
炭。

2

第191図 
PL.79

土師器 
高杯

東壁際床上23㎝ 
杯部

口 
台

23.1 
-

高 （7.2） 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

杯部外面撫でか。内面撫で後斜め放射状ヘラ
磨き。

器面摩滅。杯部
内面中央剥離。
脚部は貼り付け
部から剥離。

3
第191図 
PL.79

土師器 
高杯

住居東寄り床直
上 
2/3

口 
台

11.5 
8.6

高 6.4 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

杯部内外面横のヘラ磨き。脚部外面縦~斜め
のヘラ磨き、内面撫でか。

脚部の摩滅顕著。

4
第191図 
PL.79

土師器 
坩

東壁下床上17㎝ 
口縁一部欠損

口 
底

16.8 
2.9

高 8.8 細砂粒・粗砂粒・石英/
良好/浅黄橙10YR8/3

口縁部~頸部外面ハケ目後斜めのヘラ磨き、
内面縦のヘラ磨き、体部外面横のヘラ磨き、
内面不明。底部外面わずかに平坦部分あり。

内面摩滅。

5
第191図 
PL.79

土師器 
器台

東壁際床上27㎝ 
4/5

口 
台

9.4 
12.1

高 9.5 細砂粒・雲母/良好/明
赤褐5YR5/8

受け部~脚部外面粗いハケ目後ヘラ磨きか。
受け部内面整形不明。脚部内面斜めのハケ目。
脚部の穿孔は3孔。

受け部内面吸炭。
器面摩滅。

6
第191図 土師器 

器台
掘り方 
杯部～脚部片

口 
台

8.2 
-

高 （4.1） 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

受け部外面縦の細かなハケ目後横の粗いヘラ
磨き、内面横のヘラ磨き。脚部外面ハケ目後
縦のヘラ磨き、内面撫で。

受け部内面ハゼ。

7 第191図 土師器 
器台

埋没土 
脚部1/3

口 
台

- 
-

高 （4.3） 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/8

器面摩滅のため整形不明。脚部の穿孔は4孔。

8
第191図 
PL.79

土師器 
器台

東壁際床上28㎝
⇔4・37・47住他 
杯部片

口 
台

19.4 
-

高 （5.6） 細砂粒/良好/赤褐
5YR4/8

受け部下端に突帯を巡らす。内面及び外面上
半ヘラ磨き、外面下半縦の撫で。

脚部は貼り付け
部から剥離。

9
第191図 土師器 

壷
埋没土⇔65号土
坑 
1/3

口 
底

- 
7.8

高 
胴

（18.0） 
24.3

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

胴部外面上半斜めのハケ目後縦の粗い撫で、
下半斜めのヘラ撫で、内面上半斜めのヘラ撫
で、下半横のハケ目（1㎝あたり9本）。

胴部外面下半~底
部に黒斑。

10
第191図 土師器 

壷か
東壁際床上21㎝ 
胴部下半～底部
片

口 
底

- 
15.2

高 
胴

(8.2) 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR7/6

内外面撫でか。 器面摩滅。 
外面一部剥離。

11
第191図 土師器 

台付甕
南東隅壁下床上7
㎝ 
口縁～肩部

口 
底

16.8 
-

高 
頸

（7.3） 
14.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり5~6本）後
肩部に横のハケ目。底部内面縦の強い撫で。

12
第191図 土師器 

台付甕
住居西寄り床下6
㎝ 
口縁～肩部

口 
底

17.8 
-

高 
頸

（4.9） 
16.6

細砂粒・軽石/良好/黒
褐10YR3/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6本）後肩部に横のハケ目、肩
部内面斜めの強い撫で。

13
第191図 土師器 

台付甕
東壁際床上24㎝ 
口縁～胴上部

口 
底

16.3 
-

高 
胴

（9.6） 
23.3

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄褐10YR5/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり5本）、肩
部~胴部内面縦の撫で。

14
第191図 土師器 

台付甕
住居東寄り床直
上～床上15㎝ 
口縁～胴上部

口 
底

18.8 
-

高 
胴

（10.1） 
25.5

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/灰黄褐10YR4/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり5~6本）、
肩部内面縦の強い撫で。

15
第192図 土師器 

台付甕
住居南寄り 
1/3

口 
底

11.8 
-

高 
胴

（11.2） 
16.1

細砂粒/良好/黒褐
10YR3/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6本）、胴部外面左上方向のハ
ケ目、肩部~胴部内面縦の撫で。

器面摩滅。胴部
中位外面剥離。

16

第192図 
PL.80

土師器 
台付甕

住居南寄り床上7
～ 8㎝ 
3/4

口 
台

15.3 
8.7

高 
頸 
胴

26.6 
13.4 
23.1

細砂粒・雲母/良好/に
ぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり7本）後肩
部外面に横のハケ目。胴部内面撫で。脚部外
面右下方向のハケ目。端部折り返し。脚部天
井及び底部内面砂目粘土補填。

器面摩滅。胴部
外面下半被熱の
ため剥離。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

17
第192図 土師器 

台付甕
東壁際床上23 ～
27㎝ 
1/3

口 
底

12.4 
-

高 
胴

（11.5） 
17.7

細砂粒/良好/黒褐
10YR3/1

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6~7本）、胴部外面左上方向の
ハケ目、肩部内面縦の強い撫で。

胴部内面中位帯
状に変色。

18
第192図 土師器 

甕
埋没土 
口縁～胴上部片

口 
底

14.4 
-

高 
頸

（5.1） 
12.5

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、頸部~肩部外面斜めのハケ目
後撫で、肩部~胴部外面横のヘラ削り、内面
横のヘラ削り。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

19 第192図 
PL.80

敲石 掘り方 
完形

長 
厚

10.7 
5.3

幅 7.2 粗粒輝石安山岩・楕円
礫

小口部両端に敲打痕がある。このほか、背面
側中央が敲打され、浅く皿状に窪む。

584.9g

２区31号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第193図 土師器 

甕
住居北西寄り床
上8㎝ 
口縁～肩部

口 
底

18.6 
-

高 
頸

（6.5） 
15.4

細砂粒・粗砂粒/良好/
暗褐10YR3/3

口縁部外面斜め、内面横のハケ目後粗い撫で、
胴部外面斜めのハケ目（1㎝あたり6本）、内面
斜めのヘラ削りか。

2
第193図 
PL.80

土師器 
円盤状土
製品

埋没土 
完形

長 
短

3.6 
3.4

厚 0.8 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/2

甕の破片の胴部周辺を打ち欠き、一部研磨し
て作成か。未成品の可能性。

被熱により赤変。

２区32号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第195図 
PL.80

土師器 
高杯

土坑内床下16 ～
18㎝ 
完形

口 
台

12.9 
8.0

高 8.3 細砂粒/良好/赤褐
5YR4/6

器面整形不明。脚部の穿孔は3孔。 器面摩滅顕著。

2
第195図 土師器 

高杯か
土坑内床直上 
脚部

口 
台

- 
15.2

高 （9.4） 細砂粒・角閃石/良好/
赤褐5YR4/6

脚部外面縦のヘラ磨き、内面上半放射状の撫
で、下半横のハケ目（1㎝あたり5本）。脚部の
穿孔は3孔。

3
第195図 土師器 

器台
土坑内床下7 ～
27㎝ 
底部～脚部片

口 
台

- 
-

高 （6.6） 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

薄手。脚部外面ヘラ磨きか。内面撫で。脚部
の穿孔は3孔。

器面摩滅。

4
第195図 土師器 

器台
土坑内床下16㎝ 
脚部

口 
台

- 
-

高 （6.8） 細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

脚部外面縦のヘラ磨きか。内面撫で。脚部の
穿孔は上下2段で3組。

器面摩滅。受け
部は貼り付け部
から剥離。

5
第195図 
PL.80

土師器 
高杯

土坑内床直上～
床下23㎝ 
体部～脚部片

口 
台

- 
17.8

高 （10.5） 細砂粒・軽石/良好/明
赤褐5YR5/6

杯部内外面摩滅のため整形不明。脚部外面縦、
内面横の細かなハケ目後撫でか。脚部の穿孔
は上下2段で3組。

器面摩滅。

6
第195図 土師器 

高杯
土坑内床直上レ
ベル 
杯部～脚部

口 
台

15.9 
-

高 （7.1） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

口縁部屈曲し、内面受け口状。杯部外面斜め
のハケ目後横~縦のヘラ磨き、内面横~放射状
のヘラ磨き。脚部の穿孔は3孔。

7
第195図 土師器 

壷
土坑内床下8 ～
27㎝⇔57住 
底部～胴下部

口 
底

- 
6.4

高 
胴

（6.2） 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄褐
10YR5/4

胴部外面横~斜めのハケ目後粗い撫で、内面
横のハケ目（1㎝あたり7本）。

内面やや吸炭。

8
第195図 土師器 

台付甕
土坑内床下9 ～
27㎝ 
口縁～肩部片

口 
底

15.6 
-

高 
頸

（6.6） 
13.6

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり4本）、肩
部内面縦の撫で。

器面の摩滅顕著。

9

第196図 
PL.80

土師器 
台付甕

土坑内床下27㎝ 
口縁～胴上部

口 
底

18.9 
-

高 
胴

（9.7） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
暗褐10YR3/3

口縁部横撫で、頸部~肩部対面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり6本）後肩
部外面に横のハケ目。肩部内面に縦の強い撫
で。

器面摩滅。

10
第196図 土師器 

台付甕
土坑内床下5 ～
23㎝ 
口縁～肩部

口 
底

15.2 
-

高 
胴

（6.2） 
-

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり4本）、肩
部内面縦の撫で。

14と同一個体

11
第196図 土師器 

台付甕
土坑内床下10㎝ 
口縁～肩部片

口 
底

17.8 
-

高 
頸

（9.0） 
15.5

細砂粒/良好/灰黄褐
10YR6/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり6本）、内
面縦の撫で。

12

第196図 土師器 
台付甕

土坑内床直上～
床下8㎝ 
1/2

口 
底

13.4 
-

高 
頸 
胴

（22.8） 
11.9 
21.8

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向の2~3段のハケ目（1㎝あたり
5本）、脚部外面右下方向のハケ目、胴部内面
撫で。脚部天井に砂目粘土の補填。胴部内面
下位に接合痕。

器面摩滅。

13
第196図 土師器 

台付甕
土坑内床下11 ～
23㎝ 
口縁～胴部片

口 
底

21.0 
-

高 
胴

（20.4） 
32.4

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり5本）後肩
部に横のハケ目、肩部内面は縦の撫で。

14

第196図 土師器 
台付甕

土坑内床直上～
床下23㎝ 
胴部～底部

口 
台

- 
10.0

高 
胴

（18.6） 
-

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR6/4

胴部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり5本）、
脚部外面左下方向のハケ目。脚端部折り返し
で、天井及び底部内面に砂目粘土で補填。脚
部内面下端に接合痕。

脚部外面被熱に
より赤変。10と
同一個体。

15

第196図 土師器 
台付甕

土坑内床下23㎝ 
胴部～脚部1/2

口 
台

- 
9.6

高 
胴

（18.3） 
20.9

細砂粒・粗砂粒/良好/
黒褐5YR3/1

脚部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり4本）、
脚部外面右下方向のハケ目、胴部内面撫で。
脚端部折り返し。脚部天井及び底部内面砂目
粘土の補填。

16 第196図 土師器 
甕

土坑内床下24㎝ 
口縁～頸部片

口 
底

16.0 
-

高 
頸

（5.9） 
13.4

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、胴部外面斜めのハケ目（1㎝あ
たり4本）、内面撫で。頸部内外面に輪積み痕。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

17
第196図 
PL.80

敲石 土坑南壁際底面
直上 
完形

長 
厚

13.4 
5.2

幅 11.2 粗粒輝石安山岩・扁平
楕円礫

小口部両端に敲打痕が残る。背面側の敲打痕
については多孔質石材であり、判断は難しい。

1020.6g

２区33号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第198図 
PL.80

土師器 
高杯

住居東寄り床上
12㎝⇔19住掘り
方 
2/3

口 
台

20.8 
14.4

高 13.3 細砂粒・雲母/良好/橙
5YR6/6

底部にソケット状の接合痕。杯部内面横のハ
ケ目後粗い撫で、外面撫で。脚部内外面撫で
か。脚部の穿孔は上下2段に3組。

口縁部外面に縦
のひび。器面摩
滅。

2
第198図 土師器 

壷
住居東寄り床直
上 
口縁部片

口 
底

18.6 
-

高 
頸

（8.3） 
12.3

細砂粒/良好/橙5YR6/6 口縁部~頸部外面斜めのハケ目（1㎝あたり7
本）、内面横のハケ目後口縁部内外面横のヘ
ラ磨きか。

器面摩滅。

3
第198図 
PL.80

土師器 
台付甕

北東隅壁下床上4
～ 18㎝ 
口縁～胴上部

口 
底

17.9 
-

高 
胴

（13.2） 
26.4

細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（隙間多い）、胴部外面左上方向のハケ目

（1㎝あたり8本）、肩部内面縦の強い撫で。

4
第198図 土師器 

台付甕
住居北東寄り床
上12㎝ 
口縁～肩部1/4

口 
底

14.0 
-

高 
胴

（9.2） 
21.3

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5~6本）、肩部内面縦の強い撫
で。

肩部外面に吸炭
部分。

5
第198図 土師器 

台付甕
北東隅壁下床上4
～ 12㎝ 
口縁～肩部2/3

口 
底

17.4 
-

高 
頸

（7.2） 
15.0

細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR6/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり9本）、脚部外面左上方向のハ
ケ目、胴部内面縦の撫で。

6

第198図 土師器 
台付甕

北東隅壁下床上4
～ 12㎝ 
胴部～底・台部

口 
底

- 
9.6

高 
胴

（21.0） 
26.8

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/灰黄褐10YR4/2

胴部外面左方向の2~3段のハケ目（1㎝あたり
8本）、脚部外面右下方向のハケ目。脚端部折
り返し。脚部天井及び底部内面砂目粘土で補
填。胴部下位内外面に接合痕。

脚部内面下半変
色。

7

第198図 土師器 
台付甕

北東隅壁際床直
上～床上4㎝ 
胴部～底・台部

口 
台

- 
9.8

高 
胴

（21.6） 
25.6

細砂粒/良好/灰黄褐
10YR4/2

胴部外面左方向の3段ほどのハケ目（1㎝あた
り7本）、脚部外面右下方向のハケ目。脚端部
折り返し。脚部天井及び底部内面砂目粘土で
補填。胴部内面下位に接合痕。

２区34号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第199図 土師器 
台付甕

南西隅壁下床上4㎝ 
台部

口 
底

- 
-

高 
台

(5.4) 
8.0

細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR5/2

脚部外面撫で、内面ヘラ撫で。 内面摩滅。

2 第199図 土師器 
台付甕

西壁下床上7㎝ 
脚部片

口 
底

- 
-

高 
台

（6.9） 
8.8

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

脚部外面斜めのハケ目（1㎝あたり6本）、内面
ヘラ撫で。厚手で折り返しなし。端部平坦。

器面摩滅。脚部
天井吸炭。

２区35号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第200図 土師器 
甕

埋没土 
口縁～頸部片

口 
底

19.6 
-

高 
頸

（3.6） 
16.0

細砂粒/良好/黒褐
10YR3/2

口縁部外面斜め、内面横のハケ目後撫で、頸
部外面斜め、内面横のハケ目。

内面摩滅。

２区36号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第202図 土師器 
坩

住居中央床下6㎝ 
口縁部片

口 
底

10.8 
-

高 
頸

（7.6） 
4.6

細砂粒/良好/赤褐
5YR4/6

口縁部内外面横の撫で後縦のヘラ磨き。 内面吸炭。

2

第202図 
PL.80

土師器 
器台

南壁際床直上～
床上18㎝⇔28・
53住他 
3/5

口 
台

17.0 
17.2

高 15.4 細砂粒・雲母/良好/に
ぶい橙5YR6/4

受け部に隅丸方形の透かしを4 ヵ所穿ち、脚部
との間に突帯を巡らす。脚部の穿孔は上下2段
に4組。器面は細かなハケ目後受け部は撫で、
脚部は縦のヘラ磨き。各端部は平坦に仕上げる。

受け部内面摩滅。

3
第202図 土師器 

台付甕
住居西寄り床下5
㎝～床上12㎝ 
口縁～肩部片

口 
底

12.0 
-

高 
頸

（3.7） 
12.1

細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり7本）、内面撫で。

4
第202図 
PL.80

土師器 
台付甕

南壁際床下10㎝ 
2/3

口 
台

10.6 
6.2

高 
胴

16.0 
13.4

細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR7/2

口縁部雑な撫でで、指の押圧を残す。胴部内
外面撫で。脚部外面は斜めの撫で。肩部内面
上端に接合痕。

胴部内面下半に
帯状の変色。

5 第202図 土師器 
台付甕

埋没土 
台部片

口 
底

- 
-

高 
台

(4.0) 
6.8

細砂粒・軽石/良好/明
赤褐5YR5/6

脚部外面撫で、内面ヘラ撫で。 外面の一部吸炭。

6

第202図 土師器 
台付甕

住居中央床直上
～床上11㎝ 
台部片

口 
台

- 
8.7

高 
胴

（6.0） 
-

細砂粒・軽石/良好/灰
黄褐10YR6/2

脚部外面下端縦のハケ目（1㎝あたり5本）、脚
部外面右下方向のハケ目、内面縦の撫で、端
部折り返し。脚部天井及び底部内面砂目粘土
を補填。

脚部外面被熱の
ため赤変。

２区37号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第204図 
PL.81

土師器 
台付甕

住居東寄り床上
21㎝ 
口縁～胴部

口 
底

10.8 
-

高 
胴

（6.8） 
15.6

細砂粒/良好/灰黄褐
10YR5/2

薄手。口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方
向のハケ目（1㎝あたり6本）、内面撫で。

器面摩滅。

2

第204図 
PL.81

土師器 
台付甕

住居東寄り床上
21㎝ 
胴部～脚部

口 
底

- 
-

高 
胴

（14.5） 
16.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
黒褐10YR3/2

薄手。胴部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり
6本か）、内面撫で。脚部天井及び底部内面砂
目粘土補填。

器面摩滅。胴部
内面に接合痕。
脚部外面下半~脚
部被熱。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

3
第204図 土師器 

台付甕
南東壁際床上22
㎝ 
1/3

口 
底

12.4 
-

高 
胴

（17.5） 
19.5

細砂粒/良好/にぶい黄
褐10YR4/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり7本）、肩部~脚部外面左上方
向のハケ目、内面撫で。

器面摩滅。

２区38号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第206図 土師器 

器台
南東壁下床上18
～ 22㎝ 
口縁～体部片

口 
台

19.8 
-

高 （4.7） 細砂粒・輝石/良好/橙
5YR5/8

受け部外面縦、内面横のヘラ磨きか。受け部
の穿孔は5孔か。

器面摩滅。

2
第206図 土師器 

台付甕
南東壁下床上9㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

15.4 
-

高 
頸

（6.2） 
12.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
黒褐10YR3/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5本）、胴部外面左上方向のハ
ケ目、内面撫で。

器面の摩滅顕著。

3
第206図 土師器 

台付甕
住居北東寄り床
上32㎝ 
台部1/2

口 
底

- 
-

高 
台

- 
6.8

細砂粒・角閃石/良好/
灰黄褐10YR5/2

脚部外面縦の撫で、内面斜の撫で。 脚下端部を除き
やや吸炭。

２区39号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第207図 土師器 

鉢
埋没土 
1/4

口 
底

8.8 
3.7

高 4.0 細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい黄褐
10YR6/3

体部外面縦の撫で、内面撫で。底部ヘラ削り
で平坦。やや厚手。

体部外面~底部の
一部吸炭。

2 第207図 土師器 
甕

ピット3内 
底部～胴部片

口 
底

- 
4.2

高 
胴

（3.4） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/4

胴部外面撫で、内面細かいヘラ撫で。

２区40号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第208図 土師器 

台付甕
南西壁際床直上
～床上4㎝ 
口縁～胴部

口 
底

14.4 
-

高 
胴

（10.6） 
16.7

細砂粒・軽石/良好/褐
灰10YR4/1

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり5本）、内
面撫で。

器面摩滅。

2

第208図 土師器 
台付甕

住居南寄り～南
西壁際床上3 ～ 7
㎝ 
口縁～胴上部

口 
底

19.0 
-

高 
頸

（6.0） 
15.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR6/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5本）後横のハケ目、内面縦の
撫で。

3

第208図 
PL.81

土師器 
台付甕

南西壁際床上9㎝
⇔30住他広範囲
1/3（脚部欠損）

口 
底

15.4 
-

高 
頸 
胴

（22.8） 
13.5 
22.3

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

口縁部横撫で、肩部外面左下方向、胴部外面
左上方向の2段ほどのハケ目（1㎝あたり7本）
後肩部外面に横のハケ目。胴部内面撫で。脚
部天井及び底部内面砂目粘土補填。胴部内面
下位に接合痕。

脚部外面下半被
熱で変色か。

4
第208図 
PL.81

土師器 
台付甕

南西壁際床上9㎝
2/3（脚部欠損） 

口 
底

14.8 
-

高 
胴

（18.4） 
20.3

細砂粒・輝石/良好/に
ぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、肩部外面左下方向、胴部外面
左上方向の3段ほどのハケ目（1㎝あたり8本）、
内面撫で。胴部内面下位に接合痕。

5
第208図 土師器 

台付鉢か
住居西寄り床上
10㎝ 
台部～体部片

口 
台

- 
4.4

高 （4.4） 細砂粒・軽石/良好/に
ぶい橙5YR6/4

脚部外面斜めの粗いハケ目後撫で、体部と脚
部の接合部押圧。脚部内面細かなハケ目。脚
接地部平坦。体部内面撫で。

6 第208図 土師器 
台付甕

南西壁際床上8㎝ 
台部片

口 
台

- 
8.4

高 
胴

（5.1） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

脚部外面縦のハケ目後撫でか。内面横のヘラ
撫で、底部内面放射状の撫で、脚接地部平坦。

２区41号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第209図 
PL.81

土師器 
坩

住居北西寄り床
上4㎝ 
完形（口縁一部欠
損）

口 
底

10.1 
4.0

高 
頸

6.6 
7.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

頸部内面に稜を残すが外面ではごく弱い。口
縁部~体部内外面ヘラ磨きか。

内面わずかに吸
炭。器面摩滅。

2
第209図 土師器 

甕
住居南西寄り床
直上～床上5㎝ 
口縁～胴下位部

口 
底

20.9 
-

高 
胴

（20.1） 
23.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい赤褐5YR5/3

口縁部外面斜め、内面横のハケ目後撫で、胴
部外面横~斜めハケ目（1㎝あたり5本）、内面
は斜めのヘラ撫で。胴部内面下位に接合痕。

２区42号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第211図 土師器 
高杯

北東壁下床上7㎝ 
脚部片

口 
台

- 
-

高 (3.3) 細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

外面調整不明、内面撫で。 器面摩滅。

2
第211図 
PL.81

土師器 
台付甕

南寄り床上5㎝ 
脚部

口 
台

- 
9.1

高 （6.0） 細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

脚部外面縦、内面横~斜めのハケ目（1㎝あた
り7本）。

脚部内面及び外
面下半の一部吸
炭。

3 第211図 
PL.81

土師器 
台付甕

北西壁際床下7㎝ 
脚部

口 
底

- 
8.6

高 （5.6） 細砂粒・雲母/良好/明
赤褐5YR5/6

胴部~脚部外面斜めのハケ目、胴部内面下半
粗いハケ目、脚部内面ヘラ撫で。

4 第211図 土師器 
台付甕

南寄り床上16㎝ 
台部～胴下位部

口 
台

- 
5.3

高 
胴

（8.2） 
-

細砂粒・軽石/良好/灰
黄褐10YR4/2

胴部外面縦の粗いハケ目、内面横のヘラ削り
か。脚部外面縦の細かいヘラ撫で、内面撫で。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

２区43号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第212図 土師器 
高杯

埋没土 
脚部

口 
台

- 
-

高 （6.0） 細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR6/3

脚部外面縦のヘラ磨き、内面斜めのハケ目（1
㎝あたり5本）、脚部の穿孔は4孔。

脚部内面摩滅。

2 第212図 
PL.81

土師器 
鉢か

住居中央床上3㎝ 
完形

口 
底

8.8 
3.9

高 
胴

8.5 
6.8

細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部~体部外面縦のハケ目後、口縁部外面
撫で。体部外面は縦のヘラ磨きか。

器面摩滅。

3
第212図 土師器 

台付甕
P2内床下11㎝ 
台部～胴下位部

口 
台

- 
8.6

高 
胴

（11.3） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
黒褐10YR3/2

胴部外面撫で、内面木口状の工具による斜め
の撫で、脚部外面ハケ目後撫でか。内面木口
状工具による斜めの撫で。

4
第212図 土師器 

甕
住居中央床上3㎝ 
口縁～肩部片

口 
底

14.5 
-

高 
頸

（5.2） 
11.7

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR6/4

口縁部外面斜め、内面横のハケ目後粗い撫で。
頸部~肩部外面斜めのハケ目、内面横のハケ
目。

5 第213図 土師器 
甕

Ｐ2内
口縁～胴上部5/6

口 
底

17.3 
-

高 
胴

（10.9） 
20.6

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/灰黄褐10YR4/2

口縁部横撫で、胴部外面斜めのヘラ撫で、内
面斜めのヘラ撫で。

6
第213図 土師器 

甕
南東?床上17㎝ 
口縁～胴下位部

口 
底

18.8 
-

高 
胴

（17.6） 
24.8

細砂粒・粗砂粒/良好/
暗褐10YR3/3

口縁部~頸部外面斜めのハケ目後撫で、内面
横のハケ目、胴部外面斜めのハケ目（1㎝あた
り6本）。

胴部外面中位に
黒斑。胴部外面
下半摩滅顕著。

7 第213図 土師器 
手捏ね

掘り方 
口縁～底部片

口 
底

9.2 
4.0

高 2.8 細砂粒/良好/橙5YR7/6 鉢状の器形で器面撫で。 外面下端に輪積
み痕。

２区45号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第214図 土師器 
甕か

埋没土 
口縁～胴部片

口 
底

7.9 
-

高 
胴

(4.3) 
-

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面ハケ目後撫で、内面
撫で。

胴部外面吸炭。

２区46号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第215図 土師器 
坩

埋没土 
口縁～胴部片

口 
底

11.8 
-

高 （4.0） 細砂粒/良好/にぶい橙
5YR6/4

内外面ともに横の細かなヘラ磨き。 器面摩滅。

2 第215図 土師器 
台付甕

埋没土 
口縁～肩部片

口 
底

- 
-

高 
胴

（3.1） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、胴部外面斜めのハケ目（1㎝あ
たり4本）、内面撫で。

器面摩滅。

3
第215図 弥生土器 

甕
埋没土 
胴部片

口 
底

- 
-

高 
胴

- 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

頸部外面に簾状文、下位に櫛描き羽状文、内
面横の撫で。

２区47号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第216図 土師器 

高杯
調査区壁際床直
上 
底部～脚部

口 
台

- 
-

高 （6.7） 細砂粒・角閃石/良好/
灰5Y5/1

杯部外面横のヘラ磨き、内面撫でか。脚部外
面縦のヘラ磨き、内面雑な横の撫で。脚部の
穿孔は内側に向けたもので上下2段の3孔。

杯部内外面、脚
部外面吸炭。

2
第216図 土師器 

台付甕
埋没土 
口縁～肩部

口 
底

17.0 
-

高 
頸

（5.3） 
14.9

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部は横撫でで「5」の字状を呈し、上端部
は平坦。肩部外面は斜めの粗いハケ目、内面
は撫で。

２区48号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第217図 土師器 
坩か

南隅壁下床上15
㎝ 
底部～胴部下半
片

口 
底

- 
3.6

高 
胴

(1.9) 細砂粒・角閃石/良好/
黒10YR2/1

内外面撫で、底部に凹み。 底部~胴部下半に
黒斑。

2

第217図 
PL.81

土師器 
壷

南隅壁下床上14
～ 25㎝ 
1/2

口 
底

13.8 
6.8

高 
胴

22.9 
24.8

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫でか。胴部外面上半ハケ目（1㎝あ
たり6本）後、斜めのヘラ磨き、中位ハケ目、
下半斜めのヘラ撫で、胴部内面撫で。胴部内
面下位に接合痕。底部厚手で平坦。

胴部外面中位に
黒斑。

3

第217図 
PL.82

土師器 
壷

南隅壁下床上14
～ 18㎝ 
2/3

口 
底

14.8 
8.8

高 
胴

27.8 
23.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR6/8

口縁部折り返しで撫で。頸部外面斜めのハケ
目、内面斜めのハケ目後粗いヘラ磨き。胴部
外面斜めのヘラ磨き、内面上半横のハケ目（1
㎝あたり7本）、下半ハケ目後撫で。

器面摩滅。

4

第217図 
PL.82

土師器 
甕

南隅壁下に散乱
床上15 ～ 23㎝ 
口縁・胴部一部
欠損

口 
底

- 
9.1

高 
胴

（32.7） 
28.8

細砂粒・粗砂粒/良好/
浅黄橙10YR8/3

頸部内面横のヘラ磨き。肩部外面RLを2段に
回転施文。胴部外面下半縦のヘラ撫で。内面
上半縦の粗いヘラ磨き、下半撫で。

5
第217図 
PL.81

土師器 
壷

南隅壁下床上15
㎝ 
胴部一部欠損

口 
底

13.8 
6.2

高 
胴

25.9 
23.3

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部外面撫で、内面横のハケ目。胴部外面
ハケ目後上半縦~斜めのヘラ磨き、下半不明。
内面斜めのヘラ削り。胴部内面下位に接合痕。

胴部外面中位に
黒斑。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

２区49号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第218図 土師器 
器台か

北壁下床直上 
脚部片

口 
台

- 
14.9

高 - 細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

脚端部横撫で。 内面摩滅。

2
第218図 弥生土器 

甕
埋没土 
頸部片

口 
底

- 
-

高 
胴

- 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/黒褐10YR3/1

頸部外面に櫛描き波状文と14分割3連止め簾
状文。胴部に櫛描き羽状文を施す。内面横の
ヘラ磨き。

２区50号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第219図 土師器 

高杯
住居南東寄り床
上14㎝ 
脚部1/2

口 
台

- 
14.2

高 （9.1） 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

脚部外面縦のヘラ磨きか。内面斜めのハケ目
後撫で。脚部の穿孔は3孔。

2 第219図 土師器 
坩

埋没土 
口縁部片

口 
底

7.8 
-

高 
胴

（6.5） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、頸部外面斜めのハケ目（1㎝あ
たり6本）、内面撫で。

3
第219図 土師器 

甕
埋没土 
口縁部片

口 
底

14.0 
-

高 
頸

（4.9） 
4.9

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

口縁部折り返し。外面細かな横のハケ目（1㎝
あたり17本）、頸部外面縦のハケ目（1㎝あた
り8本）、内面細かな横ハケ目後縦のヘラ磨き。

２区51号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第221図 土師器 

高杯
住居北西寄り床
上9㎝ 
脚部2/3

口 
台

- 
-

高 （6.1） 細砂粒・粗砂粒/良好/
明黄褐10YR6/6

脚部外面ハケ目後撫で、内面斜めのハケ目。
杯部内面は剥離したものかソケット状の突起
が脚部側に残存。

2
第221図 
PL.82

土師器 
器台

北壁下床直上 
杯部1/2

口 
台

18.0 
-

高 （6.6） 細砂粒・粗砂粒・雲母/
良好/浅黄橙10YR8/3

受け部外面ハケ目後ヘラ磨きか。内面整形不
明。受け部の透かしは角孔で4 ヵ所。

器面摩滅。脚部
は接合部から剥
離。

3 第221図 土師器 
器台

住居中央床直上 
杯部2/3

口 
台

18.0 
-

高 （5.4） 細砂粒・軽石/良好/に
ぶい橙5YR6/4

受け部外面斜めのハケ目後横のヘラ磨き、内
面横のヘラ磨き。受け部の穿孔は4孔か。

4 第221図 土師器 
器台

埋没土 
脚部1/4

口 
台

- 
-

高 （6.0） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/2

脚部外面は撫でか。内面斜めのハケ目後撫で。
上下互い違い2段の4孔を穿孔。

5 第221図 土師器 
台付鉢か

埋没土 
脚部片

口 
底

- 
-

高 
台

- 
6.0

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

内外面撫で。 器面摩滅。

6 第221図 土師器 
台付甕

中央床上4㎝ 
口縁～胴上部1/2

口 
底

11.0 
-

高 
頸

(4.3) 
10.2

細砂粒/良好/橙5YR6/6 口縁部横撫で、頸部~肩部外面右下方向のハ
ケ目（1㎝あたり8本）。内面撫で。

7
第221図 土師器 

台付甕
北寄り床直上～
床上4㎝ 
口縁～胴上部4/5

口 
底

15.5 
-

高 
頸

(4.5) 
12.2

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR6/4

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5本）後、横のハケ目。内面撫
で。

8
第221図 
PL.82

土師器 
台付甕

南東寄り床直上 
4/5

口 
底

11.1 
-

高 
胴

（14.9） 
15.3

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/灰黄褐10YR4/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり6本）、内
面撫で。脚部天井及び底部内面砂目粘土補填。

脚部外面被熱で
剥離。

9
第221図 土師器 

台付甕
中央床上7㎝ 
口縁～体部

口 
底

17.6 
-

高 
胴

(15.4) 
27.0

細砂粒・粗砂粒・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり4本）、肩部~胴部外面左上方
向のハケ目。肩部内面縦の撫で。

10 第221図 土師器 
台付甕

北西寄り床下7㎝ 
脚部

口 
台

- 
8.3

高 
胴

（5.5） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

脚部外面斜めのハケ目後粗い撫で、内面撫で。脚部内面吸炭。

11 第221図 土師器 
台付甕

中央床直上 
脚部

口 
台

- 
8.9

高 
胴

（6.2） 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明黄褐10YR6/6

脚部外面斜めのハケ目（1㎝あたり6本）、内面
撫で。接地部平坦。

器面摩滅。

12
第221図 土師器 

甕
北寄り床直上～
床上11㎝ 
口縁～肩部1/2

口 
底

15.6 
-

高 
頸

（4.7） 
12.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面斜めのハケ目、
内面撫で。

13
第221図 土師器 

壺
北東寄り床上11
㎝ 
体～底部

口 
底

- 
-

高 
胴

(12.0) 
29.1

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい赤褐
5YR5/4

胴部外面ハケ目後斜めのヘラ磨き、内面ハケ
目後横~縦のヘラ磨き。胴部内外面下位に接
合痕。

14 第221図 
PL.82

土師器 
手捏ね

南寄り床直上 
完形

口 
底

4.6 
3.0

高 3.9 細砂粒/良好/橙5YR6/6 台付鉢状。体部外面指先の粗い撫で、内面斜
めのヘラ撫で。外面に輪積み痕。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

15 第221図 
PL.82

敲石 北寄り床直上 
完形

長 
厚

10.9 
3.1

幅 11.2 石英閃緑岩・扁平礫 小口部上端から右側縁に著しい敲打痕が残
る。

613.0g

２区52号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第222図 
PL.82

土師器 
高杯か

東寄り床上20㎝ 
脚部

口 
台

- 
10.2

高 （6.2） 細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

脚部外面ハケ目後ヘラ磨きか、内面横のハケ
目後撫で。

器面摩滅。

2
第222図 土師器 

台付甕
北西寄り床上23
㎝ 
口縁～肩部片

口 
底

15.0 
-

高 
頸

（4.6） 
13.0

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、胴部外面斜めのやや粗いハケ
目。薄手。

器面摩滅

3 第222図 土師器 
壺

南寄り床上17㎝ 
底部～胴部

口 
底

- 
6.0

高 
胴

(15.0) 
28.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

胴部外面撫で、内面ハケ目後撫で。 底部摩滅。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

２区53号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第224図 土師器 

高杯
北東寄り床下3㎝
～床上5㎝ 
杯部1/4

口 
台

15.8 
-

高 （4.1） 細粒砂/良好/赤褐
5YR4/6

杯部外面斜め刷毛目後、縦のヘラ磨き。内面
放射状のヘラ磨き。内外面赤色塗彩。

2 第224図 土師器 
高杯

南西寄り床直上 
脚部2/3

口 
台

- 
-

高 （5.6） 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

脚部外面縦のヘラ磨き、内面横のハケ目。脚
部の穿孔は4孔。

脚部内面にハゼ。

3
第224図 
PL.82

土師器 
器台

中央寄り床下6㎝ 
4/5

口 
台

6.9 
8.3

高 6.6 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

受け部外面ヘラ磨きか。内面整形不明。脚部
外面ハケ目後縦のヘラ磨き、内面撫でか。脚
部穿孔は上位にあり3孔。

器面摩滅

4
第224図 土師器 

台付鉢
中央寄り床上3㎝ 
頸部～脚部2/3

口 
底

- 
-

高 
胴

（8.9） 
9.4

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/4

肩部外面縦のハケ目、体部外面撫でか。内面
撫で。脚部外面縦のヘラ撫で。脚部の穿孔は
3孔。

器面摩滅。

5
第224図 土師器 

壷
東寄り床上7㎝ 
頸部～底部2/3

口 
底

- 
8.1

高 
胴

（19.1） 
21.9

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

胴部内面斜めのハケ目後縦のヘラ磨きか。内
面撫で。

胴部外面中位~
下位に吸炭部分。
外面の一部剥離。

6 第224図 土師器 
台付甕

北東寄り床上5㎝ 
口縁～肩部

口 
底

11.7 
-

高 
頸

（3.5） 
10.6

細砂粒/良好/にぶい橙
5YR6/4

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5本）、内面撫で。

器面摩滅。

7

第224図 土師器 
台付甕

中央寄り床上9㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

16.8 
-

高 
頸

（7.6） 
14.6

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり9本）、肩部~胴部外面左上方
向のハケ目後肩部に横のハケ目、肩部内面縦
の撫で。

8
第224図 土師器 

台付甕
埋没土 
底部～脚部

口 
台

- 
8.4

高 
胴

（4.8） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

脚部外面上端縦のハケ目、下半縦の撫で、内
面横~斜めのハケ目（1㎝あたり5本）。底部内
面粗いハケ目。

9

第224図 土師器 
台付甕

東寄り床上5㎝ 
底部～脚部

口 
台

- 
8.4

高 
胴

（6.1） 
-

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

胴部外面~脚部上半縦、脚部下端横のハケ目（1
㎝あたり9本）。胴部内面及び脚部内面横のハ
ケ目。 

10
第224図 土師器 

台付甕
中央寄り床上9㎝ 
脚部1/2

口 
台

- 
12.0

高 
胴

（7.1） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

胴部下半~脚部外面斜めの粗いハケ目。脚端
部折り返し。脚部天井砂目粘土の補填。底部
内面には補填なし。

11
第224図 土師器 

甕
中央寄り床上6㎝ 
口縁～胴部片

口 
底

13.6 
-

高 
胴

（9.5） 
15.6

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部~頸部外面斜め、内面横のハケ目後撫
で。胴部外面斜め、内面横のハケ目（1㎝あた
り5本）。

12 第224図 土師器 
甕

中央寄り床上6㎝ 
底部～胴下部片

口 
底

- 
5.6

高 
胴

（6.3） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

胴部内外面ハケ目、底部ヘラ削り。 脚部下端被熱に
よるものか赤変。

13
第224図 土師器 

甕
中央寄り床上6㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

11.2 
-

高 
胴

（10.0） 
18.0

細砂粒・角閃石/良好/
灰黄褐10YR6/2

口縁部外面斜め、内面横のハケ目（1㎝あたり
5本）後雑な撫で。胴部外面斜めのハケ目、内
面斜めのハケ目後斜めの粗い撫で。

14 第224図 土師器 
甕

埋没土 
口縁片

口 
底

- 
-

高 
胴

- 
-

細砂粒/良好/暗褐
10YR3/3

口縁部内外面ハケ目。口唇部ハケの刺突。

15 第224図 土師器 
甕

埋没土 
口縁片

口 
底

- 
-

高 
胴

- 
-

細砂粒・角閃石/良好/
灰褐5YR4/2

口縁部外面斜のハケ目後上半横の撫で、内面
横のハケ目。口唇部ハケの刺突。

２区56号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第228図 
PL.82

土師器 
杯

南東隅床上8㎝ 
3/4

口 
底

12.2 
-

高 6.8 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/赤褐10YR5/4

口縁部横撫で、体部外面横のヘラ撫で、内面
粗い縦のヘラ磨き。

2
第228図 
PL.82

土師器 
鉢

南東隅床直上～
床上5㎝ 
2/3

口 
底

13.6 
4.9

高 5.5 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面上半横のヘラ削り、
内面撫で後粗い放射状ヘラ磨き。

3 第228図 
PL.82

土師器 
鉢

南壁際床下4㎝ 
ほぼ完形

口 
底

15.0 
3.2

高 6.0 細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/にぶい橙5YR6/3

底部外面やや上げ底状。口縁部横撫で、体部
外面斜めのヘラ撫で、内面横の撫で。

内面のハゼ・剥
落顕著。

4 第228図 
PL.82

土師器 
台付鉢

南壁際床下9㎝ 
杯部

口 
底

15.5 
-

高 
胴

（7.7） 
15.0

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/赤褐5YR4/6

口縁部横撫で、体部外面縦の細かなハケ目（1
㎝あたり10本）、内面撫で。

脚部欠損。

5 第228図 
PL.83

土師器 
高杯

南壁際床直上 
脚部

口 
台

- 
13.3

高 （5.7） 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

脚部外面縦のヘラ磨き、内面撫で。脚柱部内
面に輪積み痕。

6 第228図 土師器 
高杯

南東隅床直上 
脚部

口 
台

- 
-

高 （8.6） 細砂粒/良好/赤褐
5YR4/8

脚部外面縦のヘラ磨き、内面撫で。内面に輪
積み痕。

7
第228図 
PL.83

土師器 
坩

南東隅床上4 ～ 8
㎝ 
完形

口 
底

12.1 
3.9

高 
胴

14.9 
13.0

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、頸部外面縦の撫で、内面横の
撫で。胴部外面撫でか。下端斜めのヘラ削り。

器面摩滅。

8 第228図 土師器 
甕

南壁下床下5㎝ 
口縁～胴部上半

口 
底

14.8 
-

高 
胴

(5.9) 
-

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部横撫で、胴部内外面の整形不明。 器面の摩滅顕著。

9

第228図 
PL.83

土師器 
甕

南東隅床下22㎝ 
完形

口 
底

18.4 
6.3

高 
胴

31.0 
26.0

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/灰黄褐10YR4/2

口縁部弱い段、横撫で。頸部内面に接合痕。
胴部外面斜めのヘラ撫で、内面撫で。

器面摩滅。口縁
部内面明度高い。
胴部外面中位剥
離。

10
第228図 土師器 

甕
南東隅 
口縁～胴部1/3

口 
底

13.9 
-

高 
胴

（11.4） 
17.9

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/明赤褐5YR5/8

口縁部横撫で、胴部外面斜めの細かいヘラ撫
で、頸部~胴部内面横のヘラ撫で。胴部内面
に輪積み痕。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

11
第228図 土師器 

壷
住居P3内床下13
㎝ 
底部～胴下部

口 
底

- 
5.5

高 
胴

（2.6） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

胴部外面斜めのヘラ磨き、内面横のハケ目（1
㎝あたり12本）。

底部摩滅。

12 第228図 
PL.83

土師器 
羽口

南壁下床上19㎝ 
4/5（転用）

長 
径

5.7 
5.6

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい赤褐5YR5/3

高杯の脚柱部の転用か。先端溶融し羽口とし
ての使用明確。

先端破損は被熱
によるか。

２区57号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第229図 土師器 

器台か
北西壁寄り床直
上 
脚部1/3

口 
台

- 
13.2

高 （7.2） 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい橙5YR6/4

脚部外面縦のハケ目後撫で、内面撫で。穿孔
は3孔。

被熱によるもの
か内外面ひび割
れ。一部剥離。

2
第229図 土師器 

器台か
埋没土 
脚部1/4

口 
台

- 
15.1

高 （8.2） 細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

脚部外面斜めのハケ目後斜めのヘラ磨き、内
面斜めのハケ目後粗い撫で。穿孔は上下2段
に3孔。

3
第229図 土師器 

鉢
北西壁寄り床直
上 
1/3

口 
底

11.4 
4.0

高 (6.6) 細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
赤褐5YR5/4

口縁部~体部上半斜めの細かなハケ目、胴部
外面下半横のヘラ磨き、内面撫で。

4
第229図 土師器 

坩
北西壁寄り床直
上 
口縁部1/2

口 
底

15.5 
-

高 
胴

（6.4） 
-

細砂粒・軽石/良好/橙
5YR6/6

口縁部~頸部内外面横のヘラ磨き。 内外面摩滅し、
一部剥離。

5
第229図 
PL.83

土師器 
壺

南西壁寄り床上3
㎝ 
口縁～頸部片

口 
底

16.4 
-

高 
頸

（5.7） 
6.9

細砂粒・粗砂粒・角
閃石・軽石/良好/橙
5YR6/6

口縁部横撫でか。頸部外面ハケ目後縦のヘラ
磨き、内面横のハケ目後雑なヘラ磨き。

器面摩滅。

6
第229図 土師器 

壺
埋没土 
頸部～胴部片

口 
底

- 
-

高 
胴

（4.5） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

頸部外面に突帯を巡らせる。突帯より上位斜
めの細かなハケ目、胴部外面縦のヘラ磨き、
内面撫で。胴部内面に輪積痕。

7
第230図 
PL.83

土師器 
壺

北西壁寄り床上7
～ 14㎝ 
頸部～底部

口 
底

- 
-

高 
胴

（28.3） 
26.0

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/灰白
10YR8/2

頸部外面に突帯を巡らせ、上位は斜めのハケ
目後撫でか。胴部外面斜めのハケ目後粗い撫
でか。内面撫で。胴部歪み大きい。

器面の摩滅顕著。

8
第229図 土師器 

台付甕
北東壁寄り床上9
～ 12㎝ 
口縁～肩部2/3

口 
底

17.2 
-

高 
胴

（4.5） 
-

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/灰黄褐10YR6/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり5本）、内面縦の撫で。

9
第230図 土師器 

台付甕
南西壁寄り床直
上 
口縁～肩部片

口 
底

15.8 
-

高 
頸

（5.5） 
14.3

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/灰黄褐10YR4/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方法のハ
ケ目（1㎝あたり5本）後横のハケ目。胴部は左
上方向のハケ目。肩部内面縦の強い撫で。

10
第230図 土師器 

台付甕
北西壁寄り床上
10㎝ 
口縁～肩部1/4

口 
底

19.8 
-

高 
胴

（5.4） 
-

細砂粒・軽石/良好/灰
黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり6本）、内面縦の撫で。

11

第230図 土師器 
甕

北西壁寄り床上7
～ 14㎝ 
口縁～胴上部片

口 
底

23.3 
-

高 
頸

（14.6） 
16.4

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

口縁部は斜めの撫で、頸部~肩部左下方向の
ハケ目（1㎝あたり5本）後横のハケ目。肩部~
胴部は左上方向のハケ目、内面は撫で。口縁
端部は平坦。

口縁部内面に剥
離。

12

第230図 土師器 
台付甕

南西壁寄り床上6
～ 12㎝ 
口縁～胴上半部

口 
底

16.8 
-

高 
胴

（10.0） 
23.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、外面ヘラ削り後頸部~肩部外
面左下方向のハケ目（1㎝あたり4本）、肩部~
胴部外面右下方向のハケ目、胴部内面縦の撫
で。

13

第230図 土師器 
台付甕

北西壁寄り床上
10㎝ 
3/4

口 
底

12.4 
7.4

高 
胴

17.4 
14.8

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり8本）、胴部外面左上方向、脚
部外面右下方向のハケ目。胴部内面撫で。脚
部天井及び底部内面砂目粘土で補填。

14
第230図 土師器 

台付甕
北西壁寄り 
底部～脚部

口 
台

- 
8.7

高 
胴

（6.9） 
-

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄橙10YR7/2

脚部外面左下方向のハケ目（1㎝あたり6本）。
脚端部折り返し。脚部天井及び底部内面砂目
粘土補填。

15
第230図 
PL.83

土師器 
壺

南西壁寄り床直
上～床上11㎝ 
3/5

口 
底

- 
7.2

高 
胴

(34.2) 
30.4

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR6/3

胴部外面撫でか、内面下位に弱い接合痕。底
部外面やや上げ底状。

内外綿の摩滅顕
著、胴部外面中
位に黒斑。

16
第230図 
PL.83

土師器 
手捏ね

北西壁寄り床上
18㎝ 
1/2

口 
底

- 
2.7

高 
胴

（2.7） 
4.1

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

外面押圧、内面撫で。 器面摩滅。

３区３号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第233図 
PL.84

土師器 
高杯

西調査区壁下床
直上 
脚部

口 
台

- 
-

高 (11.4) 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

脚部外面撫でか。内面横の撫で、裾部ハケ目
後撫で。

外面に付着物。
器面の摩滅顕著。

2
第233図 
PL.84

土師器 
台付鉢

西調査区壁下床
直上 
台部欠損

口 
底

15.8 
-

高 
胴

（9.7） 
14.7

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部内面撫でか。内面横のヘ
ラ撫で。頸部内面に輪積み痕。

体部外面に吸炭
部分。

3
第233図 
PL.84

土師器 
甕

埋没土 
口縁～胴部1/2

口 
底

17.4 
-

高 
胴

(13.2) 
19.5

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部外面縦のハケ目後横撫で、内面ヘラ撫
でか。脚部外面撫で後縦のヘラ撫で、内面撫
で。脚部内面に輪積み痕。

4
第233図 
PL.84

土師器 
甕

西調査区壁下床
直上 
口縁～胴下部3/4

口 
底

17.0 
-

高 
胴

（22.6） 
21.8

細砂粒・粗砂粒・雲母
/良好/にぶい黄橙
10YR7/2

口縁部横撫で、胴部外面縦の撫で、内面撫で。
胴部内面に輪積み痕顕著。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

３区４号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第234図 
PL.84

土師器 
高杯か

中央床下4㎝～床
上5㎝ 
脚部2/3

口 
台

- 
11.4

高 (8.9) 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

脚部外面縦のヘラ撫で、内面撫で。 器形歪む。器面
摩滅。

2
第234図 
PL.84

土師器 
坩

中央床上19㎝⇔
埋没土 
胴部

口 
底

- 
-

高 
胴

（3.5） 
9.1

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

胴部外面撫で、中位より下は横のヘラ削り。
内面撫で、頸部内面に絞りによる皺。

3 第234図 
PL.84

土師器 
坩

中央床上19㎝ 
底部～胴部下半

口 
底

- 
3.7

高 
胴

（2.4） 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

胴部外面斜めのヘラ削り、内面撫で、底部ヘ
ラ削り。

4
第234図 
PL.84

土師器 
坩

北壁下床上12㎝ 
口縁部欠損

口 
底

- 
4.3

高 
胴

（5.7） 
8.4

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

頸部~胴部外面斜めの撫で、内面雑なヘラ撫
で。

胴部外面に黒斑。
頸部内面に吸炭
部分。

5
第234図 
PL.84

土師器 
甕

中央床上12 ～ 19
㎝ 
3/4

口 
底

16.8 
6.5

高 
胴

18.9 
19.2

細砂粒・粗砂粒/良好/
黒褐10YR3/2

口縁部外面横撫で、内面横のハケ目後撫で、
胴部外面上半細かなハケ目、下半斜めのヘラ
削り、胴部内面撫で。

胴部外面下半被
熱による赤変か。
頸部外面剥離。

6
第234図 
PL.84

土師器 
甕

中央床下4㎝～床
直上 
口縁～胴部1/2

口 
底

16.6 
-

高 
胴

(23.0) 
21.3

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

口縁部斜めのハケ目後粗い横撫で。胴部外面
斜めのハケ目後撫でか。内面撫で。

器面摩滅。

7
第234図 
PL.84

土師器 
甕

中央床上5㎝ 
胴部～底部一部
欠損

口 
底

16.8 
7.6

高 
胴

25.8 
23.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、胴部外面縦~斜めの細かなハ
ケ目後上半横のヘラ削り、下半斜めのヘラ削
り。胴部内面下位に接合痕。

胴部外面中位の
両側に吸炭部分。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

8

第234図 
PL.84

石製品 中央床上3㎝ 
完形

長 
厚

7.5 
2.7

幅 3.7 二ツ岳軽石か　 上端側が括れ、体部背面側・側面・裏面側に
径9~11㎜の孔を穿つ。裏面側・孔の底部に
は環状管錐による穿孔痕が突出した状態で残
る。

30.1g

9 第235図 
PL.85

敲石 北寄り床直上 
完形

長 
厚

15.1 
3.5

幅 13.4 溶結凝灰岩・扁平礫 表裏面とも平滑だが、これが摩耗面か判断は
難しい。礫の両側縁に打痕が残る。

1118.5g

３区５号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第237図 
PL.85

土師器 
鉢

中央床上4㎝ 
完形

口 
底

10.0 
-

高 
胴

5.4 
10.7

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面下半斜めの撫で、内
面撫で。

体部外面に黒斑。

2
第237図 
PL.85

土師器 
鉢

南東隅床直上～
床下4㎝ 
口縁一部欠損

口 
底

13.8 
3.9

高 
胴

6.7 
13.5

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面横のヘラ削り、下端
斜めのヘラ削り、内面撫で、底部ヘラ削り。

体部内面と外面
の一部吸炭。

3 第237図 
PL.85

土師器 
鉢

貯蔵穴内床下5㎝ 
完形

口 
底

12.7 
3.7

高 
胴

5.7 
12.7

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面斜めのヘラ削り、内
面斜めの撫で、底部ヘラ削り。

体部外面に黒斑。
素地塙状。

4 第237図 
PL.85

土師器 
鉢

中央床上5㎝ 
完形

口 
底

12.2 
3.3

高 
胴

5.8 
12.0

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、内面は横のヘラ磨き、体部外
面斜めのヘラ削り、内面撫で、底部ヘラ削り。

体部内面の一部
吸炭。

5
第237図 
PL.85

土師器 
鉢

貯蔵穴内床下8㎝ 
口縁一部欠損

口 
底

13.6 
5.5

高 5.3 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面縦のヘラ撫で、内面
撫で後粗い放射状ヘラ磨き、底部ヘラ削り。

口縁部外面に黒
斑。内面中央にハ
ゼ。塙状の素地。

6
第237図 
PL.85

土師器 
杯

貯蔵穴床上5 ～ 7
㎝ 
完形

口 
底

13.6 
3.4

高 5.9 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面斜めのヘラ削り後縦
の粗い撫で、内面撫で、底部ヘラ削り。

7 第238図 
PL.85

土師器 
高杯

カマド内床直上 
脚部1/4

口 
台

- 
-

高 （7.3） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

脚部外面縦のヘラ磨き、内面接合痕上に指の
雑な撫で。

8
第238図 
PL.85

土師器 
高杯

南寄り床上3㎝ 
1/2

口 
台

13.8 
10.6

高 10.1 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

杯部外面撫でか。下端斜めのヘラ削り、内面
撫で後粗い放射状のヘラ磨き、脚部外面縦の
ヘラ撫で、内面撫で。

器面摩滅。

9
第238図 
PL.85

土師器 
高杯

カマド内床直上 
杯部2/3、裾部欠
損

口 
台

19.0 
-

高 （15.3） 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

杯部外面縦の粗いヘラ磨き、内面放射状のヘ
ラ磨きか。脚部外面縦の撫で、内面横のヘラ
削り、裾部は撫でか。脚部内面に輪積み痕。

10
第238図 
PL.85

土師器 
高杯

住居中央床直上 
裾部欠損

口 
台

18.6 
16.3

高 15.6 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR7/6

杯部外面斜めのヘラ撫で、内面やや粗い斜め
のヘラ撫で、脚部外面縦のヘラ撫で、内面横
のヘラ削り、裾部内面撫で。

脚裾部内外面に
吸炭部分。

11

第238図 
PL.85

土師器 
高杯

貯蔵穴内床下8㎝ 
杯部1/2、裾部一
部欠損

口 
台

20.5 
16.6

高 17.2 細砂粒・粗砂粒・角
閃石・軽石/良好/橙
5YR6/6

杯部外面斜めのヘラ磨き、内面撫で後粗い放
射状ヘラ磨き、脚部外面縦のヘラ磨き、内面
撫で。脚部内面上端に杯部との貼り付けのた
めの指先の撫で。

12

第238図 
PL.85

土師器 
高杯

住居中央床上6㎝ 
杯部・裾部一部
欠損

口 
台

20.5 
17.8

高 19.3 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

杯部外面斜めのヘラ撫で、内面撫で後粗い放
射状ヘラ磨き、脚部外面縦のヘラ撫で、裾部
は撫で後縦の粗いヘラ磨き。内面撫で。脚部
内面に輪積み痕。

脚裾部内外面に
吸炭部分。

13

第238図 
PL.86

土師器 
高杯

住居中央床直上 
口縁・脚裾一部
欠損

口 
台

19.2 
16.6

高 16.9 細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

杯部外面縦のヘラ撫で、内面粗い撫で後放射
状の粗いヘラ磨き。脚部外面縦のヘラ撫で、
内面斜めのヘラ削り、脚裾部外面木口状工具
による撫で。

14
第238図 
PL.85

土師器 
鉢

貯蔵穴内床下5㎝ 
完形

口 
底

13.8 
4.0

高 6.2 細砂粒・粗砂粒・角
閃石・軽石/良好/橙
5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、下端斜めのヘ
ラ削り、内面撫で、底部ヘラ削り。

塙状の素地。

15
第238図 
PL.85

土師器 
鉢

カマド内床上4
～ 5㎝ 
一部欠損

口 
底

20.0 
6.0

高 11.0 細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面横~斜めのヘラ削り、
内面上半横~斜めのヘラ削り、下半撫で。

底部及び周辺赤
変。底部内面吸
炭。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

16
第238図 
PL.86

土師器 
有孔鉢

南西壁際床上25
㎝ 
口縁一部欠損

口 
底

17.3 
5.0

高 9.9 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR7/2

口縁部横撫で、体部外面縦の撫でか。内面上
半縦の撫で、下半斜め~横のヘラ削り。

体部内面下半に
灰色の付着物。

17

第239図 
PL.86

土師器 北東壁下床上23
㎝ 
完形（口縁一部
欠）

口 
底

11.2 
3.5

高 
胴

10.9 
12.1

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部外面横撫で後縦の粗いヘラ磨き、胴部
外面上半斜め~横のヘラ磨き、下半斜めのヘ
ラ削り後横のヘラ磨き。

底部は凹む。

18
第239図 土師器 

壺
西隅壁下床上17
㎝ 
口縁～胴部片

口 
底

17.6 
-

高 
頸

（11.7） 
12.6

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部横撫で、胴部外面丁寧な撫で。肩部内
面縦の強い撫で、脚部内面上位横のヘラ削り。

肩部内面に輪積
み痕。

19

第239図 
PL.86

須恵器 
壺

住居中央床上3㎝ 
口縁一部欠損

口 
底

10.0 
-

高 
胴

16.1 
14.7

細砂粒/還元/灰白
5Y7/1

ロクロ整形（回転方向不明）、口縁部外面に2
条の突帯と7条の波状文を巡らす。

外面及び内面中
央に自然孔。底
部にヘラ描き

「×」。

20 第239図 土師器 
甑

住居西寄り床上9㎝ 
口縁～底部片

口 
底

19.8 
8.0

高 13.3 細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

体部外面斜めの撫で、内面縦の粗い撫で。内
面上位に輪積み痕。

21
第239図 
PL.86

土師器 
甑

貯蔵穴西脇床直
上～床上11㎝ 
胴部一部欠損

口 
底

22.2 
8.3

高 
胴

28.7 
26.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面撫で、内面横~斜め
の撫で。胴部外面下位に接合痕、胴部内面中
位に輪積み痕。

胴部外面に2 ヶ
所黒斑。

22
第239図 
PL.86

土師器 
甕

カマド内床上7㎝ 
完形

口 
底

11.2 
4.3

高 
胴

15.0 
14.4

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい赤褐
5YR5/4

口縁部撫で、胴部外面縦の撫で、内面ヘラ撫
で。胴部外面に輪積み痕。

胴部外面下半吸
炭。

23 第239図 
PL.86

土師器 
壺

カマド内床直上 
口縁～頸部

口 
底

15.0 
-

高 
頸

(4.9) 
10.9

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/灰褐5YR4/2

口縁部横撫で、頸部内面縦の撫で。 口縁部内面に吸
炭部分。

24
第239図 土師器 

甕
南東壁際床上19
㎝ 
口縁～胴部片

口 
底

19.4 
-

高 
胴

（11.8） 
15.8

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、頸部~胴部外面ハケ目後撫で、
胴部内面横のハケ目。

肩部内面に輪積
み痕。器面摩滅。

25
第239図 
PL.86

土師器 
甕

カマド内床上5㎝ 
完形

口 
底

18.7 
7.0

高 
胴

28.0 
25.4

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部横撫で、胴部外面斜めのハケ目（1㎝あ
たり8本）、胴部下半横~斜めの撫で、内面斜
めのヘラ撫で。胴部外面下位に接合痕。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

26
第239図 
PL.86

砥石 カマド前床直上 
ほぼ完形

長 
厚

5.1 
1.3

幅 3.2 砥沢石・切り砥石 四面使用?風化が激しく、使用面の詳細は不
明。背面側が弱く研ぎ減る。下端側を欠損す
る。

34.7g

３区６号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第240図 土師器 
高杯

北調査区壁下 
脚部片

口 
台

- 
-

高 （8.1） 細砂粒・粗砂粒/良好/
赤褐5YR4/8

脚部外面縦の丁寧な撫で。内面横のヘラ削り。

2 第240図 
PL.87

土師器 
壺か

南東壁下 
口縁部

口 
底

15.7 
-

高 （6.3） 細砂粒/良好/にぶい赤
褐5YR4/4

口縁部横撫で、口縁部~頸部外面縦のヘラ磨
き、内面ハケ目後斜めのヘラ磨き。

内外面吸炭。

3

第240図 
PL.87

土師器 
甕

北調査区壁下 
口縁一部欠損

口 
底

22.7 
8.2

高 
胴

27.7 
26.0

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部外面横撫で、内面横のハケ目後撫で、
胴部外面斜め~縦のハケ目（1㎝あたり5本）後
中位横の撫で、胴部内面上半横の撫で、下端
ハケ目残す。

胴部外面中位に
黒斑。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

4
第240図 
PL.87

石製模造
品

南壁下床上19㎝ 
完形

長 
厚

2.8 
0.3

幅 2.7 変玄武岩・有孔円盤 表裏面とも摩耗、弱く線条痕が残る。側縁は
粗い線条痕を伴う面取り整形。径2.5mmの孔
を両側穿孔する。

5.3g

5 第240図 
PL.87

敲石 西壁下床上13㎝ 
完形

長 
厚

16.2 
5.1

幅 6.1 粗粒輝石安山岩・棒状
礫

小口部両端・側縁に敲打痕が残る。 823.4g

４区12号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第243図 土師器 
高杯

中央床上3㎝ 
杯部片

口 
台

19.8 
-

高 (4.6) 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で。内面撫で後粗
い放射状のヘラ磨き。

器面摩滅。

2

第243図 
PL.86

土師器 
高杯

北寄り床直上⇔
床上46 ～ 50㎝
⇔22住北東寄り 
体部～底部

口 
台

- 
-

高 (6.2) 細砂粒・軽石/良好/褐
灰5YR4/1

杯部外面縦のヘラ撫で、内面放射状のヘラ磨
き。

3

第243図 土師器 
高杯

東寄り床直上⇔
床上53㎝⇔22住
東寄り 
杯接合部～脚上
部

口 
台

- 
-

高 （10.7） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

杯下半~脚部外面ヘラ磨き。杯部内面撫で、
脚部内面撫で。

4 第243図 
PL.86

土師器 
鉢

埋没土 
1/4

口 
底

10.8 
3.0

高 
頸

6.7 
10.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい赤褐5YR4/3

口縁部横撫で、体部外面下半横のヘラ削り。
内面撫で、底部ヘラ削り。

5
第243図 
PL.87

土師器 
坩

北寄り床直上～ 39
㎝⇔22住北壁寄り 
口縁1/2

口 
底

14.2 
-

高 
胴

（7.6） 
-

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で､ 頸部内外面丁寧な撫で後粗い
縦のヘラ磨き。

内面やや摩滅。

6 第243図 
PL.87

土師器 
鉢

西壁下⇔埋没土 
口縁～胴部片

口 
底

12.0 
-

高 
胴

(5.6) 
13.0

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/赤褐5YR4/8

口縁部横撫で、内面ヘラ磨きか。体部外面横
のヘラ削り、内面撫で。

外面摩滅。

遺物観察表

434



No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

４区15号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第247図 
PL.87

土師器 
高杯

北壁下床直上 
脚部一部欠損

口 
台

12.2 
10.6

高 12.7 細砂粒・角閃石・雲母
/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

杯部内外面ハケ目（1㎝あたり9本）、脚部外面
縦、内面横のハケ目。脚部内面上半にしぼり
目。

器面摩滅。

2 第247図 土師器 
高杯

住居中央床直上 
口縁片

口 
台

14.8 
-

高 （4.0） 細砂粒/良好/灰黄褐
10YR6/2

器面撫で。 外面吸炭。

3 第247図 
PL.87

土師器 
高杯

北壁下床上3㎝ 
脚部

口 
台

- 
13.1

高 (8.3) 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

脚部外面縦のヘラ撫で、内面横の撫で。 器面摩滅。

4 第247図 
PL.87

土師器 
壺

南壁際床下6㎝ 
口縁欠損

口 
底

- 
1.8

高 
胴

(8.8) 
8.8

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/4

胴部外面下半斜の撫で。胴部内面下位に接合
痕。

頸部~胴部内面赤
色に変色。

5

第247図 
PL.87

土師器 
坩

東壁下床直上 
完形

口 
底

7.9 
-

高 
胴

7.3 
9.1

細砂粒・軽石・角閃石
/良好/にぶい黄橙
10YR7/4

口縁部外面横撫で、内面横のハケ目後撫で。
胴部外面上位はハケ目、下半横のヘラ削り、
内面撫で。(ハケ目5本) 

器面摩滅。

6
第247図 
PL.87

土師器 
手捏ね

中央西寄り床直
上 
底部片

口 
底

- 
4.4

高 - 細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/4

体部外面及び底部撫で。

４区18号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第250図 土師器 
甕

床面炭化材集中
部分 
口縁～胴部上位
片

口 
底

11.0 
-

高 
胴

（7.7） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部から胴部外面撫で後に斜
めのハケ目（1㎝あたり7本）。口縁部内面にハ
ケ目残る。胴部内面は輪積み痕と指の押圧が
顕著。

2
第250図 
PL.87

土師器 
甕

床面炭化材集中
部分脇 
口縁片

口 
底

16.6 
-

高 - 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部横撫で。 器面摩滅顕著。

3
第250図 
PL.87

土師器 
甕

床面炭化材集中
部分 
口縁～底部

口 
底

15.8 
-

高 
胴

22.8 
-

細砂粒/良好/褐灰
5YR5/1

口縁部横撫で、胴部外面斜の撫で、部分的に
斜の粗いヘラ磨きか。内面撫で。

頸部内面に輪積
み痕。

４区19号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第253図 
PL.87

土師器 
鉢か

埋没土 
口縁片

口 
底

13.8 
-

高 (3.8) 細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面下位横のヘラ削り。
内面撫でか。

器面摩滅。

2
第253図 
PL.87

土師器 
鉢

南壁下床直上 
1/2

口 
底

15.0 
3.6

高 3.8 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部外面横のヘラ撫で、体部外面横~斜め
のヘラ撫で。内面撫で後粗い放射状ヘラ磨き。
底部ヘラ削り。

3 第253図 
PL.87

土師器 
鉢

埋没土 
1/2

口 
底

13.6 
4.6

高 4.7 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、下端斜のヘラ
撫で。底部ヘラ削り。

内面のハゼ顕著。

4
第253図 
PL.87

土師器 
鉢

貯蔵穴北床上11
㎝ 
口縁一部欠損

口 
底

14.4 
3.4

高 4.2 細砂粒/良好/赤褐
5YR4/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、下端斜のヘラ
削り。内面撫で。

内面の一部吸炭。 

5 第253図 
PL.87

土師器 
鉢

貯蔵穴埋没土 
口縁一部欠損

口 
底

10.8 
4.5

高 4.6 細砂粒・角閃石/良好/
浅黄橙10YR8/3

口縁部横撫で、体部外面上半撫で、下半斜め
のヘラ削り、内面ヘラ撫で。

器面摩滅。

6 第253図 
PL.87

土師器 
高杯か

南壁下床直上 
杯部

口 
台

16.0 
-

高 （4.6） 細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部内外面撫で。 内面の細かなハ
ゼ顕著。

7
第253図 
PL.88

土師器 
高杯

カマド内火床直
上～ 4㎝ 
杯部3/4

口 
台

18.0 
-

高 (6.8) 細砂粒・雲母/良好/明
赤褐5YR5/8

口縁部横撫で、内面撫で、体部下半撫で後縦
の粗いヘラ磨き。

内面やや摩滅。

8
第253図 
PL.88

土師器 
高杯

北東隅壁下床上3
㎝ 
1/2

口 
台

18.6 
-

高 （6.6） 細砂粒・雲母/良好/灰
褐5YR4/2

内外面撫で。 脚部との接合部
ソケット状。口
唇部の一部吸炭。

9
第253図 
PL.88

土師器 
高杯

埋没土 
杯部1/2

口 
台

17.8 
-

高 （7.2） 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面斜の撫で、下端横の
撫で。

杯部下端に輪積
み痕。内面摩滅
顕著。

10 第253図 
PL.88

土師器 
高杯

南壁下床直上 
脚部片

口 
台

- 
14.6

高 (5.1) 細砂粒/良好/赤褐
5YR4/6

脚部外面細かなハケ目後縦のヘラ撫で、裾部
は斜めの粗い撫で。内面ヘラ撫で。

脚裾部の一部吸
炭。

11
第253図 土師器 

高杯
北東隅壁下床上3
㎝ 
脚部1/5

口 
台

- 
13.4

高 (7.7) 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

脚部外面撫でか、内面雑な横の撫で。脚部内
面に輪積み痕。

器面摩滅。

12
第253図 
PL.88

土師器 
高杯

住居南西寄り床
直上～床上4㎝ 
底部一部欠

口 
台

17.8 
15.0

高 14.8 細砂粒・雲母/良好/明
赤褐5YR5/6

杯部内外面撫で後粗いヘラ磨き。脚部外面縦
のヘラ磨き。内面撫で。

脚部内面の輪積
み痕顕著。

13

第253図 
PL.88

土師器 
高杯

カマド内火床直
上 
口縁、裾部一部
欠

口 
台

17.3 
15.1

高 14.9 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で,杯部外面粗い撫で後粗いヘラ
磨き。脚部外面縦の撫で、内面横のヘラ削り、
端部は撫で。

杯部内面のハゼ
顕著。

14

第253図 
PL.88

土師器 
高杯

カマド北袖脇床
上4㎝ 
裾部欠

口 
台

17.5 
-

高 （13.3） 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で後杯部外面縦の撫で。内面粗い
ハケ目後撫で、さらに斜放射状のヘラ磨き。
脚部外面縦の撫で。内面中位ヘラ削り、上半
縦の撫で。

杯部内面のハゼ
顕著。

15
第253図 
PL.88

土師器 
有孔鉢

南東隅壁際床直
上 
1/2

口 
底

21.4 
6.8

高 
孔

11.0 
2.7

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で後斜のハケ目（1㎝あたり7本）、
内面横のハケ目、体部外面縦の縦のハケ目後
撫で。

内面に灰白色の
付着物。体部下
半に黒斑。

遺物観察表

435



No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

16
第253図 
PL.88

土師器 
坩

カマド北袖脇床
直上 
口縁一部欠

口 
底

13.3 
5.1

高 
胴

13.3 
13.8

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

口縁部撫で後縦の粗いヘラ磨き。胴部外面上
半横のヘラ磨き、下半横のヘラ削りか。底部
ヘラ削り、内面撫で。

器面摩滅。

17 第253図 土師器 
壺か

埋没土 
口縁片

口 
底

14.7 
-

高 
胴

（4.9） 
-

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/4

口縁部受け口状で横撫で。 器面摩滅。

18
第253図 土師器 

甕
住居南寄り床上8
㎝
口縁～肩部片

口 
底

15.6 
-

高 
頸

(7.7) 
13.0

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部撫で、頸部から胴部外面撫で後に斜めの
ハケ目（1㎝あたり7本）、口縁部内面にハケ目残
存。胴部内面は輪積み痕と指の押圧痕が顕著。

19

第254図 
PL.88

土師器 
甑か

住居南西寄り床
上4 ～ 17㎝ 
4/5

口 
底

21.1 
-

高 
胴

（21.8） 
22.4

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、頸部~胴部上位斜の粗いハケ
目、胴部外面中位斜、下位縦のヘラ撫で。胴
部内面横の撫で後、斜の粗いヘラ磨き。下半
横~斜の粗いハケ目。

胴部内面下位に
接合痕、上半に
輪積み痕。胴部
外面中位に黒斑。

20
第254図 
PL.88

土師器 
甕

南東隅壁際床直
上 
完形

口 
底

17.3 
5.3

高 
胴

22.8 
23.1

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面横~斜のヘラ撫で、
内面横~斜の強い撫で。

胴部外面中位に
粘土付着。胴部
外面中位に黒斑。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

21 第254図 
PL.89

敲石 中央床直上 
完形

長 
厚

16.4 
5.3

幅 6.4 ひん岩・棒状礫 小口部両端に弱い敲打痕が残る。 880.9g

４区20号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第257図 土師器 

高杯
カマド内床下4㎝ 
杯部片

口 
台

16.8 
-

高 （6.7） 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部外面斜めのハケ目（1㎝あたり8本）後撫
で、内面は横のハケ目後撫で消し、放射状の
粗いヘラ磨き。体部外面はハケ目後撫で。

2
第257図 土師器 

高杯
カマド内床上29
～ 37㎝ 
裾部片

口 
台

- 
16.0

高 (3.3) 細砂粒・角閃石/良好/
赤褐5YR4/6

外面撫で後縦のヘラ磨きか。内面端部は撫で、
上位は横のヘラ削り。

器面摩滅。

3
第257図 
PL.89

土師器 
高杯か

掘り方埋戻し土 
脚部・3/4

口 
台

- 
8.2

高 （5.2） 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄褐
10YR7/4

外面整形不明。脚部内面横のヘラ削り。 器面摩滅。

4
第257図 土師器 

台付甕
埋没土 
口縁～胴上部片

口 
底

15.0 
-

高 
胴

(22.0) 
19.8

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向のハ
ケ目（1㎝あたり7本）、胴部外面左上方向のハ
ケ目、肩部内面縦の強い撫で。

器面摩滅。

5

第257図 土師器 
台付甕

中央床上35㎝ 
台部2/3

口 
底

- 
-

高 
台

(7.7) 
9.4

細砂粒・粗砂粒/良好/
浅黄橙10YR8/4

脚部下端~脚部外面右下方向のハケ目（1㎝あ
たり6本）。脚端部折り返し。脚天井部と脚部
内面中央に粘土補填（砂目粘土ほどに砂の含
有はない）。

器面摩滅。

6

第257図 
PL.89

土師器 
甕?

中央床上34㎝ 
完形

口 
底

9.4 
3.5

高 
胴

11.1 
11.9

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面上半横のヘラ削り、
下半縦のヘラ削り、内面横のヘラ撫で。胴部
内面に輪積み痕。

胴部内面に灰白
色の付着物。胴
部中位に夾雑物
が抜けた孔。

7
第257図 土師器 

甕
カマド内床直上
～床上34㎝ 
口縁～胴部1/3

口 
底

18.6 
-

高 
胴

(8.8) 
-

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、胴部外面撫で、下半横のヘラ
削り、内面横から斜のヘラ撫で。胴部外面中
位に粘土付着、胴部内面下半に輪積み痕。

8 第257図 土師器 
甕

埋没土 
口縁～胴部

口 
底

18.5 
-

高 
頸

（6.3） 
14.2

細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ削り。内面
撫で。

頸部内面に接合
痕。

9 第257図 土師器 
甕

カマド内 
口縁～胴上部片

口 
底

24.6 
-

高 
胴

(12.2) 
22.4

細砂粒/良好/にぶい橙
5YR7/4

口縁部横撫で、胴部外面撫で、内面撫で。

４区22号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第260図 
PL.89

土師器 
杯

埋没土⇔12住埋
没土 
1/3

口 
底

12.7 
-

高 4.7 細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、底部外面ヘラ磨きか。底部中
央ヘラ削り、内面撫で後放射状ヘラ磨き。

内面のハゼ顕著。

2 第260図 土師器 
杯

埋没土 
口縁～底部片

口 
底

15.8 
-

高 3.4 細砂粒・軽石/良好/明
赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、底部撫でで、中央部手持ちヘ
ラ削り。内面撫で。

3 第260図 土師器 
杯

埋没土 
口縁～底部片

口 
底

15.4 
-

高 4.0 細砂粒・軽石/良好/赤
褐5YR4/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、底部手持ちヘ
ラ削り。内面撫で。

底部に黒斑。

4 第260図 土師器 
鉢

埋没土 
口縁～底部片

口 
底

14.6 
5.8

高 5.0 細砂粒/良好/赤10R5/8 内外面丁寧な撫で、底部ヘラ削り。 内面摩滅。

5
第260図 
PL.89

土師器 
台付鉢

埋没土 
杯部1/2

口 
底

18.2 
-

高 （8.2） 細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部斜、体部上半横、
下半縦のヘラ削り。口縁部内面に粗いヘラ磨
き。体部内面は撫で。

6 第260図 
PL.89

土師器 
高杯

中央床下5㎝ 
杯部

口 
台

16.5 
-

高 (5.1) 細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、体部外面斜めの粗いヘラ磨き、
内面撫で後斜放射状の粗いヘラ磨き。

内面中央のハゼ
顕著。

7
第260図 土師器 

高杯
北寄り 
杯部1/4

口 
台

17.0 
-

高 （6.4） 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/赤褐5YR4/8

杯部内外面横撫で後外面は縦、内面はラセン
状のヘラ磨き。体部下端~脚接合部はヘラ削
り。

体部外面の半面
吸炭。

8
第260図 
PL.89

土師器 
高杯

北寄り 
杯部2/3

口 
台

18.5 
-

高 （5.9） 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/灰黄褐10YR6/2

口縁部横撫で、体部外面ヘラ削り､ 下端撫で。
内面撫で後放射状のヘラ磨き。

内面摩滅。体部
外面に不整形な
吸炭部分。

9
第260図 土師器 

高杯
北寄り 
口縁～脚中位1/4

口 
台

17.8 
-

高 （11.8） 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/8

杯部外面横撫で、内面撫で後放射状の粗いヘ
ラ磨き。杯部外面下半~脚部外面は撫でか。
脚部内面ヘラ削り。

杯部内面摩滅。
粉っぽい素地。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

10
第260図 
PL.89

土師器 
高杯

埋没土 
脚部

口 
台

- 
17.6

高 (11.1) 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい赤褐
5YR4/4

脚部外面縦のヘラ磨き、内面撫で。脚裾部内
面に接合痕。

脚部外面に吸炭
部分。

11
第260図 
PL.89

土師器 
高杯

中央付近 
底部～脚部

口 
台

- 
12.6

高 (8.3) 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

脚部外面縦~斜めのヘラ磨き、内面撫で。脚
部内面に輪積み痕。杯部との接合部にソケッ
ト状の粘土残存。

12 第260図 
PL.89

土師器 
高杯

埋没土 
杯部1/3

口 
台

20.2 
-

高 (6.1) 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい橙5YR6/4

杯部外面丁寧な撫で。内面は横のハケ目を撫
で消す。

器面摩滅。

13
第260図 土師器 

高杯
北～中央床上15
～ 35㎝に散乱 
底部1/2

口 
台

- 
16.6

高 (4.5) 細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR6/4

脚部内面屈曲部に接合痕。脚部内外面撫で。 器面摩滅。

14
第260図 土師器 

鉢
中央付近に散乱 
口縁～胴部1/2

口 
底

17.4 
-

高 （6.5） 細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい赤褐
5YR5/4

口縁部横撫で、胴部外面横~斜のヘラ磨き。
内面横の撫で。

15 第261図 土師器 
坩

北寄り 
口縁片

口 
底

13.8 
-

高 
胴

（6.4） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、頸部内外面丁寧な撫で後縦の
ヘラ磨き。

16

第261図 
PL.89

土師器 
甑

北寄り床上30㎝
前後に散乱 
4/5

口 
孔

25.5 
7.5

高 
胴

25.5 
24.7

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、頸部外面右下方向のハケ目（1
㎝あたり7本）、胴部外面縦のハケ目後撫で、
内面横のハケ目。穿孔部の端部はヘラ削りに
より面取り。

胴部外面上半に
黒斑。胴部内外
面下位に接合痕。

17
第261図 土師器 

甑
中央付近床上20
㎝前後に散乱 
胴下部～底部片

口 
底

- 
6.2

高 （11.6） 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい橙5YR6/4

胴部外面斜め~縦のハケ目（1㎝あたり7本）後
粗い撫で、内面横のハケ目、下端横のヘラ削
り。胴部内面下位に接合痕、中位に輪積み痕。

18 第261図 土師器 
甕

埋没土 
口縁～胴部片

口 
底

14.8 
-

高 
頸

(6.7) 
12.7

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR4/3

口縁部横撫で、胴部外面撫で、内面横のヘラ
撫で。

19 第261図 土師器 
甕

北寄り 
口縁～胴上部片

口 
底

15.2 
-

高 
頸

（7.5） 
12.7 

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/2

口縁部横撫で、胴部外面撫で、内面は斜めの
強い撫で。

20

第261図 
PL.90

土師器 
甕

北～東床上40㎝
前後の広範囲に
散乱 
口縁～胴部

口 
底

17.2 
-

高 
頸 
胴

（26.6） 
14.0 
25.3

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
黄橙10YR6/4

口縁部は横撫で後、頸部~肩部に斜のハケ目（1
㎝あたり5本）。頸部内面ハケ目後撫で、肩部
~胴部下位やや幅広の斜の撫で、下端幅の狭
い縦の撫で。内面斜の撫で。

胴部外面中位に
黒斑。

21

第261図 
PL.90

土師器 
壺

中央付近床上15
～ 40㎝に散乱 
口縁～胴部1/2

口 
底

18.8 
-

高 
胴

（23.0） 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
黄橙10YR6/4

口縁部上半縦のハケ目後横撫で、下半ハケ目
（1㎝あたり12本）残す。内面横のハケ目。胴
部外面ハケ目後撫で、胴部中位斜のヘラ削り。
胴部内面上半横の撫で、下半横~斜のハケ目
後、粗い縦のヘラ撫で。

胴部内面上半に
輪積み痕。

22
第261図 
PL.89

土師器 
甕

北～中央床上15
㎝前後に散乱 
口縁～胴部1/3

口 
底

16.3 
-

高 
胴

（19.2） 
22.9

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい赤褐5YR5/4

口縁部~頸部横撫で、胴部外面上半縦、下半
横のヘラ撫で。内面横~斜のヘラ撫で。

胴部内面に輪積
み痕。

23

第261図 
PL.90

土師器 
甕

北～東床上40㎝
前後の広範囲に
散乱 
口縁～胴部1/2

口 
底

18.5 
-

高 
胴

（20.3） 
23.7

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
赤褐5YR4/4

口縁部雑な横撫で、内面横のヘラ磨き、胴部
外面縦~斜の粗いヘラ磨き。胴部内面上半横
の強い撫で、下半横の粗いハケ目。

胴部内面上半に
輪積み痕。胴部
外面下半に被熱
痕。上半煤付着。

24
第261図 
PL.89

土師器 
坩

埋没土 
2/3

口 
底

9.3 
-

高 
胴

8.5 
8.0

細砂粒/良好/にぶい橙
5YR6/4

口縁部横撫でか。体部外面上半は撫で、下半
は横のヘラ削りか。内面撫で。体部内面上位
に輪積み痕。

体部外面に黒斑。
器面摩滅。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

25 第261図 
PL.89

砥石 埋没土 
破片

長 
厚

（8.0） 
（2.1）

幅 （4.5） 粗粒輝石安山岩・礫砥
石

表裏面ともよく使い込まれ、弱く研ぎ減る。 70.4g

４区24号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第265図 
PL.90

土師器 
鉢

カマド内火床上3
㎝ 
完形

口 
底

13.4 
3.8

高 5.2 細砂粒・粗砂粒/良好/
赤10R5/8

口縁部内外面横の粗い撫で、体部外面ヘラ削
り後横のヘラ撫で、内面撫で後粗い放射状ヘ
ラ磨き。底部ヘラ削り。

2 第265図 
PL.90

土師器 
鉢

南東壁下床直上 
完形

口 
底

12.3 
4.7

高 5.9 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面横~斜めのヘラ撫で、
内面撫で。

内面にハゼ。

3
第265図 
PL.90

土師器 
鉢

南東壁下床直上 
口縁一部欠損

口 
底

10.4 
3.4

高 5.1 細砂粒・粗砂粒/良好/
赤10YR5/8

口縁部横撫で、体部外面上半横のヘラ撫で、
下半斜めのヘラ削りか。内面撫で後粗い放射
状のヘラ磨き。

器面摩滅。

4
第265図 
PL.90

土師器 
鉢

埋没土 
口縁1/2

口 
底

12.5 
4.1

高 4.7 細砂粒・粗砂粒・軽石・
角閃石/良好/赤褐
5YR4/6

体部外面横のヘラ磨き。内面撫で後放射状の
ヘラ磨き。底部ヘラ磨き。

内面やや摩滅。

5 第265図 土師器 
鉢

貯蔵穴 
1/2

口 
底

11.8 
3.2

高 4.5 細砂粒・軽石/良好/赤
褐5YR4/6

体部内外面撫で、底部ヘラ削り。 器面摩滅。

6 第265図 土師器 
鉢

掘り方 
口縁～底部片

口 
底

11.6 
4.4

高 3.8 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面横、内面放射状の撫
で。

体部外面の一部
吸炭。

7 第265図 
PL.90

土師器 
高杯

カマド内床直上 
口縁一部欠

口 
台

18.5 
14.8

高 16.9 細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

杯部外面撫で、内面撫で後粗いヘラ磨き。脚
部外面縦の撫で、端部横撫で、内面ヘラ削り。

8
第265図 
PL.90

土師器 
高杯

カマド北西袖脇
床上9㎝ 
杯部のみ

口 
台

18.7 
-

高 (6.8) 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/8

杯部内外面撫で後、外面斜め内面放射状の粗
いヘラ磨き。

口縁部内面帯状
に吸炭。

9
第265図 土師器 

高杯
カマド 
脚部片

口 
台

- 
13.0

高 （6.6） 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい赤褐
5YR5/4

脚部外面撫で後縦のヘラ磨き、内面強い撫で、
端部撫で。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

10
第265図 
PL.90

土師器 
坩

南東壁下床直上 
完形

口 
底

12.1 
4.1

高 
胴

14.9 
14.2

細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい赤褐
5YR5/3

口縁部内外面撫で、頸部~肩部外面横の撫で、
体部外面斜めのヘラ削りか。体部内面に輪積
み痕と剥離。

体部外面に黒斑。

11
第265図 
PL.90

土師器 
鉢

住居南西寄り床
上5㎝ 
口縁一部欠損

口 
底

9.8 
3.7

高 
胴

7.9 
10.6

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、体部外面横~斜めのヘラ削り、
内面横のヘラ撫で。

体部外面に黒斑。

12
第265図 
PL.90

土師器 
鉢

北西壁下床下4㎝ 
1/2

口 
底

12.2 
4.5

高 
胴

9.4 
12.1

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/暗赤褐5YR3/3

口縁部内外面横のヘラ磨き。頸部外面横のヘ
ラ撫で、体部外面横のヘラ削り、内面ヘラ削
り。

13
第265図 
PL.91

土師器 
鉢

カマド全面床直
上 
胴部一部欠

口 
底

22.2 
7.2

高 
胴

17.3 
21.9

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/赤褐
5YR4/6

口縁部横撫で、体部外面斜のヘラ撫で。内面
横~斜のヘラ撫で。

胴部外面下位に
接合痕。

14
第265図 
PL.91

土師器 
甕

カマド内床直上 
口縁～胴部

口 
底

21.8 
-

高 
頸

（13.7） 
17.9

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で､ 頸部外面に斜の細かなハケ目。
胴部外面上半撫で、中位横のヘラ削り。頸部
内面押圧、胴部内面上半斜のヘラ削り。

15
第265図 
PL.91

土師器 
甕

カマド南東袖脇
床直上 
胴部一部欠

口 
底

17.5 
7.1

高 
頸 
胴

30.0 
13.7 
24.6

細砂粒・粗砂粒・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR6/3

口縁部横撫で、胴部外面上半斜のハケ目後撫
で、下半横のヘラ削り。口縁部内面ハケ目後
横撫で、内面撫で。

胴部内面上半に
輪積み痕明瞭。

16
第266図 
PL.91

土師器 
甕

カマド北西袖脇
床直上 
底部欠

口 
底

17.9 
-

高 
胴

（26.8） 
23.9

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、胴部外面上半撫で､ 中位~下
半斜のヘラ削り。内面撫で。

胴部内面に輪積
み痕。

17

第266図 
PL.91

土師器 
甕

カマド南東袖脇
床直上～床下6
～ 11㎝ 
口縁～胴部1/2

口 
底

22.6 
-

高 
胴

（24.8） 
25.2

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面撫で、中位及び下位
に横のヘラ削り。内面上半斜のヘラ削り、下
半斜の撫で。

口縁部内面の一
部と胴部外面に
吸炭部分。

18
第265図 
PL.91

土師器 
手捏ね

住居北東寄り床
下3㎝ 
完形

口 
底

4.0 
2.5

高 2.7 細砂粒・角閃石/良好/
赤褐5YR4/6

口縁部横撫で、体部外面に押圧。内面撫で。

19 第265図 
PL.91

土師器 
手捏ね

北東壁下床直上 
完形

口 
底

4.1 
2.8

高 2.5 細砂粒・角閃石/良好/
黒褐10YR3/1

口縁部横撫で、体部外面押圧、内面撫で。 内外面吸炭。

20
第265図 
PL.91

土師器 
手捏ね

カマド北西袖脇
床直上 
完形

口 
底

3.8 
2.4

高 2.5 細砂粒・角閃石/良好/
黒10YR2/1

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で。 内外面吸炭。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

21 第266図 
PL.91

砥石 南西壁下床直上 
ほぼ完形か

長 
厚

15.3 
2.3

幅 5.1 頁岩・礫砥石 表裏面とも線条痕を伴う研磨面が形成されて
いる。

297.8g

４区25号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第269図 
PL.92

土師器 
鉢

南東壁下床上4㎝ 
完形（口縁一部
欠）

口 
底

14.7 
2.6

高 6.1 細砂粒・角閃石/良好/
赤褐5YR4/6

口縁部横撫で、体部外面上半撫で、下半ヘラ
磨きか。内面撫で後放射状ヘラ磨き。

底部凹む。体部
外面に黒斑。

2
第269図 
PL.92

土師器 
鉢

南東壁際床上9㎝ 
完形（口縁一部
欠）

口 
底

12.7 
3.3

高 5.6 細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面縦のヘラ磨き、体部
下端ヘラ削り、内面撫でか。

内面摩滅。体部
外面に黒斑。

3 第269図 土師器 
高杯

カマド内床下4㎝ 
杯部～脚部

口 
台

- 
-

高 （11.3） 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

杯部~脚部外面ハケ目か。内面撫で。脚部内
面ヘラ削り。

4 第269図 土師器 
高杯

埋没土 
杯部片

口 
台

19.8 
-

高 （3.3） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR4/3

外面撫で後全面丁寧なヘラ磨き、内面撫で。

5

第269図 
PL.92

土師器 
壺

南東壁下床下7㎝ 
口縁～胴上半部

口 
底

18.6 
-

高 
胴

(20.0) 
30.1

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部外面斜めのハケ目、内面横のハケ目後
横撫で、胴部外面ハケ目後撫で、中位は横の
ヘラ削り、肩部内面縦の強い撫で、胴部内面
は横のハケ目か。頸部内面に接合痕。胴部内
面上位に輪積み痕。

6 第269図 
PL.92

土師器 
壺

カマド内
口縁上部欠損

口 
底

- 
8.3

高 
胴

(32.4) 
28.8

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面丁寧な撫で、内面撫
で。胴部外面下位に接合痕。

内面やや摩滅。

４区26号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第271図 土師器 
杯

埋没土 
口縁～体部片

口 
底

15.7 
-

高 （3.3） 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/黒褐10YR3/1

口縁部横撫で、底部ヘラ削り。内面撫で。 内面やや摩滅。

2 第271図 土師器 
坩

埋没土 
頸部～胴部片

口 
底

- 
-

高 
頸

（5.8） 
5.8

細砂粒・軽石/良好/明
赤褐5YR5/6

胴部外面磨きか。内面撫で。頸部内面の接合
痕明瞭。

４区28号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第273図
PL.92 

土師器 
高杯

南壁下床上40㎝ 
杯部一部欠損

口 
台

14.2 
-

高 (5.7) 細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄褐10YR7/3

体部外面撫で、下端斜のヘラ撫で、内面撫で。内面中央剥離。
口縁部外面の一
部吸炭。器胎内
吸炭。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第276図 土師器 
甕

埋没土 
胴部下半～底部

口 
底

- 
4.0

高 
胴

（2.9） 
-

細砂粒・角閃石・軽石/良
好/にぶい黄橙10YR7/2

外面撫で、胴部内面下位横のハケ目、中央ヘ
ラ撫で。

胴部外面下端に
黒斑。

４区31号住居

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第277図 
PL.92

土師器 
鉢

埋没土 
口縁一部欠損

口 
底

14.2 
4.0

高 5.4 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面横~斜めのヘラ撫で、
下半は斜めヘラ削りか。内面撫で。底部ヘラ削り。

３　古代の区画と溝
３区４号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第279図 
PL.92

土師器 
杯

埋没土 
口縁部一部欠

口 
底

12.1 
9.5

高 3.2 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で。底部手持ちヘラ削り。

外面摩滅。

2 第279図 土師器 
杯

埋没土 
口縁～底部片

口 
底

11.8 
8.4

高 3.1 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で、底部手持ちヘラ削り。

3 第279図 
PL.92

須恵器 
杯

埋没土 
1/4

口 
底

10.0 
6.2

高 3.0 細砂粒・雲母/還元/灰
5Y4/1

ロクロ整形(右回転か）。底部回転糸切り無調
整。

いぶし焼成。 
器面摩滅。

4 第279図 
PL.92

須恵器 
杯

埋没土 
底部のみ

口 
底

- 
6.0

高 (3.0) 細砂粒・粗砂粒/還元/
灰5Y5/1

ロクロ整形(右回転)。底部回転糸切り無調整。

４区９号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第281図 灰釉陶器 

椀
埋没土 
高台～体部片

口 
底

- 
10.0

高 
台

（2.3） 
10.0

細砂粒/還元/褐灰
10YR6/1

ロクロ整形(右回転か）。高台は三日月高台で、
底部回転ヘラ削り後の付高台。施釉は刷毛掛け
と見られ、見込み部にも刷毛掛けされている。

見込み部に重ね
焼き痕。東濃か。

３区３Ｂ号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第284図 
PL.92

土師器 
杯

北西隅底面上8㎝ 
1/2

口 
底

11.6 
7.8

高 3.6 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙5YR6/4

口縁部狭く横撫で、体部外面撫で、内面撫で。
底部手持ちヘラ削り。

内面摩滅。

2 第284図 
PL.92

土師器 
杯

北隅底面上11㎝ 
完形

口 
底

12.2 
8.7

高 3.3 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で後押圧、内面撫
で、底部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

3 第284図 
PL.92

土師器 
杯

北寄り底面上4㎝ 
4/5

口 
底

11.6 
7.0

高 3.6 細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

口縁部横撫で、体部外面撫で後押圧、内面撫
で、底部撫で、底部に型肌を残す。

4 第284図 
PL.92

土師器 
杯

北隅底面上10㎝ 
3/4

口 
底

11.7 
7.0

高 3.4 細砂粒・輝石/良好/に
ぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で。底
部撫でで、型肌を残す。

内面の摩滅顕著。

5 第284図 
PL.92

土師器 
杯

北寄り埋没土 
口縁一部欠損

口 
底

11.8 
7.4

高 3.6 細砂粒/良好/橙5YR6/6 口縁部横撫で、体部外面雑な撫で、下端押圧、
内面撫で、底部撫でで型肌を残す。

6 第284図 
PL.92

土師器 
杯

北寄り底面上5㎝ 
2/3

口 
底

11.4 
6.8

高 3.5 細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、下端押圧、内
面丁寧な撫で、底部は撫でで、型肌を残す。

器面摩滅。

7 第284図 
PL.92

土師器 
杯

北東隅底面上16㎝ 
1/3

口 
底

11.8 
8.2

高 3.4 細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄橙10YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で後押圧、内面丁
寧な撫で、底部は撫でで、型肌を残す。

8 第284図 
PL.93

土師器 
杯

埋没土 
1/3

口 
底

11.4 
7.2

高 3.4 細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で。底部は雑な手持ちヘラ削りで型肌を残す。

器面摩滅。

9
第284図 土師器 

杯
埋没土 
口縁～底部片

口 
底

12.8 
9.4

高 3.2 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で、底部は手持ちヘラ削りで、中央に窪みが
見られる。

10 第284図 
PL.92

土師器 
杯

埋没土 
1/3

口 
底

12.2 
7.4

高 3.2 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で。底部手持ちヘラ削り。

11 第284図 須恵器 
杯

埋没土 
底部片

口 
底

- 
6.0

高 (2.3) 細砂粒・粗砂粒/還元/
褐灰10YR5/1

ロクロ整形（右回転）。底部回転糸切り無調整。器面の摩滅顕著。

12 第284図 
PL.93

須恵器 
椀

北側底面上5㎝に
散在　3/4

口 
底

14.0 
6.6

高 
台

6.0 
5.5

細砂粒/還元/灰白
5Y8/1

ロクロ整形(右回転）。高台は雑な付高台で歪
む。

器面摩滅。

３区３Ａ号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第284図 
PL.93

土師器 
杯

埋没土 
口縁～底部片

口 
底

12.8 
9.0

高 3.3 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で。底
部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

2 第284図 
PL.93

土師器 埋没土 
1/3

口 
底

12.0 
-

高 
胴

10.9 
-

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/4

口縁部中位に突帯を巡らす。胴部内面は撫で、
肩部の孔は焼成前穿孔。

器面摩滅。胴部
内面に輪積み痕。

４　掘立柱建物とピット列

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第287図 灰釉陶器 
皿

1号掘立周辺 
底部

口 
底

- 
7.4

高 
台

（1.5） 
7.0

細砂粒/還元/灰5Y6/1 ロクロ整形(右回転）。高台は三日月高台で、
底部回転糸切り後の付高台。施釉は刷毛掛け
と見られ、見込み部にも施釉。

見込み部に重ね
焼き痕。高台接
地部重ね焼きに
より剥離。

2
第287図 土師器 

杯
1号掘立周辺 
1/4

口 
底

12.8 
9.9

高 
胴

3.5 
-

細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい赤褐
5YR5/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で、底
部手持ちヘラ削り。

内面摩滅。

４区30号住居

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

3
第287図 
PL.93

土師器 
甕

1号掘立周辺 
1/2

口 
底

14.0 
6.0

高 
胴

26.3 
23.6

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ削り、下端
横のヘラ削り。内面横~斜の撫で。

胴部外面下位に
接合痕。内面中
位に輪積み痕。

５　ピット

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第295図 土師器 
鉢か

3区35号ピット 
体部～底部片

口 
底

- 
6.0

高 
胴

(6.4) 
12.1

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい赤褐5YR4/4

体部外面横のヘラ削り。内面撫で。

2 第295図 
PL.93

土師器 
台付甕

4区62号ピット 
口縁～底部

口 
底

12.5 
4.0

高 
胴

(14.3) 
13.5

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、胴部外面横~斜めのヘラ削り、
内面撫で。胴部内面に輪積み痕と剥離。

口縁部外面剥離。

６　土坑

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第296図 
PL.93

土師器 
台付甕

2区58号土坑 
脚部

口 
底

- 
9.7

高 （7.0） 細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
黄橙10YR7/3

脚部外面右下方向のハケ目、内面撫で。下端
は折り返し。脚部天井及び底部内面砂目粘土
で充填。

７　井戸

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第301図 
PL.93

土師器 
杯

埋没土 
小破片

口 
底

- 
8.2

高 (1.5) 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

底部手持ちヘラ削り。内面撫で後細かな放射
状暗文施文。

2 第301図 土師器 
杯

埋没土 
口縁～底部片

口 
底

11.6 
7.8

高 (3.2) 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい赤褐5YR5/3

口縁部横撫で、体部外面雑な撫でで型肌を残
す。内面丁寧な撫で。底部手持ちヘラ削り。

3 第301図 
PL.93

須恵器 
椀か

埋没土 
底部

口 
底

- 
6.5

高 
台

（2.2） 
6.2

細砂粒/還元/灰白
5Y8/1

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

器面の摩滅顕著。

4 第301図 
PL.93

須恵器 
杯

埋没土 
底部片

口 
底

- 
6.3

高 (2.5) 細砂粒・粗砂粒・雲母/
還元/褐灰10YR4/1

ロクロ整形(右回転）。底部回転糸切り無調整。いぶし焼成。 
器面摩滅。

5 第301図 
PL.93

須恵器 
杯

埋没土 
1/2

口 
底

12.6 
5.8

高 4.0 細砂粒・粗砂粒・角閃石/
酸化/にぶい黄橙10YR7/3

ロクロ整形(右回転)。底部回転糸切り無調整。 体部外面下端~底
部吸炭。

6 第301図 
PL.93

須恵器 
椀

埋没土 
口縁～底部・1/2

口 
底

16.0 
6.6

高 （5.1） 細砂粒・粗砂粒/還元/
灰白10YR7/1

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台で、貼り付け部から剥落。

器面摩滅。

7 第301図 
PL.93

須恵器 
椀

埋没土 
3/4

口 
底

15.4 
7.4

高 
台

4.3 
6.4

細砂粒・粗砂粒・片岩/
還元/灰黄褐10YR6/2

ロクロ整形（右回転）。高台は底部回転糸切り
後の雑な付高台。

体部外面に墨書文
字不明。底部吸炭。

8 第301図 
PL.93

灰釉陶器 
長頸壷

埋没土 
口縁片

口 
底

- 
-

高 
胴

（4.1） 
-

細砂粒/還元/灰白
5Y7/1

ロクロ整形(回転方向不明）。内外面に厚く施
釉。

東濃か。

9 第301図 須恵器 
甕

埋没土 
口縁部片

口 
底

28.2 
-

高 (9.5) 細砂粒・粗砂粒/還元/
灰黄褐10YR6/2

ロクロ整形。 内面の剥離顕著。 
器面摩滅。

10
第301図 須恵器 

鉢
埋没土 
口縁片

口 
底

18.0 
-

高 
胴

(6.3) 
19.2

細砂粒/還元/灰N4/0 ロクロ整形（回転方向不明）。 口縁部内面に自
然釉。器胎内セ
ピア色。

９　畑

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第315図 土師器 
甕

3-2区畑耕作土 
口縁～胴部片

口 
底

25.6 
-

高 
頸

(5.3) 
23.2

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で。胴部外面斜のヘラ削り。内面
横のヘラ撫で。

2
第324図 
PL.94

須恵器 
杯蓋

4区畑耕作土 
口縁片

口 
底

11.8 
-

高 (3.6) 細砂粒・粗砂粒/還元/
灰N5/0

ロクロ整形（回転方向不明）。外稜、口唇部と
もにシャ -プな作り。天井部外面回転ヘラ削
り。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

3
第324図 砥石 4区畑耕作土 

破片
長 
厚

（5.7） 
2.2

幅 (6.9) 粗粒輝石安山岩 表裏面ともよく使い込まれ研ぎ減り、端部に
刃ならし傷がある。このほか、礫の小口部に
も使用面がある。

125.2g

11　溝
２区24号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第338図 土師器 
壷

埋没土 
口縁部片

口 
底

20.7 
-

高 
胴

（4.6） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

口縁部折り返し。頸部外面斜めの細かなハケ
目、内面ハケ目後撫でか。

器面摩滅。

２区26号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第339図 土師器 
高杯

埋没土 
口縁～体部

口 
台

19.5 
-

高 （5.9） 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、杯部内外面撫でか。内面は放
射状の粗いヘラ磨き。

2 第339図 土師器 
高杯

埋没土 
脚部片

口 
台

- 
15.0

高 
胴

(4.8) 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

器面撫で。

3 第339図 
PL.94

土師器 
高杯

埋没土 
1/3

口 
台

17.4 
14.0

高 13.6 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

杯部外面撫で、内面撫で。杯部下端~脚部外
面縦の撫で。

4
第339図 
PL.94

土師器 
壷

埋没土 
口縁・体部一部
欠損

口 
底

6.0 
-

高 
胴

6.4 
8.0

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR6/4

口縁部横撫で、胴部外面上半撫で、下半ヘラ
撫で、内面撫で。

器面摩滅。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

5

第339図 土師器 
壷

埋没土 
口縁～頸部

口 
底

14.4 
-

高 
胴

（5.3） 
-

細砂粒/良好/橙5YR6/6 口縁部折り返しで、外面横のハケ目（1㎝あた
り9本）後上半撫で、内面横のヘラ磨き。頸部
外面縦、内面横~斜めのハケ目。胴部外面ハ
ケ目後粗いヘラ磨き。

6 第339図 
PL.94

土師器 
甕

埋没土 
口縁～底部1/4

口 
底

13.8 
5.4

高 
胴

17.7 
17.4

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、胴部外面斜めのヘラ撫で、内
面撫でか。

胴部外面数ヵ所
吸炭部分。

２区27号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第340図 土師器 
壷

埋没土 
口縁部片

口 
底

14.8 
-

高 
胴

（4.4） 
-

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい橙5YR6/3

口縁部は有段で、外面撫で、内面ハケ目後撫
で。頸部外面斜めのハケ目、内面撫で。

外面~口縁部内面
赤彩。

2 第340図 土師器 
台付甕

埋没土 
底部～脚部

口 
台

- 
8.4

高 
胴

（6.5） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄褐10YR5/3

胴部外面撫で、内面格子状に細かな撫で。脚
部外面斜めの撫で。

3
第340図 土師器 

甕
埋没土 
口縁～肩部片

口 
底

15.6 
-

高 
胴

（5.5） 
-

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄橙10YR7/3

口縁部外面~頸部斜め、口縁部内面横のハケ
目（1㎝あたり6本）後口縁部横撫で。胴部外面
斜めのハケ目、内面横のハケ目後撫で。

胴部内面摩滅。

２区28号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第341図 
PL.94

土師器 
杯

西側下層埋没土 
口縁一部欠損

口 
底

14.5 
-

高 4.6 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で。底部手持ちヘラ削り。内面撫
で。

器面摩滅。

４区12号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第348図 土師器 
杯

埋没土 
口縁～底部片

口 
底

13.6 
9.4

高 （3.1） 細砂粒/良好/にぶい赤
褐5YR5/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面丁寧な撫
で。底部手持ちヘラ削り。

2 第348図 須恵器 
皿

埋没土 
1/3

口 
底

12.0 
5.4

高 2.5 細砂粒・粗砂粒/還元/
灰N6/0

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

内面やや摩滅。
口縁部に歪み。

3 第348図 須恵器 
椀

埋没土 
1/4

口 
底

13.4 
6.3

高 
台

6.3 
6.0

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰N5/0

ロクロ整形(右回転）。高台は底部回転糸切り
後の付高台。

4 第348図 須恵器 
椀

埋没土 
1/4

口 
底

13.8 
7.0

高 
台

5.4 
7.0

細砂粒・粗砂粒/還元/
褐灰10YR6/1

ロクロ整形(右回転か）。高台は底部回転糸切
り後の付高台。

器面摩滅。

5 第348図 
PL.94

須恵器 
甕

埋没土 
口縁～胴部上半

口 
底

17.4 
-

高 
頸

(8.9) 
12.5

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰5Y4/1

ロクロ整形(右回転か）。 胴部器胎内セピ
ア色。

6 第348図 須恵器 
甕

南側底面直上 
口縁～胴部

口 
底

18.4 
-

高 
胴

（11.5） 
21.5

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰5Y5/1

ロクロ整形(回転方向不明）。

５区９号溝

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第350図 
PL.94

土師器 
円盤状土
製品（甕転
用）

中央底面直上 
完形

長 
幅

8.9 
8.5

厚 1.6 細砂粒・軽石・角閃石
/良好/にぶい黄褐
10YR5/3

甕の底部破片の縁辺を打ち欠いて円盤状に加
工か。

内外面に付着物。

　12　遺構外の遺物
２区１号土器集中地点

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第351図 土師器 
器台か

南側 
脚部

口 
台

- 
20.9

高 
胴

（3.6） 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

脚部外面縦のヘラ磨き、内面細かなハケ目後
撫で。互い違い2段の4孔を穿つ。

器面摩滅。

2 第351図 
PL.94

土師器 
器台

西側 
完形

口 
台

9.1 
12.2

高 11.4 細砂粒/良好/橙5YR6/8 受け部外面斜めのヘラ撫でか。脚部は不明。
脚部の穿孔は3孔。

器面の摩滅顕著。

3
第351図 土師器 

鉢
北側（28溝脇） 
口縁～胴部片

口 
底

18.8 
-

高 （8.5） 細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
黄褐10YR5/3

口縁部横撫で、体部外面斜めのハケ目（1㎝あ
たり5本）、内面斜めの撫で。

4

第351図 土師器 
台付鉢

北側（28溝脇） 
台部欠損

口 
底

12.0 
-

高 
胴

（9.4） 
11.2

細砂粒/良好/にぶい赤
褐5YR5/4

口縁部外面斜めのハケ目後粗い撫で、内面斜
めのハケ目（1㎝あたり10本）。体部外面縦~斜
め、内面斜めのハケ目。体部内外面に輪積み
痕。

5
第352図 土師器 

台付甕
北側（28溝脇） 
口縁～胴上部片

口 
底

17.8 
-

高 
胴

（7.9） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のやや雑なハケ目（1㎝あたり
6本）、肩部内面斜めの撫で。

6
第352図 土師器 

台付甕
西側（22住脇） 
口縁～胴上部

口 
底

17.0 
-

高 
胴

（11.1） 
22.3

細砂粒/良好/灰白
10YR8/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり4本）、胴
部内面撫で。

器面摩滅。

7

第352図 
PL.94

土師器 
台付甕

西側 
3/4

口 
底

9.2 
7.2

高 
胴

13.3 
9.9

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/8

口縁部~胴部外面斜めのハケ目（1㎝あたり9
本）、内面撫で。脚部外面斜めのハケ目、内
面横のハケ目。接合部外面指先の押圧。胴部
内面に輪積み痕、下端に接合痕。

胴部下半~脚部被
熱か。

8
第352図 
PL.94

土師器 
台付甕

西側 
2/3

口 
台

8.1 
5.9

高 
胴

12.6 
9.0

細砂粒/良好/にぶい黄
褐10YR5/4

口縁部~頸部外面斜めの撫で。胴部外面縦の
粗いハケ目後撫で、内面撫で。脚部外面縦の
ヘラ撫でで、下端は横のヘラ削り。

脚部内外面被熱
のため剥離か。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

9
第352図 
PL.94

土師器 
台付鉢か

西側 
4/5

口 
台

8.6 
6.0

高 
胴

11.2 
9.4

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、体部外面上半斜めのハケ目、
下半~脚部外面縦のヘラ撫で。胴部内面撫で。
胴部内面上位に輪積み痕。

器面摩滅。

10 第352図 
PL.94

土師器 
台付鉢か

西側 
胴部一部欠損

口 
台

8.1 
5.4

高 
胴

10.3 
9.1

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面上半横、下半縦のヘ
ラ磨き、内面撫で。脚部内外面撫で。

器面摩滅。

11

第352図 
PL.94

土師器 
台付甕

西側 
3/5

口 
台

11.9 
7.7

高 
胴

16.3 
11.8

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部外面横撫で、内面横のハケ目後粗い撫
で。胴部外面左方向のハケ目（1㎝あたり7本）、
内面横~斜めのハケ目。脚部外面縦のハケ目
後撫で、内面横のハケ目。

12
第352図 
PL.94

土師器 
台付甕

西側 
3/5

口 
台

14.2 
7.0

高 
胴

20.1 
17.9

細砂粒/良好/灰白
10YR8/2

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向のハケ目（1㎝あたり5本）。脚
部外面右下方向のハケ目。脚端部折り返し。

13

第352図 土師器 
台付甕

北側（28溝脇） 
口縁～胴部片

口 
底

21.8 
-

高 
胴

（26.6） 
28.1

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄褐10YR5/3

口縁部は2段の稜を作り出し、横撫で。頸部~
肩部外面左下方向、胴部外面左上方向の3段
ほどのハケ目（1㎝あたり4本）後肩部外面に横
のハケ目、胴部内面は撫で。

胴部外面下半変
色。内面は摩滅。

14
第352図 土師器 

甕
北側（28溝脇） 
口縁～胴上部片

口 
底

15.4 
-

高 
胴

（9.6） 
21.4

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR6/3

口縁部~頸部外面斜め、口縁部内面横のハケ
目（1㎝あたり7本）後口縁部横撫で。胴部外面
斜めのハケ目、内面斜めのヘラ削り。

２区２号土器集中地点

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第353図 
PL.95

土師器 
鉢

西側 
4/5

口 
底

10.4 
5.3

高 
胴

7.3 
11.3

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面横のヘラ磨き、内面
撫で。

体部外面に黒斑。

2
第353図 
PL.95

土師器 
鉢

西側 
完形

口 
底

13.0 
3.8

高 
胴

9.4 
12.9

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
橙5YR6/4

丸底気味。口縁部内外面撫で。体部外面上半
撫で、下半横のヘラ削り、内面撫で。底部ヘ
ラ削り。頸部外面に輪積み痕。

体部内面に黒斑。

3
第353図 
PL.95

土師器 
坩

東側（流路脇） 
3/4

口 
底

11.0 
-

高 
胴

17.4 
16.3

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、頸部外面縦の粗いハケ目か。
体部外面斜めのヘラ撫で、内面斜めの撫で。
頸部内面に接合痕。

体部外面中位に
黒斑。

２区３号土器集中地点

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1

第354図 
PL.95

土師器 
壷

南側 
1/2（底部欠損）

口 
底

12.0 
-

高 
胴

（19.2） 
20.0

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部外面斜め、内面横~斜めのハケ目後撫
で。胴部外面ハケ目後斜め~縦のヘラ磨き。
胴部内面上半指先の押圧、下半横のハケ目。
胴部内面輪積み痕顕著。

2
第354図 土師器 

壷
南側（1溝脇） 
口縁～肩部片

口 
底

15.6 
-

高 
頸

（7.5） 
12.0

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/にぶい
黄褐10YR5/4

口縁部折り返し。頸部~胴部外面斜めのハケ
目（1㎝あたり4~5本）、口縁部内面横のハケ目
後撫でか。

内面ハゼ顕著。
器面摩滅。

3 第354図 土師器 
壷

北側（1溝脇） 
底部～頸部

口 
底

- 
4.2

高 
胴

（12.5） 
14.8

細砂粒・粗砂粒/良好/
赤褐5YR4/6

胴部外面横のヘラ磨き、内面撫で。胴部下位
内外面に接合痕、肩部内面に輪積み痕。

4

第355図 土師器 
台付甕

北側 
脚部欠損

口 
底

19.6 
-

高 
胴

（24.6） 
28.7

細砂粒/良好/明黄褐
10YR6/6

口縁部横撫で、肩部外面左下方向、胴部外面
左上方向の3段ほどのハケ目（1㎝あたり5本）、
頸部内面縦の強い撫で。脚部内面下端に接合
痕。

胴部外面下半被
熱。

5

第355図 
PL.95

土師器 
台付甕

北側（1溝脇） 
口縁～脚部1/2

口 
台

10.6 
8.0

高 
胴

17.2 
14.5

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/灰黄褐10YR6/2

口縁部横撫で、肩部外面左下方向、胴部外面
左上方向のハケ目（1㎝あたり8本）、内面撫で。
脚部外面左下方向のハケ目。脚部天井に砂目
粘土補填。底部内面には補填なし。

胴部外面に黒斑。

２区流路脇土器集中地点

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第357図 
PL.95

土師器 
高杯

広範囲に散乱 
杯部1/2

口 
台

21.8 
11.4

高 13.2 細砂粒・軽石/良好/明
赤褐5YR5/6

杯部外面撫で後粗い斜めのヘラ磨き、内面撫
で。脚部外面ヘラ磨きか。脚部の穿孔は3孔。

杯部内面わずか
に吸炭。

2 第357図 土師器 
高杯

北側に散乱 
杯部2/3

口 
台

21.4 
-

高 （6.1） 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

杯部外面斜め、内面斜め放射状の粗いヘラ磨
き。

3
第357図 土師器 

高杯
埋没土 
底部～杯部

口 
台

- 
14.0

高 （11.2） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

杯部外面ハケ目（1㎝あたり6本）後撫で。脚部
外面はヘラ磨きか。内面撫で。脚部の穿孔は
3孔。

器面摩滅。

4 第357図 土師器 
器台か

南寄り 
脚部片

口 
台

- 
8.6

高 （5.6） 細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/4

脚部内外面撫でか。脚部の穿孔は4孔。

5 第357図 土師器 
高杯

北寄り 
脚部1/3

口 
台

- 
13.6

高 （6.9） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい橙5YR6/4

脚部外面縦のヘラ磨き、内面は撫でか。脚部
の穿孔は外面からで3孔。

6 第357図 土師器 
小型鉢

1/2 口 
底

6.8 
4.0

高 
胴

6.3 
6.3

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/2

体部外面斜めのヘラ撫で、内面撫で。

7
第357図 
PL.95

土師器 
鉢

中央付近 
完形

口 
底

11.3 
3.6

高 
胴

10.3 
11.6

細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい黄橙
10YR7/3

口縁部横撫で、体部外面斜めのハケ目後斜め
のヘラ磨き、内面撫で。頸部外面は斜めの撫
で。

底部付近に黒斑。

8
第357図 土師器 

台付鉢か
南寄り 
脚部一部欠損

口 
底

9.5 
-

高 
胴

（16.6） 
12.1

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

口縁部受け口状で撫でか。体部外面斜めのヘ
ラ磨きか。体部内面下半横の細かなハケ目。
脚部の穿孔は3孔。

器面摩滅。

9
第357図 土師器 

坩
地点B内 
口縁～肩部

口 
底

11.6 
-

高 
胴

（13.7） 
13.8

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄橙10YR6/4

口縁部~頸部外面斜めハケ目後縦のヘラ磨き、
内面斜めの細かなハケ目後縦の粗い撫で。胴
部外面斜めのヘラ磨き、内面撫で。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

10
第357図 
PL.95

土師器 
坩

口縁部欠損 口 
底

7.4 
2.6

高 
胴

6.8 
7.1

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部外面撫で、内面撫で後粗い縦のヘラ磨
き。体部外面縦のヘラ磨きか。底部外面はや
や上げ底状。体部に外側からの焼成後穿孔。

器面摩滅。口縁
部内面にハゼ。

11 第357図 土師器 
器台

北寄り 
脚部欠損

口 
台

8.7 
-

高 （5.1） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

受け部外面上半撫で、下半は縦のヘラ磨き、
内面全面ヘラ磨き。脚部の穿孔は3孔。

受け部内面吸炭。

12 第357図 
PL.95

土師器 
器台

北寄り 
4/5

口 
台

7.8 
12.3

高 8.7 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR6/4

受け部内外面撫でか。脚部外面縦の撫で、内
面横のハケ目（1㎝あたり6本）後撫で。

受け部内面の摩
滅顕著。

13 第357図 
PL.95

土師器 
器台か

南側 
脚部

口 
台

- 
7.5

高 （4.6） 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

脚部外面縦のヘラ磨き、内面撫で。脚部の穿
孔は4孔。

14

第357図 
PL.95

土師器 
器台

地点B⇔南側 
ほぼ完形（端部欠
損）

口 
台

22.7 
19.5

高 21.3 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

受け部の側面に6 ヵ所の方形の透かしを穿ち、
内外面ともにハケ目後撫で消す。脚柱部外面
縦のヘラ磨き、裾部外面は細かなハケ目後撫
で、裾部と脚柱部との境に4孔、裾部上面に5
孔、側面に8孔を穿つ。

15
第357図 土師器 

壷
北寄り 
北口縁～肩部片

口 
底

12.6 
-

高 
胴

（6.9） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫でか。頸部外面斜めの細かなハケ
目、胴部外面斜めのハケ目後斜めの粗いヘラ
磨き、内面撫で。

器面摩滅。

16 第357図 土師器 
甕

口縁～肩部片 口 
底

12.4 
-

高 
胴

（6.1） 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR6/3

口縁部~胴部外面斜めのハケ目（1㎝あたり4
本）、内面撫で。

器面摩滅。

17
第358図 土師器 

壷
4/5 口 

底
12.5 
6.7

高 
胴

23.7 
22.5

細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部・頸部外面斜めのハケ目後撫で。胴部
外面斜めのヘラ磨き、内面撫でか。底部外面
上げ底状。

器面摩滅。

18
第358図 
PL.96

土師器 
壷

地点B脇 
2/3

口 
底

12.8 
7.1

高 
胴

26.1 
24.6

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/にぶい橙5YR7/3

口縁部斜め、内面横のハケ目後粗い撫で。胴
部外面斜めのヘラ磨き、内面横のハケ目。頸
部内面及び胴部内面下位に接合痕。

胴部外面下半吸
炭。

19
第358図 
PL.96

土師器 
壷

地点A内 
4/5

口 
底

15.2 
6.1

高 
胴

23.9 
23.1

細砂粒・軽石/良好/橙
5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面縦のヘラ磨き、内面
撫で。頸部内面に接合痕。口縁部に弱い段。
胴部中央に最大径。底部外面やや上げ底状。

器面摩滅。

20

第358図 土師器 
壷

地点B脇 
口縁部欠損

口 
底

- 
6.2

高 
胴

（15.6） 
16.1

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

頸部外面斜め、内面撫でのハケ目、肩部外面
細かなハケ目後斜めのヘラ磨き。胴部下半外
面斜めのハケ目、内面撫でか。胴部外面中位
に布の圧痕。

胴部外面に吸炭
部分。

21

第358図 
PL.96

土師器 
台付甕

地点A内 
脚部欠損

口 
底

14.4 
-

高 
胴

（14.6） 
15.3

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、頸部~胴部外面斜めのハケ目（1
㎝あたり5本）。胴部内面下半横のハケ目、上
半撫で。

脚部下半被熱の
ため赤色。脚部
貼り付け部から
剥離。

22

第358図 
PL.96

土師器 
台付甕

南側 
口縁一部欠損

口 
台

11.3 
7.5

高 
胴

16.6 
12.4

細砂粒・粗砂粒/良好/
灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、頸部外面粗めのハケ目。胴部
外面撫で、胴部内面横の撫で。脚部外面縦の
撫で、端部横の撫で、脚部内面斜めの撫で。
脚部内外面下位に接合痕。

脚部外面吸炭。

23 第358図 土師器 
台付甕

地点B内 
底部～脚部欠損

口 
底

15.1 
-

高 
胴

（16.2） 
20.4

細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、頸部~胴部外面斜めのハケ目（1
㎝あたり8本）、内面撫でか。

胴部外面摩滅。

24

第358図 
PL.96

土師器 
台付甕

地点A内 
脚部欠損

口 
底

16.6 
-

高 
胴

（21.4） 
22.5

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向の3段ほどのハケ目（1㎝あた
り6本）後肩部外面に横のハケ目。内面撫で。
胴部内面下位に接合痕。

胴部外面下半被
熱で変色。

25
第359図 土師器 

台付甕
地点A内 
脚部欠損

口 
底

18.9 
-

高 
胴

（27.0） 
23.2

細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR6/3

口縁部横撫で、胴部外面縦~斜めのヘラ削り、
内面横のハケ目（1㎝あたり4本）。脚部外面撫
で。

26
第359図 
PL.96

土師器 
台付甕

地点A内 
3/4

口 
底

19.0 
8.7

高 
胴

27.9 
23.2

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/灰黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、頸部~胴部外面斜めのハケ目（1
㎝あたり6本）、内面上半撫で、下半横のハケ
目。脚部外面縦のハケ目。

胴部外面中位に
黒斑。下半被熱
か。

27

第359図 
PL.96

土師器 
台付甕

地点A内 
4/5

口 
台

16.7 
8.6

高 
胴

24.7 
20.7

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/灰黄褐10YR4/2

口縁部横撫で、頸部~胴部外面斜めのハケ目（1
㎝あたり6本）、内面上半撫で、下半横のヘラ
磨き。胴部外面下位に接合痕、内面に輪積み
痕。

胴部外面下半~脚
部被熱により変
色。

28

第359図 
PL.97

土師器 
台付甕

地点A内 
4/5

口 
台

17.3 
8.2

高 
胴

25.3 
20.5

細砂粒・粗砂粒/良好/
暗褐10YR3/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面斜めのハケ目（1
㎝あたり5本）、胴部外面全体にハケ目か。内
面横のハケ目。肩部内面に輪積み痕。

胴部外面下半被
熱で変色、中位
剥離。外面中位
に黒斑。

29
第359図 土師器 

台付甕
中央付近 
脚部

口 
台

- 
9.6

高 
胴

（7.1） 
-

細砂粒・軽石/良好/灰
白10YR7/1

脚部外面右下方向のハケ目（1㎝あたり6本）。
端部内面折り返し。脚部天井及び底部内面砂
目粘土で補填。

30 第359図 土師器 
台付甕か

脚部 口 
台

- 
7.2

高 
胴

（4.5） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

脚部外面撫で、内面斜めのハケ目。一部胴部
との接合面で剥離。強い撫での痕跡を残す。

31 第359図 土師器 
甕

中央付近 
口縁部欠損

口 
底

- 
4.8

高 
胴

（11.4） 
12.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

胴部外面斜めのハケ目（1㎝あたり6本）、内面
下半ハケ目後斜めの撫で。

胴部外面に黒斑。

32
第359図 
PL.97

土師器 
甕

中央付近 
4/5

口 
底

12.8 
4.8

高 
胴

16.0 
15.3

細砂粒・角閃石・軽石/
良好/褐灰5YR5/1

口縁部横撫で、内面横のハケ目。頸部~胴部
外面斜めのハケ目（1㎝あたり5本）、内面撫で。
胴部内面下位に接合痕。

胴部外面下半被
熱のため赤変。

33 第360図 
PL.97

土師器 
甕

地点A内 
3/4

口 
底

14.0 
5.8

高 
胴

13.0 
13.9

細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~胴部外面斜めの粗いハ
ケ目（1㎝あたり5本）、内面横~斜めのハケ目。

器面摩滅。

遺物観察表

443



No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

34
第360図 
PL.97

土師器 
甕

北寄り 
完形

口 
底

13.1 
5.5

高 
胴

16.8 
17.3

細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部~頸部外面左上方向、胴部外面左上方
向のハケ目（1㎝あたり5本）、内面撫で。胴部
内面下位に接合痕。

頸部~胴部上半外
面に大きなハゼ。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

35 第360図
PL.97

管玉 1/2 長 
厚

2.1 
0.6

幅 0.6 蛇紋岩・管玉 体部に縦位線条痕が残る。径2.5mmの孔を両
側穿孔する。

1.4g

４区包含層

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第362図 
PL.97

土師器 
杯

トレンチ北隅 
3/4

口 
底

12.0 
7.9

高 3.1 細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい赤褐
5YR5/4

口縁部横撫で、体部外面雑な撫で、内面撫で。
底部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

2
第362図 土師器 

杯
北西側 
1/2

口 
底

11.8 
7.0

高 2.8 細砂粒・角閃石・軽石
/良好/にぶい赤褐
5YR5/4

口縁部横撫で、体部外面撫で、内面撫で、底
部手持ちヘラ削り。

器面摩滅。

3 第362図 灰釉陶器 
椀か

北東側 
底部片

口 
底

- 
7.6

高 
台

- 
7.0

細砂粒/還元/灰白N7/0 ロクロ整形(右回転）。高台は三日月高台で、底
部回転ヘラ削り後の付高台。施釉技法は不明。

産地東濃か。

4 第362図 須恵器 
壷

南西側（16住上） 
底部～高台片

口 
底

- 
10.2

高 
台

（3.4） 
12.0

細砂粒/還元/灰白
5Y7/1

ロクロ整形(回転方向不明）、高台は付高台。 産地秋間か。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

5
第362図 巡方 トレンチ南隅（16

住上） 
完形

長 
厚

4.1 
0.7

幅 4.2 蛇紋岩 略方形だが3㎜ほど幅が広い。背面側は丁寧
に研磨され光沢を帯びているが、裏面側には
線条痕が残る。潜り孔を横位穿孔。

29.2g

１区遺構外の遺物

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第363図 
PL.97

須恵器 
すり鉢

B混土下 
底部～体部片

口 
底

- 
-

高 
胴

- 
-

細砂粒/還元/褐灰
10YR6/1

ロクロ整形か。高台が付くと思われるが、剥
落。

胴部外面に自然
釉。秋間か。

2 第363図 
PL.97

土師器 
壷

集落確認面 
口縁部片

口 
底

- 
-

高 
胴

- 
-

細砂粒/良好/橙5YR6/6 有段口縁で、口縁部外面に2本単位の棒状の
貼付。

器面摩滅。

２区遺構外の遺物

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第363図 土師器 
高杯

中世面 
底部～脚部

口 
台

- 
-

高 （6.6） 細砂粒・角閃石/良好/
灰黄褐10YR5/2

杯部内外面ヘラ磨きか。脚部外面縦のヘラ磨
き、内面横~斜めのヘラ撫で。

器面わずかに吸
炭。

2 第363図 土師器 
器台か

集落調査面 
脚部片

口 
台

- 
-

高 (5.2) 細砂粒・雲母/良好/に
ぶい橙5YR6/4

脚部外面ハケ目後縦のヘラ磨き、内面斜めの
撫で。上下2段3組の穿孔を穿つ。

器面摩滅。

3 第363図 土師器 
鉢

集落調査面 
口縁～底部片

口 
底

13.8 
-

高 5.6 細砂粒・角閃石・軽石/
良好/灰黄褐10YR6/2

口縁部横撫で、体部外面撫で、下半斜のヘラ
削り、内面撫で。

内外面吸炭。

4 第363図 
PL.97

土師器 
鉢

1溝に混入 
完形

口 
底

12.5 
5.1

高 4.1 細砂粒・角閃石/良好/
橙5YR6/6

口縁部横撫で、体部外面撫で、下端斜のヘラ
削り。内面撫で後放射状にヘラ磨きか。

内面の摩滅顕著。

5 第363図 
PL.97

土師器 
鉢

畑調査面 
4/5

口 
底

13.6 
6.0

高 （7.2） 細砂粒・粗砂粒/良好/
にぶい赤褐5YR5/4

体部外面撫で、下端斜めのヘラ削り、内面斜
めの木口状工具の撫で。

底部付近に黒斑。

6 第363図 
PL.97

土師器 
鉢

集落調査面 
完形

口 
底

14.9 
-

高 5.3 細砂粒・粗砂粒・角閃
石・軽石/良好/5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面横の細かなヘラ磨き、
内面放射状のヘラ磨き。

体部内外面の一
部吸炭。

7 第363図 土師器 
鉢

3号井戸に混入 
口縁～体部

口 
底

14.8 
-

高 （5.4） 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

口縁部横撫で、体部外面粗いヘラ磨き、内面
撫でか。

8 第364図 土師器 
鉢

3竪穴に混入 
1/3

口 
底

8.6 
4.0

高 
胴

5.7 
9.0

細砂粒・軽石/良好/灰
黄褐10YR5/2

口縁部横撫で、体部内面斜めのヘラ削り、内
面斜めの強い撫で。

9 第364図 須恵器 
杯

2号井戸に混入 
底部片

口 
底

- 
6.5

高 - 細砂粒・雲母/酸化/に
ぶい橙5YR6/4

ロクロ整形(右回転）。底部回転糸切り無調整。

10 第364図 須恵器 
杯

2号井戸に混入 
底部3/4

口 
底

- 
6.8

高 - 細砂粒/酸化/にぶい赤
褐5YR5/4

ロクロ整形(右回転）。底部回転糸切り無調整。内面に黒色の付
着物。

11 第364図 灰釉陶器 
皿

256ピットに混入 
底部片

口 
底

- 
6.8

高 
台

- 
6.0

細砂粒/還元/灰白
5Y8/1

ロクロ整形(回転方向不明）。高台は三角高台で、
底部回転糸切り後の付高台。施釉技法は不明。

丸石2号窯式か。

12
第364図 灰釉陶器 

皿
中世面 
1/4

口 
底

14.6 
9.0

高 
台

2.2 
8.4

細砂粒/還元/灰白
5Y8/1

ロクロ整形(右回転か）。高台は角高台で、底
部回転ヘラ削り後の付高台。釉は内面のみ厚
く施す。

黒笹14号窯式。

13 第364図 土師器 
坩

西側 
体部～底部2/3

口 
底

- 
2.1

高 
胴

（4.8） 
6.7

細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

体部外面横のヘラ磨き、内面斜めのヘラ磨き。器面摩滅。粉っ
ぽい素地。

14
第364図 土師器 

坩
集落調査面 
4/5

口 
底

8.0 
1.6

高 
胴

7.4 
8.4

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/明赤褐5YR5/6

口縁部外面斜めの細かなハケ目（1㎝あたり7
本）後粗い撫で。体部上半撫で、下半横のヘ
ラ削り。

15 第364図 
PL.97

土師器 
器台

16溝に混入 
4/5

口 
台

7.4 
9.2

高 6.9 細砂粒/良好/橙5YR6/6 受け部内外面撫でか。脚部外面縦のヘラ磨き、
内面撫で。脚部の穿孔は3孔。

器面摩滅。

16 第364図 土師器 
器台

1竪穴に混入 
杯部～脚部

口 
台

9.0 
-

高 （6.0） 細砂粒・軽石/良好/に
ぶい黄褐10YR5/3

受け部内外面縦のヘラ磨き、脚部外面縦のヘラ
磨き、内面撫で。脚部の穿孔は3孔と思われる。

17 第364図 土師器 
壷

集落調査面 
口縁部片

口 
底

20.0 
-

高 
胴

(2.9) 
-

細砂粒・角閃石/良好/
明赤褐5YR5/6

有段口縁。頸部外面は左上方向の細かなハケ
目、内面斜めのヘラ磨き。

18 第364図 土師器 
壷

2ﾋﾟｯﾄ内 
口縁～頸部片

口 
底

19.4 
-

高 
胴

（7.0） 
-

細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

口縁部厚い折り返し。口縁部内外面横のヘラ
磨き、頸部外面左上方向の細かなハケ目。

内面の剥離顕著。 
口縁部内面吸炭。

遺物観察表
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No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

19

第364図 
PL.97

土師器 
台付甕

集落調査面 
3/5

口 
底

16.5 
8.5

高 
頸 
胴

26.5 
14.7 
23.8

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

口縁部横撫で、頸部~肩部外面左下方向、胴
部外面左上方向の2~3段のハケ目（1㎝あたり
5本）。胴部内面撫で。脚部外面右下方向のハ
ケ目。端部折り返し。脚部天井及び底部内面
砂目粘土補填。

胴部外面の一部
摩滅顕著。

20
第364図 土師器 

台付甕
集落調査面北側 
底部～台部

口 
台

- 
8.2

高 
胴

（5.0） 
-

細砂粒・雲母/良好/に
ぶい赤褐5YR5/4

胴部外面下端縦のヘラ撫で、内面撫で。脚部
外面下半縦の細かなハケ目（1㎝あたり10本）、
内面横のハケ目後撫で。

器面摩滅。

21 第364図 土師器 
甕

25土坑に混入 
口縁部片

口 
底

15.6 
-

高 
胴

（4.1） 
-

細砂粒/良好/にぶい黄
橙10YR7/3

口縁部折り返しで撫で。頸部外面斜め~縦の
ハケ目、内面斜めのハケ目後撫で。

22 第364図 土師器 
甕か

1井戸に混入 
口縁片

口 
底

10.7 
-

高 
胴

(3.4) 
-

細砂粒・粗砂粒/良好/
浅黄橙10YR8/4

口縁部横撫で、内面には横のハケ目を残す。

23 第364図 土師器 
甕

集落調査面 
口縁～胴上半部

口 
底

19.7 
-

高 
胴

（14.6） 
24.5

細砂粒・粗砂粒・軽石/
良好/橙5YR6/6

口縁部横撫で、胴部外面縦の粗いヘラ磨き、
内面横のヘラ削り後斜めの粗いヘラ磨き。

24 第364図 
PL.97

埴輪 
円筒

中世調査面 
破片

口 
底

-
-

高 (11.9) 細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

底部周辺の破片。外面端部まで縦ハケ目。 器面摩滅。

25 第364図 土師器 
手捏ね

集落調査面 
底部

口 
底

- 
2.6

高 (2.7) 細砂粒/良好/灰白
5Y8/2

内外面ともに撫で。 外面の一部吸炭。

26 第364図 
PL.97

土師器 
手捏ね

畑調査面 
完形

口 
底

4.7 
3.6

高 4.3 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR6/4

台付鉢か。器面指先の押圧と撫で。

27 第364図 
PL.97

土師器 
手捏ね

西側 
1/2

口 
底

6.8 
3.6

高 5.4 細砂粒・角閃石/良好/
にぶい黄橙10YR7/3

台付鉢か。器面撫で、脚部外面押圧に近いよ
うな指先の強い撫で。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値　（㎝） 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

28 第364図 
PL.97

管玉 西側 
1/2

長 
厚

2.5 
0.5

幅 0.5 蛇紋岩・管玉 体部は磨き整形されているが、弱い線条痕が
残る。径3㎜の孔を両側穿孔する。

1.5g

３区遺構外の遺物

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1
第365図 
PL.98

土師器 
高杯

3-1区畑調査面 
4/5

口 
台

19.3 
14.0

高 14.5 細砂粒・粗砂粒・軽石
/良好/にぶい赤褐
5YR5/4

杯部内外面横の撫で、脚部外面縦のヘラ撫で、
裾部撫で、内面斜めのヘラ撫で。

杯部内面摩滅。

2 第365図 
PL.98

土師器 
高杯

2住に混入 
脚部

口 
台

- 
13.6

高 （4.9） 細砂粒・粗砂粒/良好/
明赤褐5YR5/6

脚部外面撫で後縦の粗いヘラ磨き、内面撫で。
脚部内面に輪積み痕顕著。

3 第365図 須恵器 
杯

1土坑に混入 
底部片

口 
底

- 
5.4

高 (2.3) 細砂粒・粗砂粒/還元/
褐灰10YR6/1

ロクロ整形（右回転）。底部回転糸切り無調整。内面やや摩滅。

4 第365図 
PL.98

土師器 
坩

3-1区泥流内 
1/2

口 
底

- 
2.2

高 
胴

（6.9） 
9.8

細砂粒/良好/赤10R5/6 胴部外面整形不明。底部は凹む。 器面摩滅。 
内面吸炭。

４区遺構外の遺物

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第365図 土師器 
鉢

北東側包含層 
1/4

口 
底

14.5 
6.0

高 5.2 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/橙5YR6/6

体部外面横のヘラ磨き。内面は斜のハケ目後
撫で、さらに粗いヘラ磨き。

2 第365図 
PL.98

土師器 
器台か

8住に混入 
口縁片

口 
台

13.7 
-

高 - 細砂粒/良好/にぶい橙
5YR6/4

外面は丁寧な撫で、内面やや粗い撫で。

3 第365図 土師器 
高杯

平安・中世面 
脚部片

口 
台

- 
18.3

高 （2.5） 細砂粒・軽石/良好/赤
10R5/6

脚内外面撫で。 器面摩滅。

4 第365図 土師器 
器台

古墳集落面 
4/5（裾部欠く）

口 
台

8.4 高 (5.3) 細砂粒・粗砂粒/良好/
橙5YR6/6

外面横~縦のヘラ磨き、脚部内面撫で、脚部
の穿孔は3孔。

受け部内面に細
かなハゼ。

5 第365図 土師器 
鉢

流路内 
口縁～胴部片

口 
底

10.9 
-

高 
胴

（5.0） 
11.6

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、口縁部内面に横のハケ目。胴
部外面撫で、内面横の粗い撫で。

6
第365図 灰釉陶器 

皿か
B混土面 
底部～高台片

口 
底

- 
8.3

高 
台

（2.3） 
8.0

細砂粒/還元/灰白
5Y7/1

ロクロ整形(右回転）。高台は三日月高台で、
底部回転ヘラ削り後の付高台。施釉は刷毛掛
けと見られ、見込み部にも施されている。

見込み部に重ね
焼き痕。産地東
濃か。

7 第365図 灰釉陶器 
段皿

北東側包含層 
口縁～体部片

口 
底

16.2 
-

高 （2.4） 細砂粒/還元/灰5Y6/1 ロクロ整形(回転方向不明）。内外面厚く施釉。産地東濃か。

8 第365図 
PL.98

土師器 
壺

古墳集落面 
3/4

口 
底

12.2 
5.8

高 
胴

17.3 
13.6

細砂粒/良好/にぶい赤
褐5YR4/4

口縁部内面撫で。胴部外面ハケ目後撫でか。 器面摩滅。

9 第365図 
PL.98

土師器 
壷

流路内 
口縁～胴部上半

口 
底

18.6 
-

高 
頸

(8.3) 
11.6

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい赤褐5YR5/4

口縁部横撫で、胴部外面はヘラ磨きか。 器面摩滅。

10
第365図 
PL.98

土師器 
壺

古墳集落面 
ほぼ完形（体部一
部欠）

口 
底

18.9 
5.8

高 
胴

28.4 
-

細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

口縁部横撫で、胴部外面斜のヘラ磨きか。下
端横のヘラ削り。底部ヘラ削り。内面撫で。

胴部内面下位に
接合痕。

11 第365図 須恵器 畑調査面 
肩部～体部1/3

口 
底

- 
-

高 
胴

（6.2） 
10.4

細砂粒・粗砂粒/還元/
灰白5Y7/1

肩部外面に2条の沈㮍線と間にクシの刺突を
施す。胴部外面下半はヘラ削り。

12
第366図 土師器 

有孔鉢
古墳集落面 
1/4

口 
底

16.4 
5.0

高 10.4 細砂粒・粗砂粒・角閃
石/良好/にぶい黄橙
10YR6/4

体部内外面斜のハケ目後撫で。穿孔は底部側
から。

体部外面に黒斑。

13 第366図 
PL.98

土師器 
甕

8住に混入 
口縁～胴部片

口 
底

15.5 
-

高 
胴

（7.7） 
-

細砂粒・角閃石/良好/
灰黄褐10YR6/2

口縁部外面斜のハケ目後横撫で。胴部外面斜
の細かなハケ目。内面撫で。

胴部内面に輪積
み痕。

14
第366図 
PL.98

土師器 
甕

北東側包含層 
口縁～胴上部

口 
底

20.6 
-

高 
胴

(12.2) 
22.9

細砂粒・軽石・角閃石
/良好/にぶい黄橙
10YR5/3

口縁部雑な横撫で、胴部外面縦の撫で、内面
横のヘラ撫で。口縁内外面に輪積み痕。

遺物観察表
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８木製品

No. 挿図 
PL.No.

種　　類
器　　種

出土位置
残 存 率

計　測　値
材質・石材
形態・素材

製作状況・使用状況 摘　　要

1 第303図
PL.64

柄 流路内北寄り
両端欠く破片
 

長 
厚

12.5
4.1

幅 7.1 コナラ属コナラ亜属
クヌギ節

幹の樹芯を外した3分割材を装着部として加
工し、枝を柄として使用する膝柄。分枝部付
近の装着面は角度約120°の山形であるが、
先端部から3㎝は断面丸みを正方形を呈す。
枝は丸木のままであるが劣化消失し現存長さ
は3.5㎝程残すのみ。加工痕は見られず形態
も不明瞭だか、端部の断面形状から袋状鉄斧
を装着した柄と考えられる。

114ｇ
全体に劣化が著
しい。

2 第303図
PL.64

縦杵 流路内北寄り
1/2
 

長 
厚

43.8
10.0

幅 10.8 コナラ属コナラ亜属
クヌギ節

推定直径30㎝以上の材より削り出し造られた
杵。端部断面は樹芯方向で細い丸みのある三
角形で割材から加工されたことをうかがわせ
る。端部は角がなく丸みをおび、放射方向に
大小の亀裂が入り凹凸が著しい。側面は比較
的なめらかでなだらかに細くなるが端部は劣
化欠損し全体形状不明。表面全体に放射組織
の凹凸がみられ、これを直接水酸化鉄が硬く
覆う。

1857ｇ
地中に埋まる前
にすでに亀裂お
よび表面の風化
が進んでいたも
のと推察される。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

15 第366図 
PL.98

土製品 
土錘

流路内 
完形

長 
幅

2.75 
0.7

孔 0.25 細砂粒/良好/にぶい黄
褐10YR5/4

器面撫で。 端部紐掛けの擦
れ。

16
第366図 土師器 

不明
1号溝に混入 
底部～胴部

口 
底

- 
4.0

高 (5.6) 細砂粒・粗砂粒・角閃石
/良好/にぶい橙5YR6/4

体部外面縦の細かな撫で、内面撫で。体部下
半に突起残存、ソケット状に体部に穿孔して
貼付、把手か。

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値 材質・石材 

形態・素材 製作状況・使用状況 摘　　要

17
第366図 
PL.98

鉄釘 北東側包含層 
ほぼ完形か 

長 
厚

4.2 
0.35

幅 0.35 鉄製品 断面ほぼ正方形の鉄釘で頭部は薄く伸ばした
のち強く折り曲げられている。

3.53g

18
第366図 
PL.98

鉄釘 北東側包含層 
ほぼ完形か 

長 
厚

3.7 
0.4

幅 0.4 鉄製品 長さに比して幅太。断面ほぼ正方形の鉄釘で
頭部は短く伸ばした後直角に曲げられてい
る。

2.25g

19

第366図 
PL.98

不明鉄製
品

北東側包含層 
端部欠く 

長 
厚

6.6 
2.0

幅 0.65 鉄製品 劣化が進み本体は空洞化し脆弱。帯状の鉄で
構成され、刀の足金物に似た形状だが下側は
両方とも欠損し全体形状不明、上部は折り曲
げによりループ状を呈している。

9.42g

５区遺構外の遺物

No. 挿図 
PL.No.

種　　類 
器　　種

出土位置 
残 存 率 計　測　値  胎  土 /焼 成 / 色 調 成形・整形の特徴 摘　　要

1 第366図 須恵器 
蓋

7土坑に混入 
小破片

摘 5.0 高 細砂粒・粗砂粒/還元/
灰黄褐10YR6/2

ロクロ整形（右回転か）。摘みは環状摘みで天
井部外面回転ヘラ削り後の貼り付け。

内面酸化。

2 第366図 須恵器 
椀

7土坑に混入 
底部のみ

口 
底

- 
5.8

高 
台

(2.3) 
5.4

細砂粒・粗砂粒/酸化/
にぶい黄橙10YR7/3

ロクロ整形（右回転）。高台は底部回転糸切後
の付高台。

器面の摩滅顕著。

3 第366図 須恵器 
杯

4井戸に混入 
口縁～底部片

口 
底

13.2 
8.0

高 
胴

3.7 
-

細砂粒/酸化/にぶい橙
5YR6/4

ロクロ整形（右回転）。底部回転糸切り無調整。

4 第366図 須恵器 
椀

9溝に混入 
底部のみ

口 
底

- 
7.0

高 
台

(2.8) 
5.6

細砂粒/還元/褐灰
10YR6/1

ロクロ整形（回転方向不明）。高台は雑な付高
台。

器面の摩滅顕著。

5
第366図 
PL.98

土師器 
甕

平安・中世調査
面 
口縁～胴上半部

口 
底

19.1 
-

高 
頸

（7.5） 
17.1

細砂粒・軽石/良好/に
ぶい橙5YR6/4

口縁部横撫で、胴部外面横のヘラ削り、内面
横のヘラ撫で。頸部内外面に輪積み痕。

6 第366図 
PL.98

土製品 
土錘

東側流路内 
完形

長 
幅

4.7 
1.9

孔 0.65 細砂粒/良好/明赤褐
5YR5/6

外面撫で、端部面取り。 13.0g

遺物観察表
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